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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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フロム・ディスタンス　彼／彼女までの距きよ離り







　前編







　深しん呼こ吸きゆう──腹はらの底に転がる石のような緊きん張ちようを消したくて／だが一向に効こう果かはなし／かえって過か酸さん素そ状じよう態たいでくらくらドキドキする。

　ミリオポリス第三区ラントシユトラーセ──ウィーン・ミッテ駅。通りの向かいにホテル＝ヴウィイエーナン・ヒルトン／一階には空港からの直通リムジンバスの停てい留りゆう所じよシティ・エア・ターミナル。

　数年前に川かわ幅はばが大きく拡かく張ちようされたドナウ運うん河がから約八百メートルの地点──〝アンタレス事じ件けん〟では、コンテナに閉とじこめられ、死と隣となり合わせという最悪の経けい験けんをした場所。

　カウンセリングの言葉──〝過か去この経験と向き合い、起こった出来事を受け容れることが、癒いやされるための最短の道のり〟。

　だが今は過去の経験よりも、これから会う相手への緊張の方がよっぽど強かった。

　何より、その相手こそ、あの異い常じよう事態から自分を救い出してくれた当人なのだ。

　市民と観光客で賑にぎわう一角──待ち合わせには、やや不向きな混こん雑ざつ。

　駅入り口の脇わきで、ドアのガラスに映うつる自分を見つめる少年──柔やわらかな金きん髪ぱつ／白い頰ほお／碧あおの睛め／立ち上がって間もない子こ鹿じかの風ふ情ぜい。冬真トウマ・ヨハン・メンデル──十五歳さい／苦心のコンセプト＝清せい潔けつ・カジュアル・いつもと違ちがう普ふ段だん着ぎ。その成果を今さらながらガラス越ごしに何度も確かく認にん──鳩はと色のジーンズ／白いワイシャツ／スニーカー／麻あさのジャケット。

　以前、常つねに黒ずくめの学童服姿すがたなのを、他に服がないのかと、さんざんに言われたことから、思い切って恰かつ好こうを一新。そのせいでやたら心細いような不安なような、やめれば良かった普段通りにすれば良かったかも、と前ぜん提ていを破は綻たんさせる思考が次々に襲しゆう来らい──後の祭り＝諦あきらめの境きよう地ちとこれで良いんだという開き直りの声で対たい抗こう／己おのれを鼓こ舞ぶ。

　前夜──教会の司祭室の端末パソコンを借り、延えん々えんと情じよう報ほう収しゆう集しゆう／最さい適てきコースの検けん索さく／近辺の店をチェック／流行の衣服の組み合わせを調べ、自分の手持ちの品で応おう用よう。

　というか、約束したのは前日なので、今さら服を買うとか、店を予約するとか、そんな余よ裕ゆうすらなし──それでも調べ出すと止まらず、山のようにプリントアウトした情報に囲まれた姿を、師しであるバロウ神父に見られ、不思議そうに首を傾かしげられた。

　二〇一六年四月二日──〝長い土曜日ランゲ・ザムスターク〟と古い呼よび方をする人も多い、第一土曜日。

　約二十年前まで、土曜日は午前中しか店が開かず／第一土曜日だけ午後も開いていたことからついた呼こ称しよう。

　その前日──エイプリルフールアプリル・シエルツたる金曜日の午後に、急きゆう遽きよ、今日という約束の日が決定。

　お陰かげで本当は噓うそやいたずらで言われたのであって、相手は実は来る気なんかないんじゃないかという被ひ害がい妄もう想そうすら勃ぼつ発ぱつ──約束の午前十時より三十分も早く到とう着ちやくしたのは自分であるにも拘かかわらず、じりじり／やきもき／師が公安へ協力する際さいの随ずい行こうとは全く違ちがう緊張に、すっかり戸と惑まどう──というより何に緊張しているのかすら分からず惑わく乱らん。

　これから会う相手──頼たよれる相手／尊そん敬けいすべき相手／どんなときも目が離はなせぬ彼女。

　その姿がいきなりガラスの一ひと端はしに映った──どきっとなる／思わずそのまま見つめる。

　路ろ肩かた＝公安の高官が乗る黒い車──後部座ざ席せきから降おりた少女が、車に向かって慌あわただしく手を振ふる／いそいそとこちらへ歩み来る。

　少女──いつもと違う服ふく装そう／印象。薄うすいパープル系けいの衣服／レースのブラウス／スカート／モスグリーンの靴くつ／やや鍔つば広ひろの薄うす紫むらさきの帽ぼう子し／二の腕うでまである長い上品な薄手の手て袋ぶくろ。

　シック＋正せい統とう的＋格かく調ちよう高い、ひと昔前のウィーン娘ヴイーナリンそのもの。

　冬真──振り返って手を振るなり声をかけるなりすれば良いのに、微び動どうだにせず。

　以前、ＭＳＳ本部ビルで見せられた画が像ぞうを思い出す──意図のない表ひよう情じよう／誰だれかに見られているという意い識しきがない彼女の淡あわい微び笑しよう。そのときと同じように茫ぼう然ぜんと見とれた──上品にハンドバッグを肩にかけ直す仕草／艶つやめくロングヘア×ウェーブ／帽子の陰かげから覗のぞく左目の傷きず痕あとさえ愛すべきものに思える／高こう貴きな、また怒おこると怖こわそうな白オ鳥デのツ姫トの風ふう趣しゆ。

　数メートル先＝ふと彼女の深紫の瞳デイープ・パープルがこちらをとらえた／うっかりガラス越しに目が合う──ぎょっとなる冬真／彼女の微笑。「おはようございます、冬真さん」
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　急いで振り返る──気まずさを振り払はらう。「お……おはよう、鳳アゲハさん」

「お待たせしてしまいましたかしら？」少女がちょっと不安そうに、薄い手袋の上からつけた可愛かわいらしい腕時計を見る──十時五分過すぎ／申し訳わけなさそうな目。

「ぼ……僕ぼくも来たばかりだから」咄とつ嗟さの抗こう弁べんともつかぬ返答。

「良かった」屈くつ託たくのない、鳳アゲハ・エウリディーチェ・アウストの花の咲さくような笑えみ。「出発が遅おくれてしまって、慌てて来ましたの」

　冬真は、かつて、すぐ数百メートル先の貨物列車のレールの上で、暗いコンテナに閉じこめられて怯おびえていた記き憶おくが、別の輝かがやかしい何かにあっさり置き換かえられるのを感じた。




　そもそも＝事の次し第だい。

　内ない務む大臣をふくむ十数名が立て続けに暗殺された〝〈山猫ヴイルトカツツエ〉事件〟から、丸一週間後の金曜日のこと。バロウ神父の付き添そいを兼かねたお見み舞まいでＭＳＳ本部ビルを来らい訪ほう──いったん師から離れ、一人で六階の医い療りようフロアへ。

　花を手に、一室のドアをノック──応じる声。「どうぞ、お入りになって」

　だが冬真の教訓＝すぐに入らず──医師や機械技ぎ師しではなく、自分であることをドア越しに告げる。「冬真ですけど……」

　ガタン！　果たして、もんのすごい音がドアの向こうで発生＝前言撤てつ回かいする声。

「す……少し、お待ちになって！」

　ガタン／ガチャン／ドタン──いきなり部屋の改装でも始めたのかと思われるほどの騒そう音おん──僅わずか数秒で沈ちん黙もく／迅じん速そくに態たい勢せいを整えた気配／そして幾いく分ぶんか落ち着いた声。

「ど──どうぞ、お入りになって下さい」

　おそるおそるドアを開く／たたらを踏ふむ──倒たおれた車くるま椅い子す＝カラカラ回転中の車輪。

　びくびく迂う回かい──倒れた椅子／ベッドを囲むカーテンの一端がレールから外れている。

　カーテンの奥おく──上半分を起こした安楽ベッドに横たわる鳳──泰たい然ぜんと言っていい微笑／ちょっと硬い声音。「……ごきげんよう、冬真さん」

　しっかりボタンを留とめた患かん者じや服／頭に包帯／首や頰ほおにガーゼ／ベッドのブランケットを胸むな元もとまで引き上げた姿──その腰こしから下の様子を見た冬真が、かすかに息をのむ。

　布ぬのの異様な凹くぼみ──鳳が慌てて隠かくしたもの／隠せないもの＝両りよう脚あしがないのが一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　おそらく機械化義ぎ足そくのセッティング前──しいて目を向けず／動どう揺ようを隠す／相手に負い目を感じさせないよう何も気にしていないように振る舞まう＝急いで返答。

「こ……こんにちは、鳳さん」焦あせって早口にならないよう注意。「あの……お見舞いに」

「素す敵てきなお花をありがとうございます」鳳──もろに性せい急きゆうな反はん応のう＝右手でブランケットを握にぎったまま左手を出す。「喜んで受け取りますわ」

　咄とつ嗟さに渡わたす──相手が花束を受け取った隙すきに、倒れていた椅子を、そっと元に戻もどす。

　咄嗟の推すい測そく──ドアがノックされた時点で、鳳はおそらく車椅子に乗っていた。

　咄嗟の移い動どう＝両腕の力だけで──車椅子から飛び出す／椅子をつたってベッドに乗ろうとするも勢いきおい余あまって倒れかける／カーテンにつかまって耐たえる／カーテンのレールが外れる／転がるようにベッドに飛び込こむ。鳳の両腕──精せい緻ちな人じん造ぞう皮ひ膚ふで覆おおわれる前の、合成素そ材ざいの表面＝一見して人工の腕と分かるそれをブランケットで隠そうとする。

「花か瓶びんを……」冬真──咄嗟の気き遣づかい＝鳳の手の届とどくところにカーディガンがかかっているのを見て、なるべく自然な動作で離れる。

　窓まど辺べに目的の品──既すでに何本か花が活いけられたそれを出来る限かぎりゆっくり時間をかけてベッドサイドのテーブルへ移動。

「ありがとう」鳳＝にっこり──身み繕づくろい済すみ／カーディガンの袖そでに通した腕／手を隠しつつ花瓶に花を一本ずつ移動。

「ごめんなさい……急に来たりして」謝しや罪ざいから会話に入る＝いつもの癖くせ。「もう、会える頃ころだって聞いたから……」

「何の問題もありませんわ。こんなものをつけていますけれど、ほとんど傷きずは癒いえました」頭の包帯を撫なでる──やっといつもの調子に。「大した負ふ傷しようではありませんもの。規き定てい通りの検けん査さがあるだけですわ」

「そんなこと……」つられて笑いつつ思わず反はん論ろん──鳳がどれほどの打だ撃げきと疲ひ労ろうに耐たえて事じ件けんを戦い抜ぬいたか詳くわしく聞いているし、何より、あの人物を逮たい捕ほしたときのことは、このビルのモニターでつぶさに見ていたのだ。何の武ぶ器きも持たぬまま、あの人物の乗る車両の前に立ちはだかった鳳──冬真からすれば、まさに九死に一生を得たと言うべき、手足を残らずもがれるほどの打撃。それほどの負傷すら、大したものではないとあっさり告げられると、ただただ圧あつ倒とうされて何も言えなくなってしまう。が──それでは来た意味がないではないかと懸けん命めいに己おのれを鼓こ舞ぶ──用意してきた言葉を胸むねの奥から引っ張ぱり出す。

　その前に、鳳が何かを言いかけた。「冬真さん、あたくし……決して銃じゆうを──」

　小声＝詫わびようとするような響ひびき──だがそれに気づかず、相手を遮さえぎるように言った。

「本当に、ありがとう、鳳さん」

　鳳──意表を突つかれる／目がまん丸に。「……え？」

「どのニュースでもやってる……あの男が、逮捕されたって。鳳さんたちの名前はどこにも出ていないけど……」

「ＭＳＳ側の報ほう道どう規き制せいですわ」鳳──困こまったように。「あの……なんで……あたくしに」

　身を乗り出す。「僕は知ってるから。鳳さんが、それを成し遂げてくれたってことを。そのお陰かげで、とても……僕は、救われたんだ」

　鳳──珍めずらしく啞あ然ぜんとなった様子／何と返すべきか迷まよう顔／機械の手を隠すことも忘わすれ、もじもじと花束を包んでいた紙を丸める。

「僕だけ、救われたっていうのは……失礼かもしれないけど……。ＭＳＳも、とても大変なことになってしまったし……」

　事件──ＭＳＳ内部のスパイが発覚／逃とう亡ぼう＝裏うら切ぎられた者たちの胸に傷を残して。

「実は僕、ずっとカウンセリングを受けてて……」冬真──逡しゆん巡じゆん／だが素す直なおに打ち明ける。「起きてしまったことを許ゆるすことでしか、心を癒やせないって言われて……。でも、とても許せるものじゃない……」

　鳳──うつむく／妙みように固かた唾ずを吞のんで相手の言葉を聞く態勢に／丸めた紙の直径がどんどん小さくなる／ぎゅうぎゅう握にぎり潰つぶす。

「でも、鳳さんが……鳳さんたちが、あの男を捕まえてくれたから、それで、とても気が楽になったんだ。僕の代わりに、仕返しをしてくれたとか、そういうのじゃなくて……。何かを止めてくれた感じがした。少なくとも、これでもう、あの男が何かをすることはないって。それでやっと、全すべての出来事を許せるかもしれないって、初めて思えたんだ」

「あたくし……別に……」鳳──手の中の紙の圧あつ縮しゆく＝もはや一センチ足らずの直径。

「もちろん、別に、僕のためにしてくれたわけじゃないってことは分かってるんだ。でも、どうしても御お礼れいが言いたくて。本当に、本当に、ありがとう、鳳さん」

「あの……」鳳──絶ぜつ句く／うつむいた顔がみるみる真っ赤になる／両手で紙の玉をぎゅうぎゅう押おし潰す＝踏ふまれたガムなみの平たさになる。「あ……あたくし、ただ、別に、すべきことを……そんな、冬真さんからなんて……むしろ、あたくしの方が……」

　しどろもどろ──抗こう弁べんなのか謙けん遜そんなのかも判はん然ぜんとせず／やたら勢いきおいよくかぶりを振ふる。

「これでやっと、あの場所に行ける」冬真──さらに勢い込んで／相手の様子すらろくに気づかず。「あの子たちの、最さい期ごの場所に」

　鳳がぴたりと動きを止める──衝しよう撃げきを受けたように身を強こわ張ばらせる。「あの子たち……」

　冬真が悲しくうなずく──それだけで互たがいに通じる相手＝三人の救われざる子供たち。

「カウンセラーから言われてるんだ。いつか行ってみるべきだって……。もう一度……何が起こったか、ちゃんと見つめるために」

「あたくしも……そう言われてますわ」

　ぽつんとした声──びっくりする冬真。

「……カウンセラーに？」

　宙ちゆうを見ながらはっきりうなずく。「ええ」

　意想外──鳳がカウンセリングを受けていること自体にも、自分と同じような勧すすめを受けているということにも驚おどろきだった。

「実は……あたくし、今日には乙ツバメさんや雛ヒビナさんより一足お先に、立てますし、準じゆん待たい機き扱あつかいで休きゆう暇かをいただけますの。ですから、思い切って行こうかと、ずっと考えていて……」

「あの場所に……？」

「はい」

「僕も……神父様から、明日一日、教会の仕事も、勉強も休んで良いって言われて……」

　鳳が急にまた緊きん迫ぱくしたようになる。だが今回はうつむいたりせず、驚いた顔で冬真を見つめた。冬真も目をそらさず、ほどなくして、これはつまり、どちらからそれを言うかという問題なのだということを理り解かいしていた。やおら──冬真が言った／鳳が言った。

「一いつ緒しよに」「ご一緒に」

　沈ちん黙もく──一拍ぱくの間／さらに顔を見合わせる／さらに同じタイミングで口にする。

「行ければ──」「行くのはいかがかと──」

　思わず噴ふき出した──これまた二人同時に笑った。妙におかしくて／嬉うれしくて。いっとき悲ひ痛つうを忘わすれて笑っていた。共感──明るさ。悲痛と向かい合うための、数少ないすべ。




　かくして。

　鳳と町中で待ち合わせるなんて、とんでもない奇き跡せきが起こったとしか思えない。だが、そもそも相手を誘さそうとか、そういう機会を探さぐるといった考えすらないゆえ、ただひたすらこの幸運に辿たどり着いた全ての行動と言動の帰結に感かん謝しや＝冬真の実感。

「つい、黒い服の方を探してしまいましたわ」にこにこ──ふと神しん妙みように。「あ……失礼でしたかしら」

「いや……」冬真──すぐに変わる彼女の多た彩さいな表ひよう情じように心こころ奪うばわれる思い。「いつもあの恰かつ好こうだけど……他にも服は持ってるよ」

「よく心得ましたわ」くすくす──いたずらげな敬けい礼れい。「とてもよくお似に合あいです♪」

　なんだか重要っぽいことを先に口にされたような気になる──遅おくれて相手にも返す。

「鳳さんも、よく似合ってると思う……」巨きよ大だいな重じゆう機き関かん銃じゆうを抱かかえるよりも──と正直に言いかけて口ごもる／迅じん速そくに方向転てん換かんをはかるも、洒落しやれた言い回しなどかけらも出ず。

「……すごく素す敵てきだと思う」真顔＝直ちよく截せつ──投げやりな言葉と取られかねないかも、と一いつ瞬しゆんの杞き憂ゆうを抱いだくが、鳳は誇ほこらしげに胸むねを反らしてみせた。

「ありがとうございます」言いつつ、ちょっと帽ぼう子しの鍔つばを下げる／顔を隠かくす──照れ隠しだと知れる動作。

　冬真──妙に、こちらに体を押しつけられるような仕草に思える／どきっとなる／相手の豊ほう麗れいな胸むな元もとに目が行く／目をそらす。咳せき払ばらい──ぎくしゃくと携けい帯たい電話を開いて、あらかじめ検けん索さくしたルートデータを読み出す。「じゃ……じゃあ、出発しよう」

「はい♪」鳳──はしゃいでいる、と言ってもいいような大振りな仕草で、ぴしっと指さす。「ではさっそく、あちらへ参りましょう」

　冬真──鳳が示しめす方角を一いち瞥べつ＝喫きつ驚きよう。

　それは、さんざんに苦心して調べ上げたルートの真ま逆ぎやくと言うべき方角だった。

「せっかく第一区インネレシユタツトのそばに来たのですもの。この旧市街ウイーンが誇る、最高にして最大の娯ご楽らくを楽しむのはいかがですかしら？」

「最高にして最大……？」

「はい」大おお真ま面じ目め。「すなわち、文化の粋すいたる街と美しい庭園で、散歩をすることシユパツイーレンゲーエン」

　勢いにのまれる──反はん射しや的にうなずく。「う……うん。良いかも……」

　その瞬間、検索したルートの大半が塵ちりに等しく初撃で無に帰したのを悟さとる──耐たえる。

「では、少し歩きましょう、冬真さん」ひらりとスカートを翻ひるがえし、颯さつ爽そうと進む。

　その後を追う冬真──それが、少しどころではない歩みの始まりとなった。




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル六階／医い療りようフロア。

「あ、もー、ヒマヒマヒマヒマ、超ちようつまんねーっす」検けん査さ室しつのベンチ＝すらっとした脚あしをじたばたさせる少女──乙ツバメ・アリステル・シュナイダー。鮮せん烈れつな蒼い眼スカイ・ブルー／鋭えい角かく的ツインテール／ガリガリ囓かじるロリポップ／検査が終わったばかりの下着姿すがた／鬱うつ憤ぷんをまくし立てつつ患かん者じや服のボタンを留める──全身これ反はん抗こう精せい神しんに満ちた不ふ機き嫌げんなシャム猫ねこの姿し態たい。

　今朝──乙の手足の調整中に、鳳だけ先に退たい院いん＝同じく復ふつ帰きしたばかりの副官ニナに、あれこれ服のことを聞きながら、慌あわただしくおめかしして外出するのを遠くから見送る。

「やってらんねーっしょ、もぉ。鳳の方が怪け我がひでーのに、なんでオレたちより先に元気になってんのぉ。つーかオレ、元気だし」

　精せい密みつ機器の妨さまたげとなるゆえにネットゲームすら禁きん止しのフロアに閉とじこめられた鬱憤をさらにまくし立てるも、隊員の健康の完全管理を使命とする医療スタッフに聞く耳とてなし。

　むすっとしつつ控ひかえ室へ──乱らん暴ぼうにカーテンを開く／仲間に賛さん意いを求める。

「雛ヒビナぁ、もー、こんなん、ふけちまおー……ぜ……」

　控え室──無人。賛意を求めるどころか、影かげも形もなし。

「お……おーいっ、雛ぁっ⁉」通路へ出て叫さけぶ。返答──全くなし。




　ＭＳＳ本部ビル地下二階・駐ちゆう車しや場じよう──大型車両の狭はざ間まで膝を抱かかえる少女。

　雛・イングリッド・アデナウアー──淡あわい琥珀色の目アンバー・ライト／金色のショートヘア／患者服からチェンジしたゴスッ気たっぷり白黒ふりふりワンピ／両耳にヘッドホン＆腰こしに旧きゆう式しきアイポッド──さながら自じ己この殻からに閉じこもる金の子羊＝その呟つぶやき。

「だってなんか変だし、別にブンブン鳴ってないし黄色くないけど絶ぜつ対たいに変だもん」

　今朝──乙とともに鳳の外出をお見送り。

　前夜──鳳はニナにせがむようにして、服がどう／アクセサリーがどう／義ぎ手しゆを隠かくすための手て袋ぶくろがどうだのと騒さわぎまくり、全くいつもの鳳ではないその様子を、ぼんやり傍ぼう観かん。

　そのおかしさが理り解かいされたのは──というか、とある人物から説明されたのは、鳳がビルを出て行った直後だった。

　今、その人物に勧すすめられてこうして検査をすっぽかしてビルから抜ぬけ出す用意を整え、目の前のマンホールの蓋ふたを見つめる雛の前に、ふいに誰だれかが出しゆつ現げん──仁に王おう立だち。

「ふふふ、約束通りいたな。これでめでたく互たがいの共きよう犯はん関係が成立したわけだ、雛くん」

　常つね日ひ頃ごろから男子を自じ称しようする雛──ぼうっと関心すらなさそうに相手を見上げる。

　はヘしイばゼみル色の目＆くせっ毛／すっきりとした目鼻立ち／意地悪そうに吊つり上げた唇くちびる／いつもの白衣ではなく、金銀のチェーンをぶら下げたパンク衣い装しよう／ラメ入り装そう飾しよくを自前で貼はり付けた袖そで無なしジャケット／髪かみ型がたまで念入りに先せい鋭えい化／取り澄すました白しら鷺さぎが、どこかの海岸でのたうち回った挙げ句く、貝かい殻がらや藻もに全身まみれたような風ふ情ぜい──ＭＳＳ接続官コーラスの少年＝水ミ無ナ月ヅキ・アドルフ・ルックナーの外出着。

「派は手ですぎ」ぼそり──雛＝ヘッドホンをしたまま読どく唇しん術じゆつで返答。

「ふふん」鼻で笑う。「それゆえ一見して僕ぼくとは分かるまい。許きよ可かなき外出時の服装さ」

　言いつつ雛の前でしゃがみ込こむ──マンホールの蓋の取っ手に手をかけ、ふんっ、と力む／だがまるで動かぬ蓋／雛を睨にらむ。

「ぼんやりしてないで手伝ったらどうだ」

　雛＝動かず／巣す穴あなに帰る蟻ありでも観察するような透とう明めいな目で相手を見つめる。「鳳、ほんとに冬真と一いつ緒しよにいるの？」

「そうだ」何とか蓋を開けようと四し肢しをふんばらせる。「解かい析せき班はんの車両追つい跡せきシステムで、長官と副官の乗る車がミッテ駅で停とまったのを確かく認にんした。鳳が降おりたのは確たしかだ。また先ほどバロウ神父に声こわ色いろを使って確認の電話を入れたところ、あっさり僕だとバレたが、それは大した問題ではない。神父は、冬真がミッテ駅に出かけたと素す直なおに教えてくれた」

　雛──ぼんやり／無む反はん応のう。

「つまり既すでに君に告げた通り、これらの情じよう報ほうから導みちびき出される結けつ論ろんは、ただ一つ。なんと、あの冬真と、あの鳳が、ほどよく晴れたこの素す敵てきな休日に、旧市街などという恰かつ好こうのデートスポットの集積地みたいな場所で、デートしているという結論になるじゃないか？」

　ぴくっと雛が反応を示しめす／疑うたがわしげでいながら、信ずべき推すい理りの端たん緒しよを見み出いだした名めい探たん偵ていのような眼まな差ざし。「冬真が？　なんで？」

「僕が訊ききたい。病室に盗とう聴ちよう器きを仕込むのは不ふ可か能のうだ。医い療りようフロアほど電波に過か敏びんな場所はないからな。だがしかし、共犯関係という名の絆きずなに縛しばられた親友たる僕を差し置き、冬真のやつが抜け駆がけしたことは確たしかだ」

「水無月は、冬真の親友なの？」

「その通り。というか、なぜ君だけ僕を呼び捨てにする。というか、手伝え。せっかく標的のいる地点を探さぐり当てたのに、時間が経たてば追跡が困こん難なんになるじゃないか」

「黙だまってビルを出たら鳳に怒おこられるもん」

　きらりと目が光る。「ダミーを設せつ定ていした」

　きょとん。「そんなこと出来るの？」

「ふふふ、尊そん敬けいしたかい？」怪あやしい笑い。「確かに、僕らは、顎あご骨ぼねに移い植しよくされた通信器を通して、常つねにマスターサーバーに位置を把は握あくされている。だが今は先の事じ件けんの情報汚お染せんを解かい析せきするためシステムを再さい構こう築ちく中で、この程てい度どのダミーは仕し掛かけ放題だ。データ上、僕らはあと十二時間はビル内に存そん在ざいし続ける。全すべての通信が阻そ害がいされる地下道から姿すがたを消し、再ふたたびタイムリミットまでに戻もどれば、一いつ切さいノープロブレムだ、雛くん」

「ふうん」雛──真顔で感心。「水無月、ボクの親友になっても良いよ」

　眉み間けんに皺しわ。「なぜ君だけ呼よび捨すてにする。僕は年上だぞ。というか親友の称しよう号ごうを与あたえるのは僕の方だ」マンホールの蓋をつかんだまま腰こし砕くだけ。「というか、手伝えったら」

　なおも質しつ問もんを続行。「なんで水無月は、ボクと一緒に行くって決めたの？」

「また呼び捨てか」諦あきらめ顔。「知れたこと。鳳たちに追いつき、偶ぐう然ぜんを装よそおって存分に邪じや魔まするには一人より複ふく数すうが効こう果か的だ。二人きりのデートを、単なる友達同士の愉ゆ快かいな休日に変えてくれる」ふと呆あきれ顔に。「というか君が一緒に行くと言ったんじゃないか」

「そう？」雛＝僅わずかに思案／思い出したように。「だって、冬真が心配だから」

「冬真……？　なんだ？　鳳に撃うち殺されるかもしれないとでも言うのか？」

　雛＝また思案／なんとなく答えが見つからないので、そういうことにしといて下さい、という顔で、こくんとうなずく。

「つまり冬真のやつが、それほど不ふ埒らちな行いに出る可か能のう性せいがあるわけか。それはますますもって、力を尽つくして妨ぼう害がいしてやらねば」

「うん」急に合意する雛＝いきなり立ち上がる──マンホールの蓋の脇わきで倒たおされた固定バーの先せん端たんを、ガン！　と思い切り蹴ける／勢いきおいよくバーが跳はね上がる／マンホールの蓋があっさり移動。

　渋じゆう面めん。「……外し方を知ってたなら先に教えろ」

　かぶりを振ふる。「なんとなく黄色い感じだったから蹴ってみたの」じっと相手を見つめる。「なんか水無月あんまり黄色くない」

「呼び捨ての次は足蹴にする気か」ため息。「いいか。親友は蹴ったりするもんじゃない。互たがいにとことん利用し合い、かつ今回のように抜ぬけ駆けを許ゆるさない、堅かたい絆の産物だ」

「うん」雛は真ま面じ目めな顔でうなずくと、水無月とともに暗い地下道へ降おりて行った。




　ミッテ駅から通りを渡わたり、ホテル・ヴィエナ・ヒルトンの脇から、市立公園シユタツトパークへ。

　ドナウ運うん河がの支し流りゆうであるウィーン川の両岸に広がる公園を歩く二人──鳳／冬真。

「本当はジーンズも考えましたの。いざ機動性を考えましたら最さい適てきですもの」

　鳳──服を誉ほめられたのがよほど嬉うれしかったのか、駅からここまで衣服の話題を続行。

　冬真はなんとなくジーンズ姿の鳳も見てみたいような気もしつつ、あくまで現げん状じよう肯こう定てい。

「その服も、上品だけど、機動……動きやすいように見えるけど……」

「こつさえつかめば」本気かどうか分からない微び笑しよう／かと思うと、くるくるステップ／ひらひら舞まうスカート。「こんな風に」

　なんだか、いつもに比くらべて、とてもはしゃいでいるような快かい活かつな様子──その鳳の膝ひざ元もとまでスカートが翻ひるがえる様子を、見ているべきか止やめるべきか、悩なやましい限かぎりの心しん境きよう。

　ほどなくして通行人の群むれにぶつかる──ぴたりと姿し勢せいを正す鳳＝はしゃいだ様子など噓うそのように歩む／どこか、ふと我われに返って恥はずかしがっているような気配もある。

　公園の南には地下鉄Ｕバーン四号線たるＵ４の出口の一つがあり、平日は通つう勤きん通学で多数の人通り／休日は遊びに出る者たちや観光客の群──が、広々とした公園ゆえ混こん雑ざつするほどでもなし。相変わらず衣服の話題が続きつつ、公園の中央あたりの橋を渡り、しばらく歩いたところで別の話の種に遭そう遇ぐう。全身これ金ぴかのヨハン・シュトラウス二世像ぞう──威い厳げん溢あふれるカイザー髭ひげ／本人の方が楽器っぽい弓なり姿勢でバイオリンを演えん奏そう。

「……なんだか、いつ見ても、びっくりしますわ」鳳──しげしげと、豪ごう華か絢けん爛らんとも悪あく趣しゆ味みともつかぬ像を眺ながめる／歩み去る。

「シュトラウスのドラマ、観たことある？」冬真──ようやく別の話題にありつく。

「あたくし以前はテレビっ子でしたもの」自じ慢まんげ──腕うで組ぐみ。「シュトラウス家の三男の回かい想そう録ろくをドラマ化した『シュトラウス王朝物語ダイナステイー』──全話、視し聴ちようしましたわ。再放送で」

　意外なところで共通の話題が見つかって嬉しくなる。「登場人物の中で、誰が好き？」

「やっぱり……三男のエドワルトですかしら。父や兄たちの才さい能のうに怯おびえ、自分ばかりか家族が書いた楽がく譜ふまで焼いてしまいかねない気持ちは、分かる気がしますわ」

「きっと回想録を書くことでしか癒いやされないほど、家族に縛しばられてたんだ。その気持ちも分かるな。あと、長男のヨハンとか──」

「そう……父親と全く同じ名前で、同じ職しよく業ぎようだなんて、やっぱり辛つらそうでしたわ」

「父親がワルツの父で──」

「息子むすこがワルツの王。父親は、息子のヨハンを音楽家にさせないため、バイオリンを取り上げてしまったのでしたわよね」

「うん。子こ供どもたちには法ほう律りつ家かになって欲ほしくて……でも母親が子供にバイオリンを買ってあげたりして、結局、三人兄弟の全員が、父親と同じ音楽家になってしまって──」

　やたら目を輝かがやかせて。「そして子供たちの中でも、同じ名を持つ長男こそが父親の最大のライバルになってしまうのですわ」

「パリ革かく命めいで、息子は革命軍のために作曲したのに、父親は皇こう帝てい軍のために作曲したり」

「やがて父親が死んで初めて、長男はヨハンの名が自分のものであると悟さとるのです──」ふと、傍かたわらを歩く冬真を見つめる。「あら、冬真さんもヨハンですわね」

　頭をかく。「父さんも同じ名前ってわけじゃないよ。もう他界してるし……」

　深しん刻こくさのない、くすくす笑い。「でもいずれ、お父様のライバルになるのかも」

　困こまり顔で笑い返す。「父は車の設せつ計けい士しだったんだけど、同じ道へ進むかどうかは……」

　いたずらげ。「冬真さんの像が立つかも」

　ますます困り顔。「金ぴかはちょっと嫌いやだな……」

「人々の記き憶おくに残るという点では抜ばつ群ぐんですのに」背はい後ごに遠ざかる像を振り返る。「それにしても何で金なのですかしら」

「シュトラウス家のドラマをテレビで観た人たちが感動して、像が立てられたときの記録をもとに、金色に塗ぬったんだって」

「まあ」目を丸くする──再ふたたび歩き始める。「同じ公園にシューベルトの像もありますのに、そちらは煤すすけるばかりなんて。きっと誰もテレビドラマにはしませんでしたのね」

　やがて市立公園シユタツトパークの端はしに、もとは湯治クーアのための建物クーアサロン──ネオ・ルネッサンス様式／今はコンサートや舞ぶ踏とう会かいのための施し設せつ／オペラのオフシーズンである夏から秋にかけては野外コンサートの舞台に。その建物の脇を通り過すぎて大通りへ。

　第一区インネレシユタツトの名物たる環かん状じよう線せん──通つう称しよう〈輪リンク〉に出る。世界遺い産さんに登録された旧市街を、丸ごと取り囲む、全長約四キロの道路／路面電車シユトラツセンバーンで一周約三十分／道路沿ぞいおよび内側に存そん在ざいする主な建物の全すべてが、重要な文化財という、まさに都市発はつ祥しようの地。

　市立公園シユタツトパークを出ていったん右へ──リンクの区画のうち、パークリンクにあるヴァイブルクガッセ駅で路面電車シユトラツセンバーンに乗車。

　近辺のタタババコツ屋クの券けん売ばい機きで乗車券を購こう入にゆう──車内で買うと割わり高だかかつお釣つりも出ず。

　券売機で、冬真と鳳が互たがいのものを見る──カード＝その違い。

　冬真＝学生証しよう──鳳＝労働児童登録証を、それぞれ兼かねたもの。

　だが互いに何も指し摘てきすることなく、仲良く順番に購入。駅についてすぐリリリンと警けい笛てきの音──車の群の中をスムーズに到とう着ちやく＝赤・白・グレーに塗られた路面電車シユトラツセンバーンに乗車。

　二人乗り座ざ席せきに並ならんで座すわる──窓まど側がわの鳳／通路側の冬真。発車の揺ゆれ──触ふれ合う肩かた。なんとなくどきっとなる冬真／そんな素そ振ぶりもなく嬉うれしげに話し始める鳳。

「あたくし、ここの乗り物がとても大好き。まだこの都市が、社会福ふく祉しを最さい優ゆう先せんにしていた頃ころの名残なごりが、強く残っているんですもの」

　車内──老人／障しよう害がい者しや／妊にん婦ぷ／赤ん坊ぼうのマーク＝優先席。車くるま椅い子すやベビーカーの乗り降おりを、他の乗客が誰からともなく助ける／当然のように／この地区ではバスや地下鉄などでも今なお残る習しゆう慣かん。その他、自転車や犬も専せん用ようの乗車券さえ買えばそのまま乗車可か能のう。

　互いの存そん在ざいがストレスにならないための車内の構こう造ぞう／エチケット／習慣が今も残存。

「……優やさしい場所だね」冬真──乗客によっては必ずしもエチケットは守られず、特に中国・韓国・日本の三大東アジア系けいの集しゆう団だんが乗ると、なぜかぎすぎすした猛もう烈れつな席取り合戦が発生──が、確たしかに車内自体には、まだ古き良き時代が残っているのを感じた。

　電車は時計回りにリンクを進行──すぐオペラオーパー駅で停車＝国立オペラ座シユターツオーパーの正面の駅で多数の乗客が乗り降り／すぐに出発──歴史遺産の塊のような通りを進み、ブルクリンクと呼よばれる通りに差し掛かかったとき、鳳が窓の外を指さした。

「ほら、あちら……マリアヒルファー通り。あたくしが好きだったときのまま」

　旧市街ウイーンの二大ショッピング通りの一つ──ウィーン西駅へ続く、第六区マリアヒルフと第七区ノイバウの間の大通り／手頃な値ね段だんの店／車道の倍以上ある歩道／車椅子でも自由にショッピングが出来るよう、段差を出来る限かぎりなくした道造り。

「家族と一いつ緒しよにここに来るのがとても楽しみでしたの。とても……懐なつかしい」

　何気ない言葉──だがふと冬真は、鳳が昔、病弱であったという言葉を思い出していた。

　福祉──かつてそれが最優先だった場所。

　車椅子──あるいは鳳は幼おさない頃、外出のとき、それに乗っていたのではと思った。

「ありがとう、冬真さん」急にこちらを振ふり返る──目の奥おくに何か痛つう切せつな光。「一緒にいて下さって。あたくし一人では……どうしてもここに来られなかったかも……」

　いてくれる──先の事じ件けんで雛にも言われたこと。自分には想そう像ぞうもつかない孤こ絶ぜつの中に彼女がいるという感覚──途と端たんに、先ほどの車椅子のことも、間ま違ちがいない気がした。

　鳳はもしかして、勇気を振り絞しぼってここに来たのではないか。この場所にあったかつての優しさの記き憶おくに触ふれるため──子供たちが死んだ場所へ行くため──と、そこまで思ったとき、冬真のポケットで何かが騒さわぎ出した。

　携けい帯たい電話──警けい告こく音＝予定ルートから外れたことを今さらのように告げ知らせている。

　鳳が覗のぞき込こむ──ささっと音を消す／ルートのデータを消す／待ち受け画面に戻もどす。

　真顔。「何か大事なお知らせですの？」

　ごまかす。「い……いや、ただの目覚まし」

「まあ」驚おどろき顔──微笑ほほえむ。「教会の方なのに、ずいぶん、お寝ね坊ぼうさんですのね」

「た……たまたまね」

「あたくしも、大変なお寝坊さんを知っておりますわ。皇スメラギという名前の、いつでもどこでもすぐに寝てしまう女の子を」

「そうなんだ……」記憶──かつての鳳の仲間であり、今は天そ国らにいるという人物。

　うっかり何か失言を犯おかす前に思い出して良かったと、ひやりとなる一方、それ以外にもどこかで聞いたような気がした。

　どこでだろう──だが、思い出す前に鳳が身を寄よせて来た。「なんですの、その数字？」

　驚きよう嘆たんするばかりの近きん接せつ／密みつ着ちやく──しかも非ひ常じよう時じではなく、ごく平へい穏おんな状じよう態たいでのこと。

　胸むねに早はや鐘がね／鼓こ動どうが相手に聞こえそう／緊きん張ちようを悟さとられないよう笑う／なんで緊張しなければならないのか──全くもって不可思議。

「と……父さんから教えてもらったんだ」

　携帯電話＝待ち受け画面──『37　29　23　17　13　11　７』という数字が画面をスクロール──不思議そうな鳳。「あたくしの漢詩キヤラクター・ポエトみたいに？」

「うん……。七つの素そ数すうで出来てる数列。どんな意味があるか、いつか教えてくれるって……。でもその前に……消えたから」

「そう……」鳳──消えたということが死を意味することについては言げん及きゆうせず。「きっと冬真さんなら、ご自分で意味を理り解かいしますわ。お父様もそう思って、あえて答えを教えずにいたのではないですかしら」

「どうだろう……」ちょっと照れる／ちょっと困こまる。「父さんは、これは自然界が出した結けつ論ろんに最も近い数字だって言ってた。特に、23はあらゆる数字の秘ひ密みつに一番近いって」

「とても神秘的なものですのね」妙みように熱心な目。「あたくしもぜひ知りたいですわ。どうか頑張って下さいね、冬真さん」

　いきなり問答無用で解明を約束させられた感じ＝とんでもないプレッシャー／かろうじて笑い返す。「な……なんとか、頑がん張ばるよ」




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ドナウ川沿ぞい＝大型の劇げき場じよう／映えい画が館かん／カジノが林立。

　海外作品を専せん門もんに上映する映画館の脇わきに、防ぼう弾だん仕様の黒い車──ＭＳＳの高官専用車。

　映画──タイトル＝『悪の軍団オーメーンＶＳジジャエイイソソンン２』。

〝もうなんかすごい〟としか言いようのない内ない容よう──某ぼう国こくの大だい統とう領りようの座ざにまで昇り詰つめた悪の化身たる美青年率いるオーメーン軍団／核かくミサイルが世界に発はつ射しやされるとき、衛えい星せい軌き道どう上の実験衛星スカイラボで凍とう結けつ封ふう印いんされていた不死の怪かい物ぶつジジャエイイソソンンが目覚め、大たい気き圏けん外がいから某ホワイトハウスに向かって颯さつ爽そうとダイブ──

「あはははははははは♪」爆ばく笑しよう／涙なみだ目め／拍はく手しゆ／席の肘ひじ掛かけにオレンジファンタとポップコーン──もはや小学生／だがあくまで悠ゆう然ぜんと座すわるＭＳＳ長官ヘルガ・不知火シラヌイ・クローネンブルク＝愛くるしい小顔／アップの金きん髪ぱつ／目＝藍あい色いろの虹こう彩さい／お忍しのびで映画鑑かん賞しよう──シックな私し服ふくのワンピース／小こ柄がらだがバラの花のような存そん在ざい感＆華はなやかきわまりない笑い声。

　当然のことながら四方の観客が憤ふん怒ぬの眼まな差ざし／舌した打うち／足あし踏ぶみを送って寄よ越こす──だがすぐに「ぷ────ッ」と噴ふき出すヘルガ。

「へ……ヘルガ長官、上映中は、もう少し、お静かに……」ＭＳＳ副官ニナ・潮音シオン・シュニービッテンのフォロー──純じゆん白ぱくのスーツ／短い黒くろ髪かみ／漆しつ黒こくの眸め／冴さえやかな美び貌ぼう──トルコ系けい／手にグレープファンタ。

「ご、ごめんなさい……」腹はらを抱かかえるヘルガ／苦しげ。「だって、おかしすぎて……」

　映像──オーメーン軍ぐん団だんの首しゆ魁かいたる青年が、悪の理想国家がいかに素す敵てきか力説。

「うくくくくくくく♪」背せを丸める／胃けいれんでも起こしそうな失しつ笑しよう──そのほっそりした背を、ニナが逡しゆん巡じゆんにおののきつつ、そっと撫なでる。「……大だい丈じよう夫ぶですか、長官」

　こくこくうなずくヘルガ──身を起こす／ニナの手を握にぎる／腕うでを絡からめる。

　小柄なヘルガが、長身のニナにもたれかかり、込み上げる爆笑に耐たえて身を震ふるわせる。

　ニナの怜れい悧りなおもてに、妙に哀あい切せつな表ひよう情じようが浮うかぶ／顔のすぐ下にある小さなヘルガの頭に、おののくように頰ほおを寄せ──

「うふふふふふふふふ♪」急に身を起こしたヘルガに頭ず突つきを食わされそうになって慌あわててかわす──その哀切な表情が一いつ瞬しゆんで消え、代わりに相手を見守るような優やさしい顔に。

　やがてエンディング──スタッフロール＝ヘルガの盛せい大だいな拍手。「ブラボーッ♪」

　ニナ──さすがに赤面／灯あかりが戻る映画館／じろじろ二人を見ながら退たい館かんする客たち。

　スタッフロールが終しゆう了りよう＝やっと席を立つヘルガ──ロビーに戻もどりながら感に堪たえぬように力説。「今回は久ひさ々びさのヒットよ、ニナ。必ず破は綻たんする陰いん謀ぼう、全く同情の余よ地ちのない人物、子こ供どもなみに当初の目的を忘わすれる怪物──こんな平和なしろものが他にあって？　もう、やっぱり、休日はホラー映画に限かぎるわ」

「は……」ニナ──二人分の飲食物をしっかり持ち運び。「ですが長官以外の者が、必ずしも同じ見方をするとは……」

「みんな表に出さないだけよ」朗ほがらかに断だん定てい。「もう、早く次が始まらないかしら」

　同時上映──タイトル＝『スクリーム・イン・デッドコースター３』。

　十六人の男女が互たがいを犠ぎ牲せいに／ひたすら生き残ろうとして全ぜん滅めつの道を辿たどる──因いん果が応おう報ほう／自じ業ごう自じ得とく／最後に生き残る一人とは？／生存者を当てようキャンペーン実じつ施し中。

　ニナ──罰ばち当あたりなものを目にした修しゆう道どう女じよのような顔。「確たしかにある意味で平和ですが」

　ふいにコール──ヘルガの笑えみが消える／さっと携帯端末ＰＤＡを取り出す＝画面を見る。

　先ほどまでの笑いが噓うそのような緊きん張ちよう感──ニナが飲み物をロビーのテーブルに置く。

「ただの解かい析せき報告よ」ヘルガの微び笑しよう──肩かたをすくめてＰＤＡの画面を見せる。

　ニナ──聞き耳を立てているような不ふ審しんな人物がいないか周囲に視し線せんを走らせる／小声。

「……敵の転送兵器ですか」

「最高機き密みつたる転送要員用ゲートコードが流出した可か能のう性せいについての調ちよう査さ報告よ。今のところ流出の痕こん跡せきはなし。敵てきが転送時に使用したコードも、数字を除のぞいて不明」

　画面下部──意味の分からない数字の列。

『３７２９２３１７１３１１７』

「この十三桁の数が、敵の転送方法の核かく心しんだろう……とのバロウ神父の見解よ」

「ですが……マスターサーバーを介かいさない転送兵器の実行など、可能なのでしょうか？」

「あるいはマスターサーバーの初期設せつ計けいにかかわる抜ぬけ穴あなが実在するのか……。いずれにせよ、二年前に転送兵器の設計開発顧こ問もんが死し亡ぼうしたことが、今になって痛いた手でになっているわ。彼ならば、バロウ神父とともに、この事じ態たいを解明したでしょうに……」

「設計開発顧問……メンデル博士ですか」ニナ＝さらに声を低めて。「冬真の父……」

　ニナの唇くちびるに、そっとヘルガが指を当てる。

　どきっとなったように沈ちん黙もくするニナ──いたずらっぽい微笑を浮かべるヘルガ。

「くれぐれも冬真さんの前で口にしてはダメよ、ニナ。バロウ神父ですら、冬真さんに、父親の本当の仕事は教えていないのだから」

　唇から指が離はなれる──ニナ＝安あん堵ど／やや相手から目をそらして。「なぜでしょう……」

「それが、ルートヴィヒ・数馬カズマ・メンデル博士の遺ゆい言ごんだと聞いているわ。実じつ際さい、彼の死で多くの開発情報が解明不能の謎なぞと化したのよ。天才が遺のこしたものを誰だれも理解出来ないせいで。そんなメンデル博士の息子むすこと知られれば、何が冬真さんの身に起こるか分からない……そうバロウ神父は心配しているわ」

「……それほどの人物だったのですか？」

「バロウ神父の愛まな弟で子しにして右みぎ腕うで……そして、最大のライバルだった人よ」ヘルガ──かぶりを振ふる／あったかもしれない希望を振り払はらう。「どれほど優ゆう秀しゆうであったとしても、今は故こ人じん……私たち自身が解明するしかないわ。たとえどんな犠牲を払ってでも」

　ニナ──無言／小こ柄がらな身に多くの重じゆう責せきを自ら負うヘルガに、ただ忠ちゆう誠せいを尽つくして立つ。

「昔、特甲トツコー児童のＭＳＳ編へん入にゆうの件けんで、メンデル博士に面会したとき……彼は言ったわ。治安とは所しよ詮せん、五十一人を救うため、四十九人を犠牲にする行こう為いだと。私はその考えには賛同しないけど……いつかそうなる可能性については、今も考え続けているわ」

　ニナ──即そく応おう／即答。「そのときは私が四十九人目となってでも長官を助けましょう」

「……それは私の仕事よ、ニナ」微笑──艶あでやかに／腕時計を見る／ＰＤＡをしまう。「ちょうどいい具合に、時間が経たったわね」

「席に戻もどりますか？」

「その前に」にっこり／化け粧しよう室しつの方を指さす。

　うなずくニナ──有能な副官＝トレーに飲食物を載せて移い動どう／〝お供とも〟するのはプライバシーの侵しん害がいと考え、通路で警けい戒かい待機。

　一方の手にトレーを持ったまま、ふと先ほどヘルガに握にぎられた方の手を見やる。

　バラの茎くきのように細いヘルガの指──手。

　急きゆう激げきに込み上げる思い──支えたい／尽くしたい。自分の家族の死を告げ、死の理由を教え、背はい後ごにいる敵を示しめしてくれたヘルガ──この自分より、遥はるかに痛つう烈れつな悲しみを背せ負おいながら歩み続ける彼女のためなら、この身を犠牲にすることに、何のためらいもない。

　もはや求婚の騎士ロツキンヴアーなみの忠節──あるいは愛ゆえに愛をあきらめた騎士シラノ・ド・ベルジユラツクに等しい思い。

　ああ、なぜ──感かん嘆たん／日ひ頃ごろは胸むねの奥おく深くに秘ひめ隠かくした思い／切なさ──なぜ私は女に生まれたのだ／あの人と同性であるなんて／神はなぜこれほどの壁をあの人との間に──

　やるせない思いのままに天上の神へ煩はん悶もんをぶつけようとしたところへ──コール音。

　なんとなく不ふ機き嫌げんな顔に──携帯電話を取り出す／耳に当てる。「なんだ」

　乙の声。《雛がいなくなった──っ！》

　みしり──携帯電話に亀き裂れつが走りかねないほど握りしめる／その音だけで乙が黙だまる。

「お待たせしたわ」ヘルガ──天てん真しん爛らん漫まん／首を傾かしげる。「緊きん急きゆうの用よう件けん？」

「いえ」携帯電話を保ほ留りゆうモードに──ヘルガとともに館内へ／飲食物を設置。「少し席を外してもよろしいでしょうか？」

「予告が終わる前に戻もどれると良いわね」

「必ず」きりっと応答／大おお股またで外へ／携帯電話を通話モードに──ホラーじみた低い声。「詳しよう細さいを話せ。もし長官の貴き重ちような休きゆう暇かを潰つぶすようなことになれば、私が撃うち殺すぞ」




　第一区インネレシユタツト──巡めぐり歩く鳳／冬真／とめどない会話／歩くほどに話すほどに互たがいに近づいてゆくような気分──実感。

　リンクを四分の一周ほど進み、ウィーン大学前の駅で下車／大学正面の左手に、ネオゴシック様式の建物──市庁舎ラートハオス。そのいわくを二人で話す──教会でもないのに百メートル以上の建物は冒ぼう瀆とくだと批ひ判はんを浴びた建けん築ちく家かフリードリッヒは、建物の高さを九十八メートルに修しゆう正せい。そしてその屋根に六メートルの旗を持つ、全高三・四メートルの騎士像ラートハオスマンを設置──計百七メートル余あまりの建物にしてしまったのだった。

　冬真が話す。「教会が街で一番高いことが、市民に安心を与あたえた最後の時代の象しよう徴ちようなんだ。高こう層そう建築はどの都市にも精せい神しんの変化と危き機きをもたらす……神父様の受け売りだけど」

　鳳が話す。「ゴシック時代こそ、かつて市民という概がい念ねんがヨーロッパに根付いた時代。だからネオゴシック様式が選ばれたのですわ。王でも教会でもない、第三の権けん威いたる市民の誕たん生じようを祝うために……父が昔、私にそう教えて下さったのを覚えていますの」

　市庁舎前広場ラートハオスプラツツ＝夏には野外コンサート／冬には特大クリスマスツリーが登場。

　旧市街ウイーンの中心側＝正せい統とう演えん劇げきの場たるブルク劇場──後期ルネッサンス様式／天てん井じようを飾かざる麗美なグスタフ・クリムトの絵画。その南に市民庭園フオルクスガルテン／その一角＝オーストリアに君くん臨りんしたハプスブルク家で、女の自立を求め続けた皇こう女じよエリザベート──通つう称しようシシィの像ぞう。

　観光名所の目玉たる旧王宮ホーフブルクを左手に見ながら歩く──乗馬学校のポスター／ヘルデン広場／ブルク門／リンク側へ伸のびる新王宮ノイエブルク。そして王宮礼れい拝はい堂どう──日曜の朝のミサではウィーン少年合唱団だんが美声を披ひ露ろう／近ちか頃ごろは生徒数の激げき減げんで少女合唱団の設せつ立りつを本ほん格かく検けん討とう中ちゆう。

　リンクの外に双ふたつの建物──ほぼ同じ外観のイタリア・ルネッサンス様式＝右が自然史博物館／左が美び術じゆつ史博物館／フランスのルーブルに並ならぶヨーロッパ最大の美術館の一つ。

　歩いた／話した──ゲーテ通り＝ゲーテ像／モーツァルト像／皇こう帝いフランツ・ヨーゼフⅠ世像に目礼。アルベルティーナ広場で、くるりと右へ折れる鳳──慌あわてて追う冬真。

　リンクの主ぬしたる国立オペラ座シユターツオーパー──二〇〇二年に日本人のセージ・オザワが音楽監かん督とくに／世界最高のマエストロとして躍やく進しん。席の値ね段だんは三・五ユーロから二百ユーロまで──ゲームセンター感覚でのオペラ観賞も可か能のう。

　ふと鳳の嘆息──憧しよう憬けい。「オペラ座舞踏会オーパンバルに、一度で良いから出てみたかったですわ」

　この都市で数多く開かい催さいされる舞ぶ踏とう会かいの中でも最さい高こう峰ほうの場──大だい統とう領りようを始め各業界のトップが集合／最低百五十ユーロの入場料／座ざ席せきが欲ほしいなら一万ユーロの支し払はらい／衣い装しよう代だけで数万ユーロは消えてなくなる。かつてスマトラ島とう沖おき地じ震しんの災さい害がい時、世界中で舞踏会が自じ粛しゆくされるも、オペラ座だけ敢かん行こうして大批判を浴びた、いわくつきの舞踏会。

「……いつか出られるんじゃないかな」冬真──ちょっと無む責せき任にんに相手の願望を肯こう定てい。

「無理ですわ。規き則そくがありますもの」

　寂さびしげな微び笑しよう──咄とつ嗟さに、何の規則か分からなかった。ＭＳＳかオペラ座か彼女にかかわる別の何かか。だがそれを確たしかめる前に、さらに足を運んでいた／さらに話した。

　この街で最高の娯ご楽らく──歩く／話す／心を分かち合う／この上ない喜びとして。

　──そのはずだった。




　オペラ座の交差点の向かい辺り──ハウプト通りのカールスプラッツ駅＝白い大理石に緑の屋根／金の装そう飾しよく／アール・ヌーヴォー様式の代表作──昨今は昼間から麻ま薬やくの売人と中毒者が蝟い集しゆうする犯はん罪ざいスポット。

　その駅のそば──カフェで買ったサンドイッチをほおばる水無月＋雛が、人目を盗ぬすんで、公衆電話を好き勝手に改かい造ぞう＝蓋ふたを壊こわす／回線をバラす／自前のコードを流しまくる。

「ふふふ……冬真のキャッシュカードの使用形けい跡せきが判はん明めいした。間ま違ちがいなく近くにいる」

　水無月＝怪あやしい笑えみ──雛＝素す直なおに感心。

「水無月、黄色いのに黄色くなくて変」

　眉み間けんに皺しわ。「呼よび捨すてだけならまだしも、意味の分からない不ふ穏おんな表ひよう現げんはよせ」

　着信音──さっとＰＤＡを引っ張ぱり出す水無月／舌した打うち。

「……国外に出た可か能のう性せいか。そりゃそうだ。何日も経たってるんだから」

　画面を覗のぞき込こむ雛──自動検けん索さくシステム＝関連項こう目もくが引っかかるたびにＰＤＡに転送。

　設定された項目──『シャーリーン・巫カンナギ・フロイト』。ＭＳＳの元解かい析せき課課長の名／治安機き構こうの裏うら切ぎり者──国こく際さい指名手配犯。

「……シャーリーンを捜さがしてるのぉ？」雛──言外に無む駄だだと言うような表ひよう情じよう。

「いいや。あの女が撃うち殺されるのを待ってるのさ」ＰＤＡをしまう──乾かわいた目／懐ふところから別のものを取り出して口にくわえる。

　雛の目が丸くなる──水無月が煙草たばこに着火。ぶはっ！　いきなりむせる／煙草を顔から遠ざける／煙けむりを振ふり払はらう──雛＝ぽかん。

「くっ……なんだこれは？　キオスクで買える自殺用具か？」げほげほむせながら煙草を地面に叩たたきつける／踏ふみ消す。

　不思議そうに。「なにしてんのぉ？」

「う……昔は吸すえたんだ」ぺっぺっと唾つばを吐はく／煙の味を吐き出す。「〈子供工場キンダーヴエルク〉にいた頃ころは、喫きつ煙えんグループにいたのに……。あの子が煙草を嫌きらうから──」

「あの子？」雛が覗き込む。

「む……」顔をそらす。「忘わすれろ」

「ふーん」真顔──珍めずらしく続行。「誰？」

「記き憶おくを消し去れ」歩き出す──早足。

　雛が追う──無言で横から覗き込む。

　水無月──ロスリンゲル通りからベートーヴェン広場へ。「カードの使用形跡からして、二人はオペラ座から、かの二大ショッピング通りの一つたるケルントナー通りに入り、シュテファン大聖堂からさらにパークリンクへ向かっている。市立公園シユタツトパークに戻もどった可能性が高い」

　雛──うんうんとうなずきながら／ふと合が点てんしたように。「あの子って、鳳のこと？」

　水無月──市立公園シユタツトパークの入り口で立ち止まる／雛を見下ろす。「かもしれないし、そうでないかもしれない。今は二人を追うことを考えるべきで、君の質しつ問もんにはノーコメントだ」

　しげしげ。「鳳のこと好きなの？」







[image: ]







　いらいら。「君は冬真が好きなんだろ？」

　雛──相手がいきなり違ちがう言語で話し始めたというように呆ぼう然ぜん。「……え？」

「違うのか？」訝いぶかしげ。「ならなんでついてきたんだ？　冬真が心配なんだろ？」

　宙ちゆうを見つめる／考え込む──ぽつんと告げる。「分かんないけど心配なの。黄色いか黄色くないか分かんないのに、なんか怖こわいの」

「それはつまり、抜ぬけ駆がけは許ゆるさんということの、君なりの詩的な表現だ。そのためには一いつ刻こくも早く二人に追いつき、今ごろ仲良くお喋しやべりしているに違いない現場へ乱らん入にゆうし、存ぞん分ぶんに邪じや魔ますべきだ。そうだろう？」

　雛──しばし思案／催さい眠みん術じゆつの被ひ験けん者しやなみに茫ぼう洋ようとした様子で、こくんとうなずく。

「よし」再ふたたび歩き出す──市立公園シユタツトパークに歩み入る。「ふふふ。二人を見つけ次し第だい、大声で呼よんでやるとしよう。どんな会話の最中だろうと、完全に中ちゆう断だんするくらいの声で──」

　刹せつ那な──もんのすごい怒ど鳴なり声が勃ぼつ発ぱつ。

「あなたは卑ひ怯きようです‼」

　水無月＋雛──ぎょっとなる／弾はじかれたように木こ陰かげに駆け込む／二人揃そろって声の方角を確たしかめ──あまりのことに棒ぼう立だちになった。

　ウィーン川の対岸──向かい合う二人。

　冬真＝怒いかりの声。「鳳さんが、そんな風に言うなんて思わなかった！　僕ぼくにだって労働する権利はあるんだ！」

　鳳＝怒りの声。「あなたは、あたくしのこの手足が、本当の権利だと思うのですか！」

「僕は鳳さんが全すべてに誇ほこりを持ってると思ってた！　だから僕自身も救われたんだ！」

「迷惑です‼」ひときわ激はげしい怒声──あるいは悲鳴にも似にた声。

　冬真が黙だまる──鳳がうつむく。その様子を川の対岸から見つめる水無月＋雛──声をかけることも出来ず／いったい二人に何があったのか、まるで想そう像ぞうもつかず。

　にわかに曇くもりゆく空の下、重苦しい沈ちん黙もくに全てが沈しずんでゆくような感覚だけがあった。







　後編







　なんてことだろう──この自分が。

　男の子と一いつ緒しよに／二人きりで／ともに都ま市ちを歩み、親しく語らい、目的の場所へ行くための勇気を互たがいに持とうとしているなんて。仲間たちとは違う存そん在ざい／民間人／銃じゆうなど触ふれたことすらない少年と。それは、まったくもって、実に、とっっってもすごいことだ。

　そもそも、男の子などという、騒そう々ぞうしくて意地悪でいやらしくて怖くて何を考えているか分からない──少なくとも少女の中では、かなり強固にそう定てい義ぎされてきた存在と、わざわざ準じゆん待たい機き扱あつかいの休きゆう暇かを費ついやして行動するなど、まさに天てん変ぺん地ち異いたる事じ件けんだ。

　ミリオポリス第一区インネレシユタツト──五つ星たるザッハーホテルの前を通る鳳＝休日のお出かけという緊きん急きゆう事じ態たいにおいて、自分の上司かつ指し揮き官かんかつ過去の職しよく業ぎようがモデルというニナに教えを請こうたコンセプト＝上品・大人っぽさ・全方位から一いつ般ぱん人じんに見えること。

　その効こう果かをホテルの窓まどガラスで確かく認にん＝昔のウィーン娘ヴイーナリンを意い識しきしたシックな薄うすいパープル系けいの服／レースのブラウス／スカート／モスグリーンの靴くつ──鍔つば広ひろの薄うす紫むらさきの帽ぼう子しと髪かみ型がたで顔の傷きずを目立たなくさせる一方、髪の半分を肩かたから胸むな元もとへ運び、大変なコンプレックスたる豊ほう麗れいな胸の膨ふくらみをさりげなく覆おおい隠かくす。さらに重要アイテム＝二の腕うでまである長い上品な薄手の手て袋ぶくろ＋腕時計──まだ人じん造ぞう皮ひ膚ふでコーティングされる前の、調整されたばかりの機械化義手を完全に隠してしまうもの。見せたくないものを、違う見せ方で結果的に隠いん蔽ぺい──情じよう報ほう戦せん術じゆつに長たけた現げん場ば指揮官／そのアドバイス＝〝すぐ目的地に向かわず、少し遠回りをして休暇であることを強調した方が、一般人らしく思われるだろう〟

　ゆえに予定とは真逆に進行──少しどころではない巡めぐり歩きにも反対せず、むしろ楽しく随ずい伴はんしてくれる相手──肩が触ふれ合わんばかりの近さで隣となりを歩む少年に、なんてことだろう、という感かん慨がいが再び勃発。

　冬真トウマ──いつもの黒い学童服ではなく、清せい潔けつな鳩はと色のジーンズ／白いワイシャツ／スニーカー／麻あさのジャケット。自分と同どう年ねん齢れいの民間人──鳳アゲハが抱いだく少年の定義から驚おどろくほど外れた、穏おだやかで聡そう明めいで優やさしくて何でもこちらの言うことを聞いてくれそうな相手。

　ふと目が合う──妙みように嬉うれしくなる／近くのものを話題にしてみる。「このホテルのカフェには、昔、よく家族と一緒に来ましたわ」

　すぐに返ってくる声──話題。「ザッハートルテ裁さい判ばんって知ってる？」

「もちろん」にっこり細説。「この都市有数の高級カフェたるザッハーとデーメルが、互いにどちらのトルテを正せい統とうなオリジナルと呼よぶべきかを巡って争った裁判ですわ」

「料理の専せん門もん家かの他にも、歴史学者や考古学者まで召しよう喚かんされたって。互いに何十人も証しよう人にんを立てて、十年間も争い続けたんだ」

「この都市こそカフェの発はつ祥しよう地ち。それほどの重要事だったのですわ。判決では、どちらも作る許ゆるしを得たものの、オリジナルと呼べるのはザッハーの方のみだとか」

「鳳さんは食べたことある？」

「アンズのママレード入りのを何度か」思案──どんな味か思い出せなかった。空中機動型の特甲トツコー児童である代だい償しよう＝脳のうへの負ふ荷かによる味覚障しよう害がいが、記憶にあったはずの味わいすら消してしまっていた。「確たしか……とても甘あまかったような」

　馬ば鹿からしいほど当然の感想──だが冬真は素す直なおに賛さん同どうしてくれた。

「僕もちょっと甘すぎて……すごくチョコが硬かたかった気がする」

「冷れい蔵ぞう庫こがなかった時代だからですわ。チョコの厚あつみゆえに一ヶ月は保ほ湿しつ可か能のうだとか」

「一ヶ月前に作ったものだったのかな」

　真ま面じ目め半分／冗じよう談だん半分──その様子が実に可愛い。本当に、なんてこと──再さい三さんにわたる感慨＝この自分がよりにもよって男の子などというものを可愛かわいいと思うなんて。天そ国らにいるかつての仲間たちが聞いたら自分以上に驚き呆あきれて笑うはず。彼女たちの陰かげに隠れてしか何も言えなかった自分──守られる側から、いつしか守る側になった自分。

　アルベルティーナ広場を戻もどり、アウグスティーナ教会の前で、ふと冬真が呟つぶやく。

「ハプスブルク家の宮きゆう廷てい教会か……」

　教会の学童らしい──あるいは機械工学か建けん築ちくか進路に迷まよっている少年らしい眼まな差ざし。

「入ってみましょう♪」鳳──少年の興きよう味みに気を遣つかった気になりつつすたすた教会へ。

　慌あわてて追う冬真──中へ入るや、喧けん噪そうが消失／空気自体が尊とうとさを帯びるような静せい寂じやく。

「教会って、本当に遮しや音おん構こう造ぞうに優すぐれてるんだ……」冬真──声を低めつつ感かん嘆たん。

　相手が寄より道を喜んでくれたと解かい釈しやく＝にっこり。「冬真さんがいらっしゃる教会も素す敵てきですわ。それにクロースターノイブルクも、とても静かな場所だと聞いていますの」

「あそこは……ワイン工場や薬学研究所もあって、観光客も来るし、案外うるさいよ」

　苦い笑えみ──学童寮りようの話はＮＧらしい。そういえば父親の話のときも似にた表情になる。

　なぜか妙みように、つついてみたくなる。相手が苦い顔になればなったで妙に可愛くて、むしろ思い切り踏み込んで聞き出したくなる。驚きよう異いの感情──そんなことを考える自分に、ちょっと呆れる／反省する／と思うそばから、やっぱり聞きたくなる。

「王家の婚こん礼れいの場所……そんなに広くないんだ」冬真の呟き──話題を戻す機会を失う鳳＝やや反省を強めつつ相手に合わせる。

「ハプスブルク家の伝統は、花はな婿むこのいない花はな嫁よめだけの結婚式。マリー・アントワネットも、ナポレオンの再婚相手たるマリー・ルイーズも、まだ見ぬ旦だん那な様さまを思い、憧あこがれを抱いだきながら代理人と指輪を交こう換かんしたのですわ」

「不安じゃなかったのかな」当然の感想。

「この教会の威い厳げんが、不安を消していたのかも」なんて民間人の女の子らしい話題、と自画自じ賛さんしつつ応おう答とう。にっこり笑って相手を見る。「ただ憧れの王を思って……あたくしも、そんな風に臨のぞんでみたいですわ」

　冬真──なぜか胸むねを突つかれたような顔。「……結婚式に？」

「ええ」うなずく／ふと相手を見つめる／冬真が笑みを消す＝身み構がまえるように顔を強こわ張ばらせる／民間人の女の子らしい話題──と思いながら告げる。「もし冬真さんが神父になっていたら、ぜひお願いしますわ」

　冬真＝ぽかん──なぜか置いて行かれた子犬のような、やたら可愛く途と方ほうに暮くれた感じで反はん芻すう。「それって、僕が神父として、鳳さんの結婚式を主宰する……ってこと？」

「そうですわ」

　冬真──そんなの哀あわれすぎると訴うつたえるような、実に可愛い弱々しさ。「ど……どうかな。神父になるなんて、まだ、全然、決めてないし……。僕……」

　鳳＝こんな冗談を真面目に受け取るなんて、と感心──自分の言葉を真剣に受け止めてくれる、と解釈──もっと似た話題で、じっくり徹てつ底てい的に相手の反はん応のうが見たくなる。

「結婚式といえば」ぱん、と手を叩たたく──相手がびくっとなる。「モーツァルトの婚礼ばかりか、葬そう儀ぎまで営いとなまれた、かの聖せい堂どうがすぐそばですわ。見に行きませんか？」

「う……うん」冬真──同意。

　建物を出る／都市の二大ショッピング通りの一つたるケルントナー通りから広場へ。民間人や観光客とともに百数十メートルの高さを誇ほこるシュテファン大聖堂の尖せん塔とうを仰あおぐ。

「あそこによく仲間たちと座すわってましたわ。羽の飛行訓練のとき、こっそり」

　微笑ほほえましげ。「乙ツバメさんや雛ヒビナさんと？」

「その前の仲間たちと」自然と口にする──悲しみより前にあった喜びを伝えたくて。

「そうなんだ……」神妙に──互たがいの失われた家族について話すときのような優やさしさで塔を見る。「鳳さんの、思い出の場所なんだ」

「はい」自分の中の価か値ちある思いを受け止めてもらえたような嬉うれしさで、考えもせず言葉が零こぼれた。「そうですわ、挙式だけでなく、モーツァルトのように、あたくしがこの世を去るときも、冬真さんに儀式を──」

　冬真──みるみる表ひよう情じようが変わる／いきなり痛つう烈れつな拒きよ否ひ。「い、嫌いやだよ、そんなの！」

　啞あ然ぜんとなる鳳──冬真＝すぐ困こん惑わく顔に。「ご、ごめん……。ただの冗談なのに……」

　鳳＝やや遅おくれて自分が何を口にしたかを自覚──たまらない申し訳わけなさ／気き恥はずかしさ／それでいて妙に、心があたたまる何か。「いいえ……、あたくしこそ……」

　気まずいとも穏おだやかとも、何とも言い難がたい沈ちん黙もく──頭をかく冬真／身をすくめる鳳。

　鳳の心機一転＝態たい勢せいを立て直し、ぱん、と両手を叩く──相手がびくっとなる。

「そろそろお食事にしませんか？」

「え……」真顔になって周囲を見る──ケルントナー通りのど真ん中＝ごく普ふ通つうの少年なら見なかったことにしたい金きん額がくの店が並ならぶ一角。「ど……どこが良いかな……」

「ニナさんから、近くのお店の割わり引びき券けんをいただきましたの」相手を安心させたくて性せい急きゆうにバッグを開いて引っ張ぱり出す。「ほら……」

　冬真──にわかに愕がく然ぜん／硬こう直ちよく／棒ぼう立だち／その顔に本物の怯おびえ──鳳＝意味が分からず自分の手を見る／チケットを見る／開いたバッグの中を見る──呆ぼう然ぜんと悟さとる。

　目の前が暗くなるほどの失態──見せるはずなどなかった公安採さい用ようの九ミリ拳銃＝護ご身しん用／非ひ常じよう出動用／いつか冬真を逮たい捕ほしたとき無む意い識しきに手を当てていたもの／冬真にとっては最悪の気分を呼よび起こさせる最悪の品。

「これは──あたくし、決してあのとき、銃を……」咄とつ嗟さに釈しやく明めいするすべもなく、分かって欲ほしい思いでいっぱいになるや──

「鳳さんは正しいことをした」穏やかな声──自分の方が申し訳なさそうな微び笑しよう。「ただ、ちょっとまだ、銃じゆうが怖こわくて……」

　言葉に打たれる／驚きよう異いにおののく──なんてことだろう。こんな人、見たことも聞いたこともない。あのとき確たしかに撃うたれると思ったはず／殺害という究極の暴ぼう力りよくに屈くつ服ぷくさせられた心の痛いたみを抱いたはず──なのに、そのことさえ、こんな風に受け止めるなんて。

　自分の顔が真っ赤に染そまるのをはっきり感じた──恥ずかしいのか嬉しいのか感かん謝しやしたいのか謝あやまりたいのか、まったく分からない。

「……ありがとう、冬真さん」やっと消えそうな声で告げた。

　冬真は、ただ小さくかぶりを振ふり、優しく微笑んでいる。




　シュテファン大聖堂からやや離はなれた広場＝ほどよい値ね段だんの店／若わか者ものの群むれ／芸人や音楽家の卵たまごたちが路上で芸を披ひ露ろう。その一角──カフェ兼けんビール・パブのそば＝アメリカのニューヨーカーなみに痛烈キツクな調子でサックスを奏かなでる男──精せい悍かん／白い布ぬので束ねたコルク色の髪かみ／分ぶ厚あつい体たい軀く／普ふ段だん着ぎのジャケット＝戦せん術じゆつ班はん副長たる日向ヒナタ・ロルフ・アナベル。

　吐はき出す音色とは裏うら腹はらにひどく静かな表情──曲が終わり、道行く者がぱらぱら拍はく手しゆ／店から別の男が現あらわれてジョッキを差し出す。「そろそろ喉のどを潤うるおしたくなる頃ころ合あいかな？」

「……酒は飲やらん、御ミ影カゲ」

「見た目は酒だが、ノンアルコールだ」

「噓うそだ。お前の顔を見ればわかる」

「生まれついての戦士たる戦術班の昼飯だぞ。神アツラーも許ゆるすさ」言いつつ自分でぐびぐび痛飲＝戦術班専せん任にん士し官かんたる御影・ホルスト・ブレネンデリーベ──瑠璃色の瞳サフアイア・ブルー／長ちよう髪はつのブロンド／白はく皙せきのおもて／全身しなやかな豹ひようの風ふ情ぜい＝そのジョッキがみるみる空に。

　店内──戦術班の残り十四名が真っ昼間から乾かん杯ぱいを連れん呼こ＝歌って踊おどって鯨げい飲いん中ちゆう。

　ふいにコール音──御影＝携帯端末ＰＤＡを懐ふところから取り出す／展てん開かいする液えき晶しよう／女の顔が映うつる。

《緊きん急きゆう事態だ……》ニナ──言いよどむ／目を尖とがらせる。《また飲んだくれてるのか？》

「うら若き乙女おとめたちとね、潮音シオン」ウィンク──背はい後ごではうら若いとは呼び難にくい男どもが、げらげら笑って乾杯斉せい唱しよう。「もし我われらが白雪姫シユニービツテンがご参加とあらばただちに迎むかえに行こう」

《誰だれがお前たちのだ。成人前の名で呼ぶな。休きゆう暇かとはいえ準じゆん待たい機き中だぞ、馬ば鹿か者もの》

「これも親おや孝こう行こうさ」悪びれず──店の看かん板ばん＝〈ブレネンデリーベ亭てい〉＝御影の実家。

　うんざり顔。《日向はどこだ？》

「ここにいる」日向＝楽器を抱かかえて御影の横から顔を覗のぞかせる。「どうした？」

《特甲トツコー児童二名が義ぎ肢しの調整中に本部ビルから抜ぬけ出した。解かい析せきの結果、お前たちの周辺、半径三キロ内にいることが分かった》

「誰と誰だ？」日向＝追つい跡せき手しゆの顔つきに。

《雛ヒビナと水ミ無ナ月ヅキだ。ただちに取り押おさえて本部に連行しろ。それと、乙ツバメを応おう援えんに回した。長官の貴き重ちような休暇を妨さまたげさせるな》

「分かった」端たん的てきないらえ。

「ふははは了りよう解かいだ」いきなり店内に向かって号令。「野や郎ろうども、白雪姫シユニービツテンがお呼びだ！」

　一斉に席を立つ屈くつ強きような酔よっぱらいども＝どかどか足音を立てて店を出る／全員の手に酒さか瓶びん・ジョッキ・食いかけチキン──御影を先頭に意気揚よう々ようと歌いながら酔いどれ出しゆつ撃げき／空しく響ひびくニナの怒ど声せい。《お前たち！　本当に何をすべきか分かっているのか──⁉》

　日向＝軽くため息──そこへ笑うような声。「へー。あんちゃん、それ吹ふけんの？」

　通りに立つ少女＝乙・アリステル・シュナイダー──鋭えい角かく的ツインテール／花のようなミニスカート姿すがた／コーティング前の機械化義肢を隠かくす薄うす手での手て袋ぶくろ＆タイツ／可か憐れんな唇くちびるにくわえたロリポップをガリガリ掘くつ削さく。「ねー、ねー、吹いてよ、あんちゃん」

　憮ぶ然ぜん。「あんちゃんじゃない」

　甘あまったるさ百二十％。「おにーぃちゃん」

　猛もう烈れつに不ふ機き嫌げんな唸うなり。「日向だ、坊主」

「怒おこることねーしょぉ？」呆あきれ顔──ミニスカをひらひらアピール。「こんなかっこしてんのに、なんで坊ぼう主ずなの。頭おかし……」

　口ごもる──日向が楽器をしまう／ケースの内側に写真＝今より若い日向＋少年少女・中年の男女・老人──みな微笑ほほえんでいる。

　思わず覗き込こむ。「ねー、これ──」

　ぱたんと蓋ふたを閉とじる。「家族だ」

　ケースを担かつぐ日向を見上げ、ちょっと神しん妙みようになって訊きいた。「その人たち……」

「みなこの世を去った」平然と返答。「行くぞ。仲間たちを捜さがしに来たんだろう」

　後を追いつつロリポップをガジガジ嚙かむ。なんで怒るのか──いなくなった家族／弟と妹／おにいちゃん／別にオレが悪いワケじゃない／だって知らなかったんだから──

「気にするな」ぼそっと──乙の内心をあっさり察したように。「単に嫌きらいなだけだ」

　むっとなる──呼よばれ方が嫌いなのか、この自分が嫌いなのか、どっちさ、と思いつつ口に出せず、黙だまって日向についていった。




　広場の近く＝オープンサンドの店〈デュラン〉の名物──柔やわらかフランスパン＝キャビア＋サーモン＋ローストポーク＋エビなど呆れるほど盛もり沢だく山さんの特大サンドイッチ。
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　冬真は割わり引びき券けんのお陰かげで半はん額がくになったことにほっとしつつ、必要かと思ってタバスコの瓶をカウンターで入手──鳳はとても嬉うれしげに受け取り、パンが真っ赤になるまでどかどか振ふりかけた。ひどく楽しげな鳳──こんな休暇は二度とないというように。悲しくて辛つらいことばかりの〝お仕事〟──せめて今だけは、その笑え顔がおのままでいて欲ほしかった。これから、とても悲しい場所に行くのだから。不思議な感覚──相手に近づけた分だけ、その遠さを知るような／自分に向けられる笑顔が、同時に別の何かを見ているような。

「もうこんな時間……」鳳が腕うで時ど計けいを見る──午後十二時半。「実は、別の広場の時計が見たかったんですの」

　すぐに分かった。ホーエルマルクト広場の仕掛けアンカー時計──時間ごとに異ことなる音楽＋都市ゆかりの人物の人形が登場／正午には十二組の人形が総そう出しゆつ演えん＝ローマ皇こう帝ていマルクス・アウレリウス／ハプスブルク家の始し祖そルドルフ王／マリア・テレジア／ハイドン──

「またきっと、次の機会に見られるよ」つい本気で慰なぐさめるような口調に──貴重な休暇／もしかすると鳳にとっては自分が想そう像ぞうする以上に残念なことかもしれないと思って。

　だがそこで突とつ如じよ、最大級の衝しよう撃げきが来た。

「一いつ緒しよに見たかったですわ。あの時計は、あたくしの憧れの人との思い出ですの」

　訳わけも分からない一いつ瞬しゆんのうちに、彼女の言葉で首の骨ほねを折られたようなショックを受けた。結けつ婚こん式しきの神父役をやれと言われたときを上回る何か──その人が異性であることは自然と口調から知れたが、確たしかめずにはいられなかった。「そ……それって……男の人？」

「はい」満面の笑顔。「あたくしを励はげまし、導みちびいて下さった方ですわ」

　そうなんだ──と返そうとしたが喉のどに声が詰つまって出て来ない。いったい自分が何に衝撃を受けたのか分からず──深い惑わく乱らんのうちに、また別の言葉の波を浴びていた。

「目が見えなかったあたくしに、あの時計の音色を聞かせて下さいましたの。機械は決して無む機き質しつなものではない……それは本来、人を幸せにするためのものだと。それであたくしは機械の手足を受け入れたのですわ」

　冬真はその全すべてに動どう揺ようした。鳳の口から、体の一部が機械であることを聞くのは初めてだった。さらに予想外の言葉に、思わず相手の深紫の瞳デイープ・パープルを凝ぎよう視しした。「目が……？」

「ええ」静かな微笑──自分ではなく、彼女の心の中の憧れの人に向けられたものである気がして、冬真の胸むねの奥おくがちくり痛いたむ。

「炎ほのおでやられましたの。今のこの目は、あたくしの遺い伝でん子しを解かい析せきした生体義ぎ眼がん」

　当たり前のことのように告げる鳳──冬真は突とつ然ぜん、先ほどからの衝撃や胸の痛みとはまったく違ちがう思いに襲おそわれていた。この少ひ女とはいつも命の際きわにいる──死の深しん淵えんを見つめながら、それに吞み込まれまいとする力強さで飛ひ翔しようし続けている。相手の瞳ひとみが──存そん在ざいが、ひどく貴たつとく、遠く、触ふれがたく、ともにいられるのを光栄と感じる一方、そんな彼女を導き、憧れすら抱かせた男がいるのだという事実に、呆ぼう然ぜんとなった。

「いつか一緒に見て下さると嬉しいですわ、あたくしの、あの思い出の時計を」

「う……うん」それが果たしてどんな思い出か想像もつかず／憧れの人がどんな人物か問えもせず──とてつもない重荷が降ふって湧わいたような思いで、うなずいていた。

　やがて店を退たい去きよ──ヴォールツァイル通りからパークリンクへ。巡めぐり歩きの出発点たる市立公園シユタツトパークに戻もどる途と上じよう──ふと鳳が歩調をゆるめた。石いし造づくりの建物の狭はざ間ま＝派は手でな電子装そう飾しよく──ゲームセンターシユピール・カフエ＝休日の賑にぎわい／軽けい快かいな電子音楽／人だかりが店外から見える。

　冬真の方が先に立ち止まった。「入る？」

「ええっ⁉」とてつもない驚きよう愕がくぶり。

「ご……ごめん、嫌いやだった？」おたつく。

「ち、違ちがいます」鳳＝勢いきおいよくかぶりを振ふる／怯おびえたように店を見やる。「こういう場所は……経けい験けんがなくて」猛もう獣じゆうのいる檻おりを見るようなものすごい警けい戒かい。「大だい丈じよう夫ぶですの？」

「別に、危あぶなくはないと思うけど……」

「そう……ですか」屹きつ然ぜんとなる──挑ちよう戦せん意い欲よくに満ちた眼まな差ざし。「では、頑がん張ばりますわ」

　と言いつつ冬真の陰に隠かくれるようにして目つきを尖とがらせ入店──男だん性せいだけでなく女性もいると知るや如によ実じつに表ひよう情じようが和やわらぐ。もしかして男性が苦手なのかな──と今さら冬真は思う。

「これ何の楽器ですの？」鳳が指さす＝ドラムセットと一体化したインターフェイス。

「これもゲームだよ。やってみる？」

「ぜひお手本をお願いします」真しん剣けんな顔。

「お手本ってほどじゃないけど……」頭をかきつつコインを投入──軽快な音楽が鳴り響ひびき、びくっと肩かたをすくめる鳳。

　スティックを握にぎる──ちょっと鳳の視し線せんを意い識しきしつつ、ステージ／音楽／モードを選せん択たく。さっそく画面の上から下へメタリックカラーのブロックが複ふく数すうのラインで降こう下かを開始。

　ブロックが下か端たんに達した瞬間、タン・タンと所定の位置のドラムを叩たたくと、ブロックが花火のように散って得点を計上／タイミングがずれたブロックは画面下へ消失して失点に──と説明しながら初級ステージをクリア。

「やる？」スティックを差し出す＝鳳が意を決したようにそれを握る──交代。

　席を譲ゆずるなり音楽スタート──最初のブロックが降ってきた瞬間、鳳の腕がしなった。

　ターン！　と良い音が弾はじける／啞あ然ぜんとなる冬真／他の客たちが振り返る／完全に画面に集中する鳳の連打──完かん璧ぺきなリズム・速度・角度＝まるでゲーム機が本当に楽器に変へん貌ぼうしたかのよう。冬真が呆あつ気けに取られるうちにステージクリア──失点ゼロ。振り返ってにっこり笑う鳳／慌あわてて笑い返す冬真。

　続行──溜ため息が出るほど確かく実じつな鳳のスティックさばき＝なんと、無失点で中級へ突とつ入にゆう。

　いつしか周囲に客たちが集合──感かん嘆たんの声にも気づかぬ鳳＝迅タタ速タ！・着タタ実タ！・堅タタ実タ！・華タタ麗タ！──失点などありえない連タタ続タタクタタリタタアン！。そしていきなりファンファーレ──これまで機体が記録してきた最高得点者の上位五位にランクイン＝にわかに起こる拍はく手しゆ・歓かん声せい・口笛。

　ぎょっとなる鳳──客たちの視線に硬こう直ちよく／冬真のフォロー。「頑張って、鳳さん」

「は、はいっ」すぐ我われに返る──再ふたたび画面に集中＝上級ステージ。リズムを取るのではなく完全に一体化／複ふく雑ざつ怪かい奇きなブロック群ぐんがむさぼり食われるかのように消失／全ステージの無失点記録が目前に迫せまり、客たちが熱気を帯び、拍ひよう子しを取り始め、冬真まで高こう揚ようを覚え、やがて店内の一角が、鳳を中心に手拍子と足あし踏ぶみの一大コンサート会場と化した。

　最終ステージ──最さい高こう潮ちようの盛もり上がり／凄すさまじいまでのスティックの乱らん打だ──そして。

　鳳の両りよう腕うでを覆おおう手て袋ぶくろが衝しよう撃げきで下がってゆき、二の腕があらわれ、肘ひじからさらに下へ、手首まであらわになった。誰かが手拍子をやめた／足踏みをやめた／口笛を吹ふくのをやめた／歓声が止まった──ひどくしらけた、気まずい雰ふん囲い気きが広がり、冬真は愕然となった。

　タタン！　素す晴ばらしい軽快さで最後のブロックが消え、盛せい大だいなファンファーレが、賑わいの消えた一角にむなしく響き渡わたった。満面の笑えみで振り返った鳳の顔が、さっと強こわばり、みるみる青ざめた。客たちの大半が気き後おくれしたように顔をそむけた。次々に背せを向け、全員がその場を離はなれ、そして誰かが冷れい淡たんに呟つぶやいた。「……機械だよ」

　冬真──微び動どうだに出来ず／息が詰つまる。

　鳳が、のろのろとスティックを所定の位置に収おさめ、手袋を元に戻もどす──まるで、大おお勢ぜいから石を投げつけられて殺されるという大昔の投石刑けいに処しよされたような姿すがた。現実に鳳の身には傷きず一つないにもかかわらず、それは実じつ際さい、信じ難いほど無む惨ざんな姿にすら思われた。

「行きましょう」席を立つ鳳＝いったいどこから響き出たかと思うような硬かたい声。

　冬真が何か返す前に、別の者が言った。

「景品だよ」店主の男──周囲を一いち瞥べつ＝まるで他の客たちのことを怒おこるように。

　その手が差し出すプレゼントの箱を押しのけ、鳳が店を出て行こうとした。

「良い腕だ」男が真ま面じ目めな顔で言った。

　機械化義ぎ手しゆのことか、スティックさばきのことか──冬真には咄とつ嗟さに分からなかった。

　鳳は一いつ瞬しゆんだけ足を止めたが、すぐに店から出て行ってしまった。慌てて追う冬真の胸むねに、店主の男が景品を押しつけた。それをつかみ、礼を返す余よ裕ゆうもなく、何と鳳に声をかけるべきか想そう像ぞうもつかず、ただ後を追って店を出た。




「神に栄光あれアツラー・アクバル」唱和──小さなモスクで日向がみんなと一いつ緒しよに礼れい拝はい中。

　隅すみっこに座すわる乙＝親切なおじさんが出してくれたお茶を遠えん慮りよがちにすすりながら、預あずかった楽器のケースを抱かかえて見学。やがて礼拝終しゆう了りよう──日向が来て楽器を受け取った。

「……あんちゃん、イスラムなんだ」

「任にん務む中の礼拝は〝容よう赦しや〟されている」モスクを出る──付け加える。「あんちゃんじゃない。日向だ、坊ぼう主ず」

「坊主じゃねーし」いつもに比くらべて勢いきおいなく返す。「それ大人になる前の名前じゃん」

「ロルフでもいい。どれも帰化後の名だ」

「……なにそれ」

「クルドの名は故こ郷きように置いてきた」

「ふーん」好こう奇き心しんに任まかせて本当の名前を聞きたくなる／ためらう／話題を合わせる。「オレも、パパとママからはアリスって呼よばれてた。なんか女の子っぽすぎてやだった。でももう誰もオレのこと、そんな風に呼ばない」

「そうか」低い呟き──無視はせず。

「あんちゃ……」思案──御影やニナに合わせる。「日向は、オレが嫌きらいなの？」

　怪け訝げんそうに見下ろす。「なんのことだ？」

「だって……言ったっしょ。嫌いって」

「嫌いなやつに楽器こいつを預けはしない」

「ふーん」じっと見上げる。「じゃ、日向も、オレのこと坊主って呼ぶのやめてよ」

　返答なし＝立ち止まってＰＤＡで情じよう報ほうをチェック。「相手は、動きから見て別の第三者を追つい跡せき中だ。本部の情報では、お前のところの小隊長が近辺に来ている。それだろう」

　びっくり。「雛が鳳を追っかけてんの？」

「間ま違ちがいないだろう。小隊長の行き先に心当たりはあるか、アリス？」

　さらに仰ぎよう天てん──なぜか急に顔が赤くなる。「や……やだ、その呼び方！」

「成人時の名だ」だから慣なれろという言いぐさ。「〝乙〟は、俺おれには発音が難むずかしい」

「や、やだよぉ……」情なさけない顔で抗こう弁べん。

「いたぞ！　我われらが特甲トツコー児童だ！」いきなり喚かん声せい──御影＝酔よいどれ部隊とともに通りに出しゆつ現げん／どかどか切せつ迫ぱく。「ふはははは、確かく保ほだ野や郎ろうども！」

　あんぐり。「オ、オレじゃねーしょぉ⁉」

　さっと日向に手を引っ張ぱられた。「無む駄だだ」

「あ……」拍子にかくんと膝ひざが折れる／力が抜ぬける──機械化義足の調整前＝接続部クツシヨンとのリンク障しよう害がい／焦あせる／よろめく／歯を食いしばる──ひょいと抱だきかかえられる。

「無理をするな」ほんの一瞬、乙の様子を見ただけで何もかも察したような日向の声。

　乙＝軽々と自分を抱だく男の分ぶ厚あつい腕と胸むねの間でなぜか硬こう直ちよく──走り出す日向＝そのしなやかな力強さが乙の全身に伝わり、急に、恥はずかしいから下ろせとも言えなくなり、胸のチクタク・チクタクという自分の鼓こ動どうに、とくんとくんと妙みような響ひびきがまじる気がした。

　背はい後ごでは、戦せん術じゆつ班はんの面々が酔っぱらって転てん倒とう／道ばたにひざまずいて、げろげろ嘔おう吐と／駆かけつけた警けい官かんと乱らん闘とう──半数が離り脱だつ＝残り半数を率ひきいて街路を走る御影の鷹おう揚ような笑い。

「はははは、今日は実に良い日だ！」




　無言で足早に歩く鳳──無言の冬真＝ただ相手を追うことしか出来ず。パークリンクの道を渡わたり、市立公園シユタツトパークに来てやっと鳳が歩調をゆるめ、やがて立ち止まっていた。

「勝手なものですわね」顔を上げる＝冷たく醒さめた微び笑しよう。「オペラ座舞踏会オーパンバルに、あたくしが出席できない理由をご存ぞんじ？」

「いや……」先ほど店内で見た姿より、今の尖とがった鳳の笑みの方に、胸が痛いたんだ。

「万一、会の最中に手足が故こ障しようすれば、舞ぶ踏とう会かいの気品と権けん威いを貶おとしめるからです」刃やいばのような声──悲しい鋭するどさ。「そのくせ機械の手足なら何でも出来ると万ばん能のう扱あつかいして。いっそ機械の手足を持つ者など、そばにいて欲しくないと、はっきり言えばよろしいですのに」

「……わかるよ」そっと言葉を挟はさむ──相手の悲しい鋭さに耐たえられなくて。「調べたんだ。その手足を動かせるようになるまで、どれほど訓練が必要か。そしていったん使えるようになれば、どれほど優すぐれた──」

「冬真さん」遮さえぎる──言葉をカッターナイフで切るように／花か壇だんから拳こぶし大だいの石を拾ってみせる。「これ、なんでしょう？」

　にっこり＝まるでクイズを出すときのような鳳の笑えみ──けれども目は全く笑わず。

「石……だけど……」

「いいえ。これは、あたくしです」

　冬真が息をのむ──鳳が冷れい淡たんに微笑ほほえむ。

「これが、あたくしなのです。自分の意い志しだけでは身動きすら取れない、かつて人間だった石くれが、あたくしなのです」

　ふいに冬真は、鳳の存そん在ざいを通して、底知れない暗くら闇やみを見た気がした。どんな幸福も勇気も優やさしさも喜びも吞みこむ真っ暗な淵ふち──

「かつて炎ほのおが、あたくしの手を、足を、目を、耳を、鼻を、舌したを奪うばいました。醜みにくく焼け焦げた肉のかたまりを彫ちよう刻こく家かが石を彫ほるように最さい適てきな形に整えたものが、あたくしです」

　冬真──声が出ず／相手のいる暗闇に踏み入りたくもないほど怖おじけづきそうだった。

「あなたも、あたくしの体のどこからどこまで機械か見てみたいのではなくて？」

　途と端たん──萎い縮しゆくする一方の冬真の心のどこかで突とつ如じよ、昂こう然ぜんと抵てい抗こうの気持ちが燃もえ立った。

「違う！　そんなこと、決して……！」

「目をそらしたくせに！」鳳──まるで悲鳴。「本部ビルでも、あのお店でも、あたくしの手足から目をそらしたじゃない！」

「それは、ただ……」言葉にならない──鳳がまた微笑む。ぞっとするほど冷たい目。

「あの仕掛けアンカー時計の音色を聞かせて下さった人が言いましたの。目も耳も口の中すら焼けただれたあたくしに。脳のうに直ちよく接せつ、回線を接続して。死なせてあげることも出来ると。神様には代わりに謝あやまってあげるから、家族のもとへ送ってあげると。それを聞いて、あたくしがどれほど安心したか、分かりますか？」

　冬真は愕がく然ぜんと立ちつくした。完全に絶ぜつ句く──相手の言葉に、全く共感出来なかった。

「なぜあなたは一いつ緒しよにいて下さるの？　あたくしたちにどんな興きよう味みが？　あたくしが人を殺すところを見たくて？　それとも単に学校から逃にげて、他に行く所がないだけ──」

「違う！」叫さけんだ──先ほどとは全く違う抵抗心がにわかに噴ふき上がった。「僕ぼくは僕の意志で……！　決して興味なんかじゃ──」

「あなたは卑ひ怯きようです‼」

　その瞬しゆん間かん、驚きよう嘆たんすべきことが勃ぼつ発ぱつ──自分でも信じられないくらい猛烈に腹が立ち、かっとなって怒ど鳴なり返していた。「鳳さんが、そんな風に言うなんて思わなかった！　僕にだって労働する権利はあるんだ！」

「あなたは、あたくしのこの手足が、本当の権利だと思うのですか！」

「僕は鳳さんが全すべてに誇ほこりを持ってると思ってた！　だから僕自身も救われたんだ！」

「迷めい惑わくです‼」

　悲鳴のような声──冬真が険けわしい顔で黙だまる／鳳が歯を食いしばるような顔でうつむく。

　そしてその二人を見つめる、別の二人も、あまりのことに固かた唾ずを吞んで硬こう直ちよくしていた。




「な、なんだなんだなんだ何が起こった⁉」たまげる少年──水無月。

「鳳に反抗してるぅ」驚きよう異いの読どく唇しん術じゆつで遠くの鳳と冬真の会話を傍ぼう受じゆ──雛。

「な……なんて命知らずな男だ、冬真」畏い敬けいの念。

「どうすんのぉ？」

「あの気まずい現げん場ばに参加すれば流れ弾だまで蜂はちの巣だ。せっかく二人を邪じや魔まするために来てやったというのに、なんて不ふ甲が斐いないやつだ、冬真め……」

　ふいに冬真と鳳が移い動どうを開始──かと思うと二人別々に地下鉄＆地下道の入り口へ。

「行っちゃうよぉ？」

「よし。君は鳳を追え。僕は冬真から事の次し第だいを聞く。後で情じよう報ほうを照合するぞ。いいな」

「うん」こくんとうなずく雛。

「くくく今行くぞ冬真。面おも白しろおかしく慰なぐさめるついでに根ね掘ほり葉掘り聞き出してくれる」

　浮うき浮き駆かけ出す水無月──雛も地下道へ移動＝相手がバスを利用する気だと察し、道路の反対側へ出るための階かい段だんを上る途と中ちゆう、突然、かくんと膝ひざが折れた。

　調整中の義ぎ足そくの動作不良──手すりに手が届とどかず／仰あお向むけに倒たおれる／宙ちゆうで身をひねる／後頭部からの落下を回かい避ひ／両りよう腕うでで受け身を取ろうとしたところへ──目の前に現あらわれた相手の胸むねに思い切り飛びこむ感じで、しっかりと抱きとめられた。

「だ……大だい丈じよう夫ぶ、雛さん……？」頭上から、冬真の声が降ふって来た。




　地下街開発で増ぞう設せつされた地下道を猛もうダッシュ──地下鉄乗り場へ先回り。

　改札に相手の姿すがたなし／階段を降おりてくる者なし／エレベーターの表ひよう示じを見て、にやりとドア脇わきで腕組み──ドアが開くと同時に怪あやしい笑い声。

「ふふふ、せっかくの休日が何やら惨さん憺たんたる有様だな。僕に洗あらいざらい話すがいい──」

「……水無月さん？」

　電でん撃げきを食くらったようにのけぞる水無月──目の前に、銃じゆう撃げき五秒前といった剣けん吞のんな顔の鳳。

　水無月＝恐きよう怖ふの脂あぶら汗あせを噴ふん出しゆつしつつ理り解かい──冬真と鳳は別々に移動すると決めてすぐ二人とも心変わりし、相手を追ってすれ違ちがった／その途上で遭そう遇ぐう／何と最悪の巡めぐり合わせ。

「何をお話しすればよろしいのですかしら」

　逃にげ場なし──水無月は相手の殺気で圧あつ壊かい寸すん前ぜんになりながら、その場にへたり込こんだ。




　頭が真っ白になったまま冬真に肩かたを借りて地上に戻もどった雛は、公園のベンチに座すわり、いつの間にか冬真が屋台で買ってきた炭たん酸さんジュースを受けとったところで、我われに返った。

「……うぇ？」雛＝相手を再さい度ど確かく認にん。

「足……大丈夫？」まぎれもない冬真その人が心配そうにこちらを覗のぞき込んでくる。

　なんで相手の声がはっきり聞こえるんだろう。転んだ拍ひよう子しにヘッドホンが外れて首にかかっている──いきなり防ぼう壁へきが消しよう滅めつした衝しよう撃げき／だがここで耳を塞ふさぐことを心の中のおかしな何かが抑よく圧あつ／脳のうが勝手に冬真の胸に抱だきとめられた瞬間の感かん触しよくをリピート＝停止不ふ可か。

「雛さんがいるなんて……びっくりした」冬真──元気のない微び笑しよう＝〝ショックなことがありました〟と一発で分かる顔。

「……冬真、鳳のこと怒おこってたの？」前後を考えず不ふ穏おんなまでの直球質しつ問もん。

　自分のジュースを飲みかけた冬真が硬直。「み……見てたの？」

　雛──思案。「たまたま」

「そ……そう」冬真＝気け圧おされたようにベンチに着席──いつかコインのおまじないをしてくれたときの寂さびしげで優やさしげな横顔。

「鳳に、なに言われたのぉ？」

　冬真がぎゅっとジュースのカップを握にぎりしめる。「大おお怪け我がをしたとき……。死なせてもらえると言われて……安心したって」

「体を機械にされる前のこと？」

　宙ちゆうに向かってうなずく冬真に、雛は言った。

「普通だよぉ、それ」

　冬真は今度こそ本気で驚きよう愕がくしたというように、まじまじとこちらを見つめてきた。




　地下に冬真はおらず──鳳が乗ろうとしていたバス停も無人。

〝本日のみならず、あなたのことは基き本ほん的に全力で警けい戒かい中です〟という感じに尖とがった顔でベンチに座り、こちらを見み据すえる鳳の前で棒ぼう立だちのまま、水無月は、今の彼女の隣となりに座るのと目をつむって車道に飛び出すのと、どちらが安全だろうと考えた。

「で……どこまで聞いてらしたの？」

「聞いちゃいないさ」死力を尽つくして噓うそをつく。「公園を通りがかったら君らが争っている風に見えてね。本当は冬真を追ったんだ。ほら、何しろ僕はあいつの親友──」

〝余よ計けいなことは喋しやべるな〟という火か炎えん放ほう射しやなみの鳳の眼がん光こうに口をつぐむ。

「では一つ訊ききますわ」答えられねばエジプトのスフィンクス伝説なみに八つ裂ざきにされそう。「なぜ冬真さんは学校に戻らないのです？　親友なら当然、ご存ぞんじですわよね？」

「それは、あいつの意い志しと諸しよ事じ情じようによるプライバシーの問題さ」死線を漂ただよう気分で返答。

　怖こわい目。「義ぎ務む教育の途中でありながら、何が意志ですの？」

「い……いやいや、それはもう終わっている」

　眉まゆをひそめる。「……終わっている？　何のことです？」

「聞いてないのか？　とっくに卒業してるのさ、あいつは。飛び級なんだ。六学年ほど」

　鳳の目が、何かとんでもない秘ひ密みつを聞かされたように、まん丸になった。




「ふ……普ふ通つうって、どういうこと……？」

　地動説の信しん奉ぽう者しやが、実はキリマンジャロは宇う宙ちゆうの中心じゃないんですと言われたみたいに狼ろう狽ばいする冬真に、雛は、ゆっくりと銀ぎん河がの成り立ちを説明するように告げた。

「ボクたち頑がん張ばって、これは自分で決めたんだって思い込むの。でないとムリヤリ大人たちに言われて生きてることになるから。死んでいいってことは、まだ選べるってこと。生きたいって思える自由がまだ残ってるってこと。だから安心するの。この体もお仕事もみんな自分が生きたいから選んだんだって思えるの。それがないと、きっと、おかしくなって壊こわれちゃう。だって何も選べないまま生きるしかないなんて死んでるのと同じだよ？」




「クロースターノイブルクの学童寮りようと言えば、今やエリート意い識しきの醸じよう成せい場じようだ。そんな環かん境きようで六歳さい年上のクラスメイトを持つことを想そう像ぞうしてみたまえ。はっきり言って、回転ノコギリと握あく手しゆする方がましだ。そしてあいつは回転ノコギリにすら善ぜん意いがあると信じる希け有うな人種だ。その結果、アメリカの脱だつ獄ごくモノ映えい画がのような学園生活になったというわけさ」

「それは……つまり……いじめ……？」

「あまり具体例は話さないが、一つ聞いたものでは、丸一年間、シャワーを浴びられなかったらしい。ノズルに水酸化ナトリウムを仕込まれ、蛇じや口ぐちをひねった途と端たんに爆ばく発はつし、あやうく失明しそうになったからだそうだ」

　さっと鳳の顔色が一変──美しいまでの怒いかりの表情／今すぐ犯はん人にんを捜さがしかねない様子。

「ただ冬真が二十一歳の研究生相手にガンジーばりの非ひ暴ぼう力りよくを貫つらぬいたかどうかは不明だ。僕が調べたところ、冬真が寮を出た同時期に騒さわぎが起こっている。ミサの最中、時じ限げん式しきの音おん響きよう爆弾に改かい造ぞうされたパイプオルガンが炸さく裂れつし、鼓こ膜まくの治ち療りようのため十七名が入院した」

「そ……それを、冬真さんがやったと？」

「さあ。確たしかにあいつはちょっとテロリスト向きの怖いところもあるが真相は不明だ。だが少なくとも回転ノコギリどもは冬真がやったと信じているだろう。そんな場所へのこのこ戻もどれば、今度こそ本当に八つ裂きだ」

「そんな……由ゆい緒しよある学童寮ですのに？」

「僕らを機械にした〈子供工場キンダーヴエルク〉だって伝でん統とう的さ。僕らにとって学校もテロの現げん場ばも、どっちも戦場だ。それが人生セ・ラ・ヴイ、それが戦争セ・ラ・ゲールってね。戦うルールが違ちがうだけで、おかしくなったり壊れたりするやつらの数は、実じつ際さい、同じくらいなんじゃないかと僕は思うね」

「あ、あたくし、何も知らずに……」急におろおろし出す──落ち着きなく宙を見る。「てっきり、同年代の方々と楽しく……」

「謝あやまることはない。ただ、もし君に、あいつの戦場について聞く気があれば、あいつは僕相手よりも、よほど詳くわしく話すだろうね」そしてこう付け加えた。「それに何しろ律りち儀ぎな性せい格かくだ。今日、どこか目的地があったなら、今ごろそこに向かってるんじゃないか？」

　さっと鳳が立ち上がった──水無月を見やって「ありがとう」と小さくささやき、次の瞬しゆん間かんには、弾はじかれたように走り出していた。その姿すがたが地下へ消えるのを見み届とどけると、水無月はやれやれとベンチに座すわり、彼女がいた空間を眺ながめ、笑ってひとりごちた。

「そりゃ行かせるさ。あの子が泣くのを見るよりましだもんな。そうだろ……ボス」




　いっそ特甲トツコーを転送して移い動どうしたいほどの焦しよう燥そう──地下鉄を乗り継つぎ、第十一区ジンメリングへ。

　駅を出て目的地に近づくほどに、どんな悲しみも怒りも押おしのける強い何かを感じた。

　虚きよ無む──恐おそろしいほどの。だから今まで来られなかったのだ。いつからか自分の中に居い座すわるそれが、何もかも吞のみこんでしまうから。

　ドナウ運うん河が沿ぞい＝綺き麗れいな更さら地ち。一人の少年が使命と信じて塵ちりと化した炸さく裂れつ地点に、ただ立ちつくした。期待した相手はおらず──心が急きゆう激げきに冷えてゆく。死んだ子こ供どもの面おも影かげすら虚無に吞まれる異様な安心感。止められない。感情が消えてゆく。これでまた誰が死んでも平気になる。死んだ子供の名も意味を失う。ひどい恐ろしさで叫さけびそうになったとき。

「鳳さんには、感かん謝しやしてる」

　背はい後ごからの声に、はっと我われに返った。

　同時に心がつながる──失われかけたものが寸すん前ぜんでとどめられたという感覚。

　振ふり返る──まだ怒ったままのような顔の少年が、強い口調で言い放った。「僕には分かる。あの子は鳳さんに話を聞いてもらえて、本当に嬉うれしかったんだ。他に道がないと信じて最悪の選せん択たくをしたとしても、もっと良い道があると鳳さんに言ってもらえたから──」

　相手の存そん在ざいが迫せまる／虚無が遠ざかる──代わりに予想もせぬ激はげしい気持ちが声になって噴ふき出した。「いい加か減げんなことを言わないで下さいっ！　あなたに何が分かるの！」

　怒り──痛いたみ──その両方を受け止めてくれる者が目の前にいた──だから叫んだ。

「あの子もあたくしも同じです！　選んだと信じることで、やっと生きられる石くれに過すぎないことが、あなたなどに──！」

　だが相手は一向に怯ひるまず、それどころか真まっ直すぐ近づいてきた。はっと身を引く間もなく、その血の通った生身の手が、しっかりと、自分の機械の両手をつかんでいた。

「僕にわかることを教えてあげる」冬真──いつもの穏おだやかさ／けれども驚おどろくほどの存在の強さ。「この手は、僕を燃もえる橋から救ってくれた手だ。そのとき僕の手を握にぎってくれた鳳さんの手だ。心が壊こわれそうな怖こわさから救ってくれた手だ。たとえ鳳さん自身が何と言おうと、僕はこの手を信じるし誇ほこりに思うし感謝し続けるしこの先、ずっと一生、この手を尊そん敬けいするし、鳳さんのこの手とこの手が握るものも、つかもうとするものも差し出されるものも僕は全すべて肯こう定ていする。たとえ世界中が否ひ定ていしたって、そんなの僕には関係ない」

　どこまでも続きそうな言葉の波に吞み込まれそうで、とてつもなく怖くなった。

「放はなして！」もがく──少年は放さない／大声で叫んだ。「あなた一人を助けたわけではありません！　誰だれかを助けるために別の誰かを殺あやめる気持ちがあなたにわかるの！」

「わかち合えるはずだ」動じない──ますます穏やかになる。「キリストだって誰か一人を助けたわけじゃない。みんなを救うすべを求めた。背負わされた罪にまみれても」

「キ……キリスト……？」あまりに突とつ拍ぴよう子しもない喩たとえに本気で怯おびえかけた──そんなものと比くらべられてはたまらなかった。「ば、馬ば鹿かなことを言わないで下さい！」

「馬鹿なことじゃない。僕ぼくにとって鳳さんは、機関銃を持って羽が生えたキリストだ」

「な──────…………」

　もはや想そう像ぞうを超こえる途と方ほうもなさに、怖さも怯えも消えて呆ぼう然ぜんとなりかけた。目の前にいる少年のことを、出会ってから初めて、本当は、ものすごく馬鹿なんじゃないかと思った。

「な……、なんですの……、それは……」

　ほとんど視し界かいが占せん領りようされる近きん距きよ離りで、少年が真顔で首を傾かしげる。「さあ……なんだろう」

「さ……、さあ……？」

「でも……そうか。だから鳳さんが、銃じゆうを持つことを肯定できるんだ。十じゆう字じ架かと一いつ緒しよなのかも」一方的に納なつ得とく──うなずいている。
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「ちょっと……、何を勝手に……」

「罪つみを背せ負おって死ぬと悟さとってもキリストはエルサレムを訪おとずれた。石であることって、そういうことかも。岩って、教会の比ひ喩ゆだし」

「あ……あたくしをはりつけにする気？」

「いや……」と言いかけて宙ちゆうを見る──その目が真っ直ぐ戻もどってくる。「そうかも」

　今度こそ呆然となった。言葉で引っぱたかれた感じすらした。「お……おかしなことを言って、あたくしを馬鹿にする気──……」

　突然、どっと何かが頰ほおを流れた。なんと涙なみだだと悟って驚きよう愕がくした。訳わけが分からなかった。泣きたいなんて思っていないのに。よりにもよって、この人のこんな目の前で──

「やだ……こんなの……」相手が手を放した──だが鳳は頰を拭ぬぐいもせず、自分の手の平を見た。手て袋ぶくろで覆おおわれた機械の手に、ぽたぽた涙が零こぼれた。ひどく温かかった。

　ふいに遠のきかけていたものが胸むねに迫った。死者の面おも影かげ──あの子の寂さびしげな微び笑しよう。

　心の傷きずの再さい現げんでもなく、虚無による風化でもなく──血肉の温ぬくもりさえ感じる記き憶おくの中の永えい遠えんの生せい者じやとして、彼がいた。

「あたくし……ただ、もっと何か言ってあげたくて……」涙を受ける手を、冬真が再ふたたび、そっと包むように握にぎった──その手も自分の涙が濡ぬらすのを見て、しゃくり上げた。「でもノギは、あたくしの手の届とどかない所で、ずっと、悲しそうに笑って……」

　後は言葉にならず──何も考えられず、ただ小さな子こ供どものように声を上げて泣いた。




　必ずしもキリマンジャロが宇う宙ちゆうの中心ではないと知った冬真は、果たして銀ぎん河がの彼方かなたで鳳と合流しただろうかと、雛は一人ぽつんとベンチに座すわってぼんやり考えた。

　冬真がなおも雛を気にかけるので、足はすぐに動くからと言いふくめ、やっとこの場を去らせた。そうしておいて、なぜ言いふくめたのか自問──自答なし。こんこん膝ひざを叩たたく／接続部クツシヨンとのリンク障しよう害がいで感覚なし／立てもせず。そういえば神様はいないのだと悟ったのは、機械の足が操そう縦じゆうできず床ゆかを這はってトイレに行く途と中ちゆうでお漏もらしして、自分のおしっこの水たまりの中に顔を突つっこんだまま動けなくなったときだっけ、と思い出したとき。

　トゲトゲ髪かみ型がたの少年が目の前に現あらわれ、その唇くちびるが、「動けないのか？」と喋しやべった。

　こくんとうなずく──呆あきれる水無月。「なら助けを呼よべ。ヘッドホンをしたままじゃＰＤＡのコール音が聞こえないだろう」

　きょとんとなる。「ボクに電話したの？」

「そうだ。一度でも応おう答とうすればもっと早く君の位置が解かい析せき出来たんだ」やれやれと腰こしを屈かがめ、背を向けて肩かた越ごしに言う。「帰るぞ」

　ややあって、おぶってくれるのだと理り解かいした。「置いて行っても良いよ」

　不ふ機き嫌げんそうに。「共きよう犯はんがバレる」

「喋しやべらないよ」

「馬鹿を言え。借りを作れば弱みになる」

　雛＝なんとなく納得／腕うでの力だけで体を持ちあげ、相手の背に移い動どう。顔が見えないのでヘッドホンをちょっとずらし、力を込こめて歩き出す水無月の肩を叩いて言った。

「水無月、ボクの親友になっても良いよ」

「また呼び捨すてか。僕は年上だぞ」諦あきらめたような声。「親友の称しよう号ごうを与あたえるのは僕の方だ。そのうち気が向いたら認にん定ていしてやる」

「うん」ずり落ちないよう、ぎゅっと相手の背にしがみついた途と端たん、水無月が立ちすくんだ。自分と同じく、足が動作不良を起こしたかと思うや──聞き覚えのある声が勃ぼつ発ぱつ。

「はー、本当に来たよ。すげーっしょ」地下鉄入り口脇わきの路肩に停とめられたＭＳＳの公用車＝後部座ざ席せきの窓まどから乗り出す乙──奥おくから日向の声。「ＰＤＡのコールはどちらかが移動に支し障しようをきたした証しよう拠こだ。最も寄よりの交通機関で待っていれば捕つかまえられる」

　恐きよう怖ふで固まる水無月＋雛──後部座席のドアが開いてニナが登場＝ホラーじみた声。
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「乗れ。長官の貴き重ちような休きゆう暇かを妨さまたげたことを、この私が、たっぷり後こう悔かいさせてやる」




　第十一区ジンメリングから第十九区デープリングへ──花を買い、子供たちが発見された場所に捧ささげると、またぽろぽろ涙が零れた。冬真はただ悲しげに、やけに澄んだ目で現場を見つめている。と思うと、穏やかに微笑ほほえんで言った。「この子たちも、きっと鳳さんに会えて嬉しかったと思う」

　それでまた大声で泣いてしまった。トラウマ治ち療りようではありえない現象──心が癒いやされようとしている証あかし。なんてことだろう──こんな昔みたいな姿すがたを、よりにもよって、この人に見せるなんて。ハンカチも手袋もぐしょぐしょだった。泣き虫お嬢様フロイライン、と笑う、かつての仲間の声が心のどこかで聞こえた。

　帰路＝第一区インネレシユタツトへ地下鉄Ｕバーンで移動──涙で腫はれた顔をハンカチで隠かくしつつ完全に相手のせいにして言った。「こんな顔、ヘルガ長官とニナさんに見せられませんわよ」

　あっさり聞き流す冬真──ポッケから何かを出す。「景品、鳳さんのだから」

　断りもせずに箱を開く──高こう価かそうな銀のブレスレット＝〈チチャエンンピピオオンン〉の文字。

　そして何か返事をする前に、勝手に右手の手袋の上からそれを嵌はめられてしまった。

「はりつけにするための釘くぎに見えますわ」皮肉──ハンカチで口元を隠したまま／ぐすっと洟はなをすする音が聞こえないように。

「じゃ、あと二つ何かプレゼントしないと」

　当然のように微笑ほほえまれる／思わずむっとなる──心の底では怖こわいくらい、この人の言葉に頼たよりたくなっているのを悟さとりながら、むしろそれに抗あらがうように言い放った。

「あなたは結局、あたくしの手足の性せい能のうを評ひよう価かしているのであって、あたくし自身のことはどうでもいいと思ってますのよ」

　思案げに頭をかく。「鳳さんの手は鳳さんのものだし、鳳さん自身でもあると思う」

「勝手な理り屈くつを振ふりかざす人は嫌きらいです」

「なら鳳さんが好きな理屈を教えて」

　あっさり返される──列車が停とまり、駅へ降おりながら疲つかれたような溜ため息が零こぼれた。

「そういう理屈っぽい返事が嫌いなのです」

　ちらっと相手を見ると、冬真はうんうんとうなずいている。本当に分かっているのだろうかと呆あきれながら地上に出た途端、いきなりＭＳＳの公用車に出くわした。

「遅おそかったな」後部座席のニナ──ふと真顔に。「どうした、その顔は？」

「なんでもありません」ハンカチで顔を隠す／隣となりで冬真がまた頭をかく──そして次々に現あらわれる者たちに二人ともぎょっとなった。

　乙＝ぬっと顔を出す。「鳳、泣いてんの？」

　雛＝怖々と顔を出す。「なんでぇ？」

　水無月＝野や次じ。「冬真！　なんてことを！」

「ち、違ちがいます！」「僕は別に──！」

「いたぞ！」喚かん声せい──通りの向こうから猛もう然ぜんと驀ばく進しんしてくる酔よいどれ部隊。

　日向が中からドアを開く。「早く乗れ」

「は、はい」冬真──なおも顔を隠そうとする鳳の腕をそっとつかんでともに乗車──ドアが閉しまる寸すん前ぜん、御影が飛びこむ＝冬真をがっちりキャッチ。「ははは、確かく保ほだ！」

　冬真＝悲鳴。「わっ、うわぁーっ⁉」

　鳳＝その拍ひよう子しに冬真に背はい後ごから抱だきつかれたようになる。「はっ、離はなして下さいッ！」

「あらあら」ヘルガ＝悠ゆう然ぜんと微び笑しよう──運転手へ指し示じ。「出してちょうだい」

　日向がドアを閉める──僅わずかに届とどかず歩道で転がり倒たおれる戦せん術じゆつ班はんを尻しり目めに発車。

「御影っ、長官の車で酒さけ臭くさい息を吐はくな！」ニナの怒ど号ごう──乙の歓かん声せい／縮ちぢこまる雛／御影の鷹おう揚ような笑い／日向の溜め息／水無月の揶や揄ゆ／冬真の悲鳴／鳳の大だい喝かつ／くすくす笑うヘルガ──賑にぎ々にぎしさ満まん載さいの車が、都市の大通りへ出て、やがて速度を上げて進んでいった。
















テンペスト










「我われ々われは夢と同じもので作られており、その儚はかない命はみな、睡ねむりによって完結する」


──ウィリアム・シェイクスピア『嵐（テンペスト）』









　Ⅰ章　六人の証しよう人にん──スケルツォ








　　クイズです♪　クイズです♪

　　オリンポスの神々が、怪かい物ぶつギガースの群と、炎の土地プレグアイという地で戦ったときのこと。

　「ギガースを倒たおせるのは獅し子しの毛皮をまとった人間──すなわちヘラクレスだけ」

　　と予言が下され、参戦したヘラクレスは、その言葉通り、多くの怪物を倒しました。

　　いったいなぜ、ヘラクレスにだけ、ギガースたちを倒すことができたのでしょうか？




　　Ａ☆悪あく夢むを退しりぞける力を持っていたから

　　Ｂ☆毛皮で炎ほのおを防ふせぐことができたから

　　Ｃ☆遠くから倒せる弓矢があったから



　　　　Ⅰ




「さあ──ッ♪　答えはどれですかしら──ッ♪」

　昼過すぎの第ヒ三ン十ブ四ル区グ＝田園とハイテク施し設せつの混こん在ざいする一帯──カンカン照りの青空。

　日につ射しやの絨じゆう毯たん爆ばく撃げきで揺ゆらめく景色／他ほかならぬ炎の土地と化したような酷こく熱ねつ／五月一日メイフアイアを祝う五月柱メイポールの花も早々に萎しおれる炎えん威いのまっただ中、命知らずの仁に王おう立だちたる鳳アゲハの呼よびかけ。

　げんなりスルー──乙ツバメ。「も、暑っちィー……。てか、熱っちーっしょ、これェー……」

　屋上の柵さくにもたれて制せい服ふくの前をはだけ、一方の手でスカートをバタバタ扇あおぎまくる／大いにめくれる／くわえたロリポップすら嚙かみ砕くだく前に溶とけかねない日射にうだる。

　向こうの工場で浮ふ上じようする巨きよ大だいな球体の無人飛行船──地上と人工衛えい星せいをつなぐ通信プラットフォーム／まるでパステルカラーのスイーツ／今にも日光で溶けて落下しそう。

　ぐったりスルー──雛ヒビナ。「……………………」

　屋上の一角でしゃがみ込んだまま意い識しきを飛ばして辛つらさを回かい避ひ──こんな辛い目に遭あってるのはボクじゃないの本当のボクは涼すずしいエアコンの風の下でかき氷とか食べてるの。

　ヘッドホンが日光を吸きゆう収しゆうして拷ごう問もん器具のごとき熱を帯びるも精せい神しん力りよくを振ふり絞しぼって無む視し。

　施設──治安機き構こうの御ご用よう達たしである、軍ぐん需じゆ車両の製せい造ぞう・卸おろし売うり業者──その集合施設。

　壁へき面めん──垂たれ幕まく＝『装そう甲こう輸ゆ送そう車四十％ＯＦＦ』『耐たい熱ねつ塗と装そうの無料サービス実施中』。

　屋上──風一つない地じ獄ごくの晴天の下もと、三人そろって待機中。

「お・ふ・た・り・と・も♪」鳳＝噴ふき出す汗あせをハンカチで拭ぬぐう──ポシェットにしまう／代わりに九ミリ拳けん銃じゆうが出しゆつ現げん。「お日様より熱い鉛なまり玉だまで膝ひざをぶち抜ぬかれたいですかしら」

「Ｂっす小隊長ぉ」「Ｃです鳳先生ぇ」二人──幽ゆう体たい離り脱だつしながら敬けい礼れい／遠い目。

「僕はＡかな」いきなり背はい後ごから声。

　鳳──ぎくっとなって迅じん速そくに銃をポシェットに収しゆう納のう／振り返る／後ずさる──一いつ喝かつ。

「ぬっ……盗ぬすみ聞きとは、失礼ではありませんかッ！」

「ご……ごめんなさい……。聞こえたから、つい……」ワイシャツ姿すがたの冬真トウマ──反射的に胸むねの前で両手を握にぎる救命ポーズ──手にビニール袋ぶくろ／肩かたに脱ぬいだ学童服の上着。

「別に……いつも一いつ緒しよに聞いてっしょ？」乙＝不思議そうに。「聞かせたくねーの？」

「そ、そういうわけではありませんが……」

「Ｃだよぉ？」雛──冬真の背後の日ひ陰かげに入りつつ。「遠くから撃うつ方が安全だよぉ？」

「Ｂじゃん？　だってヘラクレスって、ライオンぶっ殺したやつっしょ？」

　やんわり微び笑しよう。「僕には……悪い夢を退しりぞけられる方がすごいことだと思うから。僕ぼくは悪い夢を見るのが怖こわいし、どうしたら消せるのかもわからないから……Ａかな」

「ふーん」「ふーん」二人──妙みように納なつ得とく。「オレもＡにしよっかな」「ボクもＡかも」

「たやすく撤てつ回かいしてはいけません」呆あきれ顔。「責せき任にんある選せん択たくが、判はん断だん力を磨みがくのです」

「……弱っちいライオンの毛皮だし」「……遠くから撃つだけなんて弱いかも」

「弱っちくなんかありませんッ‼」憤ふん慨がい──獅子座ざ＋遠えん距きよ離り掃そう射しや術じゆつの使い手。

「みんな違ちがう答えの方が面おも白しろいよ」冬真──師しであるバロウ神父ばりの、やんわりフォロー。「それに、必ず一人は正せい解かいになるから、情じよう報ほう効こう率りつがとっても高くなるし」

「じゃ、Ｂでいーや」「やっぱりＣだもん」あっという間に納得。

「正解は、なんだろうね」穏おだやかに振り返る。

「そ、それは……お仕事が終わった後、お教えいたします」つんとそっぽを向く。

「その前に、これをどうぞ。下の販はん売ばいブースで配ってたんだ」

　ビニール袋の中身──ミネラル水のペットボトル×四。

「冬真、偉えらい！」「冬真、優やさしい」歓かん声せい──叱しつ責せき。「ダ・メ・です！　警けい戒かい待機において一般市民からの許きよ可かなき差し入れにたやすく応おうじないこと。待機時の鉄てつ則そくですわ」

　白い目。「冬真、一般市民じゃねーっしょ」「なんか仲間はずれっぽい言い方ぁ」

　意気阻そ喪そう。「べ……別に、そういうわけでは──」

「鳳さんならそう言うかもと思って、ニナさんの許可をもらってあるよ」

「そ──そうですか……」

「水分の摂せつ取しゆは思考力を保たもつから。いざというとき選択に責任を持つために、どうぞ」

「……そうまでおっしゃるのでしたら、ありがたくいただきますわ」

「どうぞ」にっこり配給──ペットボトルを受け取る二人＝蓋ふたを開けつつ顔を見合わせる／ひそひそ。「……びみょーに鳳が言い負かされてね？」「……すごーい」

「暑いね」自分も蓋を開けつつ鳳に微笑ほほえみかける。

「まだ五月の一日ですわ」バキッと派は手でな音を立ててペットボトルの蓋を開かい封ふう。「これしきの暑気に負けていては警戒待機になりません」

「でも環かん境きよう省しようが、これは二に酸さん化か炭たん素その増ぞう加かによる異い常じよう気象だって発表してた。ヨーロッパで日射に対する予よ備び知ち識しきがない人が多いから、熱中症しようで死者まで出たって」

「そ、そうですか……」またもやいつもの意気を削そがれる。「警戒待機においては規き律りつとともに忍にん耐たいも学ぶべきですが……そろそろ室内に入りましょう」

「っしゃーっ！」「わーい」歓声──暴ぼう君くんの圧あつ政せいから解放された民みん衆しゆうのような喜びっぷり＝先を急いで屋内へ。「助かったーっ！」「殺されると思ったぁ」

「お二人とも、大げさすぎます」呆れ顔──屋内に入りながら水を一口／自分に向けられた少年の微笑みに気づく／目をそらす／咳せき払ばらい。「……お気き遣づかいに感かん謝しやしますわ」

「どういたしまして」にっこり。「今日は、おまじないはしないの？」

「のちほど検けん診しんがありますから、出動時にする予定です」妙みように怒おこったようになる。「冬真さんこそ、バロウ神父様のお手伝いはよろしいのですか？」

「車両の解除レジストは関係者以外、立ち入り禁きん止し。一般市民の僕はいちゃいけないんだ」

　なぜか思わず反はん論ろん。「でもあなたはバロウ神父様の、いわば直ちよく属ぞくの部下ですわ」

「今の僕は、神父様の善ぜん意いに甘あまえている、ただの学童だから……部外者なのに鳳さんたちとも親しくさせてもらってるけど、本来の規き則そくでは許ゆるされないことなんだ」

「それをおっしゃるなら、先ほどのクイズも任にん務むに従じゆう事じする者のためのものです」

「ごめん、つい口出しして……」

「そういうことではなくて」いらいら──やにわに叱しつ責せきモード。「もう……つまり、あたくしが言いたいのは、そんな風によそ者扱あつかいされて参加を拒こばまれるなど、まったく一人前と認められていないに等しいではありませんか。あなたはそれで傷きずつかないのですか」

「……とても傷つくけど」

「ご……ごめんなさい」

「……鳳が謝あやまってる」「すごぉい」二人──ロビーのエアコンの真正面に陣じん取どりながら互たがいに耳打ち。「雨が降ふるかも」「雪かも」

「で……でしたら、そうおっしゃればいいのです」咳払い──挑いどむように相手を正面から見つめる。「〝〈山猫ヴイルトカツツエ〉事じ件けん〟のときも、あなたは情報汚お染せんの嫌けん疑ぎをかけられたにもかかわらず、危き険けんを冒おかして、あたくしたちを救う手だてを探さがし出して下さったではないですか。それほどの功こう績せきがありながら、部外者扱いされる筋すじ合あいはありません」

「いいんだ」

「何がいいのですか」完全にむきになる／腰こしに手を当てる。「だいたい、あなたは──」

「鳳さんが、そう思ってくれてるだけで、いいんだ」

「──」

「鳳さんのその言葉だけで十分、嬉うれしいから」

　目をそらす。「で……でしたら、せめてクイズの解かい答とうを聞く権けん利りをお認みとめいたします」

「ありがとう、鳳さん。本当に感かん謝しやしてるんだ。だって──」

「くどくど礼を言うものではありません」そっぽを向く──そのくせもっと言って欲ほしそうな雰ふん囲い気き。

「ごめん」柔やわらかく微び笑しよう──その様子を、エアコンの冷風の下で雛がじーっと注ちゆう視し。

「なんか冬真って謝ってんのか謝ってないのか、よくわかんねーの」ロリポップをガリガリ掘くつ削さく──ふと通路の表ひよう示じに気づく。

　シャワールーム──精せい密みつ機器を扱あつかう職しよく員いんの、静電気や埃ほこりを防ぼう止しするための設せつ備び。

「ねー、シャワー浴びたーい」短いスカートをぱたぱた煽あおる。「汗あせで気持ち悪ーい」

「本部に戻もどってからです」たしなめる──顔を赤らめて窓まどの方を向いている冬真に気づく。

「これっ、冬真さんの前ではしたないでしょう」

　乙のロリポップをくわえた口元に真っ白い歯がのぞく／にやり／揶揄からかいモードのスイッチオン──甘あまったるさ百二十％で冬真の腕うでを取る。「ねー、一いつ緒しよにシャワー浴びよー」

　はだけまくった制せい服ふく──仰ぎよう天てん。「え？　……えっ？　ええっ？」

「いーじゃん一いつ般ぱん人じんじゃねーしょ」「ボクも一緒に入るの。ボク男の子だからいいの」

「よくありませんッ！」大だい喝かつ──落らく雷らい。「冬真さんも即そく座ざに拒きよ否ひなさるべきですッ！」

「ご……ごめんなさい」萎い縮しゆく──まるで雷光を甘んじて受ける避ひ雷らい針しんの風ふ情ぜい。

「なんで冬真に怒んのさ」乙──つくづく不思議そうに。「なんか変なの」




　カカカカカ──小気味よく計算機を速打／弾はじき出される数字／相手に見せる。

「この金きん額がくでどうだ？」ニナ──きりっと隙すきのない交こう渉しようモード。

「もうかなり勉強させていただいている金額でございまして──」職員＝揉もみ手。

「この線が譲ゆずれないなら購こう入にゆうの話はなしだ。撤てつ収しゆうする」にべもなく。

「いえいえ、お待ちを。では、所長と相談して参りますので──」

「必要ない」すかさずねじ込こむ。「この特注車両をこの金額で購入できるなら、ＭＳＳの公用車および軍用機体のパーツをそちらの直ちよく営えいメーカーの製せい品ひんに統とう一いつさせてもいい」

　職員の目がきらりと光る。「購入時に、リストレーションの一いつ括かつ契けい約やくを？」

「交かわしてもいいとの長官のご判はん断だんだ。これでも問題があるなら、ただちに撤収──」

「問題ございません。ＭＳＳ様にはいつも勉強させていただいております」

「では最終臨りん検けんののち書類にサインする」ニナ──事じ務む室しつからすたすた退たい室しつ／ガレージに向かいながら、すちゃっと携けい帯たい電話を耳に当てる。「ヘルガ長官、私です」

《首しゆ尾びはどうかしら、ニナ？》

「はっ。パーツ購入の契約により二十七％オフで交渉成立。通つう常じよう価か格かくに比くらべ五十二％減げん。十分に資し材ざい予算内であり、先方にとっては優ゆう良りよう顧こ客きやくの範はん疇ちゆうです」

《さすがね、ニナ。これで機体整備でも優ゆう遇ぐうされるわ。肝かん心じんの車両の方はどう？》

「最終臨検テストを開始するところです」

《終しゆう了りよう後ごに、車両から私のデスクに接せつ続ぞくしてちょうだい。成果を楽しみにしているわ》

「了りよう解かい」通信アウト──『臨検中』の表ひよう示じが点灯したガレージの扉とびら。

　厳げん重じゆうな電子式ロック──カードキーで解かい錠じよう／扉を押おし開く／真っ白い車両が目を打つ。

　巨きよ大だいなトレーラー型──装そう甲こう車しやよりも頑がん健けんな、最新の〝二階建て通信解かい析せき車両〟。

　後部車両に乗り込む──待機中の通信官の後ろに、異い彩さいを放つ出いで立ち＝司祭服。

　振ふり返るバロウ神父──ニナの表ひよう情じようを見て取る。「テスト開始かね？」

「はい。よろしくお願いします」

「始めよう」バロウ神父の穏おだやかな号令──通信官たちが作業を開始。「最終臨検を開始」「人工知能ＡＩによるプリプロセッサ開始」「マスターサーバー〈[image: バク]バク〉との同期完了」「エージェント機き能のう設定で対象化します」

　ニナが通信マイクをつかむ。「本部ビルの解析課と接続。複ふく数すう経けい路ろからハッキング・電でん磁じ波は解析・プロセッサ侵しん害がいを基き準じゆんに、情じよう報ほう汚染度をレベルＥから一段だん階かいずつ上げていけ」

「了解」「当車両および本部に対する、仮か想そう情報汚染を開始します」「内部協力者による情報汚染があった場合のテストケースを実施」上部モニターに状じよう況きようが表示される──一分足らずで通信官の一人が成果を報告。「汚染をレベルＥで食い止めました」

「──もう食い止めたのか？」

「全パターンを網もう羅ら。いずれも発はつ信しん源げん・中ちゆう継けい地点・設定者を特定しました」

　バロウ神父が微笑ほほえむ。「マスターサーバーの分身ともいえるエージェント・プログラムが、想定通りに機能している。合ごう格かくだ、ニナ」

　うなずくニナ。「本部の長官室のデスクにつなげ」

　僅わずか数秒でモニターの一つにウィンドウが出しゆつ現げん──ヘルガの微び笑しよう。《どうかしら？》

「セーフガード車両〈アイギス〉、全テスト合格です、長官」

《戦いの女め神がみアテーナーが持つ盾たて〈アイギス〉……かつて大地の女神が産んだ怪かい物ぶつたちに襲しゆう撃げきされたとき、逃にげるほかなかった神々の中で、ただ一人、アテーナーだけがその場に残って英えい雄ゆうヘラクレスを召しよう喚かんできたのも、その盾があったからこそ。まさに、いかなる危き難なんをも封ふうじ込める盾の名にふさわしい逸いつ品ぴんですわね、バロウ神父様》

「通信解析課が、もう一つ生まれたに等しい。この車両と解析課の相そう互ご監かん視しによって、あらゆる情報汚染を未然に防ふせぐことができるだろう」バロウ神父──無む意い識しきに持病を持つ手を庇かばうような仕草＝兵器に関連したものを扱うときの癖くせ。

　ヘルガ──バロウの仕草を見て取る／見ぬふりをする。《ご協力感謝いたします。神父様が監かん督とくして下さったからこそ、実戦配備に間に合いました。これ一台で多くの科学捜そう査さも可か能のう。指し揮き車両として活用することで捜査速度を高め、全隊員を情報汚染から保ほ護ご。内部協力者が何人いようとも、先の〝〈山猫ヴイルトカツツエ〉事じ件けん〟のような事じ態たいには決して陥おちいらないわ》

　ふいに通信官の声。「解析課から報告。危機レベルＢの情報が実現しました」

《例のハイジャックかしら？》

「そのようです。既すでに、空港に常じよう駐ちようする部隊が鎮ちん圧あつにあたっています」

「ハイジャック……」しげしげとデータを覗のぞき込むバロウ神父。

「イスラエル航空に対する襲撃情報です。我われ々われの最優先項こう目もくは、国連都市における戦せん犯ぱん法ほう廷ていの警けい備びであるため、憲けん兵ぺいに対たい処しよを任まかせてあります」

「あの〝エルファシルの虐ぎやく殺さつ〟の罪つみを問う法廷に、武ぶ力りよくをもって反対する者が……？」

　ヘルガ──声を低めて。《法廷妨ぼう害がいの動きが、複数の情報により明白となっております。プリンチップ社の名と、大型兵器のものと見られるパーツ流入の痕こん跡せきも》

「エージェントが君たちの手で逮たい捕ほされたというのに」嘆なげかわしげに首を横に振る──モニターのヘルガと目を合わせる。「私も宗しゆう教きよう連れん絡らく会議に出席し、国連都市のデモの鎮静を、各宗しゆう派はと共同で呼よびかけねばならん。戦犯法廷を巡めぐり、アフリカ系けいとアラブ系の対立が激はげしいのだ。兵器の解析は、その後で手伝うことになるが、いいかね？」

《はい。都市の未来のため、どうかお力をお貸かし下さい》真しん摯しな微笑──つと笑えみを消して。《それと、冬真くんの件に関して書類が調いました。神父様からお渡わたしなさいますか？》

「いや……それはニナにお願いしたい」

「よろしいのですか？」ニナ──さっそく公こう務む用の携帯電話で書類データを確かく認にん。

「冬真自身が選んだことだ……私には、彼の将来の助けになることを祈いのるほかない」




　表ひよう示じ＝赤ランプが緑へ──臨りん検けん終しゆう了りよう。

　ロック解かい除じよ＝扉とびらを開く──乙の歓かん声せい。「ひゃぁーっ！　涼すずしぃーっしょ、ここー！」

「もう、静かになさい」後に続く鳳──雛＝ガレージを見渡し、こんなに閉へい鎖さされてて頑がん丈じようで電波が入って来ないって素す敵てき、ボクの部屋もこうならないかな、と願望／空想。

「おつかれさまです、神父様、ニナさん」冬真──後部車両から現あらわれた二人を慰い労ろう。「これから本部へ行くんですか？」

「お前は先にみなさんと本部に行っておくれ。私は宗教連絡会議に呼ばれている」

「ご一いつ緒しよしなくて大丈夫でしょうか……」心配そうに師しの両手を見る。

「ああ。暑さはこたえるが、手の痛いたみは消えてくれる」穏やかにフォロー。

「冬真、渡すものがある」ニナ──ひょいとカードを差し出す。「お前の、ＭＳＳにおける就しゆう労ろう許きよ可か証しよう──我々の一員であるという証あかしだ」

「え──」目を見開く冬真──目を見開く鳳。「え……？」

　ぽかんとなる乙＋雛。「なになに？」「どういうことぉ？」

「試験は問題なくパスした。半年の期間限げん定ていだが、通信解析補ほ佐さとして、我々はお前を雇やとい、その任にん務むにふさわしい給きゆう与よを与あたえる。その代わり、本部で契けい約やくを交かわした時点で、就労義ぎ務む、守しゆ秘ひ義務、諸しよ契けい約やくの履り行こう違い反はんによっては法で罰ばつせられる。いいな？」

「は……はい！」冬真──顔に笑みが弾はじける／喜色満面となってカードを受け取る。「本当に許可を頂いただけるなんて……ありがとうございます！」

　微笑ほほえんでいるバロウ神父──複ふく雑ざつな心しん境きようを吞のみ込んで。

　鳳──目を見開いたまま微び動どうだにせず。

　二人の疑ぎ問もん。「ねえねえ、どーいうこと？」「冬真、なんか悪いことしたのぉ？」

「本日より冬真が解かい析せき課か員いんに就任。半年の間だけだが正式に、お前たちの仲間になる」

「ええっ⁉」「すごぉい！」感かん嘆たん。「冬真も銃じゆうを撃うったりすんの？」「空を飛ぶのぉ？」

「ち、違ちがうよ」慌あわてて説明。「本部で、みんなのために情じよう報ほうを分析するんだ」

「へー」「へー」ありがたみがわかっていなさそうな顔。「そーいや、冬真って危あぶない目に遭あってもお金もらえなかったし」「殺されても何ももらえなかったんでしょぉ」同情を込めて祝福。「よかったじゃん」「よかったねぇ」

「あ……ありがとう」頭をかく──おもむろに鳳を振ふり返る。「改めてよろしく……」

　上うわ目め遣づかいの鳳＝もんのすごい怒いかりを秘めた燃もえるような眼がん光こう──冬真＝絶ぜつ句く／硬こう直ちよく。

「反対ですッ‼」

　鳳の大だい喝かつ──にわかに、ざあっと叩たたきつけるような音が天てん井じようを盛せい大だいに叩き始めた。

　乙──通路の窓まど越ごしに外を見やる／呆あつ気けにとられる。「……雨が降ふった」




　　　　Ⅱ




　ＭＳＳ本部ビル地下駐車場──突とつ然ぜんの土ど砂しや降ぶり／スロープから流れ込んでくる水。

「異い常じような日につ射しやに、豪ごう雨う……五月とは思えない天気ね」ヘルガ──携帯端末ＰＤＡ＝気き象しよう庁ちようのデータを見て独どく白はく／ＰＤＡをたたむ／ガラス張ばりの待機所を出る。「来たわね。私たちが持ちうる、最さい高こう峰ほうの通信解析車両──」

　巨きよ大だいな純じゆん白ぱくのトレーラーが滑なめらかに停車──後部車両のドアが開くなり、怒ど声せいが勃ぼつ発ぱつ。

「あなたにとっていったい何になると言うのですっ！」

　きょとんとなるヘルガ──怒鳴り合いながら車両を降おりる少女と少年。

「勉強にもなるし就労経けい験けんはそれだけで修しゆう学がく単位に等しいんだ！　アカデミーの入門論ろん文ぶんでも、情報通信学について書くつもり──」

「あたくしたちの治安活動を、あなた個こ人じんの論文の対象にするのですかっ！」

「それの何が悪いのさ！　情報通信学はあらゆる分野で活用されてて、解析課も──」

「どうせ学校が嫌きらいだから、仕方なくあたくしたちと一緒にいるのでしょう！」

「そんなんじゃないって、何度言ったらわかってくれるんだ！」

「あ、もー……帰り道、ずーっと喧けん嘩かしっぱなし」続いて降りる乙──げんなり。

「鳳、本気で怒おこってるぅ……冬真、殺されちゃうかもぉ」雛──怯おびえ顔／涙なみだ目め。

「二人とも、いい加か減げんにしろ」ニナの鋭するどい叱しつ声せい──別方向の宙ちゆうを睨にらんで黙だまる鳳＋冬真。

「あらあら」ヘルガ──合がつ点てん／面おも白しろそうに。「鳳さんは、冬真さんの就任にご反対？」

「はい。この方は人がよすぎて、きっとまた敵てき性せいの情報に操そう作さされたり──」

「いいえ」にっこり否ひ定てい。「外部協力者であったときに比くらべ、冬真さんに対する監かん視しは、通つう常じようレベルにまで強化されるわ。他の通信解析官と同じく、人がいいからといって、そうたやすく利用させません。それとも私の管理体たい制せいにご不満が？」

「いえ……」喉のど笛ぶえを言葉で刺さされたように口ごもる──押し黙る──さながら休火山。

　いつ噴ふん火かするかわからぬ鳳の背せに、かえって雛がびくびくする。

「ねー、そんなことよりシャワー浴びたーい」乙──まったく知ったことではなし。

「ブリーフィングの後で検けん診しんだ。それまで我が慢まんしろ」ニナ──ぴしりと。

「ようこそＭＳＳへ」ヘルガ──冬真へ手を差し出して。「ここの解析課は、最さい先せん端たんの情報通信学の一大結けつ晶しようよ。この就労経験は、きっとあなたの将しよう来らいにプラスになるわ」

「ありがとうございます……」冬真──そっぽを向く鳳をちらっと見つつヘルガの手を握にぎる／素す直なおに抱ほう負ふを述のべる。「……少しでもお手伝いできるよう、がんばります」

　そこへパタタタというのんきなスクーターのエンジン音が接せつ近きん──防ぼう弾だん装そう甲こうの車両や軍用機体がひしめくこの駐ちゆう車しや場じようでは、場違いといっていい音に、全員が振り返った。

　ホンダ・スーパーカブ──今なお世界で最も頑がん丈じよう・安全・低てい燃ねん費ぴを誇ほこるしろものに乗って、スロープを降りて来る巨大な黄色いもの──子こ供どもが使うような黄色いバカ目立ちするレインコートを着た巨漢＝まるで大人が三輪車に乗って現あらわれたようなサイズ比ひ。

　鳳ら＝思わず注目──巨漢がこちらに気づく／顔を上げる／手を振る／そして、おそらくは巨漢の重みに耐たえかねたのであろう後輪タイヤが、バツン！　と盛大に破は裂れつした。

　横よこ滑すべり＝バイクがコンクリートを引っ搔かくとてつもない擦さつ過か音──ガン！　と鈍にぶい音を立てて待機所の壁かべに激げき突とつ──強化ガラスに亀き裂れつ／明らかにくの字に曲がった鉄柱。

　倒たおれたまま動かぬ巨漢──ヘルガが真ま面じ目めな顔で言った。「あら、まあ」

「だ……大丈夫か？」歩み寄よるニナ──と思うと、むくっと巨漢が起立。

　ヒグマが立ち上がったような迫はく力りよく──ニナがたたらを踏ふむ／鳳らが一歩下がる。

　雛がさらに後ずさって涙目になる──かつて爆ばく弾だん魔まとして啓けい示じを得た映えい画がに出てくる、未来から来た怪かい物ぶつそっくりの男が、レインコートを脱ぬぎながら滑らかな足取りで接近。

「お許ゆるし下さい。大切な施し設せつに傷きずをつけてしまいました」やたら深みのある声＝イギリス訛なまり──つぶらな碧へき眼がん／角かく刈がりの金きん髪ぱつ／ぱんぱんに張り詰つめた解析官の制服／全身これ筋きん肉にくの鎧よろいを筋肉の装甲で覆おおったような巨体が、ぬっと視界を占せん拠きよ。

　ニナ＝やや後こう退たい。「いや……いい。修しゆう繕ぜん費ひでまかなえる範はん囲いだ。それより怪け我がは──」

「心配ご無用です」倒れたスクーターを指さす。「三十階から落としてもフレームに歪ゆがみすら生じない往おう年ねんの名機ゆえ、きわめて安全です」

　車体の頑丈さと運転手の安全は別問題では、という当然の疑ぎ問もんを無に帰す巨体──傷一つなし／ぱらぱら落ちるガラス片へん／火か炎えん放ほう射しやを浴びせたら鋼こう鉄てつの骨こつ格かくが出しゆつ現げんしそう。

「要よう撃げき小隊には紹しよう介かいがまだだったわね」ヘルガ──あっさり一連の事じ態たいを放ほう擲てき。「冬真さんと同じく、本日付で正式にＭＳＳに就しゆう任にんする、解かい析せき課かの新課長よ」

「よろしくお願いします」グローブみたいな手で差し出される名めい刺し──『情じよう報ほう解析課課長アルフォンス・浄崇キヨタカ・ディーゼル』。

「解析課……」「課長……」鳳＋冬真──名刺と相手を何度も見み比くらべる。

「戦せん術じゆつ班はんじゃなくて？」真顔で訊きく乙──相変わらず涙目の雛。「うぇ……」

「兵器開発局の情報部出身よ」とヘルガ。「情報収しゆう集しゆうのプロであり、軍の機き密みつを守る電子戦のエキスパート。かつ世界の兵器開発の最先端を知る、まさにうってつけの人材よ」

「どうぞ、アルとお呼よび下さい」にっこり──ますます呆気にとられる鳳ら。

「ブリーフィング開始は十分後よ」ヘルガ──ニナに目配せ／エレベーターへ。

「はっ」ヘルガを見送る／みなを見る。「冬真とディーゼル課長は解析課へ──」

　そこへさらにズギャッと不ふ穏おんなタイヤの擦過音──爆ばく音おんに等しいエンジン音。

　さっと身み構がまえる鳳／おたつく冬真／「あっは！」と乙の歓かん声せい／ぽかんとなる雛。

　これまたこの駐車場にはありえぬ深しん紅くのスポーツカー──地を這はうがごとき低車高／横よこ殴なぐり的ドリフト停車／ちりちり熱を放出／ドアが縦たてにオープン／二人の女が現れる。

「どーもー。遅おそくなりましたー」運転席から長身の女──きりっとしたアラブ系けいハーフ／青みがかった瞳ひとみ／ばっちりウェーブをきめた黒くろ髪かみ／香こう水すい・スーツ・靴くつ・指輪・ハンドバッグの全すべてに有名ブランドのロゴ──完全武ぶ装そうと称しようすべき〝本物志し向こう〟を全身で主しゆ張ちよう。

「こんにちは、みなさん」助手席から小こ柄がらな女──イギリス系／高校生のごとき童顔／異い様ようにきっちり編あみ上げた金髪／上品かつ古こ色しよく蒼そう然ぜんたるロングドレス／レースの手て袋ぶくろ／どこからともなく紅こう茶ちやの香かおりが漂ただよってきそうな修しゆう道どう女じよ系の寄き宿しゆく舎しやから来た女生徒の風ふ情ぜい。

　スタイルと趣しゆ味みを信念で溶よう接せつしたような一分の隙すきとてない二人の女を前にして、咄とつ嗟さに挨あい拶さつを返すどころか、そもそもコミュニケーション可か能のうな相手なのか推おし量はかる乙＋雛＋冬真をよそに、鳳が、つと前に出て懐なつかしそうに笑え顔がおを浮うかべた。「お二人は──」

「ちィーす、アデライード・白堊ハクア・ファーレンハイトでーっす」

「お久ひさしぶり、クラリッサ・灰叢ハイムラ・ディーゼルです」

「……誰だれ？」乙──困惑。

「兵器開発局に勤つとめる、特甲トツコーの開発設計士たちだ。検けん診しんのため来てもらった」

「ちょっとーニナったら、もう髪は伸のばさないわけー？」「あーん、もったいなーい」

　押おし寄せる女学生モード──ニナがたじろぐ／二人の手を払はらいのける／かわす。

「仕事に支し障しようはない。この方が機き敏びんに活動できる──よせ、触さわるな」

「ご無ぶ沙さ汰たしております、お二人とも」鳳が歩み寄る──二人の女の目が光る。

「あらあー、鳳くん」「まああ、鳳さん」親しげに抱ほう擁ようすると見せて、恐おそるべき挙に出る──両側から少女の胸むねをわしづかみにつかむ──驚きよう嘆たんすべき荒あら々あらしさ。「ちょっとぉー。また育ったんじゃなーい？」「いいえ。むしろ実ったというべきよこれは」

「なっ……」二人の手の届とどかぬ距きよ離りに跳とびすさる──両手を胸の前で交差＝大だい噴ふん火か。「い、いっ──いきなり、なにをするのですかッ‼」

　信じがたいまでの暴ぼう挙きよに啞あ然ぜんとなって見て見ぬふりをするほかない冬真＋乙＋雛──その場で二人の女が射しや殺さつされるのではないかと危あやぶまれるも、恬てん然ぜんたるけらけら笑いが、あらゆる悲ひ劇げきをたちどころに否ひ定てい。「やーねー、あの子、まだ弱いみたーい」「あの程てい度どの身体的特とく徴ちようを気にするなんて、まだまだね」

「なっ、何が、まだまだですかッ‼」真っ赤になって怒ど鳴なるも、いつもの問答無用さはなく、何やら情なさけなさそうな顔──つまりはヘルガやニナに等しく、あの鳳が逆さからえぬ相手であるのは明らかで、冬真は驚嘆とともに、そこはかとなく羨せん望ぼうする自分を自覚した。

「ダメだよ姉さん。たとえ同どう性せいであってもセクハラは根こん絶ぜつされるべきだよ」

　深みのある声──少年少女たちが、巨きよ漢かんのアルことディーゼル課長を見上げる──二人の女のうち小柄なイギリス系が同どう姓せいであることを、それぞれ悟さとる／ぽかんとなる。

「まあ、アルったら。これは、スキンシップよ」イギリス系──クラリッサの頑がんとした主張。「ある意味で、医い師しと患かん者じやのインフォームド・コンセントとも言えるわ」

「……ご姉弟きようだいでいらしたのですか？」鳳が代表質しつ問もん──どう見ても父と娘むすめにしか見えない姉と弟を俯ふ瞰かんする少年少女たち。

「アルはロンドンで派は遣けん研けん修しゆうを受けてたから、鳳くんとは初対面だったわねー」アラブ系──アデライード。「あそこの情報部は、ＥＵで最も伝でん統とう的──」

「まあ、アルったら！」クラリッサの叱しつ声せいが遮さえぎる。「あれほどカブは卒業して、ランドクルーザーにしなさいって言ったのに！」

「砂さ漠ばくでも走る往おう年ねんの名機だよ、姉さん」深みと重みを兼かね備そなえたバリトン声で抗こう弁べん。

「あなたはディーゼル家ゆいいつの男子のくせに体が弱いのよ。せっかく姉妹みんなで手塩にかけて育てたのに、もしものことがあったらどうするの」

　──弱い？　全員が巨漢を注ちゆう視し＝いったいどんな手塩だったのか想そう像ぞうが膨ふくらむ各員。

「もう大人だよ姉さん」真顔。「他の姉さんたちもわかってくれているよ」

「お姉ちゃんに向かって、いつからそんな反抗的になったの。ロンドンなんかにやらなきゃ──」きーっとなって相手の胸むなぐらに手が届かず袖そでをつかむクラリッサ──ひっぺがすアデライード。「あんたは弟から卒業しなさい。油を売ってると弟がクビになるわよ」

　じたばたするクラリッサから離はなれるアルことディーゼル課長──きちんとレインコートをたたみながらニナに目礼。「では、副官。私はブリーフィングの準じゆん備びを整えます」

「頼たのむ」

「じゃ、姉さん。くれぐれも隊員さんたちにご迷めい惑わくをおかけしちゃダメだよ」退たい去きよ。

「あんたこそしっかり働きなさいよっ。お姉ちゃんが見み張はってますからねっ」恫どう喝かつ。

　乙──なんとなく声を低めて。「鳳、あの人たち知ってんの……？」

「ええ。以前、チームの検診を担たん当とうしていただいてましたわ。特甲トツコーおよび転送兵器の都市配備プランで、あたくしたちは最初期のグループの一つでした」

「ふーん」表ひよう情じようなく返す乙──傍かたわらで雛も同じように無表情でいる。

　冬真は、その乙と雛の気持ちを自然と察した。チーム──あたくしたち。乙と雛の前の、鳳の仲間。自分たちには想像することしかできない別の絆きずなが、過か去こにあったということ。

〝どうせスペアっしょ〟──いつだったか乙が、鳳に向かって言い放った言葉。

　そのときは乙の激はげしさに、ただただ驚おどろくだけだったが、今はなんとなく共感できた。

　本来なら別のチームがあって、大人たちも彼女たちとともに働いていたということ。

　自分たちは失われたチームの、代だい替たい品ひんに過すぎないのではという思い──

　つとアラブ系──アデライードが乙に接近。「君たちのことは聞いてるわよ」

　クラリッサが雛に歩み寄よる。「素す晴ばらしい活かつ躍やくよ。空中機動型の特甲トツコーを、あそこまで完かん璧ぺきに使いこなすなんて。あなたたちこそ、この首都の平和的攻こう勢せいにふさわしい真の逸いつ材ざいよ」

　やたら真に迫せまった誉ほめ言葉──だが無表情のままの乙。「ほんとに特甲トツコーを造つくった人？」

「そうよー」微笑ほほえむアデライード。「今は亡なき、開発設せつ計けい顧こ問もんヴェルナー・フォン・ブラウン博士の直ちよく属ぞくとして、特甲トツコーの設計に携たずさわったわ」

「ヴェルナー……って誰？」乙──どんどん声が小さくなる。

「兵器開発局の顧問の一人よ」クラリッサ＝自じ慢まんげ。「製せい造ぞう管理顧問たるトマス・バロウ顧問の愛まな弟で子しにして右みぎ腕うでであり、最大のライバルでもあった方よ」

「バロウ神父様の？」知ってる名が出たことで、やっと乙の顔から警けい戒かいが解とける。

「そうよー。そのブラウン博士の右腕だった人物が、あ・た・し」とアデライード。

「あんただけじゃないでしょっ」クラリッサの憤ふん慨がい。

「神父様の右腕……」冬真──そんな人物の名は聞いたこともなかった。今度は自分の方が妙みような疎そ外がい感を抱いだきかけたところで、そんな思いを吹ふき飛ばす言葉が炸さく裂れつした。

「ちなみに、そのブラウン博士にぞっこんだったのが、そこの鳳くんよー？」

　衝しよう撃げき──よろめく冬真。「え……？」

「へー」「ふーん」乙＋雛──まったく他ひ人と事ごと。

「み……妙な誤ご解かいを招まねく言い方はおやめ下さい！」鳳──ちらっと冬真を見る／ぼそぼそ小声で補ほ足そく。「……あたくしに、仕掛けアンカー時計の音色を聞かせて下さった方です」

　わかるでしょ、というニュアンス──目を、耳を、手足を、ただ与あたえてくれたのではなく、それらを再ふたたび取り戻もどし、生きようという気持ちを与えてくれた相手──

「今は亡きって……」思わずその点を口にする冬真。

「特甲トツコー児童の都市配備が実じつ現げんされる前に……他界したのよ」クラリッサ──今まさにその訃ふ報ほうに接せつしたような悲しみの目。アデライードも鳳も同じように死を悼いたむ表情に。

　本当にいい人だったんだ、と思う冬真──一方で、その男の死去に思わず安心／そんな不ふ謹きん慎しんな気持ちが起こったことに動どう揺よう／心の中で神様にお許ゆるしを求めて告こつ解かい／かつてない二に律りつ背はい反はんに落ち込こみそうになって慌あわてて考えをそらし──ふと気づいた。

「……昔の、ロケット開発者ヴェルナー・フォン・ブラウンと同じ名前なんですね」

「優すぐれた功こう績せきも同じよ」気づいた人、鋭するどいです──という感じのアデライード＝いきなり冬真の頰ほおに手を触ふれる。「で……こちらの可愛かわいらしい少年くんは接続官コーラスかしら？」

「い、いえ──」後ずさる──手が追ってくる──すぐそばで鳳の表情が急きゆう激げきに尖とがる。

「彼はトマス・バロウ神父のお弟で子しだ。解かい析せき補ほ佐さの任にん務むに就つくことが決まった」ニナ。

「と……冬真・ヨハン・メンデルです」

「あっらぁー」「まあああ」アデライードとクラリッサ──目が輝かがやく／態たい度ど急変／絡からみつくように両側から迫せまる。「あなたがあの冬真くん？」「バロウ顧問のお弟子様の？」

「は……はい……」

「就労期間は？　一年？　三年？」アデライードが迫る／香こう水すいの香かおりが漂ただよう。

「半年ですけど……」

「それが終わったら兵開局うちに来たらいいわ」クラリッサが迫る／紅こう茶ちやの香りが漂う。

「え、え……？」

「お姉さんたちが色々教えてあげるわよー？」「手取り足取り」ささやき──芳ほう香こう。

「ダ・メです‼」一挙に爆ばく発はつ──鳳。「この方は民間人です！　しかも人に逆さからえず押しが弱く優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、機き密みつにかかわれば誰に利用されるか知れたものではありません！」

「う……」冬真──急所を刺さされたような呻うめき／くずおれそうになる。

「あーらあら」「まーあまあ」二人──ターゲット変へん更こう＝面おも白しろげに鳳を見つめる。

「なっ……なんですか」危き険けんを察知──後ずさる。

「そこまでだ」ニナ──ぴしりと場を収しゆう拾しゆう。「ブリーフィングが始まる。要撃小隊は、ただちに〝教室〟へ向かえ。冬真は解析課へ。チーフには話を通してある」

「は、はい」冬真──ニナの命令口調が自分に向けられると、こんなにも鋭く聞こえるのかと驚きよう嘆たん／新しん鮮せん／ただちに従したがいつつ要撃小隊の面々に別れの挨あい拶さつ。「じゃ……」

「じゃーね」「じゃあねぇ」乙と雛が手を振ふる──振り返す。「うん。鳳さん──」

　ぷいっと横を向かれる＝怒おこった横顔の引き締しまった美しさにちょっと見とれる──というか、今は何を言っても叱しかりつけられるだけと察して、首をすくめてエレベーターへ。

「参りましょう」鳳＝ぴりぴり／冬真と別方向へ──乙と雛が同じく首をすくめて随ずい行こう。

　アデライードのため息。「あー……うっかり喋しやべりそ。ブラウン博士が偽ぎ名めいだって」

　ニナ──釘くぎを刺す目。「くれぐれも、冬真が彼の息子であることは守しゆ秘ひ事じ項こうだ」

「あの方のご子息なのね」クラリッサ──きらきら輝かがやく星マークの瞳ひとみ。「ヴェルナー・フォン・ブラウン博士……またの名をルートヴィヒ・数馬カズマ・メンデル博士」

　アデライード＝腕うで組ぐみ。「あの子も父親と同じ、悪魔みたいな男になるのかしらねー」

「……悪あく魔ま？」

　クラリッサ＝興こう奮ふん。「ブラウン博士こそ、かつて宇う宙ちゆう旅行を実現するため、ナチスという悪魔と契けい約やくせざるを得なかったロケット開発者。メンデル博士が軍に協力する際さいにその名を使ったのも、機械化義ぎ肢しと転送技ぎ術じゆつの開発が、いつか人類に新たな可か能のう性せいをもたらすと信じたからこそなの。私たちはその遺い志しを受け継つぎ、特甲トツコー開発を続けているのよ」

「別の意味でも悪魔みたいな男だったけーど」ひらひら手を振るアデライード。「本人はなーんの気もないのに、兵器開発局の女性局員が、ことごとく恋に落ちたのよ。あの男のド天然の魔力に引っかかんなかったのってヘルガ長官くらいじゃないかしら」

「あの鳳さんのあの態度。彼にも片へん鱗りんが見え隠かくれしてるわ」クラリッサ──わくわく。

　ニナ──さらに釘を刺す目。「ここに来た目的を忘わすれるな。転送兵器がテロリズムに用いられる危機に直面しているのだぞ」

　アデライード＝力強い笑えみ。「もちろん。設せつ計けい開発部門は、全力で対たい処しよ中よ」

　クラリッサ＝握にぎり拳こぶし。「あの方が開発した技術は、私たちが必ず守り抜ぬいてみせるわ」
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　本部ビル三階──通つう称しよう〝教室〟＝既すでに着席している捜そう査さ官かん／解析官ら。

　戦せん術じゆつ班はんの面々──御ミ影カゲ＝鷹おう揚ように。「お嬢じようさんがた、突とつ然ぜんの雨で災さい難なんじゃなかったかい？」

「あの雨、鳳が降ふらせたんだぜ」「鳳が怒ったから降ったのぉ」「──お二人ともっ」

「君たちの小隊長の気き迫はくをもってすれば容よう易いさ」ははは──と肯こう定てい。「我われ々われはこちらの人間観かん測そく装そう置ちの警けい告こくで、日光消毒中の機体のシートがずぶ濡ぬれになるのを免まぬがれた」

「あんちゃ──日向ヒナタって、そんなことまでわかんの？」しげしげ。

「空を見ればわかる」ちらりと振り返る／助言。「アリスも注意深く観察すればわかる」

「……その呼よび方、やだってばぁ」情なさけない顔。

「揃そろってるわね」ヘルガの入室──全員が黙だまる／前を向く／空気が引き締しまる。

　続いて現あらわれるニナ、そして巨きよ漢かん──戦術班の面々がぎょっとなった。

　ヘルガの紹しよう介かい。「ディーゼル課長──今日から正式に解析課に配はい属ぞくされる、頼たのもしい情じよう報ほう保ほ護ごおよび電子戦のプロよ。万ばん全ぜんのバックアップをもたらしてくれるわ」

「アルとお呼び下さい」ホルンのような胸むねから発される深い声。

「解析課……？」「特とく殊しゆ部隊の間ま違ちがいでは？」ほうぼうでざわめき。

　演えん壇だんに立つヘルガ──壁かべモニターが表ひよう示じ＝ビル群ぐん／図面／数すう値ち＝〝国連都市ＵＮＯ─ＣＩＴＹ〟。

「施し設せつ構こう造ぞうと警けい備び状じよう況きようよ。国連ビル・会議棟とう・宿しゆく泊はく施設の、四十階以上のビル三つを中心に、千二百もの部屋が存そん在ざい。三重のゲート、三十名の〈特殊憲兵隊コブラユニツト〉、国連が雇用した百七十名の警備隊員が守るこの国連都市こそミリオポリスの未来を左右する一角。そして新たに建設された法ほう廷てい施設で、ご存じ、国こく際さい〝戦せん犯ぱん法廷〟が実施されることとなったわ」

「こんなん、あとでＰＤＡで見りゃいーしょ」乙＝ひそひそ──雛＝早くも眠ねむたげ。

「前ぜん提ていの共有は任にん務む時の鉄てつ則そくです。黙だまってお聞きなさい」低い声で一いつ喝かつ。

　別モニターに新たなデータ──代わってニナが声を上げる。

「スーダン共和国の情報だ。欧米資し本ほんによる経けい済ざい立て直しが破は綻たん、その経済は今や世界ワースト一位。長年の南北内ない乱らん、東西対立という〝紛ふん争そうの十じゆう字じ架か〟により荒こう廃はいし、二十一世紀はじめに平和維い持じ軍ぐんを受け入れて正せい常じよう化したが、今年になって大だい規き模ぼな紛争が発生。ダルフール地方のエルファシルという都市区で、七十二時間に四万人が殺害された」

「すげー数」乙＝驚おどろきを通り越こして呆あきれ顔──雛＝無感情──鳳＝悲ひ痛つうの目。

「過か去このダルフール紛争と同じく、政せい府ふが雇やとったアラブ系けいバッガーラ人の民兵が、主にアフリカ系フール人を殺さつ戮りく。死者総そう数すうは七万人にのぼり、発生する難なん民みんは百万人を超こえる。この一件けんを〝エルファシル紛争〟と称し、フランス大使団だんが主体となり、スーダン共和国ハルツーム政せい権けんの最高権力者たる人物を、国際司法において提てい訴そすることが決定した」

　モニターに現れる人物──ゆったりとした衣服に身を包むアフリカ系の男＝老年／厳げん粛しゆくな表情／宙ちゆうに突つき出された手＝拳けん銃じゆう。

「アブドル・アツィム将しよう軍ぐん。明日からの法廷で裁さばかれる人物よ」とヘルガ。「出身はスーダン北部のバッガーラ人。民主主義をもたらすべく国民総選挙に貢こう献けん。五十七歳さいでハルツーム政権に参加。その数年後には軍部を掌しよう握あく。一年前、自由選挙を推おし進める大だい統とう領りようが暗殺された際、その殺害を指し示じした疑ぎ惑わくがあるわ。彼が政権を支し配はいしているのは周知の事実。彼自身は軍事国家ではないと主しゆ張ちようしているものの、実情は軍を背はい景けいとした独どく裁さい国家よ」

　最新の画が像ぞう──黄金に輝かがやくオートマチックの拳銃を握る将軍。

「……なんですか、あの趣しゆ味みの悪い銃は」御影の呆れ声。

「弾だん丸がんも全すべて純じゆん金きんでコーティングした、将軍のトレードマークたる黄金の拳銃よ。どれほどの覚かく悟ごをもって引き金を引くか、といったニュアンスらしいわ」

　黙ったままの捜査官／解かい析せき官かん──すぐにざわつく戦術班の面々。「文化が違いすぎて、ついていけない」「弾丸も黄金だと？」「葬そう式しき代のつもりか？」「何の覚悟だ？」

「情報によれば、銃の弾倉には中国の漢詩キヤラクター・ポエトが刻きざまれているそうよ。それゆえスーダンの石油利権を持つ中国が、彼に贈おくったと噂うわさされるも、中国政府は、彼に黄金の銃をプレゼントしたことなどないと否ひ定ていしているわ」

「弾倉に、北京オリンピックのマークが刻まれているのではないでしょうな」御影──意地の悪い顔。「あるいはスピルバーグのサイン入りか」

「スピルバーグって、映えい画が監かん督とくっしょ？」乙──身を乗り出して。

「北京オリンピックの美術監督でもある。それでダルフール紛ふん争そうで批ひ判はんされた。中国がスーダンの石油を買う金が、民みん衆しゆうを殺戮する資金になっているとね。で、かつてナチスに協力した映画監督になぞらえて批判されたスピルバーグは、事実を確かく認にんするよう中国政府に手紙を書き、中国側は慌あわてて調ちよう査さ官かんを派は遣けんしたというわけだ」

「確たしかに、中国は石油利権を保ほ持じする立場から、法廷には反対を表明──しかし積極的にハルツーム政権を擁よう護ごせず、静観しているわ」

　ニナの補ほ足そく。「他に、法廷反対の国はパキスタンとイラン。ロシアは中立。それ以外の国は、ほぼ賛さん成せい。アメリカ上院議会はハルツーム政権を虐ぎやく殺さつ戦犯とみなし、イスラエルはスーダンがパレスチナ系テロ組織を保護していると非ひ難なん。背はい景けいにはスーダンの天然資し源げんを巡めぐるエネルギー問題があり、国際的な駆かけ引きで法廷が左右されぬよう各機関が調整中だ」

　さらにヘルガの補足。「アメリカもＥＵ諸しよ国こくも、中国や日本などアジア諸国も、スーダン資源を得るため、結果的に多た額がくの資金を各民族のゲリラに流したわ。いわばスーダンの紛争は、資源を奪うばい合う、先進諸国の代理戦争でもあります。またエネルギー問題は容よう易いに宗しゆう教きようや民族問題に発はつ展てんし、どの集団が、どんな行動を起こすか想そう像ぞうもつかないのが現げん状じよう。そのため戦犯法廷によってミリオポリスでのテロ激げき増ぞうを懸け念ねんする声があるのも事実。しかしそうしたテロを未然に防ふせぐことが、私たちの仕事よ」

　御影の挙手。「まさか──将軍は、法廷にも黄金の拳銃を？」

　うなずく。「彼は政府代表であり、国連は探たん知ち機き免めん除じよと国家機き密みつの保持を認みとめています」

「拳銃を法廷に持ち込む被ひ告こくなど、前ぜん代だい未み聞もんですな」

「むろん法廷では武ぶ装そう解かい除じよされるし、戦犯とみなされれば特権も剝はく奪だつされるわ」

　ヘルガの目配せ──ニナが別のデータを表ひよう示じ＝解説。

「この将軍には大量殺さつ戮りくだけでなく、国内の石油、ウラン、コバルト、金、ダイヤ、武ぶ器きや麻ま薬やくの違い法ほう売買の疑惑が持たれている。法廷を通して国際違法ルートが解明されれば、ヨーロッパに流入する武器や麻薬ルートの撲ぼく滅めつにつながる。──ただし将軍は既すでに、複ふく数すうの採さい掘くつ所じよを武力で閉へい鎖さ。あらゆる犯はん罪ざいの証しよう拠こが、一晩ばんで消されたと言われている」

「逮たい捕ほできないじゃん」乙＝他ひ人と事ごと──雛＝うとうと──鳳＝屹きつ然ぜん。「国の代表が……」

「まさに暴君だ。民主主義の指し導どう者しやが、数年でこうか」御影＝ささやき。

「権力を持った者にはよくあることだ」日向＝ぼそりと。

　ヘルガ。「ひと癖くせもふた癖もある人物よ。虐殺戦犯とみなされれば、アフリカ連合ＡＵがハルツーム政権を解体。国連平和維持軍が支し援えんします。国連にとっても、一部の大国、一部の国際企き業ぎように左右されるのではなく、国際法にのっとった法廷を実行できるかどうかの瀬せ戸と際ぎわ。また同時に、このミリオポリスが国こく際さい司法の舞ぶ台たいとなれるかが試ためされています」

　ニナ。「なお、このアブドル・アツィム将軍の戦せん犯ぱん法ほう廷ていは、国際メディアでも大きく取り上げられ、全世界から、暗殺や脅きよう迫はくの電話が殺さつ到とうしている」

「法廷で殺されでもしたら、それこそ永えい遠えんのヒーローだ」うんざり顔の御影。

「その際は、将軍の息子むすこであるアサド・アツィムが実権を握にぎると目されているわ」

　ヘルガ──モニターに壮そう年ねんの男の画像。

「アサド・アツィム親しん衛えい隊たい長ちようよ。将軍の側近にして長男──将軍の後こう継けい者しやね。戦犯法廷でも、将軍の護ご衛えい主しゆ任にんとして、既に国連都市に到とう着ちやくしているわ」

　再ふたたび御影の挙手。「息子が、父親を暗殺して罪つみをうやむやにし、実権を握る可か能のう性せいは？」

「未知数ね。ただし情じよう報ほうでは長男は父親に心しん酔すいしており、正せい義ぎの人であると主しゆ張ちよう──また将軍も、自分を暗殺する可能性のある人物を同行させたりしないでしょう」

　うなずく御影──他に質しつ問もんなし／データが一いつ斉せいに別のデータに置き換かえられる。

「法廷で重要な証言を行う七人の証人たちよ。うち六人は今日、国連都市に到着。七人目は、明日到着の予定よ。要よう撃げき小隊および戦せん術じゆつ班はんは、この七人の警けい備びを担たん当とう」

　画像──イギリス風の杖つえを持った黒いスーツ姿すがたの老年の男。

「まずマイトガング・ヴィッテルス。元欧州鉄工業グループ総そう帥すいにして欧州銀行の頭取を兼けん任にんした〝鉄と貨か幣へいの王〟よ。二十一世紀はじめに起きた世界同時株かぶ安やすの歯止めに貢こう献けん。現げん在ざいは退たい職しよくし、貧困国救済のための財ざい団だんを設せん立りつ。七十二にのぼるＮＧＯの理事を務つとめ、スーダン共和国でも十一の団体に関かん与よしているわ」

　画像──藍あい色いろの修しゆう道どう服ふくに身を包んだ老女。

「アンネリーゼ・アーレ。世界的な薬品開発グループの元顧こ問もん、世界の薬品特とつ許きよ問題における調停に貢献。現在、修道女として救きゆう済さい活動を行う異い色しよくの人物よ。スーダン南部の教会の束ねとも目され、現地の救済機き構こうは、彼女の証言こそ真実であるとしています」

　画像──瀟しよう洒しやなドレスに身を包んだ五十代の女性。

「ブリギッテ・シュタイン。ベルギーの宝ほう石せき商しようの末まつ裔えいで、世界的なダイヤ流通の担にない手。古くからベルギーでの鑑かん定ていが、世界のダイヤ価か格かくを決定すると言われており、彼女のシュタイン・グループは、鑑定と流通の双そう方ほうに精せい通つう。ハルツーム政せい権けんによる違い法ほうなダイヤ流通について証言できる、数少ない証人よ」

　画像──どこかの演えん壇だんに立つ、精せい悍かんな老年の男＝純じゆん白ぱくのスーツ・オールバックの白はく髪はつ。

「フランツ＝ヨーゼフ・フェルディナント・フォン・ハプスブルク・ミッターマイヤー。かつてのオーストリアの皇こう族ぞくたるハプスブルク家の血を引く人物であり、文化保全対象たる星十字教団およびエリザベス教団の代表。もし三百年前に生まれていたら、皇こう帝ていだったかもしれない人物で、今もＥＵ議員として活かつ躍やく。ヨーロッパの王族の九割わりは彼と血けつ縁えん関係にあり、その血ち筋すじを背はい景けいとしたネットワークを通して、各国の調停に貢献」

　御影が口を挟はさむ。「まさかスーダンがハプスブルク家の領りよう土どだと主張する気ですか？」

　あちこちで控ひかえめな笑い声──きっと睨にらむニナ／ヘルガの微び笑しよう。「彼は現在、様々な国際援助活動に従じゆう事じ。先のマイトガング・ヴィッテルス氏とともに、多くのＮＧＯの代表を務めています。特にアフリカの地じ雷らい使し用よう禁きん止し条じよう約やくの成立に貢献した人物よ」

「戦犯法廷とは思えん顔ぶれですな」御影──懲こりずに。「まるで世界のセレブによる世界改かい造ぞうだ。国連が、一部の国際企業に左右されている実情そのものに見えますが」

「いずれも虐ぎやく殺さつのための資し金きんが、どのように供きよう出しゆつされたかを明らかにする証しよう人にんたちよ。この法廷を通して、どこか一部の国家が利り益えきを得ることを防ふせぐための人選でもあるわ」

　さらに画像──すらっとした四十代の男。背景＝会議場・国連の旗。

「五人目、ジャック・パーキンス。アメリカ国こく籍せきの通つう訳やく官かんとして十数カ国を歴任。多くの国が彼を外交上のエージェントとして雇やとい、ハルツーム政権でも通訳業務に従事。政権の内部を知り、それを公正に語ることができる、ほとんどゆいいつの人物よ」

　画像──壊こわれた建物のそばで地面を指さしている長身の男／四十代／茶のスーツ。

「六人目、ハロルド・レイバース。アメリカＦＢＩ法務官リーガト。犯罪捜そう査さと護衛のプロであり、同局の精せい鋭えい部隊として名高い〈対テロ人質救出班ＨＲＴ〉の元メンバー。各国で科学捜査を主しゆ導どうし、この法廷でも紛ふん争そう現場における膨ぼう大だいな証しよう拠こ品ひんを提てい出しゆつする人物よ」

「最後の二人は庶しよ民みん派はか」「アメリカ国籍のな」アメリカ嫌ぎらいの戦術班──御影が代表して声を上げる。「さっそく大国の意図で、法廷が左右されかねないという印象ですな」

「法廷での義務に従したがって証言するだけよ。アメリカという国家の代だい弁べん者しやではないわ。なお七人目のプロフィールは、保ほ安あん上の理由から、いまだ明らかにされず。六人の証人たちのうち、誰だれかが召しよう喚かんを要よう請せいしたとされていますが、それが誰であるかも極ごく秘ひ事じ項こうよ」

　御影──厳きびしい顔。「……つまり、アブドル・アツィム将しよう軍ぐん自身に等しく、いつ殺されるかわからないほど危き険けんな立場にある人物であると？」

「もしくは国際的な問題を生じかねない人物であるかよ。いずれにせよ明日になれば判はん明めいするわ。以上が法廷の概がい略りやく。ここからが私たちの敵についてよ──ディーゼル課長」

「アルとお呼よび下さい、長官」ぬっと立ち上がる。

「お願いするわ、アル」にっこり。

「はい」やたら嬉うれしげ──軽けい快かいにキーを速打。「反政府グループの連れん絡らく用と目される仮か想そう現実空間のネットワーク上で、重要なキーワードが確かく認にんされております」

　ざわめき／ささやき。「端末パソコンが携帯電話に見えるぞ」「なんだあの遠近感は」「あのでかい指でキーボードを打てるのか」「出身はグリーンベレーか？」

　表ひよう示じされるデータよりも注目を集めるアルことディーゼル課長──生き真ま面じ目めに解かい説せつ。

「一つは、〝ホイテロート〟──人名です。今法ほう廷ていの妨ぼう害がいを示しめす連絡を確認。〝アンタレス〟事じ件けんで戦術指導を行った〈赤鹿ロートヴイルト〉と同様、リーダー格と思われます」

「ドイツ語……？　ことわざの〝夕ホべイにテ赤ロらー顔ト、朝には白骨モルゲントート〟のことか？」御影＝呆あきれ顔。「ずいぶん刹せつ那な的な性せい格かくのようだ。自じ爆ばくテロを恐おそれるべきかもしれんな」

「このホイテロートなる人物の名で違い法ほう銃じゆう器きおよび物品が都市に流入。確認されたパーツだけで複ふく数すうの大型兵器が組み立て可か能のうです」アル課長──データを几き帳ちよう面めんに並へい列れつ表示。

　ずらりと並ならぶ武器・弾薬の一いち覧らん──捜査官たちや戦術班のみならず鳳らも瞠どう目もく。

　御影。「対空機き関かん砲ほうにも使用される重機関銃の弾丸だぞ。そんなものを発はつ射しやする巨きよ大だいな銃器を使いこなす化け物集しゆう団だんが、国内に潜せん伏ぷくしているというのか？」

　うなずくアル課長。「こちらの装そう備びがあれば、未成年でも使用可能です」

　画が像ぞう──山や羊ぎのような両りよう脚あし＝ロボットの鎧よろい。

　表示──全長二メートル半＝〝〈サテュロス〉式アームスーツ〟。

「いわゆる〝着るロボット〟として、障しよう害がい者しやの歩行補ほ助じよ用に開発されたものを、アメリカが軍用化したものです。兵士の活動範はん囲いを大おお幅はばに拡かく大だいするだけでなく、地雷などで四し肢しを欠けつ損そんした兵士も、戦線へ復ふつ帰きさせることが可能です」

　啞あ然ぜんとなっている面々──御影の呻うめき。「高度な人工知能を搭とう載さいした〝勝手に戦う鎧〟だ……読書をしながら夜戦が可能だとか、対戦車砲を両手に抱かかえて砂さ漠ばくを四十時間連続で歩いたとか、冗じよう談だんのような話を聞いたことがある。……本当に使い物になるのか？」

「アームスーツは米軍の一部特とく殊しゆ部隊で配備されており、その実用性は疑うたがいありません」

　ざわめき／唸うなり／呻き。「……アームスーツに対空機関砲？」「もはや歩兵の次元ではない」「訓練方法すら思いつかん」「まさか、その新兵器の開発実験のせいで虐殺が起こったのではあるまいな」「そもそも……どうやって都市に持ち込こんだ？」

　最後の質問に対してニナが返答。「スロヴェニア国こつ境きようで、アームスーツの一部とおぼしきパーツを運うん搬ぱん中の運うん輸ゆ業者が逮たい捕ほされた。大型兵器と同じく、多数のパーツに分解し、都市内で組み立て作業を行ったのだろう」

「戦せん術じゆつ班はんの十六台の軍用機体に加え、国連都市には八台の〝ケンタウロスツエンタオアー〟が配備されている……武ぶ力りよく面では問題なかろう」御影──むしろ自分に言い聞かせるように。「それにしても、このホイテロートなる人物は、どうやってこれほどの武器を手に入れた？」

　ヘルガ。「ホイテロートなる名とともに、あの男と、幽霊ダミー企き業ぎようの名が浮うかんだわ」

　さらに画像──アームスーツの中心部＝カンガルーの袋ふくろのような搭とう乗じようスペース。

　ズームイン──金きん属ぞくのフレームに刻こく印いん＝『ＰＲＩＮＣＩＰ　ＩＮＣ．』

　総そう員いんが沈ちん黙もく──〝株かぶ式しき会社プリンチップ〟のロゴを、苛か烈れつな戦意をたたえて瞠どう視し。

　ヘルガの声──鋭するどい刺とげを秘ひめて。「押おう収しゆうされたアームスーツのパーツよ。また、逮捕された運輸業者の口から、リヒャルト・トラクルの名が出たわ」

　かぶりを振ふる御影。「逮捕したはずの人物が武器流入を助けた？　……別人では？」

「同じ名を使う、別の人物がいたとすれば、すぐにマスターサーバーが追つい跡せきするわ。むしろ、逮捕前から、計画していたと見るべきでしょうね」

「では……〝〈山猫ヴイルトカツツエ〉事件〟は、今回の法廷を妨害する、前準じゆん備びだったと？」

「その可か能のう性せい大よ。また〝〈山猫ヴイルトカツツエ〉事件〟が、国家要人の暗殺を企き図としたものである一方、独どく自じの転送システムを、都市内で構こう築ちくするためであったことは紛まぎれもない事実」

　鳳──たまらず質問。「つまり、敵が転送を実行する可能性があるのですか？」

「軍の独自の捜そう査さによれば、都市内で、敵てき性せいの人物が転送を実行──ただし現げん在ざい、転送システムが構築可能な全施し設せつは監かん視し下かにあり、転送する手しゆ段だんを封ふうじられているはずよ」

　御影──いつもの鷹おう揚ような笑えみを消して。「それでも転送が実行されたら？」

「国家の要人が、敵性の転送システムの構築を、助けているということよ」

　しんと静まり返る──沈黙の底にみなぎる戦意／敵意／苛か烈れつな怒いかり。

「いかなる火が敵の手にあろうと、私たちは私たちに許ゆるされた火をもって制せい圧あつするのみ。解かい析せき班はんは引き続き、敵兵器を解析し、ホイテロートなる人物と、リヒャルト・トラクルの名を追跡。戦術班はただちに国連都市へ出動。要よう撃げき小隊は検けん診しんののちセーフガード車両で現場へ。これは、国連という存そん在ざいが、一国の紛争の歴史を変えられるかどうか、我わが国がその挑ちよう戦せんに貢こう献けんできるかどうかが問われる法廷よ。総員、全力をもって、証しよう人にん、被ひ告こく、および法廷関係者を監視し、閉廷まで厳げん重じゆうに保ほ護ご。──いいわね！」




　　　　Ⅲ




　本部ビル六階──医い療りようフロアの隣となり＝シャワー室。

　乙＋雛の歓かん声せい──頭から湯を浴びながら。「スッキリーっ！」「サッパリぃー」

　鳳＝準備完了──下着姿すがた／検診用のガウン／更こう衣い室しつから叱しつ責せき。「早く出なさい！　ただでさえ、あたくしたちだけ出動が遅おくれているのですよ！」

「はーい」「はーい」生返事──鳳＝ため息をつきつつ検診室へ。

　待ち構かまえているアデライードとクラリッサ＝笑えみ。「いらっしゃーい」「どうぞー」

「……よろしくお願いします」警けい戒かいしつつ着席──アデライード＝スタンガンみたいな計けい測そく器き／クラリッサ＝鉱こう物ぶつ調ちよう査さ用ハンマーそっくりの検査器具。

「手を上げてー上手上手ー」「脚あしを伸のばしてー、良くできましたー」完全に幼よう児じ扱あつかい。

　機械化義ぎ肢しと肉体の接続部クツシヨンを入念に走査──数すう値ちを二人で確かく認にん／問題なし／問題なし／さすがあたしの考案したデバイス／さすが私の設計した移い植しよく装そう置ち／おのおの自じ画が自じ賛さん／てきぱき測定──いつ女学生的ノリでからかわれるかと身構えていた鳳もやや安あん堵ど。

　と思いきや二人そろってにやり。「冬真くん、可愛かわいいわよねー」「とっても素す直なおよねー」

「……なぜあの方の話題になるのです」たちまち警戒。

　にやにや。「解析課の一員になるの反対なんですってぇー？」「なんでー嫌きらいなのー？」

「お……お二人には関係ないことですっ！」

　引き下がらず。「お嬢様フロイラインも変わったわねー」「以前は男の子と口もきけなかったのにー」

　遅れて来た乙と雛──入り口でぴたりと停止／声も出さず／じっと三人を見る。

　変わった／以前は──どちらも乙と雛には想そう像ぞうのつかない／想像するしかない過か去こ。

「……単に機会がなかっただけです」

「皇スメラギと蛍ホタルの二人に守られてたからねー」アデライードの揶や揄ゆ。

「男の医い師しが鳳さんに手を触ふれようものなら、二人とも大おお騒さわぎよ」クラリッサの揶揄。

「皇に鼻を折られた医師もいたし」「蛍に腕うで関節を引っこ抜ぬかれて、自分が治療されてた人もいたわねー」あっはっは──高らかな笑い／どうやら楽しい話題らしい。

　乙＋雛──部屋に入れず／話題に入れず／鳳が別の誰かといる場所に入っていけず。

「そんな箱入りお嬢様フロイラインにも、特別視する男の子ができたかー」「めでたいわー」

「そうじゃぁ、ありませんッ‼」大だい喝かつ──ふと入り口にぽつんと立ったままの二人に気づく。「──お二人とも、そんなところに立っていないで、こちらにいらっしゃいな」

「どうぞー」「どうぞ、こちらへ」検査器具を掲かかげて手て招まねき。

　おずおず入る乙＋雛──無む意い識しきに互たがいの手を握にぎりながら／表ひよう情じようを消しながら／用意された席に座すわる／知らない大人たちの顔を見る／知らない鳳を知る二人を見る。

「あたくしは先に着き替がえてますわ」鳳の退たい室しつ──乙＋雛＝返事もせず、ただ見送る。

「乙くん、手を上げてー。そう上手ー」「雛さん、脚を前へー。よくできましたー」

　黙もく々もくと従したがう乙＋雛──機械的な従じゆう順じゆんさ。

「優ゆう秀しゆう、優秀。問題は味覚異い常じようだけね。脳のうが特甲トツコーの構こう造ぞうを受け入れれば自然と治るから、刺し激げきの強いもの食べ過すぎちゃダメよー、美び容ように悪いからー」にっこり優やさしげなアデライード。「ま、羽なんて人体にはありえない構造を受け入れれば、脳機き能のうが圧あつ迫ぱくされるのは当然だけど。あたしが主しゆ任にん担たん当とうのレベル１なら、レベル２と違ちがって異い常じようはないわよー？」

「１？」「２？」初めて声を出す。「どう違うの？」「なんか違うのぉ？」

「どちらも全く違うコンセプトの特甲トツコーなの」クラリッサ──やたら勢いきおい込んで説明。「レベル１は地上型。レベル２は空中型──つまり、あなたたちの特甲トツコーよ。空中機動をここまで自分のものにするあなたたちこそ、レベル１と２の完全統とう合ごう──すなわち、あらゆる部門の成果の結けつ晶しようたるレベル３に、最も近い存在よ」

「３？」「３？」びっくり。「もっとすごいの？」「もっと丈じよう夫ぶなのぉ？」

「そうよー。というかもともと、レベル３の開発が大だい前ぜん提ていだったのよ。でもそれは軍の範はん疇ちゆうになるから、国内ではマスターサーバーの許きよ可かがない限かぎり使えないの」

「レベル１を使えば、甘いもの以外に、他の味も思い出せるようになんの？」

「そうよー。特甲トツコーの切り替えを申しん請せいする？」

「その代わり飛べなくなるわ」クラリッサ──そんなのダメよ、と言外に制せい止し。「あなたたちの脳に移植された脳内チップは、電子的に感覚を〝接せつ続ぞく〟することを可能としたわ。人体が秘ひめた、あらゆる可か能のう性せいを構こう造ぞう的に実じつ現げんできる──つまり、どんな形の手足も受け入れることが理り論ろん上は可能なの」やたら興こう奮ふん＝星がまたたきそうな目の輝かがやき。「あなたたちが望むなら、キャタピラでも軍用機体のアームでもジェットエンジンでも、自分の手足として〝接続〟することが可能なのよ。すごいでしょ。欲ほしいでしょ。ね？」

　乙＋雛──ぽかんと相手の顔を見たまま無返答／無む反はん応のう。

「本来の自分の体より巨きよ大だいなものを接続するのは感心しないわねー」アデライード──検けん査さ器具で自分の肩かたを叩たたきながら。「味覚以外にも機能異常が出るわよー？」

「いいえ。いずれ脳機能に関する問題はクリアされるわ。脳内チップの汎はん用よう性は未知数。人体こそ宇う宙ちゆう。〝接続能力〟こそ進化。あなたたちサイバネ種こそ未来への道しるべよ」

「……なに、サイバネ種って」「……なに、それぇ」

「新構造を受け入れた人間の総そう称しようよ」知らないの？　と言いたげなクラリッサ。「自由自じ在ざいに己おのれの肉体を変化させ、延えん長ちようさせ、統合することが可能な、まさに新人類！」

「……オレたち、図ず鑑かんに載のりそう」「……ボク、解かい剖ぼうされるのやだ」

「はいはい聞き流していいのよー」割わり込むアデライード。「検診に異状なし。みんな健康優良。何か質しつ問もんはある？　教えて欲しいことがあったらなんでも聞いてねー」

　顔を見合わせる──何もありませんという顔の雛／相手に目を戻もどす乙＝ぽつんと。

「……鳳って、前の仲間の方がいいのかな」

　きょとんとなるアデライードとクラリッサ。「前……？」「いい……？」

「オレたち代ス替ペ品アっしょ。ほんとなら、皇と蛍って二人が、鳳の仲間だったのに──」

「やーだ、そんなこと、全っ然、ないわよー」アデライード──あっけらかんと否ひ定てい。

「鳳さんはね、自分から小隊長に志し願がんしたのよ」クラリッサ──真まっ直すぐ二人を見つめて。「今度は、自分が守る番だって言って。それで私たちに頼たのみに来たの。新たに配はい属ぞくされるあなたたちに、どんなときでも必ず命を守ってくれる特甲トツコーを与あたえて欲しいって」

「そのせいで、自分の特甲トツコーの機能が下がることになっても構かまわないからってねー」

「……ふーん」「……ふーん」

「言われるまでもなく、あなたたちの特甲トツコーは、あたしたちが全力で開発した傑けつ作さく。でもあの子がヘルガ長官と一いつ緒しよに申しん請せいしたからこそ、羽の接続部クツシヨンも、抗こう磁じ圧あつのヘルメットも、軍用の最新版ばんが使用できたのよ」

「その代わり、あなたたちが問題を起こせば、鳳さんやヘルガ長官の責せき任にんになるわ。でも鳳さんには、あなたたちを守り、あなたたちとともに戦うという強い意志が──」

「まだ終わらないのですか？」顔を出す鳳──制せい服ふく姿すがた＝腰こしに手を当て四人を睥へい睨げい。

「ちょうど終わったわよー」アデライード──乙と雛にウィンク。

「ほら、あなたたちの小隊長が呼よんでるわよ」乙と雛の肩を叩くクラリッサ。

「さ、服を着て、乙さん、雛さん。あたくしが、おまじないをして差し上げますわ。どんな危き険けんも、お二人から遠ざかるように──どんなときも三人で戦い抜ぬけるように」




　地下駐ちゆう車しや場じよう──待機所＝整せい備び員いんが砕くだけたガラスと曲がった柱をさっそく修しゆう理り中。

「どうやら要よう撃げき小隊の検診に異状は見られないようね」ヘルガ──ＰＤＡを通してリアルタイムで検査結果を把は握あく／ＰＤＡをたたむ。「何よりね。これから、より強力な兵科を用いなければいけない可能性がある──要撃小隊こそ、私が持てる最強の切り札よ」

　ニナ──声を低めて。「やはり……敵がレベル３を使用するとお考えですか？」

「既すでに使用されたわ。〈山猫ヴイルトカツツエ〉部隊が死んだ銀行の地下金庫の電磁波解かい析せきから、明らかにレベル３の転送とおぼしき痕こん跡せきが発見されているのだもの」

「では要撃小隊の検診も、レベル３の転送を前提として──？」

「未知数ね。マスターサーバーの承しよう認にんさえあれば、特甲トツコーレベル３の使用自体に支し障しようはないと、設せつ計けい開発部門は断だん定ていしているわ。問題は、人じん格かく改変プログラム──本来、痛つう覚かくをコントロールし、恐きよう怖ふ心しんを消すためだけのものが、なぜか情じよう報ほう汚お染せんとそっくりの現象を起こし、文字通り人格の変へん貌ぼうをもたらす……」

「そして仲間同士の殺さつ戮りくが──」

　かぶりを振ふるヘルガ。「ただし実じつ際さい、その記録はもう存そん在ざいしないわ。何らかの強力な電子干かん渉しようによって、あらゆる通信も記録も消えた。そして、どうやら鳳さんとかつての仲間たちが、互たがいに攻こう撃げきしあったらしいという推すい測そくだけが残った……」

「万が一、同じ状じよう況きようが発生したときは──」

「即そく座ざに、マスターサーバーによって転送を中止することよ。あのときはマスターサーバーの独どく占せん使し用よう権けんが私たちになかった……だから転送を止められず、むざむざ貴き重ちような特甲トツコー児童を失った……。同じ過あやまちは、決して繰くり返さないわ」

「──はい」

　ふと、思い出したようにくすくす笑い。「それにしても、あの鳳さんが、冬真くんみたいな男の子に怒ど鳴なるなんて……。安心したわ。特甲トツコー児童の心理開発データでも、自分を絶対的に肯定してくれる一般人がそばにいる限かぎり、心理面では安定し続けるわ」

「……ですがなぜ、鳳は、冬真の就しゆう労ろうに反対したのでしょう？」

「違ちがうわ」面おも白しろそうに。「鳳さんが怒おこったのは、自分に一言も相談してくれなかったからよ。せっかく自分がそばにいるのに、無む視しされたと思ったのではないかしら」

　意表を突かれる。「……そうなのですか？」

　ヘルガのＰＤＡに着信音──画面に〝到とう着ちやく〟の文字。

「先発した車両が無事にＢＶＴに到着したわ。どうやら危き険けんはない様子よ」

「では改めて長官の護ご送そうを」ニナ──待機室のガラス越ごしに、車へ手振りで合図。

「これからずっと、先に私が乗っていない車を出して、安全を確たしかめてから移い動どうさせる気？　影かげ武む者しやを抱かかえていなければ暗殺されてしまう、どこかの独どく裁さい者しやになった気分よ」

「警けい戒かい態たい勢せいに入ったときのみの処しよ置ちです。長官あってのＭＳＳ──ご容よう赦しや下さい」

「冗じよう談だんよ。ありがとう、ニナ」

「は──」嬉うれしげ。

「行ってくるわ。あの男の鷲わし鼻ばなをへし折りに」ヘルガが車に乗る──護ご衛えい＝戦せん術じゆつ班はんの軍用機体×二台とともに出発。スロープを登り、土ど砂しや降ぶりの雨の向こうへ消えた。




「お急ぎなさい！　結局、予定時じ刻こくをオーバーしてしまったじゃありませんの！」

「だって髪かみ乾かわかせって」「新しい制服にしろって」乙＋雛──ほっぺと鼻に絆創膏おまじない。

「世界的な要人の警けい護ごなのですよ！　身だしなみと迅じん速そくさの両立こそ規き律りつです！」

　バタバタと階かい段だんを下りて地下駐車場へ飛び出す──セーフガード車両に走り寄よったところで、いきなり後部車両から少年が登場。「やあ、出動の準じゆん備びは完かん了りようしてるよ」

　ぎょっとなって停止する鳳──その背せを慌あわててかわす乙＋雛。「冬真？」「冬真ぁ？」

「な──な、なぜ、ここにいるのです？　まさか、一緒に──」

「ううん。残念だけど最終整備を、お手伝いしただけ」他の解析官らとともに下車。

「そーなんだ」「そぉなんだぁ」乙＋雛＝いまいち理解度が低い顔。

　きっとなる。「何が残念ですか。銃じゆうを撃うったこともない人が、現げん場ばに行くなど無む謀ぼうです」

「……ごめん」頭をかく──微笑ほほえむ。「行ってらっしゃい。気をつけて」

「またねー」「またねぇ」乗り込こむ乙＋雛──ぷいっと顔を背そむけて乗る鳳。

　その背に声。「黙だまってて、ごめんなさい」

　ぴたりと鳳が止まる──さらに声。「本当は相談したかったんだけど……一人で決めるべきだと思って。選せん択たくするってことが、どんなことか知りたくて。でないと鳳さんが命がけで働く場所に、僕ぼくみたいな人間が、足を踏ふみ入れちゃいけない気がして──」

　鳳＝背を向けたまま何かを取り出す──くるりと振り返る／さっと手を伸のばす。

　冬真──相手のあまりに素す早ばやい動作についていけず棒ぼう立だち／頰ほおにぺたりと貼はられる。

　絆創膏おまじない＝蟹かに座ざの印──バナナの香かおりでそれとわかった／思わず笑みが浮うかんだ。

「別に、あなたを特別視しているわけではありませんから」むっとした顔のまま未使用のおまじないを差し出す──水みず瓶がめ座の印＝リンゴの香り。「セクハラ接続官コーラスさんの分です」

「ありがとう。きっと喜ぶよ」微笑んで受け取る。「本当にありがとう、鳳さん」

「くどくど御お礼れいを言う人は嫌きらいです」目をそらす。「どうせすぐ剝はがすのでしょう」

「鳳さんが帰ってくるまで剝がさない」

　車内──いそいそと何やらコインを指の上でひっくり返す雛に、乙が首をかしげる。

「雛ぁ、なにしてんの？」

　表──指で弾はじいて別の手で受け止める＝裏うら──じっと見る／えいっとひっくり返す。

「じゃ、行ってらっしゃい……」

　鳳の横からずいっと伸ばされる手──雛＝一ユーロコイン。「……表だった」

「う、うん……」思わず受け取る──にっこり微笑む。「大切に預あずかってる」

「えへ」嬉しげ。

「何をしている、さっさと席に着け！」車内からニナの叱しつ声せい。

「では……行って参りますわ」「じゃーねー」「じゃあねぇ」

　手を振ふる──どうか無事でありますように／そう祈いのりながら車両が去るのを見み届とどけた。同じ組そ織しきに足を踏み入れたというのに、ますます彼女が遠い存そん在ざいに感じられた。その思いを振り払はらって、きびすを返した。自分が働く場所──彼女を助けることができる場所へ。




　地下四階──ＭＳＳの通信解かい析せきの中ちゆう枢すうたる一角＝マスターサーバーの枝えだ機関ユニットを中心に、円形に配置された端末パソコン／デスク／ぴかぴかの最新設せつ備び。

　解析課の面々とは紹しよう介かい済ずみ──みんな親切でいい人たちばかり＝冬真の所感。

　デスクに着席＝ふと気づく──先ほど案内されたときにはなかったコードを発見。

　引っ張ぱる＝芋いもづる式に発覚──端末の裏やデスクの下から出てくる電子製せい品ひんの目と耳。

「何これ……？」ぶら下げる──盗とう聴ちよう器き／盗とう撮さつカメラ。

「ふふふふふふ」怪あやしい笑い──背はい後ごに出しゆつ現げん＝だぶだぶの白衣姿すがたの水無月。「もう発見したか。ワトソンくんのくせに目ざといじゃないか。めでたく我わが職しよく場ばに就しゆう任にんすることが決まった君への、いわば僕からのプレゼントであり景気見み舞まいだ」

「僕なんか盗聴してどうするのさ」本気で疑ぎ問もんだった。

「君は補ほ佐さであり、接続官コーラス担たん当とうのノイズ掃そう除じ屋やであり、つまりは僕の部下だ。要するに、僕がボスだ。そんな僕を差し置いて、抜ぬけ駆がけしないよう監かん視しするのはボスの務つとめだ」

「……なんの抜け駆け？」

「口答えするな！」びしっと指さす。「ほっぺにあるそれはなんだ。君ときたら──」

「君の分もあるよ」ひょいと差し出す。「鳳さんの、おまじない」

「──君ときたら、なんて使えるやつだ、冬真！」ひったくる──ハンカチで包む。

「貼はらないの？」

「バカ言え。真空パックで保ほ存ぞんして家か宝ほうにする」

「すっかり仲良しだね」ぬっと現あらわれる巨きよ体たい。「よろしく、水無月くん。私は、今日から正式に就任したアルフォンス・浄崇・ディーゼルだ。アルと呼よんで欲しい」

　水無月──相手を一瞥／完全な無む表ひよう情じよう／一言として返さず。

「僕はこれから兵器開発局員による検けん診しんがある。せいぜい頑がん張ばりたまえ」

　ぽんと冬真の肩かたを叩たたく＝回れ右──すたすた退たい室しつ。

「あ、あの……」気まずい空気──おそるおそる巨漢を見上げ、ぎょっとなった。

「わかるよ……」やたら彫ほりの深い顔立ちを、はらはら滑すべり落ちる涙なみだ。「わかるさ、彼の気持ち。だって、この世で最も信しん頼らいした前課長が、彼に銃じゆうを向けたんだ。そうだろう？」

　アルことディーゼル課長の力説──制せい服ふくの縫ほう製せいが、前ぜん腕わん二に頭とう筋きんの盛もり上がりで、ぷっつんぷっつん音を立てて裂さける／千切れる／恐おそろしいほどの迫はく力りよく。

　自分もほぼ同じ目に遭あった冬真──こくこくうなずく。「は……はい……」

「彼にもう一度、人は信頼に値あたいするものだと教えるのが私の役目だ。彼の心の扉とびらを再ふたたび開くため、君にも協力して欲ほしい」男泣きのディーゼル課長が、ぐっと手を差し出す。

　手を握にぎりつぶされるのではと本気で怯おびえながら握あく手しゆ。「は……はい、ディーゼル課長」

「アルだよ。アルフィーは嫌いやだ。どうしても後者がいいというなら、アクセントをＬに置いて欲しい。Ｅは母や姉たちに叱しかられた気分になるから苦手なんだ」

「……了りよう解かいしました」

「ありがとう」涙を拭ぬぐう／手を離はなす。「君には、ターミネートから始めてもらうね」

　咄とつ嗟さに、未来から来たサイボーグを連想──慌あわてて打ち消す。

「ノイズの消去ターミネートだ。マスターサーバーがノイズと断だん定ていしたものを再さい分析し、不ふ審しんな信号を割わり出す。あのバロウ顧こ問もんのもとで働く君には、不満な仕事かもしれない。でもこれも立りつ派ぱな解析作業で、解析官としての仕事を覚える上で、最さい適てきなんだ」

　単たん純じゆんに興きよう味みが湧わく／とても面おも白しろそう＝冬真の実感。「喜んでやらせていただきます」

　かっと目を見開く／いきなり両りよう拳こぶしを固める／力こぶ──袖そでがめりめり引き裂さかれ、冬真は危あやうく上げかけた悲鳴をかろうじて吞のみ込んだ。

「君みたいに素す直なおで純真な子に、情じよう報ほう汚お染せんの濡ぬれ衣ぎぬを着せたなんて……」またもや男泣き──冬真の両肩を巨大な両手でつかむ。「私が来たからにはもう大だい丈じよう夫ぶだ。全すべての解析官を情報汚染から保ほ護ごしてみせる。ともにサイバーワールドの平和を守ろう」

「は……はい」なんのワールドだろう、という疑問を吞み込み、青い顔でうなずいた。




　第一区インネレシユタツト──〈憲法擁護テロ対策局ＢＶＴ〉ビル屋内駐ちゆう車しや場じよう＝車を降おりたヘルガが微笑ほほえむ。

　駐車場に降りて来た一いち団だん──男とその周囲を固める護ご衛えい官かんたち。

　艶あでやかに。「ご視察とは恐おそれ入ります、ヴォルフガング・ラバグルト内ない務む大臣」

「おはよう、ヘルガ長官」男──胸むねに閣かく僚りようバッジ／未来党員バッジ＝薄うすら笑い──銀ぎん髪ぱつ／尖とがり鼻／吊つり目／愛あい嬌きようと狡こう知ちを備そなえた銀ギツネの相そう貌ぼう。「ひと月も経たつのに何も進しん展てんしないというのでね。本当にあの男が、世界に災さい厄やくを振りまく世紀の大だい悪あく党とうかね？」

「日に日に確かく信しんが高まっておりますわ、内務大臣」

「ときに、空港でハイジャック事じ件けんが起こったのは知っているかね？」

「自じ称しようパレスチナ系けいの武ぶ装そう組そ織しきが、イスラエルの便を占せん拠きよしたとか」

「無事に鎮ちん圧あつされたよ。人ひと質じちに死し傷しよう者しやはなしだ。情報を憲けん兵ぺいに流したのは君かね？」

「はい。ＢＶＴが推すい奨しようする情報共有にのっとって」

「お陰かげで、現場の〈特殊憲兵隊コブラユニツト〉から苦情が来ている。管かん轄かつ侵しん害がいだと言ってね」

「内務省のお手を煩わずらわせずに解かい決けつされたのでしたら、喜ばしいことと存じますわ」

「そうだな。国連都市の警けい備びでも同じように頼たのむよ」

「戦せん犯ぱん法ほう廷ていはこの都市の試金石となりうるもの。承知しておりますわ」

「私はあれに反対でね。アフリカ人の虐ぎやく殺さつ者しやなどに国民の血けつ税ぜいを使うより、国こく際さい的な金きん融ゆう機関を、もっとこの都市に招しよう致ちすべきだな」

「賛さん成せいですわ、大臣。国際金融機関を積極的に誘ゆう致ちしたオランダが、国内外の電子ジャックや情報汚染、マフィアの浸しん透とうにより、危き機き的状じよう況きようにあることを除のぞけばですが」

「国際的な責せき任にんを、背せ負おっている証あかしだよ、長官」

「はい。法廷においても相当の責任が問われておりますわ」

「ＭＳＳの活かつ躍やくに期待しているよ」

「ありがとうございます、内務大臣閣下」

　男が車に乗り込む──護衛官たちが前後の車に乗り込む──一団が走り去る。

　ヘルガに歩み寄よる別の男──瘦そう軀く／黒ずくめ／ＢＶＴ局長エゴン。「……肝きもが冷える。内務省を敵てきに回して、組織が生き残れると思うな、ヘルガ長官」

「治安を司つかさどる者として、内務大臣のお考えに賛意を表明したまでですわ、エゴン局長」

「賛意？　内務大臣が推進する国際金融機関の誘致を、危機的状況と評ひようすることがか？」

「危機管理は、大臣の活動の助けとなるに違ちがいありませんわ」にっこり──ともにエレベーターへ。「それより、彼の調ちよう査さはいかがです？」

「道交法違い反はんと過か失しつ致傷のみで、ＥＵの諮し問もん機関員を一ヶ月以上も拘こう置ちしながら、判はん明めいするのはどうしようもないクズ情報ばかりだ」黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの奥おくで光る神しん経けい過か敏びん気味の目つき──せっかく捕とらえた獲え物ものに歯が立たずいらいらするカマキリの眼がん光こう。「リヒャルト・トラクル、四十六歳さい。ベルギーとハンガリーの二重国こく籍せき。住所はアントワープのマンション。貿ぼう易えき業からＥＵ交易開発諮問機関員に転身。犯はん罪ざい行こう為いとは無縁の経歴。いくら叩たたいても塵ちり一つ出ない。捜そう査さ官かん全員が無む能のうなのか、あの男が完全に無実かのどちらかだ」

　地下の拘置所へ──聴ちよう取しゆ室しつ＝壁かべモニターの一つに映うつる、捜査官の尋じん問もんを受ける男。

　漆しつ黒こくのスーツ姿すがた──禿はげ上がった頭／特とく徴ちよう的な鷲わし鼻ばな／生気に満ちた緑の目／自費で服を購こう入にゆう・クリーニング＝窓まどもない尋問室で拘束されているとは思えぬさっぱりとした様子。

　鏡越ごしに男を見つめるヘルガ。「よもやの誤ご認にんでは……とお考えですか？」

「君たちＭＳＳを信用しての長期拘束だ。まさかの事じ態たいになれば、ことはＥＵ議会にまで及およぶ。だがこれほど大物の国際指名手配犯を逮たい捕ほしたというのに、アメリカすら一人の捜査官も派は遣けんしてこない。どの国も、疑うたがいをもって無む視ししているとしか思えん」

「いいえ、見守っているのですわ。私たちが本当に、プリンチップ社を相手に戦えるのかを。もしそれだけの力があるなら、我わが国の捜査能力は、世界の筆頭となります」

「……なぜそこまで、この男がプリンチップ社のエージェントであると確信できる？」

「一つは、プリンチップ社の活動そのものが、この一ヶ月間、ほとんど見られなかったこと。あの男を拘束してから今まで、南欧からアフリカ北部にかけての武ぶ器き密みつ売ばいの件けん数すうが、半分以下にまで減ったという情報をご存ぞんじですか？」

　目を剝むく。「……本当か？」

「それともう一つ……笑っていますわ」

「なに……？」

「一ヶ月もの間、閉へい鎖さ空間で尋問を受け続けていながら、あのように平然としていられること自体、異い常じようです。むしろ、心から楽しんでいるようにすら思える……。あの余よ裕ゆうが、どこから来るのか。それを判明させてみせますわ……私の身命に賭かけてでも」

　気け圧おされるエゴン──ふいにヘルガの懐ふところでコール音。

「失礼」廊ろう下かへ出る──地上ロビーへの階かい段だんを上がりながら応おう答とう。「首しゆ尾びはいかが？」

　ニナのいらえ。《現げん場ばに到とう着ちやくしました。これより警けい護ご任にん務むに就つきます》

「特とく殊しゆ部隊とは仲良くね。内ない務む大臣の言げん質ちは取ったわ。私たちに期待してるそうよ」

《了りよう解かい》通信アウト──ふと窓の外を見た。豪ごう雨う──まるで夕ゆう闇やみのような暗さ。

「……雨が、強くなってきたわね」




　　　　Ⅳ




　第二十二区ドナウシユタツト──デモ隊が激はげしい雨で散り散りになる国連都市ＵＮＯ─ＣＩＴＹ＝南エリア正面入り口。

　純じゆん白ぱくのセーフガード車両が第一ゲートを通過──フェンスにずらっと並ならんだポスター。

　どれも戦犯法廷の広こう報ほう＝『〝七十二時間で四万人殺害〟──エルファシルの虐ぎやく殺さつ』

　色あざやかな衣服に身を包んだ人々の死体／傷きずついたまま放置された子こ供どもたち／地じ雷らいの存そん在ざいを示しめす警告マークで埋うめ尽つくされた草原／一つ残らず建物が倒とう壊かいした都市。

　すさまじいまでの死の光景──だが本当に悲ひ惨さんなのは、その光景の中で人生を過すごさねばならない者たちが何万人もいるのだということを告げる、特大の写真の群むれ。

　ゲートでのセキュリティ確かく認にんが終わるまで、じっとそれらのポスターを見つめるニナ／通信官ら／鳳ら──ふとモニターを指さす乙。「エドワルト州知事のおっちゃんだ」

　陰いん惨さんなポスターの狭はざ間ま──ヘルガの異母兄エドワルト・メッサーシュミットの堂々たる姿＝広報ポスター『責せき任にんある都市に──伝でん統とうのミリオポリス、さらなる国こく際さい化へ』

　ニナが一いち瞥べつ。「州知事は国際協力の推すい進しん派はだ。この法ほう廷ていにも積極的に協力している」

　セーフガード車両が第二ゲートを通過──閉とざされた第一ゲートにしがみつこうとして警けい備び隊たいに追い払はらわれる者たち＝『法廷反対』『内ない政せい不ふ干かん渉しよう』『税ぜい金きんの無む駄だ遣づかい』の看かん板ばん。

　デモ──アフリカ人の援えん助じよ反対を叫さけぶ白人集しゆう団だん／アラブ系けいアフリカ人である将しよう軍ぐんを養よう護ごするアラブ・コミュニティ／黒人差別と戦うブラック・ムスリム──白人とアラブ人と黒人のグループが互たがいに敵意を見せながら、それぞれ法廷への反対を表明。

　その様子を淡たん々たんとモニターで確認するニナ──冷ややかに。「デモも鎮ちん静せいに向かっているようだ。この分だと日が暮くれる頃ころにはいなくなる」

「あん中に武器持ってんのがいても、わかんないんじゃん？」と乙。

「法廷の実施により三重のゲートを全面閉へい鎖さ。通過できる一いつ般ぱん人じんなどいない」

　ややあって第二ゲートを通過──第三ゲート前で停車。通過したゲートが完全に閉じてセキュリティ確認が済すむまで、次のゲートは決して開かず。

　第三ゲートをやっと通過──南エリアにそびえる国連ビルを大きく迂う回かい。

　西エリアに会議棟とうのビル──北エリアに宿しゆく泊はく施し設せつのビル──南東に新設した法廷施設。

　その中心たる中央エリア──西側の報道用プレスハウスのそばでいったん停車。

　広大な駐ちゆう車しや場じよう／飲食施設──東側にＯＰＥＣの新設本部。

　かつてＯＰＥＣ本部が会議中にテロリストに襲しゆう撃げきされ、会議に参加したアラブの重鎮がことごとく人ひと質じちになるという事じ件けんがあったため、刑けい務む所しよなみに監かん視しが厳きびしいエリア。

　通信──モニターの一つに御影の顔。《ようこそ国際政治の舞ぶ台たいへ。うかつにビルに入るなよ、お嬢じようさんがた。厳げん重じゆうなセキュリティの迷めい路ろで、出られなくなるぞ》

「楽しそーっ！」「迷路得意だもん」はしゃぐ──叱しかる。「遊びじゃぁありません」

「証しよう人にんたちは？」戦せん術じゆつ班はんの位置を確かく認にんするニナ＝東側ゲートそばの駐車場。

《六人中五人が到着。なんと真っ先に到着したのはアブドル将軍の一行だ》

《一人、気になる男がいた》モニターに日向──同時に撮さつ影えいデータが現あらわれる。

　将軍らが宿泊施設前で車を降おりている映えい像ぞう──将軍の息子むすことともに降りる白人の男。

「白人がいる？　データを出せ」ニナが指し示じ──モニターのデータを一瞥。「……ロナルド・ウッズ。通つう訳やく官かんとして登録されている。大だい統とう領りようが雇やとっていた専せん属ぞく通訳官であるジャック・パーキンス氏が証人として立ったせいで新たに雇こ用ようしたんだろう」

《銃じゆうで武ぶ装そうしている》ぼそっとした日向の声──目をみはるニナ／鳳ら。

　にやりとなる御影。《連中が探たん知ち機き免めん除じよの特とつ権けんを持つとはいえ、我われらが人間探知機の目は見み抜ぬけん。おそらく連中が雇った、白人の傭よう兵へいだ》

「〈特憲コブラ〉には伝えたのか？」

《ああ。だが今は武装解かい除じよできんし、将軍が自じ衛えいするに越こしたことはないそうだ》

　通信官の声。「〈特殊憲兵隊コブラユニツト〉が、セーフガード車両内の検けん査さを主しゆ張ちようしています」

《噂うわさをすれば、政せい党とう政治の犬たちがやって来たぞ》

「もめ事を起こすなよ、御影」ニナ──通信官に手て振ぶりで扉とびらを開くよう指示。

　遠えん慮りよのない足音──大男＝緑のベレー帽ぼうに迷めい彩さい服ふく／日に焼けた頰ほお／じろりと車内を見み渡わたす／ニナを見る。「〈特憲コブラ〉部隊長ペーア・ガブリエルだ。ＭＳＳの副官か？」

「ニナ・潮音シオン・シュニービッテンだ。そちらの部隊の通信との同期を。それと、さっそく証人への面通しをさせてもらう」

「面通しは勝手にやれ。ただし、情じよう報ほう機材の同期は断ことわる」

「なぜだ？　いざというときに互いに連れん絡らくが取れないぞ──」

「情報汚お染せんが、こちらに広がるよりはましだろう」笑えみ一つなし。

　痛つう烈れつな皮肉──表情を消すニナ──通信官たちの顔色が変わる。

　御影の鷹おう揚ような笑い声。《確たしかに、〝〈山猫ヴイルトカツツエ〉事件〟で最初に軍用機体をのっとられたのは〈特憲コブラ〉だ。同期はよした方がよさそうだぞ、潮音》

　大男がモニターを振り返る。「お前たちの担たん当とうは西Ｂおよび北Ｄだ。この車両は宿泊施設の地下駐車場に入れろ。他の区く域いきにしゃしゃり出ず、大人しくしているんだな若わか造ぞう」

　沈ちん黙もく──冷ややかな眼まな差ざしのニナ。

「復ふく唱しようなしか？　しつけのなっていない指し揮き官かんだ」奥おくへ目を向ける。「スカート姿すがたの女生徒を呼よんだ覚えはない。非ひ常じよう時に下着が見えんよう、おっとり歩きで駆かけつける気か」

「見てーのぉ、下着？」乙──両手でスカートをぱたぱたひらめかせる。

「この人、痴ち漢かんっぽい」雛──ぽつり。

「これっ、お二人とも」鳳──堂々と相手と目を合わせて。「ご心配なく。非常のときには迅じん速そくに、空を飛んで参りますわ」

「子こ供どもの手が銃を持つところなど、証人には見せるな。この国の恥だ」

　言い捨すてる──入ってきたのと同じ足取りで出て行く。

「なに、あのゴリラ」「嫌いやな人ぉ」半はん眼がんの二人──鳳の嘆なげき。「なぜあれほどの敵てき意いを……同じ首都を守る身であるというのに」

《思い出したぞ》御影──モニターの向こうで手を叩く。《あの隊長、どこかで見たと思ったが、前内ない務む大臣が死し亡ぼうした際さい、国連ビルの入り口で、私が蹴け倒たおした男だ》

「まあ」「へー」「ふーん」感心顔の三人──ニナ＝ため息。「それを先に言え、バカ」

《そのせいだ》と日向。《西Ｂは下水施設。北Ｄはゴミ集積場だ。警けい戒かい区画ではない》

《この雨の中、屋根一つない場所にわざわざ配置するとは。根に持つ陰いん険けんな男だ》

「宿泊施設の地下駐車場は、非常時に最も出動しにくい。警けい備びから弾はじき出す気だ」

《苦情を申し立てるか？　なんなら、もう一度、あの男に床ゆかをなめさせてやろう──》

「バカ者、余よ計けいに話がややこしくなるだけだ。このセーフガード車両に、ビル内の全すべての監視カメラを同期させ、〈特憲コブラ〉の通信を傍ぼう受じゆする。どのみち情報収しゆう集しゆうと監視能のう力りよくで、我々に勝てる部隊は存そん在ざいしない。危機管理は我々が独どく自じに、先行して行う」

《いざというときには我々がやつらに危き険けんを教えてやるとしよう。さて、我々は水浴びだ。お嬢さんがたは、証人たちに自分たちこそ彼らの守しゆ護ご天使であることを教えてやれ》

　移い動どうするセーフガード車両──宿泊施設の地下駐車場／天てん井じようぎりぎりの車高。

「行くぞ。証人たちに我々の顔を見せておく」ニナの先せん導どう──後に続く鳳たち。

　駐車場から階かい段だんでロビーへ──一いつ般ぱん観光客は入れない区域／大たい使し団だん専用ロビー／壁かべに巨きよ大だいな世界地図＝ボタンを押おすと中心が右へ左へ移動──現げん在ざいの中心地＝アフリカ大陸。

　エレベーターが開くなり警備隊員がぞろぞろ出現──その背はい後ごから二人の男。

　ブリーフィングで顔を確認した六人のうちの二人──ニナが接せつ近きん。「失礼。私は──」

「おや……？」イギリス風の杖つえを持った長身の老人──手振りで警備隊員が間に入るのを止め、言った。「ＭＳＳの空飛ぶ精鋭だ、頼たのもしい護衛が来てくれたぞ」

　目を丸くする四人──鳳が思わず質しつ問もん。「……あたくしたちをご存じなのですか？」

「もちろんだ」優やさしい微笑ほほえみ。「私はマイトガング・ヴィッテルス。〝アンタレス〟事件で、あのタワーを破壊してくれた精せい鋭えいたちには感かん謝しやしている」

　啞あ然ぜんとなるニナ──ぽかんとなる乙＋雛──驚おどろく鳳。「なぜ、それを──」

「外交筋すじでは周知の事実ですよ」一方の男──落ち着いた調子。「私はジャック・パーキンス。新しん任にんの内務大臣は、君たちを排はい除じよしたがっているようなので心配していましたが、無事、あなた方の警けい護ごを得られたことで安心しています」

「ありがとうございます……」ニナ──さすがに警戒。「……どこから内部事情を？」

「どこから？」不思議そうに返す〝通訳官〟ことパーキンス。

「彼は各国のシンクタンクに所しよ属ぞくする外交エージェントだ。この国の内務大臣の情報などは、就任する前に伝わる」当然のように告げる〝鉄と貨か幣へいの王〟ことヴィッテルス。

「我々がここの警備に参加することも事前に……？」

　顔を見合わせる二人の男。「もちろんだが？」「何か問題でも？」

「いえ」ニナ＝咳せき払ばらい。「他の証しよう人にんの方々に、我々の存在をお伝えしたいのですが」

「彼らも喜ぶだろう」ヴィッテルス＝頭上を指さしながら。「三人は上のスイートだ。ただちょうど残りの一人を迎むかえに降おりてきたところでね──」

　にわかにバタバタと騒そう音おん──玄げん関かん前の広場＝ぎょっとなるニナ／鳳ら／警備隊員ら。

「来たぞ。空を飛ぶのが好きな自じ称しよう、〝漁りよう師し〟が。大いに遅ち刻こくだな」とヴィッテルス。

「今朝はアイスランドにいたそうです。これでも早い到とう着ちやくでしょう」とパーキンス。

　到来──山さん岳がくレスキューで使用される特別仕様のヘリコプターに愕がく然ぜんとなる鳳ら。

　豪ごう雨うのまっただ中で着陸態たい勢せいに──正気の沙さ汰たとは思えぬ行こう為い。しかも搭乗者が一人だとわかって、ヴィッテルスとパーキンスを除のぞく全員が言葉を失った。

　ヘリの的確な接地ランデイング──操そう縦じゆう席せきから大おお柄がらな男が現あらわれ、雨など気にもせずロビーに到着。

　泥どろだらけの作業着姿──それが誰であるか悟さとった警備隊員が慌あわてて駆け寄よった。

　パーキンスが言った。「相変わらず派は手でなことが好きですね、ミッターマイヤーさんヘル・ミツターマイヤー」

　それが誰であるか悟ったニナ／鳳ら──啞あ然ぜんとなったまま、さらに回かい復ふく不ふ能のうに。

　豪ごう快かいに笑う男。「バカ、ジェット機が雨で飛べねえから仕方なく自分で飛んだんだよ」

　こつこつ杖を突つくヴィッテルス。「自前のヘリかね、ミッターマイヤー」

「バカ言え。吹雪ふぶきの中でも飛べるスイスのレスキューヘリだぞ。幾いくらすると思ってる」

「君なら買えるだろう」

「バカ、三回以上使わないものを買ったら、死んだ女房カミサンに怒おこられちまう」

　やたらバカバカ連れん呼こしながら作業着の袖そでで濡ぬれた顔をごしごし拭ぬぐう。

「ところでヘル・ミッターマイヤー。こちらが、あのお嬢じようさん方ですよ」

「おっと、そいつを早く言え、バカ」また言った。「こんな魚臭くさい服で来ちまった。着いたら着き替がえるつもりだったんだぜ」そう言いつつ堂々と近づいて来る──大きく見開いた目／子こ供どものようなきらきらした輝かがやきを発散／そしてバカでかい声で称しよう揚よう。「あの人種差別の権ごん化げのようなバカヤローが無理やりおっ建てた、老人殺しのくされタワーを崩くずしてくれたＭＳＳの英えい雄ゆうに大感謝だ。しかもあの崩ほう落らくによる死者はほとんどゼロだ。こんなことを言っちゃぁ道義にもとるかもしれんが、あれはなかなか気分が良かった」

「は……」ニナ＝なんと言っていいやらわからず。「ありがとうございます」

「礼を言うのは、こっちだぜ」快活なウィンク──ふいにコール音／次の瞬しゆん間かんには携けい帯たい電話を取り出して耳に＝西部劇のガンマンなみの速度。「あんたか。油田とは話をつけた。お陰かげで油まみれだ。ノルウェーの養よう殖しよく施し設せつは問題ない。あんたもノーベル賞が欲ほしけりゃ、環かん境きよう問題に取り組みな。あっちの領りよう海かいは上う手まくまとめていけるだろう。──なにぃ⁉」

　にこにこ話していたかと思ったら、いきなり憤ふん激げき──ぎょっと後ずさるニナ／鳳ら。

「バカヤロー！　俺おれは大金持ちだぞ！　礼なんかいらねえってんだ！　この国の福ふく祉しと医い療りように回せ、バカ！」さんざん怒ど鳴なりつけてからおもむろに通話オフ。「あの爺じいさん、だんだん言うことがみみっちくなってきたな」

「ヘルムート・オイラー氏かね？　北極油田のことで？」ヴィッテルス。

「二に酸さん化か炭たん素その夏が真っ盛さかりだ。温おん暖だん化かで北極の氷がどんどん溶とけやがるせいで石油ラッシュだ。油好きのハゲタカども。地球が北極から縦たてに崩れちまうぜ」と男。

「いまや北極油田だけで世界の十二％の石油を供きよう給きゆうしていますからね」パーキンス。

　まったく言葉を挟はさめぬニナ──息を吞のんでさらに凝ぎよう然ぜん。「……ヘルムート・オイラー」

「……誰だれ？」「誰ぇ？」乙＋雛──鳳＝何かの間ま違ちがいではないかと思いながらもそれ以外に解答が見つからず。「この国の……大統領です」

　ぽかんとなる二人──泥だらけの男が振ふり返る。「──さておき、ＭＳＳの方々」

「はっ……？」ニナ──我われを取り戻もどして直立不動。

「俺たちの隣となりの部屋を借りた。あんたらの警備基き地ちにでもなんでも自由に改かい造ぞうしてくれ。金は、俺と、そこのヴィッテルスの兄さんとで出してある」

「お……お待ち下さい。治安機き構こうに対する金きん銭せんの供きよう出しゆつは──」

「俺たちの一泊の宿しゆく泊はく費で、千人の難民が、一年間、水が飲める場所で暮らせる」

「は──それは……」返答に窮きゆうする──というより、もはや会話になっていなかった。

「そんな金を国連費から出すバカがいるか。ここにいる全員、自費だ。警護費用は後でまとめてヘルムートの爺さんに回す。で、あの爺さん、それを内ない務む省しように丸投げする。つまりここの宿泊費は、あんたの上司の上司の上司が出したことになる。だからいいだろ？」

「はっ……いえ……、内務省……？」ニナ──もはや反はん論ろんのすべとて見つからず。

「俺は着替えてくる。他の連中に会ってやってくれ。あと、俺たちのゲームに付き合っていただければと思っている。どうかな？」乱らん雑ざつな態度の中にやたらまぜこぜになった行ぎよう儀ぎの良さ──俳はい優ゆう顔負けの目を奪うばう所作。

「ゲーム？」乙の目が輝く──すぱっと間に入るニナ。「どのようなものでしょうか？」

「後のお楽しみだ」もうきびすを返している──警けい備び隊員の一人に呼よびかける。「君、悪いが、あれをスイスまで返して来てくれ」

　ヘリコプター──隊員が目を白黒させる。「は……、は──？」

「おいおい、むちゃを言うな」ヴィッテルスのフォロー。

「冗じよう談だんだ。明日、スイスのレスキュー隊員が取りに来る」大声で笑いながら大おお股またで歩き去る──一いち陣じんの突とつ風ぷうがものすごい音を立てて吹ふき抜ぬけていったような人物だった。

　鳳──何かとてつもない事態に遭そう遇ぐうした気分。「あの方が、ミッターマイヤー氏……」

　微笑ほほえむヴィッテルス。「今が十八世紀末だったら、皇こう族ぞくとして宮きゆう殿でんに住むか、ハプスブルク帝てい国こく最後の皇帝として、第一次世界大戦に直面していたかもしれない人物だ」

　パーキンス。「あの方が皇帝だったら、戦争を見事に回かい避ひしていたと思いますよ」

「自分から望んで共和国を建てたか、戦火が倍ばい増ぞうしていたかのどちらかだろうな」

「すごい人っぽい」「そうっぽい」乙＋雛──鳳の断だん定てい。「まさに、すごい人です」

　ニナ──正気に戻もどる／毅き然ぜんと呟つぶやく。「相手が皇帝であろうと神であろうと、私が敬けい慕ぼすべき相手はヘルガ長官のみ──」

「……え？　なんですの、ニナさん？」

「なんでもない」咳せき払ばらい──ヴィッテルスとパーキンスに。「では、我々が警けい護ごの一員であることを承しよう知ちしていただくため、残りの方々にお会いさせていただきます」

「私たちと一いつ緒しよに参りましょう」パーキンスの丁てい寧ねいな招まねきでエレベーターへ。

　最上階に着くまで、ほとんどヴィッテルスとパーキンスだけが親しげに会話。

　北極油田と世界金きん融ゆう／ホワイトハウスの判はん断だん／ＥＵ議会の動向／アフリカ連合ＡＵにおける天然資し源げんの共有化がアジア・アフリカ圏けんの経けい済ざいに与あたえる影えい響きよう──

　どこかのデパートでお洒落しやれなお店がオープンしたと喋しやべっているような気軽な口調。

　黙もく々もくと立っている警備隊員──黙々と立っているニナ／鳳ら──それ以外すべなし。

　最上階──エレベーターホールに立つ別の警備隊員たち。

　他の宿しゆく泊はく客／国連職しよく員いんの姿すがたはなし──廊ろう下かにも警備隊員──南側の部屋へ。

　広々としたスゥイート──ソファに修しゆう道どう服ふくの老女／五十代のドレス姿の女じよ性せい。

　窓まど辺べに男──雨に煙けぶるミリオポリスを眺ちよう望ぼう。

　三人がやって来た者たちに目を向ける──老女の元気な声。「あら、このお嬢じようさんたちはもしかして、あの塔とうを壊こわした方々かしら？」

　完全に知れ渡わたっている機き密みつ情じよう報ほう──諦あきらめて受け入れるニナ。「ＭＳＳ副官ニナ・潮音・シュニービッテンおよび要よう撃げき小隊。警護任にん務むのため派は遣けんされました」

　老女が慇いん懃ぎんにうなずく──ロザリオの珠たまを繰くる。「アンネリーゼ・アーレです。あなた方が力を振ふるわねばならないような事じ態たいを迎むかえぬことを祈いのります」

　ヴィッテルスの補ほ足そく。「ご存ぞんじとは思うが、彼女は製せい薬やく企き業ぎようの巨きよ大だいグループを経けい営えいしてのち、全財ざい産さんを捨すてて神の道に入った、マザー・テレサの再さい来らいと呼ばれている女じよ傑けつだよ」

「あら、私ったら、貶けなされているの？」真ま面じ目めな顔のシスター・アーレ。

「私には誉ほめ言葉に聞こえますよ、シスター・アーレ」にこやかなパーキンス。

「マザーと比くらべられて、誉められているだなんて、とてもそんな気分にはなれないわ。あの方は、コンピューターの王様ビル・ゲイツの、軽く数倍は〝稼かせいだ〟のよ」

「……なんかシスターっぽくないこと言ってる」「ね」乙＋雛──ひそひそ。

「こ……これっ」鳳──声を低めて叱しつ咤た。

「マザー・テレサは真の信しん仰こう者しやであり、天才的な経営者よ。ボランティアに身を投じて初めて、それがわかったわ。私の私し財ざいなんて、それこそ泡あわのように消えてしまったもの」

「お金捨てたの？」「もったいなぁい」無む邪じや気き──慌あわてる鳳。「こっ、これっ……」

　くすくす笑うシスター・アーレ。「白人の経営者は稼ぐだけ稼ぐと、急に、奉ほう仕しの困こん難なんさを味わいたくなるのよ。でも多くは尻尾しつぽを巻まいて逃にげちゃうわね。私と同じグループの理事長なんて、五人を五日間だけ助けておしまい。六日目には五人が五百人になって、みんなでその人を誘拐して身代金を取ろうとしたものだから、命からがら逃げてったわ」

　和なごやかな笑い──シスター・アーレ／ヴィッテルス／パーキンス／もう一人の女性。

　ついていけず──乙がぽつんと質しつ問もん。「シスターは逃げなかったの？」

「だって楽しくて」本気度百％以上の微笑ほほえみ。「貧ひん困こん国を本気で救きゆう済さいしようとしたら、常じよう識しきなんて通用しないわ。ついやめられずに、気づけばこの歳としになってたってわけ。最近じゃすっかり脚あしが悪くなって、まともな仕事もできないっていうのに」

「誘拐とか危あぶなくないのぉ？」今度は雛が質問。

「ちゃんと聖書を読めばわかるもの。人間というものは決して甘くないってことが」

　鳳＋乙＋雛──急に共感のこもった目でシスター・アーレを見つめる／小こ柄がらな老女の微笑みが秘ひめた、強きよう靭じんさと言っていい何かを感じ取って。

「ずるいわ、シスター。私も紹しよう介かいして下さいな」もう一人の年配の女性──朗ほがらかに。

「はいはい。こちら、光るものが好きなシュタイン家の、ブリギッテ・シュタインよ」

「あら、私がやっとダイヤを好きになれたのは、シスターに出会ってからよ」無邪気な少女がそのまま五十歳になったような、いささかも翳かげりのない微び笑しよう。「ダイヤなんて普ふ通つうに身の回りにあったし、ただステータスを誇こ示じするための汚けがらわしい使われ方しかされてなくて。道ばたに落ちている石の方がよっぽど綺き麗れいに思えたわ」

「では私はさしずめ、道に落ちている石かしら」シスター・アーレ──自分で表ひよう現げんしながら、うんうんとうなずく。「いいわね。なんだか誉められた気分になるわ」

　にこにこ。「ねえ知ってる？　ダイヤって生きているのよ。すごーく注意深く顕けん微び鏡きようで見ると、あれほどの硬かたさの石の中に、小さな雫しずくのようなものが活発に動いているの」

「は……」ニナ＝返答に困こん窮きゆう──素す直なおに感心＝鳳ら。「まあ」「へえー」「そうなのぉ」

「その雫がやどった生きている部分をカッティングするの。不ふ純じゆん物ぶつが混まざっていても、生きている場所ほど綺麗に輝かがやくのよ。でも石を殺してしまうような人が身につけると、せっかくの命が閉とじてしまって、雫が動かなくなるの。これ、本当よ」

　話が突とつ飛ぴになる──だが相手は世界のダイヤの流通価か格かくを支し配はいしているに等しいグループに属ぞくし、道ばたの石が新しん鮮せんに見えるほどダイヤに囲まれて暮くらしてきた人物だった。

「ダイヤは、地球が産んだ、最もピュアな物質。そして私が知る中で、最もそのエネルギーを発はつ揮きさせたのがシスター・アーレなの。私が彼女と初めて出会ったのは、世界の教会奉仕者に対してシュタイン家から送られる、ダイヤの贈ぞう呈てい式しきのとき。シスターが身につけた瞬しゆん間かん、ダイヤって、本当に人によって光り輝くものなんだって初めて納なつ得とくしたわ」

　そこで意味深な笑えみが浮うかぶ──ヴィッテルスとパーキンスも似にたような笑みになる。

「でも、私がこの手で贈おくったダイヤモンドの指輪を、シスターはどうしたと思う？」

　三人──同時に回答。「……売ってしまわれたのでは」「売った？」「売ったのぉ？」

「惜おしい。ただ売るのではなく、石の値ねの百五十倍の金額を集めて救済に充あてたのよ」

「百五十倍……？」まさに今朝、車両の予算交こう渉しようを繰くり広げてきたニナの瞠どう目もく。

「あらやだ、マザーの真似をしたのがバレちゃうじゃない」シスター・アーレ。

「マザー・テレサの……？」鳳──有名な救済者と高こう額がくの金きん銭せんが結びつかず戸と惑まどう。

　パーキンス──解かい説せつ。「かつてマザーが、功こう績せきを称たたえられて高級車を贈られたときのことです。マザーはその車を賞品とした、宝くじの販売許可を、政府に求めたのですよ」

「宝くじ……ですの？」

「そう」とシスター。「宝くじというのは、本当に沢たく山さんのお金を集めることができるの。だからどの国も多くは政せい府ふ自身にしかそれを許ゆるしていない。マザーはそれを誰から学ぶでもなく直感的に理解したのよ。そして一台の高級車を元手に、その何十倍ものお金を集めて、親のない子こ供どもたちを育てたというわけ。どう？　とっても面おも白しろいでしょう？」

　にこにこ語るシスター・アーレ──悲ひ壮そう感なし／傲ごう慢まんさなし──まるで天国から降おりてきた天使が、ひょいひょい面白半分にお金を移い動どうさせて、富とめる者の手から、貧まずしい者の手へ移動させているような感じの老女だった。

「シュタイン家が贈ったダイヤを、宝くじの商品にしたのはシスターが初めてよ」ブリギッテ──むしろ嬉うれしげに。「そんなわけで、私が贈ったダイヤモンドは、宝くじの賞品となって、今いま頃ごろはアフリカの誰かの指で、きらきら光ってるって私は信じているの」

「賞品を獲かく得とくした方が、殺されてなければいいのだけど」

　さらりと言ってのけるシスター・アーレ──鳳らの方がぎくっとなる。

「つい人殺しの指で、きらきら光っているのを想そう像ぞうしてしまうわ。そういう人ほど、たとえ貧しくても輝くばかりのエネルギーを嫌というほど持ち合わせているのよねえ……」

　ごくあっさりとした調子──殺人者の肯こう定ていとも否ひ定ていともつかない、まさに達観の視し点てん。

　ブリギッテが立ち上がる──窓まど辺べの男の紹介を手て振ぶりで促うながす。

「ごめんなさい、つい長々と。こちらの紳しん士しが、痺しびれを切らせてしまっているわね」

「待つことには慣なれていますし、この程てい度どは待つうちには入りません」

　男──穏おだやかな声──穏やかな目──穏やかな仕草──人なつこそうな笑み。だが、その目が常つねに意い志しをもって動く、ある意味で非ひ常じように怖こわい、完かん璧ぺきなまでのポーカーフェイス。

「この中では最も庶しよ民みん派はに位置する。ＦＢＩ法務官リーガトハロルド・レイバースだ。人間を護ご衛えいする苦労は知っている。あなた方に都合の良い動き方を心がけたい」

　親しげに手を差し出す──もう既すでに全施し設せつの警備情じよう報ほうを、つぶさに見み抜ぬいていそうな目。

「お言葉に感かん謝しやしますが、お気き遣づかいは必要ありません。我われ々われも護衛がたやすい任にん務むであるとは思っておりません」ニナ──やや競争意い識しきをにじませて握あく手しゆ。

　鳳／乙／雛──全員に対してミリ単位で誤ご差さがなさそうな正せい確かくな握手。

「よろしく。事前にファイルを読んでいなければ、とても君たちを高度な戦せん闘とう能のう力りよくを有する部隊だと信じることはできなかったろう」

　親しん密みつさ／淡たん々たん／平静──どれも当てはまらない穏やかさ。どんな人間とも適てき切せつな距きよ離りで対話し、ありのままの事実だけを述のべる訓練を積んだ男の冷静さ。歴戦の戦闘部隊員でもあるはずなのに、未成年の人間が護衛についたことを、あっさり受け入れていた。

「全力で務つとめさせていただきます」鳳──勢いきおい込こんで。

「バッジないんだ」「ほんとにＦＢＩの人ぉ？」乙＋雛──いつもの調子。

「こ……これっ、二人とも。失礼ですわ」

　ハロルド──〝この程度は失礼のうちに入らない〟という感じでうなずく。「映えい画がのようにバッジをベルトにぶら下げるＦＢＩ捜そう査さ官かんはいない。威い圧あつ的と受け取る者が多いし、二百メートル先から狙そ撃げきしてくれと言っているようなものだからだ」

「アフリカの裁さい判ばんなのにアメリカ人が働いてんの？」「アメリカの警けい察さつでしょぉ？」

　二人──相手が怒おこらぬと悟さとって、ずけずけ質しつ問もん。

「二人ともっ、もう少し言葉を控えなさいっ」たまらず小しよう爆ばく発はつ。

　眉まゆ一つ動かさず。「我々の捜査技ぎ術じゆつは、特定の国や民族のためのものではない。要よう請せいがあればイスラエルでも、パレスチナでも、イラクでも働く」

　パーキンスが付け加えた。「国こく際さい法ほう廷ていに科学的根こん拠きよのある証しよう拠こを提てい出しゆつするには、ＦＢＩを頼たよるのが一番なのですよ。今回もＦＢＩの指し導どうで七十万発の弾だん丸がんが回かい収しゆうされ、最初の二十四時間で殺害された二万人が、どの順番で撃うたれたかを明らかにしています」

　さらにヴィッテルスが付け加えた。「土に埋うめられ、川に捨すてられ、路上で放置され、腐ふ敗はいしきった二万体の死者を、確実に検けん証しようできる警察組そ織しきは、世界でもごく僅わずかだ」

「二万……」ニナ──想像を絶ぜつする数字に度ど肝ぎもを抜かれる。

「ひどい状じよう態たいだからといって放っておくわけにもいかない。とりわけ彼らが、むごたらしい殺さく戮りくの犠ぎ牲せい者しやであるときには。といっても戦争犯はん罪ざい調ちよう査さ局と、彼らが雇やとった現げん地ちの労働者たちの協力で、やっと捜査が可か能のうだった。その結果、最初に撃ち殺されたのは、たまたま働きに来ていた村の妊にん婦ぷであることが判はん明めいした。反はん政せい府ふ組そ織しきを掃そう討とうする正せい義ぎの作戦などではないことは明らかだった。被ひ害がい者しやの九十九％は、反撃する手しゆ段だんすらなく殺された」

　鳳の脳のう裏りにその行こう為いが──めちゃくちゃな惨さん状じようを呈ていした現場で、死者の一体一体に触ふれ、臭においを嗅かぎ、調べ、記録する人々の姿すがたがまざまざと浮うかんだ。その中にこのハロルドがいた──ごく自然に／いるべき男として。途と方ほうもない仕事だった。累るい々るいたる死者を相手に、悲ひ痛つうと疲ひ労ろうを押おしのけ、混こん乱らんした世界に秩ちつ序じよをもたらす行為だった。

　思わず言った。「こんなことを申し上げるのは失礼かもしれませんが……。とても……素す晴ばらしいお仕事をされたのだと思います」

　小さくうなずく。「ありがとう。だがまだ終わっていない。法廷はこれから始まる」

　ふいに廊ろう下かの向こうから、ずかずかと足音が響ひびく──真まっ直すぐ近づく／部屋に入る。

「お互たがいの紹しよう介かいは終わったか？　おっと、レイバース捜査官がまだかな？」

　快かい活かつな声──作業着姿から、俳はい優ゆうのように瀟しよう洒しやなスーツに着き替がえたミッターマイヤー。

「握手は済すんでいます」ハロルドが右手を掲かかげる。

「俺がまだだ」子こ供どものように飛びつく──熱意溢あふれる握手。「ＦＢＩきっての国際派はのあんたこそ、アメリカという国はともかく、その警察思想の良心的な側面の担にない手だ。世界の終わりのようなあの惨殺現場で、よく指し揮きを執とってくれた」

「今、わかりました」とハロルド。「多くの非ひ政せい府ふ団だん体たいの支し援えんで、やっと捜査できた。あなたが各団体を派は遣けんしてくれたというわけだ」

「費用はヴィッテルスの兄さんと折半だがな」内ない緒しよ話でもするようなウィンク。

「今日はどちらからいらしたの、王様？」からかうシスター・アーレ。

「アイスランドとノルウェーの養よう殖しよく場じように決まってる。何しろ、漁りよう師しだからな」

「あら、アーサー王伝説によれば、聖せい杯はいを守る王の名も〝漁師の王フイツシヤーキング〟でしたわ、ミッターマイヤー皇帝」ブリギッテの揶や揄ゆ。

「きっと誰だれかさんみたいに魚臭くさい王だったのね」遠えん慮りよも会え釈しやくもないシスター・アーレ。

「バカ、ここは共和国だぞ。王おう権けん主義の島国イギリスの伝説がまかり通ってたまるか」むきになって手を振ふる──話題を変える。「ゲームの件けんは話したかい、ヴィッテルスの兄さん？」

　こつこつ杖つえを鳴らすヴィッテルス。「まだだ。この三人をこちらの四人に紹介していたのだから最低でも十八分かかる」

「この根っからの銀行屋め」わははと笑って手を叩たたくミッターマイヤー。

　他に誰も笑わず──意味がわからず──きょとんとしている鳳ら。

　笑いを止めるミッターマイヤー──解説。「あー、つまり銀行で手続きをして、口こう座ざを開かい設せつするまでの時間は、最低でも一分半なけりゃいけないっていう意味だ」

「それ以上早く開設してはならない」真ま面じ目めぶったヴィッテルス。「かつてナポレオンが敗北したとき、いち早くその情じよう報ほうをつかんだユダヤのロスチャイルドロートシルト家が、敗戦の報の一分半前に口座を開設して取り引きを行ったため、一国が傾かたむくほどの巨きよ利りが彼らのものになってしまった。以来、公平を期すため、口座開設には一分半の時間を置くのが慣かん習しゆうだ。もっとも今ではどんな銀行も、そんな慣習は忘わすれてしまったがね」

　本当かどうかも判はん別べつがつかず──どこら辺で笑えばいいか誰もわからず。

「銀行屋の冗じよう談だんはわかりにくい」ミッターマイヤーが結けつ論ろん──話題を戻もどす。「じゃ、俺おれから説明しよう。食事まで時間がある。我われ々われは最低あと三十時間はこの施し設せつから出られない。そこで互たがいの親しん睦ぼくを深めるために、あるゲームへの参加をお勧すすめする」

「あら、まだあのゲームで遊んでいるの、ミッターマイヤー？」

「あんたのボランティアなみに面おも白しろいからな、シスター」

　離り脱だつを試みるニナ。「では私たちは、待機に戻りますので──」

　制せい止し。「待ってくれ。この有様を見ろ、ＭＳＳ副官シュニービッテン主しゆ任にん捜査官」

　その通りにする──相手に目を戻す。「何か問題が……？」

「こんな白人だらけで何がグローバルスタンダードだ？　アラブ系けいとアフリカ系が混こん在ざいする国家の戦せん犯ぱん法ほう廷ていを、結局のところ白人だけで運うん営えいするなど愚ぐの骨こつ頂ちようだ。こんな国連なんぞ火事でなくなっちまえと思うだろう？」

「は……いえ……」言葉に詰つまる──完全に困こん惑わくしたニナを初めて見る鳳ら＝感心。

「ただ単に、綺き麗れいな女ひとに一緒にいてもらいたいだけよ、この王様は。なんならセクハラで訴えなさいな。一生分のお金が手にはいるわよ」優やさしくロザリオの珠たまを繰くりながら、天使のような微笑ほほえみで、恐おそろしいことをささやくシスター・アーレ。

「は……いえ……」ニナ──もはや他の言葉が出てこず。

「おいおい俺は今でも女房カミサン一ひと筋すじだぜ」憤ふん然ぜん。

「概がい要ようを説明して、ご都合を伺うかがいましょう」パーキンスの助け船──やんわりと。「早ければ二時間ほどで終わるゲームです。途と中ちゆう退たい席せきや通信に支し障しようはありません。最初だけ参加して、任務に戻っても大だい丈じよう夫ぶですよ。不明な点があれば私が説明します」

　ブリギッテ──乙と雛の肩かたに触ふれながら。「私たちは、もう何度も遊んでいるゲームよ。レイバース捜そう査さ官かんも、お嬢じようさんたちも、ぜひ参加してみていただきたいわ」

「喜んで」ハロルド──本当に喜んでいるのかどうかわからないポーカーフェイス。

「オレもやるーっ！」「どんなゲームなのぉ」

「ちょっと……乙さん、雛さん」鳳＝ちらりと上官を見上げる──ニナ＝意を決したように。「いいでしょう。どのようなゲームなのですか？」

　ミッターマイヤーが言った。「全員がそれぞれの役を演えんじ、発想力とユーモアの力で、複ふく雑ざつ怪かい奇きな怪かい物ぶつと戦う──テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームだ」
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　国連都市の宿しゆく泊はく施し設せつ──最上階の一室＝円えん卓たくに並ならぶ六人の証しよう人にん／四人のＭＳＳ隊員。

　全員に配られる道具──台だい座ざつきミニ国こつ旗き／国章バッジ／カード式電子パネル。

　ミッターマイヤーだけ大きめのパネル／複ふく数すうの多面体サイコロダイス／オモチャの国連バッジ／国連旗のミニチュア＝青地に金星ではなく、金色のニコニコマークがついている。

「俺がゲームマスターとして進行を司つかさどろう」ミッターマイヤー──それ以外は許ゆるさんという感じ。「俺はこれを、複ふく雑ざつ怪かい奇きな怪物の名前をとって〝リヴァイアサン〟と名付けたが、多くの人間は、シスターが考えた〝世界統とう一いつゲーム〟というタイトルで呼よびやがる」

「そっちの方が、目的がわかりやすいでしょ？」とシスター・アーレ。

「奥おく深ぶかさが伝わらなくなる」すねたように下した唇くちびるを突つき出す──色とりどりのミニ国旗を箱に入れる＝隣となりにいるヴィッテルスに渡わたす。「ここにいる全員が、それぞれの国の国家元首となって重大な政せい策さくを決定する。だが難むずかしく考える必要はない。カードにはあらかじめ四百万パターンほどの政治戦せん略りやくがインプットされている。実行可か能のうなものが自動的に電子パネルに表ひよう示じされるから、その中から好きなものを選んでゆけばいい」

「四百万パターン……？」ニナ──情じよう報ほう解かい析せきの難しさを知るＭＳＳ副官の驚きよう嘆たん。

「いったいどこの企き業ぎようが製せい作さくを？」ハロルド──しげしげと。

「もとは、とある超大国のシンクタンクが、大だい統とう領りようの演えん説ぜつ原げん稿こうを作るために製作したプログラムだ。なかなかよくできてるんでもらってきた」

　ハロルドが初めて驚おどろきを顔に出した。「まさか、我わが国の国防省ペンタゴンの戦略資し料りよう……」

「それに改良を加えさせた。あんまりにも、どこかの超大国に有利すぎるからだ」

「なんでもありなのよ、この人」呆あきれた口調のシスター・アーレ。

「何か面おも白しろいものがあると、見み境さかいなく飛びつくんだから」くすくす笑うブリギッテ。

「悪いことはしちゃいない。説明に戻もどるぞ。ゲームマスターはいわば国連だ。国家元首の目的は、第一に自国を豊ゆたかにすること。第二に世界の国々とうまくやること。最後に、世界政府準じゆん備び委員会の設立にこぎ着けること。ゲームオーバーは三つだ。核かく戦争、地球環かん境きようの破は綻たん、一国による世界征せい服ふく。世界が統一的に運うん営えいされる未来を獲かく得とくすればゴールだ」

「ゴールは何百とある」ヴィッテルス＝箱の旗をかき回す──一つを手に取る。「毎回どんな未来が生まれるか、想そう像ぞうもつかない。私が最後に参加したときは世界が軍備を放ほう棄きするところまで行った。もう少しで、この世から軍隊を持つ国家が消えたのだが」

　旗を取るシスター・アーレ。「それは滅めつ多たにない展てん開かいね」

　旗を取るブリギッテ。「ゴールにはたどり着けたの？」

　旗を取るパーキンス。「そのときは地球環境が破綻し、みんな滅ほろんでしまったのですよ」

　旗を取るハロルド。「国家のトップに翻ほん弄ろうされることはあったが、翻弄させてしまう側になるのは初めてだ。今回の仕事は、いつもと違ちがう立場を味わうことが多い」

　旗を取るニナ──やるからには真しん剣けんに、という顔で自分が引いた旗を見つめる。青地＝左上に赤と白の米マーク／ニコニコマーク＝オーストラリアの国旗のパロディ。

　旗を取る鳳アゲハ──同じく真剣な顔／ちょっと意外そうに旗を見る／赤と青と白のストライプ＝明らかにアメリカの星せい条じよう旗きのパロディ。

　旗を取る乙ツバメ──怪け訝げん／見み慣なれぬ旗／緑地に三日月とニコニコマーク。「どこの旗？」

「さあ……」鳳＝困こん惑わく──ニナの即そく答とう。「パキスタン共和国の国旗のパロディだろう」

「ふーん」どんな国かも知らない乙──珍めずらしげ。「なんかカッコイイ」

　旗を取る雛ヒビナ──見慣れぬ旗／アメリカの星条旗っぽくて三日月のマーク。「どこぉ？」

「えっと……」鳳＝困惑──ニナ＝小隊長の不勉強を咎とがめる目。「マレーシアだ」

　ミッターマイヤーが残りの旗の入った箱を受け取って脇わきに押しやる。「あくまで架か空くうの国家であり世界だ。どこかの国を批ひ判はんするためのゲームじゃないし、むきになって愛国心を語り始めるのはかんべんしてくれ。聞いちゃいられんからな。サイコロダイスはもちろん手で振ふってもらう。デジタル判はん定ていだと、実感が湧わかないからだ。じゃ、始めよう」

　ミッターマイヤーが自分のパネルをオンに──全員のカード式パネルに、〝世界と自国の状じよう況きよう〟の簡かん略りやくデータ表が出しゆつ現げん。

「スタートは二〇〇Ｘ年。必要な情報はパネルを使って読み出せる。特に世界全体が危き機き的状況というわけじゃないが、世界の七十カ所で紛ふん争そうが継けい続ぞく中。エネルギー資し源げんの枯こ渇かつ問題は目前に迫せまっている。過か去こ百年の間、各国が交かわした条約のうち、実に六割わりが現状に合わず、〝条約の賞味期き限げん切れ〟が取りざたされている。国家元首たちは、時計回りにそれぞれの基き本ほん政策を定めてもらおう。サイコロダイスを振るのはその後だ」

　イギリスっぽい旗──パネルの電子表示を指で叩たたき、政策を選せん択たくするヴィッテルス。

「税ぜい制せいの優ゆう遇ぐうで、各国から企業を誘ゆう致ち。初心に返り、お互たがいの文化の違いを越こえて、経けい済ざい的な絆きずなを強め、富とみを呼よび込こむことから始めよう」

　ドイツっぽい旗──ブリギッテ。「優すぐれた技ぎ術じゆつの開発を優先。職しよく人にんの国であるというイメージで進めるわ。そういう国が好きだもの」

　インドっぽい旗──シスター・アーレ。「何をするにしても貧ひん富ぷと階級の差が足を引っ張ぱる国ね。何より教育……読み書きと暗算ができる国民を、一人でも多く増ふやすわ」

　シンガポールっぽい旗──パーキンス。「都市国家は初めてです。まずはエネルギー資源の輸ゆ出しゆつ入にゆうにおける中継基き地ちとして選んでもらえるよう、優遇措そ置ちを設せつ定ていします」

「人と人をつなげる通つう訳やく官かんにふさわしい国だ。ではＦＢＩ捜そう査さ官の国家構こう想そうを聞こう」

　トルコっぽい旗──ハロルド。「治安の悪い国にはどんな企き業ぎようも来たがらない。違い法ほう行こう為いを取り締しまるとともに教育改かい革かくに力を注ごう。シスターの言うとおり、読み書きができる国民は一人でも多い方がいいし、将しよう来らいの治安のためにもなる」

「勤きん勉べんにして厳げん格かくな、現代のスパルタ国が出現しそうだ。──さあ、シュニービッテン主しゆ任にん捜査官。遠えん慮りよせず、こいつらをやっつけろ」

「は……」それではゲームオーバーになるのでは、とは返せず。「エネルギー資源の枯渇が目前であるなら、石油および原子力に代わる、代だい替たいエネルギーの開発を」

「対たい処しよに怠おこたりなしか。さすが情報部出身だな。しかもハリウッドを目指す若手トップモデルから僅わずか一年で国家公こう安あん員いんに転身した逸いつ材ざいだ」

　ニナ＝あんぐり──完全に自分のプロフィールが証しよう人にん全員に伝わっていることを悟さとる。

「さあ、ＭＳＳ要よう撃げき小隊長。あの塔を破は壊かいしたときの思いをゲームにぶつけてくれ」

「は……はい……」パネルを確かく認にん──どの国に比くらべても桁けた違ちがいの国力／なんでもやれる超ちよう大国／できる限かぎり他国が幸せになりそうな政せい策さくを選択。「政府による開発援えん助じよで貧困国の救きゆう済さいを。それと……国民の方々が銀行に預あずけたお金が増ふえるよう、金利を上げます」

　素人しろうと丸出しであることを覚かく悟ごしつつ堂々と告げる鳳──ミッターマイヤーが嬉うれしげに微び笑しよう。「なるほどなるほど。君は超大国というものを理り解かいしているな。では、次の空飛ぶ精せい鋭えいの国作りはどうだろう？」

　乙──金利の引き下げ、企業誘致、外交戦略、全すべて意味不明──なんかつまんないゲーム、と思ったところで、実にわかりやすい選せん択たく肢しを発見──ほとんど考えなしに宣せん言げん。

「核兵器の開発！」

　いきなり、しーんと場が静まり返った。

「ふむ……」「ほう……」「なるほど……」などと口々に呟つぶやく証人たち。

「ゲームっしょ……これ」予想外の真ま面じ目めな反はん応のうに、思わず首をすくめる。

「核かく戦争が起こったらゲームオーバーになってしまいますわ」鳳＝はらはら。

　面おも白しろそうにぱたぱた手を振るミッターマイヤー。「そうすぐに終わるようなゲームじゃない。普ふ通つうは、原子力発電所を建設するなんぞとぬかして核かく燃ねん料りようを求めるんだが実に潔いさぎよい。他の核保ほ有ゆう国の対たい応おうを楽しみにするとして、もう一人の精鋭の国作りについて聞こう」

　雛──パネルを何度も確認／見れば見るほど泣けてくる／他のみんなの国力に比べて、資源なし・教育の立ち後おくれ・貧ひん富ぷの差が明白・産業もそれほど発達しておらず・国内の違う民族が独どく立りつ運動中で喧けん嘩かばっかり──仕方ないので黙もく々もくとできることを選択。

「決めました」ぽそっと宣言。

　ゲームマスターであるミッターマイヤーが代わりに他国の元首たちへ説明。

「ふむふむ。密みつ林りん伐ばつ採さいを促そく進しん。木がなくなった場所には、将しよう来らいの代だい替たいエネルギーとなるパーム・オイル、すなわちヤシの木を生産。木を育てるための水資源の開発研究。やれることは全てやるといった感じだな」

「お水を作って、いっぱい木を植えて、切って、お金にするの」

「森なくなったら二に酸さん化か炭たん素そ、増えちゃうっしょ」乙＝呆あきれ顔。

「地球環かん境きようが破壊されたらゲームオーバーですわ」鳳＝心配顔。

「そんなの知らない」きっぱり。「お金ないんだもん」

「国家元首の第一の目的は、自国を豊ゆたかにすることだ。何も間違っちゃいない。では一巡じゆんしたところでゲームマスターからの発表だ。一巡につき一年が経けい過かしたと思ってくれ。紛ふん争そう地ち域いきは変わらず。世界的に金利は安定傾けい向こう。エネルギー資源はまだ急きゆう騰とう気配を見せていない。核兵器開発という国こく際さい間の緊きん張ちようが生じたが、一いつ触しよく即そく発はつの国家はまだない。ではここからはサイコロダイスを振ふり、成せい否ひをもとに政策を決定していってもらう」

　ヴィッテルス──多面ダイスを振る／パネルの確かく率りつ表ひよう示じに従したがって判はん定ていを申告。「まずまず成功だ。国際企業の優すぐれた技ぎ術じゆつを現げん地ち企業が学べるような制せい度どを打ち立てよう」

　ブリギッテ──肩かたをすくめる。「新技術は開発できず。引き続き、産業促進ね」

　シスター・アーレ──のんびりロザリオを繰くりながら。「一年でだいぶ識しき字じ率りつが向上するなんて、みんな必死に勉強したのね。主要都市に農業大学を設立し、各国から専せん門もん家かを招しよう致ち。それと、お隣となりの国に核兵器を造つくらないよう、お願いしてみるわ」

　パーキンス。「成功。今よりもっと貿ぼう易えきが活かつ発ぱつになるよう優ゆう遇ぐう措置を。みなさんが我わが国を活用して下さることを願いますよ」

　レイバース。「失敗だ。現代にスパルタ国を作るのは非ひ現げん実じつ的だったらしい。とはいえ引き続き治安と教育を重じゆう視し。また産業の成長をはかる。それと、核を作ろうという国がすぐそばにあるというのは気になる。開発を中止するよう呼よびかけよう」

　ニナ。「やや成功。ただし一いつ般ぱんで使える代替エネルギーは開発されず……。開発を続行。また、国土が二酸化炭素問題の影えい響きようを受けやすいことから二酸化炭素削さく減げんを提てい案あん。それと核兵器の開発をストップするよう呼びかけを」

「……別にいーじゃん」むすっとなる乙。

　鳳──いきなり他国を遥はるかに上回る大成功──何をやっても八十％以上の確率で成功する国力。「……二十八カ国で現地開発が軌き道どうに乗り、金利を上げたことで多くの国から資し本ほんが集まりました。さらに開発援助を推進。それと……核開発の中止を呼びかけます」

「オレ、ぜーったい核造るから」乙──意地になってダイスを握にぎる／投げる／えいっと転がす──二％の確率に対し、多面体ダイスが一を示しめす＝大だい歓かん声せい。「──やった‼」

　証しよう人にんたちのどよめき──驚きよう嘆たんするミッターマイヤー。「とんでもない強運に恵めぐまれた国家が出現したもんだ。五十回やって四十九回失敗するところが、一発で成功だ。ウラン濃のう縮しゆく施し設せつの稼か働どうを開始。核兵器を開発できる人材が結集してしまった。これは恐おそれ入った」

「……ゲームオーバーになったら覚かく悟ごなさい」鳳＝怒いかりに燃もえる眼がん光こう。

「なんでだよぉ……」乙＝情なさけなさそうな顔。

「おっとゲーム外交こう渉しようはなしだぜ」ミッターマイヤーのレフェリーストップ。「文もん句くがあるならゲーム内で制せい裁さいでも報ほう復ふくでも実行して構かまわんぞ。さ、なかなか見ない展てん開かいになってきた。次のヒビナ国はどうなる？」

　雛──ころんとダイスを転がす／五％以下の確率を的中＝歓声。「大成功ぉ。お金いっぱい。すごいいっぱい。密林なんか、みんななくなっちゃうかも」

「地球が……」鳳＝苦い顔。

「なんと、木材資し源げんの需じゆ要ようが倍ばい増ぞう。新エネルギー開発のタイミングもぴったりだ。空を飛ぶと強運が身につくのか？　俺おれも今度からなるべく空路を選ぼう。それはともかく、これは面おも白しろい展開だ。どんどん進めよう」

　三周目──ヴィッテルス、ブリギッテ、ともに成功。

　シスター・アーレがダイスを握ったまま思案顔に。「お隣で核かく兵器が作られてしまうなんて、パキスタンとインドそのものね。核兵器を作らない方が難むずかしくなったわ」ひょいと転がす──失敗。「……我が国でも、核兵器を作ることが決定。各国に大使団だんを派は遣けんして、これがやむをえない事じ態たいであることを説明し、理り解かいしていただくことに専念」

　パーキンスとハロルドの国が追つい随ずい──にわかに外交が活発になる／ダイスを振る順番を待つ間にも各国のパネルを通した〝対話〟が進行／状じよう況きようがめまぐるしく変化／シスター・アーレが求める〝理解〟が、瞬またたく間に世界に広がっていった。

　びっくりする鳳──核兵器という緊きん張ちようが、あっという間に緩かん和わ／外交問題に発展せず。

　ミッターマイヤーの拍はく手しゆ。「インド・ネットワークによるロビー活動そのものだな。その規き模ぼは中国の華か僑きようを上回り、世界各国の上じよう層そう部ぶと深いつながりを持っている。アメリカですらインドの核兵器を阻そ止ししなかったし、国際関係が悪化するなんてこともなかった。これで核を撃うてば大おお損ぞんするのはツバメ国だけだ」面おも白しろげに笑うミッターマイヤー。

「なんか平和になってる」乙──きょとんとパネルを見つめる。「せっかく核あんのに、使えなきゃ意味ないっしょ。はー、造つくんなきゃよかった。お金もったいない」

　ぶつぶつぼやきながら選せん択たく──四周目、五周目と進むにつれて、鳳も乙も雛も、ニナでさえ一いつ喜き一いち憂ゆうが顔に出るようになっていった。すごい──鳳の賛さん嘆たん。こんな風に世界の歴史が自分のものになるなんて。架か空くうであるのに現実にリアルタイムで経けい験けんしているような気分だった。何より、六人の証人たちの言葉に、素そ振ぶりに、感嘆していた。

　ミッターマイヤー。ヴィッテルス。ブリギッテ。シスター・アーレ。パーキンス。ハロルド。互たがいにまったく違ちがう個こ性せい──それでいて、揺ゆるぎない信念と、柔じゆう軟なんな協調という点では、誰だれもが同じ眼まな差ざし、同じ経験を経へてきたような六人だった。

　面白かった──ほんの僅かな時間で、本気で夢む中ちゆうになっていた。

　六周目──ミッターマイヤーの〝報道〟＝希望と失望が同時に到とう来らい。

「国連の世界食糧開発援えん助じよ機き構こうが拡かく大だい的に成立した。背はい景けいには石油に替わる代だい替たいエネルギーの開発がある。代替エネルギーの原料は大豆やトウモロコシやパームツリーだ。つまり、貧ひん困こん国の主食となりうる食品だ。ここでエネルギー問題が食しよく糧りよう問題に直結した。先進諸しよ国こくがこれまでのようにエネルギーを消費する豊かな生活を保たもつためには、貧困国の食糧を奪うばえるだけ奪い尽つくさねばならなくなった。さて、どうする？」

　ヴィッテルス。「シスター・アーレ国の食糧生産が鍵かぎだ。我が国で開発された食糧増ぞう産さん技ぎ術じゆつをもって彼女の国と提てい携けいを結ぼう。関かん税ぜいでも優ゆう遇ぐうする」

　ブリギッテ。「同じく、遺い伝でん子し改良の穀こく物もつを開発。通つう常じようの三倍の増産が見込めるように」

「さて、シスター・アーレ国の元首はどうする？」

「断だん固ことして拒否しなきゃ」やれやれという顔でダイスを握る──転がす。「食糧問題は、水の問題と直結してるのよ。遺伝子改良の穀物はどれも例外なく、それまでの数倍の水資源が必要。そして貧困国のほとんどは穀物生産に使う水の不足に悩なやんでいる。欧米諸国のやり方を下手に真ま似ねれば、大だい打だ撃げきを受けるだけね」

「成功だ。シスター・アーレ国の食糧生産は、自国の意にかなったものとして継けい続ぞく。その後に来ていたはずの、食糧特とつ許きよ問題も回かい避ひされた」

　鳳──思わず質しつ問もん。「食糧特許問題……？」

　シスター・アーレの微笑ほほえみ。「遺伝子改良の背はい後ごには、その昔、私が働いていたような製せい薬やく会社がいるのよ。彼らの目的は特許料による利り益えき収しゆう入にゆう。種を一粒つぶ蒔まいただけで、莫ばく大だいな特許料を支し払はらわねばならなくなる……そんなものはとても、食糧援助とはいいがたいわ。やり方をややこしくしただけの、ただの略りやく奪だつ」

「略奪……」意想外の言葉に絶ぜつ句くする鳳──ニナも目を丸くしている。

「食べ物って面めん倒どうくさいんだな」乙＝ぼそぼそ。

「よくわかんないけど、怖こわぁい」雛＝ひそひそ。

　ミッターマイヤーが言った。「シスター・アーレ国はさておき、インド農業はその最大の犠ぎ牲せい者しやだ。インド農業は破は綻たんに追い込まれたばかりか、自分たちの特産品が欧米企き業ぎようによって特許化された。多くの伝でん統とう的な作物を〝作って売る権けん利り〟が奪われ、その略奪から回かい復ふくするのに長い年月が必要だった。さて、そんな危き機き的状況を回避するための、この上なく優しい超ちよう大国であるアゲハ国の開発援助があったな。その成果はどうなったかな？」

　ダイスを握る──転がす＝ありあまる国力によって当然のごとく成功。

　微笑んで報ほう告こく。「さらに増ふえて四十一の国で開発援助を推すい進しん」

「経けい済ざいもまずまずだ。金利が高水すい準じゆんで保たれているのでバブルが発生することも抑おさえられている。そしてその結果、援助された四十一の国のうち、十六カ国が破綻した」

　いきなり頭から冷水を浴びたようなショック──呆ぼう然ぜんとなった。「……え？」

「開発援助と高金利。これは経済力の低い国の命を切断する、ハサミの両刃だ。国際協定を無視するほどの高金利ゆえにアゲハ国にだけ世界中から資本が集まり続ける一方、開発援助という名の、国こく際さい的なヤミ金きん融ゆうも大成功。貧びん乏ぼう人にんに金を与あたえ、何割かが事実上、貸かしつけられる。高い金利で回収され、結果的に相手が破産しようがお構かまいなしだ」

「そ、そんな……。あたくし……てっきり、良いことだと……」

　ミッターマイヤーの拍はく手しゆ──まるで判はん事じが打ち鳴らすハンマー。「君の国が豊ゆたかになればなるほど周囲は憎ぞう悪おに満ちてゆく。だが心配ない。君の国は、ざっと見たところ世界最強の軍事力を備そなえている。誰も文句は言えない。この国連だって逆さからえるかどうかわからない。なんともシーザーなみの世界征服の道を、たゆまなく歩んでいるぞ、アゲハ国は」

「世界征せい服ふくしたらゲームオーバーっしょぉ？」乙＝じろり。

「ゲームオーバーになっちゃうよぉ？」雛＝じろり。

「も……も、申し訳わけありません……」鳳＝握にぎり拳こぶし──ショックに打ちのめされる。

　一いつ切さいそんなつもりはなかった──一国の経済発はつ展てんが、他国に破は壊かい的な余よ波はをもたらすとは思わなかった。だが今さら自国の経済をストップさせるわけにもいかず、援助を打ち切るわけにもいかない。みんな自分の国と同じように豊かになってくれればいいのにと思うが、シスター・アーレ国が直面したように、まさにそれが破は滅めつとなる場合すらあった。

「なんか核かく兵器作ったら、みんな優やさしくなってんの」乙──退たい屈くつそうに。

「いつその態たい度どが変わるかわからんがな。さて、ツバメ国はどうする？」

「シスターと同じ。いっぱい学校作って、みんなで勉強する」真ま面じ目めな顔で選択。

「さてアゲハ国の大発展の陰かげで、ヒビナ国が重大な危き機きに直面しているようだ」

「へ……？」パネルを見る雛──目がまん丸に見開かれる。

「密みつ林りんの急きゆう激げきな減げん少しようで木材資し源げんが枯こ渇かつ寸すん前ぜんだ。代だい替たいエネルギーのためのパームツリーは、環かん境きよう破壊の尖せん兵ぺいだ。しかも紙資源の代替品が、ブリギッテ国によって商品化された。これで紙を造つくるのに木は必要ない。森林資源の減少に、一挙に歯止めをかける大発明だ」

　竹やぶなみに繁はん殖しよくするパームツリーによって古来からの動植物が絶ぜつ滅めつ──木材が消え、文化面で世界中から非ひ難なんを受ける。輸ゆ出しゆつが激減──新エネルギー開発の伸のび悩なやみ──パームオイルの需じゆ要ようも低減──悲しくなるほどの貧ひん困こん国と化すヒビナ国。「なんでぇ……」

「パームツリーのせいで森林開発が破綻。アゲハ国との協定違い反はんで多た額がくの賠ばい償しよう金きんを支し払はらわねばならんぞ。しかも開発援えん助じよの負の遺い産さんたる借金がたっぷり残っているというのにな」

「なんで、ひどいことすんのぉ……？」怒いかりの涙なみだ目め。

「ご……ごめんなさい……雛さん」平身低頭。

「うぇ……お金欲ほしいの。お金ないとダメなの」雛──ダイスを握る──転がす。

「なんてこった、大失敗だぞ。経済危機が政せい情じよう不安を呼よび、内ない乱らんと宗しゆう教きよう戦争に発展。軍事クーデターが勃ぼつ発ぱつ。国家元首は、シュニービッテン国に亡ぼう命めい──しばらくお休みだ」

　からん、と雛の手からパネルが落ちた。「……悪くないのに。ボク、悪くないのに」

「すぐに国に戻もどれる。泣くことはない」ニナ──根こん拠きよのない慰なぐさめ。

「雛の国、弱っちーの」「うぇ……」「これっ、乙さんっ」

「他のプレーヤーが運うん営えいする国家も、アゲハ国の影えい響きようを少なからず受けるだろう。さて、そんなわけで、世界の各国はどうする？」

　ヴィッテルス。「どこかが富とみ栄えていてくれることは、あながち悪いことではない。恐おそろしいのは、世界が同時に不ふ況きように陥おちいることだ。そんな出口のない迷めい路ろに陥らぬためにも、アゲハ国との経済的な絆きずなを強め、利り益えきのパイプを確かく保ほするとしよう」

　ブリギッテ。「アゲハ国が、いっぱい商品を輸入して、大量消費して下さるなら、我わがブリギッテ国としては嬉うれしい限かぎりよ。輸出を促そく進しん。どんどん技ぎ術じゆつ開発を行えるわね」

　シスター・アーレとパーキンスの協調路線──問題が飛び火しないための外交努力。

　ハロルド──こつこつ国力を高める／良好な治安／柔じゆう軟なんな受け入れ体たい制せい／民族と宗教の対立による争いも低くなり、いつしかヴィッテルス国と最も国民の往おう来らいが多い国に。「ようやく教育でも成果が出始めた。では富み栄えているアゲハ国への留りゆう学がく生せい制度を、年ねん齢れいを問わず促進。アゲハ国で大いに学び、レイバース国でその成果を発はつ揮きしてもらおう」

「アゲハ国の対たい応おうは？」

「喜んで受け入れます……」鳳──肩かたをすぼめて受じゆ容よう。

「さて、一方で代替エネルギーの開発はなかなか進まないな。エネルギー資源の枯渇が目前だというのに、恐ろしいことだ。シュニービッテン国の成果はどうかな？」

　ニナ。「大失敗……代替エネルギーは開発できず、貿ぼう易えき協定でも撤てつ退たい。エネルギー不足により、南極のエネルギー資源の獲かく得とく競争に参加……」

「おっと、ついてないな。南極から最も近いシュニービッテン国が資源を独どく占せんすることを恐れた周辺各国が、排はい他た的な条じよう約やくを締てい結けつ。一滴てきの石油も売らない構かまえだ。このままでは君の国は、車一つ走らない原始時代に逆ぎやく戻もどりする。さて、どうする？」

「選せん択たく肢しが……ほとんどない」ニナ──パネルを見て息が詰つまったようになる。「排他的条約を破は棄きするよう交こう渉しよう。パーキンス国に貿易協定の再さい度どの申し込こみを」

「ずいぶん低い成功確かく率りつですね……」困こまった顔のパーキンス。「すいません……シュニービッテン国と他国の、漁業問題や領りよう海かい侵しん犯ぱん問題の影響で、お断ことわりせざるをえません」

「う……」

「大失敗だ。さて、どうする？」

「せ……宣戦を布告。武ぶ力りよくで、南極のエネルギー資源を獲得……南極を自国の領土として主張……他の国の採さい掘くつを禁きん止しします」

「ニナさん⁉」鳳──実じつ際さいにニナが戦争を始めたかのように仰ぎよう天てん。

「ほ……他に方法がない」困り果てた顔。

　手を叩たたくミッターマイヤー──ぱーん、ぱーん、とまるで断だん罪ざいするような音。

「さあ、〝南極戦争〟の勃発だ。このゲームではしばしば発生する。あるいは十年後の現実世界でも。しかも同時に、同じ現げん象しようが北極でも発生。ヒビナ国による密林伐ばつ採さいで、二に酸さん化か炭たん素そが一挙に増ぞう加か。南極に負けず劣おとらず、北極でも気温が上がり続け、次々に氷が解とけている。各国の沿えん岸がん部が海面上じよう昇しようで水すい没ぼつする一方、長らく〝氷点下のドレス〟に身を包んでいた美女が──氷の下にあって手が出せなかった〝地下資源〟が、採掘可か能のうになった。そんなわけで、北極に近いヴィッテルス国と、アゲハ国の間に、突とつ如じよとして、巨きよ大だいな石油資源が出現した。さあ、どうする？」

　ヴィッテルス──ダイスを転がす／重いため息。「やれやれ……我が国民が、石油というこの上なく厄やつ介かいな幸運を心から望んでいる。平和を重じゆう視しして相手国に遠えん慮りよしようものなら、国民の猛もう反対で失しつ脚きやくしかねない。アゲハ国から来た企き業ぎように課か税ぜいを施ほどこし、優ゆう遇ぐうを撤てつ廃ぱい。我が国の石油資源に手を出したことへの報復を行う」

「さて、どうする？」面おも白しろがるミッターマイヤー。

「あの……石油資源を開発しつつ、和わ解かいを最優先に……」

　ダイスを握にぎる──転がす──これまで成功し続けてきたアゲハ国が、大失敗した。

　うまく協調していたはずなのに──石油が発見されたというだけで、戦火への急転直下についていけなかった。「ぐ……軍を派は遣けんします。油田を安全にしなければ……」

「北極とアゲハ国で、同時にテロが発生。アゲハ国への憎ぞう悪おが渦うず巻まいている。周辺各国がゲリラ軍を編へん制せい。戦火が拡かく大だいした」

「軍を増ぞう援えん……」

「この時点で、アゲハ国から来た三十八万人の兵士が北極およびその周辺諸しよ国こくに駐ちゆう屯とん。とてつもない人数だ。そして軍事基き地ち建けん設せつによって、多た額がくの予算が消えてゆく。せっかくの黒字が、一気に赤字に転落。しかも消費のほとんどを輸ゆ入にゆうに頼たよっているせいで貿易でも赤字だ。いわゆる〝双ふた子ごの赤字〟が発生した。だが心配ない。国こく債さいを発行すれば各国が買ってくれるし、バカ高い金利のお陰かげで世界中から金が流れ込んでくるから、このまま闇やみ雲くもに派兵を続けても、ちっとも構わない。さて、どうする？」

「……国連に平和維い持じ軍ぐんの派兵を要よう請せい」ダイスを握る──恐おそろしい思いで転がす。「同どう盟めい国に、後方支し援えん協力を……要請します」

「大成功。まさに超ちよう大国による戦争だな。兵士の数は三割わり増加。ゲリラの数も倍増。北極の氷が解けたことでさらに泥どろ沼ぬまの戦火になった。今世紀最後にして最大の石油獲得戦争たる〝北極戦争〟が勃ぼつ発ぱつ。これで、北極と南極が同時に戦争状じよう態たいにある〝双極戦争ツイン・ポール・ウオー〟に突とつ入にゆうだ。このままでは地球は、９１１のツインタワーのように縦たてに崩ほう壊かいしちまうぜ」

「そんな……」鳳──自分が燃もえ盛さからせてしまった戦火に呆ぼう然ぜん。

　同じくニナも戦火の端たん緒しよを切った南極の有様に愕がく然ぜん──だがまるで動じぬ証しよう人にんたち。

　気づけば十五周目に突入──泥沼の戦火を抱かかえながらも、着々と解決への道のりを進むヴィッテルス、ブリギッテ、シスター・アーレ。

　そしてパーキンスが、その信念を披ひ露ろう。「誤ご解かいが原げん因いんで戦争が起こるなら、その誤解そのものを消してしまいましょう。真の仲ちゆう介かい者しやになるために我わが国は軍事力を放棄します」

　鳳とニナ──揃そろって啞あ然ぜん＝自分たちが戦争の火を燃え上がらせている真っ最中に、兵力そのものを否ひ定ていする国家の出現に、度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

　にやりとなるミッターマイヤー。「兵士のストライキが発生。国が崩壊しかねんぞ」

「隣りん国ごくとの運うん河がの共同開発で彼らを大量雇こ用ようします」ダイスを振ふる──笑えみ。「成功。我が国の新たな資し源げんとして運河が活用され、貿易拠きよ点てんとしての名声を高めるでしょう。一部の中南米諸しよ国こくにおける軍事放ほう棄きに倣ならう一方、日本やオーストリアのような平和憲けん法ぽうを制せい定てい。ブリギッテ国と船せん舶ぱくの開発を進め、貿易港の開発に取り組みます」

　混こん乱らんする世界を尻しり目めに、ユートピアでも作りそうなパーキンス──しかも物資流通の要となることから、あらゆる国家との国交が最大の武器に。

「戦争が必要なときは他国の軍を借りる──かつてのヴェネチアと同じ、一大貿易都市国家の誕たん生じようだ。さて、現代のスパルタたるハロルド国はどうかな？」

「私も、やっと理想的な体制になってくれたようだ。同じ宗しゆう教きよう圏けんにあるヒビナ国とうまくやっていくために、国家元首の帰き還かんを助けるとしよう」

「うぇ……？」パネルの選せん択たく肢しが復ふつ活かつ──自国に帰還した雛＝感かん涙るい。「ありがとぉ」

　ほっとなる鳳──一いつ緒しよに感かん謝しやを表明。「ありがとうございます、レイバース捜そう査さ官かん」

「この程てい度どは礼を言われる内に入らない」ハロルド──小さく会え釈しやくしつつ。

　二十周目──戦火がいかに激はげしさを増まそうとも冷静一いつ徹てつに事態の打開を試みるヴィッテルス／自国の産業を通しての国こく際さい貢こう献けんを進めるブリギッテ／どこの国よりも急激に国家としての存そん在ざい感を強めていくシスター・アーレ──そしてミッターマイヤーの声。

「ここで超ちよう弩ど級きゆうの事態だ。このゲームにおいて、これまでいがみ合い続けていた東側の経けい済ざい圏が、南極の覇は者しやたるシュニービッテン国を中心に統とう一いつされようとしているぞ」

　ヴィッテルス──考え込んで。「東半球の経済圏にとっては偉い大だいな統一だ。しかし世界が統一的に運うん営えいされねばならないという第三の目的からすると、大いに支し障しようをきたすな」

　ブリギッテ。「一つの地域の熱ねつ情じようが、世界統一の熱情と離り反はんする、典型ね」

　シスター・アーレ。「かつてベルリンの鉄のカーテン崩ほう壊かいのときのようね。東西ドイツの統一の気運が、ＥＵの前身たるＥＣ統一の気運と対立し、利害が錯さく綜そうしたわ」

「う……」ニナ──苦しげ。「……パーキンス国に、経済圏の統一の呼よびかけを」

　かぶりを振るパーキンス。「またもや、お断ことわりするしかありませんね」

　またもやショックを受ける鳳──良いことが悪いことになる。鏡の迷めい路ろに迷い込んだ気分だった。正しさが二転三転して暴ぼう力りよくになり、解決になり、繁はん栄えいになり、そして破滅になる──こんなものを誰だれがコントロールできるのかと、薄うすら寒い気持ちにさえなった。

「いよいよ退たい治じすべき複ふく雑ざつ怪かい奇きな化け物が生まれようとしているぞ。ヒビナ国の元首が、ハロルド国およびアゲハ国の後ろ盾だてで、国こく政せいに復帰。さて、どうする？」

　雛──パネルを注ちゆう視し／呆然／内乱と鎮ちん圧あつのサンドイッチ──国民をぎゅうぎゅうに押おさえつけることでしか国が保たもてず。貧まずしさの反動から自分たちは優すぐれた民族なのだと右う傾けい化かに突入──自国が優れていると証明するすべを求めて、たった一つの選択肢にすがりつく。

「核兵器を開発します」

　大きくうなずくミッターマイヤー。「さて、成功かどうかは、次の周回で決まる」

　ヴィッテルス。「ブリギッテ国とともにウラン資源の封ふう鎖さをはかろう」

　ブリギッテ。「ヴィッテルス国に賛さん成せい」

「開発阻そ止しね」シスター・アーレ──パーキンス。「開発阻止です」

　ハロルド。「この状じよう況きようでは賛成しかねるな……核かく兵器の開発反対を表明」

「反対だ」「あたくしも反対です……」「別に造りたきゃ造ってもいーんじゃん？」

　雛──ダイスを握にぎる／黙もく々もくと転がす──失敗＝涙なみだ目め。「乙ちゃんは造れたのにぃ……」

「核兵器開発に失敗。国外との軋あつ轢れきは解かい消しようされず。国内の政情不安が激げき化か。民族の違ちがいによる紛ふん争そうが勃ぼつ発ぱつ……国内で虐ぎやく殺さつが起こっている。さて、どうする？」

　止めようのない分ぶん裂れつ／対立／憎ぞう悪お／敵てき意い──徹底的に取り締しまりを敢かん行こう──失敗。

　結果、むしろ反政せい府ふ組そ織しきや国際指名手配犯はんが、大挙してヒビナ国に到とう来らい──潜せん伏ぷく。

　ヒビナ人＝テロリストという構こう図ずが出来上がり、アゲハ国で差別が進行──ヒビナ国からの移い民みんを規き制せいし、〝ヒビナ人は出て行け〟と人種差別団だん体たいが叫さけびを上げ始める。

「うぇ……」雛──もはや解決するすべとてなく絶ぜつ望ぼうの顔。

「一つ質しつ問もんがある」ハロルド──ダイスを握ったまま、ミッターマイヤーにじっと視線を定めて。「これは、先進国が、貧困国を笑いものにするゲームかね？」

「いいや。それはプレーヤーによるな。また、プレーヤーである限かぎり、笑う者こそ、笑われるってもんだ。同じ宗教圏である、ハロルド国の、ヒビナ国の救きゆう済さい方法は？」

「空くう爆ばくを実施する」穏おだやかに──あるいは銃じゆう口こうよりも厳げん然ぜんと。「ヒビナ国の紛争に介かい入にゆう。異ことなる民族同士の暴虐をただちに止めると同時に、国連へ平和維い持じ軍ぐんの出動を訴うつたえる」

「空爆は成功、だが諸外国がハロルド国を批ひ判はん──他国に対する国政干かん渉しようであるとして、ハロルド国の国家元首を国際法ほう廷ていで提てい訴そすることが議ぎ論ろんされている。さあ、どうする？」

「人道的介入であることを主しゆ張ちようする。たとえその国の同意がなくとも、多数の人民の苦く痛つうを止めるためであれば、他国であろうとも〝人民を保ほ護ごする責せき任にん〟がある」

「国連安保理決議１２４４の信しん奉ぽう者しやというわけだな」ヴィッテルスが口を挟はさむ。

「１２４４……というのは？」鳳が思わず質問。

　ミッターマイヤー。「旧きゆうユーゴでの虐殺を止めるため安保理の決議なしで空爆が実行されたのさ。そして決議１２４４において、その行こう為いではなく〝結果〟が承しよう認にんされた。そしてコソボ独どく立りつ委員会は、今なお正解の出ていない、ある結論を発表した。あの空爆は決して国際法上〝合法ではなかった〟──だがしかし、〝正当であった〟と」

「誰かが止めねばならなかったということだ。その審しん判ぱんは進んで受けよう」ダイスを持つ──握る。「私が、法廷で戦せん犯ぱんとみなされた場合、ゲームオーバーかね？」

「いや。君だけが国家元首の任にんを解とかれ、ゲームから外れてもらう」

「それを聞いて安心した」ダイスがテーブルで跳はねる──転がる──堂々とその様子を眺ながめるハロルド＝自分の行動にかけらも疑ぎ念ねんを持たず、ただ運命の判定に委ゆだねる。

「成功だ」ミッターマイヤーの声。「その決断と行為は、まさしく、合法ではないが、正当であると認みとめられた。引き続き国家元首として、世界の秩ちつ序じよに貢こう献けんしてもらいたい」

　思わずほっとなる鳳──一いつ瞬しゆん、ハロルドの姿すがたが自分自身のように感じられていた。

　雛──ボロボロの焼け野原と化した国土を、涙目で復ふつ興こう。「ボク悪くないのに……」

　二十五周目──ミッターマイヤーの新たな宣せん告こく。

「さあ今世紀最大の〝複ふく合ごう現げん象しよう〟が発生、すなわち〝水危き機き〟だ。環かん境きよう破は壊かいの最終的な姿であり、誰もが予よ測そくしながら、その対たい処しよ法ほうさえ用意されてこなかった。二に酸さん化か炭たん素その夏によって全世界の飲料水が激げき減げん。貧ひん困こん層そうと富ふ裕ゆう層の食糧バランスの偏かたよりに従したがい、飲料水バランスが急激に偏へん向こう。いよいよ、金がなければ一滴の水も飲めない時代がやってきたぞ」

　鳳──パネルを見て呆ぼう然ぜん。「そんな……水が石油より高こう価かに……？」

　乙──ぽかん。「なにこれ、オレの国、ほとんど水ないじゃん」

　雛──にわかに笑え顔がお。「すごいの、お金いっぱい。とってもいっぱい。……なんで？」

「ゲーム開始当初から、水開発を続けていたのはヒビナ国だけだ。二酸化炭素の夏も、主にヒビナ国によって促そく進しんされた。ある意味で、実に先見の明がある国だな」

「お水をいっぱい作って売る国になるの。すっごい、いっぱい売るの」

　聞いちゃいない雛──自分の番になるや、いそいそ政せい策さくを選せん択たく──最も国が豊ゆたかになるらしい、聞いたこともない法ほう律りつを棒ぼう読よみ。

「水管理法を制定」

　途と端たんに、証人たちの顔がみな一いつ斉せいに引き締しまった。

「真っ先に最大の水輸ゆ出しゆつ国が制定か……同調せざるを得ない」ヴィッテルス。

「残念だけど、我わが国も」ブリギッテ──シスター・アーレ。「恐おそろしいことね……」

「避さけられません……水管理法を制定します」パーキンス。

「私は反対する」ハロルド──ダイスを投げる。「失敗だ……水管理法が制定されてしまった。決して定めてはいけない法律だと、パレスチナ人に教えてもらったことがある。そのときは冗じよう談だん半分だったが、こんなかたちで実感させられるとは」

　ニナ──相変わらず苦しげ。「選択肢しがほとんどない……水管理法を制定」

　にわかに〝水管理法〟が国際的な主流と化す──証人たちの厳きびしい顔つきに驚おどろく鳳＝思わずミッターマイヤーを振り返った。「……水を管理することは、悪いことなのですか？」

「さて？　制定してみればわかる。それとも反対するかね？」

　パネルを見る──反対すれば一挙に国際社会から孤こ立りつすることは明らかだった。

「……制定します」「めんどいから制定ーっ」「いっぱいお水を売るのいっぱい売るの」

　特に何も起こらず──南極と北極の戦争の鎮ちん静せいが主しゆ眼がんに。

　だがにわかに異い変へん──かつてないほどの経けい済ざい格かく差さ／全世界であらゆる対立が発生。

　ミッターマイヤー──もはや審判者の声こわ音ね。「水は金なりだ。水たまりが刑けい罰ばつの対象になる。たまたま庭に置きっぱなしにしたバケツに雨水が溜たまっただけで逮たい捕ほされる。それが水管理法だ。誰も政府の許きよ可かなくして水を集め、溜め込こみ、精せい製せいしてはならない。それほど真水というものの存そん在ざいが、政治も経済も左右するしろものに変へん貌ぼうしたわけだ」

　ブリギッテ──悲しげに。「工場には真水が必要なのよ……。地下水をくみ上げて工業地帯に売ばい却きやく。経済を守るためにはそれしかない……」

　シスター・アーレ──静かな眼まな差ざし。「農地がみるみる消えていくわ……」

　どの国も水を求めていた──飲むためではなく、工業と農業の維い持じのために。

　そしてその代わり、貧ひん困こん層そうは水が飲めずに死んでいった。

　さらにミッターマイヤーの宣告。「ブリギッテ国により、ついに新型車が完成された。いわゆるエコロジー車両の切り札で、二酸化炭素を増ぞう加かさせないための、ありとあらゆる手しゆ段だんが尽つくされている。こいつの燃料は、これまた新型の遺い伝でん子し改良穀こく物もつから精製される。そしてこの穀物を十分に育てるには、通常の十六倍の水が必要だ」

　仰ぎよう天てんするほどの高こう騰とう──水の値ね段だんが僅わずか数年で一挙に跳はね上がった。同時に食しよく糧りよう危機が加速した。貧困層はかろうじて水管理法を免まぬがれた地ち域いきで、泥どろ水みずをすすっている。綺き麗れいにした水を勝手に飲んではいけないから、あえて汚よごれた水を飲み、疫えき病びようが大流行する。

　一つの法ほう律りつが国こく際さい法ほうにまでなり、世界を地じ獄ごくに突つき落としていた。

「なんか、ボクの国、人が少ないの。なんか変なの」

　雛──パネルを凝ぎよう視し／意味がわからず混こん乱らん／水生産によって富裕層は猛もう烈れつに豊ゆたかになる一方で、一日に八千人が死んでいくという異常事じ態たいが発生──国民総そう生せい産さんが／ＧＮＰがおかしなことに。貧困層がばたばた死んで人口が激減しているのに世界でも上位に──ごく一部の人間のみがとてつもない富とみを集めている証しよう拠こだった。

「ボクの国が壊こわれちゃう……。さっきの法律やめるの。なかったことにするの」

　えいっとダイスを投げる──失敗＝水管理法は撤てつ廃ぱいされず。

　ぽかんとなる雛──途と方ほうもない事態に愕がく然ぜんとなる鳳。

　どんな援えん助じよも無に帰すほどの貧富の差──その原げん因いんである水管理法を撤廃するどころか、徹底的に厳げん守しゆしなければ、あっという間に世界経済が破は滅めつする状じよう態たいだった。

　ヴィッテルス。「〝水取り引き管理法〟を制せい定てい……水の売買自体を政府の厳重な監かん視し下かに置く。許可が下りない住宅には、一いつ切さい、水を供きよう給きゆうしない」

　地獄がさらに地獄になった──歯止めをかけるすべとてなかった。

　ミッターマイヤーが言った「最後の石油資し源げんを巡めぐって、〝双極戦争ツイン・ポール・ウオー〟はさらに泥どろ沼ぬま化している。主に北はアゲハ国、南はシュニービッテン国に占せん領りようされている。ここは水管理法が未制定の地ち域いきでもあるな。たらふく水が飲みたければ、北か南に行って銃じゆうを持て、という合い言葉が聞こえてきそうだ」

「オレの国が干ひからびちゃう」乙の悲鳴──水の輸ゆ入にゆうがほとんどできず／地下資源である地下水を隣りん国ごくに吸すい上げられる／二に酸さん化か炭たん素その夏によって降こう雨う量りようは激げき減げん。「誰も水をわけてくんない……。いいよ、自分で掘ほるから」

　ダイスを振ふる──失敗＝国際的な〝水取り引き管理法〟によって違い法ほうと断だん定てい。

　周辺諸しよ国こくが賠ばい償しようを要求──乙の憤ふん激げき。「払はらえるわけないじゃん。無理っしょぉ？」

　ミッターマイヤー──怖こわい笑えみ。「とうとう来たぞ。水戦争の勃発だ。しかもよりにもよってツバメ国で。どうする？　ゲームの開始当初に造ったものを使うか？」

　核かく兵器──その選せん択たく肢しを見つめる／パネルを凝視する／六人の証しよう人にんたちが自分を見ているのがわかる／別に知ったことじゃないのに／たかがゲームなのに／それなのに、自分の人間性せいの全すべてを見み抜ぬかれるようなプレッシャーがあった。

「う……」呻うめいた──国民は撃うてと言っている。核を撃て。やつらの水を、核の放ほう射しや能のうで汚よごしてやれ。俺おれたちから水を奪うばったやつらとともに滅ほろんでやれ。

「う……撃たない。絶ぜつ対たい、撃たない」ダイスをつかむ──投げる──恐おそろしい失敗をしたのではないかという、仕事でさえ味わったことのない思いを抱いだきながら見守った。

　ミッターマイヤーの賞しよう賛さんの笑み。「成功──実に強運だ。普ふ通つうなら軍事クーデターで国家が転てん覆ぷくされるところだが、未然に阻そ止しされた。しかし周辺諸国との紛ふん争そうは続行中だ」

　ヴィッテルス。「水は食糧と違ちがって、生産することを怠おこたり続けてきたものだ。なんとか国家としての機き能のうを維持し、経けい済ざいを維持し、国民の命を維持し続けるしかない」

　証人たちの協調的な努力にもかかわらず、それぞれの国のバランスの悪さから、いたるところで分ぶん裂れつと対立が発生した。もはや世界全体が内乱状態だった。第三次世界大戦といった、わかりやすい構こう造ぞうはどこにもなかった。ただひたすら泥沼だった。

　国こつ境きよう調停──不能。国際調停──不能。第三国による仲ちゆう介かい──不能。

　ただめちゃくちゃな混こん乱らんが続き、ただ人が死に続け、ただただ希望が失うせてゆく。

「ゲ……ゲームオーバーではないのですか？」鳳──たまりかねて。

　架か空くうの出来事だと片かた付づけるには切実すぎた。これは本当に起こりうることなのだという恐ろしい実感が、どんどん迫せまってくる。どんな風に起きてしまうか。いったん起きたらどんな悲ひ劇げきになるか──見たくもなかった。他ならぬ自分が関与していることが辛つらすぎた。

「なぜ？」とミッターマイヤー。「核戦争も起こっていない。地球環かん境きようは新エネルギーで持ち直した。しかも君の国すら世界征せい服ふくする余よ力りよくはない。ある意味で、世界は平和だ」

　我われ知しらず激はげしくかぶりを振った。「こんなものが平和だなんて……それこそ悪あく夢むです」

　ミッターマイヤーの笑み。「なら夢ゆめを見るな。そうすれば悪夢にも支し配はいされない」

「夢を……？」意表を突かれる──乙＋雛もきょとんとなる。

　うなずくヴィッテルス。「この状じよう況きようは確たしかにある種の平和であり、我々が行ったゲームの帰結なのだ。そしてまた、現げん実じつの世界で行われていることでもある」

　ブリギッテ──鳳を励はげますように。「安あん易いな期待が許ゆるされないなら、力の限かぎり、期待が実現されることに心を傾かたむけましょう」

　シスター・アーレ。「確かに誰もが平和という言葉には、一いつ片ぺんの夢を見るわ。そしてその夢はたやすく打ち砕くだかれ、目の前の無む惨ざんさに恐おそれおののくのよ。複ふく雑ざつさという名の怪かい物ぶつの額ひたいには、常つねに『平和ＰＥＡＣＥ』の文字が記されているのね……きっと」

　パーキンス。「〝夢〟という言葉を、〝願い〟と訳やくせば、通訳官失しつ格かくになります。夢は所しよ詮せん、ただの夢……何かを本当に願うこととは、画然とした違いがあります」

　ハロルド。「夢を見るなネバー・ドリーム……矛む盾じゆんするようだが、願いを叶かなえるには必要だ。安易に夢を見れば、どんな努力も無む駄だという思いに──徒労感という名の悪夢に襲おそわれる」

　驚おどろき──そして痺しびれるような賛さん嘆たんの念に、鳳は今度こそ本当に、これがゲームであることを完全に忘わすれた。六人の静かな態度に──穏おだやかさに秘ひめられた本物の強さに。

　ニナも乙も雛も顔つきが変わっていた──まるで十人全員が、黙もく々もくとどこかへ歩み行こうとするようだった。苦く難なんと不和に耐たえ──必ずあるはずの、希望に満ちたどこかへ。

「どうやら互いの歴史が未来を否定し始めたな」ヴィッテルス──ささやくような声。

「そうはさせたくないわ……たとえゲームであっても」ブリギッテ。

「これまで歩んできた歴史に価か値ちを見み出いだすあまり、未来への展てん望ぼうを妨さまたげてしまう……どんな国にも訪おとずれる、真の悪夢ね」シスター・アーレ。

「幾いくつもの歴史が集まり、互たがいの〝違い〟を〝間違い〟とみなしたとき、抑よく圧あつと争いが始まるのを何度も見てきました」パーキンス。

「文化の違いが豊ゆたかさとはならず、差別と迫はく害がいになる──典型的な悲劇だ」ハロルド。

　重苦しい歩み──議会の機き能のう停止──右う傾けい化か──混乱に次ぐ混乱。

　そして三十二周目──今までになかった選択肢がヒビナ国で生じていた。

「ボクの国が壊こわれるの……もうやだ」雛──パネルを操そう作さ＝最下部にあった政せい策さくを迷まよわず選択。「ヴィッテルス国に、水を作る技術を売るの。こんなのもういらないの」

　自国を富とめる国にすると同時に地じ獄ごくに落とした〝真水の製せい造ぞう技ぎ術じゆつ〟の全特とつ許きよ権けんを、放ほう棄き──他の面々が一いつ斉せいに雛を注ちゆう視し──鳳にはそれが良いことか悪いことか判はん断だんがつかず。

　ミッターマイヤー──静かに注ちゆう釈しやく。「とてつもない英断だが、当然それは一国の利り益えきの全否ひ定ていになる。それゆえ国内において暗殺の対象になってしまう。生き延のびて実現できるか、死んでクーデターが発生するかだ」

　雛──ダイスをつかむ──ぐっと握にぎる／投げる──思わず固かた唾ずを吞のんで見守る鳳。

　結果が出る──失敗＝パネルがオフに／雛の目に涙なみだが膨ふくらむ。「……死んじゃった」

　鳳が／ニナが／乙が慰なぐさめの言葉をかけようとするよりも早く、ヴィッテルスが言った。

「ヒビナ国に軍を送る」言ったときにはもうダイスを放っていた──そして微び笑しよう。「成功だ。亡なき国家元首の党とう派はを後あと押おしし、彼女の遺い志しを継つぐ新元首の選出を助けよう」

　ブリギッテ。「我が国も賛意を表明します。ヒビナ国に軍を派は遣けん」

　シスター・アーレ。「軍隊以外の選せん択たく肢しは……ないのね。ではせめて、軍ぐん需じゆ産業を一時的に許きよ可かして、利益を上げましょう」

　パーキンス。「ヒビナ国への派兵に賛同。軍の中ちゆう継けい基き地ちとして港こう湾わんの使用を承しよう認にんします」

　ハロルド。「ヒビナ国に空くう爆ばくを実じつ施しするのは二度目だな」

　ニナも協調。「南極に駐ちゆう屯とんする軍の三分の一を撤てつ兵ぺい──ヒビナ国へ派兵」

「あ、あたくしも……水の開発のために軍を送ります」「オレも助ける」「うぇ……」

　ミッターマイヤー。「成功だ。ヒビナ国の新元首──前元首の遺志を引き継ぎたまえ」

　パネルの表ひよう示じが復ふつ活かつ──きょとんとなる雛。「……生き返っちゃった」

　続けてヴィッテルス国の政策──ヒビナ国とともに限げん定てい的な水管理法の規き制せい緩かん和わ。

　ブリギッテ国とシスター・アーレ国──国家同士の水の売買の、関かん税ぜい撤てつ廃ぱいを実現。

　水の価値が反動的に猛もう烈れつな急きゆう騰とうを見せる──さらに互いの国の利害が錯さく綜そう。

　ミッターマイヤー──まるでオーケストラの指し揮き者しやのように指を振ふる。

「改革の直前の混こん乱らんだ。乗り越こえられるか？　元の木もく阿あ弥みに戻もどるか？　どちらだ？」

　実じつ際さい、オーケストラのようだと鳳は思った。みなが同じものを見ていた。見失わないための努力をしていた。光明へ──暗くら闇やみの中を真まっ直すぐ──全員が歩調を合わせ始めていた。

　ヴィッテルス。「やはり水管理法は、歴史的な帰結であり、過ちではなかった……」

　ブリギッテ。「ただし正当でもなかった、といったところかしら」

　シスター・アーレ。「過去と未来は別物……歴史が長いほど、それを忘わすれるものね」

　パーキンス。「歩み出しましょう。互たがいに互いの歴史を乗り越えるために」

　ハロルド。「歴史が未来の妨げとならぬよう、世界が同時に行わねばならない」

「こぎ着けたな」ミッターマイヤーの力強い声──まるでかけ声。「第三の提てい携けいが成功。ヒビナ国とヴィッテルス国とともにブリギッテ国が、さらに第四の提携としてシュニービッテン国が水開発協定に参加を表明。関税撤廃──水の自由化への第一歩だ」

　三十五周目──膨ぼう大だいな真水の生産に成功──輸ゆ送そうする技術の完成──石油パイプラインが、真水を他国へ送り出す、「世界の血脈」に変へん貌ぼう。

　三十六周目。「〝北極戦争〟の終結だ。国こつ境きよう設せつ定ていが両国の合意で決定された」

　三十八周目。「〝南極戦争〟も終わった。南極は以後、永えい久きゆう中立地帯としてどこの国の国境線も引かれることはない」

　三十九周目──国連の解かい体たい。

　新たに世界政府準じゆん備び委員会を設立──史上初の世界総そう選せん挙きよ。

　四十周目──ミッターマイヤーの宣せん言げんにして問い。「では、かつて世界各国の国家元首であり、今や世界議会の一員である者たちに尋たずねるとしよう。この世界政府準備会議で、最初に取り上げられる議題は？　選せん択たく肢しの中から慎しん重ちように選んでくれ」

　ヴィッテルスが選択した。ブリギッテが選択した。シスター・アーレが選択した。パーキンスが選択した。ハロルドが選択した。ニナが選択した。鳳が選択した。乙が選択した。雛が選択し──透とう明めいな目でミッターマイヤーを見た。

　ミッターマイヤーが自分のパネルを大きく掲かかげた。「全員が〝水管理法の撤廃〟を最初の議題に選んだ。会議の決定を拒こばむ国はない。全員が出した数字が決定を左右する。さあ全世界が注目する会議だ。心してダイスを振ってくれ」

　その通りにした──全員が──全員のためにそれを振った。

　ミッターマイヤーが言った。「水管理法の世界同時撤廃が満場一いつ致ちで可決された。誰だれでも、いつでも、どれだけでも、自由に水が飲める世界が到来した」

　鳳＝ふいに視し界かいが歪ゆがんだ──涙がにじんだのだと遅おくれて気づいた。

「やったっしょ──っ‼」乙＝歓かん声せい──飛び上がって喜んでいた。

「水が飲めるの。普通に水が飲めるの」雛＝夢ゆめでも見るように。

「辿たどり着いたのか……？」ニナ＝事実であることを何度も確かく認にん。

　あちこちで笑いが弾はじける──握あく手しゆが交かわされる──呆あきれるミッターマイヤー。

「おいおい。架か空くうの世界だぞ。ヴィッテルス兄さんたちまで喜びすぎだぜ」

「こうまでうまくいくことなど滅めつ多たにあるまい？」ヴィッテルス──誇ほこらしげ。

「私は初めてですよ、王様。水管理法が撤廃された世界を見るなんて」ブリギッテ。

「私もよ。これは記念日ものね、ミッターマイヤー皇帝様」シスター・アーレ。

「世界議会の議長からスピーチが欲ほしいな」ハロルド──真ま面じ目めに。

「何語でも、私が訳やくしますよ」パーキンス──にこにこと。

「バカ。用意してねえよ、そんなもん」困こまったように首をかくミッターマイヤー。

　鳳は涙を拭ぬぐいながら、自分の顔にも笑え顔がおが浮うかぶのを覚えた。何より、この六人と喜びを共有できたことが嬉うれしかった。この証しよう人にんたちこそ賢けん人じんたちだ──現実にやりとげてきた経けい験けんがなければ、あれほどの確信をもって選択することなどできない。そう思った。

　必ず守る──どのような危き機きにおいても。この自分が、この六人を、命にかけてでも。

　強く誓ちかったとき、ミッターマイヤーが水の入ったグラスを掲かかげ、指輪でその縁ふちを叩たたきながら言った。「じゃあ、水の自由化を記念して、五月一日を、水開発に貢こう献けんしたヒビナ国にちなんで、ヒビナの日と名付けるとしよう」

「ボク……？」きょとん。

「すげーっ！　オレも記念日になりてーし！」大はしゃぎ。

「何か記念品を……」ふいにコール音──呆あきれるばかりの早さで携けい帯たい電話を取り出すミッターマイヤー。「なんだ、ヘルムートの爺さんか。今いいところなんだよ。そうだ。あんたが何度も世界を破は滅めつさせたゲームだ。……なに⁉　何を言ってるんだ、あんた！　軍にスクランブル警報を出させた⁉　バカヤロー！　戦争になるぞ！」

　ぴたりとみなが動きを止める──押し黙だまる──空気が凍こおりつく。

「落ち着け、爺じいさん。〝アンタレス事じ件けん〟を思い出せ……。なんだって……戦闘機？」

　さらにコール音──負けず劣おとらず素す早ばやく携帯電話を手に取るニナ。

「はい、ヘルガ長官──は……戦闘機ですか？」

　沈黙──誰もがミッターマイヤーとニナの通話が終わるのを待っていた。

　と思うと、すっとヴィッテルスが席を立ち、ブリギッテとシスター・アーレが続いた。

「来たのかな」「ええ。裁さばきのときが」「夢の終わり……？　あるいは始まりかしらね」

　三人が雨を眺ながめながらささやく様子を乙が見ていた──鳳も雛もニナに注ちゆう視ししていた。

　やがてミッターマイヤーが通話オフに──ついでニナが通話オフに。

　二人が振ふり返る──全員が二人に視線を向ける。

　大きく息をつくミッターマイヤー。「同じ内ない容ようだろう。あんたから説明してやってくれ」

　ニナがうなずく──一拍ぱくの間ののち、爆ばく弾だんのような言葉を、一気に放ほうり出した。

「識しき別べつ不明の戦せん闘とう機きがオーストリア領りよう空くうを侵しん犯ぱん。軍に緊きん急きゆう事じ態たい警けい報ほうが発令されました。当機は各国のレーダー網もうをかいくぐるほどの超ちよう高度なステルス機き能のうを有した最さい新しん鋭えい機きで、情じよう報ほうではパイロットは中国軍人であり、かつ我が国への亡命を希望しているとのこと。間もなく、この都市の第三十五区ジークムントに位置するウィーン国こく際さい空港に着陸するものと思われます」




　第一区インネレシユタツト──ＢＶＴビル＝聴ちよう取しゆ室しつ──壁かべモニターで複ふく数すうの地上波ニュース番組を視し聴ちよう。

「中国の最新鋭戦闘機で、我わが国に亡ぼう命めいだと……？」

　愕がく然ぜんとなっているエゴン──ざわつくＢＶＴ捜そう査さ官かんたち──テレビ＝前ぜん代だい未み聞もんの実じつ況きよう中ちゆう継けいに大だい興こう奮ふんのレポーター。《パイロットは中国人民解放軍の軍人であるとのこと》《──あっ、来ました！　来ました！》《見えますか、あれです、戦闘機です──！》

　映えい像ぞう＝分ぶ厚あつい雨のカーテンの向こうから現あらわれる、鋭利なステルス戦闘機のシルエット。

　映像＝飛沫しぶきを上げて接地ランデイングする戦闘機──どよめく捜査官たち──彼らの背はい後ごで携帯電話を手に情じよう報ほう収しゆう集しゆう中のヘルガが、じっと静かに双そう眸ぼうを画面に向けている。

　映像＝ズーム──豪ごう雨うのせいでぼやける／滑かつ走そう路ろの一角に着陸した戦闘機／その操そう縦じゆう席せきのカバーが開く＝レポーターのうわずった声。《女じよ性せいです！　女性パイロットです！》《若わかい女性です》《軍服を着ています。見えますでしょうか──》

　ヘルガ──電話を耳から離はなす。「現場捜査官がパイロットを拘こう束そく。抵てい抗こうはなし。武ぶ装そう解かい除じよに応おうじているとのこと。スクランブル警報は解除される見通しです。軍による戦後初の防ぼう衛えい出動は、無事に回かい避ひされたようですわね、エゴン局長」

　茫ぼう然ぜん自失のエゴン──名前を呼よばれてやっと振り返る。「う……うむ……。なぜ、よりにもよって我が国に……」

「まだ不明です」当然のように返すヘルガ。「パイロットは事情聴取に応じるものと思われます。戦闘機が着陸したからには、当面、危機はないでしょう」

　コール音──慌あわてて携帯電話を取り出すエゴン。「は……内ない務む大臣。はっ、現場に派は遣けん中のＢＶＴ捜査官が指し揮き……。はっ、むろんです。現げん地ちの〈特憲コブラ〉の警けい備びにぬかりは──」

　ヘルガ──聴取室を出て階かい段だんを上りながらコール。「私よ、ニナ。ニュースは見た？」

《はい……信じがたい映像です。現場の警備は万ばん全ぜんなのでしょうか？》

「ハイジャック事じ件けんのお陰かげで、〈特憲コブラ〉に空港保ほ安あん局きよく、憲けん兵ぺい隊たいに歩兵連隊が勢せい揃ぞろいよ。パイロットは亡命手続きを望んでいるようだから、危き機き的状じよう況きようというわけではないわ」

《我われ々われが警備する戦せん犯ぱん法ほう廷ていに、関かかわりがあるのでしょうか……？》

「今のところ関わりがあるとする根こん拠きよは何もないわ。まぎれもない国こく際さい問題──我々ではなく外務省の出番よ。中国側もそうそう強きよう硬こうな態たい度どに出ることはないでしょうし」

《了りよう解かい。では引き続き、証人たちの警けい護ごにあたります》

「よろしく頼たのむわ、ニナ」微笑ほほえみ／通信アウト──通路の窓まどから、勢いきおいを増ます雨を見上げる。「中国……スーダン共和国の石油利り権けんを保持する国の戦闘機……。関わりがないとする根拠を探さがすことも……難むずかしいわね」

　聴取室へ戻もどろうとしたところで、階段を駆かけ上がってきたＢＶＴ通信職しよく員いんの若者とはち合わせした。「あの……ヘルガ・不知火シラヌイ・クローネンブルク長官でいらっしゃいますか？」

「ええ、そうよ」花の咲さくような微笑み。

　若者が見とれる──かぶりを振る──手に封ふう筒とう。「先ほど長官宛あてに電報が届とどきました」

「古めかしいわね」受け取る──にっこり。「ありがとう」

　若者＝舞まい上がって、まったく意味のない敬けい礼れいを返して退たい去きよ。

「まるで祝電ね」上品な花はな柄がらの封ふう筒とう──ひっくり返して送り主を見る。

　レオーベン刑けい務む収しゆう監かん施し設せつ。

　ぞくっと電流が流れたように総そう毛け立だつ──封を開こうとする──思わず手が震ふるえた。

　息を吸すう──ゆっくりと──吐はき出す──衝しよう撃げき／恐きよう怖ふ／興こう奮ふん──全すべてを抑おさえつける。

　封を開く──電報を開く──予期された名が末まつ尾びにあるのが見える──目を見開く。




　山猫ヴイルトカツツエたちの爪つめ痕あとは想そう像ぞうを絶ぜつして深い。

　優すぐれた兵士たちを、地の底に追いやった者たちから、目を離はなしてはならない。

　強き国を求める者は、平和の名のもとに、誓ちかいなき剣けんをたずさえようとする。

　六人の巡じゆん礼れい者しやたちは十じゆう字じ架かの国を浄きよめるため己おのれの血を捧ささげるだろう。

　汚けがれた霊れいを退しりぞけることを願って。聖せい職しよく者しやたちが言うように、それは一人であって大おお勢ぜい、光の背はい後ごに立ち現あらわれる影かげと影のつながり。誰にもとらえることはかなわない。

　第二の男が現れる。影が縛いましめを逃のがれるなら、すみやかに消し去るほかない。

　イナゴの軍勢が裁きの場へと押し寄せる。影に手が届く時間はもう少ない。

　サソリの力を退けた君の、煌こう々こうたる背せの雷らい火かに従したがい、騎き士しの一撃を与あたえんことを。

　君が放つ矢がことごとく水みな底そこに沈しずむ前に、まことに頼るべき相手を見定めたまえ。

　偽いつわりの未来か？　かつての兵士が建てる方はこ舟ぶねか？　民みん衆しゆうの名を刻きざむ冠かんむりか？

　翼つばさを守れ。




　　　カール・クラウス




　読み終わった途と端たんに走り出していた。

　聴ちよう取しゆ室しつ──ものすごい勢いきおいでドアを開く──叫さけぶ。「大だい至し急きゆう、国連都市に増ぞう援えんを！　国家憲兵隊および〈特憲コブラ〉の残りの全部隊を急行させるようお願いいたします！」

　棒ぼう立だちの捜そう査さ官かん──ぽかんとなっているエゴン。「ちょうど……今、同じことを内ない務む省しようが命じた。大統領じきじきの要請だ。法ほう廷ていの証人の誰かが、大だい統とう領りようと懇こん意いらしい」

「何よりですわ」思わず安あん堵どを表に出す──モニターの一つを見る／緑の目をした悪あく魔まが尋じん問もん相手に微笑みかけている。「では、あの男の尋問を再さい開かいする準じゆん備びを整えますわ」

　エゴン＝泡あわを食って。「ま、待て……なぜ増援を？　なんらかの危機の可か能のう性せいが？」

「いまだ確かく証しようはありませんが……おそらく、相当の規き模ぼの危機かと」

「何をバカな……。いったいどれほどの規模だと言うのだ」

「最悪の場合、〝アンタレス事件〟と同規模の危機がもたらされるかと思われますわ」

　沈ちん黙もく──凍こおりつくエゴンと捜査官たちに背を向けて部屋を出た。

　地下──尋問室＝その裏うらの通路から監かん視し室しつに入る。

　薄うす暗ぐらい部屋──録音データを管理する通信官／腕うで組ぐみして様子を見ている捜査官／速記中の心理科学捜査官／尋問内ない容ように合わせて室温や湿しつ度どをコントロールする捜査官。

　マジックミラーの向こうで捜査官を相手に喋しやべっている男──リヒャルト・トラクル。

　その笑えみを見み据すえ、口の中で呟つぶやいた。「逮たい捕ほ前に襲しゆう撃げきを計画した？　戦せん闘とう機きの到とう来らいさえ予期して？　いったいどれほどの情じよう報ほう網もうがあれば、そんなことが可能になるというの？」

　手にした文面に目を落とす──鏡の向こうの男と同じくらい得体の知れない言葉の群むれ。

　六人の巡礼者──証人たち。十字架の国──スーダン。裁さばきの場──戦せん犯ぱん法廷。

　それ以外は、ほとんど意味がわからない──まだ今は。

　背の雷火──またもや自分の背の傷きずを、だしに使われたことに怒いかりを感じた。

　あるいはこちらの怒りを、あえて刺し激げきしようとしている。

　操あやつられるな──この男は、どうすれば人間の憎しみを駆り立てられるかを心得ている。

　文面を記された紙を封ふう筒とうに入れ、内ポケットに収おさめたとき、さらに意味を察した。

　騎士の一撃──間もなく拘こう束そく期き限げんが切れるこの男を、私の手で射しや殺さつしろとでも？

「影を消すために……。この私自身に、テロリストになれとでも言うのかしらね……」

　ささやき──一度も会ったことすらないカール・クラウスという男と、鏡の向こうにいるリヒャルト・トラクル、二人の男に向かって。




　　　　Ⅱ




　国連都市──宿しゆく泊はく施設＝部屋に運び込こまれた食事の数々──スーダン料理。

　ミッターマイヤーが特別に用意させた晩ばん餐さん──子羊肉のスープシヨルバ／牛肉とトマトのマスチ／焼ケきバ肉ブ／ミートボールのコフタ／小麦の丸パンクラーサ／コーンのおかゆアシーダ／潰つぶした豆を揚あげてパンにはさむファラフェルサンド／モロヘイヤスープ／きゅうり入りヨーグルトサラダ。

「スーダン共和国を一言であらわすならば〝十字路〟という言葉がぴったり来る」ヴィッテルス──お茶チヤイをすすりながら。「もとはアラビア語の〝黒い人ビルヤド・エス・スーダン〟がスーダンの語ご源げんであるように、アラブとアフリカの十字路だ。今でも北部がアラブ系けい、南部がアフリカ系の民族に分かれて、それぞれ風習も町まち並なみもまったく違ちがった文化が広がっている」

「そーなんだ」「そぉなんだぁ」乙＋雛＝大喜びで異い国こくの食事を楽しみながら適てき当とうに合わせる──鳳＝真ま面じ目めに聞き入る。「十字路の国……」

　ニナ──食事にまで同席する羽目に／ＢＶＴに詰つめっぱなしのヘルガに心の中で謝しや罪ざい／携けい帯たい電話でちらちら警けい備び状じよう況きようを確たしかめつつ、干ほし魚のシチューを黙もく々もくと味わう。

　ミッターマイヤー。「宗しゆう教きようの十字路でもあるぜ。かつてイギリスの植民地政せい策さくで、あえて北にイスラム教を、南にキリスト教を広め、統とう一いつ文化が形成されないようにした」

　パーキンス。「ナイル川の十字路でもあります。ハルツームは二つのナイルの流れの間にある都市で、その光景は実に豊ゆたかで美しい。またアフリカ最大の面積を誇ほこり、最も多くの国と国こつ境きようを接せつしているゆえに、古くから交易の十字路でもありました」

　シスター・アーレ。「つまり戦争と奴ど隷れい貿ぼう易えきの十字路よ。東部はバール・エル・ガザルの奴隷貿易の習しゆう慣かんがまだ残ってるわ。北の人たちは今でも、南の人たちのことを奴隷の子孫だと思ってるふしがあるわね」

　ブリギッテ。「アフリカで最も豊かな国であってもおかしくないのに。あれほどひどい崩ほう壊かいは珍めずらしいわ。石油やウランだけじゃなく、あそこのダイヤ鉱こう脈みやくはちょっとしたものよ」

　ヴィッテルス──深沈と。「悲ひ劇げきの十字路だ。天然資し源げんと貿易の拠きよ点てんに恵めぐまれたことで、かえって民族対立が激げき化かした。もともと遊牧民と農民が水を奪うばい合って争っていたところに、石油ばかりかウランにコバルトにダイヤが発見されたのだ。北と南で平等に利り益えきを分け合うという決定が下されるまで、いったいどれほど血が流されたことか。まるで悪魔があの土地に住んで、ありとあらゆる人間に血を流せと言っているようだ」

　ミッターマイヤー──怒おこった顔。「悪魔の名は先進諸しよ国こくってんだ。どの国も、裏で別のゲリラに武ぶ器きと資金を与あたえて、自分たちに都合のいい政せい権けんを立てさせようとしたからな。スーダンの民は、先進諸国から多くを学んでるぜ。誰が指示したのかもわからん〝巧こう妙みような虐ぎやく殺さつ〟や、いったいどこの誰が富とみを独どく占せんしてるのかもわからん〝間接的な弾だん圧あつ〟は、結局のところ先進諸国による〝複ふく雑ざつ怪かい奇きな略りやく奪だつシステム〟のパロディだからな」

　シスター・アーレ──うなずいて。「そうして独どく裁さい政権が打ち立てられるのね。飢き餓がが発生する原げん因いんはいろいろあるけど、やはり一番は選挙が行われなくなることよ」

「選挙？」「選挙ぉ」乙＋雛──あまり飢うえと関係なさそうな単語にきょとんとなる。

「選挙がないと、飢える難なん民みんが生じるのですか……？」鳳──同じく不思議そうに。

　微笑ほほえむシスター・アーレ。「民主主義的な選挙でリーダーが決まる国は、たとえ貧ひん困こん層そうが生じても飢えないの。逆ぎやくに独裁者がいる国には必ず飢餓層が出しゆつ現げんする。面おも白しろいでしょ」

「なぜでしょう」「なんで」「なんでぇ？」三人──ニナも興きよう味みを惹ひかれた顔になる。

　パーキンス──詳しよう説せつ。「統とう計けいによってわかったことで、因果関係はまだ諸説あります。ただ、国民の意思で国家の代表を選び、その代表をいつでも変えられること──それが、〝飢えがなくなる〟国家形けい態たいであるのは確かなようです」

「王様いない方がいいんだ」「王様ダメなんだ」乙＋雛──遠えん慮りよなく反はん芻すう。

「時代によりけりだ」皇こう族ぞくの血ち筋すじのミッターマイヤー──頰ほおをかきつつ。「〝飢え〟から逃のがれるために民主主義が生まれたとも言えるぜ。だが今度はそれが自由競争による貧ひん富ぷの差を生んだ。どこも、いまだ貧困層をなくせずにいる。神の与える試練に限かぎりはない」

「あら、あなたは神を信じているの？」シスター・アーレ＝からかうような目。

「もちろんだ」子こ供どものような快かい活かつな笑み。「さっきもトイレで会った」

「何かおっしゃっていた？」呆あきれ顔のブリギッテ。

「俺おれたちを守ってくれる連中は、みな頼もしい人員ばかりだから安心しろとな」

　いきなり全員の視し線せんを浴びるニナ／鳳／乙／雛──咄とつ嗟さに何も返せず。

「同感だな」ヴィッテルス──雛に。「さっきのゲームではすまなかったね。君の国への支し援えんが五年遅おくれた。まさかあれほど早く水管理法に踏ふみ切るとは思わなかった」

「ふぅん」不思議そう。「でもボクを生き返らせてくれて、ありがとうございます」

「雛さん……」鳳──雛が自分から礼を述のべるさまに、成長を見守るお姉さん的感かん涙るい。

　笑うミッターマイヤー。「悪法の中には、通つう過か儀ぎ礼れいのように必ず経けい験けんせざるをえないものがあることを直感で理り解かいしてたとしか思えん決けつ断だんだ。水管理法の撤てつ廃ぱいも、彼女の国から始まった。その功こう績せきを称たたえて、あんたの国から何か贈おくるべきだぜヴィッテルスの兄さん」

「では、これなど、どうかね」内ポケットからペンダントのようなものを取り出す。

「あらあら、それを贈るの？」シスター・アーレ──意味深な微笑み。

　ミッターマイヤーもブリギッテもパーキンスも、ハロルドを除のぞく五人が妙みように真しん摯しとした様子──いきなり差し出されて咄嗟に受け取る雛＝まじまじと見つめる。

　金の縁ふち／銀の中心──鎖くさりで吊つるされたコイン──中央に小さな透とう明めいな石＝ダイヤ。

　絵え柄がらなし──小さく『ＷＧ』の文字が外がい縁えんに刻きざまれている。

「な……」ぎょっとなるニナ──困こん惑わく顔の鳳。「あの……」

「なになにっ？」覗のぞき込む乙──首をかしげて訊きく雛。「なぁにこれ？」

「ユーロコインと同じ、二種類の金属クラツドメタルで鋳ちゆう造ぞうした、無む刻こく印いんの硬こう貨かだ。文字が刻まれている方が、表だよ。宝ほう石せきが入っているのは、ブリギッテ・シュタインのいたずらでね」

「そんなに邪じや魔まにならないでしょう？　素す敵てきじゃない。まだ値ね段だんもない、鏡みたいに何も刻まれていない真っ白なお金に、ダイヤが輝かがやくなんて」

「この字は、なんて意味なのぉ？」

「〝世界政府ワールド・ガバメント〟の略だ。いつか世界統一基き準じゆんの硬貨が生まれたとき、その最初の刻印が刻まれることを願って造つくったお守りでね。どんなときも肌はだ身み離はなさず身につけてきた」

　たまらず腰こしを浮うかすニナ。「残念ですが、規き則そくにより金品を受け取ることは──」

　手を振ふるミッターマイヤー。「贈ぞう呈てい品ひんだ。誰だれに許きよ可かを取ればいい？　内ない務む大臣か？　なんなら正式に、ヒビナの日の記念セレモニーを執とり行わせてもいい」

　絶ぜつ句く。「は……いえ……」

「どうかね、ヒビナ国の元首。受け取ってもらえるかな？」

「おまじないをするなら」

「おまじない？」

　コインを鎖から外す──実践＝〝〈山猫ヴイルトカツツエ〉事件〟のときに冬真トウマが教えてくれたおまじない。「自分の年の数だけ動かすの」弾はじく──別の手の甲こうで受け止める。「一いつ緒しよの面ならとっといて、違ちがうなら使っちゃうの」

「年の数か。なかなか大変だ」実じつ践せん──みなが見守る──表になる／指で弾く。「裏うらだ」

　雛──思案しつつ。「じゃあ、このコインが使えるときまで、預あずかっててあげます」

　微笑むヴィッテルス──ひどく嬉うれしげに。「ありがとう」

「いいなー。オレもなんかちょーだーい」

「こ……これっ、乙さんっ」

「そうね。何しろ核かく兵器の使用を断だん念ねんしてくれたのだもの」ブリギッテ──自分の胸むな元もとを飾かざるものを外す。「平和が続くことを願って。ツバメ国の元首に、私が持っているものの中で、最も純じゆん潔けつな石を贈るわ」

　ぎくっとなる。「ダイヤ⁉　い、いいよ、そんな高た価かいの……」

「大して高た価かくないわよ。でも綺き麗れいでしょ？」手を取って石を握にぎらせる。

「う、うん……」困こまり顔で小隊長を見る──鳳＝啞あ然ぜん。

「なっ……」息が詰つまりそうになるニナ──気力で回かい復ふく。「い、いけません──」

「もちろん、シュニービッテン国には、〝南極中立化〟の功績を称えた品を俺から贈らせてもらう」ミッターマイヤーが指輪を外す＝差し出す──ダイヤ／プラチナ／『Ｎ・Ｏ』の刻印。「〝高貴ゆえの義務ノブレス・オブリージエン〟を意味する指輪だ。昔はまっとうな王おう侯こう貴き族ぞくなら誰でも神の次にその言葉を称えた。古くさい品だが、だからこそ古きよき伝でん統とうの名残なごりもある」

「う……受け取れるわけがありません。このようなもの、なぜ私などに──」

「何しろあんたは、この国と何度となく戦争したお陰で、互いに理解し合うことができたトルコ民族の末まつ裔えいだ。コーヒー豆だって、あんたの国から伝わったものなんだぜ」

「そ……それとこれとは……」ほとんど強ごう引いんに受け取らされる──いたずら顔で両手を広げるミッターマイヤー＝〝もうお前のものだから俺は知らないよ〟という調子。

　パーキンスがやんわり後あと押おし。「その王様は一度あげたものは二度と受け取りませんからね。災難だと思って受け取った方がいいですよ」

「そ……そんな……」中ちゆう腰ごしのまま情なさけない顔になる。

　呆あつ気けにとられている鳳──気づけば自分以外の全員が記念品を受贈済ずみ。

　かと思うとシスター・アーレが言った。「あら、私には、これしかないわ。──はい」

　この上なく当然のように握らされる──おたつく鳳。「え？　え……？　えっ……？」

「アゲハ国の元首として、富とめる者が、貧まずしい者を救うことの難むずかしさを、たっぷり味わったでしょう？　うっかりすると、かえって殺してしまうのですもの。でも、どうか、誰かを救いたいという気持ちだけは、忘わすれないでいてね」

「羨うらやましいわ。シスター・アーレのロザリオなんて、とても値ねがつけられないものよ」

「あら。私が死んだら、少しは値が出るかしら」

「他の品々の値を足したものよりも上よ、きっと」

「それは嬉しいわ」にっこり──鳳に。「適てき当とうに売ってもいいわよ」

「あっ、あたくし……、そんな……」

　穏おだやかな笑い声──黙だまったままだったハロルド。「護ご衛えいされる側になるときに限かぎって、このもてなしぶりか。私もあなた方を護衛する側に立てればよかったと思いますよ」

　するとパーキンスが言った。「実はあなたにもあるのですよ。私がみなさんからお預かりしている品が。閉へい廷てい後にお渡わたしするはずでしたが、ここで──」

　内ポケットに手を伸のばすパーキンス──その腕うでにハロルドが軽く触ふれて止めた。

「いや。心こころ遣づかいは嬉しいが、法廷での仕事が終わった後、受け取るべきか決めたい」

「上司の判はん断だんを仰あおぐのがルールなら、俺から話をつけよう」

「私のルールですよ、ミスター・ミッターマイヤー」微び笑しよう──本当に心から笑っているのかつかめぬ顔。「それより同じアメリカ国こく籍せきの人間として、もっと君と親しくなりたい。ゲームでは率そつ先せんして軍事放ほう棄きを決定したのには感心したよ、ＪＰ」

　ハロルドの態たい度どが急に変化したことをみなが察する──口を挟はさめず見守る。

「ＪＰ……？　ああ、私の名前の頭文字イニシヤルですか。ありがとう、ＨＬ」

「暗殺された大だい統とう領りようのもとで一年間、通つう訳やくをしていたらしいじゃないか？」

「よき友人でした。私が帰国した直後に殺害されたのです。とても残念なことでした」

「彼が殺されるとわかって帰国した？」静かな声のくせに、剣けんによる突きポークのような鋭するどさ──まさに正しよう真しん正しよう銘めいのポーカーフェイス──完全な尋じん問もんの態度。

「まさか……」かぶりを振ふる。「確たしかに政せい情じようは不安定でしたが、殺されるとは……」

「今のアフリカじゃ珍めずらしいことじゃない。それより、ずいぶん世界を飛び回っている君のことだ。他にも大おお勢ぜいの雇こ用よう主ぬしがいて、その人たちに引っ張ぱりだこなんだろうね、ＪＰ」

「みな、よき友人たちですよ、ＨＬ」

「アメリカにも友人は？　大勢いるのかね？」

「ええ。十年来の友人たちです」

「二十年前、君は何をしていたんだね、ＪＴ？　おっと、失礼──ＪＰ」

「大学に通っていましたよ」

「参考までに、どこの大学か聞かせて欲ほしい──」

「ワシントンだよ、レイバース捜そう査さ官かん」ヴィッテルスが口を挟む──気まずい緊きん張ちようの空気を和なごませる。「その頃ころから彼は通訳官の道を歩んでいた。彼は優ゆう秀しゆうで、そして信しん頼らいのおける人物だ。この法廷も、彼がいたからこそ、その一角が成り立った」

　うなずくハロルド──驚おどろくほど自然に、もとの穏やかさに戻もどる。「つい深入りしたくなる。私の悪い癖くせだ。気を悪くさせてしまって申し訳わけない、ミスター・パーキンス」

「興きよう味みを持っていただけて嬉うれしく思いますよ、レイバース捜査官」

　席を立つヴィッテルス。「私はフランス大使団だんと会ってくる。何しろ彼らが提てい議ぎを出したからね。色々と打ち合わせねばならない。ミッターマイヤーも後で来てくれ」

「核かく保ほ有ゆう国は違ちがうな。連中が提議してやっと話が動いた。こうなったらオーストリアも核武ぶ装そうするしかない」本気とも冗じよう談だんともつかぬことを言いつつ席を立つ──みなを振り返る。「ヘルムートの爺じいさんと電話してから大使団と会う。一時間後に、もう一度このメンバーでゲームをやろう。時間はたっぷりある。いいだろう、シュニービッテン捜査官？」

「は……」逆さからえず。

「ずいぶん気に入られたわね。同情するわ。仕返しに、家の一つでも買わせてやりなさい」優やさしい顔で平然と恐おそろしいことを言うシスター・アーレ。「私は国連ビルの祈き禱とう室へ行くわ。しばらく一人でゆっくりと祈いのりたいの」

「私はここに残ってデザートをいただきながら、もう少しお嬢じようさんたちとお話ししたいわ。いいかしら？」とブリギッテ。

「甘あまいの食べたーい」「すっぱいのがいいー」迎げい合ごう──叱しつ声せい。「少しは遠えん慮りよなさいっ」

「いいわよ。私たちだけのケーキパーティを開きましょう」

「では、私は通訳官の仲間たちと会ってきます」立ち上がるパーキンス。

「私はこの国の優すぐれた警けい備びぶりを見て回りたい」追うように立ち上がるハロルド。

「私は定時報ほう告こくがありますので。──鳳、お前もだ」待たい避ひするように立つニナ。

「は、はい──お行ぎよう儀ぎよくなさい、二人とも」釘くぎを刺さす──恬てん然ぜん。「はーい」「はーい」

　証しよう人にんたちそれぞれに配られる腕うで輪わ形の発信器──位置を確かく認にんするための道具。

「これじゃ囚しゆう人じんだ」ミッターマイヤーの愚ぐ痴ち──諭さとすヴィッテルス。「安全のためだ」

　エレベーター──警備隊員とともに別々のフロアで降おりる五人の証人たち。

　最後に残ったニナと鳳──地下駐ちゆう車しや場じようへ向かいながらニナがため息をこぼす／困こまったように指輪を見る。「とんでもない人物たちだ」

「やっぱり……お返しした方がいいと思います、ニナさん？」

「本当に内務大臣と話をつけられたらヘルガ長官にご迷めい惑わくがかかる。受け取っておけ」

「はい……」ロザリオ──ポシェットにしまってしまうのも失礼な気がして首にかける／制せい服ふくの中にしまう／ふと冬真との巡めぐり歩きのとき渡わたされたブレスレットを思い出す。

〈チチャエンンピピオオンン〉の文字──はりつけの釘──装そう飾しよく品ひんをつけて現げん場ばに赴おもむくことに抵てい抗こうがあって自室に置いて来たが、なんとなく、持って来ればよかったと、なぜか思った。




　ＭＳＳ本部ビル地下四階──通信解かい析せきフロア。

　差し入れのサンドイッチを囓かじりながらノイズの除じよ去きよ作業にいそしむ冬真──デスクの数メートル先で、かつて前課長に銃じゆうを突つきつけられたことも忘わすれて夢む中ちゆうになっていた。

《──で、とてもゲームとは思えない実感ですの》モニター──とくとくと語る鳳。

「そうなんだ」上の空──ノイズの群むれを秩ちつ序じよ化する方法を検けん討とう。厳げん正せいな目的でやり取りされた通信や情じよう報ほうから、まったく無意味なノイズが生まれるなんて。しかも記録され、一度はマスターサーバーの解析対象になるなんて──本当に面おも白しろかった。

《みなさんの一つ一つの決けつ断だんが、世界全体を未来へ導みちびくのを目まの当たりにしたのですわ。本当に素す晴ばらしい方々です。護ご衛えいすべき相手に差をつけてはならないのですけれど、それでもやはり、彼らを守れることに誇ほこりを抱いだきますの》

「そうなんだ」そもそもノイズであるってどういうことだろう。本当に無意味なのだろうか。それともノイズとしての意味があり、だから再さい解析の対象になるのだろうか。

《お見せしたかったですわ。ついに水管理法の撤てつ廃ぱいに至いたったときのみなさんの笑え顔がお──あの、ちょっと……ちゃんと聞いていますの？》

「はっ、はい」にわかに危き険けんを察知──慌あわててモニターに向き直る／時じ刻こく表ひよう示じ＝定時報告ぎりぎりの時間であることに気づく。「ごめん……。あの……少し待ってて」

　モニターの鳳──むっとなる／不満顔でじっと見み据すえられる。

　冷や汗あせ──大急ぎでファイルを転送／通信。「ディーゼル課長……いえ、アル課長。再解析作業の結果報告です。気になるノイズに関してカテゴライズ方ほう針しんを記入しました」

《ありがとう、冬真くん。いい仕事をしてくれたね。バロウ顧こ問もんはまだ空港かな？》

「はい。戦せん闘とう機きの件けんで、政せい府ふから要よう請せいがあって……」

《そうか。あまり雨がひどくならないうちに、今日は帰き宅たくしなさい》

「プロファイルの基き礎そ設せつ計けいを終わらせてから、そうさせていただきます」

《あまり無理しないようにね》

「はい」通信アウト──ついついノイズの群に目が行く。マスターサーバーの意い味み論ろん的プログラムも根は確かく率りつ論だ。意味も無意味も、たまたま生まれたに過すぎない。

　ノイズはその中間──たまたま意味っぽくなったものの塊。しゃれみたいなもの。

　特にこの数週間のうちに顕けん著ちよなのは、五桁けたの数列だった。

　１３１１７。

　何らかの状じよう況きよう下かで、何らかの意味をもって、何らかのキーとなっているように見える。

　でも実じつ際さいは意味がない。通つう常じようの意味では読み解とけない。いわばノイズ的な意味が──

　針はりのような声。《冬真さん？》

「ごっ、ごめんなさい──ちょっと考え事を……」

「冗じよう談だんじゃないわよっ！」いきなり背はい後ごで叫さけび──フロアにやって来たアデライード＝出入り口に一番近い冬真のデスクをぶっ叩たたいて憤ふん懣まん。「タクシーもバスも地下鉄も、全ぜん滅めつよ全滅！　信じられる⁉」

　続けてクラリッサ。「空港までの道が水すい没ぼつっ！　兵器開発局の車も来ないなんてっ。もうっ、アデライードの、あんなバカみたいに車高の低い車で来るんじゃなかったわ」

「あんたの墓はか石いしみたいなジープだって流されるに決まってるってーのよっ」

　縮ちぢこまる。「あの……何かご用でしょうか」

「ちょっと機材を借りるわよ」アデライード──手近な端たん末まつをプラグごと引っこ抜ぬく。

「えっ……？　ええっ……？　解析課の備び品ひん──」

　真正面からアデライードの顔が接せつ近きん。「いい？　中国の最さい新しん鋭えいステルス戦闘機なんていう化け物が、今この都市の空港にいて、私たちの手で解体されるはずだったの。そんな絶ぜつ好こうのチャンスを、こんなくされ雨で台無しにされてなるものですか」

　かわしたところへさらにクラリッサの顔。「ここの通信施し設せつを使って、現場の解体作業をリアルタイムで把は握あくしますからね。国家の一大事よ？　兵器開発局からＭＳＳに正式に協力要よう請せいが出ているはず。アルにも言っておきなさい。邪じや魔ましたら許ゆるさないからね」

「さ、あたしたちの中ちゆう継けい基地を造つくるわよ」「バロウ顧問のデスクをお借りしますからね」

　二人──せっせと台車に機材を移い動どう／搬はん出しゆつ準じゆん備び。

　冬真──まるで盗とう賊ぞくだと思いながら止めることもできず傍ぼう観かん。

　針が槍やりになったような鋭するどい声。《聞・い・て・い・る・の、ですかッ！》

　戦せん慄りつ──板いた挟ばさみ。「ごっ、ごめんなさい」

　二人──ぴたりと止まる／顔だけ振ふり返る／にたりと笑う。「あららら」「まあああ」

　モニター──ぎくっとなる鳳。《な、なぜお二人が──》

　あからさまな揶や揄ゆ。「ごっめーん。まさかテレビデート中だったなんて思わなくてぇー」

　意地の悪い微笑ほほえみ。「ごめんなさいねえー、大だい丈じよう夫ぶよー、取ったりしませんからぁー」




「そんなんじゃぁ、ありませんっ‼」セーフガード車両──通信モニターの一つに叩きつけられる鳳のシャウト。「あたくしは、ただ定時報ほう告こくを──」

「いつまで喋しやべっている」ニナの冷ややかな仲ちゆう裁さい。「仕事に戻もどっていいぞ、冬真」

《は、はい》びくつく。《あの……、じゃ……また後で、鳳さん》

「……ごきげんよう、冬真さん」猛もう烈れつに不ふ機き嫌げんな顔／声／目──ぶちっと通信オフ。

「仕事に支し障しようをきたせば、ペナルティを受けるのは冬真だ。あまり甘えるな」

「あっ……甘あまえてなどっ……！」むきになって通信コンソールを叩く。

「次のデートも手伝ってやる。今は任にん務むに集中しろ」

　前回の巡めぐり歩きでスタイルのコーディネートをニナに完全委い託たくした鳳──なおも抗こう弁べん。

「違ちがいます！　あれは、そういうのではなく、ただ慰い霊れいの念をもって、同じ悲ひ劇げきを繰くり返さぬよう誓ちかうとともに、空き時間を利用しての都市の歴史を学ぶための散さん策さくを──」

「なんでもいい」限かぎりなく冷え冷えと。「死者も歴史も過か去こだ。現げん在ざいの使命に集中しろ。法ほう廷ていが終わればデートのための外出許きよ可かも出せる。──解かい析せき班はん、最新のデータは？」

「そういうのではないと申し上げてますのに……」ぶつぶつ不平顔。

「来たか……」データを見る──眉まゆをひそめる。「なぜ遅おくれた？」

　モニター＝ディーゼル課長。《つい先ほど受け取った解析報告で、ノイズの一部に不ふ審しんなパターンが顕著となったため、規き定てい通り、二百秒の再さい解析を私から指し示じしました》

「不審なパターン？」

《偽ぎ装そう信号によく似にたノイズパターンで、全すべて国連都市内で発生しています》

「わかった。現場で確かく認にんさせる。引き続き解析を続けてくれ」

《了りよう解かい》通信アウト──ニナ＝通信マイクで呼よびかけ。「戦せん術じゆつ班はん、データは確認したな？」

　モニター＝御ミ影カゲ。《むろんだ。あまりに退たい屈くつで、雨音以外のデータが欲ほしくてたまらなかった。これは偽装信号というより落雷のときに避ひ雷らい針しんが発するノイズにそっくりだな》

　モニター＝日向ヒナタ。《この雨は雷雨ではないし、数カ所で入れ違いに発生している。自然現象ではなく、何かが移動しながら通信しているようにも見える》




「我われらの人間レーダーがそう見て取るのであれば、今すぐ確認せねばな」

　御影──下水処しよ理り施設の前で、豪ごう雨うを浴びながら駐ちゆう機き中の軍用機体＝操そう縦じゆう席せきから晩ばん飯めし代わりのスナックの空から袋ぶくろをポイ捨すて──装そう甲こうを閉とじて作動態たい勢せいに。

「私と何人かが行こう。一時、配置から外れるが問題なかろう？　潮音シオン？」

《構かまわん。確認が最さい優ゆう先せんだ》ニナ──ついで日向。《西は任まかせる。俺おれの班で北を見る》

「やっと退屈が紛まぎれる。ブルクハルトとカスパル、来い。残りはここで留る守す番ばんだ」

　残り五名がぶーぶー不平を言うのも構わず、車輪の走行モードで発進──水しぶき。

　遊び半分で無人のエリアを蛇だ行こう運転──国連ビルの西側ホール前で三機とも停止。

「……国連ビル内でノイズが発生したようだ。同地点で何かの音をキャッチした」

　機体の音おん響きよう探たん査さの精せい度どを上げる──雨の雑ざつ音おんから自動抽ちゆう出しゆつされる音──弦げん楽がつ器きの音色。

「音楽だと……？　バイオリンか……？　電子音声ではない……誰だれかが弾ひいている」

《知っているぞ》サイドモニターに日向の顔＝耳を澄すませるように。《昔、聴きいたことがある。イラクの遊牧民が歌う、雨あま乞ごいの祈いのりだ》

「なかなか風流ではあるが、この豪雨の中で聴くのはなんとも場違いだな」

　すぐさまニナの指令。《国連都市内への楽器の持ち込こみは原げん則そく的に禁きんじられている。念のため演えん奏そう者しやを捜さがして事じ情じよう聴ちよう取しゆ──氏名を確認しろ》

「了解だ、潮音。こうした施設では楽器というものが、どれほど迷めい惑わくか教えてやろう。金きん属ぞく探知機をかわして銃じゆうや麻ま薬やくを運ぶ上で、実に便利で厄やつ介かいな品だということをな」

　移動──国連ビル西側ホール・大使団だん用ドアの前でぴたりと停止。

「私が斥せつ候こうを務つとめる。お前たちはここで私の機体を見ていろ」

　二名がぶーぶー不平──御影＝涼すずしい顔で機体から降おり、雨の中を走って屋内へ。

　警けい備び用カードキーで二重の電子ロック／二重のドアを解かい除じよ──ドアとドアの間には、硬こう化かガラスで覆おおわれた警備室があるが、今は誰もおらず。

　移動しながらＰＤＡで全隊に通信。「警備隊員がいない。パトロール中か？」

《……妙みようだ。特定のエリアに警備隊員および〈特憲コブラ〉が移動している》

「何かあったか？　通信もないとは。我々が傍ぼう受じゆしていることを察して、わざわざ通信を使わず集合をかけたとしか思えん。つくづく陰いん険けんで姑こ息そくな隊長だ」

　一方的に断だん定てい──機体から降りて自由に動き回れる特とつ権けんを満まん喫きつ＝首や肩かたを回しつつ階かい段だんで三階へ──ＰＤＡで位置を確認したところで、音色が聞こえてきた。

　早足に──ノイズ／音色──完全に同じ位置──ホールの吹ふき抜ぬけ通路＝鉄てつ骨こつと硬化ガラスに囲まれた一角で、夕ゆう闇やみの雨を見上げながらバイオリンを演えん奏そうしている少年がいた。

　白人──銀がかった金きん髪ぱつ／まどろむように半ば閉じた天頂青の瞳ゼニス・ブルー／桃もも色いろの薄うすい唇くちびる／滑なめらかな頰ほおと首くび筋すじ／クリーム色のジャケット／ズボンのサスペンダーに青い馬のバッジ──

　何もかもが、ひんやりと冷たそうな、まるで日の当たらない場所に保ほ管かんされた、白い陶とう磁じ器き製せいのオルゴール人形のよう──あるいは、生命のない蠟ろう人形のたたずまい。

　御影──いきなり幽ゆう霊れいと出くわしたような寒気／ぞっと戦せん慄りつが背せ筋すじを走った。

「……子こ供ども？」
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　ぴたりと演奏がやむ──少年が薄く微笑ほほえみながら振ふり返る／後ずさる──滑らかに。

　咄とつ嗟さに走って追った──通路奥おくの空間へ少年が去る／僅わずかに遅おくれて飛び込む。

　エレベーターホール──少年の姿すがたはなし／代わりに、ぽつんと、何かが置いてある。

　茶色の革かわのトランク──また別の寒気に襲おそわれながら通信。「俺だ。こうした施し設せつで、最も恐おそれられているものを発見した。持ち主のいない荷物だ。〈特憲コブラ〉に連絡して──」

　突然バタバタと足音──刺とげのある声。「ＭＳＳだぞ！」「おい、何をしてる！」

　ホールの奥から〈特憲コブラ〉の制せい服ふく＝三名の男たち──御影＝鷹おう揚ように。「不審なノイズを特定中、不審な人物を発見、不審な物品に出くわした。そちらこそ何を慌あわてている？」

「人物だと？　誰だ？」

「バイオリンを持った十六、七の白人の少年だ。監かん視しカメラに映うつっていないのか？」

　顔を見合わせる──一人が御影を睨にらむ。「その少年が、あの鞄かばんを置いたのか？」

「それは確かく認にんしていない。少年を追っていたらこの荷物があった。──どうした？」

「あれに近づくな。さっさと出ろ。爆ばく発はつ物ぶつ処しよ理り班が来るまで、この区画は封ふう鎖さする」

「今すぐ処理班を呼んだらどうだ？」

「無理だ。現げん在ざい、国連ビル内の三カ所で同時に処理中だ」

　息をのむ。「……なんだと？」

「あれと同じ形けい状じようの荷を三カ所で発見。Ｘ線探査で点火装そう置ちと見られる配線が確認された。これは四つ目だ。その少年はどっちへ行った？　髪の色は？　服装は？　子供をつれて来ているのは貴き様さまらＭＳＳだけだ。よもや貴様らのバカげた嫌いやがらせではあるまいな」




《思わず、そうだと答えそうになった。バイオリン少年はどこに行った？》

《セーフガード車両で国連ビル内の全監視装置にアクセスしているがヒットせず。内ない務む大臣が殺害されたときのような遅ち延えんプログラムも確認されていない》

　日向──班はん員いんたちとともに機体を走らせながら注ちゆう釈しやく。「監視免めん除じよの特権を持った人間は、カメラに映うつらないルートでビル内を移い動どうできる」

《大使以上のクラスしか持たん特権だぞ。未成年に許きよ可かされるものか。つまり、そのクラスの人間が協力し、一いつ緒しよに行動したということだ。──潮音？》

《各国の大使団の位置と行動を照会──二百十七名の大使団うち二十二名が該がい当とうする》

「証人たちもその中にふくまれているな？」

《むろんだ。ヴィッテルス氏、ミッターマイヤー氏、パーキンス氏、シスター・アーレが位置的に可か能のうだが……しかし証しよう人にんたちの誰かが、爆ばく弾だん騒さわぎを起こすなど考えにくい》

「将軍たちは？」訊ききつつ機体を停止──操そう縦じゆう席せきの装そう甲こうを開いて現場の闇を虎こ視し。

　モニター＝ニナ。《該当する。将しよう軍ぐんの息子むすこアサド・アツィムが、ビル内でアフリカ連合ＡＵの大使団と話し合うため、会議室の使用を登録している。内ない容ようは軍についてだ。スーダン国内のアフリカ連合の兵士を撤てつ退たいさせるよう、将軍の息子が主しゆ張ちようしている》

　御影の笑えみ。《将軍の息子ならば文もん句くなしの筆頭容よう疑ぎ者しやだ。自分の父親を戦せん犯ぱんにしようとするこの法ほう廷ていに対し、よからぬ思いを抱いだいているとしても不思議はない》

《将軍とその息子は引き続き監視する。──日向、何か確認できたか？》

「雨が邪じや魔まだ」身を乗り出しながら班員たちに指し示じ。「俺が行く。残りは待機だ」

　豪ごう雨うを頭から浴びるのも構かまわず、がらんとした北西エリアの闇に向かって前進──機体のライトを僅わずかに反はん射しやする光を見み抜ぬいて足早に接せつ近きん──立ち止まる。

　作業車用ロータリーに放置された一台のトラック──開きっぱなしのドア／コンテナ。

　ＰＤＡで撮さつ影えい──送信／通信。「無人のトラック。コンテナは空。ナンバー照会を」

　ニナの声。《──国連が雇こ用ようするビル内装業者のトラックだ。〝〈山猫ヴイルトカツツエ〉事件〟で軍用機体が破は壊かいしたビル内の修しゆう理りを委い託たくされている》

　空のコンテナの中を覗のぞき込む──虎視する眼がさらに鋭するどく光る。「何か書いてある」

　赤黒い何かで、コンテナの内側の壁かべに大きな文字──ドイツ語。

〝偶ぐう像ぞう崇すう拝はいに翻ひるがえった都市をことごとく燃もやしなさい〟

　同じようにＰＤＡ撮影＝送信──すぐに御影の声。《なんだこれは。イスラムの教典のように思えるが？　日向？》

「いや、違ちがう」きびすを返す──トラックから離はなれながら。「ユダヤの教典だ」

　御影＝唸うなり。《雨あま乞ごいの祈いのりの次は、穏おだやかならぬ教句とは》

「この先に〈特憲コブラ〉の詰つめ所がある。このトラックのことを教えに行く」

《なんなら連中にトラックを調べさせろ。仕掛け爆弾で、どかんとなるかもしれん》

　ニナ＝叱しつ咤た。《バカ者。御影はそこにいる〈特憲コブラ〉にトラックの件けんを伝えろ。くれぐれも余よ計けいなもめ事は避さけろ、お前たち》

「了りよう解かいした」土ど砂しや降ぶりの雨の中をすたすた歩く──班員たちが周囲に散開／警けい戒かい。

　はたと足が止まる──雨の向こうに警けい備び用待機所の灯あかり。

　その灯りのすぐ下──雨宿りをするように、ぽつんと佇たたずんでいる、小こ柄がらな少年の姿。

　どこかの寮りよう生せいのようなワイシャツ／紺こん色いろの半ズボン／白いソックス／黒くろ靴ぐつ──

　異い様ような風ふう体てい──腰こしまで伸のびた長い長い黒くろ髪かみが、ほとんど顔面を覆おおっている。

　髪と髪の間──かろうじて覗のぞく深緑色の瞳アイヴイー・グリーン──白い頰ほお──ぼんやりと半ば開いた唇くちびる。

　灯りの外へ──少年の姿が雨と闇やみに紛まぎれる──建物の陰かげへと幽ゆう鬼きのように消える。

　素す早ばやく走る──間に合わず＝鋭く見回すも影も形もなし──低く吠ほえるように通信。

「子供がいた。黒髪だが眼めが緑だ。髪で顔が隠かくれていて、白人かどうかわからん」

　御影の仰ぎよう天てん。《なんだと？　西エリアから数分で移動したというのか？》

「楽器は持っていない。別の子供かもしれん」建物の周囲──無人。「見失った」

《なんと……戦せん術じゆつ班はんきっての追つい跡せき手しゆから逃のがれるとは》

「雨が邪魔だ。いったん〈特憲コブラ〉に話を通す。追跡を頼たのむ、ニナ」

《全監かん視しカメラおよび音おん響きようセキュリティにアクセス中だ。気をつけろ。どのゲートでも未成年者は一人も通つう過かしていない。何らかの違い法ほうな手しゆ段だんで潜もぐり込んだに違ちがいない》

「了解」無む造ぞう作さに詰め所へと入る──オフィスのドアを音を立てて開け放つ。

　予想された怒ど声せい／叱しつ声せい／敵てき愾がい心しん──なし。

　みたび、はたと足を止めて凝ぎよう視し──部屋中に飛び散った血けつ痕こん／粉ふん砕さいされたデスク。

　壁かべ中じゆうに弾丸が穿うがった多数の疵きず痕あと──ベレー帽ぼうに戦せん闘とう服ふく姿すがたの死体──死体──死体。

　大きく息を吸すい、むせ返るような血けつ臭しゆうとショックを、ともに吐はき出して通信した。

「皆みな殺ごろしだ。誰も生きていない」




《最低でも死者七名だ。死体がバラバラで正せい確かくに数えられん。全員で応おう戦せんしたらしい》

「なんということを……」送信された画像に愕がく然ぜんとなる鳳──ニナの鋭い声。「緊きん急きゆう警戒態たい勢せい！　〈特憲コブラ〉と警備隊に事態を通つう報ほう！　殺害現げん場ば周辺の全データを再さい解かい析せき！　ただちに全すべての証しよう人にんの位置を確かく認にんし、全員に宿しゆく泊はく施し設せつに戻もどるよう勧かん告こく──」

　ダーン！　全員がぎょっとなる──アクセス中の監視システムの一つを経けい由ゆして、明らかに銃じゆう撃げきと思われるものがセーフガード車両内に響ひびいた。

　通信官の叫さけび。「会議棟とう三階Ｄフロアの音響セキュリティが銃声を検けん知ち！　ジャック・パーキンス氏およびハロルド・レイバース氏のいる場所の、すぐそばです！」

「行け、鳳！　今すぐ保ほ護ごしろ！」ニナの鞭むちのような指し示じ──即そく応おう。「了ヤ解ー！」

　鳳──セーフガード車両から飛び出す──機械仕掛けの脚きやく力りよくで階かい段だんを疾しつ走そう。

　脳のう裏りに響くニナの全隊通信。《乙はブリギッテ氏のそばから動くな。雛は国連ビルへ。爆ばく弾だん処しよ理りを支し援えんし、敵てきを警戒。解析班、マスターサーバーのフル稼か働どうを準じゆん備びしろ！　敵と接せつ触しよくし次し第だい、要撃態勢に移い行こうする！　注意を怠おこたるな！　敵は重装備の〈特憲コブラ〉を短時間で殲せん滅めつするほどの武ぶ力りよくを有している！》

　脳内チップを通して建物の構こう造ぞうを把は握あく──セキュリティカードで通路のドアを開く。

　外へ──雨の中を突つっ走る。銃声から二十秒で会議棟のロビーへ飛び込み、厳げん重じゆうすぎるほど厳重なドアのロックを開いて三階へ──灯りのない真っ暗な廊ろう下かを疾走。

　Ｄフロア＝大会議室──扉とびらを開いて中へ入った。

　真っ暗な部屋──頭上から灯り──映えい画が館かんのような映写室／通つう訳やく官かんの待機室。

　その場で跳ちよう躍やく──予備動作なし──数メートルの高さへ。

　宙ちゆうで身をひねりながら腰こしの銃を抜ぬき、映写室の分ぶ厚あついガラスを蹴けり砕くだいた。

　雪のようにまき散らされるガラス片へん──スカートを翻ひるがえして迅じん速そく無む比ひに突とつ入にゆう。

　完かん璧ぺきな片かた膝ひざ立だち姿し勢せい──ぴたりと銃を構かまえる／安全装置を外す／撃鉄を起こす──

　訓練され尽つくした動作を手先が勝手に行う一方、眼がん前ぜんの光景に血の気が引いた。

　ショック──全身に震ふるえ──反はん射しや的に撃うちかけて、慌あわてて引き金から指を離はなしていた。

「そんな……」

　倒たおれた男──そのそばに立つもう一人の男。

　血だまり──今も少しずつ広がっている。

　その中心で仰あお向むけに横たわるジャック・パーキンス。

　胸むねからしみ出す血／光のない双そう眸ぼう／何かを告げようとするような半開きの唇くちびる。

　起き上がろうとするように僅わずかに曲がった右膝──右手に握にぎりしめた携けい帯たい電話。

　まだ生きているのだと信じたい思いが、音を立てて打ち砕かれる。

　そしてさらに衝しよう撃げき──死者をじっと見下ろしている男──その右手に拳けん銃じゆう。

「な、なぜ……」鳳──自分のものとは思えぬほど震え声がこぼれた。

　男がこちらを向く──穏おだやかな顔──穏やかな目──人なつこそうなくせに咄とつ嗟さに何の表ひよう情じようも読み取れない──完璧なまでのポーカーフェイス。

「そこを動くな」

　銃を持ってたたずむＦＢＩ法務官リーガト──ハロルド・レイバースが、穏やかな声で言った。




　　　　Ⅲ




　国連ビル三階吹ふき抜け近くのエレベーターホール──そのそばの通路にぽつんと立つ雛の所感＝なんか変なの。ちっとも黄色い感じなんかしないのに。みんな何してるんだろう。

　せっかくとっても酸すっぱい感じのスーダンのお菓か子しを食べたりしてたのに、いきなりニナに呼よび出され、爆弾解体処理班はんや警けい備び隊員が怖こわい顔で仕事中の現場に到とう着ちやく──傍ぼう観かん。

　マニュアル通りにきちんと配置された機材／人材／耐たい熱ねつ耐衝撃材の盾たての群むれ──動物愛あい護ご団だん体たいの猛もう反対で禁きん止しされかけている警察犬が、主人である隊員と一いつ緒しよに待機──真しん剣けん／緊きん張ちよう／物々しさにもかかわらず、解体中の鞄かばんときたら、全然ちっとも黄色くなかった。

　もしや、ひそかにぶんぶん鳴ってるかも、と思いヘッドホンを外す──耳を澄すませる。

　何の気配もなし──うっかり欠伸あくびがこぼれる。「ふわ」

　その場にいる大人たちが一いつ斉せいに振ふり返る──怖い目。

　ぼんやり見返す雛──どうやら嫌きらわれているらしいので彼らから遠ざかる。

　窓まどの外──雨に濡ぬれるＯＰＥＣの新設本部を見下ろす。その昔、〝ジャッカル〟という映画にもなった実じつ在ざいのテロリストが、ＯＰＥＣ要人をいっぺんに人ひと質じちに取った教訓から、ほとんど要よう塞さいに等しい防ぼう備びを備そなえた建物──それに隣りん接せつする国際原子力機関ＩＡＥＡの本部──さらに新エネルギー共同開発機構の本部。どれも頑がん丈じようで安全であんな家に住みたいかも──と思ったとき、ふいにエレベーターホールで怒ど鳴なり声が響ひびいた。

「なんだ、この中身は！　火薬じゃないぞ！」「くそっ、ダミーだ！　偽にせの爆弾だ！」

　防護服を脱ぬぎ始める処理班の面々──鞄をひっくり返す──中身をぶちまける。

　警察犬が臭においを嗅かぐ──〈特憲コブラ〉が歩み寄よる。「偽物だと？」

「中身はゴマです。食べ物のゴマですよ。人をバカにしやがって」

「……スーダンの輸ゆ出しゆつ品ひんだ」考え込こむ〈特憲コブラ〉の男──鞄を手にとって。「点火装そう置ちはプロが使うものだ。テロ屋のメッセージかもしれん。本部に解析を──」

　その瞬しゆん間かん、雛の全身がそれを察知した。真っ黄色だった。辺り一面、夕焼け空だった。

　警告──精せい一いつ杯ぱいに。「ぶんぶんぶんぶん！　ぶんぶん鳴ってる！　ぶんぶん鳴ってる！」

　大人たちがぎょっとなる──呆あきれる。「なんだあれは？」「ＭＳＳはどいつもおかしい」

「危あぶないの危ないの危ないの！　みんな逃にげなきゃ危ないの！」

「爆弾はダミーだ」〈特憲コブラ〉がしっしっと手を振る。「お前の上官に報告しろ──」

　間に合わないと悟さとった雛の行動──走って跳とんだ＝吹き抜けから一階下の高こう架か通路へ。

　次の瞬間、エレベーターホールがそこにいた人々ごと消しよう滅めつした。

　世界を揺ゆるがすような爆ばく音おん──とてつもない炎ほのおの雲が湧わき起こり、黒こく煙えんが水のように広がり、ほぼ超ちよう音速で飛来するコンクリートの破は片へんが周囲の壁かべも床ゆかも天てん井じようも穴あなだらけにした。

　闇やみ──上下のフロアの灯あかりが一気に消えた。通路に飛び降おりるなり頭を抱かかえて伏ふせている雛の周囲で、なんだかわからない破片が／火の粉が／火か災さいを探たん知ちしたスプリンクラーの水が降ふり注いだ。それでも爆ばく弾だん魔ま的な直感で、怪け我がをするようなものは降ってこない場所だと確かく信しんしつつ、いったい何がどう炸さく裂れつしたのかを頭の中で正確に再さい現げんしているところへ、いきなり柔やわらかいものが、うずくまって突つきだした雛のお尻しりにぶつかって跳ねた。

　ゆっくりと振り返る──頭上を舞まう火の粉の明かりで、かろうじてそれが見えた。

　薄うす暗ぐらい通路の床から、じっと雛を見つめるもの──吹っ飛ばされた警察犬の首だった。




　にわかに轟ごう音おん／震しん動どう──爆弾が炸さく裂れつした⁉

　鳳──銃を構えたまま咄嗟に無線通信。《雛さん、御影さん⁉　大丈夫ですの⁉》

　御影の応おう答とう。《四カ所で同時に爆発した！　処理中の爆弾ではない！　別の何かだ！》

　雛の泣き声。《ぶんぶん鳴り出したの！　気がついたら急に鳴ってたの！》

《くそっ、我われ々われに被ひ害がいはないが処理班がやられた。人員と機材の配置位置にどんぴしゃでトラップが仕し掛かけられていた。敵てきは警備のマニュアルを読み、警備陣じんに打だ撃げきを与あたえるため、わざと偽の爆弾を置いて処理班をおびき寄せた。こいつはプロ中のプロだ》

　ニナの声。《床板パネルだ！　内ない装そう修しゆう理りで交こう換かんされた床板に爆弾を仕掛けられた。交換箇か所しよをデータで確かく認にん。まだトラップがある可か能のう性せいがあるぞ。──鳳、証しよう人にんはどうした！》

《ジャ……ジャック・パーキンス氏が死し亡ぼう！　現場にハロルド・レイバース氏がいます！　銃器を所持しています！》

　通信中の全員が息をのむ──ニナの怒号。《どっ……どういうことだ！　レイバース氏がパーキンス氏を射しや殺さつしたのか⁉》

《わ、わかりません、今すぐ確認します！》ゆっくりと立ち上がる。

「動くな」ハロルド──銃を持たない方の手を上げて。「君は現場を汚お染せんしている」

「お……汚染？」

「君がばらまいたガラス片をこちらへ運ぶことになる。近づくな」穏おだやかな態たい度どのくせにニナの号令なみに有う無むを言わさぬ迫はく力りよくがあった。「今の音と震動は、爆弾かね？」

「は……はい。床板に偽ぎ装そうされたトラップで警備に死し傷しよう者しやが……」なぜ訊きかれるままに答えるのか──まるで上司と部下だと思いながら切り替かえる／できる限かぎり相手の態度を真ま似ねる／声が震える。「……ここで何をしているのです。あなたが……撃うったのですか」

「なに？」初めて表ひよう情じようが浮うかぶ──訝いぶかしげな、珍めずらしいものでも見たような目。「観かん察さつ眼がんを磨みがくべきだな。被ひ害がい者しやの銃じゆう創そうと、私の銃を見ろ。口径が違ちがう」

「こ……口径？」

　パーキンスの胸むね──スーツとシャツに穴／弾丸の熱で焦こげた痕あと／血の塊。

　はっきり言って、わからなかった──ハロルドにもわかるとは思えなかった。

「せ……専せん門もん家かが調べます。銃をお渡わたし下さい──」

「ふむ」本当にわからないのか、と理り解かいを示しめすような呟つぶやき──床を指さす＝点々と続く血けつ痕こん。「足あし跡あとだ。犯はん人にんは至し近きん距きよ離りから撃った。心しん臓ぞうに穴が空けば、当然、水みず鉄でつ砲ぽうのように血が噴ふき出し、大量の返り血を浴びる。つまり犯人は血まみれだ」

　わかったか？　というような顔──不出来な生徒に丁てい寧ねいに教える教きよう師しのよう。

「け……警けい備びの者が追跡します」釈しやく然ぜんとしないまま、ひとまず銃を下ろす──相手はさっさと銃をしまっていた。「証人であるあなたを、ただちに保ほ護ご下かに──」

「待て」何かを嗅かぎつけた警察犬のように屈かがみ込む──ハンカチを取り出す──床に膝ひざをついて何かをそっと取り上げる。「素す晴ばらしい幸運だ。犯人が残した名めい刺しを見つけた」

　相手のまぎれもない喜びの声に、呆あつ気けにとられた。「め……名刺？」

　金きん属ぞくの塊かたまり──ハンカチで包む。「弾丸だ。パーキンスの体を貫かん通つうし、その壁に当たり、ここに転がった。これで引き金を引いた位置がわかる。彼は幸運の持ち主だぞ。心臓をぶち抜ぬくとはな。体内に弾丸が残ざん留りゆうしていたら、射殺位置を特定することは難むずかしかった。これなら犯人の身長も判はん明めいする」すっと移い動どう──ダンサーのような滑なめらかな足取り。「ここだ。犯人は手を伸のばして撃ったのではない。それではパーキンスを突き飛ばすことになる。腰こしだめで撃った。射しや撃げきの腕うでに自信がない者が、確実に射殺しようとしたのだ。犯人の身長は百七十五センチから百八十センチの間。右利き。右半身に硝しよう煙えん反はん応のうと、発射残ざん滓し」

「わ……わかりました。では、あなたの保護を──」

「一つ問題がある。どうやらこれは、サボット弾だ」

　ついていけなくなる。「木靴サボツト……？」

「そう。ベルギー人が履はいていた木の靴くつのように、弾丸にプラスチックのカバーをかぶせる。カバーは発射時の衝しよう撃げきと熱で粉々に消え、弾丸に旋せん条じよう痕こんが刻きざまれることを防ふせぐ。この弾丸が、どの銃から発射されたか証明するのは不可能だ。犯人から銃を取り上げ、装そう塡てんされた弾丸がサボット弾であることを確かめるしかない」

　ニナの叱しかるような声。《応おう答とうしろ、鳳。レイバース氏がパーキンス氏を撃ったのか？》

《いえ、違う……ようです》

《何をしている。今すぐレイバース氏と宿しゆく泊はく施し設せつに戻もどり、セーフガード車両に来い》

《それが……今、現げん場ば検けん証しようをしておりまして……》

《レイバース氏が？　バカな真似はやめさせろ。彼は今、保護されるべき証人であって、捜そう査さ官かんではない。さっさと切り上げさせて、こちらへつれて来い》

《は、はい》通信アウト──声をかける。「あの……」

「便利になったものだ」ハロルド──自前の携帯端末ＰＤＡで撮さつ影えい中。「これ一つで、血痕や指し紋もんの有う無むがわかる。専用チップがあれば死者の血中の麻ま薬やくやアルコール検けん査さも可能だ」

「ただちに保護下に入って下さい」できる限かぎり毅き然ぜんと告げる。「あなたは証人で──」

「心配ない。私が採さい取しゆした証しよう拠こは全すべて君たちに渡す。まずはこれを。君の仕事だ」

「え──？」

　ハロルドが指さす──死者の手が握にぎったままの携帯電話。

「通話中に射殺された可能性がある。それと血が一滴てきも電話についていない。犯人が奪うばおうとしたが、死者が強く握りしめていたため引き抜けず、悪戦苦く闘とうしている最中に私の接せつ近きんを察して、急いで血痕を拭ぬぐって逃にげたのだ。指紋はない。犯人は手て袋ぶくろをしていた」

　思わず質しつ問もん。「手袋をしていたのに血を拭ったのですか？　指紋はつかないのに──」

「犯人がこの携帯電話に興味を持っていることを、我われ々われに知らせないためだ。それと、血の手形があれば、手の大きさが判明する。この犯人は実に念入りに偽ぎ装そうしている。素す早ばやく諦あきらめるなど、引き際ぎわを心得ている。なかなか厄やつ介かいな人物のようだ」

「あの……」説得／制せい止し／命令──いずれもできず。どうにか根本的な質問を引っ張ぱり出した。「そもそもなぜ、あなたがここに？」

「パーキンス氏の後をつけた」当然のように返される。

「後を？」にわかに疑ぎ惑わくがよみがえる──警けい戒かいが顔に出る。「どういうことですか？」

「詳しよう細さいは君が仕事をしてから教える。早くしたまえ」

「あたくしに何をしろと──？」

「電話だ。最新の通話相手にかけたまえ。通話中に撃うたれたなら、通話相手が犯人の声を聞いているかも知れない。あるいはパーキンス氏が、犯人の名を口にした可か能のう性せいがある」

「犯人の名前を……？　どうしてそのようなことが──」

「これほど近距離で射しや殺さつするなど通つう常じようありえない。互たがいの体のどこにでも手が伸のばせる距離だ。犯人は標的に気づかれずに接近する技ぎ術じゆつを持つプロか、でなければ接近を許すほどパーキンス氏に親しい誰かだ。後者の場合、殺される直前まで、殺人者に向かって、殺さないよう説得なり懇こん願がんなりするはずだ。つまり相手の名前を口にした可能性は高い」

　ぽかんとなる──そこまで咄とつ嗟さに考えつく相手に、単たん純じゆんに感心してしまっていた。

「急げ。通話相手が、事じ件けんに巻まき込まれることを恐おそれて電話を処しよ分ぶんしてしまうかもしれないぞ。そうなれば犯はん人にんを特定できるゆいいつの証人を失うことになる」

「は、はい……」あなたも証人なのだと言い返せず──相手の有う無むを言わせぬ調子に気け圧おされながらパーキンスの手に触ふれる／まだ僅わずかに温あたたかい死者の手に悲ひ痛つうを刺し激げきされる。

　万まん力りきのように閉とじた死者の手を、機械仕掛けの力で開く──もぎ取る。

　携けい帯たい電話の操そう作さ──真っ白な表ひよう示じ。「デ……データが消されています」

「犯人の仕し業わざだ。とはいえ君たちの部隊には電子戦のプロが何人もいるのだろう？」

　こちらを見もせず辺りを撮影して回っているハロルド──ニナに怒鳴られることを覚かく悟ごして無線通信。《殺害されたパーキンス氏の携帯電話を入手。通話相手が犯人を特定する可能性大。ただしデータが消されているため、解かい析せき班はんに復ふつ旧きゆうをお願いいたします》

《セーフガード車両にワンコールして切れ。侵しん入にゆうして復旧する。──まだ捜査を？》

《はい。保ほ護ごをすると申し上げているのですが……》

《目を離はなさずそばにいろ。敵てきは施設内にいる。できる限り早くレイバース氏を説得し、このセーフガード車両につれて来い》

《了りよう解かい》通信アウト──携帯電話を操作＝セーフガード車両につながる七つの番号のうち一つへかける／すぐに切る／たちまち携帯電話の画面が点灯──マスターサーバーの支し援えんを受けての逆ぎやく探たん知ち／解析／データの再さい現げん／復旧──ほとんど一いつ瞬しゆん。

　いきなりハロルドが部屋を出て行こうとする──泡あわを食って追った。「レ……レイバース捜査官！　お待ち下さい！」

「ハロルドでいい。ハリーはよして欲ほしい。昔、『ダーティ・ハリー』という映えい画ががあって、暴ぼう力りよく警官の鑑かがみのような人物が主人公だ。あまりに私の理想からはかけ離れている」

　真ま面じ目めなのか冗じよう談だんなのかもわからない──すたすた歩いたかと思うとしゃがみ込こむ／撮影する／また何か嗅かぎつけたように移い動どう──まるきり追つい跡せきモードに入った警察犬の姿すがた。

　ニナから通信。《鳳、最新の通話記録がそちらに転送されたはずだ。それと、その携帯電話から暗号化コードによるネットスペースへのアクセス履り歴れきが発見された。現げん在ざい、解析中だ。お前の方から通話相手にかけてみろ。通信はこちらでも傍ぼう受じゆする》

　驚おどろき──通話に関しては役目が終わったと思っていた。《あ、あたくしがですか……？》

《その電話からの着信でなければ相手が出ない可能性もある。着信番号を意図的に操作するには総そう務む省しようの許きよ可かがいる。そんな手続きに時間を割さいている場合ではない》

《わ……わかりました》携帯電話を凝ぎよう視し──もしかするとパーキンスを殺害した犯人を知る相手かもしれないのだという緊きん張ちよう──覚悟を決めてコール。

　ハロルドの後を追いながらコール音に耳を澄すませる──そして通話。

　思わず大声が飛び出した。「もしもし！　もしもし⁉」

《現在、電話に出ることが──》ボイスデータ──留る守す番ばん電話であること気づく。

「これをお聞きになったら、どうかすぐに、この番号におかけ直し下さい──」

　ふと通路を見る──ハロルドがいなかった。

　飛び上がりそうになるほど驚きながら通路を走った──同時に声を吹ふき込んだ。

「急を要する事じ態たいです。どうかご連れん絡らくを下さい」

　携帯電話を制服のポケットに突つっ込む──曲がり角──ハロルドがいて、何やら頭上を見上げている姿を確かく認にんし、どっと安あん堵どと脱だつ力りよくに襲おそわれる／怒いかりが込み上げてくる。

「か……勝手に移動しないで下さい！　いったい何を──」

「目もく撃げき者しやだ」すっと指さす──監かん視しカメラ。「このカメラだけは避さけて通れない。警けい備び室しつへ行き、監視データを確認しよう。警備隊員が一人もここに来ないのはおかしい。もしかすると犯人が、監視データを操作するために立ち寄よったかも知れない」

「それは私たちが──」

「いいや。見たところ、応おう援えんに駆かけつけてくれる人員はいないらしい。今なら犯人はこの施し設せつ内にいる。しかも、この大雨で道路規き制せいが敷しかれているため、まだしばらく出られないだろう。これほど幸運に恵めぐまれた事じ件けんは滅めつ多たにない。私はみすみすその幸運を見み過すごし、パーキンスを殺害した人物を取り逃にがす気はない」

「あなたがそれをする理由はありません。あなたは守られるべき証しよう人にんです」

「彼の衣服の内ポケットは空で、そして血けつ痕こんがあった」

「ポケット……？」

「食事の席でパーキンスは、私に何かを渡わたすと言っていた。その何かがない。私のものになるはずだった何かを、犯人が持ち去ったのだ。実に、ますます、許せない相手だ」

「そ……そうですが……」呆あつ気けにとられた。ドライな態度で論ろん破ぱされるのかと身み構がまえたところに、個こ人じん的な怒りを理由にされるとは思ってもいなかった。あるいは何かの冗談なのか／言い訳わけなのか──まったく意図がつかめない。「あの……先ほど、パーキンス氏の後をつけたとおっしゃっていましたが、何か理由が──」

「見ろ」また遮さえぎる──通路にしゃがみ込む。「血痕だ。犯人はやはり警備室の方へ向かっている。行こう。君の質しつ問もんに対しては、移動しながら答える」

　さっと立ち上がって大おお股またで移動──呆あきれるばかりの強ごう引いんさ／自分勝手さ／こちらは仲間が爆ばく弾だんで吹ふき飛ばされかけたというのに／一いつ刻こくも早く仲間と合流し、証人たちを集めて保護したいというのに──こちらの都合など何一つ考えてもくれないのか。

　大いに恨うらめしい気持ちでいっぱいになりながら、慌あわててハロルドの後を追っていた。




　セーフガード車両──通信官の緊きん張ちように満ちた報ほう告こく。「施設内の複ふく数すう箇か所しよで、音おん響きようセキュリティが銃じゆう声せいを検けん知ち！　重火器による集しゆう団だん戦せん闘とうと思われます！」

「集団だと？　いったいどこから現あらわれた？」

　ニナが身を乗り出す──確認する間もなくさらに報告。「〈特憲コブラ〉の〝ケンタウロスツエンタオアー〟の稼か働どうを確認！　施設内での砲ほう撃げき禁きん止しプロテクトを解かい除じよし、迎げい撃げき行こう為いに移うつる模も様よう！」

「やつらの軍用機体が必要なほどの戦闘だというのか⁉」愕がく然ぜんとなる──大急ぎでデータを確認＝指し示じ。「御影、敵集団が南側の正面入り口から国連ビルに突とつ入にゆうをはかっている！　西エリアから南エリアへＡ班はん全員を移動、ただちに要撃！」

《了解──爆破現場の負ふ傷しよう者しやは警備隊に任まかせよう。検知された音おん紋もんからすると例の対空機関砲の弾丸だ。行くぞ、野や郎ろうども。なんとも派は手でな銃じゆう撃げき戦せんが待っているぞ》

「証人たちが分散した瞬間に襲しゆう撃げきが開始された。内通者が存そん在ざいする可か能のう性せいが大だ。警備隊の通信に介かい入にゆう。大使団だんを宿しゆく泊はく施設ロビーに集め、全員の通信記録を洗あらうよう要よう請せいしろ。将しよう軍ぐんとその息子むすこおよび側近グループは最さい優ゆう先せんで要確保だ。御影と日向が見たという子供はまだ見つからん。引き続き監視データを解かい析せきしろ」

　ニナ──立て続けの指示／立て続けの報告／混こん乱らんする事態に全力で追いつこうとする。

「雛、今すぐ国連ビル内にいるヴィッテルス氏の保護へ向かえ。お前が一番近い位置にいる。それから同ビル内のシスター・アーレ、ミッターマイヤー氏の順で確保だ。乙は宿泊施設でブリギッテ氏と一いつ緒しよだな？　応おう答とうしろ、乙。応答……なんだ？　乙と通信できんぞ、いったいどうした！」

　通信官──仰ぎよう天てん。「わ……わかりません！　何らかの通信阻そ害がいと思われます！」

「バカな、セーフガード車両を妨ぼう害がいできるほどの装そう備びなどそうそうあるものか！　ただちに原げん因いんを究明！　マスターサーバーを介して、乙との通信を回かい復ふくさせろ」

　ふいに通信──モニター＝日向。《俺おれだ。〈特憲コブラ〉の詰つめ所で、妙みようなことがわかった》




「全員が、四方八方に乱らん射しやしている。特とく殊しゆ部隊の精せい鋭えいが、パニック状じよう態たいだ」

　日向──ＰＤＡを手に殺さつ戮りく現げん場ばのまっただ中にしゃがみ込む／見上げる／眺ながめる。

　虎こ視し──熟じゆく視し──一カ所からあらゆる場所をズームして見て取る〝人間カメラ〟方式。

　ＰＤＡ＝ニナの声。《敵集団に急襲され、通信する間もなく殲せん滅めつされたのだろう。監視カメラは角度が悪く、敵は映うつっていない──》

「通信はしていた。少なくともしようとしていた。それと、銃撃戦ではない」

《なんだと？　私にわかるように説明しろ、日向》

「千切れた手の幾いくつかが、通信マイクを握にぎっている。通信しようとし続けた証しよう拠こだ。それと、撃うったのは殺された〈特憲コブラ〉だけだ。敵が撃った痕跡がまったくない。ここにいた者たちを殺したのは、弾丸じゃなく、何かもっと別の武器を使う敵だ」

《敵集団が所持する可能性のある兵器リストから解析中だ。じきに──》

「この敵は集団じゃない。おそらく一人だ」

《一人⁉　最低でも七人の特殊部隊員を、数分足らずで殺害した相手だぞ⁉》

　日向の虎視がぴたりと何かを見つける──歩み寄よる──血痕＝蹄ひづめのような足跡。

　顔を上げる──監視カメラと目が合う。

「監視カメラに敵は映っていないと言ったな？」

《そうだ──》

「映っていないはずはない。敵の足跡を発見──作動中の監視カメラの真正面だ」

《真正面……⁉》混乱──戦せん慄りつする声。《お前の姿すがたを確かく認にんした……確たしかに正せい常じように作動している。だが映えい像ぞう解析には何もヒットしない──何も映っていない》

「では、こういうことだ。この敵は、見えない。助けを呼ぶこともできない。こちらの通信を封ふうじ込め、そして単たん独どくで行動する。今現在、通信ができない部隊はあるか？」

《……乙との通信が、数分前から途と絶だえたままだ》

　日向──さっときびすを返す／走り出す／勢いきおいを増まして雨の中へ飛び出す。

　全隊通信＝さながら虎とらの咆ほう哮こう。「Ｂ班全員で宿泊施し設せつへ向かう。アリスが危ない」




　　　　Ⅳ




《鳳ぁ？　ねー。雛ぁ？　おーい。おーいったらぁー》

　乙──宿泊施設の最上階の部屋で、アフリカのデザートとお茶を楽しみながら談だん笑しよう中＝なぜか誰だれとも通信がつながらないことに首をかしげる。

　その様子に気づくブリギッテ・シュタイン──お茶をつぐ手を止めて覗のぞき込む。「あら、どうしたの？　きょろきょろしたりして。おトイレならロビーよ。案内しましょうか？」

「ううん。なんか通信が──」

　部屋の出入り口で声＝警けい備び隊員たち。「おかしい、通信できない」「本部？　応答して下さい、本部──」

　そこへ足音──声。「広こう域いきの通信阻害らしい」

　ちらっとのぞく乙──〈特憲コブラ〉のベレー帽ぼうと制せい服ふくを着た男が来て、警備隊員に命令している。「全員ホールに集合だ。通信機を別の物に取り替かえる。急げ」

　ばたばた移い動どうし始める警備隊員たち──〈特憲コブラ〉の男が部屋に顔を出して言った。

「ここで待機していて下さい。じきに騒さわぎが静まりますから」

「ええ。ご丁てい寧ねいにありがとう」ブリギッテ──にっこり。

　乙──〈特憲コブラ〉の男の顔に見覚え／なんだっけ／どこかで見たことがあるような──

　だが思い出す前に男は足早に出て行ってしまった。

　ブリギッテがお茶をつぐ作業を再さい開かいしながら、不思議そうに言った。「騒ぎなんて、いつ起こったのかしら。ここには何にも聞こえて来ないのね」

「変なんだ。なんにも連れん絡らくがないなんて」

「通信がどうとか言っていたけれど」部屋を見回す。「誰もいなくなってしまったわね」

「心配ないよブリギッテさん。オレがそばにいるよ」自信たっぷりに言ってのける。

「ありがとう。とっても頼たのもしいわ」本心から嬉うれしげ──しげしげと乙の胸むね元もとを飾かざることになったダイヤを見つめる。「本当によく輝かがやくわ。やっぱりあなたにあげて良かった。とっても素す晴ばらしいエネルギーの持ち主なのね、乙さんは。誰よりも似に合あうわ」

「そっかな……」照れくさそうに石を見る──明らかに〝本物〟の石の輝きに、ちょっと心配顔になる。「ねえ……ほんとにこんな高た価かいのもらっちゃっていーの？」

「もちろん。あなたに身につけてもらって、石も喜んでいるわ」

「でも……なんか、大人っぽすぎるかも」急に自信なさそうに石をいじる。

「すぐに大人になるわよ」にっこり。「あなたが二十五歳さいになって、ミドルネームのアリステルで呼よばれる頃ころには、こんな小さな石じゃ満足できなくなっているわ、きっと」

「そっかな」頰ほおをかく──二十五歳なんて想そう像ぞうもできない。「でもオレ、この石が好きだよ。他のがどんなに大きくてもブリギッテさんがくれた石の方がずっと好きだと思う」

「ありがとう……。それはね、私が持てた、本当に一つだけの純じゆん潔けつの石なの。一滴てきの血にも汚よごれていない、真っ白なダイヤ」

「血……？」びっくりしてまた石を見た。ダイヤに血なんて考えたこともなかった。

「ダイヤには四つのＣがあるの。ご存ぞんじ？」

「ううん。なにそれ、面おも白しろそう」興きよう味み津しん々しん。

「ダイヤの質しつを決める四つの基き準じゆんよ。色合いのＣＯＬＯＲカラー、透とう明めい度どのＣＬＡＲＩＴＹクラリテイ、形を意味するＣカＵツＴト、そして、大きさを意味するＣＡＲＡＴカラツト……。でも今はこれに、第五のＣが加わるようになってしまったの」

「第五のＣ……？」

「ＣＯＮＦＬＩＣＴコンフリクト……紛ふん争そうよ。特にこの二百年間、延えん々えんと続くアフリカの紛争のこと。彼らが違い法ほうなルートで武ぶ器きを買うとき、多くの場合、ダイヤが代だい価かとして支し払はらわれるの」

「ダイヤで武器を買うの？」またびっくり。

「そう。だから新しいダイヤの多くは、アフリカの人々の血で輝いている……。そうした違法の紛争ダイヤがアフリカで見つかったとき、どうやって処しよ分ぶんするかご存じ？」

「……ううん。知らない」

「燃やすの」ちょっと笑って──そしてとても悲しい目で言った。「ダイヤってね、燃もえるの。どんどん小さくなって、真っ黒い、とても汚きたない塊かたまりになってしまうの。そして最後には、なーんにもなくなってしまうのよ」

　言葉とともに、実じつ際さいにその光景が脳のう裏りに伝わるようだった。

　純潔のダイヤ──一滴の血にも汚れていない──その言葉がずしりと重く胸むねに響ひびいた。

　この女じよ性せいが抱いだき続けてきた悲しい気持ちが、自分の胸にも刻きざみ込こまれたみたいだった。

「私、この手で沢たく山さんの石たちを燃やしたわ。小さいのも大きいのも。耳を澄すませると、炎ほのおの向こうから石たちの泣き声が聞こえて来たの。なんで焼くんだ。輝けるはずだったのに。なんで血なんかで汚したんだって。そうすると泣けてしまって。悲しくて辛つらくて、怒いかりが湧わいてきて……涙なみだがあとからあとから流れたわ。本当に自分でもびっくりするくらい、涙が止まらなかった。そして、神様に誓ちかったの。世界中のダイヤから血を拭ぬぐえるなら、この命を捧ささげてもかまわないって。それが、シュタイン家の末まつ裔えいである私の役目だから」

「ダイヤのために死ぬの……？」ぽつっと訊きいた。

「そうよ」微笑ほほえみ──幸せそうですらあった。

「ダ……ダメっしょ死んだら。ブリギッテさん、証しよう人にんなんだよ。生きてないとじゃん」

「ふふ。実はね……秘ひ密みつがあるの。内ない緒しよにするって約束してくれたら教えてあげる」

「……うん」こくっと首しゆ肯こう。「絶ぜつ対たい、喋しやべんないよ、オレ」

　ブリギッテ──そっと耳打ち＝たちまち乙の目が驚おどろきに見開かれた。

「それ、本当⁉」

「本当よ。だから、もし私が死んでも、遺い志しを継ついでくれる者がいるわ。そして、きっとこの法ほう廷ていの目的を遂とげてくれるの──」

「ううん」相手を遮さえぎる──はっきり告げる。「オレが守る。ここのお仕事が終わるまでずっと守る。だからブリギッテさんは絶対に死なないよ。もしなんて考えなくていいよ」

　ブリギッテはうなずくと、優やさしく乙の頰に触ふれて言った。

「宝ほう石せきが似合うのではなく、あなた自身が宝石のような子ね……ありがとう」

　とんでもなく誉ほめられて、咄とつ嗟さに何と返していいかもわからなかった。以前ある老人に、悪を断たつワザモノだと言われたときくらい嬉うれしかった。

「へへ……」言葉遣づかいを正して行ぎよう儀ぎ良くしてもいいかも、とけっこう本気で思った。

「……さっきの人たち、帰って来ないわね」ブリギッテ──お茶のカップを手にしつつ入り口の方を見やる／壁かべの時計を眺ながめる。「シスターも皇こう帝てい様さまも、みんな帰って来ないわ。貸かし切りなのは素す敵てきだけど、さすがにもうお腹なかがいっぱい。あなたはいかが？」

「全然平気」差し出されたアフリカ版ばんの棒ぼう付つき砂さ糖とう菓が子しをくわえて席を立つ。「オレ、見て来る。ここで待ってて。すぐ戻もどるからね。勝手にどっか行っちゃダメだよ」

　すっかり子こ供ども扱あつかいされるブリギッテ──にこにこ嬉しげ。

「ええ。ここでお茶を飲んでいるわ」

　部屋を出る──きちんとドアを閉しめる＝がらんとした廊ろう下か。何の気配もなし。このフロアにいるのが自分とブリギッテだけだということが察せられる沈ちん黙もく。

　相変わらず通信はつながらない──首をかしげつつ廊下を進む／ふと鏡張ばりの柱の前で立ち止まって自分を見る／胸むな元もとのダイヤと自分の顔を見み比くらべる／思わず口元がほころぶ。

「宝石だってさ」

　やけに嬉しくなって駆かけ足でエレベーターホールへ──ぴたりと足を止めた。

　血の海が広がっていた。

　バラバラになった手足──胴どう体たい──かっと見開かれた目──警けい備び隊員たち。

　エレベーターのドアが銃じゆうを差し込まれて開きっぱなしになっている。

　血しぶきだらけなのにエレベーターだけ汚よごれてない──おそらくエレベーターから飛び出した何かに、全員が一いつ瞬しゆんでズタズタに引き裂さかれた──みな声もなく／反はん撃げきもできず。

「……なにこれ」

　生なま温あたたかい血の臭におい──通信ができない──二つの事実が、猛もう烈れつな危き機き感となって、首くび筋すじのうぶ毛が逆さか立だった／思わず頰ほおの絆創膏おまじないに触れた／息を詰つめて辺りを見回したとき──

　ホール奥おくの壁に記されたものに気づいた。

〝偶ぐう像ぞう崇すう拝はいに翻ひるがえった都市をことごとく燃やしなさい〟

　温かい血で書かれたドイツ語の文章──字から垂たれた赤い雫しずくが幾いく筋すじも線を描えがいている。

《あ……鳳あっ！　雛っ！　ニナぁっ！　誰か返事──》

　ふいに何かが動いた。

　ホール脇わきの別の通路──陰かげから男が飛び出す／銃＝ショットガン──男の顔ではなく銃を見つめる乙＝銃口の向く先を読む／十字に交差した両りよう腕うででガード──轟ごう音おん／衝しよう撃げき。

　正せい確かくに乙の心しん臓ぞうを狙ねらう弾だん丸がんが、両腕が重なった中心点にヒット──左腕を砕くだき折られ／背はい後ごに吹ふっ飛ばされる／それでも、まばたきもせず素す早ばやく後転──跳とんだ。

　壁を蹴ける／天てん井じようを蹴る／床ゆかを蹴る／ショットガンの連れん射しやをかわす──体のすぐそばで壁が穿うがたれ／柱が削けずり取られ／死者の胸が爆ばく発はつ。二秒とかからず接せつ近きん──旋風つむじかぜのように体を回転させながら黒いエナメル靴ぐつのかかとを叩たたき込んだ。男のガード──ショットガンの銃身が、ハンマーのような蹴りを受けて、めきっと音を立てる／軋きしむ──男がすっ飛ぶ。

　ひらりと短いスカートを翻らせて着地──蹴飛ばされた男が床を転がっていった。

　と思うと男が素早く起き上がって跳ちよう躍やく──ホールのガラス天井＝鉄てつ枠わくにぶら下がる。

　二メートルは軽々と跳んでいた。それでその男も、機械の手足なのだとわかった。

「大雨で計画が全すべて狂くるった。やはりこの都市には悪運が満ちている」

　男が一方の手でぶら下がったまま曲がったショットガンを放り、ベレー帽ぼうを脱ぬぎ捨てた。

　乙──半ば千切れた左腕をぶらぶらさせながら、じろっと見上げる／やっと気づく。

　相手が、先ほど部屋に来て警備隊員たちをつれていった〈特憲コブラ〉であるということ。

　またさらに、今は〈特憲コブラ〉の制せい服ふくを着ているが、乙がその男を最初に見たのは国連都市の入り口だということ。セーフガード車両のモニター越ごし──将しよう軍ぐんが車から降おりる映えい像ぞう。

　今目の前にいるのが、通つう訳やく官かんだか傭よう兵へいだかの、白人の男だった。

「来るべきではない都市だ……なのに私がこの仕事を受けたのは、お前がいたからだ」

　眉まゆをひそめる──相手の言っている意味がわからないのに、うなじに電気が走ったみたいにぴりぴりした。「なに言ってんの？　早く降りて──」

「ルフトハンザ・ドイツ航空３１９便」

　息が詰まった。自分の顔からあらゆる表ひよう情じようが消えていくのがわかった。自分でも驚おどろくほど、しわがれた声がこぼれた。「なんで……それ、知ってんのさ……」

　男は答えず、ひょいと体を持ち上げて天井ガラスの一角にとりついた。

　逃にげる気だとわかって、男に向かって右手を伸のばしながら叫さけんだ。「転送を開かい封ふう！」

　にわかに唸うなり──手足がエメラルドの幾き何か学がく的な輝かがやきに包まれ、指先から粒りゆう子し状じように分ぶん解かい／置ち換かん──一瞬で機き甲こう化＝その背せで翻る、鋭するどく長大な青いトンボの羽。

　飛ひ翔しよう──刹せつ那な、天井ガラスが全て、粉々に砕くだけ散って雪な崩だれ落ちてきた。

　まるでガラス片へんの滝たき──《飾オりー耳ア》による目に見えないヘルメットが頭部への打撃を防ふせぐ／構かまわず手を伸ばす──四つの関節を持つ長大な腕＝青い炎ほのおを噴ふき出す灼刃機能ヒートブレイド。

　その機甲化した右腕が、いきなりズタズタに引き裂さかれ、砕け散った。

　衝撃──何かに弾はじき飛ばされる／真まっ直すぐ下へ叩たたき落とされる／血の海に落下する。

　警備員たちの柔やわらかな死体が、機甲化した体の下で、ぐしゃりと潰つぶれた。

　ショック──記き憶おく──かつて、乙の肉体を／両親を／乗客を滅ほろぼした飛行機事じ故こ。

　唯ゆい一いつの生せい存ぞん者しやである乙──沢たく山さんの死体が衝しよう突とつから守ってくれた／沢山の死に救われた。

　頭の中が真っ白になるほどの憤ふん激げき──怒いかりの叫さけび。「よくもやったな──ッ‼」

　血まみれになる特甲トツコー／羽──壊こわされた右腕を再さい転送しながら、もがくようにして身を起こした／体の下から伝わってくる柔らかで温かな感かん触しよくから逃げたかった。

　男はいない──砕けた天井から外へ出て逃とう走そう。

　飛び立った──激はげしい風雨で羽を煽あおられることを覚かく悟ごして。むしろ降ふり注ぐ雨で体の血が洗あらい流されることを願い、男を追おうとしたとき、いきなり何かに足を引っ張ぱられた。

　再ふたたび落下──宙ちゆうから引きずり落とされ、またもや死体の上に叩きつけられた。

　血に染そまる自分の手足──銃じゆうで撃うたれるよりも深しん刻こくなショックに襲おそわれた。

「うっ──」吐はき気──頭から雨に打たれながら慌あわてて血の海から這はい出た。

　さらなるショック──とん、とすぐ目の前の床で、何かが跳はねる音がした。

　ぞくっとなった。立ち上がって羽の探たん査さで慌てて周囲をチェック──何もいない。

　だがにわかに確かく信しん──あの男ではないのだ。

　別の何かが天井ガラスを砕いた／自分を弾き飛ばした／自分を引きずり落とした──

　とん、と何かが移動する音──そちらへ、左腕の燃もえる刃やいばでなぎ払はらった。

　同時に衝撃──まるで巨きよ大だいな手の平に全身をひっぱたかれたように吹っ飛ばされた。

　左腕と左の羽がいっぺんに引き裂かれ、エレベーター脇わきの壁かべに叩きつけられた。

《鳳ーっ！　雛ぁーっ！　なんかいる！　ここに、なんかがいるよっ──》

　慌てて再転送して宙へ逃げようとしたところへ、脇わき腹ばらに打撃＝機甲が裂けた。

《誰か返事してよっ！　鳳っ！　雛っ！　ニナぁ！　日向ぁっ──》

　ふいに悟さとった。通信できない──今、自分を攻こう撃げきしている何かが封じているのだ。

「う……」恐きよう慌こうに襲われながらも、咄とつ嗟さにブリギッテがいる部屋に続く通路を塞ふさぐようにして宙に静止──相手が床ゆかを移い動どうする痕こん跡せきを探さがそうと、神しん経けいを張り詰つめさせたとき。

　頭上で、ふいに何かが光った。

　一いつ瞬しゆん、ダイヤみたいだと思った。だが自分の胸むねの石とは輝かがやき方が違ちがった。人殺しの指で、きらきら光っているのを想像してしまうというシスター・アーレの言葉がよみがえった。そういう人ほど輝くばかりのエネルギーを嫌というほど持ち合わせているのだと──

　輝きに向かって灼しやく熱ねつの刃を振ふるった。口が勝手に大声で叫んでいた。自分が怒っているのか怖こわがっているのかもわからなかった。凶きよう悪あくな輝きがにわかに迫せまり、ふとそれが、透とう明めいなガラスの爪つめに見えた直後、自分の右目の中に飛び込んだのを感じた。

　右側全部の視し界かいがいっぺんに真っ赤に染まり、そして本当に何も見えなくなった。




　会議棟とう──階かい段だんを下りながらハロルドが言った。「なぜパーキンスの後をつけたか？　最初は彼と話をするつもりだった。だが、通訳官たちに会いに行くと言っていた彼が、誰だれもいない会議棟のフロアへ向かうのを見て、彼の行動と目的に興きよう味みが湧わいた」

「待ち合わせをした方がいたのかもしれませんわ」鳳──困こん惑わく顔。

「そうかもしれない。そして殺されたというわけだ」

「そもそも、なぜ話そうと？　お食事のときにも尋じん問もんのような真ま似ねを──」

「ジャック・パーキンスは本名ではない。十四年前、アメリカ国こく籍せきを取得した際さいの変名だ。それ以前の名は不明だ。彼がアメリカに来る以前の資し料りようが、まったく存そん在ざいしないのだ。我われ々われは、こうした法ほう廷ていでは証しよう人にんとなる人物の背はい景けいを徹てつ底てい的に調べる。証人の知られざる過か去こが一つ暴あばかれただけで、決定しかけた裁さばきが根底からひっくり返ることがあるからだ」

「何か事情があったのでは……」ますます困惑。

「どんな事情があれば、国際問題そのものであるこの法廷に、正体不明の人物を証人として国連が選ぶのか？　彼は各国の外交エージェントとして、政せい治じ戦せん略りやくを司つかさどるシンクタンクとも通じているというが、一いつ介かいの通つう訳やく官かんが、なぜそれほどの立場を手に入れられた？」

「それは……」口ごもる──何も返せず。「それこそ、何か事情が……」

「ところで今の私の言葉を、君の無線通信で、上司に報ほう告こくしたらどうかね？」

「え……？」

「殺された証人が実は正体不明で、この法廷への襲しゆう撃げきのさなか、真っ先に殺されたのだ。確かに我々には、彼の過去を特定する資料は発見できなかった。では君たちなら？　もし彼の過去が明らかになれば、そこから犯はん人にんの動機や人物像が浮うかび上がるのでは？」

「は……はい」またもや一方的に納なつ得とくさせられる──言われるがままに無線通信。《ジャック・パーキンス氏について情じよう報ほうです。レイバース捜そう査さ官かんがおっしゃるには、彼の名は変名で、アメリカに来る以前の記録が皆かい無むとのこと。彼の過去を探れば──》

《犯人の目星をつけられる。すぐに解かい析せき班はんに調べさせる。なぜ早く報告しなかった》

　むっとなる。《たった今、やっとお話ししていただけたばかりです！》

　呆あきれ返った調子。《まさか、まだ自分が捜査を行うと主しゆ張ちようしているのか？》

《はい……他に人員がいないからと……》

《確たしかに人員不足で増ぞう援えんを待つ状じよう況きようだが、保ほ護ごすべき証人を戦力に数える気などないし、捜査に期待などせん。適てき当とうに満足させたら引きずってでもセーフガード車両に連行しろ》

《はい。ところで乙さんは？　先ほどから通信ができませんの》

《日向の班が向かっている。雛はヴィッテルス氏のもとへ急行中。またミッターマイヤー氏は大使団だんとともに国連ビルから、お前たちのいる会議棟とうへ移動中だ。彼らが会議棟に現あらわれ次し第だい、合流してお前が保護しろ。シスター・アーレは脚あしが弱く、そこまで自力で移動できない。ヴィッテルス氏の確保の後、雛を向かわせる》

《了りよう解かい》通信アウト──かと思うと、ハロルドがまたさっさと離はなれる／慌あわてて追う。

　ハロルド──通路の窓まどから外を指さす。「見ろ。雨の向こうに銃じゆう火かが見える。国連ビルではなく中央エリアだ。プレスハウスか、ＯＰＥＣの新しん設せつ本部だろう。君から聞いた、国連ビルを襲撃している集団とは明らかに違う部隊が存在する」

　雨と闇やみの狭はざ間まで幾いくつもの火──脳のう内ないチップを通してデータを照会。「確かに武ぶ装そう集団がプレスハウスに侵しん入にゆうをはかり、警けい備び隊たいが防ぼう衛えい中です」

「犯人は単たん独どくだ。戦せん闘とう中のエリアへ逃にげた様子はない。武装集団と協力し合っているのか、それともまったく因果関係がないのか、それが先ほどから見えて来ない。ジャック・パーキンス氏に親しい人物だとすれば、通訳官の誰かだが、ここまで来るには相当高いクラスのセキュリティ通つう過か特とつ権けんがなければならない」

「現げん在ざい、該がい当とうする二十二名の通信記録を解析しております。いずれ判はん明めいするかと──」

「二十二名とは限かぎらない。何しろセキュリティをたやすく通過するどころか、非ひ常じよう時じには猛もう然ぜんと突つっ走れる職しよく業ぎようの人間が、ここには百数十名以上も集合している」

　遅おくれて意味を理解──仰ぎよう天てん。「け……警備関係者の中に、敵てきの協力者がいると⁉」

「それを検けん証しようする」あっさり返す／きびすを返す／目と鼻の先で銃じゆう撃げき戦せんが行われているというのに、恐きよう怖ふも興こう奮ふんもなく階段を下りて通路を進み、足を止めた。「ドアだ」

「はい……ドアです」何メートルか先に警備室のドア──普ふ通つう、警備室だ、と口にするところではないだろうかと思いながらオウム返しに応おう答とう。

「我々はあれを〝棺かん桶おけの蓋ふた〟と呼よぶ。捜査では、ドア越ごしに撃うたれることがきわめて多い。我々の到とう来らいを予期する犯人が銃を構かまえて待っていたり、ドアを開くと固定された銃の引き金が引かれるよう、仕し掛かけが施ほどこされていたりするからだ」

　ハロルド──そう言いつつすたすた近づいてゆく／呟つぶやく。

「各所で熾し烈れつな銃撃戦が行われている。警備員がパニック状じよう態たいであわただしく出入りしていてもおかしくない。なのになぜ、あんな風にきちんと閉とじている？」

「ちょっと──お下がり下さい！　あたくしが……」

「答えは簡かん単たんだ」言うなり無む造ぞう作さにドアを開け放った。「ここには誰もいない」

　安あん堵どのあまり膝ひざが震ふるえそうになった。「ド……ドアは棺桶の蓋ではなかったのですか！」

「その通りだ。しかしこのドアに限かぎれば、蓋はこの部屋に向かって閉じている」

　部屋の中＝血しぶき──四人の警備員が、頭や胸むねを吹ふき飛ばされて倒たおれている。

　反はん射しや的に銃を抜ぬいて構えた──だが部屋は無人／ハロルドは銃を抜いてもいない。

「な……なぜ、今は安全だとわかったのですか？」

「犯人は素す早ばやく計画的に行動している。こんな所でぐずぐずしているわけがない」

「でしたら、なぜ、わざわざドアと棺桶の話などするのですっ！」

「話しているうちに安全だと気づいた」しれっと返す──死者の群むれを指さす。「これで警備員が来なかった理由がわかった。問題は、これがパーキンス氏を射しや殺さつした犯人のしわざかどうかだ。犯人はショットガンの一連射で四名を皆みな殺ごろしにし、返り血も浴びずにドアを閉めて立ち去った。全ぜん弾だん、急所に命中。まさに名射手だ。実におかしい」

「おかしい……？」

「パーキンス殺しの犯人は、銃の腕うでに自信がない。だから接せつ近きんして撃った。だがこれは違ちがう。自信満々でゲームに興きようじるように殺さつ戮りくした。つまり第二の射殺犯がいる。単独で施し設せつ内を我わが物顔で歩き、しかも警備隊員もしくは特とく殊しゆ部隊員の制服を身にまとっている。あるいはそいつが施設のあちこちで暴れ回る武装集しゆう団だんを、指揮しているのかも知れない」

　啞あ然ぜん──なんとか言葉を絞しぼり出す。「ど……、どうしてそこまでわかるのですか……」

「この警備員殺しは明らかに、パーキンス氏を殺した犯人に、逃とう走そうルートを用意してやっている。まるで〝俺おれの用意した道を一歩も外れず進め、さもなくば俺がお前を撃つ〟と言わんばかりに。こういうタイプの人間が、特定の集団のために働くことはありえない。集団や個こ人じんをいかに操そう作さするかに智ち恵えをしぼり、入念に計画し、いたるところに罠わなを仕掛けて回り、そして計画通りにことが進むことに、たまらない快かい感かんを味わう」

　淀よどみなく相手の心理まで解説──まるで会ったことがある人間について語るよう。

　鳳──だんだん、目の前の男自身が、その犯はん人にんに思えて来る／口には出さず。

「ここにパーキンスを殺した犯人が来たのは確たしかだ。その痕こん跡せきを捜さがし、ここのカメラで犯人の移い動どうルートを割わり出そう」遺い体たいをまたぎ越こえて物色──まるで手て慣なれた空き巣狙ねらい。警備室のパネルに勝手にＰＤＡを接せつ続ぞく／建物の図面データを転送／かと思うと自分の名めい刺しをパネルに置く＝英語でメッセージを書きつける。『捜そう査さによりデータを押おう収しゆう』

　まるで自分の国の自分の管かん轄かつのような行こう為い──鳳＝完全に言葉もなく見守るばかり。

「監かん視し機材の記録装そう置ちの一部が抜き取られている。射殺犯が確かく認にんできなかったわけだ」

　いきなり手て招まねきされる──ハロルド＝ＰＤＡのスキャニング機き能のうで青白い光を照射。

　パネルの一いつ端たんに染しみのようなものが白く浮うかび上がる。

「これは、なんですの……？」

「こいつは人間の血に反はん応のうする。拭ふき取ったくらいでは、ごまかせない。警けい備び員いんのではなくパーキンス氏の血だろう。第一の射殺犯がやった証しよう拠こ──」

　たまらず大声で遮さえぎった。「もう十分です！　早く安全な場所に参りましょう！」

「十分？　犯人は特定されず、逮たい捕ほされず、有ゆう罪ざいにしうる証拠もなしで？」

「ここまでご協力いただければ、あとは私どもが──」

「この混こん沌とんとした状じよう況きよう下かで誰が引き継つぐのかね？」

「状況が平へい常じように戻もどり次し第だい、専せん門もんの捜査官が参ります！　ですからあなたは保ほ護ごを──」

「私は最も標的にされない。私はＦＢＩを代表してここに来ているだけで、私を殺しても次の代表者が後を引き継ぐだけだからだ」

「そうは言っても、あなたが追っていると犯人が悟さとれば、いつ攻こう撃げきされるか──」

「それが今の状況だ。私たちは犯人が誰だかわからない。他の保護された大おお勢ぜいの人間の中に犯人がいたら？　そいつが射殺犯だと見抜くすべはない。たとえ新たに誰かが殺されたとしても、証拠を処しよ理りされ、ぬぐい去られ、犯人は遠く彼方かなたへ消え去ってゆく──」

「だからと言って、なぜあなたなのです！　少しはあたくしの立場をお考え下さい！」

「考えているとも、小隊長コープ・チーフ。だが私がここにいる意味も考えて欲ほしい」

「意味──？」

「我々は墓はか荒あらしと戦う、墓ぼ地ちの管理人だ。最悪なことに墓を作るのは犯人ときている。あるとき忽こつ然ぜんと出しゆつ現げんする墓標を、秩ちつ序じよをもって保持し、犯人を追う。なぜだと思う？」

「犯はん罪ざいを取り締しまるためです！　それを行う人間はあなた以外にもおります！」

「いいや。因いん果が関係を取り戻すためだ。殺人とは、因果関係という名の真実を一方的に略りやく奪だつする行こう為いだ。なぜ死んだのか、なぜ死なねばならなかったのか、死なずにいられた未来はあったのか？　残るのは答えのない問い──空くう虚きよな虫食い穴あなだ。残された家族や友人たちは、略奪された因果関係の疵きず痕あとを背せ負おって生きていかねばならない」

「……あなたの信念はわかりました。あたくしも大いに共感します。ですが今ここでそれを行うのが、あなたでなければならない理由など、あたくしにはわかりかねます」

「ではなぜそもそも私は、アフリカの独どく裁さい者しやがしでかした、バカげた騒さわぎの後始末に駆かり出され、めちゃくちゃな惨さん状じようを調べ、法ほう廷ていに提てい出しゆつしなければならない？」

「そんな……なぜって……」

「〝もしかしたらＦＢＩが来て調べるかもしれない〟──そう思わせるだけで戦争犯罪を大いに抑止できることが統計で明らかだからだ。我われ々われの捜査が未来の犯罪を食い止めるからだ。現地の警官が我々の科学的捜査方法を踏とう襲しゆうするからだ。今のような混沌にまぎれ、恐きよう怖ふを利用し、怒いかりを利用し、一方的な利り益えきを得ようとする人間はどこにでもいる。我々の敵てきは、そいつらだ。悲ひ劇げきから甘あまい蜜みつを吸すおうとする最低の人間どもだ」

「わ……わかりました。しかし──」

「パーキンスを殺した犯人は、騒ぎが起こると知っていた。つまり、〝今が罪を犯し、悪を行うチャンスだ〟と確かく信しんしたということだ。いいや、決してそうではない、ということを犯人に教えねばならない。でなければ犯人や別の誰かが、また同じことをやる」

　鳳──これほどまでに何を言っても無む駄だだという気にさせられたのは初めてだった。思わず刺とげが出た。「アメリカ人としての、〝世界の警察〟の正せい義ぎですか？」

「その程てい度どは、皮肉のうちには入らない」なんと、にこりと微笑ほほえまれた。「今こうした状況下での正義とは、何をしたかではない。何をさせなかったかだ。パーキンスを殺した犯人が、他の証人も狙ねらっていたら？　犯人が誰だかわからないまま、保護すべき証人と犯人とを、同じ部屋に入れて二人きりにしてしまいかねないぞ」

　あまりに穏おだやかな口調──相手が怒っているのか、自分に親しみを覚えて腹はらを割わってくれているのか、さっぱりわからなかった。「それは……むろん……。ですが……」

「ひとまずは、早く出た方がいい。重大な情じよう報ほう提てい供きよう者しやが現あらわれたかもしれない。私はこの部屋を調べ、監視カメラの映えい像ぞうをチェックする」

「なんのこと──」ふいに自分の体のどこかで何かの音がしていることに気づいた。

　低いコール音──携帯電話──ぎょっとなる／慌あわてて引っ張ぱり出す／耳に当てる。

「もしもし⁉　あたくしの声が聞こえますか⁉　もしもし⁉　もし──」

《聞こえてる。わめくな》

　思わずびくっとなって黙だまった──咄とつ嗟さに相手の声を脳のう裏りで反はん芻すう＝低い声だが男ではない。女じよ性せい──それも、ほとんど少女と言っていいくらい若わかい声。

　だがあまりに予想外の、非ひ友好的な返答／口調／声こわ音ね──あるいは殺人現場の様子を耳にして警けい戒かいしているのか。ちょっと深しん呼こ吸きゆう──無む意い識しきにハロルドの口調を真ま似ねて言った。

「……一つよろしいでしょうか？」

《ああ》ぼそっと低い声が答える。《なんだ？》

「その……あなたは、どなたでしょうか？」

　僅わずかに沈ちん黙もく──そして当然のように返された。

《そいつは、あんたが誰か答えてからだ。こっちはあんたのメッセージに従したがっただけだ》

　言葉に詰つまる──実にその通りだと思った。元はパーキンスの電話からかけているのだ。いきなり自分が応おう対たいしては不ふ審しんがられて当然だが、いったいなんと返したものか？　公安だと告げれば、相手は巻まき込こまれることを恐おそれて、それこそ逃にげてしまうのでは？

　ニナなら／ヘルガなら／ハロルドなら、なんと答える？　想そう像ぞうもつかない。困こん惑わくに襲おそわれ、焦あせりと思案がごっちゃになった結果、生来の性せい格かくが顔を出す──生き真ま面じ目めに返答。

「わかりました」他に答えようがない／結果がどうあれ、これしかない──ほとんどやけになったように、ひと息に告げた。「あたくしは、〈ミリオポリス公安高機動隊ＭＳＳ〉所しよ属ぞく──要よう撃げき小隊〈焱の妖精フオイエル・スプライト〉小隊長、鳳・エウリディーチェ・アウストと申します」

《公安……？》呆ぼう然ぜんとした調子で返される。《要撃小隊長……？》

「はい。あたくしのことは包み隠かくさずお答えします。ですから、どうぞお答え下さい」

　開き直った者の強み──堂々と相手に迫せまった。

　沈黙──何の気配も伝わってこない──息づかい＝電話を捨すてて逃げたわけではない。

「あなたは、どなたですか？　なぜこの番号に出たのですか？」

　沈黙──このまま切られることを想像して焦る／苛いら立だつ／相手の顔すらわからず、何者かもわからず、手の届とどかない場所に逃げられる──なんとかして相手に理り解かいを訴うつたえる。

「なぜ答えて下さらないのです？　あなたは、どなた──」

《……少し驚おどろいただけだ》遮さえぎられる──余よ計けいなことは喋しやべるなと言わんばかりの声音──やおら、こちらの意を汲くんだように言った。《いいぜ。あたしが誰だれか教えてやる》

　思わずぎゅっと携けい帯たい電話を耳に押しつけたところへ──驚くべき答えが到とう来らいした。

《〈ミリオポリス憲兵大隊ＭＰＢ〉遊撃小隊〈[image: ケルベルス]ケルベルス〉小隊長、涼月スズツキ・ディートリッヒ・シュルツ。お前と同じ特甲トツコー児童だ。羽は生えてねえけどな》
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「ＭＰＢの特甲トツコー児童⁉」鳳アゲハ──驚きよう愕がくのあまり棒ぼう立だち──混こん乱らん／思案。

　羽は生えてない──こちらの〈羽フエデール〉のことを知っている。ＭＰＢの特甲トツコー児童とは面めん識しきはない──いや、〝アンタレス事じ件けん〟で一人──自分が助けた黒くろ髪かみの少女。だが今の相手がそうだと確かく信しんは持てない──ともかく今度はこちらが当然の質しつ問もんを口にすべきだった。

「なぜ、この電話に⁉」

《持ち主がさらわれたから、代わりにかけただけだ》

「さらわれた？」予想外に次ぐ予想外の事じ態たい──ハロルドが振ふり返る＝指で携けい帯たい電話を叩たたく感じの合図ジエスチヤー／多分〝詳くわしく聞け〟──その通りにした。「いったい、どなたが？」

《どなたって……知らずに電話したのか？》

「それが……あたくしがかけているこの携帯電話も、実は別の持ち主のものなのです」

《じゃ、女パイロットが連れん絡らくを取りたがってたのはお前じゃないんだな？》

「女……パイロット？」あまりに突とつ拍ぴよう子しもない言葉──何かの暗号かと思った。

《今日、空港に中国の戦せん闘とう機きが来たのは知ってるか？》

「戦闘機？」ますます困こん惑わく。「はい、ニュースで……」

《そいつに乗ってた、中国人の亡命女が持ってた携帯電話だよ》

「なんですって⁉」

　思わず叫さけんだ途と端たん、とんでもない一言が飛んできた。《驚おどろきすぎだ、バカ》

「バ……」反はん射しや的にかっとなった。「仕方ありませんでしょう⁉」

　まがりなりにも同じ立場の同どう胞ほうに、その態度は何か──と言い返そうとして遮さえぎられた。

《それよりそっちの電話の持ち主は？　こっちはさっきからそれが知りたいんだ》

　咄とつ嗟さに文もん句くを吞のみ込む。「……あたくしたちは現げん在ざい、国連都市で国こく際さい戦せん犯ぱん法ほう廷ていの警けい備びにあたっております」

　遮る。《アフリカのなんとかって地方の？》

　むかっとなる。「スーダン共和国にある、ダルフール地方の都市エルファシルです。その戦犯法廷で、証しよう言げんを行うはずだった証人の一人が、本来の電話の持ち主です。名はジャック・パーキンス。職しよく業ぎようは通つう訳やく官かんです」

《裁さい判ばんの証人？　……はずだったってのは、どういう意味だ？》

「先ほど殺害されました」

《殺された⁉》驚きの声──そしてまたもや信じがたい暴ぼう言げん。《ちゃんと守れよバカ》

　胸むねに突つき刺ささる悪あく罵ば──怒いかりの余あまり電話を握にぎり潰つぶしそうになった。「ふ……不ふ甲が斐いないと思っています‼　あなたこそ、亡ぼう命めい者しやがさらわれたとはどういう意味ですかっ‼」

　平然とした返答。《〈キャラバン〉と〈赤いハヤブサ〉っていう馬鹿どもにさらわれて、追ってる最中だ。そいつらのせいで空港中が大おお騒さわぎだ──》

　今度はこっちが遮って叫んだ。「〈キャラバン〉⁉　〝アンタレス事じ件けん〟に関かかわったグループですか⁉」

《多分な。こっちの女パイロットは、そっちのなんとか通訳官としか通話してない。そいつらが何を話したかわかるか？　そもそも、なんだって殺されてんだ？》

　なんとか？　死者をおとしめる呼よび方に怒りが湧わく。「ジャック・パーキンス氏です。通話の内ない容ようは不明。犯はん人にんは捜そう索さく中。法廷妨ぼう害がいのための殺害と思われますが、裁判の証人は他にもおり、彼だけ狙ねらわれたのか、あるいは証人全員の殺害を企たくらんでいるのかも不明です」

《全員殺す気じゃねえの？》止まらぬ暴言──さらに追つい撃げき。《それ以上、殺されんなよ》

「余よ計けいなお世話です‼」部屋中に響ひびく怒ど声せい──ハロルドがひやっとしたように首をすくめてこちらを見る＝手で抑おさえるような合図ジエスチヤー／〝落ち着け〟──どうにか、その通りにした。「パーキンス氏が殺害される直前の通話先が、この番号でした。また、彼に関する調ちよう査さで、パーキンスが変名であることが判明。アメリカに移い住じゆうした際に名を変えており、本名は不明。なぜ中国の亡命者と連絡を取ったかは──」

　呆あきれた声。《要するにお前、何もわかんねえのか？》

　目の前にいたらひっぱたいているところだった。「──調査中です！」

《わかったらこの電話に連絡しろ。こっちも何かわかったら教えてやる。じゃーな》

　じゃーな？　咄とつ嗟さに何を言われたのかわからなかった。通話を切る気だと察する──狼ろう狽ばい／慌あわてて止める。「え……？　ちょっと、お待ちになって──」

《こっちは猛もう烈れつに取り込み中なんだよ》問答無用──ぷちっと虫でも潰すような音。

　通信アウト。啞あ然ぜんとなった──遅おくれて怒りが来た──わなわな震ふるえながら、とっくにつながりを失った電話に向かって猛もう然ぜんと怒鳴った。「な、な……なんという態度ですか！　それが同じ都市を守る同国人への言葉ですかっ！」

　怒りにまかせてかけ直そうとしたところへ、ハロルドが声をかけて来た。

「特甲トツコー児童というと、君たちとは属ぞくする組そ織しきが違ちがう精せい鋭えい部隊のことかね？」

　相手の穏おだやかな声に、たしなめられたような気分になる──深々と息をつく／気を落ち着ける。「……はい。憲けん兵ぺいの特甲トツコー児童です。あたくしたちとは管かん轄かつも権けん限げんも違います」

「たまたま相手の電話を入手したのが君の同どう僚りようで何よりだ」

　とても同意できず。「あまりに非ひ協きよう力りよく的で非友好的な相手です」

「君は正しい対たい応おうをした。声を荒あららげない限かぎり、及きゆう第だい点てんだ」

　反はん論ろん。「それは相手が先に……あたくしだって普ふ段だんは、そんなに怒鳴りはしません」

　しげしげと見つめ返すハロルド。「私が生きているのは、どんなに憎にくむべき相手にもミスターをつけて呼んできたからだ。先ほどの棺かん桶おけの蓋ふたの話だが、ある男を逮たい捕ほした後、ドア越ごしに私の頭を銃じゆうで狙っていたと告白された。彼はなぜ撃うたなかったか？　彼の名にミスターをつけ、彼の妻つまに、彼を侮ぶ辱じよくするようなことは一言も口にしなかったからだ」

「ですが……それで相手がご自分に敬けい意いを払はらってくれるとは限りません……」

「当然だ。目的は犯人を逮捕することであり、犯はん罪ざいを未然に防ふせぐことで、誰かに何かを言われたから言い返すというようなことは忘わすれた方がいい。それより君が得た貴き重ちような情じよう報ほうを、私だけでなく、君の上官にも報告したまえ。私はまだここで調べることがある」

「は……はい……」思わず相手が自分の上司であるような錯さつ覚かくにおちいりかける──振ふり払う。《ニナさん、今し方、携帯電話に返答が──》

《傍ぼう受じゆした。まさか中国の亡命者とはな。確たしかに証人を殺されたばかりか素す性じようさえ知らんのでは何も言い返せん。引き続き携けい帯たい電話の相手と連絡を取り合い、情報を共有しろ》

　仰ぎよう天てん──自分の役目はもう終わった気にさえなっていた。《あ……あたくしが？》

《私では、相手方の指し揮き官かんとＢＶＴの頭越しの連れん絡らくになる。現げん場ばの隊員同士の〝偶ぐう発はつ的な連絡〟であればＢＶＴに横やりを入れられずに済すむ。国連都市と国こく際さい空港で同時に襲しゆう撃げき事件が発生しながら何もつながりがないわけがない。必ず接せつ点てんがある》

《ニナさんもおわかりでしょう⁉　きわめて非友好的な相手で、とても──》

《我が慢まんしろ》

《────》

《レイバース氏はまだ捜そう査さ中か？》

　むっとなったまま返す。《……会議棟とう管理室にて四名の警けい備び員いんの射しや殺さつ体たいを発見しました。あの方がおっしゃるにはパーキンス氏殺害犯ではなく、単たん独どくで行動する第二の射殺犯がおり、その人物が、第一の殺人犯と武ぶ装そう集しゆう団だんを指揮している可か能のう性せいがあるとのことです》

《ほう……》感かん嘆たんの呟つぶやき──どうやらニナ自身の思案と重なったらしかった。《伊だ達てに世界の警察は名乗らんということか……。いいだろう。レイバース氏が納なつ得とくするまで捜査に付き合い、必ず彼を守れ。ミッターマイヤー氏とフランス大使団が国連ビルを移動中だ。彼らが会議棟に入ったところでいったん捜査を中ちゆう断だんして保ほ護ごだ。いいな》

《了りよう解かい》通信アウト──振り返ったところでハロルドと目が合った。

「シュニービッテン主しゆ任にん捜査官への報告は終わったか？」

「はい。先ほどの通話は傍受しております。第二の射殺犯についても報告しました」

「ではこれを見て欲ほしい」パネルを操そう作さ＝監かん視しカメラの映えい像ぞうの一つがモニターに出現。

　国連ビルの一角──作業着姿すがたのアフリカ系けいの人間が、スーツ姿のアフリカ系の人間を射殺──そして見覚えのある男を銃で殴なぐりつけて何ごとか叫さけんでいた。

　驚きよう愕がく──凝ぎよう然ぜんとなって映像を見つめるばかりの鳳に、ハロルドが言った。

「将しよう軍ぐんの息子むすこアサド・アツィムが、武装集団に拘こう束そくされた。これで少なくとも、彼がこの騒さわぎの黒くろ幕まくである可能性は消えたな、小隊長コープ・チーフ」




　国連ビル南側──過か去こに鳳が戦せん術じゆつヘリを撃げき墜ついした噴ふん水すいそば＝豪ごう雨うの中を乱みだれ交かう火線。

　猛火を避さけて走行＝応戦する戦術班はんの軍用機体〝カケブートフムエシル〟×八台──左右にわかれて雨の中を走る敵てきの一団に十字砲ほう火かを浴びせようとするも、散開する敵に追いつけず。

　逆ぎやくに敵の迎げい撃げき＝推すい進しん式ロケット弾だんが飛来──素す早ばやくかわす機体＝背はい後ごで爆ばく炎えん。

　操そう縦じゆう席──御ミ影カゲの驚愕。「将軍の息子が、敵集団に拉ら致ちされただと？　本当か、ニナ？」

《間違いない。プレスハウス方面へ拉致された。現げん在ざい、同集団と警備隊が戦せん闘とう中。また武装集団同士で銃じゆう撃げき戦を行っているとの報告もある。仲間割われを起こしたのかもしれん》

「今現在、我われ々われが戦っている敵も、ただちに仲間割れを起こして欲しいものだ」

　敵集団の背後につこうとした御影たちの機体へ、横殴りの銃火──装そう甲こうに猛もう烈れつな火花と衝しよう撃げき＝特大の弾丸──猛雨をものともせず疾しつ走そうする影かげたち。

　巨きよ大だいな対空ライフルを抱かかえて敏びん捷しように動き回る、山や羊ぎの脚あしを持った怪かい物ぶつの群むれ。

　真っ黒に塗ぬられたアームスーツ──〈サテュロス〉式シレンティ型。

　御影＝歯がみ。「くそっ。例のアームスーツが新たに四体。なんと、これで十二体だ。こんな悪あく夢むのような重装備を、いったいどうやって持ち込こんだ？」

《無理に敵を撃げき滅めつしようとするな。襲撃前に出動済ずみの〈特憲コブラ〉および国家憲兵隊の部隊がこちらに急行中だ。増ぞう援えんは来る。それまで国連都市内の人員を守れ》

「了解──正面から撃ち合うのはやめだ、野や郎ろうども。連中をビルから遠ざけろ」

　機体が二機一組で散開──走る軍用機体に追いついてくるアームスーツの疾走＝まるで悪夢のワンシーン。二足歩行する黒い山羊の群を引き寄よせる──攪かく乱らんする──戦術班得意の連れん携けい／アームスーツを装着していない一団がビルに入ろうとしたところへ砲火で撃げき退たい。

　ふいに敵集団がビルへの侵しん攻こうを停止──東側へと一いつ斉せいに退ひいてゆく。

「追うな。どうせまた来る。今のうちに国連ビルの防ぼう衛えいを整えろ」御影の指し示じ──機体がビル正面口に集合／映像データを共有／解かい析せき結果の一いち覧らんをモニターに表示──思わず呻うめく。「アームスーツはどう見ても米国製。銃は東欧製。爆弾はロシア製。ガトリング砲は中国製。イスラエル製のレーザーサイト。二十世紀の最高傑けつ作さくと言われる日本トーシバのロゴマーク入り携帯ハンドミサイル。まるで世界の武器の見本市だ」

　ついで残された死者たちの解析──大半が作業着姿のアフリカ系の男たち。

　操縦席のモニターに解析班からの報ほう告こく──犯はん罪ざい者しや・テロリストのデータに該がい当とうせず／どこの誰かわからぬ敵たち／御影のため息。「やれやれ、スーダンの人間か？　外見からは判はん断だんがつかん。エルファシル紛ふん争そうに関係する民族だけでも、バッガーラ人、フール人、ヌーア人、ディンカー人、シンカ人──くそっ。背景が混こん沌とんとして敵の正体がつかめん」

　ふいに爆音──一斉にアームの砲身を周囲に向ける／四方を探たん査さ／敵てき影えいなし。

「どこだ……？」モニターに情じよう報ほうを呼よび出す──監視カメラの映像＝国連ビルを挟はさんだ中央エリア／雨の夜に燃もえ上がる炎ほのお／建物の一つに雪な崩だれ込むアームスーツの一団＋武ぶ装そう集団。「ＯＰＥＣの新設本部！　銀行なみに頑がん丈じようなあの建物を橋きよう頭とう堡ほにする気か！　潮音、ただちに地下通路のシャッターを閉へい鎖さだ！　あらゆる施し設せつに侵入されるぞ！」

《確かく認にんした。別の集団がプレスハウスを占せん拠きよ。そうか──あそこからなら駐車場に向かって掃射できる。二百人からの人間を移い送そうするための車両が、全すべて敵勢せい力りよく下かに置かれた》

　御影──大きく息をつく／衝撃を振ふり払はらう／賛さん嘆たんを口にする。「一いつ般ぱん人じんを逃にがすすべを奪うばわれたか。この豪雨の中で、なんと見事な夜戦だ。特とく殊しゆ部隊顔負けだぞ」

《どのみち増ぞう水すいで車は出せん。国連ビルを死守する。〈特憲コブラ〉の〝ケンタウロスツエンタオアー〟が南エリアＤで戦闘中だ。合流しろ。こうも警けい備び陣じんがバラバラでは防ぼう御ぎよにならん》

「了解だ。行くぞ、野郎ども。いけ好かない連中に、たっぷり貸かしを作ってやれ」

　次々に疾走──南側正面ロータリーから南東のエリアへ直進──彼方かなたで猛もう煙えん／爆炎。

　御影の機体を先頭に現場へ到とう着ちやく──〝カケブートフムエシル〟よりも一回り大きな軍用機体が横よこ倒だおれに／ひしゃげた脚きやく部ぶ／めくれ返った装甲／操縦席がめちゃくちゃに。

　周囲に咄とつ嗟さに判別がつかない残ざん骸がい──死体──〈特憲コブラ〉と警備隊員たち。

　抉えぐれた地面──まるで爆ばく撃げきの跡あと。モニター越ごしに瞠どう目もくして見つめる御影＝戦せん慄りつの叫さけび。

「周囲を警けい戒かい！　潮音、〈特憲コブラ〉の通信コードに割り込んで事じ態たいを伝えろ！　連中の軍用機体が、ものの数分で破は壊かいされた！　この施設のどこかに怪物がいるぞ！」




　国連ビル──十階──十一階──十二階──非ひ常じよう階かい段だんをくるくる飛ひ翔しようする黄の火。

　雛ヒビナ＝機甲化──背せでぶんぶんはばたくスズメバチの羽。

　脳のう裏りに階下で起こった地じ獄ごく絵図──あの爆弾を仕し掛かけたのは正しよう真しん正しよう銘めいの大食らいだ。

　爆ばく弾だんの恐おそろしさは第一にあらゆるものを吹ふき飛ばす爆風であり、第二に膨ぼう張ちようした空気が一気に収しゆう縮しゆくする吸引力だ。爆風は爆心地に向かって集まる──周囲にあるものを吞のみ込み、高熱の炎の渦うずで食い尽つくす。沈ちん没ぼつする船が渦を巻まいて、せっかく船から逃にげ出した者たちを残らず海の底に引きずり込むのと同じだった。

　あの爆弾を仕掛けた人物はそれを知り尽くしている──四方に通路が延のびたエレベーターホールは、まさに爆ばく圧あつの作用によって巨大な顎あぎとと化し、一人残らずむさぼり食った。

　爆弾は鏡だ──作って仕掛けた人物の全存そん在ざいが浮うかび上がる。雛には相手の心がはっきり理り解かいできた。この人物はみんなを嫌きらっている──全否ひ定ていしている──だから食い残しがないよう、入念に仕掛ける──もしその場にいた自分が生き残っていると知ったら、きっとものすごく不ふ愉ゆ快かいになって追ってくる。そう思うと怖こわくて怖くて仕方なかった。

　だが羽の探査／セーフガード車両が中ちゆう継けいするセキュリティ／雛の爆弾魔ま的直感のどれにも自分を追ってくる怪物は探知されず──それでも早く仲間と合流したくて、びくびくしながらも大急ぎでヴィッテルス氏がいる十七階へ到達＝通路へ文字通り飛び出した。

　爆弾の炸さく裂れつのせいで送電系けい統とうに打撃＝非ひ常じよう電でん源げんが作動している薄うす暗ぐらい場所と、真っ暗な場所と、やたら明るい場所がバラバラ──光と闇やみのモザイクが余よ計けいに恐きよう怖ふをかき立てる。

　涙なみだ目めになりながら発信器の信号で位置を確認──ぴたりと宙ちゆうで静止。

　思わず目をまたたかせる──エレベーターホール。

　左右に二つずつエレベーターのドアが並ならんでいる──その一つ。

　爆発の衝しよう撃げきで停止したエレベーターの中から信号が発信されていた。

　辺りに黄色いものはないか、おどおど注意──エレベーターの前に舞まい降おりた。

　階下のホールが全壊したせいか、エレベーター内と通信できず／警報機も作動せず／おそらくエアコンすら停止中──こんこんドアをノック＝反はん応のうなし。

　情報ではヴィッテルス氏はミッターマイヤー氏と大使団だんと打ち合わせを終えてのち、階上の祈禱室プレイルームにいるシスター・アーレを迎むかえに行っていた──二名の警備隊員と一いつ緒しよに。

　途と中ちゆうで止まったエレベーター──こちらのドアと二メートルほど上にずれている。

　三人の人間が内部にいるはずだがノックは返って来ず──とりあえずこちらのドアの隙すき間まに手を差し込み、左右に押おし開き──ぴりっと僅わずかな電流の発生を羽が探知。

　ぴたりと止まる──拳こぶし一つ分ほど開いたドアの隙間に右足を入れる──凍こおりつく。

　ぶんぶん蜂はちの音──目の前の何もかもが、自分ごと真っ黄色に染そまる。

　まさかと思った。だが確たしかにそうだった。ドアと連動した起爆装置──おそらくどこの階のドアを開いても作動──エレベーターに仕掛けた装置にスイッチが入る。

　雛＝頭脳と爆弾魔的直感をフル回転──この人物は想そう像ぞうを絶ぜつする大食らいだ。

　エレベーターホールに爆弾を仕し掛かけたのは警備隊員をまとめて食らい尽くすと同時に、エレベーターを停止させていったん電気の流れをストップさせるためだ。

　それでエレベーター内に仕掛けた爆弾が起動状じよう態たいに──エレベーターに閉とじこめられた人間を救出しようとしてドアを開ひらけば起爆装置が作動──ドアを開ききるなり再ふたたび閉じるなりした瞬しゆん間かんに炸裂し、その場にいる人間全員が塵ちりと灰はいに還かえる。

　おそらく周囲四つのエレベーター全すべてに同じ仕掛け──この人物は、証しよう人にんの誰だれかがこの棟とうのエレベーターに乗るのを待っていた──警備の人間を殺害し、証人を殺害し、最後の最後まで証人を助けようとする人間全てを殺害するための仕掛け。

　バカげている──常じよう軌きを逸いつしている。目的の人物だけを狙ねらえばいいのに、巻き添ぞえになる人間の数を可か能のうな限かぎり増ふやしたがっている。

　巻き込まれろ──目の前の黄色い感じを通して、相手の声が聞こえるようだった。

　手を出せ、足を踏ふみ入れろ、こっちへ来い──一人残らず食ってやる。

　その瞬間、雛の自爆的性せい格かくが、にわかに不ふ屈くつの対たい抗こう心しんへと反転した。

　解体できなきゃ中の人たちみんな死んじゃう／自分がスイッチ代わりにされたことになっちゃう／そんなのバカみたい／そんな風にバカにされるのはとっても嫌いや／死んでも嫌。

　だから絶対にこれを解体する──たまたまこの自分がスイッチになったことを仕掛けた人間に死ぬほど後こう悔かいさせ、バカはどっちか教えてやらなきゃ死んでも死にきれない。

　両手から解体器具が出現／ドアの隙間から探たん査さ──エレベーター坑内の全ての不ふ審しんな構こう造ぞうを把は握あく＝死に物狂ぐるいで思案──起爆から炸裂に至いたる条じよう件けんは？　ドアを開ききる？　再び閉じる？　ドアを外す？　震しん動どう？　接せつ触しよく？　時間経けい過か？　この人物の趣しゆ味みは？　正当？　異い端たん？　光や空気に触ふれると爆発するとか、ちょっと変わった爆弾が好み？

　かつてこれほど他人のことを知りたがったことはなかった──僅かな情じよう報ほうから相手の心をくまなく知り尽くそうとしたとき、かつん、と通路で響ひびいた音を羽がキャッチ。

　いやに金きん属ぞく的な足音──続いて硬いブーツが床ゆかを踏む音──複ふく数すう──三名。

　羽の探査──自分が飛来した非常階段から、山や羊ぎの脚あしを持つ黒いアームスーツ姿すがたの一名を先頭に、作業着姿の二名のアフリカ系の男たちが、とてつもない重火器を抱かかえて到とう来らい。

　おそらく斥せつ候こう部隊──真まっ直すぐエレベーターホールに接せつ近きん──遭そう遇ぐう。

　動けぬ雛──ドアを半はん端ぱに開いたまま固定し続けねばならない自分へ、二人の男がものも言わずに機き銃じゆうを構かまえ、ついで機械仕掛けの黒山羊が、戦車の装そう甲こうさえ撃うち貫ぬく特大の対空ライフルの銃口を向けるのを、茫ぼう然ぜんとなって見つめた。

　ずどん！　爆音じみた銃声──黒山羊が真後ろに吹っ飛ばされた。

　雛──ぽかん。

　ホールの反対側から五名の〈特憲コブラ〉──先頭のペーア・ガブリエル隊長＝バーベル上げの選手のような極ごく太ぶとの腕うで・肩かた・胸むね・腰こし・脚で対戦車ライフルを構えて連れん射しや。

　起き上がろうとした黒山羊の胴どう部ぶ──カンガルーの袋ふくろに似にた、装甲に覆おおわれた操そう縦じゆう部ぶに弾だん痕こん・弾痕・弾痕・弾痕＝火花／血／煙けむり──黒山羊の完全停止。

　同時に隊員たちの正せい確かく無む比ひな一いつ斉せい射しや撃げき──残り二人の斥候の顔面と胸が穴あなだらけに。

「本当にスカート姿で飛んで来るとは。身だしなみという言葉を知らんのか」人間社会に適てき応おうしたゴリラそのもののような風ふ情ぜいのガブリエル隊長──エレベーターと雛の手を見やって。「マイトガング・ヴィッテルスはこの中だな？　爆ばく弾だんを解かい体たい中か？」

　雛──ヘッドホンをしたまま読どく唇しん術じゆつと羽の探査で相手の言葉は理解しているものの、いつ相手がゴリラ的な威い嚇かくの叫さけびとともに拳こぶしで胸を叩たたき始めるか警けい戒かいするような眼まな差ざし。

「まともに会話もできんのか。指し揮き官かんがしつけを怠おこたっている証しよう拠こだ」

　顎あごをしゃくる──隊員たちに周囲を警戒監かん視しさせる──そして拳で胸を乱らん打だする代わりに、バーベルなみの巨きよ大だいライフルを無む造ぞう作さに担かついで言った。

「お前は敵のことなど考えなくていい。その厄やつ介かいな仕掛けの解かい除じよに専せん念ねんしろ。お前もお前が救おうとしている証人も、我々が〈特憲コブラ〉の名めい誉よにかけて死守する」




　　　　Ⅱ




　宿しゆく泊はく施し設せつの裏うら手て──北エリア──雨を貫つらぬいて遠間から浴びせられる火線。

　戦せん術じゆつ班はんの軍用機体が散開──敵てきも距きよ離りを取りつつ散開。

　重じゆう武ぶ装そうしたアフリカ系けいの男たち／黒く塗ぬられたアームスーツの一いち団だん＝互たがいに目的地へ進む途と中ちゆうで遭遇──日向ヒナタの指し示じ。「敵は激げき突とつは避さけて中央エリアへ行く気だ。Ｂ２組ベー・ツヴアイ、ここに残って追い散らせ。無理に追うな。Ｂ１組べー・アイン、宿泊施設へ急ぐぞ」

　四台がその場にとどまり８の字を描えがいて雨の中を疾しつ走そう──敵の接近を食い止める。

　日向と三台が宿泊施設へ──敵の映えい像ぞうデータをセーフガード車両と共有しながら通信。

「御影、データを見てくれ。お前が相手にしたものと形けい状じようが微び妙みように違ちがう」

《〈サテュロス〉式のサテュリスキー型──シレンティ型には速度で劣おとるが、装甲面で充じゆう実じつをはかったものらしい。集団によって型が違う。各国の武器をでたらめに集めた装そう備びといい、なんともバラエティ豊ゆたかな敵だ》

「俺おれには二種類の集団を区別させるためのものに見える」

《ほう》面おも白しろそうに。《確たしかに異ことなる装備なら、銃声一つでどの集団が撃ったか明白だ。だがなんのために？　いちいち銃声を合図代わりに連れん携けいするわけではなかろう。最新式のアームスーツがありながら、通信機器を持っていないとは考えにくい》

「互いに連れん絡らくしない相手──対立する集団を、区別するためだったら？」

　ニナが割わり込こむ。《対立？　敵同士である集団を、同時に指揮している者がいると？》

「そう思える。まだアリスと連絡が取れないのか？」

《通信不ふ能のうだ。同フロアにいるはずの〈特憲コブラ〉も通信した形けい跡せきがない》

「道を急ぐ。機体で宿泊施設内の搬はん入にゆう用エレベーター坑こうから行く。いいな、ニナ」

《構かまわん。非ひ常じよう時じにおける公共施設の必要不可欠な加工だ。やれ》

　宿泊施設北側・裏の搬入口──軍用機体が次々にシャッターをぶち破やぶって侵しん入にゆう。

　作業フロアの壁かべを削けずりながら進行──大型ベッドやソファなどを運び入れるための搬入用エレベーターに向かうや、熱探知に何かがヒット。

　フロアに停とめられたトラックの陰かげ──数台の軍用機体が一斉にアームの砲ほう身しんを向ける。

《両手を挙げて出てこい》機体から放たれる日向の声＝低い咆ほう哮こうじみた警けい告こく。

　ぶるぶる震ふるえながら、銃を握にぎった右手を上げて出てくるアフリカ系の男──スーツ姿／左腕に血＝だらんと垂たれたまま上げられず。ひざまずいて銃を捨すてる＝叫ぶ──早口のアラビア語。そして繰くり返される何らかの固有名めい詞し。「ホイテロト！　カラバン！」

「サロモン、ここに残ってこいつを手当てしてやれ」日向──自分はエレベーターのドアをアームで引っぺがしながら通信。「あの男の声が聞こえたか？」

　御影。《……聞こえたが訛なまりが強くて意味がわからん。なんと言っていた？》

「〈キャラバン〉のホイテロート。将しよう軍ぐんの側近にいた白人の男だ。そいつが裏切って、将軍の息子むすこアサド・アツィムを武装集団に拉ら致ちさせたと言っている」

　ニナ。《あの通つう訳やく官かんか……⁉　あれがホイテロートだと……⁉》

「そいつが〈ジャンジャウィード〉という集団を動かすはずだったが、なぜかＤＬＦの〈フィダフォアド〉までやって来てホイテロートの言いなりになっている──だそうだ」

　言いつつ機体を操作──アームでエレベーターを壊こわす／引きずり出す。

　セーフガード車両から送信される照会データ──ニナの声。《〈ジャンジャウィード〉はバッガーラ人民兵、虐ぎやく殺さつを行った連中だ。〈ダルフール解放戦線ＤＬＦ〉は今は存そん在ざいしないはずの組そ織しきだ。〈フィダフォアド〉は新しい組織で、フール人の革かく命めい派はゲリラらしい》

　御影＝驚きよう嘆たん。《虐殺した側と、された側だぞ。恨うらみ骨こつ髄ずいに徹てつした者たちを、同時に指し揮きしていると？　目的は？　国連都市でエルファシル紛ふん争そうを再さい現げんする気か？》

　日向──機体をエレベーター坑内へ無理やり押おし込む。

　頭上へ続く暗い縦たて坑あな──モニター越ごしに見み据すえながら、低く唸うなるように言った。

「目的はわからん。だがやろうとしていることは単たん純じゆんだ。施設内にいる法ほう廷てい関係者を、証人も被ひ告こくも、白人もアフリカ人も区別なく、皆みな殺ごろしにする気らしい」




　会議棟とう──三階会議室から一階警備室、そして七階の通路へ。

「分ぶん岐き路ろか。さて、第一と第二の射しや殺さつ犯はん、どちらがどちらへ進んだか……？」

　ハロルド──警備室でせしめた図面データを読み出しながら謎なぞかけ。

　鳳──とても考えて答えが出せるとは思えぬ問いに、何としても答えを導みちびき出そうとするハロルドの執しつ拗ようさに感心／賛さん嘆たん／と同時に困こん惑わく──事じ態たいはますます深しん刻こく化し、危き険けんが増ましているというのに、何やら自分たちだけのんきなことをしているような気になった。

　やはり今すぐ強ごう引いんに、安全な場所へつれて行くべきかと思うや──はっと息をのんだ。

　無線通信に意い識しきを傾かたむける──すぐに察するハロルド。「何か情じよう報ほうが？」

「て……敵てきの指揮官が〈キャラバン〉のホイテロートであり、将軍の通訳として登録された白人男だん性せいであることが判はん明めい。その人物が二つの敵対する集団を同時に指揮し、将軍の息子アサド・アツィムを拉致させたとのこと……」

「二つの集団とは？」

「スーダン民兵〈ジャンジャウィード〉……」発音の難むずかしさでつっかえそうになる。「それと革命派ゲリラＤＬＦの一角である〈フィダフォアド〉……です」

「アラブ系けいバッガーラ人と、アフリカ系フール人か」当然のように理り解かい──思案顔。

「はい……虐殺の加害者と、被害者を、同時に指揮するなんて……」

「驚くことではない。五十年前まで、それが植民地政策のセオリーだった」

「ですがフール人の方々にとっては、彼らを救う法廷ですのに──」

「白人の行いは一いつ切さい信用しない者たちもいる。それより問題は〈キャラバン〉だ。私もアフリカで何度か耳にした。戦争を法外なビジネスの場と考える集しゆう団だんだ。目的もなく、二つの施し設せつで同時に騒さわぎを起こすはずがない」

「なぜ空港を襲しゆう撃げきしたかは不明です。国連都市での襲撃を成功させるための陽よう動どうだったものが、この雨で移い動どうが封ふうじられたため、完全に別の事件になったのでは……」

「いいや。法廷関係者の殺害が目的なら、同様の関係者が、国こく際さい空港にもいるはずだ」

「同様の関係者……？　法廷を運うん営えいする人々は、既すでにこの施設に全員──」

　口ごもる──言葉を吞のみ込む──失念していたことに思い当たって、あっとなった。

「まさか──」

「七人目の証人は、明日、到着する予定だ。私も、それが誰かは知らされていない」

「国際空港に七人目の証しよう人にんがいると⁉　いったい誰が──」

「一方の携けい帯たい電話の元の持ち主。拉致された中国の亡命者。その人物が最後の証人だ」

　空そら恐おそろしくなるほどの穏おだやかさ──驚くと言うより呆あつ気けにとられた。「え……？」

「それなら辻つじ褄つまが合うし、それ以外に今のところ事態を合理的に説明するすべはない」

「で、ですが……法廷に反対している中国が、軍人に証人となることを許ゆるすなど……」

「だからこそ亡ぼう命めいせざるをえなかったとしたら？」

　絶ぜつ句く──途と方ほうもないことを、まったく乱みだれぬ口調で次々に言われると、かえって驚きで頭が混こん乱らんしてくる──何とか言葉を絞しぼり出して整理する。「つまり……国連都市と国際空港における襲撃は、どちらも証人の抹まつ殺さつを目的としたものであり、決して別々の事じ件けんなどではなく、二つで一つの事件である……ということですか？」

　ハロルド──うなずきもせず／微笑ほほえみもせず。「君は武ぶ力りよくをもって犯はん罪ざいを阻そ止しする以上に、その知性を発はつ揮きして犯罪を抑よく止しできるタイプだ。そう思うことはないかね？」

「あの……いえ……考えたことがありません……」誉ほめられているのかどうかも咄とつ嗟さにわからず──そもそも自分が口にしたことが正解かどうか教えてくれればいいのに。アメリカ人というのは、なんでこういうときに、いちいち回りくどい返答をするのか──と対象を一国の人民にまで広げて不平を抱いだいた。「今あたくしの言ったことは──」

「ただちに、もう一つの施設にいる協力者に伝えるべきことがらだな」

　またもや意味がつかめず──それ以前に心が理解することを拒きよ否ひ──だがハロルドの穏やかな目が、ニナの叱しつ声せいなみに強きよう制せい力りよくを発揮していた。「あ……あたくしに電話をかけろとおっしゃるのですか？　あのきわめて非友好的で不愉快きわまりない人物に？」

「協力関係を築きずくべき相手と、常つねに友人同士になれるとは限かぎらない。敵てきとさえ通じ合える者が情報を制する。相手にことの重大さを教え、協力を求めるべきだ」

「ことの重大さとおっしゃいましても……」

「これは国際的背はい景けいを持った事件だ。たとえばソマリア内乱は知っているかね？」

「だいたい……大まかにはですが……」とても目の前の男に、知っているとは言えなかった。自分が知るよりもはるかに、あらゆる事件に、広く精せい通つうしているに決まっていた。

「それと同様の事態だと教えてやれ。これは国際諸しよ国こくの駆かけ引きが引き起こした事件であり、国際政せい治じを左右しかねず、つまりは、君たちの都市の未来がかかっているのだと。私はここで第一の射殺犯と、第二の射殺犯を、いかにして区別するか考える。さあ、電話をかけたまえ。こうした状じよう況きよう下かでは、ちょっとした情報で人命が救われかねない」

　一方的に言い終えるなり建物の図面データに目を落とすハロルド──一いつ瞬しゆんで没ぼつ頭とう。

　置いてけぼりをくらったような気分──だが相手の最後の言葉が耳に残る／心を動かす──目まぐるしい状況の変化の中でも、決して変わらぬ使命。

　人命を救う──守ると心に誓ちかった者たち──七人目の証人。

　パーキンス氏を殺害されたのは確たしかに自分たちの咎とがだ──責せめるなら責めろ／償つぐないはする／残る証人を全力で守り通す──ようやく今すべきことを受け入れる／意を決する。

　携帯電話を取り出す──勇気を出してコール──大丈夫、きっと相手もわかってくれる、と自分を鼓こ舞ぶ──ほどなくしてつながる＝ぼそっとした声。《もしもし》

　勢いきおい込んで言った。「あたくしです。国連ビルで、アフリカ系武ぶ装そう集団が──」

《あたくしっつー名前の人間は知らねーんだよ》

　怒いかりで目の前が真っ白に──携帯電話を床ゆかに投げつけて粉々に壊こわしたくなる。

「鳳・エウリディーチェ・アウストですッ‼　おわかりのくせにっ‼」

　ハロルドが流れ弾だまを避よけるように首をすくめる／手で合図ジエスチヤー──〝冷静になれ〟。

《あー……そっちはアフリカ人と戦争中か？》

　不ふ謹きん慎しんの見本のような声──思わずあらゆる焦しよう燥そうが爆ばく発はつしかけた。仲間と合流もできず、見込みがあるかもわからぬ捜そう査さに付き合わされ、挙げ句くの果てには罵ば詈り雑ぞう言ごんでしか人と話せないような人物に、自分でも信じがたい情じよう報ほうを伝えねばならないなんて──

　ぐっとこらえる──冷静を心がける。「……スーダン民兵の一いつ派ぱと思われます。その彼らを指し揮きしているのが、そちらと同じ〈キャラバン〉であることが判はん明めいしました」

　その〈キャラバン〉のホイテロートなる人物が将しよう軍ぐんに同行した男で、対立する別の集団を指揮しているのだと詳くわしく話す余よ裕ゆうをまったく与あたえられず、相手に遮さえぎられた。

《ずいぶん働き者の連中だな》

　その一言で全部まとめられる──激げき怒ど。「そういう問題ではありません！」

　ハロルドがまた首をすくめる──こちらに背せを向けて歩き出す──慌あわてて追いかけながら、本当に自分でも感心したくなるような冷静さで電話の相手に向かって言った。

「あの戦せん術じゆつ指導者集しゆう団だんが、同時に違ちがう場所で違うグループを何の意図もなく指揮するとは考えられません。おそらく、今あなたが直面している事件と、ここであたくしが直面している事件は、二つで一つの事件なのです」

　まったく感かん銘めいを受けた様子のない返答が来る。《アフリカの虐ぎやく殺さつ野や郎ろうどもと、パレスチナの自爆野郎どもが、どう関係してるってんだ？》

「アフリカのソマリア内乱と同様です」ぴしりと告げる──相手が黙だまって聞く雰ふん囲い気きを察して、一挙に説明した。「ソマリア内乱で、イスラム勢せい力りよくが首都を制せい圧あつした際さい、アメリカが隣りん国ごくエチオピアを支し援えんし、首都を奪だつ還かんさせました。イスラム勢力の背景には、武装勢力アルカイダと、核かく兵器開発を目指すイランがいて、ソマリアのウラン資し源げんが流出する可か能のう性せいがあったからです」

《あー……わかった。それで？》

　投げやりに続きをうながされる──反はん射しや的に怒鳴りかけ、いや少なくとも相手は興きよう味みを持ってくれたのだと思い、さらに共感を得るべく告げた。「スーダンにも同様の状況が生まれているのです。アメリカは、スーダンのウラン資源が流出することを警けい戒かいしています。またスーダンには中国の重要な石油資源が存そん在ざいするため、中国はスーダンの虐殺戦せん犯ぱん法ほう廷ていに反対しています。一方でアメリカおよびイスラエルは、戦犯法廷を通してスーダンの現げん政府を解かい体たいし、ウラン資源および石油資源の封ふう鎖さを意図しています」

《敵てきの後ろにはイランと中国がいるってのか？》

　よかった──ちゃんと聞いてくれている／急に嬉うれしくなる／さらに勢い込む。「可能性はあります。イランは前大だい統とう領りようのときから〝イスラエルを世界地図から消す〟と宣せん言げん。イスラエルと対立するパレスチナ系けい武装勢力などを支し援えんしてきました。またスーダンの民兵および現ハルツーム政府は、主にバッガーラ人──つまりイスラム教を信しん仰こうするアラブ系スーダン人で構こう成せいされ、イラクやイランなどから支援を受けやすい関係にあるのです」

《そっちの裁さい判ばんを潰つぶすためにアフリカ人がドンパチやって、こっちの空港じゃパレスチナ人が馬ば鹿か騒さわぎしてるって？　じゃあ中国の戦せん闘とう機きはなんだ。中国も裁判に反対なら国連ビルでも爆ばく撃げきする気だったか？》

　当然の疑ぎ問もんを返された──さあ、言うぞ──小さく深しん呼こ吸きゆう／思い切って告げた。

「確かくたる情報はありませんが、もしかするとその中国の女性操そう縦じゆう士しは、国連都市の戦犯法廷に、証人として出席するつもりだったのかもしれません。それならば、国家を裏うら切ぎり、こちらの証しよう人にんと連れん絡らくを取り合い、〈キャラバン〉に狙ねらわれたこと全てに辻つじ褄つまが──」

《本気で言ってんのか、お前？》

　痛いたいところをこの上なく正確に乱らん暴ぼうに突つかれる──なんという人をバカにした口調。

　自分だって半信半疑なのに。少しはその可能性について考えてくれたっていいのに。情なさけなさと怒りがごっちゃになりながら、後に引けず大いに抗こう弁べん。「ほ……本気に決まってるでしょう‼　どの辺りが冗じよう談だんに聞こえたというのですかッ‼」

　ふてぶてしい声。《じゃ、なんで最初から国連ビルに着陸しねーんだ》

　言葉に詰つまった。「そ……そんなむちゃなことができるわけありませんでしょう！」

《中国の戦闘機が、オーストリアに来た時点で、むちゃくちゃだろうが》

「亡ぼう命めい者しやと認みとめられてから、裁判で証言する意い志しを示しめす気だったのかもしれません。手続きもなく国連ビルのある都市中心部に迫せまれば、軍も防ぼう衛えいのため撃げき墜ついを余よ儀ぎなくされます」

　相手が黙る──どうやら検けん討とうしてくれているらしいと思って、たたみかけた。

「いいですか？　これは一つの事じ件けんなのです。あたくしもあなたも、ともに協力し──」

《協力？》刃は物ものが耳に飛び込こんできたような、信じがたいほど尖とがりきった声。《だったら、てめえらが間抜けなせいで殺されたなんとか通訳官の正体をつかんで、さっさと教えやがれ。こっちは何百人って一いつ般ぱん人じん抱かかえて戦争させられてる上に、さっきまで仲間が敵の人ひと質じちにされてたんだ。兵隊一人よこせもしねえで協力なんて言葉吐くんじゃねえッ》

「な……」呼吸が圧あつ迫ぱくされるほどショックを受けた。「なっ……なんてことを──！」

《てめえとだべってる間に中国人の女が殺されてたらどうすんだッ‼》

「っ──」言葉が出ない──何か言い返したいのに──理解して欲ほしいだけなのに。

《わかったことだけ教えろ。こっちもわかったことは教えてやる。じゃーな》

　またあの捨すてゼリフ──そしてぶつっ、と音を立ててとぎれる通話。

　怒いかりを通り越こして放心状じよう態たいに──尖った何かが突き刺ささったまま、痛いたみを恐おそれて傷きずに触さわれもしない気分。危あやうく泣けそうになった──怒りがかろうじて込み上げてきて自分を支ささえてくれた。もう嫌いやだ。こちらの気も知らないで。自分だけ大変な目に遭あってるみたいに。嫌だ──こんな最低の人間と話すなんて──協力し合うなんて──金こん輪りん際ざいお断ことわりだ。

　気づけば立ち止まっていた──そして気づけばハロルドが目の前にいて穏おだやかに言った。「君の提てい案あんは完かん璧ぺきだった。相手もそれがわかっているはずだ。相手の激げつ昂こうは相手の問題だ。君が気にすることは何一つとしてない」

　かぶりを振ふる──携けい帯たい電話をしまう──もう二度とかけるものかと思いながら。

「……そちらは何か、おわかりになったのですか？」

「残念だが、第二の射しや殺さつ犯はんは、第一の射殺犯を伏ふく兵へいとして利用する気らしい、ということだけだ。こうなれば、どちらかの射殺犯がこちらと対決するよう、し向けてもいい」

　きっとなる──すぐには消えない心の痛みが、そのまま声になって飛び出した。「そんな危き険けんな真ま似ねを、あなたにさせろとおっしゃるのですか⁉」

「君個こ人じんが有する武ぶ力りよくを、私は決して過か小しよう評ひよう価かしていない。むしろこの施し設せつの中で、君一人に守られ続けている私は、最も安全な場所にいると思っている」

　年ねん齢れいが倍以上も違ちがう相手に、こうまであっさり守られていると認みとめてしまえることに、逆ぎやくに感心しかけた。まさかこの人は、どんな危険でも、この自分が必ず守ると信じ切っているのだろうか──そう思うとたまらないプレッシャーを感じた。「で、ですが……」

　そこでふと怪け訝げんそうに訊きかれた。「君は仲間を救いたくはないのか？」

「え……？」

「敵には単たん独どくで動き回る指し揮き官かんがいて、それが第二の射殺犯であり、ホイテロートであることが明白になった。その人物さえ押おさえれば、二つの集しゆう団だんから同時に指揮官を奪える。しかもこの人物は、どちらにも合流できない。敵対する集団を指揮する手て並なみは見事だが、代わりに両方から裏切り者とみなされ、殺される恐れがあるからだ」

　理路整然──にわかに希望が湧わく／この追つい跡せき行こうは決して無む為いではなく、目前の危機に対たい処しよするしかない仲間たちへの、この上ない支し援えんでもあるのだ──

「行こう。まずは二人の射殺犯の足取りを追えるところまで追ってみよう」

　言いつつ淀よどみなく歩き出しているハロルド──その確たしかな観かん察さつ眼がん／合理的な判はん断だん／ずば抜ぬけた推すい察さつ／恐きよう慌こうを知らぬ精せい神しん──何もかも頼たのもしく感じられながら慌あわてて後を追った。




　宿しゆく泊はく施設──砕くだけたガラス天てん井じようから豪ごう雨うが降ふり注ぐ最上階エレベーターフロア。

　燃もえる刃やいばが空を切る──叫さけびが空しくこだまする。「出て来いよッ卑ひ怯きよう者もの──ッ‼」

　右側が真っ暗で見えない──右側の頰ほおが濡ぬれている──雨ではない──温あたたかい何か。

　血──自分の／あるいは死者たちの──せっかくのおまじないが血まみれだった。

　抗こう磁じ圧あつのヘルメットさえ貫つらぬいたもの──凶きよう悪あくな輝かがやき。

　そのガラスの爪つめを見たのは一いつ瞬しゆんだけ──持ち前の反射神しん経けいで反撃＝足にも内ない蔵ぞうされている灼しやく熱ねつの刃を展てん開かいして蹴けり払はらった。だが手て応ごたえなし。自分の顔に熱を残して消えた。

　だが、いなくなったわけではない──隙すきを突いて衝しよう撃げきが襲おそいかかってくる。

　二度──三度──羽をバラバラにされた／床ゆかに叩たたきつけられた／特甲トツコーを引き裂さかれた。

　再さい転送──挫くじけずに。ブリギッテさんを守らなきゃ。ここには誰だれもいない。自分しかいない。自分だけがこの通路を塞ふさいでいられる。せめて仲間が来るまで──
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《鳳ぁーっ！　雛ぁーっ！　返事してよぉーっ！　ニナぁーっ！》

　呼よび続ける──見えない何かに通信の声を遮さえぎられていると半ば悟さとりながら／何かの拍ひよう子しで伝わりはしないかと／意い志しと希望を持ち続ける──耐たえ続ける。

　とん、と音──すかさず腕うでをなぎ払う／空を切る／歯がみする／絶ぜつ望ぼう的な思い──自分の武器はこの相手に向かない。鳳の機き銃じゆうなら、雛の爆ばく弾だんなら、広こう範はん囲いに攻こう撃げきできるのに。

　相手の姿すがたさえ確かく認にんできれば、一瞬で真っ二つにしてやれる自信はあるのに。

　悔くやしさが絶望を呼ぶ──振り払う──相手の移い動どうをとらえろ／この床のどこかに立っているはず／自分を一撃でしとめられるタイミングを狙ねらっているはず──

　ふいに脳のう裏りで声。《……もしもし、どなた？　あら……。そう……あなたなのね》

　ぎょっとなった。ブリギッテさん──おそらく電話。だがなぜそれが聞こえるのか？

《いいえ……それほど驚おどろいてはいないわ。緑の目をした悪あく魔まからお電話が来たとしても。あなたはそれだけの力を持っているし、私たちはそれだけのことをしたのだもの》

　朗ほがらかな声──だがきっとブリギッテさんに敵てき意いを持つ誰かからの電話。

《むしろ安心しているわ。あなたたちが、ここまで必死になって私たちを亡なき者にしようとするなんて。私たちは決して間違っていなかった──》

　電話の相手の声は聞こえない──通信を妨さまたげる何かがブリギッテさんの声だけ選んで、わざわざ聞かせている。きっと──こっちを悔しがらせて、絶望させるためだけに。

《この都市を選んだ理由？　決まってるわ。あの少女たちがいたからよ。都市を救うために、たった六人で塔とうを壊こわしたのだと知って、私たちはみな啓けい示じを受けたの──》

　お前は無力だと、見えない何かが告げているのだ──お前には守れないと──

《いいえ。後こう悔かいなんてしてないわ。私の魂たましいは、私がこの手で焼いた石たちとともに──》

「あ────ッ！」

　叫さけんだ──自分のことを宝ほう石せきだと言ってくれた人──必ず守ると約束した。

「出て来いッ！　出て来いッ！　出て来いよッ！　真っ二つにしてやるからぁーッ！」

　めちゃくちゃに刃を振ふるった──ワザモノ──そうなると誓った／約束した。

　死にゆくものへ──なのに。

　衝撃──両りよう腕うでが砕け散って床に投げ出された──引き裂かれた羽の破は片へんが舞まった。

　水びたしの床──血まみれの床──這はいつくばって起き上がったとき──声。

《元気だね》

　ぞっとなった。掠かすれた電子音声──ひび割われた響ひびき──人間の声とは思えなかった。

《目を潰つぶされたのに。もう一つの目も潰してあげようか？》

　ショック──右頰を流れ落ちる血──しいて軽い怪け我がだと自分に言い聞かせていた。

　見えない右目──心の底でワニの笑えみ──楽しい、楽しい、楽しいなあ。

　もうすぐでパパとママのところに行けるぞ──楽しいなあ。

　とん、と音がした──ワニの声を無む視しして跳とんだ──宙ちゆうで再転送──今度こそ届とどいたと思った。ホールの角──相手が床を移動している限かぎり逃のがれることなどできない。

　灼熱の刃を左右になぎ払った。柱が溶よう断だんされた。壁かべが燃もえ上がった。手応え──なし。

《レベル２は、レベル３には勝てないよ》くすくす笑い。《僕ぼくの〈夢魔の精アルラウン〉にはね》

　そして悟った。この相手は床を移動していない。足音さえ、わざと立てていた。

　こっちを右う往おう左往させるために──宙を舞いながら。

　この相手は、自分と同じように、空を飛ぶことができる──

　閃せん光こう──いきなり頭ダダ上ダダかダダらダダ火ダダのダダ雨ダ！がダダ降ダダりダダ注ダダいダダだダ！。

　かろうじてガード──体中に打撃＝胸むねや腹はらに熱＝特甲トツコーが損そん壊かい。

　さらなる衝撃──巨きよ大だいなミキサーに放り込まれたような感覚──羽も四し肢しも砕け散った。

　朦もう朧ろうとなった──ほとんど視界が真っ暗だった──深しん刻こくな打撃で自動的に再転送される輝きの向こうから、あのキラキラ光る爪が、自分の左目に向かって迫せまったとき。

　砲ほう火か──壁かべをぶち抜ぬいて現あらわれた軍用機体のアーム×三が、フルオートで連れん射しやした。

　火線のブリザード──ホールの内ない装そうが一いつ瞬しゆんで消しよう滅めつ／でたらめな弾だん痕こん模も様ようと化す。

《……撃うつな、敵てきはもういない。バスキス、証しよう人にんを確かく保ほしろ》

　日向の声──急に回復した無線通信──乙ツバメがぼんやりと無事な左目で機体を見る。

　戦せん術じゆつ班はん員いんの一人が機体から降おりてショットガンを手に通路を走る──もう一台が背はい後ごからアームを突つきだして援えん護ご態たい勢せいに──そして最後の一台から日向が降りて、頭から雨を浴びながら乙のそばで屈かがみ込み、小さく息をのんだ。「目を──」

　乙──ぼうっとしたまま／頭の中で衝しよう撃げきの余よ韻いんがこだまする／ワニの笑い声が響ひびく。

「ねえ……ブリギッテさんは……？」

《──ダメです、副長》日向の軍用機体の操そう縦じゆう席せきから声が響く。《やられました》

　乙はよろめきながら立った──日向を見もせず、羽を引きずって歩いていった。

　部屋の前でショットガンを構かまえた戦術班員──顔をしかめている／乙を見て気き遣づかうような表ひよう情じようを浮うかべる。その脇わきを通り抜けて、部屋に入った。

　真っ赤なのは右目が潰つぶされたせいだろうかと思った。

　沢たく山さんの沢山の血がそこら中に飛び散っていた。それでもブリギッテさんを捜さがした。

　そんなわけない。あれがブリギッテさんのわけがない。あんなバラバラになった──

　だが乙の心の、ひどく乾いて冷たい部分が、あれが今のブリギッテさんだと認みとめた。

　たった一撃──四つの巨きよ大だいな爪つめ痕あとが入り口の床ゆかから真まっ直すぐ走り、カーペットごと床板を抉えぐり、円えん卓たくや食器や椅い子すや背後の窓まどごとブリギッテさんを引き裂さいていた。

　砕くだけた窓から吹ふき込む風雨──見えない何かは、そこから逃にげていった。暗くら闇やみへ。

　自分の残った左目に、ぽっかり開いた暗闇を映うつし込むようにして凝ぎよう視しした。

　かと思うと日向が自分の前に立った──逞たくましい長身が、全すべての悲ひ惨さんな光景を遮さえぎった。

「見る必要はない。彼女もそれは望んでいない」日向が言った。

　見る──ブリギッテさんだった残ざん骸がいのことだろうか──それとも暗闇のことだろうか。

　痺しびれた頭で疑ぎ問もんに思ったとき──声。《乙さんは⁉　大だい丈じよう夫ぶなのですか⁉》

　無線通信／日向が手にしたＰＤＡ──両方で響き出す。

《鳳ぁ……。ブリギッテさん……死んじゃったよぉ……》

　その場で棒ぼう立だちになったまま返した途と端たん、両方の目から静かに温あたたかいものが流れた。

　血／涙なみだ──どっちだかわからない。

《──あなたのせいではありません。危き機きを察せなかった、あたくしが……》

《オレ、ダイヤもらって……秘ひ密みつまで教えてもらって……なのに、守れなかったよぉ》

《……秘密？》

《ブリギッテさん、自分が死んでも大丈夫って……でも、オレ、絶ぜつ対たいに守るって……》

《それは……その秘密とは、法ほう廷ていにかかわることですか？》

《ブリギッテさんの仲間のこと……でも、約束したんだ。喋しやべらないって》

《仲間……？　他の証人の方々のことですか？》

《オレ、絶対、喋んない……。約束だから……》

　ニナの声。《生き残った証人を守る上で重要な情じよう報ほうかもしれん。今すぐ──》

「ニナ」日向＝ＰＤＡで通話に割わり込む。「いつどこから敵が来るかわからん。アリスの傷きずの手当てをし、階下でそちらと合流する。話の続きはそれからでいいか？」

《──わかった。急げ。敵の全ぜん貌ぼう把は握あくと、宿しゆく泊はく施し設せつにいる他の人間の待たい避ひが急きゆう務むだ》

「ああ。要撃小隊長も、それでいいか？」

《はい……よろしくお願いします。……すぐに合流できますからね、乙さん》

《おまじない、汚よごれちった……》

《……すぐに新しいおまじないをして差し上げますわ》

《うん……》

　日向の大きな手が差し出される──反はん射しや的に《飾オりー耳ア》の抗こう磁じ圧あつをオフに──相手の指が、そっと頰ほおを拭ぬぐった。「傷の手当てをしよう」

　うながされるまま移い動どう──バスルームへ──途と中ちゆうで還かん送そうを実行＝元の姿すがたに。

　トイレの蓋ふたの上に座すわる──戦術班員が救急キットを持ってくる──日向が洗面所のお湯にタオルをひたして顔の血を拭ってくれた／おまじないは取らずにいてくれた／そして、優やさしく言ってくれた。「喋らなくていい。死者との約束を尊とうとぶことを誰も責せめはしない」

「……もしオレが黙だまってたせいで、他の人が殺されたら、ブリギッテさん悲しむかな」

「わからない」

「……日向になら、喋ってもブリギッテさん怒おこんないかな」

　日向は何も言わない──黙もく々もくと乙の右目を消毒／縫ほう合ごうテープで傷口を留とめる／手て慣なれた様子で素す早ばやくガーゼを当てる／包帯を巻まく──痛いたみは無オフに＝機械化児童の特とつ権けん。

「八人いるって」

　ぽつっと告げた──この男になら言ってもいいとブリギッテさんに言われた気がして／それを他の人に伝えるべきかどうか自分よりもずっと正しく判はん断だんしてくれると思って。

　日向──ぴたりと動きを止める／見つめ返す。「……なに？」

「ブリギッテさんを入れて、仲間はみんなで八人いるって……。七人目は中国の軍隊にいる男の人。その人以外は、みんな、もうここに来てるって。もし、自分が死んでも、七人目と八人目さえ無事なら、裁判は必ず成功するって……ブリギッテさん、言ったんだ」




　　　　Ⅲ




　国連ビルとＯＰＥＣの新設本部をつなぐ地下通路──滑なめらかに響ひびく冷ややかな音色＝破は壊かいの余よ波はで明めい滅めつする蛍けい光こう灯とうの下で、バイオリンを奏かなでる少年。

　夢ゆめ見るような白はく皙せきの天頂青の瞳ゼニス・ブルー──半ば閉とじたその目がふと焦しよう点てんを結ぶ＝演えん奏そうがやむ。

　薄うす暗ぐらい通路──異い様ような姿の少年が、微び動どうだにせず立っている。

　腰こしまで伸のびた黒くろ髪かみの間から、かろうじて覗のぞく深緑色の瞳アイヴイー・グリーン／半開きの口／まるで意い志しも知ち性せいもないカカシのような風ふう体てい。

《やあ》黒髪の少年が、電子の声を発した。

「やあ」楽器を持った少年が、ひんやりと冷たそうな薄い桃もも色いろの唇くちびるをほころばせた。

《初めまして。僕は、光葉ミツバ・ヨアヒム・ローゼンツヴァイク》

「初めまして。僕は、白露シラツユ・ルドルフ・ハース。君は喋れないの？」

《色んな人の通信を操そう作さしたり、傍ぼう受じゆしてるうちに、気づいたら自分の声が消えちゃったんだ。僕のテンペスト・システムは完かん璧ぺきだから。本当に色んな声が聞こえるんだ》

「ふうん」興きよう味みがあるともないともつかぬ調子。「あの落書きは君が書いたの？」

《『偶ぐう像ぞう崇すう拝はいに翻ひるがえった都市をことごとく燃もやしなさい』──マイモニデスによる六百十三の善行ミツヴアの一つ、第三十三番・申命記十三章十七節》ひび割われた通信──ほぼ棒ぼう読よみ。

「善行ミツヴア？」

《ユダヤ教の規き律りつのこと。善行ミツヴアって、僕の名前の光葉ミツバと、発音が一いつ緒しよでしょ？》

　にこりと笑う。「そうだね」

　半開きのままの口。《気づいたんだ。僕はナジル人びとであり士し師しなんだって。生まれる前から神様に捧ささげられた子こ供どもで、善行ミツヴアと神様の計画に従したがい、天使たちが力を与あたえてくれる。英えい雄ゆうサムソンもナジル人びとだったけど、善行ミツヴアに従わなかったから、だまされて殺された》

「ユダヤ人の子は一人だけ知ってる。女の子で、天使みたいな歌声をしてる」

《善行ミツヴアを守らなければ、ユダヤ人であっても、ユダヤ人ではないんだ》

「髪が長いのもルール？」

《ルールではなくて進んで従うべき善行ミツヴア。ナジル人びとは頭に刃は物ものを当ててはならない》

「そう」少し感心したように。「ちゃんと守ってるんだ。偉えらいね」

　口の端はしから涎よだれが一ひと筋すじ垂たれる──本人は気づいた様子もない。《異い教きよう徒とたちが喋ってるよ》

「僕も君からすれば異教徒なのかな？」

《君は良い異教徒だよ》

「ありがとう」

《この場所にいる大人たちは、みんな偶像崇拝におちいった悪い異教徒だよ。一人残らず引き裂こう。天使たちは喜ぶよ。また少しこの世界が綺き麗れいになったって言ってね》




　宿しゆく泊はく施し設せつ＝地下駐ちゆう車しや場じよう──セーフガード車両／四台の機体／残り四台が外で警けい戒かい中。

　車両から次々に飛び立つ、羽の生えたカメラ付き円えん盤ばん＝〝ハエフリーゲ〟たち。

「……八人目だと？」ニナの瞠どう目もく──車両出入り口から身を乗り出しながら。

「どう思う？」日向──他の者には聞こえぬよう声を低める／ちらっと自分の機体の上に座っている乙を見やる。「死を覚かく悟ごした人物が、意味のない噓うそをつくとは思えない」

「しかし……あまりに不ふ確かく定ていだ……」ニナ──思案／決けつ断だん。「他言するな。無用な混こん乱らんを招まねく。証しよう人にんたちを保ほ護ごしてのち、私から彼らに一人ずつ確かく認にんする。いいな？」

　うなずく。「アリスも納なつ得とくするだろう。状じよう況きようは？」

「御影が他の部隊を集めて国連ビル一階全ぜん域いきで防ぼう御ぎよを整えている。同ビル十七階で、雛と〈特憲コブラ〉がエレベーター内のヴィッテルス氏の救出中。あの雛が解かい除じよに手こずる爆ばく弾だんだ。三十九階の宗しゆう教きよう連れん絡らく会議所に隣りん接せつした祈禱室プレイルームにシスター・アーレがいる。彼女は足が悪く、自力で降おりては来られん。防御が整い次し第だい、誰だれかに保護させる。ミッターマイヤー氏はフランス大使団だんとともに移い動どう中──二十二階の高こう架か通路から会議棟とうへ向かい、ハロルド氏といる鳳に保護させる予定だ。また宿泊施設内の大使団と一いつ般ぱんスタッフの約二百名を警けい備び隊たい員いんが集めて保護。ただし弾丸を防ふせげる壁かべがなく、防御不ふ能のうのため、高架通路で国連ビルへ移動し、そこから南東側にある法ほう廷てい施設へ避ひ難なんさせる予定だ」

「将しよう軍ぐんはどこへ行った？」

　苦々しい顔。「側近をつれて、いち早く宿泊施設から高架通路で移動──おそらく法廷施設へ向かっている。何としても自分だけは生き残るつもりだ」

「彼の国ではそれが重要だ。息子むすこはまだ囚とらわれたままか？」

　うなずく──怒ど気き。「プレスハウス内で、武ぶ装そう集しゆう団だんが放送機材をセッティングしている様子を確認──この国連都市のど真ん中で、将軍の息子を公開処しよ刑けいにするつもりだ」

　うなずく──思案。「救助して尋じん問もんしよう。探たん知ち機きと監かん視し免めん除じよも将軍の息子のものに思える。将軍の息子が計画し、ホイテロートが裏うら切ぎってフール人を呼よび込こんだんだろう」

「……わかった。だが無理はするな。勝負をかけるのは援えん軍ぐんが来てからだ」

「その前にプレスハウスを片かた付づけておく」無む造ぞう作さに返す──きびすを返す──機体に歩み寄よる＝班はん員いんへ獰どう猛もうに指令。「将軍の息子を奪だつ還かんする」

「オレも行くよ」機体の上──乙＝右目に包帯。

「……ニナのそばにいろ」

「鳳も雛も仕事してる。オレもするよ。目なんか見えなくたって平気。戦ってるときは羽で周りを見てんだから。それに、ホイテロートってやつに訊ききたいことがあるし」

「訊きたいこと？」

「捕つかまえたら言う」セーフガード車両に向かって叫さけぶ。「いいでしょー、ニナぁ‼」

　ニナ──遠間から乙の様子を見る／即そく断だん。「独どく走そうせず、日向の言うとおり動け。見えない敵に注意し、報ほう復ふくは我が慢まんしろ。援軍が来てから、連中を一いち網もう打だ尽じんにする」

「うん」

　機体に乗り込む日向──座ざ席せきの後部スペースを空けて。「現げん場ばまで乗れ。雨が強い」

　風雨──まともに飛べないほど強いに違ちがいなかった。でも知ったことじゃなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「俺おれたちの突とつ撃げきの直前に、お前が飛び立った方が、敵てきも驚おどろく」

「──うん」素す直なおにお邪じや魔ました──小こ柄がらな体を押おし込んで、日向の背せを見た。

　すぐに前ぜん傾けい姿し勢せいになる操そう縦じゆう席せき──なんとなく男の背に負おぶさってる気になった。

「行くぞ」全班員へ獰どう猛もうに号令──頭上で装そう甲こうが閉とじる／走り出す。

　ふと乙は血の臭においがよみがえるのを感じた。ホールで死んだ人たち──引き裂さかれたブリギッテさん。これから行く場所は、その何倍も血の臭いがするだろうと思った。

　楽しみだな、とワニがささやく──乙の心のひどく乾いて冷たい部分が、そうだな、と答える。敵の血なんていくら流れたっていい。ブリギッテさんの体から流れた血の、何倍も何倍も何倍も、こっちが満足するまで、たっぷり流してやればいい。




　国連ビル北面──中央エリア＝ＯＰＥＣの新設本部との間にあるロータリー。

　豪ごう雨うの中を走る黒くろ山や羊ぎたちの影かげ──火線＝外灯の鉄柱が小こ枝えだのように折れ砕くだける。

　疾しつ走そうする戦せん術じゆつ班の機体──絶たえ間ない砲ほう火か──敵が占せん拠きよした建物に続く道路へ、一台が歩行モードで下り立った刹せつ那な、炸さく裂れつが起こって脚きやく部ぶの一つをもぎ取られた。

　慌あわてて後こう退たい──他の班員が支し援えん＝報告。《西側ルート上に対戦車地じ雷らいです！》

「ただちに後退。そのルートは捨すてる。正面地下通路への侵しん入にゆうを防ふせげばいい」御影──後方で指し示じを出す／鋭するどく舌した打うち。「国こく際さい的な禁きん制せい品ひんを、他ならぬこの国連都市で使うか」

　火線が散発的に＝小こ競ぜり合いの収しゆう束そく──ふいに雨の向こうから〈特憲コブラ〉と警備隊の一団が現あらわれる／後方から徐じよ行こう運転の装甲車両＝冗じよう談だんのように穴あなだらけ。

　御影が機体から顔を出す──〈特憲コブラ〉の男が、車と立て看かん板ばんの即そく席せきバリケードの中に入り、屋根の下で顔を拭ぬぐって言った。「支援に感かん謝しやする。危あやうく包囲されかけた」

「なに。おたくらに礼を言われるのは気分がいいからな」

「この状じよう況きようでは、支援してくれるなら悪あく魔まにだって礼を言う」

「同感だ」鷹おう揚ような笑えみ──そこへ戦術班の機体が一台、アームに黒山羊をぶら下げて戻もどって来る＝報告。《仕し留とめました。シレンティ型の〈サテュロス〉です》

　どさっとバリケード代わりの車のボンネットに置かれる──御影が機体から降おりて歩み寄り、〈特憲コブラ〉の男とともに検けん分ぶん──操縦部の装甲を開く／警備隊員たちが顔を背そむける。

　虚うつろな目＝アフリカ系けいの青年──胸むねに被ひ弾だんした傷きず／右足が膝ひざ下したから欠けていた。

　御影＝悼いたむように青年の目を閉じてやる。「手足を失った者を、戦場へ送り出す装備というのは本当らしい。しかもこの私より遥はるかに若わかいとは」

〈特憲コブラ〉の男。「くそ。俺の息子より若い。この歳としで、異い国こくの地に死にに来るとは」

「彼らの神に訴うつたえたくなる言葉だ。ところで現げん在ざい、うちの隊員が、そちらの隊長とともにヴィッテルス氏を保護すべく奮ふん戦せん中だ」

「聞いている。隊長の命令でここに集合しようとしていた」

「大使団と一般職員が、宿しゆく泊はく施し設せつからこちらへ移い動どう中だ。おたくらの増ぞう援えんが雨で遅おくれているようだから、我われ々われの班はんを二手に分けて、一方をここの防ぼう備びに割さく」

「助かる。何しろ、取り返しがつかんほど遅れたからな」

「大いに恩おんに着てくれて構かまわんさ。で、増援の到とう着ちやく予定時じ刻こくは？」

「十年先に延のびたところだ」不ふ敵てきに笑う──ベレー帽ぼうで顔の血と煤すすを拭ぬぐう。

「なかなか面おも白しろい冗談だ。で、本当のところは？」

　丸めたベレー帽の向こうで男の表ひよう情じようが変わった。「まさか、聞いていないのか？」

「何をだ？」

「増援は引き返した。こちらには一人の援軍も来ることはない」




　　　　Ⅳ




　ＭＳＳ本部ビル地下四階──解かい析せきフロア＝課長デスクそばの通信モニターからニナの怒ど号ごう。《増援が来ない⁉　何があった！　解析班、近きん隣りんの部隊の有う無むを確かく認にんしろ！》

　ディーゼル課長──頭部に通信ヘッドセットを装そう着ちやく／端末パソコンを片かた手てに仁に王おう立だち／情報モニター群ぐんを睨にらみながら応おう答とう。「ドナウ川の氾はん濫らんです。国連都市へ通じる全すべての道路が寸すん断だん。到着可か能のうな部隊は確認されず。ただちに命令事じ項こうを照会し、繰くり返し増援を要よう請せいします」

《川が氾濫する以前に増援を要請したはずだ。何があったか今すぐ判はん明めいさせろ》かつてないほど切せつ迫ぱくするニナの声──ディーゼル課長の顔にも緊きん迫ぱくの表情。「了りよう解かい」

　出入り口付近のデスク──立ち上がっている冬真トウマ＝呆然。「鳳さん……」

《大人たちのやることに、ろくなことはない。どうする？　帰き宅たくするか？》モニター＝声に合わせて左右に躍おどる水ミ無ナ月ヅキのマスコット画が像ぞう──本人はマスターサーバーの枝えだ機関ユニットの一部である円えん筒とう形けいのカプセルの中で瞑めい目もく／その背せでひっきりなしに震しん動どうする羽。

「増水でタクシーもバスも電車も止まってるよ」真ま面じ目めに返答。

《じゃあ寝ねるか？》

　解析官全員、帰宅することができなくなったので仮か眠みん室しつに泊とまることに──だがまだ寝る時間ではないし、そもそもこんな状況で眠ってなどいられなかった。

「仕事をするよ」やっとからかわれているのだと悟さとってむっとなる──いてもいなくても同じ役立たずだと言われた気分＝むきになる。「僕にできることがあれば何でもするよ」

《それでこそ僕ぼくの部下だ、ワトソンくん。では一いつ般ぱん通つう信しん域いきのノイズ解析なんて放置だ。ただちに転送支し援えん用の人工知能ＡＩの全セッティングを補ほ佐さしたまえ。大おお忙いそがしになるぞ。メリアー体の造換計算だけで浸しん漬しスロットが全すべて埋うまる。君はそのノイズ掃そう除じを片っ端ぱしからやれ。蒸じよう気き機関車の煙えん突とつ掃除だ。頭から爪つま先さきまでノイズの煤すすだらけになれ》

「わかった」気を引き締しめて座すわり直す──モニターの一つに解析プログラムの成果。

　ふと目を奪うばわれる。ノイズのカテゴライズによって解析された特とく徴ちよう的なノイズパターンの一つ──１７１３１１７──五桁が七桁になっていた。なぜか妙みように惹ひきつけられる。

　なんだろう──と疑ぎ問もんに思いつつ、しいて目をそらした。今はそれどころではなかった。

　彼女を少しでも助けるために、今の自分にできることは全てするつもりだった。




　ＢＶＴビル地下二階──聴ちよう取しゆ室しつの外＝通路奥おくにエゴン──向き合うヘルガ。

「どういうことですか、エゴン局長。どうか、納得のいくご説明をお願いしますわ」

　エゴン──盗ぬすみ聞きする人間がいないか見回す＝過か敏びんな目つき。

「……ヴォルフガング・ラバグルト内ない務む大臣の命令だ」

「大臣が、国連都市へは増援を出すなと？」

「いや……当初はまさに国連都市へ最さい優ゆう先せんで増援を出していた。だが状況が──」

「状況？」凄すさまじいまでの刺とげ──鋭するどいイバラのような声こわ音ね。「なんのことですか？」

「……大臣の一人息子むすこが、国こく際さい空港にいて、テロリストに人ひと質じちにされた」

　ヘルガ──大きく息を吸すう／相手の言葉で事じ態たいの全てを悟さとる／熾し烈れつな怒いかりを飲み込む。

「だから国連都市へ向かうはずだった部隊を引き返させ、国際空港へ向かわせたと？」

　沈ちん黙もく──雄ゆう弁べんなほどの肯こう定てい。

「愚おろかな判はん断だん、愚かな行動です。それでは、どちらも間に合うわけがありません。国際空港の付近には、海外派は兵へいのための歩兵連隊の部隊が駐ちゆう屯とんしています。空港は彼らに任まかせ、当とう該がい〈特憲コブラ〉および国家憲けん兵ぺい隊たいを、ただちに国連都市へ向かわせて下さい」

「どちらも道路が……水すい没ぼつした。この風雨ではヘリも出せん。今となっては、どちらの施し設せつにも、一人の増援も送れない。国連都市も国際空港も……孤こ立りつ無援だ」

　目をさまよわせるエゴン──神しん経けいが張はり詰つめた目／顔／素そ振ぶり──自分を非ひ難なんするな／自分のせいじゃない、とこれから犠ぎ牲せいになる者たちへ言い募つのるような姿すがた。

「善ぜん後ご策さくを考案します。この施設内での連れん絡らく権けん限げんを行使します」

　かすかに希望がよぎる。「問題ない……善後策とは？　何か考えがあるのかね？」

「いいえ。今の私には、何一つ思いつけません。ですが何か答えがあるはずです」

　エゴンの顔から希望が消える──急に憔しよう悴すいしたようにぞんざいにうなずく。

　局の代表者が率そつ先せんして〝打つ手なし〟と態度に出すさまに、きっぱり背を向ける──階かい段だんを上る──無む意い識しきにあの電でん報ぽうを受け取った場所に立っている自分に気づく。

　封ふう筒とう＝中の文面を見た──もう既すでに何度となく読み返した言葉の群むれ──その一節。

〝放った矢がことごとく水底に沈しずむ〟

　読めば読むほどぞっとなる──まるで何もかも予期していたかのようなメッセージ。

　それを記した男の存そん在ざいが、予言者か救世主のように思える──思わされる。刑けい務む施設の内外で、彼のことを神の次に偉い大だいな存在だと信じる者が大おお勢ぜいいる。そのことに共感する自分を自覚した。やめなさい──自分自身に言い聞かせる。取り込まれてはいけない。

　まさか彼とて、ここまで劣れつ悪あくな状じよう況きようになるとは思っていなかったはず。

〝まことに頼たよるべき相手を見定めたまえ〟

　メッセージから目を離はなす──脳のう裏りにエドワルトの精せい悍かんな姿が思い浮うかぶ。

　ウィーン州知事たる異い母ぼ兄けいを頼り、州内のあらゆる組そ織しきに手を回して助けを請こう──

　無意味だ。特とく殊しゆ部隊ですら辿たどり着けない施設に──しかも都市内での増水被ひ害がいで、全レスキュー隊が緊きん急きゆう出動中のこのときに、何をしてもらえるというのか。

　戦力が必要だった。用意された戦力。今この非ひ常じよう事態に出動可か能のうな存在──

　何かが閃ひらめいた。それが何であるか慌あわてて心の中でつかみとめた。

　非常事態宣言──スクランブル警報。

　あの戦せん闘とう機き騒さわぎで、もし今もまだ、ある部隊が出動準じゆん備びを整えているとしたら──

　素す早ばやく携けい帯たい電話を取り出す──今すぐ異母兄に連絡を取ろうとして思いとどまった。

　ダメだ──ウィーン州兵ならともかく、あの部隊はそう簡かん単たんには動かせない。

　特に、社会党とう員いんである州知事の要よう請せいでは、どこかで横やりが入る──指し揮き系けい統とうが幾いくつも乱らん立りつして、相そう互ごに足を引っ張ぱり合う。誰か他の、信しん頼らいに値あたいする人物の支し援えんが必要だった。

　ふいにそこでまた閃き──同時に、ぞくっとなった。

　再ふたたびメッセージに引き寄よせられる──にわかに意味が明らかになる。

〝偽いつわりの未来か？　かつての兵士が建てる方はこ舟ぶねか？　民みん衆しゆうの名を刻きざむ冠かんむりか？〟

　まるで何もかも予期していたかのようなメッセージ。

　戦せん慄りつ／興こう奮ふん／恐きよう怖ふ──必死に全すべて抑え込こむ──通路を走る＝ロビー。

　壁かべに設置された館内通信の受話器をもぎ取るようにして耳に当て、言った。

「ＭＳＳ長官ヘルガ・不知火シラヌイ・クローネンブルクの名において非ひ常じよう時連絡権限を主しゆ張ちようします。ただちにある人物の居い場ば所しよを特定し、この回線へ呼よび出して下さい」

《お待ち下さい。照会中──許きよ可かされました。人物の情じよう報ほうをお願いします》

　メッセージ──三つの選せん択たく肢し。

〝偽りの未来〟──未来党が支配的なＢＶＴおよび内ない務む省しよう。

〝兵士が建てる方舟〟──社会党であり元軍人である州知事エドワルト。

　そして〝民衆の名を刻む冠〟──今、自分が最も頼りにするべき相手の名を告げた。

「国民党員にして軍事派は遣けん協議会議長イグナツ・フォン・エアラッハ上院議員よ」




　国連都市──会議棟とう＝十二階通路で立ち止まる鳳──呆ぼう然ぜん。《増ぞう援えんが……ない……？》

《そうだ》ニナ──淡たん々たんと＝しいて何でもないと自分に言い聞かせるような響ひびき。《現げん戦力と敵てきの戦力を分ぶん析せきし、最さい適てきな戦せん術じゆつを用意する。お前はホイテロートおよび射しや殺さつ犯はんを追い、ハロルド氏を守れ。お前がホイテロートを止められれば、敵の指揮系統を断たてる》

　多大な期待──ハロルドとの追つい跡せき行こう為いがにわかに重じゆう圧あつを伴ともなう任にん務むと化す。《……了りよう解かい》

　通信アウト──たちまち呆然／見み捨すてられた？　増水の前に増援は要請されていたはずなのに？　二百人にものぼる大使団だんを守って死し傷しよう者しやが続出しているのに？　現戦力は八十人足らず──もっと少ないかもしれない。敵は何人いるのか？　乙に傷きずを負わせた見えない敵──〈特憲コブラ〉の軍用機体を破は壊かいしたという怪かい物ぶつもいる──

　混こん乱らんが顔に出る──ハロルドに見み抜ぬかれる。「どうした？」

「いいえ、なんでも……」

「悪いニュースから伝えて欲ほしい、というのが私の性しよう分ぶんだ。良いニュースは聞いても聞かなくても、実は大差ないことが多い」

　こちらの様子から最悪の状況を察しているだろうに、どこまでも穏おだやかな声──思わずすがるようにして告げてしまった。「……ここは孤立無援です。味方は来ません」

　ハロルド──仰ぎよう天てんせず／落らく胆たんせず／怒おこらず──ただ一言、冷静に。「そうか」

「申し訳わけありません！」うわずる──止まらない。「首都の中心地でありながら！　非常事じ態たいでありながら！　無理に空港に部隊を回したせいで、どちらの支援も間に合わなくなったのです！　あなたがたを守るべきときに、なんとお詫わびを申し上げれば──」

　涙なみだが出そうになって、ハロルドに肩かたをつかまれる──言葉を吞のみ込む。

「君が謝あやまる必要はない。せめて雨がやむことを祈いのり、最さい善ぜんを行おう」

　雨──にわかに腑ふに落ちた。この嵐あらしのような豪ごう雨うのせいで、おそらく満足に羽が使えない、思うように飛べない──それが最も自分の動どう揺ようを生んでいるのだとやっと気づく。

「取り乱みだしてしまい……申し訳ありません」

「君はきわめて冷静だ」冗じよう談だんとも真ま面じ目めともつかず──手を離はなす／通路を指さす／まるでたった今の会話などなかったかのように。「さて、また分ぶん岐き路ろだ。第一の射殺犯、第二の射殺犯、そして国連ビルで爆ばく弾だんを仕し掛かけた爆弾犯。それぞれの目的と性せい格かくを考えよう」

「はい……」気持ちを振ふり絞しぼる──相手の穏やかさを必死に学び取る。

「この中で、爆弾犯は多くの目的を終えている。だが新たに仕事をしたという報告はない。敵の指し揮き官かんにして第二の射殺犯は、兵員を酷こく使しすることはあれ、放置はしないはずだ」

「では今いま頃ごろ、施し設せつ内でトラップを……」

「これほど時間差があって効こう果かを発はつ揮きしないトラップなど、第二の射殺犯からすれば怠たい慢まんこの上ないことだろう」まるで友人について話すように──追うべき相手に対する理解を一秒ごとに深めている感じだった。「視し点てんを変えて、彼らの性格と行動から推すい測そくしよう。第一の射殺犯は間ま違ちがいなく監かん視し免めん除じよの特とつ権けんを持ち、楽々とセキュリティを通つう過かしている。彼は非常に几き帳ちよう面めんだ。どこで何をするかを決めて動き、無む駄だな時間を費ついやすことを嫌きらっている。そして最も効こう率りつがいいのは、来た道を戻ることだ。そうすれば来るときにセキュリティの解除や、通路の閉へい鎖さの有う無むや、人員の配置の確かく認にんなど、帰る準じゆん備びも同時にできる」

「……ということは、第一の射殺犯は、国連ビルから来たのですか？」

「そういうことになる。だから第一の射殺犯は、この分岐路を左にゆき、三つある高こう架か通路のうち十二階の通路で国連ビルへ戻もどろうとしている。そして第二の射殺犯もまた劣おとらず几帳面で、効率重視だ。最も安全が確かく保ほされたルートを迅じん速そくに移い動どうするだろう」

「第一の射殺犯を斥せつ候こう代わりにし、同じ道を後から進んでいるのでは……？」

　いきなり質しつ問もんで返される。「君が捜そう査さ官かんとして資し格かくを取れるのは何歳さいからかね？」

　あまりの脈みやく絡らくのなさに呆あつ気けにとられる。「あたくしの場合、十八ですが──」

「労働児童の優ゆう遇ぐう措そ置ちで、十六から取れるよう申しん請せいしたまえ。素そ質しつ十分だ」

　どうやらとてつもない回りくどさで誉ほめられたのだと悟さとる──気き後おくれ／目の前の男に比くらべれば雲うん泥でいの差であることを自覚──小声で返答。「……ありがとうございます」

「君の指し摘てきは正しい」先にそれを言って欲しいと鳳が思うのをよそに、いきなりひっくり返した。「ただし、ここまでだ。今、最も警けい備び陣じんが集合しているのは国連ビルだ。にもかかわらず第一の射殺犯は、あえてそこへ向かっている。嫌々ながらな。警備陣に保ほ護ごを求め、証人と一緒になったところを殺害しろ、と命じられた可か能のう性せいが高い」

「ではやはり……法ほう廷てい関係者の誰かが、第一の射しや殺さつ犯はん……？」

「まだ物的証しよう拠こはない。だから百％そうだとは言えない。せいぜい九十九％くらいだと君の指し揮き官かんに報ほう告こくしたまえ。保護を求めている人物がいたら、それが犯人だと」

　またもや回りくどい言い方──これだからアメリカ人は、とまたもや対象を全国民に広げて呆あきれつつ無線通信。《パーキンス氏殺害犯は十二階高架通路から移動、保護を求めて警備陣に潜せん入にゆうするものと思われます。ただちに警けい戒かいの連れん絡らくを》

《了解した。国連ビルにいる全部隊に通達する。よくやった》

「報告終了」凜りん然ぜんと相手を見つめる。「ただちに犯人の確保に向かいましょう──」

「急がば回れだ」あっさり引き留とめられる。「第二の射殺犯は、暗殺者を警備の群むれに紛まぎれ込ませる一方で、自分はより安全な場所で指揮に専せん念ねんするため別の道を進み始めた」

「それが、ここだとおっしゃるのですか……？」

「そうだ。そして第二の射殺犯は、おそらくこの近くにいる」

　息をのむ──反はん射しや的に腰こしポシェットの拳けん銃じゆうに手を当てていた。

　手で合図ジエスチヤー＝〝落ち着け〟。「第一の射殺犯、二つの敵てき集しゆう団だん、警備陣、それら全すべてから同時に距きよ離りを取り、最も安全な場所で指揮を執とり、そして単たん独どくで逃にげる気だ。逃とう走そう手しゆ段だんは不明だが、逃げるならゲートがない西エリアだ。空き地に等しい区画を突つっ切り、誰だれにも見とがめられず壁かべを越こえて施設外へ出て、何らかの手段で増ぞう水すいした道路を渡わたる」

「車が流されるほどの氾はん濫らんとデータにあります。溺おぼれ死んでしまうのでは──」

「多少の装そう備びがあれば可能だ。わざわざノアの方はこ舟ぶねをこしらえる必要もない」その程てい度どの冒ぼう険けんは経けい験けん済ずみだと言うようだった。「ゆえに第二の射殺犯ことホイテロートは、会議棟とうの西側のどこかの部屋。おそらく高架通路のある十二階と二十二階の間のどこか。逃走を優先するなら、中央エリアを目視しやすく、非常出口からも近い場所。どことは断定できないが、私ならセキュリティが最も手て薄うすな、十八階・展てん示じホールに直行する」

　何という回りくどさ──そこまでピンポイントに告げられるとは思わず──予想を超こえる答えに目を見み張はった。「い……今すぐ確保に向かいます──！」

「待ちたまえ。誰かもう一人のことを忘わすれてはいないかね？」

「え──」思案──完全に失念していた。「爆弾犯──！」

「そう。射殺犯たちの行動と居い場ば所しよは推すい測そくがついた。問題は爆弾犯だ。この人物は国連ビルからどのように動いたか？　爆発は四カ所。どういう順番で仕し掛かけ、そして警備陣に発見させれば、最も安全に移動できるか？」

「あ……あたくしの仲間が発見した爆弾が、最も最後に発見されております」

「これまた国連ビルの西側。十二階の高架通路への最短距離。爆ばく発はつのおよそ十五分前にパーキンス氏は射殺された。それと前後して会議棟二階の警備室で殺さつ戮りくが起こった」

　ＰＤＡの図面──ハロルドがつけたマークが、時間表ひよう示じとともに次々に線でつながる／第二の射殺犯と爆ばく弾だん魔まの移動経けい路ろと到とう着ちやく予想時間が、ぴったり一いつ致ちしてゆく。

「ということは、爆弾犯は、第二の射殺犯とともに行動している……？」

「だが足あし跡あとや射しや撃げき位置などから、第二の射殺犯は一人で行動している。爆弾犯が一いつ緒しよにいて何も手伝わずにぼんやりしていたら、反はん抗こう的だとして第二の射殺犯に撃うち殺される」

「で、ですが、矛む盾じゆんしていますわ……。爆弾犯は……いるのに、いないなんて……」

「矛盾はない。爆弾犯こそが、第二の射殺犯だと考える限り何一つ矛盾しない」

「──同一人物⁉」

「そうだ。そしてその人物は、第一の射殺犯という格かつ好こうの斥せつ候こうを手放して、安全な場所に行こうとしている。あらかじめ危き険けんを確たしかめてくれる者がいなくなった。一人なので見張りに立ってくれる者もいない。では、どうする？」

「──警報代わりに、自分がいる場所に通じる全ての通路に、トラップを仕掛けます」

「つまり勢いきおい込んで確保に向かえば、どかんだ。私も君も少なからぬ打撃を負い、相手は悠ゆう々ゆうと逃げるだろう。もう一つ言えば、相手は君たちという数々の功こう績せきを挙げた特甲トツコー児童の存そん在ざいを念頭に置き、君たちがどうやって移動するかを知っている」

「もし、空を飛んで、直ちよく接せつ、相手のいるフロアに向かえば……」

「窓まどに仕掛けたトラップが作動するだろう」ぱっと手を開く──どかん。「では行こう」

「あ……あの……。あたくしの仲間に爆弾処しよ理りを得意とする者がおります。現げん在ざい、ヴィッテルス氏を救出中ですが、間もなくこちらに応おう援えんに来られるかと──」

「ではそれまでの間に、なるべく敵に近づいておこう」

「でも、トラップが──」

「敵は効こう率りつ重じゆう視しだ。仕掛けるべき場所は限げん定ていされる。少なくともここではない。急ごう。この敵は、我われ々われの接近を察知した瞬しゆん間かんに場所を移い動どうするプロだ。きっと今いま頃ごろ、特とく殊しゆ部隊の服を脱ぬぎ、立りつ派ぱな背せ広びろを着て、どこかの国の大使団のバッジをつけているだろう。万が一、発見されたとき、それで即そく射殺されることを多少は防ふせげる。だから、このフロアから上で国連大使を見かけたら、絶ぜつ対たいに銃じゆう口こうを相手から外さず、ただちに拘こう束そくせねばならない」

「もし相手がホイテロートでしたら、顔は確かく認にん済みですが──」

「最も手軽にこちらを欺あざむく方法がある。そもそも確認した顔が変装だったという手だ」

　いまだ見もせぬ相手の防ぼう御ぎよ手段を、こうまで予測し、無に帰し、確実に追うとは──思わず相手の穏おだやかさだけでなく、その全てを学び取りたいと痛つう切せつに願った。

「……第一の射殺犯はんも、同様に変装しているでしょうか。もし警備員の姿すがたなら──」

「それはない。ミッターマイヤー皇帝どのが警備員の格好をしていたら？　それはどう見ても、警備員の格好をした皇帝どのだ。小細工せず素す顔がおのまま保ほ護ごを求める方がいい」

「そこまで広く顔を知られ、信しん頼らいされている方が、射殺犯だなどとは──」

「思えないかね？　私はむしろ、我々にとってそうである人物ではと思ったところだ」

　思わず足がすくんだ。一歩も動けなくなるような言葉を、なんと平然と告げるのかと、怒いかりすら湧わいた。「まっ……まさか、証人の誰かが、犯人かもしれないと……⁉」

「証しよう人にんたちが最も分散したタイミングを知っているのは、他ならぬ彼らだ」

「あ……あのような素す晴ばらしい方々を疑うたがえと？　彼らはあたくしが知る誰よりも──」

「偉い大だいで明めい晰せきで、それゆえに第二の射殺犯による脅きよう迫はくから逃のがれられず、心を殺してパーキンス氏を殺害したのかもしれない。それだけの精せい神しん力りよくを備そなえた人々でもある」

「ありえませんっ！　そんなこと──あたくしは、彼らを信じております！」

「君が言うには、殺害されたブリギッテ・シュタインは何か秘ひ密みつを隠かくしていたらしい。彼女も夢を見ない人だ。最悪の未来を想定し、私にも七人目のことを話さずにいた。もしかすると彼女は、証人のうちの誰かが敵になることを予想していたのかもしれない」

「……そ、それをおっしゃるなら、パーキンス氏の殺害現場にいたのは、あなたです」

「私を疑うべき根こん拠きよ、示し唆さ、物的証拠、何か一つでもあれば聞こう。参考になる」

「証拠を捜さがすプロであれば、証拠を隠すのもたやすいはず。なぜ、こうも正確に敵てきを追えるのです？　あなたこそホイテロートに脅迫された第一の射殺犯なのでは？　パーキンス氏の携けい帯たい電話のデータを消去し、血けつ痕こんを拭ぬぐったのは、あなた自身なのでは？」

「示唆は十分だが、根拠と物的証拠がない。返り血、射撃位置、血痕、足あし跡あと、相手の移い動どう経路といったものに、もっと気を配るべきだが──電話の後、それについて語ろう」

「え……？」

　コール音──ぎょっとなった──まさか、かかってくるなんて。

「あまり怒鳴らないように。三フロア先にいる敵てきに察知されてしまう。どうした？　相手の気が変わる前に電話に出て情じよう報ほうを入手し、こちらで判はん明めいした情報を与あたえるといい」

　携帯電話──あの非ひ協力的な人物からだとはどうしても思えなかった。というより、もっと理り解かいのある別の人員であることを心から願いながら出た。「……もしもし？」

　聞き覚えのある声──聞き覚えのある尖とがった口調。《──おい、あたくし様》

「鳳・エウリディーチェ・アウストですッ‼」にわかに前回の会話が思い出されて憤ふん激げきが迸ほとばしった。「そんな風に人を呼よばわって、自分が恥はずかしくならないのですかッ！」

　たちまち層そう倍ばいの悪あく態たいが返ってくる。《ナンだとンの野や郎ろう。てめえのところでぶっ殺された通つう訳やく官かんがイスラエル人だってわかったから教えてやるってのに喧けん嘩か売んじゃねえバカ》

「あなたが先に──」言い返しかける──瞠どう目もく。「イスラエル⁉」

　鳳が立ち止まる──はたとハロルドも立ち止まる──顔を見合わせる。

　そして、ふてぶてしさを怠たい惰だと非礼で挟はさんだような声。《本名は……シモン・オルメルトっつー、〝シャバク〟だ。ＦＢＩみたいなもんだ。国のアラブ人を檻おりに入れるだけじゃなく、ナチスの子孫がアラブに関係してることを、でっち上げようとしてたとさ》

　咄とつ嗟さに無線通信。《──ニナさん！》

《傍ぼう受じゆしている。ただちに解かい析せき班はんに確かく認にんさせる。しばらく待て》

　ハロルドが小さくうなずきながら階かい段だんを上り始める──追う。

《よし。暗号解読後の言語をヘブライ語に特定し、解除レジストに成功。これで携帯電話からのアクセスデータは全すべて解析可か能のうだ。シモン・オルメルトという名を今すぐ照会する》

　ニナの通信を待つ間、電話相手の存在をほとんど忘わすれかけた──そしてそうはさせないというような声。《おい、寝ねてんのか。何か言いやがれ、あたくし様》

「情報を確認中ですッ‼」一いつ喝かつ──黙だまらせる。

　ニナ。《最初のアクセスデータの解読が完了。確たしかにシャバク──イスラエル国家保安局への膨ぼう大だいな捜そう査さレポートだ。全て解読するには時間がかかる。ナチス云々も、レポートから何かわかるだろう。きわめて有意義な情報だ。そのまま会話を続けろ》

　従したがう。「……実は、殺害された通訳官の携帯電話の送信履り歴れきから、ネット上に保ほ存ぞんされた暗号化データを解析中でした。言語をヘブライ語に特定したところ解析が進行。有用な情報を獲かく得とくできる見み込こみです。……ありがとうございます」

　つまらなそうに。《礼なんかより情報はねえのかよ》

「今、お教えします！」

　ハロルドがまた立ち止まる──手の平を向ける合図ジエスチヤー＝〝ここで話を終わらせろ〟。

　うなずき返す。「戦せん犯ぱん法ほう廷ていに出席する最後の証人は、やはり中国の軍事関係者です」

　息をのむ気配──電話相手が大いに驚おどろいている／溜りゆう飲いんが下がる／さらにとどめを刺さす。

「ただし、男性であると思われます」

《──パイロットは女だって言ったろ？》きょとんとした声──妙みように可愛かわいげ。

「はい。ですが、その証人は男だん性せいである可能性が高いのです。国こく際さい空港に着陸したという戦せん闘とう機きは単たん座ざ式しきですか？　女性パイロットの他ほかに、男性もいましたか？」

《な……え……？　い……いねーよ。一人だけだ。しかも、どう見たって女だ。それとも本当は男で、女のふりしてんのか？　意味あんのか、それ？》

　あからさまに動どう揺よう──不ふ謹きん慎しんだと思いつつも、実にとっても、いい気味だった。

　わざと、呆あきれたようなため息を、たっぷり聞かせる＝悪あく罵ばのお返し──さらに小こ馬ば鹿かにして言った。「意味も何も、そんなおバカなことを、よくおっしゃいますのね」

《この野郎──》たちまち罵ば詈り雑ぞう言ごんが来るかと思って身み構がまえるや──沈ちん黙もく。

　ちょっと怒おこらせすぎただろうか──相手が確かに貴き重ちような情じよう報ほう源げんであることを思い、急に不安になって呼びかけた。「あの……もしもし？　気に障さわったのでしたら──？」

《バカ、違ちがう。あいつだ……。こっちに、あいつが出たんだよ》

　違うなら悪口を枕まくら詞ことばみたいに使うのをやめたらどうか──抗こう議ぎの気持ちを抑おさえて訊きいた。「あいつ……？　どなたのことですの？」

《こっちの空港に、お前らが逮たい捕ほした、リヒャルトなんとかが出やがったんだよ！》




　宿しゆく泊はく施設の地下駐ちゆう車しや場じよう──セーフガード車両＝傍受した映えい像ぞうデータ──まるで悪あく夢む。

《おはよう、世界よ！　今この瞬しゆん間かんが、新たな夜明けのときだ！》

　血に染そまったどこかの部屋に立つ男──はげ上がった頭／生気に満ちた緑の目／特とく徴ちよう的な鷲わし鼻ばな／象ぞう牙げ色いろのスーツ／小さな黒い手が格こう子し状じようにプリントされたネクタイ。

《私の名はリヒャルト・トラクル、プリンチップ社のエージェントである！》

　赤い唇くちびるの両りよう端はしが、車内にいる全員をあざ笑うかのように吊つり上がる。

　ニナの手から通信マイクが滑すべり落ちた。「ありえない……。この男が、空港に……？」

　嬉き々きとした声。《プリンチップこそ、かつて一発の銃じゆう弾だんをもって世界に大いなる戦雲をもたらした、サラエボの憂ゆう国こく青年の名である。我われ々われはその名の通り、歴史的な一撃を放たんとする者に、ふさわしい道具を与あたえることを天命としている──》

　通信官。「マ……マスターサーバーは実じつ在ざいと断だん定てい。どうやら空港管かん制せい室しつの中ちゆう継けいシステムを起点に、全世界の空港モニターを電子的に占せん拠きよしている模も様ようです……」

「世界……？　待て、本当にいるのか？　ＢＶＴにいる男が逃とう走そうした可能性は──」

「リヒャルト・トラクルは拘こう束そく中……。空港にいるのは別人です……」

　ニナ──よろめく──壁かべに背せを打ちつける──うなされたような声がこぼれ出す。

「こいつは誰だ……。私たちが逮捕したのは……いったい、誰なんだ」







　Ⅳ章　第三の死者──夢の音色セレナーデ







　　　　Ⅰ




　ＢＶＴビル地下二階──聴取室／凍こおりつく捜そう査さ官かんたち／へたへたと椅い子すに座すわるエゴン。

《世界の歴史は、銃じゆう弾だんの歴史である！》英語の叫さけび／声明／喧けん伝でん──画面下部に複ふく数すうの言語による字じ幕まく。《フランス革かく命めいを実じつ現げんさせたものは、民みん衆しゆうが貴き族ぞくから手に入れた三万二千挺ちようの銃に他ならない！　英国で最も多く女王陛へい下かの名を冠かんするものは銃に他ならない！　中国の指し導どう者しや、毛もう沢たく東とうが告げたように〝権けん力りよくとは銃口より生まれ出ずる〟ものに他ならない！　あらゆる同どう盟めいの根こん拠きよとなるのは互たがいの銃の数に他ならない──！》

　ヘルガ──微び動どうだにせず注ちゆう視し／熾し烈れつな眼まな差ざし／手が懐ふところの封ふう筒とうを握にぎりしめる。

「あれは……なんだ？」エゴン──モニターの向こうで叫ぶ男を指さす。その指を、別モニターに映うつる拘こう置ち室しつの男に向ける。「あの部屋にいるのは誰だ？　ヘルガ……？」

「確たしかめて参りますわ……」きびすを返す──部屋を出る──封筒を取り出す。

　まるで何もかも予期していたかのようなメッセージ。

　かつて〝クーデター事じ件けん〟でプリンチップ社すら操そう作さしようとしたカール・クラウス。

　そのメッセージの一つを、拘置室のドアを見つめながら、静かに口にした。

「第二の男が現れる……」




　会かい議ぎ棟とう十五階──鳳アゲハの右手に携けい帯たい電話／左手にＰＤＡ＝電子パネルに転送される映えい像ぞう。

　見み間ま違ちがえることなどない男の朗ろう々ろうたる声。《望み求めよ、さらば与あたえられん！》

　ハロルド──瞠どう視し。「君たちが逮たい捕ほしたはずの男が、国こく際さい空くう港こうにいる……？」

　携帯電話──少女の激げきした声。《なんでこいつが空港に⁉》

　床ゆかががらがら崩くずれる気分。「こ、こちらも映像を確かく認にん……こんなことって……」

《お前たちが逮捕したんじゃなかったのか⁉　脱だつ走そうされたんじゃねーだろーな⁉》

「リヒャルト・トラクルは依い然ぜんとして拘こう束そく中です！　決して逃にげられてなどいません！」

《だったら、なんで、ここにいるんだよッ⁉》

「……なんだ、あの音は」顔を上げるハロルド──なんと銃を抜ぬいてきびすを返し、階かい段だんを駆かけ上がる──慌あわてて追う鳳＝ＰＤＡから響ひびく叫び。《世界は武ぶ器きによって変わるのだ！　さあ、今こそ君たちが握る武器をもって、偉い大だいなる歴史的な一いち撃げきを放つがいい！》

　十八階＝がらんとした展てん示じホール──大型展示品を運うん搬ぱんするための電動カート＝荷台に載のせられたコンテナが、激しいモーター音のような唸うなりを放っていた。

　鳳──ハロルドの前に出る／ＰＤＡをたたんでしまう／電話相手に向かって早口に。

「他に情じよう報ほうはありませんか？　ありませんのでしたら、通話を切らせていただきます」

《情報？　ねーよ。それより中国人が男って……。このリヒャルトなんとかは……》

「そちらでご確認下さい。何か判はん明めいしましたら御ご教きよう示じを。こちらも情報は即そくお伝えします」ひと息に──相手に言い返す間を与えず告げた。

《おい、ちょっ……》狼ろう狽ばいしきった声。

「こちらは猛烈に取り込み中ですので。失礼──ごきげんよう」

　ぷちんと相手の声を潰つぶすようにボタンを押おす──通話オフ＝携帯電話をしまう。

　刹せつ那な、コンテナから白熱の雷らい火かが迸ほとばしった。

「お下がり下さい、レイバース捜査官！　敵です！」手を振ふって下がらせる──無線通信。

《会議棟内で転送兵器が出現！　ただちに要よう撃げきを開始します！》

　ニナ──動どう揺ようを振り払はらおうとする声。《き……許きよ可かする。レイバース氏を守れ！》

　ハロルド──柱の陰かげへ。「ホイテロートだ。我われ々われの接せつ近きんを察知したらしい」

　引き裂さかれたコンテナから何倍もの大きさの円筒形が出現──まるで兜かぶとをかぶった怪かい物ぶつの首／ひとつ目のような一いち眼がん式探たん査さ装そう置ち／ずんぐりした六つの車輪つき脚きやく部ぶ。

　強きよう襲しゆう型がたＥＩ兵器〈タイタノマキア〉──〝〈山猫ヴイルトカツツエ〉事件〟で遭そう遇ぐうした遠えん隔かく操そう作さ兵器。

　頭から縦たてに突つき出た円筒＝掃そう射しや装置──数カ所が一いつ斉せいスライド＝数多あまたの銃口。

「転送を開封！」エメラルドの輝かがやき──機き甲こう化か＝超レ伝ー導ル式重機関銃を構かまえて飛ひ翔しようした。




　　　　Ⅱ




　中央エリア──プレスハウス前の広場＝強風強雨に閃ひらめく火線／怒ど号ごう／エンジン音。

　戦せん術じゆつ班はんの機体×八台が左右に展てん開かい＝疾しつ走そう──敵てき集しゆう団だんと猛もう烈れつな交戦状じよう態たいに突入。

〈フィダフォアド〉＝フール人革命派ゲリラと目される集団が、施し設せつのトラックを拝はい借しやく／荷台に重機関銃を設置──即席の戦せん闘とう車両にして、右へ左へ走り回って銃撃。

　その狭はざ間まで俊しゆん敏びんに飛び回り、対空ライフルを軽々と撃うちまくる異い形ぎようの黒山や羊ぎたち。

「ねえ、オレもやるよ」乙ツバメ──日向ヒナタの後ろで頭上の装そう甲こうを叩たたく。「いいでしょ」

「……西側からアームスーツを叩け。敵の自じ爆ばくに気をつけろ」日向＝振り返らずに。

「了ヤ解ー」無事な方の目に獰どう猛もうな輝き──装甲が開く／躍おどり出る。「転送を開封」

　風雨に負けず鋭くはばたく青い羽──その口から自然と放たれる怒声／笑い／恨うらみの声──全部いっぺんに噴ふき出す感じがした。「ドキドキさせてよっ、ねぇ──っ‼」

　突撃滑かつ空くう──目を閉とじて羽の探査に意い識しきを向ける＝脳のう裏りに精せい密みつな灰はい色いろの立体電子映像。

　戦術班の機体／敵車両／めくるめく火線をジグザグにかわして飛翔──一閃。

　灼しやく熱ねつの刃やいばが、黒山羊の上半身を操そう縦じゆう部ぶごと斜ななめに溶よう断だん──絶たたれる命／流れ出す血。

　楽しいなあ、とワニの声──そうだなあ、と渇かわいた心／渇きを訴うつたえる心。

　飛び跳はね回る黒山羊たち──片かたっ端ぱしから襲おそいかかって腕うでを武器を命を切断して回った。

　さあ、血を流させてやれ──沢たく山さんの血／あがないの血／ブリギッテさんが死んだショックがすっかり心から洗あらい流されるほどの、沢山の沢山の沢山の血を流させろ。

　鬼き気き迫せまる奮ふん闘とう──たちまち敵の一角が崩れる／容よう赦しやなく攻せめ込こむ戦術班／先せん陣じんを切る一台がプレスハウス玄げん関かん口のバリケードに向かって砲ほう火かを浴びせかけた途と端たん──

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げき──アームが木こっ端ぱ微み塵じんに／装甲が引き裂さかれる／脚部がもげる。

　後続の砲火──何もない場所から襲いかかる衝撃。アームに損そん傷しよう／脚部が砕くだける／装甲に異い様ような爪つめ痕あと──慌てて散さん開かい／後こう退たい＝戦せん慄りつに満ちた報告。《副長、見えない敵です！》

　敵てき車両をアームの雷らい撃げき器きで吹ふっ飛ばし、現場に飛び込む日向の機体──果か敢かんに指し示じ。

《下がらず進め。壁かべを背せに密みつ集しゆう隊形。四方に向かって撃ち──》

　ぷつんと声が途絶える──一いつ切さいの通信が届とどかなくなる。

　すぐさま日向の機体がアームを振って指示を出す──なんとか意思疎そ通つうをはかる。

　プレスハウスの玄関周辺で、数台ずつ固まって迎げい撃げき態たい勢せいをとる戦術班──突撃していたはずの彼らが守りに入るや、建物の壁に／床ゆかに／外がい灯とうに、次々に爪痕が走った。

　乙＝その様子を羽で探査──真っ直ぐ現場へ飛翔しながら、相手がこっちを怖こわがらせようとしているのだと思った。バカにして悔くやしがらせて無力だと思い知らせて殺す気なのだ。

　胸むねの奥おくでチクタクチクタク響ひびく機械仕じ掛かけの心しん臓ぞうの音──心が渇く／冷える／まるで本当に自分の心も体も、ひと振りの刃と化すように──たった一つの思いが心に満ちる。

　ブリギッテさんが流した血より、もっと沢山の血を、この敵の体から流れ出させてやる。

《ねえっ、こっち来いよーっ！》あえて無線通信＝敵に聞かせるために──まるで遊びに誘さそう子こ供どもの声。《オレの目をもう一個こ潰すんだろッ‼　ねぇ──ッ‼》

　笑い声──ひどく高らかなワニの声が、その口から迸った。




　国連ビル十七階エレベーターホール──うん、そうね、みんな嫌きらいなのね、大嫌いなのね、黄色い感じでぶんぶんしてれば近づいて来ても大だい丈じよう夫ぶだから、そうそう、うんうん。

　雛ヒビナ──解かい体たい器具と化した両手でドア枠わくを削けずって電気配線をいじり、延えん々えんと独どく白はく。

　爆ばく弾だん仕掛けのエレベーターからヴィッテルス氏を救出中──警けい戒かい中の〈特憲コブラ〉＝眉まゆをひそめて。「何を言ってる？」「爆弾と話してるのか？」「ＭＳＳの連中はどこかおかしい」

　どすん。いきなりドアの片方を膝ひざで蹴ける雛──部隊員たち＝ぎょっと沈ちん黙もく。

　がらんがらん、けたたましい音を立ててドアの片方が外れる──ひやひやした顔になるガブリエル隊長。「ずいぶん乱らん暴ぼうな作業だが、やけになったわけじゃあるまいな」

　雛──知らん顔／背せの羽をぱたぱた開かい閉へいさせながら。「こんなとこ黄色くて噓うそばっかりついてる感じのとこ外してかないと意味わかんないからちょっと怒おこって確たしかめないと」

　もう一方のドアを足で押おさえたままエレベーター坑こうの暗くら闇やみに手を伸のばす──無む造ぞう作さにコードを引っ張ぱる／頭上のエレベーターの底からひっぺがす＝小型の電力盤ばんが現あらわれる。

「必要な作業工こう程ていだったようだ」ガブリエル隊長──かぶりを振って部隊員たちに告げ、端たん末まつで状じよう況きようを確認＝不ふ審しんげ。「静かすぎる。国連ビルに敵が侵しん攻こうしないはずがない──」

「なんか変。ぶんぶん鳴ってないのに。ねえ、なんの音……？」

　ほとんど独ひとり言に近い雛の声──全員が振り返る──ヘッドセットを装着している部隊員がイヤホンを手で押さえて携帯端末ＰＤＡを操そう作さ。「通信信号──すぐそばです！」

「同調させろ。敵の通信かもしれん」

　ガブリエル隊長の指示──そして部隊員の端末から響ひびき出す、嬉き々きとした声。

《やあ、鉄と貨か幣へいの王よ。闇にとらわれた気分はいかがかな？》

　雛──ぎくっと身を強こわ張ばらせる／羽の探査を通して傍ぼう受じゆ＝脳裏に聞こえてくる会話。

　すぐ頭上のエレベーター──その内部で通話する、携帯電話の電波。

《……やはりお前か、リヒャルト・トラクル》

　ヴィッテルスの声が、傍受された電波を通して、雛と部隊員のもとに届とどいてきていた。




　宿しゆく泊はく施し設せつの地ち下か駐ちゆう車しや場じよう──騒そう然ぜんとなるセーフガード車両。

「……リヒャルト・トラクルがヴィッテルス氏と通話⁉」ニナ＝愕がく然ぜん──指示。「ど、どこからだ！　今すぐ発信場所を割わり出せ！」

　ヴィッテルスの声。《──逮たい捕ほされたと信じたかったが、そうはいかないか》

　男の声。《私は真実そのものさ。誰だれも、私という真実をとらえることはできない》

　通信官。「国際空港からです！　声せい紋もん合がつ致ち、空港から映えい像ぞうを発信した人物と断だん定てい‼」

　ニナ──呆ぼう然ぜん。「空港からだと……」

《お前は、情報化社会が生み出した買収屋フイクサーであり、世界の端はしで踊おどる道どう化けにすぎんよ》

《道化の踊りに王は喝かつ采さいし、王は道化を笑うことで己おのれ自身を笑う。私は君たちの影かげであり鏡像だ。世界の真実を暴あばこうとした罪つみは重いぞ、王よ。裁さばきを受ける用意はいいかね？》

　ニナ＝火のような声。「ヴィッテルス氏を殺す気だ！　今すぐ爆ばく弾だんを無力化しろ！」




　エレベーターホール──雛＝頭ず脳のうフル回転／爆弾魔ま的感性を全開／この上なく慎しん重ちような手つき──配電回路から仕掛けられた罠わなを見み抜ぬく＝エレベーターの底板が爆弾と見せておいて、本命は、作動停止時にエレベーターが落下しないよう固定するためのロックだった。

　解体すればエレベーターは百数十メートル下へ落下する──解体しなければ雛がいるこのフロアで炸さく裂れつする──絶ぜつ望ぼう的な二に択たくを迫られる。

　エレベーターの中から届く電波──ヴィッテルスの声。《お前が慌あわてて姿すがたを現しただけで十分だ、リヒャルト・トラクル。私たちの行いは必然であり、かつ正当だった。お前は未来を妨さまたげる歴史そのものだ。世界はお前を乗り越える。たとえ私たちが死のうと──》

　自分の死を覚かく悟ごする声──雛の心にかつてない思いが芽生える／胸むねに飾かざったダイヤ入りコイン／自分は預あずかってるだけ／いつかそのコインに平和な世界の絵が刻きざまれるまで／そのときが来るまで──なのにこんなところで、この人を死なせてはならない。

　だがエレベーターを落下させれば少なくともここにいる部隊員の命は助かる──この爆弾を仕掛けた人物はそう言って笑っている──ぐずぐずしているとみんな吹き飛ぶぞ──さあ、落とせ、その箱を、中にいる人間ごと、地上へ叩き落としてしまえ。

　雛──残りのドアめがけて、膝ひざを叩き込こんだ。ひしゃげるドア──枠から蹴り外され、エレベーター坑を落ちていった。自分をスイッチ代わりにしたばかりか、救うべき人物を見み捨すてさせて嘲あざ笑わらおうとする、この敵の意図通りになど、死んでも従う気はなかった。

「おい──」仰ぎよう天てんするガブリエル隊長と部隊員たちをよそに、エレベーター坑へ身を乗り出す雛──左足を坑内の鉄てつ枠わくに乗せる／左手を鉄枠に回して拳こぶしを肩かたの上に固定／右足をホールに残す／そして右手で、エレベーターを固定する金具をバラバラに解かい体たいした。

　鉄柱の一部ごと外れる固定装置──そして当然のごとくエレベーターが真下へ落下。

　ずん──左拳に／腕に／肩に／左足に／体の左半分に、エレベーターの全重量が襲おそいかかった。みしみし肘ひじが鳴る／膝が軋きしむ／完全固定──自分の体をつっかえ棒ぼうに。

　雛の四し肢しにエメラルドの輝かがやき──部分的に還かん送そう＝自分の体から全すべての爆薬を消し去る。

　啞あ然ぜんと見守る〈特憲コブラ〉の面々──雛の右手がさらに作業を続行＝エレベーターのドアを閉とざしている空くう圧あつポンプに触れたとき、解体した金具の隙すき間まから、何かがこぼれ出した。

　さらさらと砂すなのように落ちる──ゴマ──スーダンの輸出品──ダミー。

　脳のう裏りに響く男の笑い声。《夢ゆめ見みがちな世界は、真実の前でつまずくのさ》

　ぞっとなった。解体したはずの爆弾のはらわた──なのに辺り一面、真っ黄色だった。

　叫さけび──死者を一人でも減へらしたくて。「ぶんぶん鳴ってる、みんな死んじゃう‼」

　ガブリエル隊長が通路へ身を投げ出した──部隊員たちが跳とぶ／伏ふせる／耳を塞ふさぐ。

《おやすみ、王よ──永えい遠えんに》そして最初にエレベーターの床枠に火がともった。

　炸裂──雛の左腕が、鉄枠の隙間に流れ込む爆圧で、すっぱりと切断された。

　衝しよう撃げき──目に見えない鉄てつ槌ついが雛の左足を折り、特甲トツコーを砕き、小こ柄がらな体を床に叩きつけた。

　急激に発生する高熱──《飾オりー耳ア》の抗こう磁じ圧あつすら防ふせぎきれず髪かみと頰ほおを焼かれた。

　ホールに満ちる爆風──固定装置のないエレベーターが、雛という支ささえを失って落下。

　次の瞬しゆん間かん、エレベーター全体が大爆発を起こし、最も強きよう烈れつな衝撃が、下から襲おそってきた。

　床がめくれ返るほどの爆圧が、雛の体をさらに天てん井じように叩きつけ、エレベーター坑こう内ないから濁だく流りゆうのように爆ばく炎えんが噴ふき出し、ホールに焦しよう熱ねつ地じ獄ごくを生み出した。そして膨ぼう張ちようした空気が、急激に収しゆう縮しゆくし、周囲にあるもの全てをエレベーター坑内へ引きずり込んでいった。

　再び床に転がり倒たおれた雛──亀き裂れつの入った床をつかむ／爆風のあぎとに吞のみ込まれまいと耐たえる。坑内に落ちれば──想像を絶する高熱の炉ろに放り込まれるのと同じだった。

　エレベーター坑内全体に──ビル全体に、長く長く響ひびく轟ごう音おん／震しん動どう──そして静せい寂じやく。

　頭上から落ちてくる破は片へん──床に空いた穴あなから階下へ落ちてゆく瓦が礫れき。

「くそっ……」壁へき面めんの残ざん骸がい──その下から這はい出すガブリエル隊長。「点てん呼こ──点呼だ」

　次々に部隊員たちが起き上がって生せい存ぞんを告げ、耳鳴りに顔をしかめる／煤すすを吐はき出す。

「ＭＳＳ隊員はどこだ……」ガブリエル隊長──煙けむりの向こうにその姿すがたを見て息をのむ。

　雛──左側の腕・足・羽を失い、焦熱で特甲トツコーの左半分がほとんど真っ黒になっていた。

　ヘッドホン──ぶすぶす焦げ音を立てて首に引っかかっている。

「生きていたか」安あん堵どしたような顔のガブリエル隊長。

「わかんないの」呆ぼう然ぜんとエレベーター坑を見つめて。「なんでなのか、わかんないの」

「……お前のせいではない」かぶりを振る──屈かがんで手を差し出しかけ、急に真顔に。

　急に火の音の向こうから、別の音が響く──音色が届とどいてくる。

　身み構がまえる部隊員たち／特大ライフルを構えるガブリエル隊長──ぽかんとなる雛。

　通路の一つ──明かりの絶たえた真っ暗くら闇やみから近づいてくる弦げんの音。

　唐とう突とつに、ＣＤマニアの雛の知ち識しきに該がい当とう──そんなに好きでもないし、何度も聴きいたわけじゃないのに、その弾ひき方があまりに異い様ようなので、かえって何の曲かぴんときていた。

　バルトーク──幻まぼろしの協きよう奏そう曲きよく第一番。ある女じよ性せいバイオリニストに恋こいして、彼女のために書いたけど、結局その恋は報むくわれず、作曲家が死ぬまで存そん在ざいすら知られていなかった曲。

　熱情溢あふれるはずの曲──なのに、とてつもなく冷え冷えとしていた。氷ひよう河がの中から聞こえてくるみたいだった。でなければ回転するミキサーが発する音みたいだった。

　空っぽの心──何もかもを吸すい込み、焼き尽つくす、爆風そのもののような心。

　唐突に音色がやみ、暗闇と黒こく煙えんの向こうから、バイオリンを手にした少年が歩み出た。

「楽器を持った白人の子供──」ガブリエル隊長＝度ど肝ぎもを抜ぬかれた顔。「……止まれ！」

　少年は止まらず──口元に薄うすい笑み。ずらりと並ならんだ銃じゆう口こうではなく、部隊員たちの背はい後ごで座すわり込んだまま、みるみる怯おびえ顔になる雛を、真まっ直すぐに見つめ、言った。

「転送を開かい封ふう」

　少年の、楽器の弓を掲かかげた手に──四肢に──全身に──白熱の輝きが閃ひらめいた。




　　　　Ⅲ




　ＭＳＳ本部ビル地下四階──騒そう然ぜんとなるフロア＝解かい析せき官の叫び。「国連都市内でさらに転送の実行を確かく認にん！　経けい路ろが特定できません！」

　通信モニター＝ニナの声。《乙と戦せん術じゆつ班はんが応おう戦せん中の見えない敵とは違ちがう。〈特憲コブラ〉の軍用機体を破は壊かいした敵てきなら怪物は二人だ。解析班、ただちに転送経路の遮しや断だんを試みろ！》

「了りよう解かいです、副官」ディーゼル課長──ヘッドセット／手に端末／仁に王おう立だちで人員に指し示じ。「マスターサーバーの干かん渉しように拮きつ抗こうする何かがあるはず。該がい当とう項こう目もくに解析を集中」

　末端のデスク──冬真トウマ＝これは偶然だろうかと思いながらモニターの一つを凝ぎよう視し。

　自動解析中のノイズ一いち覧らん──七桁けたの数字＝１７１３１１７。

　本当にこれは意味のないノイズなのだろうか。無む価か値ちな情報なのだろうか──

　モニターでぴょんぴょん跳はねる水ミ無ナ月ヅキアイコン。《ノイズ掃そう除じはやめだ、冬真。全スロットを追つい跡せきに回すぞ。君も手伝え》

「え、えっ──？」意味がわからず聞き返す。「追跡って……」

《あの女だ。他に誰がいる。あの女が、一いつ緒しよに逃にげた男と手を組んで転送を実行しているんだぞ。今すぐ見つけ出して、その男の脳のうに、破壊的プログラムを──》

「ダメだよ、水無月くん」制せい止し──いつの間にか冬真のデスクのそばに来たディーゼル課長＝ほとんど座らずフロア中を闊かつ歩ぽ／前ぜん任にんの課長が自分のデスクから動かなかったのとは対照的なスタイル。「君が全力を傾かたむけるべきは、現げん場ばの要よう撃げき要員の支し援えんだ」

《黙だまれっ。だったら誰だれが──》

「私の仕事だよ、水無月くん」ディーゼル課長──口調は穏おだやか／両腕に力こぶ／カプセル内の水無月の前へ歩み寄って宣せん言げん。「君とＭＳＳを裏うら切ぎったその人物を、私が、都市内での解析特とつ権けんをもって捜さがし出し、拘こう束そくし、君の前につれてきて、謝しや罪ざいさせる」

　当然、水無月本体は接せつ続ぞく中ゆえ返答せず──代わりに冬真のモニターで水無月アイコンが肩かたをすくめる。《……何をむきになっているんだ、あの男。僕ぼくは、あの子とその仲間の羽を守る番人だぞ。その仕事を僕がおろそかにするわけがないじゃないか》

「う……うん……」冬真──思わず同意。追跡プログラムを水無月が使用する気配なし──一つうなずいてまた闊歩し始めるディーゼル課長／ふと出入り口でばたばた足音。

「ちょっと、転送ですって⁉」「私たちに解析させなさいっ！」飛び込んでくるアデライード＋クラリッサ──冬真のデスクを両りよう脇わきからぶっ叩たたく。「う……うわっ⁉」

　ぴっと指さすディーゼル課長＝まるで柔じゆう道どうの〝教育的指し導どう〟。「姉さん、邪じや魔まは──」

「お黙り、アル！」まったく同じ仕草で指をさし返すクラリッサ──冬真＝初めて二人が姉弟きようだいであることに納なつ得とく。「いいこと、敵は間違いなく特甲児童よ！」

　ディーゼル課長が目をみはる──解析官が愕がく然ぜんとなる──そしてフロアに響く、アデライードの真しん剣けんな声。「バロウ顧こ問もんがいる国際空港でも出たのよ。とんでもない装そう備びの怪かい物ぶつが。まだ臨りん検けんデータすら共有されていない、最新の兵器を備そなえた、軍の特甲児童が」




　ＢＶＴビル四階──会議室の一つ＝権けん限げんを盾たてに独どく占せん／ただちにセッティングさせたモニター群ぐんで現げん場ばの情報を共有／通信モニターの一つに、壮そう年ねんの男の姿。

　ヘルガ──テーブルに腰こし掛かけ、モニターの前で腕うで組ぐみ。「では、やはり軍の特甲トツコー児童から、同時に複ふく数すうの脱だつ走そう者しやが出たというのは、事実なのですね、エアラッハ上院議員」

《そうだ、クローネンブルク長官》男──〝〈山猫ヴイルトカツツエ〉事じ件けん〟でＭＳＳに保ほ護ご拘こう束そくされたイグナツ・フォン・エアラッハの真しん摯しな返答。《それも、ただの特甲トツコー児童ではない。軍でも精せい鋭えい中の精鋭たる〝猟兵ヤークトコマンドー〟に所しよ属ぞくし、イラク、ミャンマー、ダルフールといった危き険けん区く域いきに、それぞれ単独で派は兵へいされるほどの武ぶ力りよくを有した、機械化兵士たちだ》

「すなわち……〈特甲猟兵トツコー・ヤークトコマンドー〉──レベル３を基き本ほんとする最強の怪物たちが、一いつ斉せいに国家から離り反はんし、この都市に反政せい府ふ的意い志しをもって現れたということになりますわ」

《軍でも必死に行方ゆくえを追っていた兵員だ。まさか狙ねらいが戦せん犯ぱん法ほう廷ていとは──》

「もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもなりません、エアラッハ上院議員。ただちに、軍事派は遣けん協議会の議長として、国連都市に、軍の派遣を要よう請せいして下さい」

《国内での軍事行動には大だい統とう領りようの承しよう認にんが必要になるが──》

「国こく防ぼう主しゆ義ぎ者しやでもある大統領なら、軍の派遣を追つい認にんするはず。首相も内ない務む省しようも同様。またそれ以前に、国連都市はある種の治外法権特区です。国内での軍事行動ではなく、法務上は、国外への派兵と同じ扱いになります」

《いいのか……。一つ間違えれば、〝アンタレス事件〟の再さい来らいとなりかねない……その引き金を、君が引くことになるのだぞ》

「それが国家を守るために私に許ゆるされた火であり、その火をもってしか現場の殺さつ戮りくを阻そ止しし、人員を救うすべがないのなら、迷まよいはありません。どうか今すぐランゲレーバルンの航空戦せん術じゆつ師し団だん本部に、この悪天てん候こうでも活動可か能のうな特とく殊しゆ支し援えん部隊の出動要請を」

　顔が引き締しまる──大きくうなずく。《……君の覚かく悟ごはわかった。私もそれに従したがおう》

「現場の全ての人員に代わり、感かん謝しやを申し上げます、上院議員」

《君たちは私の家族を救ってくれた。同じように国家を救ってくれると信じている。要請後にまた連れん絡らくを取ろう》

　通信アウト──すぐにテーブルに腰こし掛かけたまま自分でパネルを操そう作さ＝ＭＳＳ本部の解かい析せき班はんへ通信。「ジャック・パーキンス氏ことシモン・オルメルトによるレポートの解析結果を。完了した部分だけでいいわ。今すぐ、この会議室とＰＤＡに転送してちょうだい」

《了りよう解かいです、長官》ディーゼル課長の力強いいらえ。

　大モニターにすぐさま読み出される長大なレポート──一方の手に、あの男からのメッセージの記された紙し片へん──両方を読み比くらべる／目に理解の光がまたたく。

　独白──ひそやかに。「第二の男……やはり、殺された証人たちは気づいていた。その上で、自分たちという光ごと影を消そうとしていた──」




　国連ビル十七階──惨さん憺たんたる有様のフロアで、雛は怯おびえきってそれを見ていた。

　キリキリキリキリ何かが激はげしく軋きしむような騒そう音おんを立てて、それが宙ちゆうを浮ふ遊ゆうしていた。

　禍まが々まがしい鋭するどさに満ちた白しろ銀がね色の特甲トツコー──顔も体も刃やいばでできた甲かつ冑ちゆうに覆おおわれたような姿すがた。

　バイオリン＝左腕と一体化した盾に──右手の弓＝銀の手斧ちようなのようなものに変へん貌ぼう。

　立って歩くこともできない形状の足──鋭い刃のよう／まるで戦せん闘とう機きの翼つばさ。

　全身にまとった強力な抗こう磁じ圧あつで浮遊──うっすら虹にじ色の輝きを帯びた、特甲猟兵。

　にわかに激しい銃じゆう火か＝ガブリエル隊長をはじめ、四名の部隊員が一いつ斉せいに撃うっていた。

　甲冑がひょいと斧おのを振ふり下ろした瞬しゆん間かん、部隊員の一人が真っ二つになって吹っ飛んだ。

　雛＝瞠どう目もく／涙なみだ目め──抗磁圧を刃と化して放ったと理解＝また一人、柱ごと両りよう断だんされた。

「プロテクトは解かい除じよ済ずみだな⁉」ガブリエル隊長──通信＝命令。「今すぐ撃て！」

　一瞬後に意味を理解する雛──浮遊する甲冑のそばで、壁かべが木こっ端ぱ微み塵じんになった。

　外から、〈特憲コブラ〉の軍用機体が、国連ビルへ精せい密みつな砲ほう撃げきを敢かん行こう──本来ならば決して建物に損そん害がいを与あたえないようプログラムにプロテクトが施ほどこされた機体──なりふり構っていられず立て続けに砲撃／爆発／甲冑が猛もう火かと粉ふん塵じんに隠かくれる。

　雛──やっと慌あわてて特甲トツコーを再転送／羽を翻ひるがえらせて宙に飛び立つ──相手が倒されたと安心したのではなく、今すぐ攻めないと全ぜん滅めつさせられると確信して──右腕から火か炎えん放ほう射しや。

　慌てて飛びのく部隊員たち──委い細さい構かまわずに左腕の爆ばく雷らいを展てん開かい──投とう擲てき／待たい避ひ＝炸さく裂れつ。

　エレベーターが吹っ飛んだ爆圧に等しい一撃──通路の壁と天てん井じようと床ゆかが一瞬で消えてなくなり、逆側の通路で必死に身を伏ふせていた部隊員たちが、顔を上げて啞あ然ぜんとなった。

　ギギギギギと激しさを増した軋み音──盾を掲かかげて浮遊する甲冑──傷一つなし。

「うぇ……」怯えきる雛＝羽の探査によって理解──甲冑を宙に浮うかばせる抗磁圧が、信じがたいほど強きよう靭じんな盾たてとなり鎧よろいとなって、あらゆる打撃を無に帰きしていた。

　すーっと甲冑が宙を移い動どう──豪ごう雨うが降ふり注ぐ外へ──地上の軍用機体へ顔を向ける。

　砲火──甲冑に接せつ触しよくする寸すん前ぜんに、砲弾が炸裂し、まったく爆圧が届とどかず弾はじかれた。

　いきなり甲冑が消える──急降こう下か。直立したまま数十メートル下へ──斧が振り下ろされる、甚じん大だいな抗磁圧の爆風が生じ、軍用機体のアームが千切れて宙を舞った。

　さらに一撃──軍用機体が玩具おもちやのように転がり、正面玄げん関かんの噴ふん水すいを破は壊かい＝炎上した。

　またすーっと浮上してくる甲冑──炎ほのおに照らされて虹色に輝くその姿へ、雛が泣きながら火炎を放射。「いじめないで、いじめないで、いじめないでーっ‼」

　斧のひと振り──炎が宙でぱっと霧む散さんし、雛の右腕がもげて真後ろに吹っ飛ばされた。

　羽が四つとも破やぶれてキラキラ光る破片をまき散らし、通路の壁に激突──さらに一撃。

　背で壁が砕け、雛の体がすっ飛んでゆき、会議室の壁をぶち抜き、フロアの反対側のホールにまで転がってゆき、両腕と羽をもがれた姿で、柱に激突して止まった。

　朦もう朧ろう──床に倒れたまま、ぼうっと、自分の体が通つう過かした壁の穴あなを見た。

　その穴の向こうから、キリキリ軋む銀色の甲冑が、すーっと近づいてくる。

「……殺さないで」倒れたまま力なく訴うつたえる──涙がこぼれる。「……やだ」

　甲冑が斧を振り上げながら、どんどん近づいて来た。

「やだぁ……」哀あい訴その声／ほとんど無む意い識しきに転送──四し肢し・羽・腰にエメラルドの輝かがやき。

　ふいに激しい音──ホールのエスカレーターから、ぬっと伸のびるアーム＝砲撃。

　甲冑の背で炸裂──甲冑が振り返る／盾をかざす／砲火を受け弾く。

　なんとエスカレーターを踏み砕き、床をがりがり削けずって現れる戦術班の機体＝御影の通信。《化け物め、まさか我わが国の特甲トツコー児童とは──》

　さらに資し材ざい搬はん入にゆう用のエレベーター坑内をよじ登ってきた機体が、壁を／床を損壊させながら、猛然と火線を見み舞まった。

　十字砲火──猛烈な火と衝撃を浴びる甲冑が、斧を振りかぶる／ふと手を止める。

　雛が宙へ──腰に新たな装そう備び──木の葉の形の何か＝まるで鋭するどい針はりのついた蜂はちの尻尾しつぽ。

　全隊通信──ニナの叫さけび。《マスターサーバーが敵脅きよう威いの著いちじるしい増ぞう大だいを認め、雛トパスに広こう域いき破壊兵器の転送を許きよ可かした！　総そう員いん、現場から待たい避ひしろ！　今すぐできる限かぎり遠ざかれ！》

　機体が引っ込こむ──通路を走って来た〈特憲コブラ〉へ警けい告こく＝御影。《戻もどれ、死ぬぞ！》

　ぎょっとなって戻る〈特憲コブラ〉──雛が涙顔で宙を舞う＝吹き抜けへ出る。

　甲冑がすーっと追ってきて斧を振り上げるや、にわかに急上昇する雛＝腰の装備を起動──木の葉形の尻尾が、カチンと音を立てて外れる──投下。

　尻尾が針を発射──不思議そうに顔を上げている甲冑＝ひょいと針と尻尾をかわす。

　先行落下する針──その後を追うように落ちてゆく尻尾から、目に見えない気体が噴ふん出しゆつし、球状に広がり、ほぼ一瞬で甲冑のいる空間を覆おおい尽つくしていた。

　そして、世界で非ひ人道的な破壊力だと非ひ難なんされ、国際条じよう約やくでも禁きん止しの傾けい向こうにある、〝小さな核かく爆ばく弾だん〟とも称しようされる、その気化爆弾に、四階下のフロア床に到達した針が点火した。

　爛らん然ぜんたる劫ごう火かが勃ぼつ発ぱつ──噴火を起こした火山のごとき爆炎が吹き荒あれ、熱風で吹き抜けのガラス柵さくが溶とけ消えた。各フロアに爆圧が雪な崩だれ込んでドアというドアを倒し、窓という窓を吹き飛ばし、国連ビルを内側から崩ほう落らくさせんばかりの衝撃を発生させた。

　他国の軍隊でも攻せめて来ない限り、決して使用が許可されない装備──それを、まさしく自国の軍隊の一員であった相手に使用した雛＝黒こく煙えんが満ちる吹き抜けから待避し、フロアの柱の陰かげでうずくまって隠かくれたまま、がちがち恐きよう怖ふで歯を鳴らしていた。

　火か焰えんの渦うずから響ひびくギギギギギという音──虹にじ色の輝き。

　亀き裂れつの入った胸むねや背せからぱらぱら破片をこぼしながらも、平然と浮ふ遊ゆうする白しろ銀がねの甲かつ冑ちゆう。

　雛──恐きよう慌こう／絶ぜつ望ぼう／確信＝やり返される──ここまで、ありったけのことをしたのだ。当然、自分がやったことより、もっと遥はるかに、ひどいことをされるに違いなかった。

　正真正しよう銘めいの泣き声がこぼれた。「うっ……うぇっ……。やだぁ……」

　羽の探たん査さ──ふいに甲冑が宙を移動──壊れた壁から外へ出て、雨の降る闇やみへ消えた。

　戻って来ない──雛は安あん堵どどころか、さらなる恐きよう怖ふに怯おびえて泣いた。甲冑の去った闇が、もう用はない、と告げていた。お前はいつでも殺せることがわかった──と。




　中央エリア──プレスハウス＝雨の中を突とつ撃げき滑かつ空くうする青の火──乙。

「ドキドキさせてよーッ、ねェ──ッ！」闇雲に宙をなぐ灼しやく刃じん──にわかに衝撃。

　目を閉とじて全すべての探査情じよう報ほうに意識を向け、頭がおかしくなりそうなほどの情報の洪こう水ずいに耐たえて姿をとらえようとしているのに、まったく何の前まえ触ぶれもなく襲おそわれ、一発で右の腕・足・羽が全てもぎ取られ、プレスハウスの頑がん丈じような窓をぶち破やぶって室内に転げ倒れた。

「あっは！」目を閉とじたまま獰どう猛もうに笑った──やっと敵が自分に食らいついたのだ。

　素す早ばやく起き上がりながら再さい転送──壊れた窓の方へ向き直った。さあ、来い──自分の命がバラバラに引き裂さかれるか、相手を真っ二つにするか──二つに一つだ。

　左目を開いた──床に立ったまま両手を広げた。「オレの目を潰つぶしてみろよーっ！」

　叫さけびながら、〝飾オりー耳ア〟の抗磁圧を、消した。

　確信──吹き込む風雨とともに、見えない敵が、室内に入ってくるのを感じた。

　探査情報には何もとらえられていない。きっと、こちらの羽の探査に偽の情報を流し込んで、風や雨がすり抜けているように見せているのだ。だが実際に風雨の流れを透とう過かできるわけじゃない──もしそいつがいれば、当然、風雨はそいつに当たって遮さえぎられる。

　そして無む防ぼう備びな乙の左目が──真正面から風雨を受けながら力を込めて見開いていた目が、その瞬間だけ、風も雨も受けずに、自然と開いていられたのだ。

　正面＝そこにいるはずの敵てきへ左手を突き込んだ。杭打ち器パイルバンカーのように手首が前方に向かって飛び出した途と端たん──頰ほおに空気の流れを感じた。風雨ではない。何かがさっと頭上へ飛んだため生じたもの──相手が自分の一撃をかわした／自分の背はい後ごへ回った。

　慌あわてて振ふり返る──戦せん慄りつ＝今度は自分が風雨を背にしていた。この敵は、空気の流れで位置を察知されるのを知っていて、最初から風下に回って攻こう撃げきする気だった。

　一瞬で抗こう磁じ圧あつのヘルメットを最大値ちに──至し近きん距きよ離りから衝しよう撃げきを食らうことを覚かく悟ごしたとき、背後から吹き荒すさぶ風雨が、火の雨に変へん貌ぼうした。

　乙と同じく、見えない敵がその室内に飛び込んだと確かく信しんした日向の機体──さらに通信もできないまま、日向の機体の動きだけで、意図を察した班員たちの機体──何本ものアームが束になって窓から突つき入れられ、正確に乙だけを避よけて、砲ほう撃げきをばらまいていた。

　めくるめく砲火の本流のまっただ中で、背後から味方に撃うたれる可か能のう性せいなどいささかも考えもせず、乙はただ敵を見ていた。いくら見えない敵でも、実際に風雨を透過できるわけじゃない──放たれた火線を、すり抜けられるわけじゃない。そしてあたかも全ての火線をすり抜けるかのような偽にせ情報など完全に無む視しし、自分のすぐそばで盛せい大だいに飛び散った火花へ──敵が弾だん頭とうを受け弾はじいたに違ちがいないそこへ、存分に灼しやく熱ねつの刃を振るっていた。

　衝撃──乙の羽の左半分が引き裂かれ、再び床に転がり、ついでに戦術班の砲火を二発ほど食らって手足がひしゃげた。日向の機体のアームが、さらに乙を撃ちかけた他の砲身を叩たたいてそらす／みな砲撃を停止──熱を帯びた砲身が雨でしゅうしゅう音を立てる。

《──大だい丈じよう夫ぶか、アリス》ふいに回かい復ふくする無線通信──見えない敵が去った証しよう拠こ。

《その呼よび方、やだっつってんのにさ》むくっと起き上がる──笑う。《やったよ》

《やった……？》日向が操そう縦じゆう席せきから顔を出す──乙がひしゃげた腕うででそれを示しめした。

　水みず銀がね色に渦うずを巻まく表面──蟹かにのハサミのような形──四つの巨きよ大だいなガラスの爪つめ。

《いました、副長》報告＝建物の後方に回った他の戦術班員。《アサド・アツィムです。拷ごう問もんされたようですが、生きています》

　操縦席の通信機を引っ張る日向。「手当してやれ。Ｂ２組ベーツヴアイは周囲を警けい戒かい。セーフガード車両へ──将しよう軍ぐんの息子むすこを確かく保ほだ。それと……アリスが、見えない敵の腕を切り落とした」
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　会議棟とう──十八階＝展てん示じホール──外の猛雨もかくやと思われるほどの火線の雨飛。

　ひらりひらりと舞まい飛びかわす──鳳＝猛ダダ射ダ！。「ごダダ奉ダダ仕ダダいダダたダダしダダまダダすダダわダダ─ダダ─ダダッダ！‼」

　滑なめらかに車輪で移い動どう＝ＥＩ兵器──スプリンクラーの放水なみに左右へ火線をまき散らし、限られた空間を飛ぶ鳳の移動範はん囲いをさらに奪うばいにかかる／追い込む／迫せまる。

　援えん護ごなし／連れん携けいすべき仲間なし──羽に被ひ弾だん／足に被弾＝素早く再転送し、床ゆかをひと蹴けりして再び飛ひ翔しようし、脳のう裏りでデータを参照。過か去こに戦ったときは転送が封ふうじられていた──自由にありったけの武ぶ器きを使える今、一人ででも仕し留とめてみせる。

　果か敢かんに飛び回って、迫り来る敵を翻ほん弄ろう／掃そう射しや──脚きやく部ぶの探たん査さ装そう置ちを一つずつ破は壊かい＝相手の活動能力を奪いにかかる。六つの脚部のうち、三つが地形を把は握あくできず壁かべにぶつかる／宙ちゆうをかく／ホールの段だん差さを踏ふみ外す──かと思うと、急に展示警備用のシャッターが下りてきて、鉄パイプのすだれのようなそれに脚部の一つを突っ込んで引っかかった。

　ハロルド──ホールの一角でシャッターの操作盤ばんの蓋ふたを銃で破壊＝狙ねらい澄すまして操作。

　さらに下りてくるシャッターがＥＩ兵器を囲む／閉とざす──左右に動く銃じゆう眼がんがハロルドをとらえる＝猛もう烈れつな銃火。

　一瞬前に走り出していたハロルドが通路へ転がって火線をかわし、隙すきを突ついて接せつ近きんした鳳がシャッターの隙間から長大な銃身を突っ込み、相手の目へほダダとダダんダダどダダゼダダロダダ距ダダ離ダダでダダ掃ダダ射ダ！。

　ＥＩ兵器＝巨きよ大だいな目が鋼こう鉄てつの瞼まぶたを閉へい鎖さ／反撃──鳳の羽を引き裂き、ガードした左腕を砕くだいたが、それ以上の打撃は与あたえられず、装甲ごと探査装置を撃ち貫ぬかれ、機体内部に深しん刻こくな打撃を受け、掃そう射しや系けい統とうに異い常じようをきたし、二秒足らずであらゆる機能が停止──沈ちん黙もく。

　息をつく鳳──勢いきおいよく銃身を引き抜く／振り返る／ホールに戻ったハロルドへ一いつ喝かつ。

「保ほ護ごされるべき証しよう人にんであるあなたの援護など、望んでいませんっ！」

「あの程てい度どは、援護の内に入らない。安全な場所から口笛を吹ふいたようなものだ」

　火に油。「もう少しで撃たれるところだったくせにっ！」

　馬耳東風。「敵てきの狙いと私の位置は、月と地面ほど離はなれていた。だがこちらの読みはぴったり合っている。問題は、なぜホイテロートが我われ々われの接近を察知したか。また彼が仕掛けた罠わなの遥はるか手前で、なぜこの切り札を出して来たかだ」

　言いながら弾だん痕こんおびただしいホールを横切り、奥おくの一室へ向かっている。

「わ……罠があるというのでしたら、もっと慎しん重ちように──」

　右に折れて柱の陰かげに。「あの部屋に続く床をまんべんなく撃ってみて欲ほしい」

　腹はら立だち紛まぎれに、ものも言わず掃射──床と言わず壁やドアや天井にも火線を浴びせた。

　炸裂──床板パネルの一つが爆ばく圧あつを吹き荒れさせ、ホールに黒こく煙えんが立ちこめた。

「お掃そう除じが済すみましたわ」つんとなって機銃を掲かかげる。

「実に入念だな。感心した」しっかり耳を塞ふさいでいたハロルド──真ま面じ目めなのか冗じよう談だんなのかわからぬポーカーフェイス＝焦こげ跡あとと弾痕だらけの一角を越こえて部屋へ歩み入る。

　追う──ぎょっとなる＝窓ガラスにテープで固定された円盤状の物体。

「……窓に対戦車地雷を──」

「空を飛んで来る者がいたら、外に向かって爆風と散さん弾だんが吹き荒れ、部屋にいる人間は一目散に逃にげるというわけだ」部屋を指さす。「隙間の空いた窓。テーブルの上に砂すな袋ぶくろ」

「は、はい」窓に奪うばわれていた目を向ける──言われたとおりのものがあった。

　だがハロルドはそれ以上説明せず別のことを言った。「どういう手段かわからないが、この人物は我々の接近を察知した。そしてその一人が特甲トツコー児童である君だと確信し、爆弾ごときでは撃げき退たいできないと悟さとって、あの兵器を使用したのだ」

　相変わらずの断だん定てい──愕がく然ぜんとなる。「ということは、まさか、あたくしたちの──」

「通信を傍ぼう受じゆした可能性大だ。ホイテロートは仕事を続けるため、警けい備び陣じんがいなくなった宿しゆく泊はく施し設せつへ向かったはずだ。現げん状じようをふくめ上司に報ほう告こくしたまえ。私はここを調べる」

　大急ぎで従したがう。《ホイテロートは確かく保ほできず。宿泊施設へ向かったものと思われます。また、敵があたくしたちの通信を読み取っている可か能のう性せいがあります》

《……わかった》ニナ──一連の衝しよう撃げきに耐たえる声。《信じがたいが、敵にもセーフガード車両に匹ひつ敵てきする装備がある可能性を調べる。ミッターマイヤー氏と大使団だんは、転送兵器の出現により階下へ待たい避ひさせた。そのまま地上へ行ってもらい、警備隊もしくはプレスハウスを奪だつ還かんした日向の班に保護させる》

《了りよう解かい。保護を求める者は……第一の射しや殺さつ犯はんと目される人物は現あらわれませんか？》

《確認されていない。もし現れるとしたらミッターマイヤー氏のもとだろう》

　証人自身が犯人かも知れない──ミッターマイヤー自身が。

　にわかに迫る疑ぎ念ねんを振ふり払はらう──そんなはずがない。そもそも大使団と行動をともにしているミッターマイヤーのわけがない。せっせと部屋を調べるハロルドの背を睨にらみながら、ではヴィッテルスはどうだろうか、というさらなる疑念を追い払う──通信を続ける。

《ヴィッテルス氏とシスター・アーレは──》

《国連ビル内で戦せん闘とうがあったため、シスターの保護が遅おくれている。例の楽器を持った子こ供どもが転送を実行……我が国の、軍ぐん属ぞくの特甲トツコー児童であることが、ほぼ明らかとなった》

　慌ててデータを確認──またもや愕然となった。《同じ国の特甲児童が……敵？》

《詳しよう細さいを確認中だ。またパーキンス氏のレポート解読に成功。今事じ件けんとの因いん果が関係が判明した箇か所しよを、お前のＰＤＡに転送する。電話相手に知らせてやれ》

《了解……それで、ヴィッテルス氏は──》

《保護に失敗……爆弾が炸さく裂れつした》

　ショック──膝ひざから力が抜ぬける／機械仕掛けのはずの足がふらつく／危あやうく機銃を取り落としそうになりながら壁に背をぶつけ、ハロルドが振り返った。

　悪い夢ゆめを見ている気分──守ると誓ちかった六人の半数までもが殺害されるなど、想そう像ぞうだにしていなかった。ヴィッテルスに対して疑念を抱いだいたことへの罰ばつのようにすら感じられた。

　最悪の未来──夢を見れば、徒労感という名の悪夢とも戦わねばならなくなる。

《雛と戦せん術じゆつ班はんは無事だが、〈特憲コブラ〉の人員に死者が出た。国連ビル南東エリアの法ほう廷てい施設に部隊を集結させ、徹てつ底てい防ぼう戦せんを行う。お前はレイバース氏を保護し、ホイテロートを追え。それができるのはお前たちだけだ。敵指し揮き官かんを押おさえれば、打開策さくが得られる》

　ニナが心を振り絞しぼって命じている──思わず質ただす。《増ぞう援えんは……来ないのですか……》

《ヘルガ長官がなんとかして下さる。お前は言われたことをやり遂とげろ。いいな》

　なんとかとは何か──逆ぎやくに万策尽つきたと言われているようで叫さけび返しそうになり、歯を食いしばって耐えた。《了解……最善を尽くします》

　通信アウト──握にぎりしめた機銃の重みが倍になった気分／はたと、これからひたすら戦い続けねばならないのを悟さとり、肉体の疲ひ労ろうを減へらすため還かん送そうを実行＝元の姿すがたへ。

　ＰＤＡを取り出す。「パーキンス氏のデータ解読に成功……空港にいる方に知らせます」

「誰がやられた？」一瞬で見抜く──悪いニュースから告げろと目が言っている。

「ヴィッテルス氏が……」告げた途と端たんうずくまりたくなった。「申し訳わけありません……」

「まだ口にすべき言葉ではない。急いで宿泊施設へ向かう。電話相手への連れん絡らくは後だ」

　常つねに情報収集を優ゆう先せんしてきたハロルドの焦あせり──異常事態。「何かわかったのですか？」

「この、第二の射殺犯であり、爆弾犯であり、敵指揮官である男に、もう一つの特質がある可能性が生じた。咄とつ嗟さには信じがたいが、もう狙いをつけているかもしれない」

　悪いことが重なってゆく──徒労感という名の悪夢が──聞きたくない／心が拒こばむ／どこまでも穏おだやかなハロルドにかろうじて救われる／励はげまされる。「……もう一つの特質？」

「砂袋だ。ライフルを固定し、ミリ単位で狙いを調節する、狙そ撃げき手しゆの道具だ」

　恐きよう怖ふで息がつまったとき、脳のう裏りで声が響ひびいた。

　セーフガード車両が傍受──全体共有チャンネルに設定しっぱなしの電波。

《ごきげんうるわしゅう、ハプスブルク家の末まつ裔えいたる皇帝どの》

　嬉き々きとした、リヒャルト・トラクルの声。
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　宿しゆく泊はく施し設せつの地ち下か駐ちゆう車しや場じよう──セーフガード車両＝傍受されるミッターマイヤーと男の声。

《バカヤロー、吸きゆう血けつ鬼きが。人の血をすする外げ道どうがかけていい番号じゃあねえぞ》

《あなたの亡なき妻つまの専せん用よう回線であれば必ず応おう答とうしてくれると思ったものでね。私としては、今からこの世を去る皇こう帝ていに、遺ゆい言ごんを聞いておかねばならないのだよ》

「殺害する前に、わざわざ電話をかけるとでも……」手が真っ白になるほど通信マイクを握りしめるニナ──積せき憤ふんの叫び。「なめるなっ！　セーフガード車両を出せ！　ミッターマイヤー氏とともにいる大使団だんに連れん絡らく！　会議棟とう一階ホールで我々が保ほ護ごする！　日向ヒナタ、プレスハウスから会議棟正面を警けい戒かい！　御ミ影カゲ、警けい備び隊を国連ビル西側に回せ！」

《了りよう解かい》日向の短いいらえ──御影のフォロー。《国連ビル側は我々が監かん視しする。敵の特甲トツコー児童、見えない敵、アームスーツの一団、どれも会議棟に近づかせるな》

　にわかに驀ばく進しんするセーフガード車両──駐車場から、豪ごう雨うの中へ躍おどり出た。

　通信官たちの報告＝立て続け。「大使団に通告、下階へ移い動どう！」「左側面から銃じゆう撃げき！」「ＯＰＥＣ新設本部を占せん拠きよした武装集団に捕ほ捉そくされました！」

　凍いてつく剣つるぎのごときニナの仮か借しやくなき号令。「構かまうな！　中央エリアを直進、車両の装甲と耐たい衝しよう撃げき構造を信じろ！　全速で進め！　ミッターマイヤー氏を守れっ！」




　会議棟から宿泊施設へ続く高こう架か通路──走るハロルド／走りながら告げる鳳アゲハ。「ミッターマイヤー氏に、リヒャルト・トラクルと思われる人物から通話！　殺害予告が出されました！　ホイテロートがいると推すい測そくされる場所をお教え下さい！」

「情じよう報ほうが乏とぼしい。宿泊施設の十二階から上、全すべての部屋が該がい当とうする」

　鳳──高架通路の窓から、そびえ立つ宿泊施設のビルを見上げる。「わかりました」

　立ち止まるハロルド。「……なに？」

　立ち止まってビルを見み据すえている鳳。「可能な限りホイテロートを牽けん制せいします」

　一いつ瞬しゆんで何をする気か察するハロルド──うなずく。「私はこの先のフロアで敵位置の推測に努め、確信があれば君の指揮官を通して伝える。行きたまえ。私は心配いらない」

「すぐに戻もどって参ります」宙に手を差し伸のべる──ささやく。「転送を開封」

　機甲化──硬こう化かガラスを掃射で粉ふん砕さい。紫むらさきに輝く羽を翻ひるがえし、暗い嵐あらしの夜へ飛び立った。

　たちまち猛もう雨うを浴びる／猛風に煽あおられる──もぎとられそうになる羽を懸けん命めいにはばたかせ、挫くじけそうになる心を振り絞しぼり──吶とつ喊かん。「ごダダ奉ダダ仕ダダいダダたダダしダダまダダすダダわダダ─ダダ─ダダッダ！‼」

　必死に姿し勢せいを保たもった／必死に戦意を保った／あまりに巨大すぎる標的に向かって──自分の手にした火は、これほどちっぽけなのかと思い知らされながら必死の轟ごう射しやを放った。

　部屋の窓が右から左へ吹っ飛び、明かりの絶たえた暗い部屋に灼しやく熱ねつの弾丸が雪な崩だれ込こんだ。たった一人の敵がいるというだけで、今や巨大なビルそのものが敵のようだった。

　脳裏──まだ続く会話／まだ守るべき相手が生きているという証しよう拠こ。

　嬉々とした声。《君たちがやろうとしたことは世界から真実の一端を失わせようとする、無む謀ぼうな試みだ。そんな真ま似ねをすれば手ひどい惨さん禍かが生じかねないことはご存ぞんじのはず》

　ミッターマイヤー。《軍ぐん需じゆがなくなれば世界経けい済ざいが危き機きに陥おちいる、だから順じゆん繰ぐりに世界のどこかが戦場であってくれた方が、人類は発展するか？　バカ。てめえみたいな吸血鬼の常じよう套とう文もん句くに付き合ってたら、地球ごと世界が壊こわれちまうよ》

《真実を冒ぼう瀆とくする者たちが、これまでどんな報むくいを受けたかご存じだろうに。あるいはあなた自身も、その報いに加か担たんしたことさえあったのではないかね、皇帝どの？》

《そうかもしれん。きっとそうなんだろう。だが、それも終わりだ。俺おれたちはやるべきことをやった。この都市で六人の女の子が、くされた塔を崩くずしたのと同じことを、世界にしてやったのさ。世界の軍産複ふく合ごうルートは五十年以内に崩れる。今日がその最初の一歩だ。世界という怪かい物ぶつの尻しりの穴あなから生まれた吸血鬼に、最初の杭くいが叩たたき込まれた日だ》

　激はげしい雨で探たん査さが阻そ害がいされ、敵てきを探さぐるどころか、一いつ般ぱん人じんはいないはずと待避データをうのみにする他ないまま、脳のう裏りでミッターマイヤーと男の会話を聞き、ただひたすら、殺させるものか、必ず守ると心に誓ったのだと自分に言い聞かせながら、必死に撃ち続けた。

　お願い──当たって。たった一発でいい。どこかにいる敵に──届いて。




　この建物に通されてから最初に整えた地点に身を横たえ、激しい風雨でもできる限かぎり狙い通りに弾丸を届とどけるための特大の対空ライフルを構えたまま、その男は、才能であり訓練のたまものである、完かん璧ぺきな静止の状じよう態たいに落ち込んでいた。

　本来なら使うはずのなかった部屋──執しつ拗ようなまでに追ってくる者がいたせいで、計画修正用の、この地点に来ざるをえなかった苛いら立だちも、今は綺き麗れいに消えている。

　脳裏に浮うかぶのは、銃の狙いをつけるときにいつもよみがえる、あの料理──あの味。

　男の母の出身民族だけが好む、世界でも珍むずらしい、ジプシーロマのハリネズミ料理。

　男の心を少年時代に引き戻すあの味──光景。子供たちの中で自分が一番、それが得意だったという思い。畑に隠かくれているまるまる太ったハリネズミを見つけ出し、さっと生け捕どりにする。そして両親と仲間のロマたちが声をひそめて見守る中、刺とげを立てて丸まったまま世界を拒きよ否ひするハリネズミが、安全だと勘かん違ちがいして顔を出した瞬間──

　握にぎった鉄パイプを振り下ろす──ぼん、ぼん、ぼん──何度も／頭の中でカメラのフラッシュが焚たかれるような快かい感かん。それから殴なぐり殺したハリネズミから刺をナイフで削そぎ落とし、バーナーの火で焼いて小さな刺と体毛を焼き払う。

　ロマの民にとって世界は汚けがれそのものだ。触ふれれば触れるほど汚される。なのに自分の体を舐なめる獣けものは──特に猫ねこなどは、体内にまで汚よごれを飲のみ込む、不ふ浄じような生き物だ。

　だから全身の刺で世界を拒絶するハリネズミはロマにとってこの世で最も〝清らかな〟食べ物だった。それはロマの精せい神しん──ロマの文化そのものだ。

　だから食い残しはいけない。肉だけでなく、脳のうも内ない臓ぞうも骨ほねも食べる。世界に触れたせいで汚れた刺だけ残し、それ以外は全て、しっかりと食い尽くさねばならない。

　それが流りゆう儀ぎ──信しん仰こうだ。生け捕りにし、丸まった姿をじっと見つめ、顔を出した瞬間を狙って素早く確実に鉄パイプを振り下ろし、きちんと料理し、きちんと食う。

　特に、自分が狙いをつけたハリネズミは、決して食い残さない。

　男は、暗い海の底のような部屋に横たわり、頭の中をその料理で満たしながら、掃射された特大の弾だん丸がんが、窓まどを／壁かべを／柱をぶち抜き、数センチと離はなれていない床ゆかを吹ふき飛ばそうとも、微び動どうだにせず、やがてライフルのスコープ越ごしにそれを確かく認にんした。

　安全だと勘違いして顔を出したハリネズミ──風雨と湿しつ度どで複ふく雑ざつに変化する弾道数値。

　心の中で少年の自分が鉄パイプを振り下ろした瞬間──男の指が、引き金を引いた。




　風雨と銃火の中を走り抜けるセーフガード車両──被ひ弾だん／車内に響ひびく衝撃／速度を落とさず突とつ破ぱ──激しい震しん動どう＝手すりを握にぎりしめて立ち続けるニナ。「敵の動きは⁉」

「ＯＰＥＣ新しん設せつ本部からは追って来ず！　各部隊の迎げい撃げきを警戒している模も様よう！」

「行け！　なんとしても守れ！」

　通信モニター──男の声。《杭とは大げさだ。ちっぽけな十じゆう字じ架かを掲かかげて震ふるえているといったところではないかね？》

《いいや、お前たち戦争犯はん罪ざい者しやどもの心しん臓ぞうを貫く杭さ。パーキンスが、あの国から〈荷〉が送られたことを調べ上げた。その送り主をもう少しで調べられるところまで行った》

《あの六ろく芒ぼう星せいの信奉者の働きは、確かに見事だったがね。それでも真実には遠い》

《お前が語る真実なんてものは、吸血鬼が棺桶の中で見る夢ゆめだ。神によって祝しゆく福ふくされた陽ひ射ざしの前では、跡あと形かたもなく消えてなくなる。七人目が運ぶ夜明けの前ではな》

《皇こう族ぞくの末まつ裔えいが口にした遺ゆい言ごんを記き憶おくに刻きざもう。それはそれとして、自ら死を招まねいたことを後こう悔かいしているのではないかね？　本心では愚おろかなことをしたと思っているのでは？》

　笑い声──驚おどろくほどの快活さ。《バカ。やっと〝高貴ゆえの義務ノブレス・オブリージエン〟が果たせた。嬉うれしくて仕方ねえよ。戦争犯罪の泥どろ沼ぬまで生まれた吸きゆう血けつ鬼きにはまったく縁えんがない喜びだ》

　ニナが歯を食いしばる──通信官の声。「会議棟ロータリーに到とう達たつ！」

《おやすみ、皇こう帝ていどの──魂たましいの安らかならんことを》

　車両が停車＝通信マイクを放り出してドアを開くニナ──銃を抜きながら外へ飛び出す／くるぶしまで浸しん水すいしたホールに駆かけ込む──奥おくから現れるミッターマイヤーと大使団だん。

「ヘル・ミッターマイヤー！　こちらへ──」

　バン！　ニナの頭上で、音速を超こえる物体が放つ衝撃波が発生──殴なぐりつけられたように前のめりに倒れかける／かろうじて耐える／顔を上げて見る──携けい帯たい電話を握ったまま、額ひたいを撃ち貫かれ、血と脳のうと頭ず蓋がいの破は片へんをまき散らしながら倒れゆくミッターマイヤー。

　ニナの口から言葉にならない叫びが迸ほとばしった。大使団がパニック状態で這はいつくばる。

　ほとんど転がり込むようにして倒れたミッターマイヤーにしがみつく──抱だきかかえる／倒れた男の手＝〝高貴ゆえの義務ノブレス・オブリージエン〟を意味する指輪を自分に与あたえた手──銃を握ったまま、砕けた男の頭からこぼれ出す血を空しくかき集めようとするニナ＝かつてない恐きよう慌こう。

「死……死ぬな……死ぬなっ！　死ぬなーっ……‼」




　　　　Ⅱ




　風雨に煽あおられながら苛か烈れつな掃そう射しやを続ける鳳──羽の探たん査さに浮うかび上がる突とつ然ぜんの情じよう報ほう。

　宿しゆく泊はく施し設せつの一角からいきなり放たれた何か──火線＝弾丸。

　慌あわてて銃口を向けた＝掃射したはずの場所──そこにいるなんて、そこから撃つなんて。

「ああ──ッ‼」意味をなさない叫び声──窓まど／壁かべ／床ゆか、全すべて跡あと形かたもなく真っ黒い穴あなと化すまでその部屋を撃ち続けた／まだ止められると思った／まだ守れると信じた。

　全隊通信──御影。《……やられたと言うのか？　くそっ、なんということだ──》

　掃射停止──からから回転する弾倉／機銃から濛もう々もうと蒸じよう気きが立ち昇のぼる──呆ぼう然ぜんとなる。

　宙ちゆうで機銃を構かまえたまま、瞠どう目もくして、仲間の声を聞いた──事態を悟さとらされた。

　日向──唸うなり。《狙撃だと？　この雨と風の中、一発で？》

　ニナ──震ふるえ声。《……私のミスだ。……私がミッターマイヤー氏を殺した》

　御影──常つねならぬ勢いきおい。《違ちがう！　バカを言うな。早く大使団とともに車両に戻もどれ──戻るんだ、潮音シオン！　お前まで狙われるぞ！》

　宙で風に煽られ、左右に揺ゆられながら、悪夢だと思った。

　何千発という弾丸を浴びせながら──たった一発の敵の弾丸を止められないなんて。

　ほとんど何も考えずに掃射を再さい開かいしていた。そこに敵がいるのだ。必ず守ると誓ちかった命を、自分の誇ほこりを、ありとあらゆる努力を、踏みにじった相手へ──ただ撃ち続けた。

　頭の中ではぐるぐる嫌いやな思いが駆けめぐっていた──奪うばわれる──なすすべもなく──悪いことに悪いことが重なって──徒と労ろう感という名の悪夢に吞のみ込まれてゆく。

　御影＝説得口調。《よせ、お嬢様フロイライン。闇やみ雲くもになれば隙すきを突つかれる。敵集団および特甲トツコー児童を警けい戒かいし、君はレイバース捜そう査さ官かんを守れ》

　止まらない──乙ツバメ＝不思議そうに。《鳳……？》──雛ヒビナ＝不安そうに。《鳳ぁ……》

　掃射を止められない──心に冷たい何かが忍しのび込む──虚きよ無むが広がってゆく。

　嫌な思いが薄うすれてゆき、どんなことが起ころうとも全て平気になってゆく──

《やめろ……鳳》ニナの声──はっと鳳が息をのむ／銃火が止まる／ビル壁へき面めんに生じた巨きよ大だいな虫食いのような掃射跡を呆ぼう然ぜんと見つめる──そして心を振り絞しぼろうとしている現げん場ば指し揮き官かんの声。《そいつは、私がやる……。お前はレイバース氏のもとへ戻れ……》

《……了りよう解かい》風に流されるように力なく高架通路へ戻る──機銃を抱かかえたまま歩む。

　雨で濡ぬれた羽が重い──べったり血に濡れているよう──想像してぞっとなる。

　奥おくのフロア──穏おだやかに佇たたずむハロルド＝目が合うなり事じ態たいを悟さとられる。

「……ミッターマイヤー氏は、やられたのか」

　うなずけもしない──虚うつろな声で言った。「申し訳わけ……ありません……」

「私も狙撃位置を読むことができなかった。敵が君の攻撃を切り抜けたのであれば、ここから国連ビルと会議棟とうのどちらかに移い動どうしただろう。まずは狙撃の現場を調べよう」

　きびすを返すハロルド──その袖そでをつかんだ。「もうやめて下さい……」

　穏やかに見つめられる──目を合わせていられなくなり、手を離はなしてひざまずいた。

「お願いですから……大人しくして下さい……。動かずに……安全な場所に……。あたくしには、守れる自信がありません……。きっと……あなたまで殺されてしまう……」

　言葉が消え、嗚お咽えつばかりになった。自分は打ち砕かれたのだと思った。

　誇ほこりも、自信も──手にしたありったけの装そう備びすら、何の役にも立たなかった。

　ハロルドはその傍かたわらに膝ひざをつくと、ひどく穏やかに言った。

「ダメだ。立て」

　ひっぱたかれたようなショック──思わず顔を上げ、涙なみだで濡ぬれた顔をさらした。

「私の国では、負け犬ルーザーの定てい義ぎは厳げん密みつだ。自分は敗北にしか値あたいしないと思い込んだ、正真正しよう銘めいの敗者だ。人生の真の敵である徒労感を克こく服ふくできず、打ちのめされた人間だ。そういう、ある意味で正しい挫ざ折せつをした者を、さらに打ちのめしてくれるありがたい文句フレーズがある。立ち上がって戦えスタンド・アツプ・アンド・フアイト──君の場合は、飛び立って戦えフライ・ハイ・アンド・フアイトがふさわしい」

　冗じよう談だんなのか真ま面じ目めなのかさっぱりわからないポーカーフェイス──だが一つだけ確たしかなことがあった。この男は、許してくれない。挫折することはいい──だが挫折したままでいることは決して許されないと言っていた。呆あきれるほどの傲ごう慢まんさ──あるいは真しん摯しさ。

「君はそんなにも若わかく、そんなにも素す晴ばらしい羽があり、そんなにも素そ質しつに恵めぐまれていながら、悪あく夢むから二度と抜け出せなくなったというのか？」

　ハロルド──真面目に訊きくというより、ジョークの合言葉を口にするような調子／自分だけ立ち上がる／こちらが当然、自力で立つと完全に思い込こんでいるように。

「全すべて無む駄だだったわけではない。おそらく敵てきは、第一の射しや殺さつ犯はんにミッターマイヤー氏を殺させる気だった。だが我われ々われが警けい備び陣じんに警告したせいでホイテロート自身がやらねばならなくなった。先ほどの兵器も、狙撃も、やつの切り札だ。やつが命を奪うばうのと同じくらい、我々もやつ自身の命に等しいものを奪っている」

　エメラルドの輝かがやき──鳳が元の姿すがたに戻もどった。戦うことを拒きよ否ひしたのではなく、疲ひ労ろうをなるべく抑おさえるのだという思いが湧わいたからだった。ゆっくりと立つ──まだ半ば呆然となったまま、凍こごえそうな心細さに負けて眠ねむろうとする心を問答無用でひっぱたいて目覚めさせる、意固地で大だい胆たん不ふ敵てきでちっとも優やさしくない、ひどく頼たよれる男を見上げ、うなずいた。

「はい……」

　にこりともしない。「だがここに来て、考え直す必要がある。何しろ第一の射殺犯と目された証人のうち、残るは私と脚あしが悪いシスター・アーレだけだ。しかも銃じゆうを持って自由に移動できるのは私だけだ。君の示し唆さは正しい。まずはホイテロートの狙撃位置へ向かおう。私はその間、やつの行方ゆくえを思案し、第一の射殺犯の分析プロフアイルの再さい構こう築ちくを行う。君は先ほど得た新たな情報を電話の相手に伝えたまえ。君が元気を取り戻すには最さい適てきの相手だ」

　言うそばから足早に進み始めている──疲つかれを知らぬその背せを追いながら、ＰＤＡと携けい帯たい電話を両方出し、ふと最後の言葉に疑ぎ問もんを持った。元気を取り戻す？　聞き間違いだろうか？　何かの冗談だろうか？　なかなか明めい晰せきさを取り戻してくれない頭で考えながら、携帯電話を耳に当て、他方の手でＰＤＡのデータを一いち瞥べつ／瞠どう目もく──信じがたい文面。

　ヘルガ長官の〝所見〟──レポートの内ない容ようではなく、そちらを一読。

　長々と続くコール音──もしかして怒おこって出ないつもりだろうか、と思った途と端たん、相手につながる／悪あく罵ばが飛んでくる。《──なんだよ、ッせーな》

「情報ですッ‼」完全に条じよう件けん反射──前を行くハロルドが肩かたをすくめる──構かまわず怒ど鳴なる。「通つう訳やく官かんが遺のこしたデータ解かい析せきに成功！　大事な情報をお教えしようとしたのに！」

　そして言えば言うほど返ってくる悪言のきわみのような返答。《静かに喋しやべれ、キズモノ野や郎ろう。こっちはネズミみてえに這はい回ってる最中だ。お上品になんかしてられっか》

「キズ……」首を絞しめられたみたいな声がこぼれた──急に涙なみだがぽろぽろこぼれた──ひどい泣き声がこぼれ出した。「どっ、どういう意味ですのッ‼　このあたくしの顔の傷のことですかッ⁉　なんであなたにそんな風に言われねばならないの⁉」

　涙ながらの主しゆ張ちよう／正せい論ろん──僅わずかな間──そしてやたら適てき当とうに取り繕つくろうような声。

《……ＭＰＢじゃ誉ほめ言葉なんだ。泣くなよ。海かい賊ぞくみてーでカッコイイぞ、傷》

「泣いてませんッ‼」涙が後から後からこぼれた／ＰＤＡを握にぎった手で拭ぬぐいながら歩き続けた／振り返りもしないハロルドの背を見ながら、先ほどとはまったく違ちがう感情がみなぎるのを感じた──力と怒いかり──このままでは終わらせないという気持ち。

《わかったわかった……冗談だ。聞き流せ》

　鋭するどく切り返す。「どこからどこまでが冗談なのです？　冗談などという言葉でなんでも片かたづけるのがＭＰＢの作法ですか？」

　これまでになく真面目な調子で返される。《笑えねえ冗談に、悪ふざけで片をつけるのさ。それがこっちの仕事だ。そっちで殺された通訳官がイスラエルの警察で、中国の亡ぼう命めい女がさらわれて、逮たい捕ほされたはずのクソ野や郎ろうが空港で大ボラ吹ふくなんてのは、どれも笑えねえ冗談だ。お前の傷のことを悪く言うつもりはなかった。そっちの仕事を聞かせてくれ》

「……なんて勝手な人なの」胸むねの奥おくからため息がこぼれた。心のどこかで相手のふてぶてしさに感心しかける／ぴしりと否ひ定てい──ヘルガが解析班の資し料りようをもとにまとめた、要約と所見を参照しながら言った。「解析されたデータは保安機関への報告書でした。何点か事じ件けんに関連する記き述じゆつを発見。まず、ダルフールからそちらの空港へ〈荷〉を送った者こそ、アロイス・ブルナーの子孫であると確信をこめて記述されています」

《アロ……？　誰だれだ？》

「元ナチス親しん衛えい隊たいにして、第二次大戦末前後に中東へ逃のがれた人物です。イスラエルによるナチス戦犯者追つい及きゆうを逃れ、シリアに潜せん伏ぷくしたとされるも、シリア政せい府ふは関かん与よを否定──」

　いきなり遮さえぎられる。《シリアの諜ちよう報ほう機関を創つくったっつーやつか？》

「よくご存ぞんじですのね」意外──なぜか腹はらが立つ。「また、アロイスの子孫こそ、リヒャルト・トラクルその人であり、プリンチップ社の創そう設せつに関与したと記述されています」

　ぎょっとなった声。《あのタコが元ナチの子孫？　マジかよ。そいつが武ぶ器きをばらまくアホ会社を創つくって、自分で営えい業ぎようして回ってるってのか？》

「もう少し固有名めい詞しをはっきりおっしゃって下さい」抗こう議ぎ──タコだのアホだの混こん乱らんしかける。こんな小隊長で他の隊員たちは情報が把は握あくできるのだろうかと心配になる。「あくまで彼の報告書での見解です。また〝第二の男セカンドマン〟についても言及されています」

《……なんだそれ？》

　鳳自身も意味がわからず──ハロルドの後を追って階かい段だんを上りながら、大急ぎでデータを確かく認にん／驚きよう嘆たんすべき文面を素早く読み上げる。「かつて各国で暗あん躍やくし、この国でもＯＰＥＣ本部を襲しゆう撃げきした、〝ジャッカル〟と呼よばれたテロリストがいます。中東和平と冷戦終結のため潜伏先のシリアを追放され、スーダンの都市ハルツームに潜伏中、逮たい捕ほされました。しかしその前に、違う国で、同じ顔を持つ二人の〝ジャッカル〟が同時に逮捕されたため、どちらも釈しやく放ほうせざるを得なかった、という説があるのです」

　不ふ敵てきな声。《シリアにスーダン？　どっちもろくでもないもんと縁えんがある国だな。そんで同じ顔を持つ二人目の男？　そっちとこっちの事件とよく似にてるじゃねーか》

　真ま面じ目めに続ける。「はい。その〝第二の男〟は、一説では米国の工作員とされていますが真相は不明。いずれにせよリヒャルト・トラクルも、〝ジャッカル〟と同じく、〝第二の男〟の実在によって逮捕と真相究明が困こん難なんになっていると思われます」

　ますます不敵な調子を帯びた声──事態を楽しんでいるとでも言うかのよう。《驚おどろきの手品だが、どっちもこの国にいるのは間違いねーさ。こっちのタコは今からあたしが脳のう天てんに拳こぶしを叩たたき込んでやる。そっちは逃げられねえように見み張はってな。話はそれだけか？》

「もう一点。報告書によれば、ある人物が〈キャラバン〉に接せつ触しよくをはかっています。あなたがいる空港で起こったハイジャック事件に、白人男性が参加していませんでしたか？」

《ああ……それがどうした？》

　自然と声が低くなる。「おそらくその人物は、ＭＡ─ＤＥという言葉の信しん奉ぼう者しやです」

　相手も声をひそめる。《……どういう意味だ？》

〝アンタレス事件〟を思い出し、戦意を煽あおられながら告げた。「〝明白なる使命マニフエスト・デステイニー〟……アメリカの国土開かい拓たくと世界戦せん略りやくを示しめす言葉の頭文字で、主に同国の中央情報局員、すなわちＣＩＡの欧おう州しゆうおよびアフリカ支し局きよく員いんの、合言葉たる四文字です」

《へえ》好戦的──まるでその相手が目の前にいるかのよう。《そいつの目的は？》

「不明ですが、確たしかなのはＣＩＡこそが〈キャラバン〉を創設したということ。また何らかの取引により、プリンチップ社に〈キャラバン〉を操そう作さされたということ。その白人男性は〈キャラバン〉を操作し直そうとしている可か能のう性せいがあります。くれぐれもご用心を」

《ああ。助かったぜ。こっちも何かわかったらすぐに教える。泣かしたりして悪かった》

　びっくりするくらい明るい調子で返される──脊せき髄ずい反射的に怒りが湧わく／怒ど鳴なり返す。

「なッ……泣いてなどいませんッ──‼」

　そして気づいたら、なんと一方的に切られていた──憤ふん然ぜんと電話とＰＤＡをしまう／いらいらする／もう、なんて人なの。本当に、頭に来る。

「やはり、ともに戦う相手と話すことこそ立ち直る秘ひ訣けつだな」

　冗談だろうと解かい釈しやく。「そのような相手ではありません」

「それはさておき私も今の君の報告で、合がつ点てんするものがあった」ハロルド──鳳の電話相手に負けず劣おとらずの不敵さ。「私が捜そう査さしたエルファシルで三つの未み確かく認にん情じよう報ほうがあった。一つ、ダルフール地方のどこかに先進国の戦闘機が墜つい落らくした。一つ、〝トロイの木馬〟と呼ばれる兵器をハルツーム政せい権けんが手に入れた。一つ、その政権は中国とイランに何かを売って巨きよ額がくの利り益えきを得ようとしていた。これらが導みちびき出す推論を、君たちが確かく保ほした将しよう軍ぐんの息子むすこに尋じん問もんして欲ほしい。すなわちスーダン大だい統とう領りようを暗殺した犯人は、イスラエルのためにＣＩＡと共同で秘密作戦を行ったパーキンスこと、シモン・オルメルトかどうか」




　地下通路の一角──明めい滅めつする明かりの下もと、冷ややかに／まどろむように楽器を弾ひく少年＝白露シラツユ・ルドルフ・ハース──最後のフレーズを終えて弦げんから弓を離して闇やみを見る。

《なんていう曲？》暗闇にカカシのように突つっ立ち、長い髪かみの間から目をのぞかせる少年＝光葉ミツバ・ヨアヒム・ローゼンツヴァイク──口を半開きのまま無線通信。

「シューマンの『子こ供どもの情景』七番〝夢想トロイメライ〟──ピアノ曲のアレンジ。大人が子供の心を思い出すための曲。何かを食べたくなったときに弾くと、飢うえが薄うすれてくれる」

《トラクルおじさんが言ってたけど、君、本当になんでも食べちゃうの？》

「食べたくなるものと、そうでないものがあるよ」

《人間でも食べちゃうの？》

　薄い笑み。「感情は物質だからね。心を失っても、誰だれかの心がやどったものを食べれば取り戻せる。心がやどった血や、指や、心しん臓ぞうや、脳のうとか、そういったものを食べれば」

　ほとんどまばたきをしない目が見開かれる。《心を取り戻したいんだ》

「うん」

《どんな心？》

「わからない。取り戻せば、それがわかる」

《みんな、僕ぼくらのことを怪かい物ぶつとか化け物とか呼んでる。きっと、もう無理なんだ。僕らが誰かから愛される可か能のう性せいなんて残ってないんだよ。だから諦あきらめた方が、楽になるよ》

「諦めても、食べたくなるんだ」

《そう》

「好きな子がいるんだ。その子を食べる前に、好きという心を取り戻したい」

《天使みたいに歌う、ユダヤ人の女の子？》

「うん」

《僕もたまに喋しやべりたくなる。でも声は出ない》ぎろっと目だけ動いて頭上を見る──白露を向く。《ホイテロートがやったよ。ライフルで。あいつイラクのジプシーロマだったんだ。でもイラク戦争でめちゃくちゃにされて、難なん民みんになってこの都市に来たんだって。イラクにいた独どく裁さい者しやはロマに親切で、家もあったのに、戦争で全部なくしたんだって》

「僕もイラクにいた。あの独裁者は少数民族の出だったから、他の少数民族にも安全に暮くらせる場所を与あたえたって聞いてる。放ほう浪ろうさせずに家を与えた方が、徴ちよう兵へいしやすいしね」

　光葉がぎょろっと左右へ目をやる──白露へ戻す。《そろそろ、また転送できるよ。僕は、あの蒼あおい眼めをした女の子の左目も潰つぶさなきゃ。自分から潰してくれって言ってたのに、僕の腕うでを斬きったんだ。おかしいよね。君、誰か食べたい人いる？》

　白露──思案げにうなずく。「顔に傷のある子の涙なみだを食べてみたい。そうすれば、何かを失ったときの怒いかりを、僕も思い出せるかもしれないから」




　ＭＳＳ本部ビル地下四階──解かい析せきフロア＝睡すい魔まで意識が途切れる冬真トウマ／活発さを増ます水ミ無ナ月ヅキアイコン。《働け働け、寝ねている場合じゃないぞ！　スロットのノイズ掃そう除じが──》

「終わったよ」冬真──朝型人間＝眠ねむ気けを振ふり払はらって。「ノイズ・パターンを自動解析させた。マスターサーバーの意味論的プログラムを借りて。すごい解析速度だね」

《……それを勝手に改かい造ぞうする君が、僕は恐おそろしい》

「え……？」

《いや。ならば罰ばつとして僕の肩かたを揉もむがいい。というかむしろ特権と思え》

「……僕がその中に入ったら、僕がノイズになっちゃう」

《ふふふ。その通り。自分で自分を駆く除じよするという二に律りつ背はい反はん的な苦く痛つうを味わえ──》

　にわかに足音＝アデライード＋クラリッサ──最も手近な冬真のデスクに、バン！　と二人同時に手を叩たたきつける／近くの解析官ともども仰ぎよう天てんする冬真。「わぁっ⁉」。

　アデライード＝妖あやしい笑えみ。「やーっと特定できたわよ～？」

　クラリッサ＝怒りの目。「発案研究課のデータベースから引っ張り出したわ。あそこは設せつ計けい開発課を無む視しして、しょっちゅうやるのよ。私たちに内ない緒しよで。抜け駆けを」

「は……はあ……」意味がつかめぬ冬真──歩み来るディーゼル課長＝教育的指し導どう。「許きよ可かなく入ったらダメだよ姉さんたち。そもそもいつ誰のキーカードを複ふく製せいしたんだい」

「さっき、解析機材をせしめたときよー」アデライードの不ふ敵てきなウィンク＝冬真に。

「彼のカードを複製したに決まってるじゃない」クラリッサの教育的指導＝冬真に。

《さっそく利用されたな能のうなしめ！》水無月アイコンが親指を下に向ける＝冬真に。

「も……申し訳わけありません……」冬真＝打だ撃げき／驚きよう愕がく／消しよう沈ちん──ディーゼル課長が優やさしく肩を叩く。「君が謝あやまる必要はないよ。姉さん、空港のバロウ神父と共同で、特甲猟兵の解析をお手伝いしてたんじゃ──」

　アデライード。「だーから兵器開発局の権けん限げんで軍の機き密みつデータを引ひっ張ぱり出したのよー」

　クラリッサ。「感かん謝しやなさい。それだけでなく、彼らの弱点もしっかりつかんだわ」

「弱点……⁉」冬真が目をみはる──ディーゼル課長がヘッドセット越しに即そく座ざに指し示じ。「Ｂ２資し料りよう室しつの第二回線でデータを共有。同時にセーフガード車両に送信──」

　冬真のデスクをぶっ叩くアデライード＋クラリッサ。「ダーメっ！　まずマルチマトリクス化しなさい！」「それからできる限りバラバラに切り刻きざんでから送るのよ！」

「そんなことをしたらデータ復ふく元げん時に規き定てい外の時間がかかってしまう──」

　クラリッサ──ぴっと指を突つき出し。「そうでもしなきゃ読み取られるのよっ！」

　ディーゼル課長が息をのむ／分ぶ厚あつい胸むな板いたが風船なみに膨ふくらむ──アデライード＝この上なく真しん剣けんに。「国連都市にいる二人の特甲猟兵のうち、一人はテンペスト・システムを装備。ありとあらゆる通信を読み、操そう作さし、解読する、最強の盗とう聴ちよう監かん視し装そう置ちよ。つまりあんたたちの通信は、今の今まで、ぜーんぶ、敵に筒つつ抜ぬけだったってわけ」




　奪だつ還かんしたプレスハウス前──警けい戒かい中の戦せん術じゆつ班はんの機体／合流したセーフガード車両。

　車両待機室＝日向が将しよう軍ぐんの息子むすこを尋じん問もん中──別室＝青い顔のフランス大使団だん。

　ニナ──純じゆん白ぱくのスーツの胸元に染しみこんだ死者の血／気力を振ふり絞しぼっての現げん場ば指し揮き。

「……テンペスト・システムだと？」

《アメリカが開発した最っ低ーの電でん磁じ波は解析装置よー？》《その最新版ばんにして最強の応おう用よう品を装備した特甲猟兵よ》モニター＝アデライード＋クラリッサ。

「第一の射殺犯について警告があった直後、ホイテロートが転送兵器を使用し、狙撃に切り替かえたのも、通信を傍受してか……」ニナ──さらに鋭するどく凍いてつく美び貌ぼう／忿ふん怒ぬの目。

「解析班より断だん片ぺん化かされたデータを受信。復元コードを自動設せつ定ていします」通信官の声。

　モニターに現あらわれる威い容よう──水みず銀がね色の特甲猟兵＝顔も体も覆おおう、ひょろりと縦たてに長い甲冑／そこだけ太い蟹かにのような前ぜん腕わん部ぶ＝ガラスの爪つめ──背せ＝扁へん平ぺいなカイコガの羽。

　怒りを増ますニナの双そう眸ぼう。「〈羽フエデール〉……乙の報告通り、この見えない敵は、飛ぶのか」

　神しん妙みようなクラリッサ。《特甲トツコーレベル３〈アルラウン〉──テンペスト・フェデールを装そう備びした、まさに夢魔の精アルラウンの名にふさわしい怪物。この羽こそ、真の強襲偵てい察さつ兵器よ》

　渋じゆう面めんのアデライード。《正式名めい称しよう〝多機能解析型・抗こう磁じ圧あつ発生式・透とう過か防ぼう壁へき立体形成・飛行装置〟──なんでもかんでも混ぜたがる発案課らしい下品なごたまぜ兵器よー》

　クラリッサ。《精せい密みつな透過防壁を形成し、自分の姿を立体透過──つまり透明になれるけど、その最大の難なん点てんは、光を透過するゆえ、視力がゼロになるということ》

　アデライード。《本当の透明人間ってのは、目が見えないの。バっカみたいでしょー》

《その矛む盾じゆんを解決するための多た機き能のう解かい析せき型テンペスト・システムよ》クラリッサ＝弁べん護ご口調。《あらゆる波形を解析。携けい帯たい電話の電波、電気コード、コンセントに流れる電流からもデジタル信号を解読。この電子的な透とう視し能力を防ふせげるのは、セーフガード車両のみ》

「では……この車両を中ちゆう継けいして、情報を断だん片ぺん化かすることで、敵てきの傍ぼう受じゆを防げる？」

　アデライードのウィンク。《混乱させるのよ。たとえば右に行ってから上に行くのか、上に行ってから右に行くのか、どっちもありえる、って感じ。さらに過か去この通信データを断片化して織おり交ぜれば、敵にとっては意味不明の通信内ない容ようになるわよー？》

　ニナの顔に力がやどる──戦意がみなぎる。「よし。それ以外の、武装データは？」

　アデライード。《乙くんが切断した腕を解析。あったわよー、軍の機き密みつデータ》

　クラリッサ。《ミャンマーの派兵記録よ。〝迫はく撃げき機き銃じゆう型テトラメータ・エンジン〟──四方向に同時導どう引いんする抗磁圧によって、八つ裂ざきならぬ、四つ裂きにする兵器よ》

《爪みたいのが攻こう性せいの抗磁圧の発動桿かんね。相手が頑がん丈じようなときは弾だん丸がんで穴あなを空あけて、その穴に抗磁圧の目に見えないフックを引っかけて裂くわけ。どんな装甲も紙同然よー？》

「明らかに接せつ近きん型の兵器だ。それがわかっただけでも対たい処しよのしようはある」

　アデライード＝手を振って。《ま、遠くから攻撃するんなら、これほど完全に透明になる必要ないわけよ。十中八九、通信解析能力を備そなえた強襲偵察型の特甲トツコー児童ってわーけ》

「よし。もう一人は？」

《特甲トツコーの形状から特定》クラリッサ＝鼻息荒あらく。《イラクの派兵記録。マルチキャリバー・フェデール装備の特甲トツコーレベル３〈エアリエル〉──こちらは嵐あらしを呼ぶ空気の精エアリエルね》

　モニター＝白しろ銀がね色の特甲猟兵──刃でできたような甲かつ冑ちゆう姿すがた／右手に斧おの／左手に盾たて。

「……〈羽フエデール〉だと？　どこに羽がある？」

《その甲冑みたいなのが羽よ》にやりと笑うアデライード──ニナが瞠どう視し。「羽⁉」

　クラリッサ＝熱ねつ弁べん口調。《十六対──計三十二枚の羽で、全身を覆ったドレスタイプ。羽は鎧よろいであり空中移い動どうのための抗磁圧発生装置であり、そして抗磁圧を増ぞう幅ふくする回路サーキツト》

　アデライード＝細説。《発生させた抗磁圧を、ぐるぐる加速させる十六対の羽のサーキットってわけ。右手の斧みたいなベゼル式制せい御ぎよ棒ぼうで、加速した抗磁圧を放出。はっきり言って、抗磁圧を兵器に転用したものの中では、文句なしに最強よ》

　クラリッサ＝大興こう奮ふん。《まさに火力の域いきを超えた破壊力。こちらの方がよほど〝嵐テンペスト〟の名にふさわしいわ。さらに〝着る抗磁圧〟ゆえ防御力もまた最強。〝空飛ぶ要塞フライング・フオートレス〟と呼ばれた大戦時の爆撃戦闘機の異い名みようを、そっくりそのままこの特甲トツコーに与あたえたいほどね》

「解析班、ただちに軍事はけん派遣協議会に照会。派遣地域・実戦使用データ・特甲トツコー児童の氏名を特定しろ」ニナ＝二つの怪かい物ぶつの威い容ようを鋭するどく見み据すえる──最も肝かん心じんな点を口にする。「で……この怪物どもの、どこに攻こう略りやく手しゆ段だんがある？」

《まー、これだけバカげた構こう造ぞうを同時に接続したら、味覚どころじゃなく脳のう機能がどこか麻ま痺ひするわよー？　視聴覚や言語障しよう害がいすら起こる可か能のう性せいありね》

《ただし脳の退たい行こう障害は、あくまで一時的なもの。それより国連都市と国際空港のデータから、明らかに致ち命めい的な弱点が発見されたわ。すなわち、転送限界が》

「なに……⁉」ニナ──思わずモニターに向かって身を乗り出す。

　クラリッサ。《マスターサーバーの追つい跡せきと干かん渉しようを防ふせぐことに機能を割さいているせいで、一定時間内の転送回数や、転送時間を、限げん定ていせざるをえないのよ》

　アデライード。《前者はとにかく打撃を与えて何度も転送させる、後者はひたすら時間を稼ぐ。それで転送不能になって、ただの子供に戻もどるに違ちがいないってわーけ》




　セーフガード車両＝奥おくの小さな待機室──敵にさんざん殴なぐられたり切られたり焼かれたりして、手も足も顔も包帯だらけの男＝将しよう軍ぐんの息子むすこたるアサド・アツィム。

　尋じん問もんする日向＝正面からじぃーっと男を虎こ視し──二人ともアラビア語で会話。

　通路から覗のぞいている乙＝頭にタオル／濡ぬれた衣服から予備の制せい服ふくに着き替がえ済ずみ──異国の言葉を喋しやべる日向が、知らない人に見えていた。ときおり興奮してわめくアサドを、日向がなだめたり睨にらんだり──やがて日向がＰＤＡに向かって全隊通信。「だいたいわかった」

　日向がドイツ語を喋り、ちょっとほっとする乙──すぐにニナの声。《吐はいたか？》

「ああ。襲撃を計画したのは、このアサドだ」

　御影の声。《坊ぼうやは何がしたかった？　父親のため証しよう人にんを皆みな殺ごろしにする気だったか？》

「いや。将軍が法ほう廷ていで過か激げき派はに暗殺されそうになる、という茶番を仕組む気だったらしい。エルファシルの虐ぎやく殺さつが、政せい府ふを守るために必要だったと証明するために。だがホイテロートが裏うら切ぎり、〈ジャンジャウィード〉と〈フィダフォアド〉両方を呼び込こんだ」

　御影＝感心。《あくまで父親をヒーローに仕立てる気か。大した親子愛だ》

「それとＦＢＩの男の言うとおり、ホイテロートは〈キャラバン〉の戦術指導者で、狙そ撃げきと爆ばく弾だん、両方に精せい通つうしている。先ほどの狙撃も、施し設せつ内の爆弾も、そいつの仕し業わざだ」

　また感心＝にじむ敵意。《傭よう兵へいとしてはレオナルド・ダ・ヴィンチ級の凄すご腕うでだ》

　ニナ＝冷然とした憎悪。《逃のがしはせん。大だい統とう領りよう暗殺に関しては何と言ってる？》

「外国人が、スーダンの戦せん闘とう機きビジネスを防ぐためにやったという噂うわさしか知らんそうだ。ただ、鉱こう山ざんを封ふう鎖さし、〈荷〉を送った人物が関係しているはずだと言っている」

　ニナ。《戦闘機ビジネス……？　鉱山を封鎖したのは将軍だ。黒くろ幕まくは将軍だと──？》

「いや、将軍も何者かに従したがって鉱山を閉とじたらしい。〈荷〉が何かは不明だ。また七人目の証人について妙みようなことを言っている。ホイテロートがつかんだ情じよう報ほうによれば、古代の中国人の男性名をコードネームとして持つ人物で、ハルツーム政権が中国やイランと戦闘機ビジネスを行う計画の関係者だったらしい」

《アフリカ諸国に中国にイラン、最新鋭の戦闘機を躍やつ起きになって手に入れようとしている国々だ。なんとなんと、国際空港の事じ件けんとますます関連が生じてきたな》

《コードネームということは、名前は男だが女の可能性もあるのか？　本名は？》

「正体不明だ。知っていたのは戦闘機ビジネスを進めていた死んだ大統領だけらしい」

《よし》ニナ──別回線へ。《鳳、お前から電話相手に伝えてやれ》

《……了りよう解かい》鳳の渋しぶ々しぶとした声。

　ふいに切せつ迫ぱく＝御影。《来た──国連ビル北エリア地下通路に〈ジャンジャウィード〉とおぼしきアームスーツと武ぶ装そう集しゆう団だん。法廷施設へ待たい避ひ中の大使団だんと、近辺にいる将軍が危あぶない。くそ、もう少しで防備を整え、シスター・アーレを迎むかえに行けたというのに》

　ニナ＝鋭く。《シスター・アーレは第一の射しや殺さつ犯はんと狙撃を警けい戒かいし、四十二階まで移動していただいた。〈特憲コブラ〉と共同で通路を死守。突とつ破ぱされれば大使団が皆殺しにされる》

《脚あしの悪い敬けい虔けんな高こう齢れい者しやを鞭むち打うたせ、何やら罪つみを犯おかしている気分だ。まず大使団と将軍を保ほ護ご下かに置き、法廷施設の防ぼう御ぎよを整えてからシスターを保護する。行くぞ、野や郎ろうども。先進諸国の兵士にも気き骨こつがあるところを見せてやれ》

「ニナ、移動した方がいい。プレスハウスを放ほう棄きした〈フィダフォアド〉が気になる」

《ただちに出発する。中央エリアの西側ルートは地じ雷らいが敷しかれていて通れん。遠回りだが宿しゆく泊はく施設を迂う回かいし、東側ルートで南東エリアの法廷施設へ行く。乙ザーフイアとセーフガード車両を護送し、見えない敵が出たら戦力を集中して叩たたけ。ただし転送限界とやらは不確実だ。見えない敵の転送限界が回数か時間か、どちらか判明しない限り、下手に頼たよるな》

「了解」ＰＤＡをたたむ──乙がひょいと前に立つ／無事な方の左目で見上げる。「ねえ、オレの質しつ問もんも、訊きいてもらっていーい？」

「ああ」

「ルフトハンザ・ドイツ航空３１９便──知ってるか訊いてみてくれる？」

「……少し待て」日向が男に向き直る──アラビア語──すぐに振り返る。「ホイテロートがやった。やつはその便の生き残りを殺したくて、この仕事を受けた。〝食い残し〟がどうとか言って。自分は関係ない、やつから聞いただけ──だそうだ」

「ふーん」

「何か気になることが？」

「別に。早く行こーよ。見えない敵がまた来るかもっしょ」さっさと背せを向ける。

　日向──車両を出る間ま際ぎわ、ニナに目配せ。「アリスの態たい度どが妙だ。ルフトハンザ・ドイツ航空３１９便──何か知っているか？」

　眉まゆをひそめる。「この国で９１１を再さい現げんしようとした過激派どもがハイジャックした便だ。都市に到とう達たつする前に失しつ墜ついした。乙は、その便の、ただ一人の生き残りだ」

「……家族が一いつ緒しよに乗っていたのか？」

「父親と母親だ。どこからその情報を得た？」

「将軍の息子むすこだ。そのハイジャックはホイテロートが指揮したらしい」

　ニナ──ドアの外を見る──タオルを傘かさ代わりにして日向の機体に駆かけ寄よる乙。

「……暴ぼう走そうさせるな。要撃小隊は我われ々われの切り札だ。万一のときは鳳にも止めさせる」

「ああ」日向──車両を出て機体に乗り込む／先に後部スペースに入り込んでいる乙＝一方の目を失ったというのに、ロリポップを取り出してガリガリ囓かじりながら真っ白い歯を見せて笑う。日向が小さくうなずく──少女を背に庇かばうようにシートに座すわり、モニター下部に目を向けた。古い写真＝祖父母・両親・弟妹たち──ひそかな呟つぶやき。「……俺おれと同じ過あやまちを犯す前に止める。報ほう復ふくを叶かなえたところで誰だれも……生き返りはしない」

「なーに？」少女の声。

「行くぞ」答えず装そう甲こうを閉鎖──機体がセーフガード車両を先導し、走り出した。




　　　　Ⅲ




　宿泊施設──二十二階＝将軍たちの側近が使用していた部屋の一つ。

「狙撃の直後に逃とう走そうしたようだ」ハロルド──鳳の掃そう射しやでずたずたになった部屋を仔し細さいに見て回る／端末の光を周辺に照射＝血けつ痕こんなし。「負ふ傷しようもしていない。狙撃時の没ぼつ入にゆう状じよう態たいからすぐさま目を覚まし、ライフルを担かついで逃げた。簡かん単たんにできることではない」

　鳳──携けい帯たい電話をコールし続けながら戦せん慄りつ＝狙撃位置のすぐそばに掃射の跡──機銃の弾丸が体をかすめながら狙撃を敢かん行こう／いったいなんという精神力／異い常じようなほどの集中力。

　ハロルドが振り返る。「通じないのかね？」

「はい、レイバース捜そう査さ官かん」手の中で鳴り続けるコール音。

「ハロルドでいい、ミス・アゲハ」アメリカ人らしい親しみを要よう請せい。

「はい、ハロルドさんヘル・ハロルド」咄とつ嗟さに敬称──相手の流りゆう儀ぎに合わせる。「戦闘中かも……」

「携帯電話は突とつ如じよとしてプライバシーを侵しん害がいする発明だが、遠えん慮りよしている場合でもない。情報の重要性からしてかけ続けた方がいい。私は、敵がどこへ行ったか確かく証しようをつかむ」

「……わかりました」じっと狙撃地点を見つめる──あと数センチ。それで狙撃を止められたかもしれないのに。そう思って涙なみだがにじんだとき、にわかに通話。

　不ふ機き嫌げんそうな声。《──なんか用か》

「用がなければ、かけません」慌あわてて涙を拭ぬぐう／きっとなって返す。「新たな情報です。国連都市を訪おとずれるはずの最後の証しよう人にんは、やはり中国の軍事関係者で、古代の中国人の男性名をコードネームとして持っていると思われます」

《……古代？　なんて名前だ？》

「まだ調ちよう査さ中です。ただしコードネームということは──」

《男の名前でも、やっぱり女かもしれないってんだろ》

「はい。女性パイロットは無事に保ほ護ごしていただけましたか？」

《助け損なったよ。くそったれの特甲猟兵トツコー・ヤークトコマンドーなんてもんが出てきやがったせいでな》

　息をのむ。「やはり、そちらにも⁉」

　息をのむ気配。《──まさか、そっちもか⁉》

「はい。現げん在ざい、敵の転送ルートの特定を急ぐとともに、その封ふうじ込めを試みています」

《そいつの名前はわかるか？》

　急に離はなれた場所にいる電話相手と、ともに戦っているのだという思いが湧わいた。「どちらも照会中ですが、それぞれイラクと南アジアに派兵された脱だつ走そう者しやと推すい測そくされます」

《もし白露って名前のやつがいたら大急ぎで逃げろ。お前らの勝てる相手じゃない》

　声に畏い怖ふの響ひびき。この不敵な電話相手が、恐おそれるほどの相手なのだ──思わずぞっとなる／憤ふん然ぜんとなって心を保たもつ／強い戦意がむしろ悲ひ痛つうも不安も恐怖もかき消すのを感じる。

　不思議な気分──この電話相手の声を聞いていると、妙に、むちゃでもやってやろうという気にさせられる。「ご忠告痛いたみ入ります。ですが退たい路ろはなく、全人員で彼らを制圧せざるを得ません。そちらこそ無事に要人を保護して下さるようお願いします」

　不敵な応おう答とう。《おうよ。次は中国人の名前と、ついでにスリーサイズでも調べとけ》

　つんと返す。「ついでに生年月日と血けつ液えき型がたもお調べします」

《助かるぜ。じゃーな》ぶつっと通話オフに──感かん謝しやなし／励はげましなし／実に一方的。

　むかむかして電話をしまう。「なんて横おう柄へいで乱らん暴ぼうでがさつで優やさしくない人なの」

　ハロルドが言った。「やはりその電話相手は、君と相あい性しようがいい。君が元気になる」

　本気で呆あきれた。「冗じよう談だんをおっしゃらないで下さい」

「大事なことだ」真ま面じ目めな調子──確かく信しんを得た顔で部屋を後にする。「経けい路ろがつかめた。この人物は、武装集団に命じて国連ビルで警備陣を足止めさせ、自分は二十二階の高こう架か通路から会議棟とうへ戻った。本当ならここで警備陣を狙撃できていたのに、我々が追って来たので放棄し、急いで新たな狙撃地点を設定しにかかった。この完かん璧ぺき主しゆ義ぎ的な計画魔まにとって予定にないことをさせられるなど実にプライドが傷きずつく事じ態たいだ。今いま頃ごろ、不ふ快かい感と怒りを抱いだきながら、どこまでも追って来る我々を抹まつ殺さつする手しゆ段だんを考えているだろう」

　追いながら瞠どう目もく──戦せん慄りつを戦意が上回る。「では──」

「間もなくだ、小隊長コープ・チーフ。悪魔と対決するときは近い」




　国連ビル南東エリア──ＯＰＥＣの新設本部との地下通路／宿しゆく泊はく施し設せつとの高架通路／搬はん入にゆう通路／法廷への通路──ほとんどあらゆる通路が集まる区画。

　豪ごう雨うの向こうから閃ひらめく火線が散発的になる──戦せん術じゆつ班はんの機体が二台、法廷施設の入り口ロータリーで防ぼう衛えい線を敷しく警けい備び隊員と〈特憲コブラ〉の一団と合流＝一台から御影が降おりる。

「この機体はここに置いておけ。いざというときは遠えん隔かく操そう作さで砲ほう台だい代わりにする」御影＝班員に命じて足早に法廷施設に入る──ロビーに集合した大使団／一いつ般ぱんスタッフ／警備隊／国連ビル専せん属ぞくの医い療りようスタッフが負ふ傷しよう者しやを治ち療りよう中──将しよう軍ぐんと側近の姿すがたなし。

　吹ふき抜ぬけ──宙ちゆうに浮うかんで透とう明めいな目で辺りを眺ながめている雛。

　二階の事じ務む区画──対戦車ライフルを抱かかえたガブリエル隊長。「どうだ、スカート隊員」

「ボクそんな名前じゃない」不満顔──返答。「黄色くないし、ぶんぶん鳴ってない」

「なら大だい丈じよう夫ぶだ。爆ばく弾だんはない。大使団を通せ」ガブリエル隊長──隊員たちに指し示じ。

「うちの隊員をずいぶん信用するじゃないか」階かい段だんを駆け上がってきた御影＝鷹おう揚ように。

「彼女は、爆弾探たん知ちの訓くん練れんを受けた警けい察さつ犬けんが粉々になった現場でも、解体中の爆弾が炸さく裂れつした現場でも生き残った。他に誰だれを信用する？」大真ま面じ目めなガブリエル隊長。「敵は？」

「ひとまず退しりぞけた。バッガーラ人の〈ジャンジャウィード〉だ。政せい府ふの雇やとわれ民兵から、大使団たちばかりか、戦犯疑ぎ惑わくの中心人物たる将軍を守るとは、なんとも皮肉だ」

「そして、その将軍はいまだに居い場ば所しよがわからない」そんな皮肉はいつものことだと言うように分ぶ厚あつい肩かたをすくめるガブリエル隊長。

　雛が宙で言った。「ねえ、変なの。なんでか、わかんないの。あの場所に行っていい？」

　ガブリエル隊長──御影に。「ヴィッテルス氏の乗ったエレベーターのことだ」

　御影＝穏おだやかな説得。「ダメだ。すまんが、今は生存者に意い識しきを傾かたむけてくれ。ヴィッテルス氏は死んだ。我われ々われは、まだ生きている者を守るために死力を尽つくさねばならない」

「……死んだ」ぽつんと呟つぶやく──胸を飾かざるコインをいじる。

　御影が悼いたむように小さくうなずく──ガブリエル隊長が、端たん末まつに届とどく隊員たちの報ほう告こくを確かく認にんしながら言った。「敵兵、特甲猟兵、ともになし。窓まどのない法ほう廷ていなら狙撃の心配もない。壁の厚さも防御に十分だが肝かん心じんの将軍が見当たらん。本当にこのエリアにいるのか」

「ねえ。ここ何もないの。乙ちゃんの所に行っていい？」雛が遮さえぎって訊いた。

「心配かね？」と御影。

「さっきから乙ちゃんの声が聞こえないの。通信できないの」

　御影の顔が戦せん慄りつに満ちる──即そく座ざにＰＤＡで全隊通信。「潮音、応おう答とうしろ。日向──くそっ！　Ａ１組アー・アイン、大至し急きゆう、東側ルートを進行中のセーフガード車両を支し援えん！　通信阻そ害がい、見えない敵だ！」顔を上げる──宙に浮かぶ最強の兵科へ、仲間の安あん否ぴを託たくして言った。「ここは我々が守る。行ってくれ、雛くん。ニナたちを頼む」

　こくんとうなずく雛──黄色に輝かがやくスズメバチの羽をはばたかせてホールへ／頭上を飛ぶ輝きに大使団がどよめく／警備隊員が守る出入り口から果か敢かんに出動──豪雨の中へ。

　雛の焦しよう燥そう＝早く一緒にならなきゃ／バラバラに戦ってたら殺されちゃう／あの斧おのを持った特甲トツコー児童／見えない敵てき／どっちも一人じゃ勝てない──みんなで戦わないと殺される。

「くそっ、いったい将軍はどこだ？」御影の焦燥＝通路を走って守るべき相手を捜そう索さく。

「よもや彼が黒くろ幕まくで、敵に合流──」ともに走るガブリエル隊長──ふと足を止める。

　御影も立ち止まる──施し設せつで最も頑がん丈じようで大きなドア──法廷の大おお扉とびら。

「ここか？」御影──ガブリエル隊長と並ならんで歩あゆみ寄よる＝二人同時に扉を押おし開く。

　煌こう々こうとした明かりに照らされた、何もかもが真新しい法廷──判事席／被ひ告こく席せき／原告席の狭はざ間ま──演えん壇だんの前に立つ一人の老年の男。

　原色をふんだんに使った極ごく彩さい色しきの民族衣い装しよう──まるで祝祭に参加するような出で立ち。

　自分が裁さばかれる場所たる法廷の演壇に載のせた両手──右手に黄金の拳けん銃じゆう／左手にグラス／演壇にブランデーのボトル／なんと酒を口に運びながら、国連旗を鑑かん賞しよう中。

　その足あし下もと──スーツ姿すがたのアフリカ系けいの男＝額ひたいを撃うち抜かれた、射殺体。

　ずかずか足音を立てて近づく御影。「確たしかあなたの国は、テディベアにムハンマドと名前をつけただけで投とう獄ごくされるほど、厳げん格かくにイスラム法を守る国家でしたな」

　続くガブリエル隊長。「その指導者に等しい人物が、よもや飲酒とは驚おどろきだ」

　灰はい色いろがかった黒い瞳ひとみを、ゆっくりと二人に向ける老人──アブドル・アツィム将軍。

「南部ジヤヌーブではあまり厳格ではない。国産の酒アラギで、神しん聖せいな地を清める習しゆう慣かんも残っている」

　御影──相手の足下を指さして。「その死者について、同様にご説明いただきたい」

「ホイテロートと同じ、裏うら切ぎり者だ。私を殺そうとしたので撃った。私は滅めつ多たに撃たない。私が、やむをえず撃ったということは誰もが理解するはずだ。何しろ私の銃の弾丸は、一発二万ドルもするのだから」そう言って、グラスの中身を飲み干ほし、微笑ほほえんだ。「素晴らしい場所だ。ここに立って世界に語りかけると思うと厳げん粛しゆくな気持ちになる」

　御影──ＰＤＡで全隊通信。「将軍を確かく保ほだ。法廷の真ん中で、銃と酒を手に何かほざいている。この人物が事件の黒幕かは不明だが、我々とは価か値ち観かんが違うことは確たしからしい」




　北東エリア＝プレスハウスから退ひいた一いち団だんが、誰もいなくなった宿しゆく泊はく施し設せつの一階ロビーを占せん拠きよ／広場にミッターマイヤーが乗ってきたヘリ。

　浸しん水すいおびただしいロビーから重火器の弾だん丸がんを浴びせかける一団──セーフガード車両が火線に耐たえて走る／火線を避さけて迂う回かいする／護ご送そうする戦せん術じゆつ班はんの機体＝激げき烈れつな砲ほう火かの応おう酬しゆう。

　飛来するロケット弾の爆ばく炎えん──急激なカーブで回かい避ひするセーフガード車両／戦術班の機体──南の法廷施設へ向かうべきが、どんどん北のゴミ集積場へ追いやられる。

　豪ごう雨うの闇やみを疾しつ走そうする黒くろ山や羊ぎたち──サテリュリスキー型〈サテュロス〉＝厚あつい装そう甲こう／手に対空機関砲／隙すきを突ついてセーフガード車両へ迫せまるも、逆ぎやくに迫はく撃げきする輝かがやき──青い火。

「あっは！　ドキドキするっしょーっ！」乙──黒山羊の胴どう体たいを搭とう乗じよう者しやごと一いつ閃せん。

　続けて砲火＝日向の機体──通信が封ふうじられながらも迅じん速そくに乙や他の機体とともに黒山羊たちの群むれを牽けん制せい／セーフガード車両に逃にげ道を与あたえてやる。

　ふいに日向の機体のアームが火花を上げて砕くだけ散った。さらに装甲に爪つめ痕あと──衝しよう撃げきでスピン／盛せい大だいな水しぶき／駐ちゆう車しや場じように植えられた桜さくらの木に激突しながら体たい勢せいを立て直す／たちまち黒山羊たちが隙をついて銃火を放つ──機銃を撃ち返して軋きしみながら後こう退たいする。

　入れ違ちがいで乙が飛び込こむ──見えない敵だ。

　同じとき、頭上に黄色い輝きが飛んでくるのが見えた。

　通信不ふ能のう＝あらん限かぎりの声で叫さけんだ。「やっちまえーっ‼　雛ぁーっ‼」

　直後、闇雲になぎ払はらった右腕に爪痕＝一いつ瞬しゆんでもぎとられる／衝撃に耐える。

　直後、頭上で雛が連結式爆雷チエーン・マインを展てん開かい──投とう擲てき／立て続け／同時に火か炎えん放ほう射しや。

　直後、目もくらむ火炎の渦うずが大発生──乙／敵──どちらも炎の中にいた。

　右腕をもがれた乙──炎で羽を激しく煽あおられる／焼かれる／左目を見開く。

　爆弾の炸さく裂れつで急激に膨ぼう張ちようした空気は、次の瞬間、同じくらい急激に冷える。

　空気が収しゆう縮しゆくし、周囲にある全てのものを、爆心地に向かって引きずり込む。

　乙と一いつ緒しよに一点へ引き寄せられる──激しい炎によって浮うかび上がった影かげ。

　いた──文字通り炙あぶり出された敵──快かい哉さいの声を上げて左手を突き込んだ。

　衝撃──乙の左腕が吹っ飛ぶ／脇わき腹ばらの特甲トツコーが裂さける／羽の一つが砕け散る。

　水たまりに落下──火で焼かれた特甲トツコーが、じゅうじゅう音を立てて蒸じよう気きを噴ふく。

「あっははは！」顔を上げて大声で笑いながら、ついに現れたその相手を、見た。

　水みず銀がね色の特甲猟兵──ひょろりと縦たてに長い姿すがた／滑なめらかな甲かつ冑ちゆうで覆おおわれた顔・体・脚あし。

　肩かた口ぐちに斜ななめに走る傷きず──最後に放ほうった乙の手刀がかすめた跡＝ぱちぱち爆はぜる火花。

　火で焼かれた甲冑の表面から、どろどろ溶とけ落ちる電でん磁じ波は遮しや断だん用コーティング素材。

　そこだけ異様に太い両腕＝両手にキラキラ光る四つのガラスの爪──手の平に銃口。

　背せに扁へん平ぺいなカイコガの羽──自分を透とう明めいにしてくれる繭まゆから現あらわれた蛾がの羽そのもの。

　羽の表面に浮かび上がった巨きよ大だいな目の模も様ようが、ぐるぐる動く／まばたく＝受信装そう置ち。

　羽は四方に展てん開かいしたまま──抗こう磁じ圧あつで浮ふ遊ゆう／かと思うと、にわかにはばたきを開始。

　凄すさまじい騒そう音おん──ギャリギャリギャリギャリ尖とがった爪で何かをかきむしるような音。

　乙＝羽と両腕を再さい転送しながら咄とつ嗟さに理解──この敵てきは、姿を消している間は、本気を出して戦えないのだ。あんな音を出したら姿を消しても意味なんかないんだから。

《レベル２が何人いてもダメだよ》

　騒音の向こうから届とどく無線通信──ひび割われた声。

《もう一つの目も潰つぶしてあげる》

　くすくす笑い──まぎれもない怪かい物ぶつの声。




　会議棟とう──敵を追って高こう架か通路を渡わたり、二十二階ホールに到とう着ちやくするや激しい火線＝鳳の羽の探たん査さに浮かび上がる者たち──階かい段だん際ぎわで重火器を構かまえる六名／二体のアームスーツ。

「お下がり下さい！　武ぶ装そう集団です！」鳳──咄嗟に機銃を掃そう射しや／宙ちゆうを舞まって銃撃を自分に集中させる／歯がみする──セーフガード車両というこちらの目と耳を奪うばわれたせいで、敵位置を事前に予よ測そくできずに、真まっ直すぐ遭そう遇ぐうしてしまった。

　ハロルド──あまりの武装の差に参戦かなわず／素す早ばやく待避／高架通路に後こう退たい。「二つの武装集団の一方を我われ々われにぶつけてきたか。本気で我々に怒いかりを募つのらせているな」

　ホール＝柱をぶち抜いて飛んでくる弾丸──対空ライフル＝飛び回る黒山羊。

　サテュリスキー型〈サテュロス〉──虐ぎやく殺さつの被ひ害がい者しやたるフール人の革かく命めい派はゲリラ。

「あなたたちのための法ほう廷ていでもあるのに！　なぜ！」

　叫びながら掃射した──アームスーツを装着した者もそうでない者も、相手が放つ何百倍もの弾丸の雨でなぎ倒した──彼らを、ハロルドのいる通路に殺到させないために。

「お願い！　やめて下さい！」叫ぶ──ドイツ語／英語──それ以外の言葉を知らない自分を心の底から呪のろった。「やめて！」

　壁かべを／柱を蹴けって身軽に跳とぶ黒山羊──その動きをさらに上回る機動性をもって追つい随ずい。

　至し近きん距きよ離りから掃射した。黒山羊の体が弾丸の列に沿そって切せつ断だんされてバラバラになった。

　続けて一体──胴体を粉々に吹き飛ばした。

　掃射停止──床ゆかに舞い降おりた。一人残らず五体を砕かれた、異国の男たち。

　死んだ後も宙を向く目／かっと見開いた目／虚うつろな目／眠ねむりに落ちるような目。

　その全すべての目に、自分という殺さつ戮りく者しやの姿が映うつるようだった。

　まさにこれが自分のやるべきことだった。嫌いやなことだらけのこの都市で──守るべき人物を守るために──これほど大おお勢ぜいの命を奪った。この自分が──破は綻たんした国家で貧ひん窮きゆうにあえぐ弱者である民たみを。証しよう人にんたちと行ったゲームでも、自分がそうしたように。

　愕がく然ぜんと立ちつくした。機銃にぽたぽた何かがしたたった。血かと思ってぞっとなった。

　涙なみだ──気づけば自分の頰ほおを流れ落ちているそれを拭ぬぐおうとした手が、はっと止まった。

　ホール奥おく＝宿しゆく泊はく施し設せつの通路──滑なめらかで冷え冷えとした音色を奏かなでる少年がいた。

　まどろむような天頂青の瞳ゼニス・ブルー──少年が手を止め、ホールに倒れた死者の群むれの向こうから鳳を見た。まるで死者たちが恨うらみの念で少年をこの場に呼よび寄よせたようだった。

　薄うすい微び笑しよう──ひんやりと冷たい陶とう磁じ器きのような白はく皙せき／静かな声。「泣いているの？」

　鳳──応こたえられず／涙を拭えず／咄嗟に機銃を構えられず──ただ少年を注ちゆう視し。

「君の涙を食べれば、僕ぼくも悲しい気持ちを思い出せるかもしれない」

　こちらの心まで冷え冷えとするような声こわ音ね──寒気を覚える／緊きん迫ぱくに耐たえる／やっと口を開く。「……あなたのお名前は？」

　にこりと目を細める。「白露・ルドルフ・ハース。君のお名前は？」

　寒気が戦せん慄りつに変わる──電話の相手の言葉。逃げろ──勝てる相手じゃない。

「鳳・エウリディーチェ・アウスト」名乗りながら、力を込めて機き銃じゆうを握にぎりしめた。屹きつ然ぜんとなって火のような目を向けた。「このように武力に訴えて、いったい何になると言うのです！　何が変わるというのですか！」

「何も変えたりしない。壊こわすだけさ」少年が弓を持つ手を掲かかげた。「転送を開かい封ふう」

　まばゆい白熱の向こうから、斧おのを手にした白しろ銀がね色の甲かつ冑ちゆうが現れた。

　斧のひと振ふり──構えかけた機銃がくの字に折れ曲がり、右腕と一緒に砕くだけ散った。

　さらなる衝撃──再転送する間もなく吹っ飛ばされ、窓を砕いて嵐あらしの夜へ投げ出された。




　　　　Ⅳ




　北東エリア──豪雨の中から迫る火線の波／戦せん術じゆつ班はんの迎げい撃げき／出口のない北側に追い込まれることを回避したセーフガード車両が、東ゲート側への待避に成功するも、進路上で立て続けに起こる爆炎により停車を余よ儀ぎなくされる──後退せざるを得なくなる。

　地上数メートルから数十メートルの間を乱らん舞ぶする三つの輝かがやき──青・黄──水みず銀がね色。

　キラキラ輝くガラスの爪つめ──その手が放つ弾だん幕まくをかわす乙／かわしきれず被ひ弾だんする雛。

　待避しようとする雛を、敵が捕ほ捉そく／とてつもない速度／とてつもない騒音。

　乙の切迫──圧あつ倒とう的な速さを誇ほこるはずの羽をもってしても追いつけず。「雛ぁーっ！」

「やだ、やだ、やだ！」雛＝涙声──手持ちの爆ばく雷らいを一いつ挙きよ投とう擲てき──炸さく裂れつ＝爆ばく炎えんの壁。

　衝しよう撃げき──敵てきが放った抗こう磁じ圧あつ＝全すべての爆圧がひとまとめに跳はね返って、雛を吞のみ込んだ。

　エレベーターを吹ふき飛ばした爆弾など比ひ較かくにならない劫ごう火かの鉄てつ槌つい──雛の小さな体が真っ逆さかさまに落ちてゆく／地上へ落下する寸すん前ぜんで乙がその手をつかむ。「雛っ‼」

　衝撃で意い識しきを失っていた雛がはっと目を見開く／その顔が恐きよう怖ふに染そまる──歯を食いしばって振り返った乙の眼がん前ぜんに、キラキラと凶きよう悪あくな輝きをやどす爪が迫った。

　乙が慌あわててもう一方の手を突き込んだ──相手が両手を突き出した。

　まるで自分の体が風船になって破は裂れつしたような衝撃──目の前が真っ暗になった。

　落下する感覚──体たい勢せいを立て直すこともできない／何かにぶつかる／何かが壊れる。

　必死に無事な方の目をまばたきする──ゲート警けい備び室しつの窓をぶち破やぶって中へ転がり込んで這はいつくばった自分／消えてなくなった右腕／千切れた右脚／四枚まいとも引き裂かれた羽／それでも握り続けた手──肘ひじ先さきから千切れた雛の腕。

　身を起こす／よろめく──必死に再転送した羽の探査／耳を聾ろうする騒音──第三ゲートと第二ゲートの狭はざ間まで弱々しく這う雛──その背せへ、敵が掃ダダ射ダ！＝火ダダのダダ雨ダダをダダ浴ダダびダダせダダたダ！。

　雛の体が人形のように跳ねて四し肢しがもげた──乙＝絶ぜつ叫きよう。「やめろ──ッ‼」

　飛ひ翔しよう──敵の猛もう射しやが乙へ向けられる／Ｓ字飛行でかわす／敵が追って来る。

　迅じん速そく果か敢かんな反転旋回インメルマンターン──ぴたりと背はい後ごにつかれる──絶ぜつ望ぼうが襲おそいかかる。

　この自分が空中格闘ドツグフアイトで負けるなんて──必死に回避ローリング──間に合わず。

　頭上から抗磁圧の一撃──反射的にガードした長大な両腕が引き裂かれた／また衝撃で目の前が真っ暗に／それでも今度は必死に体勢を確かく保ほ──半ば落下しながら素早く両脚で地面に接地ランデイング──すぐさま飛び立とうとした途と端たん、掃射のひとなぎで両ダダ足ダダをダダ切ダダ断ダダさダダれダダたダ！。

　腕の再転送が間に合わず／水たまりに突つっ伏ぷす／必死に起き上がったところへ──足。

　水銀色の丸みを帯びた足で、顔面をサッカーボールみたいに蹴けり飛ばされた。

《飾オりー耳ア》の抗磁圧の防ぼう御ぎよ＝それでも火花が散った──鼻の奥に熱／血。

　もんどりを打って倒れた──はばたかせようとした羽が、掃ダダ射ダダでダダもダダぎダダ取ダダらダダれダダたダ！。

《君、食い残しなんだってね》

　また足──横腹に強きよう烈れつな蹴り──水しぶきを上げて転がった。朦もう朧ろうとなる──また足。

　腹に熱──体が宙に浮うくほどの勢いで蹴られた──息ができない──ぐらぐらする。

《飛行機が落ちたとき、どんなだった？》

　げほっと咳せき込みながら起き上がろうとする──再転送したばかりの腕が砕ダダかダダれダダたダ！。

　倒れ伏す──相手の足──目を失った方の横顔を蹴り上げられた──仰あお向むけにされた。

　ぐらぐら揺ゆれる視し界かい──水銀色の化け物が覗のぞき込む──ひび割れたくすくす笑い。

《ねえ教えてよ。パパとママがバラバラになったの、見た？》

　ぐらぐらする──何もかも──とてつもないワニの笑い声で震ふるえている。

　見たさ、なあ？　とワニが訊きく。乙の渇かわいた心が答える──しっかり見たさ！──渇きが増ましてゆく。そして、きーんと耳鳴り──まるで飛んでいる飛行機の中にいるよう。

　気づけば、パパとママに挟はさまれて座すわる幼おさない乙がいた──そして通路に飛び出した、バカで愚おろかな幼い乙を見ていた。パパとママが叫んでいた──通路に飛び出した方の幼い乙が、銃を持った男につかまえられたからだ。

　パパが叫んでいる──その子を離してくれ。ママが叫んでいる──その子を返して。

　通路で幼い乙が叫んでいる──助けて、助けて、パパ、ママ、助けて。

　今ならそれが愚かだとわかる──銃を持ったハイジャック犯はんを逆ぎやく上じようさせる行こう為い。

　バン！　幼い乙に手を伸のばそうとしたママの胸むねを銃じゆう弾だんが貫つらぬいて沢たく山さんの血が飛んだ。

　乗客たちの悲鳴──バン！──とてつもない混こん乱らん──そして窓の外からいきなり輝き。

　真っ赤な炎ほのおが噴ふき上がって、衝撃が襲いかかって、飛行機の墜つい落らくによる最悪の死が訪おとずれる──腹はらに巻まかれたシートベルトが刃は物ものと化してパパとママの体を真っ二つにする──

　気づけば、パパとママに挟まれて座る幼い乙がいた。

　もしあのとき自分が通路に飛び出さなかったら、ママは撃たれなかった、という、乙が心の奥おく底そこで抱いだき続けている願望／罪ざい悪あく感／夢ゆめ──乙の両方の手をパパとママが握にぎっていた。乙は通路に出たりしなかった。銃を持つ男はいなかった。噴き出す炎もなかった。パパとママが飛行機を降りた後で離り婚こんして乙を独ひとりぼっちにさせるなんてこともなかった。

　考えられる限かぎり幸せで、考えることすら辛つらかったはずの光景。

　きーんと耳鳴り──パパが言った。さあ一緒に家に帰ろう。ママが言った。ずっと一緒に暮らしましょう。パパとママが言った。お前を悲しませることはもう何一つないんだよ、アリス。乙の目に涙なみだが溢あふれた。幼い乙は幸せいっぱいに微笑ほほえんでいた。パパとママがワニの声で言った。ここはワニの腹の中──お前の幸せが決して失われない場所。どんなにひどいことが起こっても関係ない。ここにいる限り何も心配することはないんだ、アリス。

　うん、と幼い乙が言った──もっと早くそうすれば良かったのにと思った。けれどもワニの腹の中でパパとママに再さい会かいするには色んな条じよう件けんがあって、今やっと、その条件が全て揃そろったのだとわかった。そしてこの機会を決して逃のがさず、幼い乙をワニの腹の中に迎え入れるための魔ま法ほうの言葉を、パパとママが一いつ緒しよになって唱えているところだった。

《脅きよう威いの増ぞう大だいに伴ともない、全バランサーの解除レジストキーを承しよう認にん。第一メリアー体の造ぞう換かん規き定てい値ちを拡かく大だい。国家保安法に基もとづき第三アクセス権けんおよび戦時兵装が許きよ可かされました》

　パパとママの声──マスターサーバー〈[image: バク]バク〉の電子音声──かつてないワニの笑い声。

　幼い乙も、パパとママと一緒にそれを唱えた──幸せな夢が永えい遠えんに続くことを願って。

《特甲レベル３トツコー・ニヴオー・ドライの転送を実行します》




　ＭＳＳ本部ビル地下四階──セーフガード車両との通信が途と絶だえ、騒そう然ぜんとなる解かい析せきフロア／全身に力をみなぎらせて指し示じを出すディーゼル課長／敵てきの転送経けい路ろをつかもうと躍やつ起きになるアデライード＋クラリッサ──そして末まつ端たんのデスクで、冬真トウマが凍こおりついていた。

　モニター＝いつの間にかノイズの自動解析に多数のヒット──２３１７１３１１７　２３１７１３１１７　２３１７１３１１７　２３１７１３１１７　２３１７１３１１７──

「……なに、これ」怖こわがりながら見つめる──最初は五桁けた。それが七桁になった。

　そして今、九桁になって、事じ件けんが進行中の国連都市で、大量発生していた。

　だが場所が特定できない──幾いくつも生じている／しかも一つ一つが常つねに移い動どうしている／そんな風にノイズを発生させるものが、なぜ今、国連都市に大量に出現したのか。

　いや違ちがう──はたと悟さとった。ノイズの発生データだと考えるから辻つじ褄つまが合わなくなる。

　考えを逆転させろ。国連都市で発生しているのではない。どこか別の場所から送られる同じ系けい統とうの信号を、国連都市にいる複ふく数すうの人間が、受信しているのだとしたら──

《レベル３だ！　マスターサーバーが特甲レベル３の転送を許可した！》

　冬真のモニターと解析フロアの放送スピーカーから同時に響ひびき渡わたる声＝転送塔とうに接続中の水無月──そのかつてない切せつ迫ぱくした声に、フロア中の人間が驚きよう愕がくして振り返った。

《乙・アリステル・シュナイダーが実行！　転送ルートに〈ヒドラ〉を設せつ定ていした！》

「〈ヒドラ〉……？」ぽかんとなる冬真。

《この無学者！》水無月アイコンが一方的に非ひ難なん──細説。《神話の多頭蛇へびの名だ。頭を切り落としてもすぐに次が生えてくる怪かい物ぶつだ。〈ヒドラ〉はそれと同じ変成複ふく写しやプログラムだ。一つの経路を遮しや断だんしても別の違う経路がすぐに発生する！　もし乙くんが無差別に広こう域いき破は壊かい兵器を使用したとしても、今のままじゃ転送を中止することもできないぞ！》




　北東エリア──セーフガード車両＝装甲におびただしい弾痕／運転席の防弾ガラスに亀き裂れつ──周囲で迎げい撃げきする戦せん術じゆつ班はんの機体＝同じく損そん傷しようを受けながら、袋ふくろ小こう路じの北側へ追いやられることを避さけて強ごう引いんに直進──東ゲート付近へ戻もどってくるや、再び爆ばく炎えんが勃ぼつ発ぱつ。

　しかも前回の炎ほのおを遥はるかに上回る規き模ぼ・高熱・輝かがやき・衝しよう撃げき──巻き添ぞえを避けて急バックするセーフガード車両／戦術班──なんと側面から接せつ近きんしていた敵集しゆう団だんも慌あわてて後こう退たい。

「な……、何を使った⁉」セーフガード車両の通信区画──必死に手すりにしがみつくニナ＝モニターに映る火か焰えんの壁かべを鋭するどく見る。「雛がまた広域破壊兵器を使ったのか⁉」

《……アリスだ》ふいに声──日向の通信。《アリスが……》

「通信が回かい復ふくした！」ニナ──モニター群ぐんに身を乗り出し、必死に外の様子を窺うかがいながら通信マイクに向かって叫ぶ。「どうした、日向！　乙に何があった！」

　日向らしからぬ呆ぼう然ぜんとした口調。《アリスが……姿すがたを変えた。あいつにだけ、通信が届かない。いや……聞こえてない。あれはなんだ、ニナ。あいつに何が起こった？》

　そしてニナがそのモニターに目をとめた──戦せん慄りつの声がこぼれた。「レベル３……」




　東ゲートの第三ゲートと第二ゲートの狭はざ間まで、小こ柄がらな姿がみじろぎ──目を開く雛。

　さんざんな打撃で意い識しきを喪そう失しつしていたことに気づく──《飾オりー耳ア》の抗こう磁じ圧あつのお陰かげで水たまりで溺おぼれず／背せでたたんだ〈羽フエデール〉とユニットが破壊されながら遮壁の役やく割わりを果たし、弾丸の軌き道どうを体の中心から逸そらしたお陰で致ち命めい打だにはならず。

　ずたずたになっていたはずの手足と羽──再転送済ずみ＝本部にいる接続官コーラスのフォロー。

　いつの間にか元通りになった手を見る──頭上から降り注ぐ輝きに気づく。

　顔を上げて呆然──これは現実だろうかと本気で疑うたがった。本当は気き絶ぜつしたまま夢ゆめを見ているのではないか。だが確たしかにそれは目の前で実際に起こっていた。

　騒そう音おんを上げてはばたく水みず銀がね色の怪物の右みぎ腕うでが、どろりと飴あめのように千切れて落ちた。

　真っ赤に溶よう解かいした太い腕──水たまりで凄まじい蒸じよう気き／急激な冷れい却きやくでばちんと破裂。

　雛＝そのありさまに瞠どう目もく──それを落としたに違いない存そん在ざいへ目を戻す。

　強烈なサファイアの輝き──その背から伸びた、鋭い形状の、はばたかない八つの羽。

　長大さを増ました異様な腕──肘ひじから先が平たい刃やいば状じように／尖とがった手／まるで双ふたつの長ちよう剣けん。

　最も形状が変へん貌ぼうした両脚──膝ひざから下が足ではなく、背と同じ一対の羽と化していた。

　合わせて十枚の羽が展てん開かい──抗磁圧を発生させて浮ふ遊ゆうする乙＝眠ねむるように閉とじた左目。

　かと思うと背の羽が変化──八つのうち半分が変形して、乙の顔に／肩に／胸に／腹に／体の中ちゆう枢すうに巻きついてすっかり覆おおい隠かくし、輝きを消して、真っ青な甲かつ冑ちゆうになっていた。

「乙ちゃん……」雛がぽつんと呼んだ。乙は答えない。もうその顔も見えない。

　騒音──水銀色の怪物＝損傷した腕を再転送せず／左腕を振りかざして激ダダしダダくダダ掃ダダ射ダ！。

　乙は動かず＝抗磁圧の鎧よろいで弾丸を弾はじく／逸そらす／完全に防ふせぐ／あの白しろ銀がねの甲冑のよう。

　乙が右腕を上げた──カチンと音を立てて剣が縦たてに割れる／手首ごと二つに分かれる。

　割れた剣の狭間に細い針はりのようなものが現れる──青い光がともる──音もなく放つ。

　水銀色の怪物が猛然と飛翔──信じがたい速度でＷ字を描えがいて、何かをかわす／よける／よけきれず、左手のガラスの爪を前方に突き出し、激烈な抗磁圧を放射した。

　その何か＝乙の腕から照射される青い光点──宙にともる／宙をなぐ／濡ぬれた地面に青い光線が走る／敵てきが突き出す左手のすぐ前の空間で、青い燐りん光こうが集まり玉になる。

　次の瞬しゆん間かん、青い光点がともった全すべての場所で、何もかもが破裂した。

　宙に巨きよ大だいな火球の群むれ／燃もえる泡あわと化して弾ける地面／火焰の渦うずに包まれる敵──烈火と熱風が吹ふき荒あれ、すぐ下にいる雛の目の前で、濛もう々もうたる蒸気の雲が現れた。

　とてつもない高温の蒸気＝慌てて飛んで逃げる雛──たった一瞬で、青い光点がともった場所の周辺が、からからに乾かわいているのがわかった。

《無事か、雛！》いきなりニナの無線通信。

《乙ちゃん……乙ちゃんが……》言葉にならず──驚愕で、恐怖も何も感じなかった。

《答えろ、雛。乙は敵とだけ戦っているか？　それともお前を攻撃したか？》

　ぽかんとなった。ニナは何を言っているんだろうと思った。乙が自分を？　そんなこと、あるわけないと返しかけたとき──真っ白い蒸気の向こうから、青い光が届くのを見た。

　そんなこと、あるわけない。

　雛の胸むな元もとに、ぽつんと、青い光点がともっていた。




　会議棟とうの北側──外へ弾き出された鳳＝宙で体たい勢せいを取り戻して再転送／果か敢かんに掃そう射しや。

　すーっと宙を移い動どうする白銀色の甲冑──掃射をかわしもせず／抗磁圧の鎧でことごとく弾く／ひょいと斧おのを振ふるう──抗磁圧の巨大な刃が、鳳の左腕と左の羽を両断した。

　鳳＝落下／きりもみ──羽を最さい優ゆう先せんで再転送──持ち直して距きよ離りを取ろうとしたところへ、いつの間にか回り込こんでいた敵の一撃が来た。今度は巨大な棍こん棒ぼうでなぎ払われたような衝撃──何の抵てい抗こうもできず、再び会議棟の窓まどを砕くだき、何階とも知れぬフロアに転倒。

　必死に起き上がるや、緩かん慢まんに見えるくせに遅ち滞たいなく追ってくる敵の姿──さらに一撃。

　目の前で爆弾が炸裂したような衝撃──のけぞる／真後ろに吹っ飛ばされる／会議室のドアを破は壊かいし、円えん卓たくの上を転がって椅い子すの間に倒れた。朦もう朧ろうとなりながら機き銃じゆうを構かまえようとして両腕が千切れ飛んでいることに気づいたとき、続けて鉄てつ槌ついのような衝撃──円卓が真ん中から木こっ端ぱ微み塵じんになり、防ぼう御ぎよすらできず壁を砕いて真っ直ぐ隣となりの大会議室の映写室に飛び出す／映写室の防音ガラスを砕く／大会議室に落下──すり鉢ばち状に並ならぶテーブルの上で跳ね、折れ砕けた右足が別の方向へ飛んでゆき、演えん壇だんをなぎ倒し、壇上に転がった。

　一方的に意い志しを持たぬ人形扱あつかいされる気分／痛つう憤ふん／無力感──もがくように顔を上げる／引き裂かれた羽の断片がキラキラ宙を舞っている／その向こうに白銀色の甲冑の威い容よう。

《泣かないの？》無線通信──敵の声。《君の涙なみだを食べれば、わかるかもしれない》

　一連の打撃で視し界かいが歪ゆがむ──遠のく──四肢と羽の再転送＝接続官コーラスのフォロー。

　つと甲冑が左手を伸ばす──宙を舞う小さな羽の破は片へんをつまむ／顔の甲冑の下部がスライド／薄うすい桃もも色いろの唇くちびるが現あらわれ、羽の破片を菓か子しでも口にするように食べた。

《思い出したいんだ。大切な人を失うとき、人はどう思うのか。僕ぼくも失った──多分。僕のために歌ってくれる大切な人を。でも、それがどういうことか、わからない》

　鳳──現実の光景かどうかも判はん然ぜんとせず──現げん実じつ感が保たもてず──何もかもが遠のく。

《君が自分の仲間を殺したときの気持ちを教えて欲しいんだ》

　きーんと耳鳴り──鳳の見開かれた深紫の瞳デイープ・パープルに虚きよ無むが満ちゆく／至いたるところに見える幻まぼろし＝炎・炎・炎・炎──この都市が繰くり返し見せるもの／この世界に満ちるもの／何もかも奪うばい去ってゆく炎──ならば自分のものにしてしまえという思いに満たされる。

　いっそ炎を手に──炎を起こす者を全て滅ぼせ。

　ゆっくりと身を起こした──なんら打撃を受けた様子もなく羽を翻ひるがえして宙に浮うかんだ。

　右手にエメラルドの輝かがやき──長大な重機関銃を握にぎりしめた。

　さらに左手と両りよう脚あしに輝き──広範はん囲いに破壊を及およぼすため、マスターサーバーの許きよ可かがない限かぎり制せい限げんされた副次兵装──リボルバー式・迫はく撃げき榴りゆう弾だん砲ほう。

　左手がその武器を握った──両脚の特甲の大だい腿たい部ぶユニット側面に固定されて出現した。

　四し肢しに備そなわった全ての重火器が、音を立てて目前の敵へ向けられた。

　ずどん！　ほとんど一つの爆音に聞こえる一いつ斉せい射撃＝大会議室の座ざ席せきが一発であらかた消し飛び、一面、燃もえ盛さかる炎ほのおに包まれた。

　その炎を見つめた──生ける弾丸・人間の形をした一個の銃器と化して。

　炎の向こうで盾たてを掲かかげる敵を、冷たい虚無をたたえた瞳ひとみにとらえていた。

《そう……君も、僕と同じだったんだ》

　甲冑がスライド──再び覆い隠される寸前、その口が明らかな微笑ほほえみを浮うかべていた。

《君はもう、とっくに心をなくして……そんなにも飢うえている》







　Ⅵ章　第五の死者──夢と祈りアリア
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　ＭＳＳ本部ビル地下四階──通信が回かい復ふくしたセーフガード車両からの映えい像ぞう＝火か焰えんの海。

《雛ヒビナ！　応おう答とうしろ、雛！》火のようなニナの声。《あれは何だ⁉　何が使用された⁉》

　課長席の通信カメラに迫せまるクラリッサ＝奮ふん然ぜん。「この私が設計主任を務めた、攻こう守しゆ自じ在ざい、デュプレックス・フェデール装そう備びの特甲トツコーレベル３〈サラマンデル〉！　両りよう腕わん部ぶの抗こう磁じ波は照射装置による集熱点は瞬しゆん間かん最高温度一千度に達し、いかなる装そう甲こうをも破壊する最強の熱学兵器。まさに火の精サラマンデルよ。たとえ相手が発案課の試用によるレベル３であろうと──」

　押おしのけるアデライード。「だーから、それが味方にも使用される可か能のう性せいがあるってのよっ！　〈ヒドラ〉が設せつ定ていされた以外、特甲トツコーの転送自体に異い常じようなし。問題は、全部門の統とう合ごう成果たるレベル３において、何かと何かが組み合わさった結果、人じん格かく改変プログラムが心理的な飽ほう和わ状じよう態たいを引き起こす、未知の〝複ふく合ごう汚お染せん〟──」

《どうにかしろ！》ニナ──全すべてを一いつ蹴しゆう／焦しよう燥そう。《ディーゼル課長！　転送塔とうの基き幹かんユニットを停止させることは可能か⁉》

「はい。ですが現状では決して推すい奨しようできません」ディーゼル課長──デスクを明け渡わたし、壁かべのモニター群ぐんの前で仁に王おう立ち／猛もう烈れつな力を込めて目まぐるしく変化するデータを仰ぎよう視し。「戦せん闘とう中の他の要撃隊員が転送不能に陥おちいるばかりか、再ふたたび転送可能になるまで二時間以上かかることになります。現在、マスターサーバーに転送中止を要よう請せい──」

《たった今、全四十パターンの要請が全て無む効こうにされた！》水ミ無ナ月ヅキの叫さけび──ニナ以上の焦燥の声。《しかも、あの子まで副次兵装を呼よび出した。フル装備だ。しかもまた〈ヒドラ〉が設定されてる。あの子がそんな真ま似ねをするものか。何かがあの子をおかしくしてるんだ。それが特定されない限り、レベル２だろうが３だろうが同じ危き険けん──》

「変成複写プログラム！」明らかに場ば違ちがいな、発見の喜びをたたえた声──冬真トウマ。「送る側じゃなくて、受信する側から設定されてるんだ。だから送り先が特定できない。受信する側が、無数のルートの一つからたまたま自動的に受け取ってるから──」

《誰に何を言っているのかはっきりしろ！》水無月アイコン＝憤ふん激げき。

　冬真──水無月ではなくフロアの反対側にいるディーゼル課長のヘッドセットに通信。

「ノイズです、課長。先ほどから国連都市で発見され続けている経けい路ろ不明のノイズは、鳳アゲハさんたちや、軍の特甲トツコー児童たちが受信している何かじゃないでしょうか──」

《そしてそれがあの子をおかしくさせた可能性があるんだな？》遮さえぎる水無月アイコン。

「確かく証しようはないけど……何か関係があるかも……」

《だったら送信経路は無視だ。要撃小隊が受信する前に、僕が受信する設定にしろ》

　ぎょっとなる。「僕にそんな権けん限げんないし……君がおかしくなったら──」

《君には言ってない。そこにいる大男に言っているんだ》

　慌あわてて振ふり返る冬真──背はい後ごに仁王立ちのディーゼル課長＝水無月アイコンを力強く見つめる／力強く告げる。「受信先を人工知能ＡＩにすることや、セーフガード車両〈アイギス〉が搭とう載さいする代だい替たいＡＩにすることも可能だよ、水無月くん」

《バカ言え。そのノイズが〈ヒドラ〉設定の情じよう報ほう汚染なら全ＡＩが汚染される。そもそも最強の〈盾アイギス〉は僕だぞ。情報汚染を最も効果的に防ふせげるものはマスターサーバーさえ干かん渉しようできない、人間の脳に決まってる。さっさとそのノイズとやらを僕の脳のうに送り込め》

　凝ぎよう然ぜんとなる冬真──水無月アイコンと課長を交こう互ごに見ることしかできず──他の解かい析せき官たちも、アデライードとクラリッサも、現げん場ばのニナすら口を挟はさめず。

《早くしろ。前のボスなら、すぐにやってくれている。何をもたもたしている──》

「私は彼女とは違うよ、水無月くん」ディーゼル課長──小こ脇わきに抱かかえた端たん末まつを掲かかげてみせる。「既すでに設定済ずみだ。私の方から君に頼むつもりだった。君の言う通り、接続官コーラスの最も危険な役目は、現場の隊員を、汚染から守る盾たてに──スケープゴートになることだ」

　言葉を失う冬真──止められず／やめてと言うこともできず。

《わかってるじゃないか》笑い──不ふ敵てきに。《少しあんたが好きになったよ、ボス》

「ありがとう」素す早ばやく端末を操そう作さするディーゼル課長──水無月アイコンが消えた。

　その脳力を傾けい注ちゆうするためにアイコンを消したのだと冬真にはわかった。

　カプセルの中の水無月を振り返る──その顔がかすかに笑った気がした。

　緑に輝かがやくキリギリスの羽が、チチチチとひときわ高く音を立てた。

《なんだこれ……》水無月──息をのむように。《瞑めい想そう……いや、あの子の……夢ゆめ……？》




　北東エリア──豪ごう雨うの降ふり荒すさぶ地面に倒たおれた小こ柄がらな少女──雛＝朦もう朧ろう／通常の姿すがた。

　青い光点が自分の胸むねにともった直後、集熱点が形成されると同時に、爆ばく弾だん魔ま的な本能によって、ゆいいつの生き延のびる手しゆ段だんを選せん択たく──抗磁波を照しよう射しやされて甚じん大だいな熱を送り込まれる特甲トツコーを、自分の体から分ぶん離り＝還かん送そうを実行──羽すら消していた。

　結果──粒りゆう子し状じように分ぶん解かいされる特甲トツコーが集熱作用を一瞬で散消──だが目の前の空気が高熱を帯びることは防げず／両手足をたたんでガード＝蒸じよう気き爆ばく発はつ──吹ふっ飛ばされたせいで再さい転送する前に地面に落下──なんとか頭から落ちることを避さける／膝ひざから落ちる／両りよう脚あしが砕くだける／水たまりに転てん倒とう──爆発と落下のショックと、そんなこと、あるわけない、という思いで呆ぼう然ぜんとなり、仰あお向むけに横たわったまま、その光景を見ていた。

　濛もう々もうたる白はく煙えんの中を、悠ゆう然ぜんと浮ふ遊ゆうする真っ青な甲かつ冑ちゆう──両脚の羽が魚の尾おびれのように優ゆう雅がにたなびく／ゆらめく──まるで異い形ぎようの人魚。背せの四つの羽／甲冑と化した四つの羽が、苛か烈れつな抗こう磁じ圧あつを発生＝そのエネルギーを両りよう腕うでの剣けんが放った──見み境さかいなく。

　水みず銀がね色の甲冑が、損そん傷しようした両腕の再転送をためらうように、さっと飛び去ったのに。

　煙と炎ほのおのどこかに消えた敵を追って光点を連射──空を爆ばく炎えんに染そめた。

　敵集しゆう団だんが占せん拠きよした宿しゆく泊はく施し設せつの一階ロビーを攻こう撃げき──人も建物も車も灰かい燼じんに帰した。

　それだけでは飽あき足らず、形あるものへ次々に光点を放った。

　東ゲート＝第三／第二／第一──真っ赤な泡あわになって弾はじけて消えた。

　そこらにある木も車も外灯も──連続的な集熱の反動で羽が焼けつき、甲冑の中にいる自分自身すら危険な状じよう態たいになろうとも、全すべてをワニの腹はらの中に収おさめなければ、という思いに満たされていた。悲しい気持ち。楽しい気分。愛いとしい思い。優やさしさ──泣きたい心／泣いている心／泣くことを忘わすれてしまった心──全て何もかも。

　ワニが食べるということは、その腹の中で永遠に守られるということだった。現実の世界では決してかなわないことを、ワニの腹だけがかなえてくれる。ワニの笑い／ワニの牙きば／ワニの心は、そのために生まれたのだから。チクタクチクタク鳴り続ける機械仕じ掛かけの心しん臓ぞうの奥おくで──決して失われずに忘れずにいた、幸せな願望の全てを守り続けるために。

　いつひどいことが起こるかわからない現実の世界から消し去ってやれ──ワニが笑う。憎にくいと思うものも、大切だと思っているものも何もかも。あそこにいる小さな仲間も。あの少女だっていつ失われるかわからない。パパとママみたいにひどい目に遭あって死ぬかもしれない。自分だけ残して。だったらここで消してやれ。あの少女だってそれを望んでいる。あんな風に地面に寝ねたままこちらを見ている。消してくれと言っている──

　カチンと音を立てて両腕の剣が展てん開かい──猛もう烈れつなエネルギーを送り込こむための照しよう準じゆんたる青い光点が、少女の胸にともったとき、にわかに声が響ひびいた。

《よせ！　アリステル！》

　虎とらが吠ほえたようなものすごい迫はく力りよくを持った男の声──ワニにはない温かさを感じた。

　かと思うと、すーっと何かが遮られる感覚に襲おそわれた。それまでまったく意い識しきに届とどいて来なかった声／光景／認にん識しきが、いきなりいっぺんに心の中に飛び込んできた。

　甲冑の中で、眠ねむるように閉とざされていた乙ツバメの左目が、はっと大きく見開かれた。

　仰向けに倒れた雛──自分を真まっ直すぐ見上げている──その口から放たれる泣き声。

「そんなこと、あるわけない！」

　その雛の体が真っ赤な泡になって弾ける寸すん前ぜん──背に展開していた、残り四つの羽を、両腕の剣に巻まき付けていた。照射されるエネルギーを相そう殺さい／密みつ封ぷう／抑よく制せい──それでも抑おさえきれず高熱が発生する寸前、見境なく放たれていた乙の熱線の中を走り抜ぬけ、傷きずだらけになった日向ヒナタの機体が飛び込んできて、雛の体を覆おおった。

　操そう縦じゆう席せきの装そう甲こうが赤熱──ぼん！　と歪ゆがんだ。その熱が操縦席の内部を焼く前に、装甲を開放──内側から日向が両足で蹴けり飛ばす／ひしゃげた装甲が吹っ飛ぶ／地面に転がる。

　すーっと下か降こうする乙──巻きついていた羽がほどける──顔が現あらわれる。

　還送の実行＝エメラルドの輝きとともに地面に下り立ち、かくんと膝をついた。

　意識が薄うすれる──機体の下から雛が出てくる──前のめりに倒れる自分を逞たくましい腕が支ささえてくれる──声。「大だい丈じよう夫ぶか、アリス」「乙ちゃん……」

　見上げる──何も見えない──左目／右目──両方の目からなぜか涙なみだが溢あふれて──

「オレ……ナマクラだ……」

　そう呟つぶやいて意識を失った──ワニの腹ではなく、本来の眠りに落ちた。




　会議棟とう──天てん井じようをぶち抜く──床ゆかを吹き飛ばす──抗磁圧の衝しよう撃げきをいち早く察知／揚よう力りよくに優すぐれたアゲハチョウの羽の機き能のうを最さい大だい限げんに発はつ揮きして全身の重じゆう装そう備びにもかかわらず迅じん速そくにかわす／最小限の動きで上下左右へひらりと舞まう──次々に榴りゆう弾だんを放って爆ばく炎えんと散弾で牽けん制せいしながら、相手が攻撃のための抗磁圧の衝撃を放ち、そのせいで甲冑を覆う防御のための抗磁圧が低てい減げんした瞬しゆん間かんを狙ねらって、精せい密みつ無む比ひに掃そう射しやを浴びせかけた。

　心は何も感じない──恐きよう怖ふも驚おどろきも悲しみも怒いかりも何もない──この都市で最も人じん格かく改変プログラムが進行した特甲トツコー児童として、さらに最も理想的な人格化を果たすべく、一個この精密機械となって、強大な敵てきに伯はく仲ちゆうしようとしたとき──

　にわかに何かに心が遮さえぎられる感覚──急に目が焦しよう点てんを結ぶ／はっとなる／呆然──自分の四し肢しにいつの間にか現れている強力な重火器──そこら中の惨さん状じようと炎──

《すごいね》無線通信──炎の向こうに浮ふ遊ゆうする甲冑＝まるで十分楽しんだと言うように、だらりと斧おのを持つ手を下げた。《レベル２のまま、ここまでやれるんだ。トラクルおじさんが欲ほしがるのもわかるよ。君なら壊こわせるかもしれない──この都市の心臓を》

　冷え冷えとした声──すーっと後こう退たいしてゆく──壊れた壁かべから外へ出る。

　慌あわてて追いかける──衝撃＝目の前の床と壁がまとめて砕け散った。粉塵の壁を飛び抜けて機き銃じゆうを突つき出す──いない──咄とつ嗟さに頭上を見た。

　とてつもない上空──自分の羽の探たん査さすら届かぬ高みへ──なんという高度か。

《泣いている君を食べに来るよ》笑うような声。《心まで機械になった君を食べると、もっと飢うえてしまうかもしれないから》

　ぎくりとなった。いったい自分が何にショックを覚えたのかもわからないまま──冷たい豪ごう雨うが降ふり注ぐ空を見上げながら、なぜか慌てて機銃以外の武ぶ器きを還かん送そうし、そして、震ふるえている自分に気づいた。いったいどのように戦ったのか──そもそも自分が戦ったのかどうか──そう考えること自体に、なぜかひどく恐おそろしいものを感じていた。




　　　　Ⅱ




　国連ビル南東エリア──法ほう廷てい施し設せつ＝大使団だんや一いつ般ぱんスタッフは奥へ／玄げん関かんと周辺道路で防ぼう備びを敷しく〈特憲コブラ〉／警けい備び隊員／戦せん術じゆつ班はん──御ミ影カゲ＝ＰＤＡでセーフガード車両と通信。

「ともかく無事で何よりだ。ここからでも北の空が明るくなるのが見えた。空くう爆ばくかと思ったぞ。乙くんには休んでもらおう。そちらが合流してのち、人員を選んでシスター・アーレを迎むかえに行かせる。まずはそちらの到とう着ちやくを待つばかりだ」

　通信アウト──ふと振ふり向いた途と端たん、苦い顔になる。

「弾だん薬やくが足らなくなる前に、武器を集めているのか。賢かしこい行いだ。相手は君たちの弾薬が残り少ないことを悟さとり、勝てると確かく信しんしている」

　アブドル・アツィム将しよう軍ぐん──玄関先に積まれた敵の火器／壊れたアームスーツを一いち瞥べつ。

「これはまるで機械仕じ掛かけの巨きよ大だいな山や羊ぎだ。この姿すがたでは〈馬に乗った兵士ジヤンジヤウイード〉とは呼よべない。〈犠フ牲イにダさフれオたア魂ド〉は文字通りだな。キリスト教では山羊は犠ぎ牲せいの象しよう徴ちようなのだから。しかし黒山羊は悪あく魔まであり、異い教きよう徒とをおとしめるための小道具ではなかったかね？」

「装備に宗しゆう教きよう性せいを求め始めると、そちらが禁きんじる偶ぐう像ぞう崇すう拝はいに抵てい触しよくし、丸まる裸はだかで戦わねばならなくなりますな」御影──鷹おう揚ように／皮肉の爪つめ。「それはともかく、安全な場所に引っ込んでいただきたい。法廷で大使団を相手に一席ぶっていたらいかがかな？　それとも法廷で裁さばかれる前に、勇ゆう敢かんに戦って死にたいと言うのではないでしょうな」

「勇敢に戦う兵士に、高い給金は払はらわない。貴き重ちような武器を浪ろう費ひするし、すぐ死んで武器を敵に奪うばわれるからだ。賢く戦う兵士だけを選んで優ゆう遇ぐうするのが軍隊を強化するこつだ」

「商売が達者らしい。かつての民主主義の戦士が、戦争商売に目覚めたというわけだ」

「私は民主主義デモクラーテイーヤの信しん奉ぽう者しやだ。多くの民族シヤアブを統とう一いつするには殺さつ戮りくが必要な場合もある」

「ぜひその言葉を法廷で口にしていただきたい。その場であなたの虐ぎやく殺さつ戦せん犯ぱんが確定だ」

　真っ白い歯を見せて笑った。「戦争には殺戮がつきものだ。それは誰だれもが知っている。そして同じくらい、戦争が金になることを誰もが知っている」

「みんなが物知りというわけだ。であれば、さぞ平和な国家が築きずけたでしょうに」

「虐殺が望まれる社会がどんなものかわかるかね？」

　ずしりと重い声こわ音ね──御影が思わず黙だまる──将軍が微笑ほほえむ。

「私たちは知っている。自分たちがどれほど貧しいかを。白人が作り上げた豊ゆたかな世界に私たちは入っていないということを。私は子こ供どもの頃ころ、村に来たゲリラに兵士としてつれていかれた。家を焼かれ、魚をとるための網あみと船を焼かれ、銃を与あたえられ、少年兵となった。最初の仕事は、大人たちの代わりに地じ雷らい原げんを歩かされることだった」

「……そしてその後、国連難なん民みん弁べん護ご団だんによって難民として認にん定ていされ、先進国で教育を受け、祖そ国こくに戻もどって民主主義を広めた──という経けい歴れきでしたな。実じつ際さいのところ、あなたのその人生に、私は敬けい意いを払う。あなたの生命を他の者たちと同じく守るべきだと思っている。法廷であなたがどうなるかは私の仕事ではない。ただし、いつ弾丸が飛んでくるかわからないこの危き険けんな位置から、あなたを追い払うのは、私の仕事だ」

「君は賢い戦士だ。その君が今、地面に這はって弾丸を避よけようとしていない。心配せずとも、私は危険を避けるすべに長たけている。地雷がある場所を見み抜ぬいたから生き延のびた」

「だが今のこの危機を見抜くことはできなかった」

「いいや私にはわかっていた。だが私の国から、蛇ハイヤを去らせるために必要だった」

　御影の目が光る。「必要だったから、どこかの国と一いつ緒しよになって大だい統とう領りようを暗殺した？」

　将軍の微笑み──耳たぶを飾かざるダイヤ／金のネックレス／宝ほう石せき入りの指輪＝全すべてが輝かがやくようなエネルギーの発散。「一つ教えよう。アフリカの戦争は、どの国の戦争とも違ちがう。ある国とある国が戦い、国民が死ぬ。だが殺したのは第三の国かもしれない。二つの民族シヤアブが戦う。だが殺戮したのは三つ目の民族かもしれない。誰が誰を殺したのか、簡かん単たんにはわからない。我われ々われの戦争は、この地上で行われるどの戦争よりも、混こん沌とんをきわめている」




　ＢＶＴビル──四階＝独どく占せん状じよう態たいの会議室にてモニター越ごしに会話＝安あん堵どの表ひよう情じようのヘルガ。

「では、要よう撃げき小隊は三人とも無事なのね？」

《はい》毅き然ぜんと返すニナ──だが色いろ濃こい疲ひ労ろう／心の打撃／胸むな元もとにミッターマイヤーの血の跡あと。《なお解かい析せき班はんが、ノイズの解析から特とく徴ちよう的な数列を発見。人じん格かく改変プログラムにかかわる、ある種の信号ではないかと推すい測そくしております》

「特甲トツコー児童の心を、トラウマから守るための人格改変プログラム──逆ぎやくにそれが特甲トツコー児童たちを過か剰じように戦せん闘とうに適てき応おうさせるという長年の問題が解決するかもしれない……また、敵の特甲猟兵も、その信号を受け取っているはず。ならば……」

《信号が発生した場所にいる……見えない敵の位置を判はん明めいさせる有力な手がかりかと》

「……多数の援えん軍ぐんに等しい情じよう報ほうね。本当の援軍の方も、じきに実じつ現げんする見通しよ。それまでなんとしても人員の損そん耗もうを防ふせぎ、現場の人命保ほ護ごに徹てつしてちょうだい。──あなた自身もよ、ニナ。私からあなたを失わせないで」

《はい》喜びの輝き──感かん涙るいしかねず目を伏ふせる。《必ず……ヘルガ長官》

　通信アウト──立ち上がるヘルガ＝インターフォンで地下の聴ちよう取しゆ室へ連れん絡らく。「エゴン局長、新たな事案が浮うかび上がりました。拘こう置ち中の男を尋じん問もんする許きよ可かをお与え下さい」

　エゴンのいらえ──神しん経けい質しつそうに。《……よかろう。許可する》

「感かん謝しやします」部屋を出て地下へ──ささやき。「……ジャック・パーキンスことシモン・オルメルト──あなたの祖国には悪いけれど、そのレポートを活用させてもらうわ」

　一度だけ封ふう筒とうを開く──メッセージを全て読む／準じゆん備びを終えて尋問室へ向かった。

　捜そう査さ官かんからイヤホンを渡わたされる＝尋問中に聴取室と情報をやり取りする小道具。

　入れ替かわりで尋問室に入る──男の緑の目が嬉き々きとした輝きを帯びて迎むかえる。

「こんばんは、クローネンブルクＭＳＳ長官。雨のせいで帰き宅たくできないかね？」

「ええ。お陰かげでひと晩ばん、あなたの顔を見て過すごせるわ」艶あでやかな微笑み──鋭するどい刺とげをふんだんに秘ひめて席に着き、笑みを消して告げた。「プリンチップ社とは、第五のＣ、すなわち紛ふん争そうダイヤが生んだ兵器売買ネットワークそのもの。〝一人であって大おお勢ぜい〟──〝影かげと影のつながり〟。そして戦犯法廷の真の狙ねらいは、ハルツーム政せい権けんの解かい体たいを通して、アフリカ全土の兵器売買ネットワークを解体することよ」

「なるほど」感心したように何度もうなずく。「で、それが私に何の関係があると？」

「証しよう人にんの一人であるＦＢＩ捜査官の証言で、三つの情報が得られたわ。戦闘機の墜落。〝トロイの木馬〟。ハルツーム政権が売ばい却きやくしようとした何か。これら三つは、一つの事実の三つの側面。すなわち墜つい落らくした戦闘機は、〝トロイの木馬〟作戦でわざとアメリカが落とし、ハルツーム政権に回かい収しゆうさせたもの。その機体の情報が中国やイランに流れることを見み越こして。テロリストを操そう作さするための秘ひ密みつ作戦を、もう一つの超ちよう大国たる中国に仕し掛かけたのよ。しかし中国はその罠わなを見み破やぶり、なんらかの手しゆ段だんで、戦闘機を完成させてしまった。そしてイランにその戦闘機が流れることを恐おそれたイスラエルが、スーダン大統領の暗殺を決定──パーキンス氏に望まぬ仕事を命じた。懇こん意いであった大統領をその手で暗殺させたのよ。アメリカも自分たちの失敗からイスラエルによるスーダン大統領暗殺を黙認した」

　男が目を見開いて笑みを浮かべる。「なんとも手の込こんだ陰いん謀ぼうだ」

　無む視ししてたたみかける。「エルファシルの虐ぎやく殺さつの引き金も、ダルフールに墜落した戦闘機よ。たった一つの機体がもたらす巨きよ額がくの利り益えきの奪うばい合いが、長年の民族対立に再ふたたび火をつけた。そしておそらく中国軍のパイロットが最さい新しん鋭えい戦闘機で亡ぼう命めいしたのは、その機体に、墜落した戦闘機のオリジナルパーツが用いられているから。すなわち戦闘機の電子頭脳に記録された航空ルートが、スーダンでの一連の事じ件けん、多くの国々の駆かけ引き、兵器売買ネットワーク、それら全てを解明する、ただ一つにして最大の物的証しよう拠こだからよ」

「……それで？」

「七人の証人は、まさに兵器売買ネットワーク解体の切り札。世界の仕組みを変えるきっかけをもたらす人物たち。またアメリカが法ほう廷ていを肯こう定ていするということは、自分たちが兵器売買ネットワークに関かん与よした証拠を消し、〝強いアメリカ〟から〝正しいアメリカ〟への転てん換かんを果たそうとしているということ。アメリカの捜査官が一人もあなたを尋問しに来ないのは、国内の大おお掃そう除じ中だからよ。今いま頃ごろ、プリンチップ社と取り引きを行った政治家、官かん僚りよう、諜ちよう報ほう機関員が、のきなみホワイトハウスを追放されているのではなくて？」

「私が答えられることは一つだけだ。あの国は夢を捨てられない。いつまでも超大国でありたがっている」

「あなたがハンガリーとこの国を頻ひん繁ぱんに行き来するのも、〝強き国〟を求める人たちのためかしら？　平和的攻こう勢せいという〝誓ちかいなき剣けん〟を求めて国家の仕組みに手を触ふれようとする人々に、転送システムというこの上なく素す晴ばらしい餌えさをちらつかせてみせた？　あるいは、戦闘機という、先せん制せい攻こう撃げきには必要不ふ可か欠けつな兵器の素晴らしさを説いた？」

　男──蛇そのもののような、一いつ切さいの感情を悟さとらせない眼まな差ざし──笑えみ。

「そんなにも微笑ほほえましい夢ゆめ物語を、君に吹き込んだ人物の名を知りたいものだ」

「私は、あなたに今の名と顔を与あたえた人物の名を知りたいわね」

「亡なき父と母さ。ところで、君はどうも、二つの道を選せん択たくさせられるタイプのようだ。暗殺されるか、暗殺するか──君はどちらかね？」

「むろん暗殺を止とめるわ」

「君は真実の一部になろうとしている。それは個こ人じんであることを捨すてる道だ」

「私は私に刻きざまれた雷らい火かをもって、個人であり続けるわ。あなたの言う真実の前でも、国家の前でも。たとえ、過あやまちに満ちた国家を正すため、自ら手を下す必要がある場合でも。法の網あみの目をすり抜ぬける第二の男を、銃でしか止められないのならば──迷いなく」

　イヤホンからにわかにエゴンの叫さけび。《バカ者！　尋問の記録を破は棄きしろ。破棄だ。今の会話は他言無用だ！　ヘルガ、さっさと戻もどれ！》

　微び笑しよう──最後に男を見つめて、言った。「あなたたちにできることは証人の抹まつ殺さつだけ。彼らが作った道は決して閉とざされない」

　微笑──リヒャルト。「世界が平和でありますように。私の本心からの願いだよ」

　部屋を出る──入れ替わりで捜査官が入ってくる。

　人目がないことを確かく認にんしながらホールで待つ──やがて激はげしい足音──エゴン。

「尋問を許可していただいて感謝いたしますわ、エゴン局長」

「公安部隊を預あずかる者が、国家を否ひ定ていし、テロリズムを肯こう定ていするような言動を──」

「いいえ。国家の否定ではなく、国家の是ぜ正せいです」

「やめろ。まるで、過か激げきな国粋主義者ナシヨナリストのような口ぶりだ」

「いいえ。彼らとは違ちがいます。彼らの望みは平和的攻勢という名の、先制攻撃の権けん利り」

「やめろ、ヘルガ。そんな憶おく測そくを──」

「私たちの国は、平和憲けん法ぽうにおいて一いつ切さいの先制攻撃を放ほう棄きしました。決して自分たちから他国に攻せめ込まない。その国家としての誓いを破ろうとする者たちがいるのです」

「よさんか！　そんな憶測をこのＢＶＴビル内で口にするとは──」

「憶測ではありません。〝アンタレス〟事件で〈白き盾ヴアイスシルト〉が望んだような核かく武ぶ装そうだけでは意味がないと考える一いつ派ぱがこの国にいて、他国への先制攻撃を可か能のうとする法の制定を狙ねらい、そしてそのために敵てき性せいの転送システムの構こう築ちくを手助けしているとしたら──」

「よせと言っているのだ、ヘルガ！」

「先制攻撃を復ふつ活かつさせてはなりません……それはかつての大戦の悪あく夢むをもたらします。異ことなる民族を〝誤あやまり〟とみなし、己おのれ自身のみを〝正しい〟とみなす、攻撃的で排はい他た的な民族主義を、この国に復活させる契けい機きとなるでしょう」

　エゴン＝悶もん絶ぜつしそうな目／きりきり歯は軋ぎしり／怒いかり──あるいは畏い怖ふ。

「国連都市の事じ件けんを収しゆう拾しゆうするため、会議室に戻りますわ」

　相手が何も言わないのをいいことに退たい去きよ──戻りながらＰＤＡに〝所見〟を入力。

　尋じん問もんした男の表ひよう情じようを思い出す──何も読み取れない顔──読み取らせない顔──推すい測そくの全すべてが逆ぎやくに確信に変わった。カール・クラウスのメッセージ──最後の一行の意味が。

〝翼つばさを守れ〟──七人目の証人と戦闘機。いまだ謎に包まれたこの人物だけは守らねばならない。たとえ六人の証人がことごとく死に絶えたとしても。

　コール＝ニナへ。「私よ。法廷を巡めぐる意図が見えたわ。私の〝所見〟を送ります。鳳さんから電話相手に伝えさせて。互たがいの情報が、真に守るべき存そん在ざいを教えてくれるはずよ」




　会議棟とう＝二十二階通路を、用心しながらハロルドとともに進む鳳──通つう常じようの姿すがた／まだどこかぼんやりしたまま、困こん惑わくしつつＰＤＡに応おう答とう。「また、あたくしが……？」

　ニナ──四の五の言わせず。《長官ご自身の指令だ。また、先の戦せん闘とうで特甲トツコー猟兵の転送限げん界かいが特定された。見えない敵である〈アルラウン〉が回数制限、〈エアリエル〉が時間制限だ。現げん場ばの人間同士、互たがいの人員を救う鍵かぎとなる情報を共有し、協力し合え》

「……了りよう解かい」代わってくれればいいのに、と思いながらハロルドを追う──ふらつく。

　何かがおかしかった。ニナたちが負ふ傷しよう者しやとともに南東エリアの法廷施し設せつへ辿たどり着こうとしている──乙が危き険けんな武ぶ器きを用いたらしい──乙も雛も疲ひ労ろうと打だ撃げきが激はげしい──いまだ敵てき勢せい力りよくは健在──シスター・アーレは保ほ護ごできず──何一つとして心に届とどいてこない。

「少し休もう」ハロルド──鳳の様子を察してロビーのベンチを指さす。

「はい……」従したがう──ベンチに座すわる／ハロルドが自動販はん売ばい機きにコインを入れる音が頭に響ひびく／チャリン、カチン、コトン／自分の心が条じよう件けんを整えようとしている──という認にん識しきが急に湧わく──意味がわからない──かぶりを振ふったところで紙コップを差し出された。

「ありがとうございます……」温かなカフェオレ──口にする──何の味もしない──何でもいいから自分を現実に引き留めるものが欲ほしくて言った。「ホイテロートはこの近くで、あたくしたちを狙っているのでしょうか」

「懸けん命めいに態たい勢せいを整えているのは確たしかだ。敵は、状じよう況きようを操そう作さし、証人たちを移動させ、殺しやすい位置におびき寄よせていた。だが君たちが敵に通信を読まれないようにしたため、敵はシスターの位置をつかめずにいる。暗殺者として送り込むはずだった第一の射しや殺さつ犯はんは、いまや広大な国連ビルをさまよう身だ。武力で押おし切るために放った二人の特甲トツコー児童は、君たちの働きで撤てつ退たいした。二つの武装集しゆう団だんは、法ほう廷てい施設に集結した部隊が食い止めている。ホイテロートにとっては、実に厳きびしい状況だ」

「はい……」戦意が湧わかず──ただ敵の抹殺方法を思案。ぞっとなるはずの考え──機械的に人を殺そうとしている──だがそんな自分に何も感じない。

「私たちにはここから国連ビルへ移い動どうする途と中ちゆう、三つ選せん択たく肢しがある。シスターを保護する、第一の射殺犯を捕とらえる、ホイテロートを捕らえる──どれもがシスターを救い、事態を解決に導みちびく。だがホイテロートは、我われ々われを相手にすれば指し揮きできず、指揮に専せん念ねんすればシスターを保護され、自らシスターを狙おうにも位置がわからない。私としてはこの最大のチャンスを活いかし、なんとしてもホイテロートを捕らえたいところだ。まず君はここで電話相手のことを考えたまえ。私はホイテロートの潜せん伏ぷく地点を洗あらい出す」

「はい……」機械的に携けい帯たい電話を出す──先ほどの戦せん闘とうのせいで特甲トツコーの内側に収しゆう納のうされていたにもかかわらず傷きずだらけだったが無事にコール──ぼうっと宙ちゆうを見ながら待った。

《よう……》相手が出た──明らかな涙なみだ声ごえで。

　ものすごくびっくりした──一発で現実に引き戻もどされた。

「あの……あたくしです」思わず言い直す。「あたくしというのは鳳・エウリ……」

《わかってる》必死に嗚お咽えつをこらえるような声。《こっちは涼月スズツキ・ディートリッヒ・シュルツで、さんざん雨の中を走って鼻水垂たらしてる最中だ。情報か？》

「え、ええ……」妙みようにそわそわ／気まずさをまぎらわすためにカフェオレをすする──温かなコーヒーの味が広がる。「あの、何かあったのですか……」

《ねーよ》急に嚙かみつく──皮肉。《で？　中国人の男の名前と生年月日は？》

「じきに答えが出せる見込みですっ」思わずきっとなって返す──まったくなんて可愛かわいくない人だろう／解かい析せき班はんが入手した軍のデータをＰＤＡで参照しながら言った。「重要な情じよう報ほうが判はん明めい。一つは、こちらにいる特甲トツコー猟兵の一人は、あなたがおっしゃった白露シラツユ・ルドルフ・ハース──通つう称しよう〝鳥殺し〟の少年でした」

　異い名みようの由来──データによれば、〝鳥殺し〟とは派は兵へい先で戦闘機を撃げき墜ついしたことからついた名らしい──ぞっとしながらその情報を伝えようとして遮さえぎられた。

《……よく生きてたな、お前》とっくに全すべて知っているような口調。

「当然です！」少年の冷たい微び笑しようがよぎる──どうやって撃退したか上う手まく思い出せない／だが会話相手の声が、自分を現実に引き留とめるという安心を感じた。「また、そちらとこちらの戦闘データを解析した結果、敵てきの特甲トツコー猟兵の転送限界が確実となりました」

《転送……限界？》

　これについては知らないらしい──データを参照しながら細説。「彼らには、特甲トツコー転送の時間や回数に制限があるのです。マスターサーバーの干かん渉しようを防ふせぐ上で避さけられない欠点であるとのこと。それを突つけば、あたくしたちにも勝機が生まれます」

《よし。連中が時間切れになるまで、とことんやり合ってやるさ。他ほかには？》

　とことん不敵で好戦的で短たん絡らく的──せめて重要な情報を提てい供きようしたのだから、御お礼れいの一つも口にしてくれたっていいのに／ちょっとため息をつく／ＰＤＡでヘルガの〝所見〟を読み出しながら言った。「もう一つは〈荷〉についてです。そちらの空港に〈荷〉を送った人物こそアロイス・ブルナーの子し孫そんである可か能のう性せいが濃のう厚こうで、プリンチップ社のエージェントがどちらの男であるかを示しめす、有力な証しよう拠こになると思われます。またそれに関し、戦せん闘とう機きの航こう空くうルートが重要になるでしょう」

　推すい測そくと仮か定ていの塊かたまり──ヘルガは確かく信しんしているのだろうが、口にしている鳳としてはいつ外れるかわからない天気予報のような気分。

《どういうことだ？》不満げ──もっと確実な情報を欲しがっている。

　どうせまた悪口雑ぞう言ごんが返ってくるのだろう、と思いながら半ば諦あきらめつつ詳しよう細さいを告げた。

「つまり〈荷〉と戦闘機が、同じルートを通ってきた可能性があるのです。戦争を隠かくれ蓑みのにした、武器密みつ輸ゆや資し金きん洗せん浄じようといった違い法ほう行こう為いのためのルートです。中国人のパイロットは、いわばそのルートを国こく際さい社会に知らしめようとした内部告発者ではないでしょうか。そしてそちらの武装集団の真の狙ねらいは、そのルートを隠すことなのでは──」

《お前すごいな》ぼそっとした声。

「え？　え……？」仰ぎよう天てん──思わず立ち上がった。ハロルドに振ふり返られる／何でもないとかぶりを振る／再さい着席──動どう揺よう＝まさか誉ほめられた？「な、なにがですか……？」

《なにって……よく、そんなこと思いつけるな。あたしは、さっぱりだ》

　謙けん遜そんでも傲ごう慢まんでもない、まるっきり素すのままの様子──大いに狼ろう狽ばいさせられる／ハロルドやヘルガや解析班など抜ばつ群ぐんの推察力の持ち主たちが構こう築ちくしたものを、自分一人の成果と思われてはたまらない──顔を真っ赤にして否ひ定てい。「べっ……別に、あたくし一人の考えではなく、各員の情報を総そう合ごうしただけですっ。つ……つまり、あたくしが言いたいのは、国際的な違法ルートが関係するなら、戦闘機の航空データもまた国連都市での戦犯法廷を左右するものとなります。ですからパイロットと同じく、戦闘機も守るべきなのです」

《わかった》結けつ論ろんが出るや、からっと元気な声──だが、かえって湿しめっぽい響ひびきが浮うき上がる。《こっちは女パイロットを追っかけてるところだ。戦闘機も一いつ緒しよに守ってやる》

　つい余よ計けいなことを訊きいた。「あの……。もしかして……泣いているのですか……？」

《バーカ。そんなヒマあるか》悪あく態たい──必死に心を保たもつためのものとわかる声。《こっちは洪こう水ずいで溺おぼれかけたんだ。泣きべそかいてんのはそっちだろ、お嬢様フロイライン》

「なっ……？」また仰天──飛び上がるように立ち上がった。「な、なんでっ……」

《そっちも国連ビルが沈しずまねーうちに、もっと情報よこせ。じゃーな》

　一方的に切られそうになって、慌あわてて引き留めようとしたところへ、とどめの言葉。

《お前の情報でこっちがヘマをせずにすむかもだ。ありがとうな、泣き虫お嬢様》

　ぷつっと切られる──だが怒いかりも不ふ快かいも感じなかった。驚きよう天てん動どう地ちの事態でそれどころではなかった。なんとこの電話相手が御礼を言った──しかも信じがたい呼び方をして。

　泣き虫お嬢様フロイライン──脳裏に失った仲間の面おも影かげ／声／優やさしい微笑ほほえみ──そして記き憶おく。

　煙草たばこのにおい。

　いきなり動どう悸き──胸むねの奥おくで何かがざわめく／不安？／喜び？／なんだかわからない。

　だが激はげしく心を揺ゆさぶられる──胸を突つかれる──うっすら涙なみだすらにじみかける。

　意味もわからないのに──何かがとても悲しくて、そして何かがとても嬉うれしかった。

　唐とう突とつによみがえる光景──〝アンタレス事じ件けん〟──崩ほう壊かいしたタワー。

　自分が助けた、黒くろ髪かみの少女のふてぶてしい笑み──煙草。

　あの子だ、と思った。この電話相手は、やはり、あのときの少女だ。そして──

　それ以上の確信が込こみ上げてきた。止まらなかった。意味もわからないのに──

　あの子のことを自分は知っている──ずっと以前に──どこかで会っている──

「大だい丈じよう夫ぶかね？」ハロルドが真顔で訊きいてくる。

「はい……」微笑んだ──その双そう眸ぼうから、なぜか、とめどもなく涙を流しながら。

　かつての事件で助けたはずの自分が、逆ぎやくに助けられた側であるかのように、電話相手に対する感かん謝しやの念が湧わいていた。いつかどこかで失しつ墜ついする自分を引き上げてくれたに違ちがいない──失われてはいけないもの──涙を流すことができる、この心を救ってくれた──

　そこへ──脳裏に響く、突然の声。

《聖せい母ぼの再さい来らいたるシスター・アーレに、真実の祝福を！》

　何もかもを暗くら闇やみに引きずり込む、嬉き々きとしたリヒャルト・トラクルの笑い声。




　　　　Ⅲ




　国連ビルの南側──雨の音が僅わずかに届とどいてくる四十二階の一室。

　職しよく員いんたちのひそかな憩いこいの場所である広こう報ほう準じゆん備びブース──希望と絶ぜつ望ぼうの狭はざ間まで生きる心＝世界各国の子こ供どもたちが描えがいた絵──地球温おん暖だん化かで沈む故こ郷きようの絵／燃もえ盛さかる木に縛しばり首にされた家族の絵／砕くだけ散る自分の家を描いた絵／真っ黒い太陽の中から降ふり注ぐ爆ばく弾だんの絵／地じ雷らいで手足を失った人々の絵／家もなく道ばたで眠ねむるストリートチルドレンたちが恐きよう怖ふの中で眠る絵／配給された食品を入れる発はつ泡ぽうスチロールを燃やし、有機化合物の煙けむりを吸すって頭を麻ま痺ひさせることで暴ぼう力りよくへの恐怖を忘わすれようとする子供たちの絵──

　絶望──そして希望へ向かうための絵。

　その一つ一つの絵を、祈いのりを込めて見つめながら、シスター・アーレは携けい帯たい電話に向かって静かに言った。「この世界で、安あん易いに真実や祝福なんて言葉を口にできるのは、あなたくらいのものね。羨うらやましいわ、緑の目をした悪あく魔まさん」

《真実に仕える身としては、あなたに共感するところもなくはなかった。想そう像ぞうを絶する辛つらい生活を送る者たちは、みな、私の大切な顧こ客きやくになりうるのだからね》

「ひどい人生から逃のがれたい一心の人たちを甘あまい言葉で誘さそって、怪かい物ぶつの口の中に放り込むのね、あなた。でも怪物の胃い袋ぶくろがほころべば、その隙すき間まから逃のがれられる人もいるでしょ？」

《ほころびはしないさ。私もあなたも誰だれも真実から逃れることはできないのだから》

「そうね。結局、私も逃にげられなかったわ。あなたの言う真実……〝利益〟という名の怪物からは。でも最後の最後で、その解かい体たいのきっかけを得られたのは確たしかよ」

《数世紀をかけて生み出されたネットワークだ。損そん害がいが生じたところで崩ほう壊かいはしないし世界がそれを許ゆるさない。君が阻そ止ししようとした〈荷〉がこの国に届いたのが証しよう拠こさ》

「ではやっぱりパーキンスさんの調べ通りだったのかしら？　〈荷〉を送ったのは、あなた？　それとも真実を消し去るために、やむをえず誰かが送らねばならなかった？」

《真実はたやすく判はん明めいせず、ゆえに不ふ滅めつさ。君たちの行いは、すぐに無に帰すがね》

「きっと財ざい団だんを管理する誰かさんが、将しよう軍ぐんに任まかされたものを送ったのね……。それはともかく、あなたとともに無に帰すのよ、悪魔さん。私は怪物に勝ち続けた人を知っているの。マザー・テレサという信しん仰こう者しやを。彼女の偉い業ぎようは、救きゆう済さいネットワークという偽いつわりの救いをバラバラに解体したこと。僅か二時間の会議を開くためだけに、一万人の子供を一年間、学校に通わせられるお金が消えてしまうようなたぐいの救済機き構こうを、無に帰したのよ」

《君やマザーがそうしたからといって、世界中の人間が見習うとは限かぎらないぞ》

「そうね。貧ひん困こんを解決する手段はわかりきっている。先進諸しよ国こくの人々がレストランに行くのをやめ、必要もなく車に乗るのをやめ、嗜し好こう品を食べるのをやめ、娯ご楽らくを求めるのをやめ、昔の皇こう帝ていなみの生活をやめ、〝貧困国から商品を買ってあげている〟という考えをやめればいい。それで一千万人単位で人が救えるわ」

《そのために鉱こう山ざんを閉へい鎖ささせたのかね？　そんな夢物語のために？　いずれスーダンの採さい掘くつは再さい開かいされる。世界中の人々があの土地の地下資し源げんを求めているのだから》

「でしょうね。誰も、売ることも買うことも止められない。けれどもマザーは諦あきらめなかった。〝利益〟という怪物の前で、常つねに個こ人じんとして立ち続けた。その経けい営えい者しやとしての才さい能のうをもって、自らを貧者救済のための利益のパイプとなさしめ、何億ドルというお金が彼女を経由して貧者を救った。それでも、マザーは巨きよ大だいな組そ織しきの前で、個人であり続けたわ」

　シスター・アーレの手が、無意識に何かを探さがして衣い服ふくに触れる──ふと、あの顔に傷きずを負った少女にそれを託したのだと思い出し、微笑ほほえんだ。

「〝利益〟の前で生き続けるためには、あなたのように個人であることを捨てざるを得ない。でもマザーは決して暗殺されなかった。どれほど多くの人間が〝利益〟の名のもとで暗殺されたか。東とう欧おうに自由をもたらした前ローマ法王すら銃じゆう撃げきされたというのに、〝利益〟の前で個人として立ち続けたマザーには誰も手を出せなかった。私たちはそれほど偉大な存そん在ざいから学ぶことができるの。それこそ奇き跡せきよ」




　会議棟とうから国連ビルへ──高こう架か通路を全力で走るハロルド／鳳。

　ハロルドが足を止め、通路の窓まどから真まっ直すぐビルを指さし、叫さけんだ。「行け！」

「ですが、あなたの身が……！」

「ホイテロートに襲おそわれることはない。君と直ちよく接せつ対決になる愚ぐをやつは犯おかさない。武ぶ装そう集団もいない。狙そ撃げきさえ警けい戒かいすればいい。第一の射しや殺さつ犯はんがやる気だ。この人物はやはりシスターに親しい誰かで、彼女が足を運ぶ場所を悟さとったのだ。私もすぐに追う、行け！」

　ここまで常つねに最さい善ぜんの道を見み抜ぬき続けてきた男の号令──信じて従したがった。

「転送を開かい封ふう！」機き甲こう化か──窓ガラスを撃うち砕くだいて嵐あらしの空へ──巨大なビルの上階に向かって死に物もの狂ぐるいで飛ひ翔しようした。最も速く飛べる乙はまだ覚かく醒せいしていない──雛はセーフガード車両とともに東エリアにいる──御影たちの部隊は防ぼう戦せんに死力を尽つくしている。

　自分しかいない。敵てき指し揮き官かんを追ってこの地点にいた自分一人しか助けに向かえない。それを同じく痛つう感かんしているニナの必死の叫び。《フロア監かん視しカメラの映えい像ぞう消失！　動きがなかったのは監視カメラを工作していたからだ！　敵を止めろ、鳳！　止めてくれ！》

　傍ぼう受じゆされる男の声──こちらが聞いていることを知って喜んでいる声。《残念ながら、あなたはマザーと同じではなかった。悲しいことだがね。実じつ際さい、あなたは、私と同じ認にん識しきに立てる数少ない人間だよ、シスター・アーレ。あなたがいなくなるのは寂さびしい》

《なら一日も早く、私と同じ道を歩みなさい、悪魔さん》どこまでも強く響ひびく声。《それと、残念だったり、悲しかったりすることがあって？　私も少しはマザーと同じ道を歩めたわ。最後の最後で……やっと、神様の前で、個人でいられたのですもの》

　必死に飛んだ──自分の体に蓄ちく積せきされた打撃を自覚させられながら／背せの羽のユニットが精せい神しんも肉体をも脅おびやかし始めていた／羽という構こう造ぞうを受け入れた脳のうの疲ひ労ろう／羽を背に接せつ続ぞくするための半身半機械たる接続部クツシヨンの耐たい久きゆう疲労──どちらも無視して猛もう風ふうの中を翔かけた。

《後こう悔かいしているのではないのかね？　もっと安らかに神の前に立てたものを》

《後悔なんてないわ。それどころか、久ひさしぶりに夢ゆめを見た気分よ。それとも夢から醒さめた気分かしら。どちらにしても……とても良い気分》

　ニナの叫び。《音おん響きようセキュリティに感知！　シスターがいる部屋の前に誰かがいるぞ！》

　ささやき。《おやすみ、シスター。その高こう貴きな魂たましいが、無事、神の御み許もとに召めされんことを》

　同時に四十二階の北側の窓を掃そう射しやで砕いた──フロアへ飛び込んで大声でわめいた。

「やめて下さい！　お願い、やめてーっ！」慟どう哭こく──制せい止しの役に立たぬと知りながら。

　ダーン！　脳のう裏りにこだまする銃声──傍受された音──爆ばく風ふうを受けたようにのけぞった。言葉にならぬ叫きよう喚かんを迸ほとばしらせて通路を猛然と飛翔──反対区画の部屋へ飛び込んだ。

　デスク／床ゆか──一面に、幼おさない者たちが描かいたらしい絵が散らばっていた。

　その中心──本来ならロザリオを握にぎっていたであろう手を衣い服ふくの胸むな元もとで握り、一方の手に携けい帯たい電話を持ったまま、後頭部を撃たれ、己おのれの血の中で眠ねむる、シスター・アーレの姿すがた。

　その傍かたわらにひざまずいた──心の中の大切なものが残らず砕かれたような思いで。

　ただ宙ちゆうを──虚きよ無むを見た。何も聞こえない──自分の叫びが全すべての音を消していた。




　東エリア──ＯＰＥＣの新しん設せつ本部を占せん拠きよした敵を警戒しながら、じりじり進む戦せん術じゆつ班はんの機体／セーフガード車両＝歯を食いしばっているニナ──スーツの血の染しみに爪つめを立てて。「これほどの装そう備びと人員がいて、数人の証しよう人にんすら、守り通せないのか……」

　無線通信──御影。《やられたのか？　第一の射殺犯とやらの仕し業わざか？　くそっ、セキュリティを全てすり抜けて移い動どうできる者など限かぎられているぞ。いったい誰がやった》

　日向。《気になることを言っていた。誰かが将しよう軍ぐんに任まかされたものを送ったと》

　御影。《将軍に鉱こう山ざんを閉へい鎖ささせた人物が、国際空港に〈荷〉を送った？　パーキンス氏のレポートではそいつがプリンチップ社の創そう設せつに関かん与よしているが誰なのか見当もつかん。ともかく合流を急げ。武装集団が西から南へ移動。こちらの背はい後ごを突つく気だ》

　ニナ──気力を振ふり絞しぼって応こたえようとしたとき、それが目に映うつった。

〝ハエフリーゲ〟の一つが送る映像──宿しゆく泊はく施し設せつ前の広場に置かれたままのもの。

　一いつ瞬しゆんで心が定まる──猛もう烈れつな戦意が溢あふれ出す。「車両を止めろ！」

　にわかに停車──戦術班の機体が急停止。

　通信マイクを握るニナ。「……御影、私はここで車両を降りる」

　慌あわてて制せい止し。《何を言う！　お前が指揮官だ、他に誰がいる！　最後まで諦あきらめず──》

　遮さえぎる──凍いてつく刃やいばのごとき鋭するどさで。「やつの裏をかく。そうでもしなければ勝てん」

　御影が黙だまる／通信官たちが啞あ然ぜんとなる／奥おくの待機室から雛が突とつ然ぜんの停車に不安がって顔を覗のぞかせる──日向の声。《……お前自身が、単たん独どくでホイテロートを追うのか？》

「指揮は続行する。ただし、もしものときは御影が代われ。これは命令だ。いいな」

《くそっ……、待て、何もお前が……》

「他に誰がいる」そのまま相手の言葉を返す──自分の銃じゆうの弾だん丸がんを確かく認にん。

　苦しげな返答。《我われらが白雪姫シユニービツテンの決けつ断だんならば……謹つつしんで従したがおう》

　ニナが車両のドアを開く。「私の携帯電話に全情じよう報ほうを送れ。敵位置とレイバース捜そう査さ官の所見が最さい優ゆう先せんだ。あと、奥の部屋を空けておけ。私がやつを引きずって戻ってくる」

　顔を引き締しめる通信官たち──次々に了りよう解かいを告げる──ニナが車両を降りる。

　再ふたたび走り出す車両／機体──操そう縦じゆう席せきの装そう甲こうが壊こわれた機体から日向が見送った。

　ニナ──振り返らず／土ど砂しや降ぶりの雨を浴びながらポケットから指輪を出す。

　ＮとＯの文字が刻きざまれた〝高貴ゆえの義務ノブレス・オブリージエン〟を意味する指輪──いまだ受け取るべきかわからず／自分が指輪にふさわしいとも思えず／だが少なくとも今は自分が身につけるべきだという使命感──右手の人差し指に嵌はめた。ミッターマイヤーが小指に嵌めていたもの。不思議とサイズがちょうど良かった。指輪を嵌めた手で、銃を握った。

　セーフガード車両の一室に横たわるミッターマイヤーの遺い体たい──各所に置き去りのままの証人たちの遺体が脳裏をよぎった。スーツを染そめる血が、行け、と言っている気がした。

　走った──猛雨の中を／今の己の義ぎ務むを果たすため／熾し烈れつな意い志しを双そう眸ぼうにやどらせて。




　法ほう廷てい施設──玄げん関かんホール／ＰＤＡと通信機を両手に抱かかえた御影＝裏うら手ての部隊へ号令。

「押おし返せ！　こちらの戦力が十分であるところを見せつけねば雪な崩だれ込こまれるぞ！」
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　ホール脇わきの警けい備び室──警備隊員が操作する監かん視しカメラ＝映えい像ぞうモニターに次々に敵てきの姿。

　ロータリーのバリケードから、特大ライフルを構かまえたガブリエル隊長が隊員たちとともにずぶ濡ぬれになって戻もどってくる──御影の前に自分のライフルを投げ出す。

「弾たま切れだ」言いながら敵から奪うばった対空ライフルを担かつぐ──みなぎる膂りよ力りよくで弾丸を叩たたき込んでいく。「西側の敵は退しりぞけた。アームスーツを着ていない一団だんだ」

「映像で確認した。バッガーラ人か？　フール人か？」

「俺おれにわかるものか。連中がパスポートを開いて見せてくれん限かぎり区別がつかん」

　鷹おう揚ように肩かたをすくめる。「連中にも区別がついているのか疑うたがわしいものだ。こちらの背後に回り込もうとしている一団にアームスーツが六体。サテュリスキー型だからフール人だ」

「正面側にはシレンティ型が回り込んでいると報告を受けたぞ。両方来たのか？」

　うなずく御影──最悪の状じよう況きようでも鷹揚さを失わず。「二つの勢せい力りよくの挟はさみ撃うちだ。彼ら同士が戦ってくれれば、こちらの損そん耗もうが減へる。下手をすれば大だい混こん戦せんで収しゆう拾しゆうがつかなくなる」

「賢かしこい兵士たちは混戦を嫌きらう」いきなり声──場ば違ちがいな極ごく彩さい色しきの服＝アブドル・アツィム将軍が来て、ブランデーのボトルを警備室のカウンターに置いた。「夕食をどうかね？」

「それは貴き国こくの習しゆう慣かんか？　我わが物顔でそこら中を歩き回るのをふくめ、実に自由な気風の国ですな」御影──ボトルに口をつけてガブリエル隊長に回す。

「悪くない」ガブリエル隊長──ボトルを呷あおって将軍に返す。「良い気分で人を撃つための知ち恵えというわけですかな？」

「体を温めるためだ。雨の中で銃を撃つというのは、人が想そう像ぞうする以上に、身も心も凍こおる行こう為いだ」自分だけ悠ゆう然ぜんとグラスに注いで味わう。「弾薬はまだ残っているかね？」

「あなたの国のゲリラが豊ほう富ふな銃器を持ち込んでくれたお陰かげで、我々もそこそこ潤うるおっている」御影──皮肉の爪つめをちらつかせながら。「その前に、人員の消耗が激はげしい。だが交代で休ませられるほどの人手もない。いっそあなたも参戦なさいますか？」

　グラスを掲かかげる。「今、君たちがいる場所まで敵が来たら、当然そうするつもりだ」

「それは頼たのもしい限りですな」ガブリエル隊長──あしらうように／ライフルを担いで弾丸をポケットに詰つめ込む。「何しろ我々は、過か去こ十時間、嫌いやになるほど撃ち続けている。人員の中には、いっそ弾薬が尽つきて何もかも終わって欲しいと思う者もいるほどだ」

「きっと彼らも、そう思っているだろう」掲げたグラスをドアの外の闇やみへ向ける──ひどく厳げん粛しゆくに。「あそこで銃を握にぎる者はみな、そう思って、この国に来たのだろう」

　ふいにロータリーに複ふく数すうのまばゆい輝かがやき──セーフガード車両／戦せん術じゆつ班はんの機体。

「来たか……」御影──待ちわびた合流／だが現げん場ば指し揮き官の不ふ在ざいを知り複ふく雑ざつな表ひよう情じようでＰＤＡ越ごしに指し示じ。「車両は地下搬はん入にゆう口に回せ。Ａ１組アー・アイン、ただちに南側の戦せん闘とうを支し援えんだ」

　ただちにバリケードが閉とざされる──車両から降りる大使団だん／将軍の息子むすこ。日向が車両に行き、乙を抱かかえて、雛とともに降りた。移い動どうするセーフガード車両──到とう着ちやくした者たちがホールへ来る／将軍が傷きずだらけの息子を迎むかえる／大使団が他の大使団と抱ほう擁ようを交わす。

　御影──日向／乙／雛＝全員を慰い労ろう。「脱だつ帽ぼうの働きぶりだ。乙くんはまだ……？」

「呼い吸きはしている。医い療りようスタッフを呼よんでくれ」ぼそりと返す日向──毛もう布ふにくるんだ乙の体をベンチに横たえる／雛がそのそばで立ちつくす。

　かと思うと、乙の左目が開かれ、ぼうっとした顔で二人を見上げた。

「乙ちゃん……」雛──不安そうな涙なみだ目め。

「夢ゆめ……？」乙──どこからどこまでが現実だろうと考えるような顔／ゆっくり身を起こす／胸むな元もとでキラキラダイヤが輝かがやく──同じようにキラキラ光るものがこぼれ落ちた。

　不思議そうに拭ぬぐって言った。「変なの……。目が潰つぶれても、出るんだ……涙」

　日向──道中、雛から意味を聞いた単語。「お前はナマクラじゃない」

　うつむく──そばにいる雛に気を配って顔を上げる／手を伸のばして横に座すわらせる／肩を抱だいてやる──本当は自分が誰かにそうして欲ほしいけど、自分は大だい丈じよう夫ぶだと年下の仲間に態たい度どで教えてやることを優ゆう先せんして、安心してしくしく泣き出す雛の肩を撫なでてやった。

　ぽつっと言った。「ワニは危あぶなっかしいって教えてもらったのに、オレ、ワニになった」

　日向が小さくうなずく──共感を込めて。まるで自分も昔、そうなったというように。

「悲しいって……こんな気分だったのかな」一方の手を胸むねに当てる──ダイヤがキラキラ自分の代わりに泣いてくれてる気がした。「パパとママに会いたくて、胸が痛いたい──」

　口ごもる──雛が目を丸くする／日向が振ふり返る──いつの間にかそばに男がいた。

　じっと乙を見つめ、微び動どうだにしない、極彩色の服を着た男──日向が眉まゆをひそめる。

「アブドル・アツィム将軍……？」

　将軍はゆっくりと両りよう膝ひざをつくと、うやうやしく両手を広げ、乙に向かって言った。

「お前を待っていた。純じゆん潔けつの石を託たくされた者。信しん任にん者しやよ」




　　　　Ⅳ




　国連ビル四十二階──死者の傍かたわらにひざまずき、うなだれたまま動かぬ鳳のもとへ、ハロルドが来て、言った。「君たちの指揮車両に、銃声の音おん紋もんを解かい析せきしてもらった。パーキンス氏を撃ったのと同じ銃じゆう……そしておそらく同じ弾だん丸がん。第一の射しや殺さつ犯はんである証しよう拠こだ」

　涙に濡ぬれた顔を上げた。「苦しみに、終わりは……あるのですか……」

　ハロルドは小さくうなずいた。

「この悪あく夢むを……どうすれば終わらせられるのですか……」

「ホイテロートは第一の射殺犯を使い捨すてにした。この場所から逃とう走そうするのは至し難なんの業わざだ。会議棟とうへ戻れず、宿しゆく泊はく施し設せつに戻れず、戦場と化した国連ビル出入り口にも行けない。セキュリティが解かい除じよされた記録の通りに犯人を追えば、この人物を捕つかまえられる」

「その人物を捕まえたところで……シスターは……生き返りません。誰だれも……生き返りません……。誰一人……守れず……。何もかも……無む駄だでした……」

「君にはまだ守るべき相手が大おお勢ぜいいる。中でも一人、法ほう廷ていになくてはならない人物がいて、君の仲間は、今その人物を守って戦っている」

「アブドル・アツィム将しよう軍ぐん……」さらに涙が流れた──いったいなんという罰ばつだろうと思った。「尊そん敬けいすべき証人たちが、みな命を奪うばわれた後で……。戦争犯はん罪ざい者しやを……」

「守るのは法廷だ」穏おだやかに──涙など気にもとめぬ厳きびしさで。「五人の証人が命がけで成立させようとしたものだ。シスターから託たくされたロザリオまで無駄にする気かね？」

　思わず襟えり口ぐちに手を当てた──手て渡わたされた十じゆう字じ架かが胸元に触ふれているのを感じた。

　ふいに目の前にいる男が、この男なりに自分を励はげましてくれているのを感じた。

　徒労感──あらゆる努力が無に帰す悪夢。それと戦い続け、立ち上がり続けてきた大人の男の眼まな差ざしを頼たよりに、静かに立ち上がった。

「私はここで彼女の死が教えてくれる全すべてを収しゆう拾しゆうする。第一の射殺犯が逮たい捕ほされた後、間ま違ちがっても、裁さい判ばんで無実を勝ち取るなどということがないように。そしてこの第一の射殺犯ばかりか多くの人間を操そう作さし、命を奪ったホイテロートを追い詰つめ、罪つみを償つぐなわせる」

「……はい」

「第一の射殺犯が近くにいるが、私の心配はいらない。相手は闘とう争そうに向かない人物だ。わざわざ私を襲しゆう撃げきしたりはしない。絶ぜつ望ぼうして自害することもない。それだと、自分の正体を隠かくし続けてきた努力が無に帰すからだ。事じ態たいが沈ちん静せいしてから、どこかで罪の意い識しきに怯おびえながら隠れている第一の射殺犯を捕まえればいい。行きたまえ。私は、ここにいる」

　うなずき、部屋を出て、羽をはばたかせたところへ──声。

「ミス・アゲハ。君に守られたことを誇ほこりに思う。五人も、同じ気持ちだっただろう」

　ハロルド──穏やかに／なぜかひどく晴れやかな様子で。

　返事ができなかった。かすかにうなずき返し、身を翻ひるがえして通路を飛ひ翔しようした。

　その輝きを見送ってのち、ハロルドは、おもむろに銃を取り出し、一方の手に端たん末まつを構かまえて床ゆかに照しよう射しやした。薄うすい血けつ痕こんが、部屋の外へ──通路を真まっ直すぐ続いている。

「闘争に向かない人物だ。しかし……やはり、夢を見ない人物でもある。あくまで正体を隠し続けるには、私との対決が避さけられないことを悟さとっている」

　あえて少女に言わずにいたことを詫わびるような呟つぶやき──銃を手に暗い通路へ。

　自分との対決を望んだ犯人が、わざと残した目印を──血の跡あとを追って歩き出した。

「受けて立とう。これが、私の最後の仕事なのだから──」




　来た道を戻もどって外へ──嵐あらしの夜へ／銃火が閃ひらめく一角へ／激はげしい風雨の中を飛びながら、冬真の声が聞きたいと思った。何か言って欲ほしかった──自分を肯こう定ていしてくれる言葉を。優やさしい言葉を。この世界にも優しさがあるのだということを忘わすれないうちに。

　機銃を構えた──法廷施し設せつの正面へ迫せまる、機銃を設置されたトラックへ／アームスーツの一団へ／重火器を担かついで走る男たちへ。

　叫さけんだ──せめて撃うつ前に。「やめて下さい！　もうやめて！」

　トラックの荷台に立つ男が空へ機銃を向けた──アームスーツが散開──火線が来た。

　鳳──彼らの想そう像ぞうを遥はるかに上回るほどの容よう赦しやのない掃そう射しや／後方から彼らを攪かく乱らん／主力と思われる武ぶ装そうを選んで撃った。トラックが爆ばく炎えんを上げて横転──跳ちよう躍やくするアームスーツがなぎ倒たおされる──ロケット弾を構えた男が自分の武器を撃ち抜かれて粉々に吹ふき飛ぶ。

　かと思うと法廷施設の裏うら手て側で輝かがやき──青・黄──豪ごう雨うの向こうに立ちのぼる爆ばく炎えん。

　無線通信＝御影。《よし。ようやくこちらの戦力を結集させられた。一気に叩たたけ！　二度と攻せめて来る気を起こさせないよう撃ち倒せ！》

　裁さばきを行うべき建物のすぐそばで、救われるべき国の民たみがばたばた倒たおれていった。そうでもしなければ食い止められなかった。彼らにとって法廷の証人は、将軍は、法廷関係者は、自分たちは、海を越こえて命を捨すてに来なければならないほど憎にくい相手だったのか。

　裁かれるべきは自分の方なのではないかとすら思いながら、銃じゆう弾だんの雨を降ふらせた。

　風雨で重さを増す羽──血でべったり濡ぬれている気分。

　自分が小さくなっていく感覚──冷たい虚きよ無むの感覚。冬真の声が聞きたかった。あの電話相手の声が聞きたかった。自分を現げん実じつに引き留めてくれるものが欲しかった。

《よし、撤てつ退たいさせるな》御影の無線通信──果か敢かんに。《ここで撃げき滅めつしろ！　挟きよう撃げきを三度は防ふせげん。追撃して仕し留とめろ──》

《やめて下さい‼》たまらず通信──掃射を止め、真っ直ぐ法廷施設へ下か降こうした。

　輝きに気づいた警けい備び隊員や〈特憲コブラ〉が仲間を迎むかえる力強い笑えみで帽ぼう子しを振ふって、空中からの支し援えんに感かん謝しやを告げる──それらを無む視しして、彼らの頭上を飛び抜ぬけ、玄げん関かんホールへ着地して叫んだ。「もう十分です！　どうか、やめて下さい！」

　御影が慌あわてて駆かけ寄よって来る。「お嬢様フロイライン──」

「もし彼らがまた来たら、あたくしが一人残らず撃ちます！　だから逃にげる者を追いかけて殺すなどという真ま似ねはやめて下さい！　ここはいったいどこなのです！　どこの紛ふん争そう地帯なのです！　ここはあたくしたちの都市ではないですか！　彼らの国の指し導どう者しやを裁く場ではないですか！　その行いに値あたいする都市であるべきではないですか！」

　しーんと静まり返るホール──玄関＝追ってきた乙と雛。「鳳……」「鳳ぁ……」

　巨きよ大だいなライフルを担ぐガブリエル隊長／負けず劣おとらず巨大な重火器を抱かかえた日向が、何ごとかとホールに入って来る。

「追うな。全部隊を撤収」御影＝ＰＤＡ越ごしに指し示じ──ついで日向とガブリエル隊長に向かって言った。「防ぼう備びに専せん念ねんしよう。……ここは、エルファシルじゃない」

　やれやれというようにライフルを下ろすガブリエル隊長／日向──そこへ声。

「殺さつ戮りくを止めるには、殺戮しかない。殺すことでしか殺すことを止められない」

　極ごく彩さい色しきの服を着たアブドル・アツィム将しよう軍ぐん──包帯だらけの息子むすこを従えて。

　屹きつ然ぜんとなって振り返り、悲しみの全てを声にして叫んだ。「貧まずしさが殺戮を生んでいるのでしょう！　どちらもなくすことが、指導者の使命ではないのですか！」

「その通りだ。嵐を飛ぶ、蝶フアラージヤよ」

　そう言って将軍はうやうやしく両手を広げてみせた──その右手に黄金の拳けん銃じゆう。

　左手を息子の肩かたに当てる──息子がぶるぶる震ふるえながらひざまずく。

　将軍が息子にアラビア語で何かを告げる──黄金の拳銃を息子の肩に当てる。

　震えながら泣き出す息子──そこでやっと周囲にいる者たちが我われに返った。

「よせ！　何をする！」御影──慌てて言葉で制せい止し／将軍の腕うでをつかめば銃が暴ぼう発はつしかねず。だが将軍に息子を撃つ気配はなし──こぼれ出す息子の震え声──アラビア語。

　鳳／乙／雛／ガブリエル隊長ら──その場にいる全員、突とつ然ぜんの事じ態たいについていけず。

「日向？」御影＝困こん惑わくしきって通つう訳やくを頼たのむ──日向が言った。「二年前、アメリカの最さい新しん鋭えいステルス戦せん闘とう機きが、スーダン国内で墜つい落らくしたと言っている。戦闘機はアメリカがわざと落とした〝トロイの木馬〟だとわかった。だが中国が、その戦闘機を使えるようにした。そしてその機体データを諸しよ外がい国こくに売る利り益えきを巡めぐって、スーダン政せい府ふ内の派は閥ばつが対立した。南北で資し源げんを共有する協定が結ばれていたが、北だけが中国から優ゆう先せん的に石油購こう入にゆうの金を受け取っていた……それに不満を抱いだいていた南部出身の官かん僚りようたちがデータを持ち出した。そこへ大統領暗殺が起こり、騒さわぎが大きくなってゲリラまで動き出した。軍を出動させたかったが、アフリカ連合ＡＵ軍と国連平和維い持じ軍がいて動かせず、民兵を使って事態を収しゆう拾しゆうしようとしたが、結局それが虐ぎやく殺さつにまで発はつ展てんした」

「ヘルガ長官の推すい察さつ通りだ」御影──賛さん嘆たん。「大統領を暗殺したのがイスラエルかどうかはともかく、では息子が、虐殺を命じたのか」

「いや。まるで大火事のように広がったと言っている。虐殺が起これば、大統領暗殺が疑うたがわれる将軍を不利にする。だから止めようとした。しかし止められなかった。このままではアメリカと中国のせいで将軍だけが裁かれる。先進国の人間は誰も責せき任にんを取らない」

「……だからその無実を示しめすため茶番を計画したが、ホイテロートに裏うら切ぎられたか」

　御影──哀あわれむとも皮肉るともつかず。

　将軍──優やさしげに息子の肩を撫なでながらささやく──日向が続いて訳す。「事態の鎮ちん圧あつを命じたのは自分だと言っている。自分は裁かれるためにこの国に来たと」

　息子が将軍にすがりついて泣き出す──呆あつ気けにとられる御影。「裁かれるため？」

　将軍が息子の肩を抱だきつつ立たせる──相手が落ち着くのを待ってから周囲にいる者を見み渡わたし、そして乙に目をとめた。「純じゆん潔けつの石を持つ者よ、他の信しん任にん者しやたちはどこにいる？」

　乙が雛と歩み寄よる──無事な方の目で鳳を見上げる。「オレたちのことみたい」

「信任……者？」鳳──意味がわからず／困こん惑わくして将軍を振り返る。

「真の勝利の印たる十字架を持つ者だ。血の汚けがれを逃のがれた純潔の石を持つ者だ。貨か幣へいの未来たる白紙の硬貨を持つ者だ。真の貴き族ぞくの証あかしたる指輪を持つ者だ」

　鳳──呆ぼう然ぜんとなって襟えり口ぐちからそれを出す。乙と雛も倣ならう。シスター・アーレのロザリオ──ブリギッテ・シュタインのダイヤ──マイトガング・ヴィッテルスのコイン。

「全員が受け取っていたのか」御影の瞠どう目もく──呆気にとられている他の面々。

「ニナさんが……ミッターマイヤー氏から指輪を受け取りました」鳳が付け加える──将軍に。「なぜ……これらの品をご存ぞんじなのですか。信任者とは……」

「彼らと私が、ともにこの法ほう廷ていを望んだからだ。そして彼らにもしものことがあったとき、それらの品を渡された信任者にだけ、ある名を告げると誓ちかったからだ」将軍が黄金の拳銃から弾だん倉そうを引き抜く──黄金に輝かがやくその表面に刻きざまれた文字の列。「我わが友、我が祖そ国こくの誇ほこり高き大統領であった男が、殺される前、私に託たくしたもの。七人目の名を示す詩だ」
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「……漢詩キヤラクター・ポエト」鳳──複ふく雑ざつな文字の列がぼやけた／涙なみだがこぼれた／ゆっくりと顔を上げて将軍を見つめた／守るべき相手がそこにいた。「あなたが……八人目なのですね」

　将軍の顔に微び笑しようが浮うかぶ──御影ら＝みな言葉もない。

「なぜ……自ら罪つみを背せ負おって……法廷に……」

「理由は既すでにお前が口にした。嵐あらしを飛ぶ蝶フアラージヤよ──世界の一角を崩くずし、真に先進諸しよ国こくの束そく縛ばくから逃れ、五十年後の我が祖国から飢えと殺戮をなくすことが私の使命だからだ」







　Ⅶ章　第六の死者──ドリーム・オブ・バタフライ
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「私は五人の勧すすめによって鉱こう山ざんを閉とじた。彼らが主しゆ催さいする非ひ政せい府ふ組そ織しきを通して管理を任まかせ、ひそかに各国との取り引きを仲ちゆう介かいしてもらった。我われ々われの国を中ちゆう継けい地点とする、武ぶ器きやダイヤや石油のルートが暴ばく露ろされることで、新たな暗殺や紛ふん争そうが起こらぬように」

　アブドル・アツィム将しよう軍ぐん──ブリギッテ・シュタインが告げた八人目たる男が言った。

　御ミ影カゲ──不ふ審しんげ。「パーキンス氏のレポートに記された〈荷〉は、その取り引きのことか？　その〈荷〉を送った者が、プリンチップ社の創そう設せつに関かかわったと──」

「彼がどこの国の命令で何をしたかは薄うす々うす察しているが、死者を憎にくもうとは思わない。私も〈荷〉については知らないが、おそらく五人のうちの誰かが送ったのだろう」

　瞠どう目もく。「なんだと……？」

「言った通りだ。五人に取り引きを仲介してもらったと。〈荷〉の中身がわかれば、誰だれが送ったか見当がつく。ダイヤならシュタイン家の女か銀行の男。食しよく糧りようならシスター・アーレ。武器や石油なら通つう訳やく官かミッターマイヤー──」

「ま……待て。パーキンス氏はそもそもレポートを書いた本人で、送り主はプリンチップ社の関係者だとしているのだぞ。なぜ証しよう人にんたちが〈荷〉を送る？」

「彼らが関係していないとなぜ言える？　彼らは世界の表も裏うらも知り尽つくした──」

「ありえません！」鳳アゲハ──悲鳴のように。ハロルドの推すい論ろんで犯はん人にんは証人の誰かだと言われたときの耐たえがたい悲ひ痛つうがよみがえった。「あの方々が、そんな──」

《来たぞ》にわかにニナの鋭するどい声──無線通信／御影のＰＤＡ。《敵てきが動き出した。セーフガード車両の情じよう報ほうでは〈フィダフォアド〉と〈ジャンジャウィード〉、両方だ》

「了りよう解かいだ、潮音シオン」御影の即そく応おう──既すでにきびすを返しているガブリエル隊長。

　ニナ──鋭さを増して。《要よう撃げき小隊はＯＰＥＣの新設本部を急きゆう襲しゆうし、敵の拠きよ点てんを奪うばうとともに特甲猟兵を最さい大だい限げんに警けい戒かい。それと解かい析せき班はんが、将軍の漢詩から、古代中国の軍事関係者と思われる男だん性せいの記き述じゆつを特定した。詳しよう細さいが出たら電話相手に伝えてやれ》

《了解。ニナさんは──》

《やつをやる。レイバース捜そう査さ官かんが位置を推すい測そくしてくれている》

「くれぐれも一いつ騎き打うちなど考えず、背はい後ごから撃うてよ、潮音」御影＝真ま面じ目めに──日向ヒナタに機体の作動キーを放ほうる。「私の機体を使え。この天気で屋根がなくては辛つらかろう」

　キーをつかむ。「お前はどうする？」

「この玩具おもちやを試ためしたくてうずうずしている」敵から奪うばったアームスーツの一つを指さす──微び笑しよう＝鷹おう揚よう／獰どう猛もう。「解析班に操そう縦じゆう方法を解析させた。よく出来ているぞ、こいつは」

　うなずく日向──ちらっと乙ツバメを見る／目を見み交かわす。「無理はするな、アリス」

「その呼よび方、やなのにさ」ふんと鼻を鳴らす。「疲つかれたらまた後ろに乗っけてよ」

「いつでも機体を盾たてにしていい」

「うん」元気に笑った──日向がきびすを返して出て行った。

　鳳──アブドル将軍の視し線せんに応こたえて。「あたくしは彼らを信じております」

「私もだ。たとえいかなる事実が判はん明めいしても、それは彼らの横顔の一つに過すぎない。重要なのは彼らの顔ではなく、彼らがその顔をどんな地平へ向けていたかだ。夢ゆめを抱いだいて嵐あらしを飛び越こえ、真実の地平に舞まい降おりるがいい、蝶フアラージヤよ」

　咄とつ嗟さに何も返せず──良いはずのことが悪いことへ変へん貌ぼうする〝世界統とう一いつゲーム〟を思い出していた。複ふく雑ざつ怪かい奇きな世界で生き抜ぬいてきた老人──なのに夢を抱けと言われたことに軽い驚おどろきを感じた。そしてふと気づいた。夢を見るなと証人たちは言った──だが夢を捨てろとは言わなかった。ややあって、鳳は静かにうなずき返し、仲間たちを振ふり返った。

「おまじないが血で汚よごれちった」「おまじないが焦こげだらけになっちゃった」

「新しくして差し上げますわ」特甲トツコーの腰よう部ぶ収しゆう納のう＝銀のケースを取り出し、汚よごれたおまじないを回収──新たなものを、傷きずだらけの二人をいたわるように、そっと貼はった。そして、ようやく三人が集つどえた頼たのもしさを込こめて言った。「参りましょう、乙さん、雛ヒビナさん」

　はばたき──紫むらさき・青・黄の輝かがやきを、将軍が息子むすこの肩かたを抱きながら見送った。




　爆ばく炎えん──いつ終わるともない銃じゆう火か／終わらせぬ限かぎり、やむことなく放たれ続ける火。

　要よう塞さい代わりにされたＯＰＥＣの新設本部を空から急襲──玄げん関かん口ぐち＝睨にらみをきかせるとともに出動のタイミングを待つ、四輪駆く動どう車しやに機銃を設置した即そく席せきの戦せん闘とう車両の一いち群ぐん。

　にわかに降ふり注ぐ、雛の爆ばく雷らい──炸さく裂れつ＝一台が横転し、数台が慌あわてて走り出したところへ乙の切せつ迫ぱく＝超ちよう低空飛行で次々に車体ごとタイヤを両りよう断だん──残らず横転／スピン／転てん倒とう。

　鳳の猛もう射しや＝圧あつ倒とう的な火力の差を見せつけ、相手の戦意を徹てつ底ていして挫くじくため、玄関側の全すべてのドア／窓まど／壁かべ／部屋に、弾だん丸がんの雨をまんべんなく浴びせた。

　さらに雛の投とう擲てき──玄関が爆炎とともに消しよう滅めつ＝たまらず裏手から武ぶ装そう集しゆう団だんが転がり出てくる／駐ちゆう車しや場じよう方面へ走って逃にげて行くや──次々に飛来した火線が彼らを撃ち倒たおした。

　鳳＝息をのむ／慌てて探たん査さ──なんと宿しゆく泊はく施し設せつ側から突とつ撃げきしてきた別の集団が、ＯＰＥＣの新設本部から逃げ出した者たちを、またたく間に殺さつ戮りくしていた。

　先頭に三体のアームスーツ──厚あつい装甲のサテュリスキー型〈サテュロス〉＝フール人の革かく命めい派はゲリラ〈フィダフォアド〉──虐ぎやく殺さつの被ひ害がい者しやであるはずの者たち。

「やめなさい！　やめて！　お願い！」怒ど号ごう／悲鳴／哀あい訴そ──何も届とどかぬと知りながら声を振り絞しぼって訴うつたえた。放たれた弾丸の如ごとく法ほう廷てい施し設せつへ突進する集団を大急ぎで追った。

　そして、法廷施設を守る者たちが、バッガーラ人と目された集団を追い散らしたところへ〈フィダフォアド〉が殺到──地じ獄ごくの混戦が、一いつ瞬しゆんで出しゆつ現げんしていた。猛もう烈れつな勢いきおいで突進した集団／撤てつ退たいしようとする集団／施設を防ぼう衛えいする治安組そ織しきの人員──熾し烈れつな応おう酬しゆう。

　鳳／乙／雛──もはや何も出来ず。大火事のように広がったという将しよう軍ぐんの息子の言葉そのものの戦せん闘とう──めちゃくちゃだった。戦せん術じゆつ班はんが撃った、〈特憲コブラ〉が撃った、警けい備び隊員が撃った、〈ジャンジャウィード〉が撃った、〈フィダフォアド〉が撃った。至し近きん距きよ離りで。

　撃たれて泣き叫さけぶ者に、誰だれが撃ったかわからぬ弾丸がとどめを刺さした。撃ちながらわめいている者たちだらけだった。敵と味方がごちゃまぜだった。上空から支し援えんすれば味方に損そん害がいを与あたえてしまう。至いたるところで爆炎が起こった。人が倒れた。人が死んだ。まるで見えない巨きよ大だいな手が次々に人間を沸ふつ騰とうする煮に釜がまに放り込んで血の汚お泥でいに変えるようだった。

《鳳……》《鳳ぁ……》乙＋雛──見たこともない惨さん状じように参加すべきか困こん惑わく。

《手……手を出してはいけません》鳳──咄嗟に仲間を制せい止し／だが眼がん下かの光景を制止するすべとてなく──ただ早く悪あく夢むが終わって欲ほしいと必死に念じた。

　そして当然それで終わるようなものでは決してなかった。施設の背はい後ごに回った一団がにわかに勢いを増まして侵行／施設の側面に猛烈な銃撃──警備隊員が慌ててバリケードに飛び込む／戦術班の機体が火花にまみれながら撃うち返す／中央エリアに広がる混戦状態のせいで一気に手て薄うすになったところへ猛もう攻こうを食らっていた。

《乙さん、雛さん、防ぼう衛えいを支し援えん！》すぐさま指し示じ──〈フィダフォアド〉の決死の突撃が、後背の部隊に好機を与えるためだとようやく認にん識しき／しかも後背の部隊もまた決死の勢いで猛進／法廷施設を混戦で吞のみ込こむ気だと察したとき、中央エリアから〈フィダフォアド〉のアームスーツ三体が飛び出し、銃弾を浴びながら法廷施設へ真っ直ぐ駆かけた。

　鳳──側面支援を乙と雛に任まかせて急降こう下か＝アームスーツたちへ掃そう射しや／だが事前に察知されて散開される／一体へ追いすがってなぎ倒たおす／続いてバリケード手前でもう一体を横よこ殴なぐりに粉ふん砕さい──最後の一体がバリケードを躍おどり越こえ、戦闘指し揮き所しよたる玄関ホールへ、特大ライフルを乱らん射しやすると同時に、同じ武器を抱かかえたアームスーツが飛び出して迎むかえ撃った。

　御影のアームスーツ──敵てきと区別するために夜間工事用の蛍けい光こうテープをぐるぐる巻まきにした、ひときわ派は手でな山や羊ぎが、乱入した敵を突き飛ばし、ともにロータリーに転倒した。

　さっと二体とも起き上がる／山羊の脚あしを駆く使し／敏びん捷しように飛び跳はねる／躍るように撃ち合う／そして軍配──敵のライフルが弾切れに。

　接せつ近きん戦せん用の雷らい撃げき器きを振りかざして迫せまるも、御影のアームスーツと周囲の警備隊員の一いつ斉せい射撃で腕うでがもげ、機体頭部が吹ふき飛び、穴あなだらけになって、その場にくずおれた。

《ここまで到達されるとは、なんたるカミカゼ野や郎ろうだ。気をつけろ。自爆するかもしれん》御影の無線通信──アームスーツ姿すがたで近ちか寄よる／倒れた敵の装そう甲こうをひっぺがす。

　血まみれの操そう縦じゆう者しや──アフリカ系けいの男だん性せい＝引きずり出されてあらわになる頭部──綺き麗れいに剃られた髪かみ／額ひたいの後ろ全体が消失／ぽっかりと欠けた後頭部。

〈犠フ牲イにダさフれオたア魂ド〉──その名の通りの姿。

《くそっ！》御影＝戦せん慄りつの声。《わざと死んだ──犠ぎ脳のう体たいだ！　敵の切り札が来るぞ！》




《乙さん、雛さん、周辺を警けい戒かい！》鳳──上空へ飛ひ翔しよう／いまだ激げき烈れつな混戦の中にある全部隊に緊きん急きゆう警けい告こく。《大型兵器の到来が予想されます　特甲猟兵とともに警戒！》

　命じつつ、懐ふところの特甲トツコーの一部を解かい除じよ／なんとか携帯電話を引っ張ぱり出す／一方の手で油ゆ断だんなく機銃を掲かかげながら、激戦におちいる前に素早くコール。

　情じよう報ほう──手がふさがってＰＤＡを取り出せず／仕方なく脳のうの疲ひ労ろうにつながるのを我が慢まんして脳内チップで情報参照──解かい析せき班による成果を確かく認にん＝漢詩の訳やく文ぶん。

　──吾わが先君太たい公こうより曰いわく／当まさに聖せい人じんの周に適ゆく有り／周、以もつて興おこらんと／子しは真まことにこれなるか／吾が太公、子を望むこと久ひさしと／故ゆえにこれを号して太公望という。

　──ある王が、先の太公より伝えられた／聖人が自国にいて、国を栄えさせると／そしてある人物に、王が言ったのだ／あなたはまさに、その聖人であると／太公があなたを久しく望み続けた──ゆえにその名を太公望と称す。

「太公望……」その名を呟つぶやきながら詳しよう細さいなデータを確認したとき相手が電話に出た。

《──お前か？》

　ほとんど条件反はん射しやでつんとなる。「お前などという人は存ぞんじません」

　ふてぶてしい声。《よく生きてたじゃないか、あたくし様。特甲猟兵はやったのか？》

　かちんと来た。「まだです──ですが攻こう略りやくするすべはあります。それより──」

《それより、〈荷〉はダイヤだ。それをスーダンで掘ほってた場所を、戦争を止めるために閉じた責任者が、てめえで送りやがった。そいつが敵でナチの子孫──》

　いきなり望みもしない情報──目の前が真っ暗になるようなショック／口が勝手に叫んだ／ほとんど泣きわめいていた。「ありえません‼　そんな馬ば鹿かなことを言わないでください‼　い……いったい何を根こん拠きよに……！　何かの間ま違ちがいです‼」

《じゃあ、それを確かめろッ！》憤ふん激げき──まるで銃撃。《こっちでどれだけ死んだと思ってる！　どれだけの人間が傷きずついたと思ってんだ！　お前にとって都合が悪かろうが命がけでその情報を教えてくれた人間がいて、いまだに敵てきと戦ってんだ！　それを馬鹿なことで終わらせんのかッ！》まさに烈れつ火かのごとき怒ど号ごう──全すべての言葉が突つき刺ささった。

「う……。そんな……。そんなこと……」涙なみだが溢あふれた──心が悲鳴を上げた。お願い。誰か悪夢を終わらせて。だがそれこそ自分の仕事だった。自分のやるべきことだった。

《なんで否ひ定ていすんのかわかんねえけど……頼たのむよ。こっちの情報に、どんな意味があるのか教えてくれ》相手の声にも哀あい訴その響ひびき──こちらと同じ辛つらい状じよう況きようにあるのが察せられた。だがそれでも負けていない──自分の力で戦おうとしている。それがわかった。

　相手の強さが伝わる／不思議な感覚に支ささえられる──戦え──遠く離はなれた相手と同じように──ともに戦えという思いが湧わく。抗こう磁じ圧あつを弱め、携帯電話を握にぎる手で涙を拭ぬぐった。風雨が吹きつけて余よ計けいに顔が濡ぬれたが、しっかりと心が落ち着くのを感じた。眼下の火もいつしか戦術班と〈特憲コブラ〉の尽じん力りよくで混戦から抜け、より秩ちつ序じよだった防ぼう戦せんへ移い行こうしていた。

「わかりません……今すぐ、真実を確たしかめます」感かん謝しやと詫わびを込めつつ、脳のう裏りで伝えるべき情報を確認＝それを口にした。「……こちらも、最後の証しよう人にんのコードネームが判明。〝奇き門もん遁とん甲こう〟という、古代中国で用いられたとされる戦術の始し祖そ……〝太公望〟です」

《どういう戦術だ？》

「……中国の占いのシステムを用いて、星の動きや方位の吉きつ凶きようから敵を倒すそうです」

　不ふ審しんそうに返される。《占い……って、どうやって倒すっつーんだよ？》

「伝説です」何の役にも立たない情報だと言われた気がしてむきになる──データを参照＝解かい析せき班はんが見つけ出した情報を細説。「自軍の進路を隠かくしたり、誰にも気づかれずに敵てき陣じんに侵しん入にゆうしたり、戦せん闘とう中に自由に姿を消したり現あらわれたりするそうです。伝説では、炯けい眼がんをもって虚きよ星せいというシステムを用いればそれが可か能のうだと──」

　いきなり遮さえぎられる。《ちょ……ちょっと待て。まさか……それって……あれのことか？》

　なんという指し示じ語ごの多さ──もろに混乱した。「それ……あれ──？」

《あれだ──ほら、いや……いい、こっちで確かめる。ありがとよ。じゃーな》

　なんという一方的な態たい度ど──わけがわからず、慌あわてて引き止めようとしたとき、

《──死ぬなよ》

　胸むねにその言葉がすとんと入ってきた。気づけば通話終了──だが怒いかりも不ふ快かいも感じず。

　ぶっきらぼうな声が脳裏にいつまでも響ひびいていた。相手がいったいどれほどの激戦を戦い抜いているのか、それが如によ実じつに実感できた。決して負けずに戦っていることが──

《ねえ、なにあれっ⁉》乙の叫び──雛の泣き声。《ぶんぶん鳴ってる！》

　鳳が二人の羽の探査情報を共有──素す早ばやく携けい帯たい電話をしまう／上空を見上げる。

　激はげしい風雨にもかかわらず高度な姿し勢せい制せい御ぎよで降こう下かしてくる、巨きよ大だいな白い球体。

　にわかによみがえる光景──セーフガード車両の臨りん検けんテスト／第ヒ三ン十ブ四ル区グ／田園と工場地帯のモザイク模も様よう／その一角──巨大な気球を飛ばす工場。

《せ……成せい層そう圏けんプラットフォームの大型無人飛行船が、降下して来ます！》

　すぐさま全隊報告──果か敢かんに機銃を構かまえたとき、白い球体が四つに展てん開かいした。

　掃そう射しや──直角位置から雛の火か炎えん放射＝十字砲ほう火か──白い球体が撃ち抜かれ／火に包まれ／破は裂れつ──真っ黒いものが中から現れ、プレスハウスと会議棟とうの間の道路に地響きを立てて着地──巨大な三連砲＝二階建てバスのような箱形の形状／六つの車輪つき脚きやく部ぶ。

　脚の生えたバスが法ほう廷てい施し設せつに照しよう準じゆんを固定──前進／迫撃の砲火／立て続け。

　砲弾がプレスハウスとＯＰＥＣの新設本部を飛び越こえ、弧こを描えがいて法廷施設正面で着弾──火柱／戦術班の機体に打撃／砲撃に見み舞まわれる防戦ライン／拍はく車しやがかかる敵の侵しん攻こう。

　鳳ら──掃射・掃射・掃射──爆ばく雷らいの投下──構わず直進するバス──乙が超低空飛行でバスの脚あしをなぎ払はらいにかかるや、にわかにバスが変へん貌ぼう。機体下部から水を吸すい上げた。

　機体表面＝丸い孔あなが並ならんだ有ゆう孔こう装甲／多数の孔から水が固こ体たい化かしながら噴ふん出しゆつ──ほとんど一いつ瞬しゆんでくまなく覆おおい尽つくされ、全体が紅あかみがかった氷の塊かたまりになっていた。

　乙が灼しやく熱ねつの刃やいばを一いつ閃せんした──舞い散る氷ひよう片へん／分ぶ厚あつい氷の装甲を切せつ断だんしきれず。

　砲火──まるで三つの口が縦たてに並んだ、巨大な紅い氷の頭ず蓋がい。

《なにこいつ⁉》乙＝仰ぎよう天てん──雛＝警けい告こく。《ぶんぶん鳴っててすっごく黄色いの！》

《自じ爆ばく機き能のうが⁉》鳳＝掃射──氷の装甲を剝はぎ取る／すぐに復ふつ活かつ。

　氷ひよう頭とうバスは前進を止めず──ふいにニナの無線通信。《バロウ神父と本部の兵器開発局員が解析──氷結装甲型ＥＩ兵器〈アルキオネス〉だ。水をコンクリート状にして装甲を形成。その場で修しゆう復ふく可能だ。そいつを水たまりから引き離はなさん限り破は壊かいしきれん》

《引き離す……》鳳──辺りに水・水・水／必死に掃射／必死に思案──咄嗟に要よう請せい。《戦術班に緊急支し援えんを要請！　敵は法廷施設に直進して自爆する可能性大！》

《Ｂ１組べー・アイン、援護だ》御影のいらえ＝即そく応おう。《行け、日向！　ここは我われ々われが食い止める！》

　ただちに四台の戦術班の機体が、混戦による損そん傷しようも激しい姿で急行──日向＝ほとんど読心術なみに鳳の意図を理り解かい。《ワイヤーで吊り上げる。宙ちゆうで破壊しろ》

　直進するばかりの氷頭バスの周辺で四台が散開──対戦車ワイヤー弾を放つ／敵の脚に絡からみつかせる／四台が国連ビルの窓まどに脚を引っかけ壁かべをよじのぼる──引っ張る。

　氷頭バスが踏ふん張ばる／引きずられる／階かい段だんをずるずる横ざまに上らされる。

　武器を構える鳳ら──そして突然、壁をのぼる一台の脚部が、砕くだけ散って落下した。

　装甲に激しい爪つめ痕あと──乙の叫び＝直ちよつ滑かつ降こう／果敢に。《見えない敵が来たっ！》

　掃射をばらまく鳳──雛が爆ばく雷らいを投下──乙が闇やみ雲くもにそこらの空をなぎ払う。

　さらに一台が損傷──氷頭バスが再ふたたび前進を開始──逆ぎやくに引きずり下ろされる戦術班。

　見えない敵を捕ほ捉そくできず／氷頭バスが砲ほう撃げきを再さい開かい──法廷施設の防戦ラインが崩くずれる。

　鳳──氷頭バスの正面に回り込こみ、放たれる砲弾を至し近きん距きよ離りから破壊／炸さく裂れつ／猛もう烈れつな爆風に耐たえ、相手の砲口に弾丸を流し込もうとするや──衝しよう撃げき。

　機銃に爪痕／特甲に亀き裂れつ／羽が木こっ端ぱ微み塵じんに損そん壊かい──見えない敵の打撃で、国連ビルのフロアに叩たたき込まれる／転倒／必死に起き上がったところへ敵の掃ダダ射ダダがダダ浴ダダびダダせダダらダダれダダたダ！。

《鳳ぁっ‼》雛の涙なみだ声ごえ──乙の絶ぜつ叫きよう。《来いよっ！　またお前の腕うでを溶とかしてやる！》

　鳳を追って飛び込んだ乙──衝撃──両腕がバラバラになりながら宙へ弾はじき出された。

《君にレベル３は使いこなせない》ひび割われた無線通信。《目を潰つぶしてあげるよ》

　乙＝腕を再転送／身構える／敵は自分の特甲トツコーを壊こわされることを恐おそれている／転送限げん界かい──回数制限／だから腕のことを言われて怒おこった／壊せ──どうにかして相手の特甲トツコーを破壊すれば──だがその妙みよう案あんも支援も好機もないまま衝撃──ＯＰＥＣ新設本部の西側の壁に叩きつけられスロープに落下──羽の探査が何かを警告／地面に設置された危き険けんなもの。

　ふいに、妙案と支援がいっぺんに与あたえられたのを悟さとったとき、一いつ切さいの好機を与えぬ、敵の苛か烈れつな衝撃に見み舞まわれ、目の前が真っ暗になり、力なくその場に倒れ込んだ。

「いじめないでーっ！」雛の絶叫──氷頭バスの正面で爆雷を展てん開かい＝鳳に倣ならって敵の砲口へ突っ込もうとするも、三連砲の凄すさまじい連射に阻はばまれる──爆雷と砲弾の炸裂／立て続けの砲弾／爆風で真っ直ぐ後ろへ弾き飛ばされた雛が、国連ビルの高こう架か通路に激げき突とつし、そのまま真っ直ぐ下の地面に落ちて転がった。

「あ────ッ‼」鳳──四し肢しと羽を再転送／国連ビルから飛び出す／氷頭バスへ猛烈な掃射／氷ひよう片へんが雪のように舞い散る／後方で日向の機体ともう一台が懸けん命めいにワイヤーを引っ張る＝引きずられる──砲ほう火かが、法廷施設の正面・バリケード・壁に炸裂した。

　敵集しゆう団だんが血みどろになって迫せまる──法廷施設の側面で防ぼう戦せんしていた戦せん術じゆつ班はんの機体がアームスーツの侵しん攻こうを食い止めきれず損傷／ガブリエル隊長が弾たま切ぎれになったライフルを捨すてて拳けん銃じゆうを乱射したところを脚を撃たれて転倒／御影のアームスーツが敵のアームスーツに組みついて至近距離からライフルを放って倒したところでロケット弾の直撃＝機械の腕と脚をもがれて叫びを上げながら倒れた／玄げん関かんロビーに将しよう軍ぐんと息子むすこが銃を持って立った。

「やめて、お願い！」鳳──無む為いな掃射を延えん々えんと繰くり返しながら、この期ごに及およんでなお、その言葉しか出て来ぬ自分が呪のろわしかった。何も止められない──そして本当の悪あく夢むが迫った／法廷施設に猛火が浴びせられた／どの敵も殺して死ぬことしか眼がん中ちゆうにないような猛攻／何もかも再ふたたび混こん戦せんの中へ落ち込こんでゆく／武ぶ器きを持つ者ばかりか、持たぬ者にまで殺さつ戮りくが迫ろうとしている──そしてついに混戦がバリケードの内側にまで及およんだとき、鳳がたまらず身を翻ひるがえした。無む駄だとわかりつつも法ほう廷てい施し設せつへ飛ひ翔しようし、そこにいる人々をどこかへ──あるはずもないどこか安全な場所へ移い動どうさせねばならないと、それしか考えられなくなった瞬しゆん間かん、氷頭バスが、それまで砲ほう撃げきを食い止め続けていた鳳を、取り除のぞかなければ目的が達成できない障しよう害がい物ぶつとみなし、ぴたりと照しよう準じゆんを合わせて砲火を連射した。

　鳳──息をのんでガード／咄とつ嗟さに盾たてにした機銃に砲弾の一つが命中／世界が揺ゆらぐ衝撃／一瞬で地面に落下／朦もう朧ろうと這はいつくばった──眼がん前ぜんに氷頭の化け物が迫った。

　悪夢／無力さ──それでも立ち上がれ。せめて最後まで挫くじけることを否ひ定ていし続けろ。

　そう自分に命じてよろめき身を起こし、己おのれの武器を再び手にして叫さけびを上げたとき。

　頭上からとてつもない騒そう音おんが到来した。

　バタバタと空気を激しくかきまわす轟ごう音おん──複ふく数すうのローター音。

　敵──⁉　最初に絶ぜつ望ぼうに襲おそわれ、ついで、純じゆん粋すいな驚おどろきに打たれた。

　豪ごう雨うの中でも悠ゆう然ぜんと宙ちゆうを舞まう六機の戦闘ヘリバトルシツプの一団──死の天使そのものの漆しつ黒こくの翼つばさに設置されたバルカン砲とミサイルポッドが、一いつ斉せいに火炎を発した。まったく異い質しつの驟しゆう雨うが豪雨の中に降ふり注ぎ、たちまち氷頭の化け物が、法廷施設に迫る敵が火に包まれた。

《援軍だ……》御影の声──呆ぼう然ぜんとなった声が、すぐさま歓かん喜きを帯びて高く響いた。《援軍が来た！　ヘルガ長官の要請で出動した、航こう空くう戦せん術じゆつ師し団だんの特とく殊しゆ支し援えん部隊が来たぞ‼》




　楽しいなあ、というワニの声──それを必死に抑えつけた。違う──大切な何かを失った痛いたみを理由に、失うことを恐おそれ、失われそうなものを、失う前に消してしまうなんて。

　そんなのちっとも楽しくない──そう思ったとき、猛烈な勢いきおいで腹はらを蹴けられた。

　衝撃で逆ぎやくにはっと意い識しきが戻もどる──転がりながら見えない相手の位置を推すい測そくした。

　自分がいるべき位置を確たしかめた。どこへ転がるべきかしっかり見定めた。

《目を潰すのはやめるね》ひび割われた無線通信。《えぐり出してあげる。なんでも食べちゃうやつがいるんだ。そいつに君の目玉を食べさせてどんな味がするか聞いてあげる》

「こそこそ無線通信でしか喋しやべれねーの？」ふらふらと上体を起こしながら笑った──この敵が何を失ったのかわかる気がした／きっとこいつの心の中にもワニがいて、それを食べてしまったのだ。「変な声！　ちゃんと喋んねーとなに言ってっかわかんねーっしょ！」

　わざと壊れたままの両手を広げて、からから笑った──果たして真正面から来た。

　胸に衝撃──蹴られた／真後ろにすっ飛ばされた／理想的な位置へ──うかつに水たまりの中のそれに触ふれないよう、もがくふりをしながら、あえて仰あお向むけになって転がった。

《君も喋れなくしてあげるよ。目玉の前に舌したを切り取ってあげる》明らかに怒いかりに満ちた声──自分の顔のすぐ目の前に、キラキラ凶きよう悪あくな輝かがやきをやどす爪つめがかすかに見えた瞬間、乙の腕にエメラルドの輝き＝再転送した両手を振った／左右にあるそれを、ぶっ叩たたいた。

　敵てきが西側ルートに敷しき詰つめた対戦車地雷──爆ばく風ふう／火ひ柱ばしら／水柱／粉ふん塵じんの柱が一いつ緒しよくたに発生──乙の両手が砕くだけ散る／左右から凄すさまじい爆ばく圧あつ／炎ほのおと散さん弾だんと無数の破片が音速で乱みだれ飛んで見えない敵に突つき刺ささり、その姿すがたがこの上なくはっきり浮うかび上がった刹せつ那な、乙が爆風に耐たえて右みぎ脚あしの灼刃機能ヒートブレードを発はつ揮き──爆風で一緒に吹ふき飛ばされながら鮮せん烈れつに一いつ閃せん。

《──ッ‼》ひび割れた無線通信──およそ声とは呼よべぬ絶叫／水みず銀がね色の甲かつ冑ちゆうで覆おおわれた顔面に斜ななめに走った火の痕あと／甲冑のコーティングも羽も透とう過か防ぼう壁へきも散弾で無数の小さな傷きずを帯び、特甲トツコーが損そん傷しようしたことに泡あわを食った敵が、慌あわてて上空へ浮ふ遊ゆうしたとき──

　激しいローター音──到とう来らいした戦闘ヘリバトルシツプの高性せい能のうレーダーが、ぴたりと捕ほ捉そく。

　爆圧でくらくらしつつ四し肢しと羽を再転送した乙が、呆あつ気けにとられて飛翔をためらうほどの猛烈な火炎の旋風つむじかぜ──三機のヘリが同時に三方向から十数発の小型ミサイルと百発の榴りゆう弾だんと数千発の弾丸を一度に浴びせれば、もはや逃にげ場もなく、爆風が渦うずを巻まいて中にいるものを中心に押しとどめ、敵がヘリへ向かっていくのは物理的に不可能だった。

　乙には、羽をずたずたにされた特甲猟兵トツコー・ヤークトコマンドーが──ヘリを操縦する軍人たちにとっては最も憎ぞう悪おすべき〝裏うら切ぎり者〟が──水銀色の破片と溶とけたコーティングの雫しずくを振ふりこぼしながらＯＰＥＣの新しん設せつ本部の壁かべに叩きつけられたところまでしか把は握あくできなかった。

　死の天使が降らせた硫黄いおうの火もかくやと思われる火線の雨が、さらに三十秒間ほど続き、完全に見えない敵をむさぼり食らってしまったからだった。ＯＰＥＣの新設本部は完全に倒とう壊かい／瓦が礫れき／更さら地ちといっていい状態になった。まさに虫一匹ぴきも生き残れぬ有様だった。

　敵はどこにも見えない──消えたか逃げたか滅ほろぼされたか──いずれにせよ地雷の打撃ごときで慌てたほどだから、よほど転送回数に制せい限げんがあって、もう戦えないのだろう。

　ヘリの火が自分に向けられたらどうしようと心配になりつつ飛び立つ乙に、ヘリの操縦者の一人が雨に濡ぬれた窓越しに親指を立ててみせた。空飛ぶ少女の奮ふん戦せんを称たたえるように旋せん回かい──法廷施設に迫せまる敵集団を情なさけ容よう赦しやもなく掃そう討とう／ひときわ巨大な敵の頭上へ位置。

　氷ひよう頭とうバス──ニナの通信によってヘリがただちに支援＝四機がワイヤーで四方から引っ張り上げる／吊つり上げる／巨大な兵器が宙に浮うく──そして猛烈な掃射／爆雷投とう擲てき。

「ごダダ奉ダダ仕ダダいダダたダダしダダまダダすダダわダダ─ダダ─ダダッダ！‼」鳳──直角に位置した雛の火炎。

　たちまち氷結装甲が剝はぎ取られ、真っ白い破片が飛び散り、内部の装甲が貫つらぬかれた。

　吊り上げたヘリのうち二機が攻撃に参加──火炎の狂きよう瀾らん怒ど濤とう。

　敵の脚がもがく／すぐ下に満ちる水を求める／さらに遠ざけられる──撃うち砕かれる。

　装そう甲こうの奥おくからあらわれる、カプセル／髄ずい液えき／脳のう──鳳の羽の探たん査さがそれをとらえた。

　犠ぎ牲せいにされた魂たましい／鋼こう鉄てつに捧ささげられた命／自分たちが経けい験けんした悪あく夢むを、この都市と世界にもたらすため、炎と一体となった存そん在ざい。ふいに、なぜか共感が湧わく──炎を手に、炎を生み出す者を全て滅ぼせという一心で、全すべてを捧げた者が、そこにいた。

　撃った──おびただしい銃じゆう弾だんで──相手の夢ゆめを殺した。




　　　　Ⅱ




　ワイヤーを切せつ断だん──なんだかわからない真っ黒に焦こげた鉄の塊かたまりと化した敵てきが落下した。

　法ほう廷てい施し設せつの周辺をヘリが旋回／警けい戒かい──もはや一発の銃弾も放たれず。

　巨大な水たまりと化した一帯に浮かぶ累るい々るいたる死者の群むれ──終わらぬ悪夢の光景。

《鳳》《鳳ぁ》仲間たちの声──やっと地上から目を離はなした／涙なみだで濡ぬれた目で二人を見た／もう終わったのだと、せめて微笑ほほえもうとしたとき──轟音とともに爆炎が起こった。

　はっと宙を振り返る──どこからか飛来するもの──巨大な砲弾。

　中央エリアに炎の柱──散さん開かいするヘリの一機が、炸さく裂れつした国連ビルの壁の破片をもろに浴びた。きりもみ＝ローターが建物の壁に激突してへし折れ、無む惨ざんに落下した。

　続けて一機、また一機、瓦礫の破片に巻き込こまれて難なん着陸──明らかにヘリの位置を見抜いての砲撃──最高の援軍が、あっけなくビルの陰かげに隠かくれたまま動けなくなった。

《いったい何が……⁉》鳳──慌あわてて機銃を構かまえる／解かい析せき班はんのデータを参照。

　犠ぎ脳のう体たい兵器──遥はるか彼方かなたの国こく際さい空港に二つ出現──その一つが国連都市へ砲撃を実行。

　愕がく然ぜんとなったところへ無線通信＝ニナ。《空港に高射砲搭とう載さい型がたの犠脳体兵器！　超長距離からこちらを攻撃している！　さらにバロウ神父様の連れん絡らくにより、もう一つの犠脳体が、空港に着陸した、中国のステルス戦闘機であることが判はん明めいした》

《なんだと⁉》御影＝驚きよう天てん動どう地ち／戦せん慄りつ。《敵だったのか？》

《いや、違う》さらなる驚きよう愕がくを告げるニナ。《〝トロイの木馬〟たる機体を操縦可能にするため、犠脳体技術で人間の脳を組み込んだ戦せん闘とう機き──コードネーム〝太公望〟だ》

《太公望……⁉》鳳の瞠どう目もく──異質な戦慄に震ふるえる。《それは証しよう人にんの名では……》

《そうだ。ＡＩと人間の脳の断片によって形成された統とう合ごう人格。意い志しを持つ戦闘機そのものが、亡ぼう命めい者しやであり、戦せん犯ぱん法廷への参加を望む、七人目の証人だ》

　鳳──完全に呆気にとられながら電話相手の声を思い出していた。それ──あれ──遠い場所で戦う相手が、確かめてくれたのだ。最後に守るべき相手が誰だれであるのかを。

　ニナが言った。《現在、戦闘機は空港での戦闘を避さけて、この国連都市に向かっている。砲撃がここに向かって行われているのは、戦闘機を撃げき墜ついしようとしてだ》

　御影の驚きよう嘆たん。《都市内で異国の戦闘機を飛ばしたのか？　敵の攻こう撃げき以前に、マスターサーバーの電子的干かん渉しようで、ただちに飛行不能に陥おちいるぞ》

《それを避けるため、憲けん兵ぺいの特甲トツコー児童が搭とう乗じようし、戦闘機と脳機能をリンクした》

《特甲トツコー児童が……⁉》鳳が息をのむ──乙と雛が絶ぜつ句くする。都市内の全マスターサーバーを敵に回しかねない行こう為い──いったいなんという恐おそれ知らず／無む謀ぼう／果か敢かんさか。

　ニナ＝鋭するどく。《バロウ神しん父ぷ様がセッティングした。マスターサーバーに撃墜されることはない。大至し急きゆう、正面玄げん関かん口ぐちの道路から障害物を除じよ去きよし、着陸用の滑かつ走そう路ろを作り出せ》

　日向＝即そく応おう。《わかった。照明装そう置ちを集める。何メートル必要だ？》

　御影＝反はん論ろん。《着陸した瞬間に砲撃でやられる。空港の部隊は砲台を撃破可能か？》

《向こうも激戦で兵員が消しよう耗もうし尽つくしている。期待はできん。要撃小隊、飛べるか？》

　鳳／乙／雛──全員が損傷だらけのくせに、むしろ挑いどむような顔になった。たった今、自分たち以外の特甲トツコー児童が考えられる限かぎりのむちゃを行ったのだ。負けていられなかった。

《はい、ニナさん》

《よし。〈青の火ザーフイア〉と〈黄トのパ火ス〉を空港に向かわせろ。〈紫の火アメテユスト〉はここで航空部隊とともに砲撃を防ふせぎ、もう一人の特甲猟兵の出しゆつ現げんに備そなえろ。見えない敵の方はほぼ確かく実じつに無力化されたが、〝鳥殺し〟の方はいまだ健在のはずだ》

　はっとなる──先ほどからその姿が一向に現れない理由が、やっとわかった。

〝鳥殺し〟──砂さ漠ばくで戦闘機を次々に撃墜した特甲猟兵トツコー・ヤークトコマンドー──その狙ねらいが。

《待っているのですね。戦闘機を……最後の証人を、撃墜するために──》機銃を握にぎりしめた──自分が一個この炎ほのおになったようだった。その熱を込めて命じた。《乙さん、雛さん。至急、空港の部隊を助け、この砲撃を食い止めて下さい》

《一人はダメって言ったの、鳳だろ》乙の反論──雛の不安顔。《鳳は……？》

《一人ではありません》微び笑しよう──咄とつ嗟さの言い訳わけ／あるいは確信が口をついて出た。《憲兵の特甲児童が、戦闘機に乗ってこちらに向かっているのです。彼らと協力し合って敵を倒します。あたくしのことは心配ありません。むしろあなたたちが心配です》

《見えない敵に比くらべりゃ、大したことねーっしょ。なあ、雛ぁ》

《怖こわくないもん。ただの大砲なんて平気。あのエレベーターの方がもっと怖い》

《……エレベーター？》

《何が爆発したのかわかんないの。変なの。それに比べたら全然、平気だもん》

　きっぱりと言う──雛なりに、ありったけの勇を鼓こして。

　鳳が微笑ほほえむ／うなずく──号令。《お行きなさい！》

　さっと身を翻す輝き──青・黄──その姿が見る間に雨と闇やみの向こうへ消えた。

　そして、戦闘機の目的地たる国連都市を灰かい燼じんに帰すべく次々に飛来する砲ほう弾だんを探たん査さ──身動きできぬヘリに代わり、その機動性を最大限に発はつ揮きして飛ひ翔しよう／捕ほ捉そく／撃うった。

　どーん、と雷らい鳴めいのような轟とどろき──宙で撃ち抜かれる砲弾。

　必ず守る──この身にかけて──多くの挫ざ折せつを乗り越こえた心で必死にはばたいたとき。

《こんな異い国こくの地に来て、空むなしい捜そう査さごっことは。ご苦労だね、レイバース捜査官》

　にわかに脳のう裏りに響ひびく声──リヒャルト・トラクル。




　国連ビル四十階──点々と続く血けつ痕こんを追うハロルド＝経けい路ろを確信／端たん末まつは懐ふところに／上着のポケットにスピーカーモードの携けい帯たい電話──両手で銃じゆうを構えて通路を進みつつ、電話相手がどんな揶や揄ゆを飛ばそうと意に介かいさず質しつ問もん。「この電話番号をどうやって調べた？」

《電話番号など今やプライバシーの範はん疇ちゆうにも入らない。君がいた組そ織しきが活用するように、いつでも誰でも利用できる、民みん衆しゆうのための共同監かん視しシステムじゃないかね？》

「その権けん限げんを持つことができるのは国民によって選ばれた組織だけだ」

《私が奉ほう仕しする真実は、世界の大多数の支し持じを受けている。ところで同じく世界で認みとめられている組織も、君という人材を使い捨すてにし、アメリカ連邦捜査局ＦＢＩの三文字が暗示する〝忠誠心ＦＩＤＥＬＩＴＹ〟も、〝勇敢さＢＲＡＶＥＲＹ〟も、〝高潔さＩＮＴＥＧＲＩＴＹ〟もない男として放り出すのではないかね？》

「私の将しよう来らいについてずいぶん悲観的な意見を持っているようだが、ひとまず、そうだと答えておこう。私はこの法ほう廷ていへの参加と引き替かえに、バッジを返すことになっている」

《君のような有能な捜査官を、いったいどうしてまたクビになどするのだろうね？》

「既すでに知っているらしい相手には答えるまでもないと思うが、私という個人と、組織が負う世間の印象との妥だ協きよう点てんが、ちょうど私の辞じ職しよくというところで落ち着いたからだ」

　淡たん々たんと返答──滑なめらかな足取りで、自分と対決すべき相手のいる部屋へと通路を進行。

　笑い声──感かん慨がい深ぶかげに。《信念の人という感じの返答だ。だが実際、どうなのだね？　国際政せい治じの駆かけ引きに巻き込まれることを恐おそれ、戦せん犯ぱん法廷への代表者出席を拒こばんだＦＢＩに反はん抗こうし、全すべてを投げ打ってでも務つとめるべき仕事だったのだろうか？》

　微笑ほほえんで返すハロルド。「私は私の原点に忠ちゆう実じつだった。何を疑ぎ問もんに思うことがある？」

《〝原点〟は私の好きな言葉の一つだ。〝操そう作さ〟の次に好きだ。己おのれの原点に忠実という点では君に負けない。君の場合は、一九五七年九月四日に始まった例の事じ件けんかね？》

「ほう。このミスターこそ泥どろは、私の就しゆう任にん面めん接せつ資し料りようまで、どこからか手に入れたか」

《アーカンソー事件！》嬉き々きとした叫さけび。《〝教育における人種差別は合衆国憲法の精せい神しんに反する〟という連れん邦ぽう裁さい判ばん所しよの結けつ論ろんに反対したアーカンソー州知事が、黒人生徒の入学を阻そ止しするため州兵を派遣──暴ぼう徒ととともに学校を守らせた事件だ。白人と黒人を別々の学校に通わせることこそ、アメリカ保ほ守しゆ派はの誇ほこる、良き伝でん統とうというわけだ》

「だが少なくとも当時のアイゼンハワー大だい統とう領りようは、そうは考えなかった。連邦軍の派遣を決定し、州兵を支配下に置き、黒人生徒が無事に登校できるよう保ほ護ごした。どれほど強者がのさばろうとも、弱き者のために戦う誰かが、必ずいる国。それがアメリカだ」

《さしずめ黒人生徒を守護した第一〇一空くう挺てい部隊は、君にとって英えい雄ゆうなのだろうね？》

「いいや。確たしかに彼らは素す晴ばらしかった。だが私のヒーローは、群ぐん衆しゆうに囲まれてリンチに遭あいそうになった黒人の女生徒を助けるため、己の職務も安全も投げ出した、『ニューズウィーク』のユダヤ人記者だ。いつか私は、女生徒の身代わりになってリンチに遭った、あの記者のようになるという予感があった。それは実感といってよかった」

《今、その予感が実現しようとしていることを後こう悔かいしているのではないかね？》

「これが私の仕事だよ、ミスター・トラクル。むしろこの電話のお陰かげで、犯人に見当がついた。さらに確信したのは、このミスター・ろくでなしは、世界から誇ほこりを盗ぬすみ取りながら、自分の汚きたならしい尻しりを拭ふく紙にすることしか思いつかない愚おろかな道化だということだ。今その道化は、私と死んだ証しよう人にんたちが行ったことに大おお慌あわてだ。いずれもっと多くの人間が私たちの後に続く。そして、お前にも終わりが来るということを、明らかにする」

　そう言いながらハロルドは真っ直ぐに歩み寄った。南側の一室──ドア──棺かん桶おけの蓋ふた。

　その蓋がどちらに向かって閉じているかを明らかにするべく、真正面から蹴けり開いた。

　がらんとした、壁かべと窓まどだけの、無人の部屋だった。

　ハロルドの額ひたいに死をもたらす視し線せん──ライフルの照サ準イ器トの光点が紅あかくともった。

《私こそ不ふ滅めつの真実さ。おやすみ、レイバース元捜査官──》

　その声を遮さえぎって告げるハロルド──完かん璧ぺきなまでのポーカーフェイス。

「やはり狙そ撃げき手しゆは会議棟とうの屋上だ、シュニービッテン主しゆ任にん捜査官」




　背せに叩きつける猛もう雨うも、あるいは自分の頭上に降ふり注ぐかもしれない砲弾のことすら頭になく、男は自分をコンクリートの塊かたまりそっくりに見せてくれる擬ぎ装そう用の袋ふくろに全身をすっぽり包まれて横たわり、特大のライフルをぴたりと構え、あの料理に没ぼつ頭とうしていた。

　子こ供どもの自分が畑を駆かける──幸福と安心のにおい──家があり家族がいて戦火は別世界のできごとだった。世のジプシーロマの多くが不ふ遇ぐうであるにもかかわらず彼らは幸せだった。

　アメリカが降り注がせた爆ばく弾だんが全てを変えるまでは。火が、男から過か去この全てを奪うばい、今の全てをもたらした。戦火に関かかわる全てを憎にくみ、戦火に関わる全てを受け入れた。

　この都市で兵士になるすべを学び、ライフルを学び、仲間たちを得た。その仲間たちが教えてくれた。人生は宝たからの山だ──己の手に自由に駆使できる火がある限り。

　アフリカでそれが真実であることを知った。もう何かを奪うばわれることはない。奪う側になったのだから。世界は、いつでも食うことのできる丸々と太ったハリネズミだった。

　そして今まさに、この土地で狩かるべき最後のハリネズミが、罠わなに従したがって、顔を出すところだった。自分が狩人かりゆうどだと思い込んだ愚かなアメリカ人──真の狩人であり火の担にない手である自分を、どこまでも姑こ息そくに追ってくるその男が、ドアを蹴り開くのが見えた。

　己の棺桶の蓋を、己自身の手で閉とざした愚ぐ劣れつな男に向かって、引き金を絞しぼったとき。

　二つのものが同時に飛び込んできた。

　この風雨でも完璧な照しよう準じゆんをもたらしてくれる最高峰の照準器を、何かが遮さえぎった。

　放たれた弾丸──それが標的に命中したのかどうかも咄とつ嗟さに判明せず。

　そして、完璧に姿すがたを隠かくしたはずの男の頭上から、激しいローター音が迫せまってきていた。

　軍の戦闘ヘリではない──彼らの動きは完全に把は握あくしている──ありえない。

　素早く擬装用の袋を体から引き剝はがしながら振り返った男に──のしかかってきた。

　ミッターマイヤーが乗って飛んできた単たん座ざ式レスキューヘリ──猛もう吹雪ふぶきの中でも飛行。

　その機体に乗るニナの痛つう烈れつな叫び。「朝には白骨モルゲントートだ、殺さつ人じん鬼きめ！」

　ヘリの脚あしが／接せつ地ち用のそりが、男に激突して肋あばらを砕くだき、ついで脚を踏ふみつけた。

　男の脚が砕ける──機械化義ぎ足そく──それを引っ張り出し、機械仕じ掛かけの強きよう靭じんさで逃とう走そう。

　ニナが撃うった／指輪をした手／指で──立て続けに引き金を引いた。

　男の肩かたに／背に／腰こしに命中する弾丸──男がのけぞって屋上の縁へりの向こうへ消えた。

　ニナが追う──眼がん下かに男の姿はなし──逃走用のロープのたぐいもなし。

　苦々しく通信。「ホイテロートが落ちた。十発ほど撃ち込んだが生死不明だ。常じよう識しき的に考えて生きているはずはないが、この男に限かぎっては心しん臓ぞうに撃ち込むまで安心できん」




　国連ビル四十階──砕けた窓から激しく吹ふき込む風雨──床ゆかに、窓を砕いたもの。

　槍やりのように投げ放たれた長大な超ちよう伝でん導どう式重機関銃が床に突つき刺ささり、部屋に立つハロルドを撃ち抜くはずだった弾丸を、まさに寸すん前ぜんで阻そ止ししていた。

　窓の外──滞たい空くうする鳳が言った。

「……本当なのですか？　あなたが、ＦＢＩを辞やめさせられるというのは……」

「本当だ」ハロルドが言った──常つねに変わらぬ穏やかさで。

「なのに、なぜ、危き険けんを冒おかしてまで犯人を……」

「最後の仕事だからだ。君がいなければできなかった。心から感かん謝しやする」

　鳳はうつむいた──かぶりを振った──言葉が出てこなかった。

「犯人の目星がついた。私はこれからその証しよう拠こを探さがしに行く」

　悲しみの風が吹きつける気がした──うつむいたまま訊きいた。「……どなたなのですか」

「まずは殺害された証人たちの遺体を確認する。七人目の証人は判明したのかね？」

「……間もなく国連都市に到とう着ちやくします」

「どうか守ってくれ。私たちの法廷を。君にならできると信じている」

　背はい後ごで激しい砲ほう撃げきの音──まだ何も終わっていなかった。終わらせねばならなかった。

　歯を食いしばって顔を上げた──はっきりと意い志しを込こめて告げた。「はい」

「後で会おう。その頃ころには犯人が判明しているだろう。今度こそ危険はない。君が電話相手とともに事じ態たいを乗り越こえると信じている」

　はっとなる──懐ふところでコール音──急いで特甲トツコーの一部を解かい除じよして取り出したときには、もうハロルドは銃を手に通路を戻もどって行くところだった。その背を目を細めて見送りながら、電話に出た。「もしもし──」

　前置きなし。《そっちへ、うちの隊員二人と最後の証人が向かった。両方、守ってくれ》

　目を瞠みはった──特甲トツコー児童を二人／相手も三人の部隊だと聞いている／自分一人だけ現場に残って、七人目の証人を守らせたのだ。「承しよう知ちしました。あなたは──」

《あたしは、これから大砲をぶっ放してる馬ば鹿か兵器を潰つぶす》

　ぎょっとなった。消しよう耗もうし尽くしているとニナは言っていた。聞き間ま違ちがいかとすら思った。

「で……ですが、そちらの部隊は、ほとんど弾薬を使い果たしたと──」

《あたしはまだ動ける》

　思わず叫んだ。「いけません‼　特甲猟兵は⁉　あなた自身もきっと負傷──」

《あんなのは一発殴なぐったら逃げてったよ。そっちはやったのか？》

　なんというふてぶてしさ──呆あきれた／感かん嘆たんした／無む性しように腹はらが立った。「いえ……一人は転送限げん界かいに達しましたが、白露シラツユ・ルドルフ・ハースはいまだ活動中です」

《だったら、そっちはそいつをやれ。あたしはこっちをやる──》

　ぶっきらぼうで指し示じ語ごだらけで具体的な情報が伝わりづらい──それでも揺ゆるがぬ意志だけは嫌いやになるほど伝わってくる。まるで証人たちの最さい期ごの言葉のように。信念とともに死すら覚かく悟ごしたような──そう感じた途と端たん、きっぱりと相手の態度を否ひ定ていしたくなった。

「いいえ。あたくしの部隊から二人、そちらに向かわせています」そう返しながら無線通信──死なせてなるものか。《乙さん、雛さん、今どの辺りですか？》

《川の上を飛んでる。第十一区ジンメリングの公園のとこ》

《空港についたら、憲けん兵ぺいの特甲トツコー児童の小隊長がいます。その指し揮き下かに入り、その方を助けなさい。くれぐれも、その方を死なせてはなりません。いいですね、乙さん、雛さん》

《うん》《うん》果か敢かんな応おう答とう──思わず安心する／すぐに電話相手にも告知。

「今、あなたの指揮下に入るよう指示しました。どうぞ指揮をお願いいたします」

《ざけんじゃねえッ！　こっちの仲間二人と戦せん闘とう機きを守れっつってんだッ──！》

　予想された怒ど号ごう──自分一人で何もかも背せ負おっているかのようなその言いざまに、心の底から怒いかりを込めて怒鳴り返した。「ざけんじゃねえですわよッ‼　このあたくしがッ、あなたの仲間も証人も守ると言っているのですッ、お信じなさいッ‼」

　沈ちん黙もく──実に気分が良いことに電話相手が怯ひるんだのを感じた。

　やがて、ぼそっとした声。《いいんだな……信用するぞ》

「はい」即そく答とう──敢かん然ぜんとなって。「あたくしの仲間を、お頼たのみします」

《ああ》即答──当然のように。《あたしがあれを潰つぶす前に来させな》

「必ず」

　どちらからともなく通話終しゆう了りよう──おそらく二人同時に通話を切った。

　電話をしまいながら、いつの間にか悲ひ痛つうが薄うすれているのを感じた。怖こわさもない。無力感もない。闇やみ雲くもな怒りもない。自分から力を失わせる全すべてが去り──ただ力だけがあった。

　嫌なことだらけのこの都市で。立ち上がり続け、飛び立ち続け、戦い続けるための。

　意志──やるのだという気持ちが──疲ひ弊へいもはなはだしいはずの心身にみなぎった。

　元気になる──電話の向こうの相手もそうであって欲しいと願いながら宙ちゆうを仰あおいだ。

　にわかに羽の探たん査さにヒット──空高く位置し、待ち構える者──白しろ銀がね色の特甲猟兵。

「転送を開かい封ふう」右手に輝かがやき──長大な重機関銃。さらに左手／両大だい腿たい部ぶに輝き──副次兵装たる迫はく撃げき榴りゆう弾だん砲ほう＝リボルバー・グレネード×三。冷たい虚きよ無むに支し配はいされながらではなく、しっかりと心をつなげながら、ありったけの武ぶ器きを身に帯びて飛翔した。

　こちらにとっくに気づいているであろう相手へ──〝鳥殺し〟の少年に向かって。

　飛び立てフライ・ハイ──真っ直ぐに。嵐あらしの中を飛んでゆけ。さあ、これが自分のやるべきことだ。

「白露・ルドルフ・ハース‼」

　叫んだ──ここに──この都市には自分がいるのだということを思い知らせるために。




　第三十五区ジークムント──乙＋雛＝互たがいに手をつなぎ、風雨を貫つらぬいて全力で飛翔。その胸むねにダイヤ／コイン／奪うばわれた痛いたみを抱いだきながら、やがて国際空港に到とう達たつ。

　おびただしい惨さん状じようの空港／滑かつ走そう路ろ／激はげしい雨にもかかわらず、あちこちに炎ほのお──すぐに滑かつ走そう路ろを進む存そん在ざいを羽の探査で発見──少女＝周囲の惨状に負けず劣おとらず傷きずだらけ／がたがた軋きしみながら進む軍用機体の上に鎮ちん座ざ／実にふてぶてしい姿──ふと振り返る。

　乙＋雛──戦闘に備そなえて手を離はなす／下降──振り返った少女を真まっ直すぐ見た。

　黒くろ髪かみの少女──漆しつ黒こくの特甲トツコー姿＝地上戦術型──体中いたるところ傷だらけ／額ひたいを斜ななめにすっぱり切られた傷＝抗こう磁じ圧あつのヘルメットさえ貫く打撃を受けた証しよう拠こ。

　はっきり言ってボロ雑ぞう巾きんみたい／今にも死んじゃいそう──乙＋雛の率そつ直ちよくな感想。

「綺き麗れいな羽だな」黒髪の少女が言った──傷など一つもないというような平然たる顔。

「……あんたが小隊長？」乙が訊きいた──黒髪の少女がうなずく。「ああ」

「作戦は？」「情じよう報ほうは？」二人が訊く──肩かたをすくめて少女が返す。「あそこで馬ば鹿かでかいのが好き放題に撃うってる。情報はデータにあるだけだ。いちにーのさんで、あたしが先頭になって突撃して潰つぶす。でなきゃ、これまでの全部が無駄になる」

　乙＋雛──思わず顔を見合わせた。いちにーのさん？　鳳なら絶ぜつ対たいにそんなむちゃなことは言わない／自じ暴ぼう自じ棄き／投げやり──敵てきを倒たおす代わりに死ぬ気だろうかと思った。

「あんた死ぬよ？」「死んじゃうよ？」ぽつっと注ちゆう釈しやく。「大人は？」「命令する人は？」

　少女が頭をかいた。わざとらしいため息──やおら顔を上げた。

「がたがたぬかすならスッ込んでろッ！」鳳に勝るとも劣おとらぬ、もんのすごい怒声。

　ほとんど意味のわからぬ、逆上に等しい憤ふん激げき──ぽかんとなる二人。

　少女が血の混まじった唾つばを吐はく／やけに淡たん々たんとした顔／目にみなぎる意志。「ここには命令してくれる大人も、情報をくれる大人も、責せき任にんを取ってくれる大人もいない。あたしらが、あたしらの責任でやる、あたしらの仕事だ。気に入らねえなら帰れ。来るんなら、あたしの後ろから来い。あたしが突撃手だ。あたしが作戦だ。あたしの動きが情報だ。あたしを狙ねらって敵が動く。お前らはそれを見て、全部の武器を、あのでかいのにぶつけろ」

　乙＋雛──ちらっとまた互たがいに顔を見合わせながら内心で驚きよう嘆たん。つまりこの人は、自分が盾たてになるからその隙すきに敵を攻こう撃げきしろと言っていた。鳳が自分たちに命じたのも無理はないと納なつ得とく──乙がぽつっと言った。「……あんたを死なせるなって命令された」

　だが少女はそこでさらにびっくりすることを言った。「死ぬ気はない、お前らを死なせもしない。一つ教えてやる。あたしらは今から三人で一頭の獣けものだ。互いが頭であり目であり手足だ。やるべきことのために互いの盾になる。それがこっちのやり方だ。いつどこから撃たれるかわからないまま突撃シユトウルムするためのな。まずあたしと、この機体が、お前たちの盾になる。お前たちは弾丸になってあれを潰す」

　こっちのやり方──いつもそうだというように。いや事実そうなのだ。そう悟さとって、またもやぽかんとなる雛の隣となりで、乙が今度こそ内心で感かん嘆たん／賛さん嘆たん／賞しよう賛さん──超カッコイイ。

　彼女こそ、この現場で戦い抜ぬいた最後の一人であり、自暴自棄になんかなっておらず、それどころか頭から本気で、ただ一人で突撃し、生き残る気でいたのだ。想像を絶するふてぶてしさ──この少女が最後の一人として立っていることが実に当然に思えた。

「やるか？　帰るか？」少女が訊く──乙＋雛＝揃そろって返答。「やる」「やる」

　それから咄嗟に乙が質問。「……ねえ、名前は？」

「仕事が終わったら教えてやる」にやっと笑う──ますますカッコイイ＝乙の所感。こんなひどい状況で、あんなに傷だらけで、どうしてそんな風に笑えるのか。自分の歓かん楽らく的な笑いとは違ちがう笑みだった。もっと鋭するどくて力強くて堂々としてて、とにかくカッコイイ。

　少女が拳こぶしを突き出す＝指を三本立てる──薬指を握にぎって言った。「いーち」

　カウントダウン──中指を握る少女に合わせて、乙が唱和した。「にー」

　雛が乙を見る／少女を見る──少女と乙と雛の三人が唱和した。「さん！」

　同時に軍用機体がフェンスを轢ひき倒たおして敷しき地ち外がいへ飛び出す──少女が身を翻ひるがえして跳ちよう躍やく＝着地と同時に信じがたいほどの速度で疾しつ走そう──空港敷地外の国道で、盛せい大だいに砲ほう撃げきを放つ、巨きよ大だいな玉ぎよく座ざを思わせる犠ぎ脳のう体たい兵器へ、見る間に近づいてゆく。

　負けじと飛ひ翔しようする乙＋雛──兵器が複ふく数すうの砲身／銃身を、地を駆かける少女に向けた。

　さらに驚きよう愕がく──少女の体を燃もえ盛さかるようなエメラルドの輝きが包む／特甲トツコーが一いつ瞬しゆんで変へん貌ぼう／甚じん大だいな力を秘ひめた兵科──レベル３の転送を実行したのだとわかった。

　だが少女に闇やみ雲くもさはなし──鋭くて力強くて堂々としてて、後ろから追う二人のために盾になるのだという意志が──強い義ぎ務む感が、その後ろ姿からはっきりと伝わってくる。

　ワニの声に心を食われず──この人こそ、正真正しよう銘めいの、ワザモノだ。完全に痺しびれた／敬けい服ふくした／もはや憧あこがれに等しい思いを抱いだきながら、乙が歓喜の声を上げてその背を追った。
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「すんっげ──っ、ドキドキする──ッ‼」




　　　　Ⅲ




　国連都市──上空＝無傷のヘリが三機、機き銃じゆうの斉せい射しやで砲ほう撃げきを必死に阻そ止し。

　さらに高みに輝き──白しろ銀がね・紫むらさき──戦せん闘とうヘリすら咄嗟に追随できぬ高度・機動・速度。

《嬉うれしいな。泣くことができる君が来て》無線通信──冷ややかで虚うつろな声。《君も心を失ったのに、そんなにもまだ生きている。心を取り戻すために……君は何を食べたの？》

　鳳──その虚ろな声にぞっとなりつつ、しいて意識から叩たたき出し、相手が抗こう磁じ圧あつの爆風を放ち、体を守る抗磁圧の鎧よろいが低てい減げんする瞬しゆん間かんを狙ねらって必死に掃射／榴弾をばらまく／先手を打って翻ほん弄ろうすべく、広大な空間を舞まい飛んで牽けん制せい／回避／攻撃──だが一人で空中機動を持つ相手をたやすく封ふうじられるはずもなく、自分の武器を遥はるかに上回るすさまじいまでの衝撃を食らい、たった一撃で形勢がひっくり返りかけたところへ──それが到来した。

　あるいは気づかぬうちに到来していた──降下したエンジンの爆音でかろうじて認にん知ち。

　なんと羽の探査にまったくヒットせず──見えない敵もかくやという隠いん蔽ぺい率りつ。

　最新鋭ステルス戦闘機──尾び翼よく＝赤地に金星たる中ちゆう華か人民共和国の国章／とてつもない速度で国連都市上空に出現／高度な旋回性能を見せながら、にわかに機体下部のウェポンベイを展開──立て続けにホーミングミサイルの白はく煙えんが宙そらを走った。

　咄とつ嗟さに自分を狙ねらったのかと思ってぞっとなる鳳──だが三つの鋼こう鉄てつの矢が、滑なめらかな回かい避ひ運動に入った白しろ銀がね色の甲かつ冑ちゆうへ切せつ迫ぱく──斧おののひと薙なぎ──巨きよ大だいな火球が次々に発生。

　同じ相手を敵てきとして認にん識しきしていると察して安あん堵どする──と同時に戦せん慄りつ──白銀色の甲冑がいささかも動じた様子を見せず、中高度に位置して戦闘機を迎むかえ撃うつ態たい勢せいに。

〝鳥殺し〟──本当に単独で、最新しん鋭えいの戦闘機を撃げき墜ついした経けい験けんがあるのだ。

　着陸を望んで旋せん回かいする戦闘機──待ち受ける〝鳥殺し〟──どうにかして戦闘機と連れん携けいする方法はないかと必死に思案する鳳──緊きん張ちようをはらんだ対たい峙じが頂点に達したとき。

　鳳の羽が、第四の存そん在ざいの到とう来らいを探知──なんと軍用でも何でもない空港のレスキューヘリ＝開放されたままの後部ドア──その奥おくに、長大なライフルを構えた紅い特甲児童。

　明らかに地上戦術型──一発食らえば死の高度を真っ逆さかさまになるというのに、いったいどこまで彼女たちは無む謀ぼうで勇ゆう敢かんで怖こわいもの知らずなのかと仰ぎよう天てんする鳳をよそに、撃った。

　紅あかい特甲トツコー児童──右みぎ腕うでと一体化したライフル／空を飛ぶヘリの中からという、きわめて困こん難なんな状態から──〝鳥殺し〟に向かって連射。

　まさか当たるわけがないと思った刹せつ那な──鳳の羽の探査が恐るべき結果を明らかにした。

　五発中、一発が敵の脚部に命中──火花──敵が驚おどろきもあらわに、さっと振ふり返る。

　鳳＝呆然──にわかに敵がヘリに向かって下か降こうを開始／はっとなって追つい随ずい／ヘリが大急ぎで旋回／紅い特甲トツコー児童が素す早ばやく撃った──敵がかわした／かわさなければ当たっていた／強力な防ぼう御ぎよを誇ほこるはずの敵があえてよけたほど、一発一発がプレッシャーに満ちた狙撃。

　勝てる──鳳＝感かん嘆たん／希望の念／この人たちと連れん携けいできるなら〝鳥殺し〟を落とせる。

　必死に通信＝ニナへ。《お願いです！　あたくしとあの方々を今すぐつなげて下さい！》

　敵が斧おのを振りかざす──鳳の吶とつ喊かん＝させるものか──偉い大だいな狙撃手を守って掃そう射しやした。

　すぐに敵が振り返る──放ちかけた抗こう磁じ圧あつの爆風が盾たてに集まる／防御／回避。

《お願い、この声を聞いて！》叫んだ──ヘリにいる紅い特甲児童に向かって。




　ＭＳＳ本部ビル地下四階──騒そう然ぜんとなる解かい析せき官かんたち──ディーゼル課長の力強い声。

「二つのマスターサーバーとの間に、交こう渉しよう経けい路ろを構こう築ちく！　暗号化フィルターおよびスパイウェア走査を低てい減げん、全ペナルティを回かい避ひするルートを一分以内に設せつ定てい！」

　カプセル内──水ミ無ナ月ヅキの羽が激しく震しん動どう／パチパチ火花が飛び散る／鼻から耳から血の条すじが流れ出す。《くそっ、相そう互ご干かん渉しようが全否ひ定ていされた！　独ひとりよがりのマスターサーバーめ、通信経路の一つくらい構築させろ！　あの子が僕に頼んでるんだぞ──！》

　冬真トウマ＝固かた唾ずを吞のむことしかできず──にわかに通信官の叫さけび。「何者かがこちらのマスターサーバーへ交渉を開始！　情じよう報ほう汚お染せんの可か能のう性せいがあります！」

　戦慄──大おお慌あわてで相互交渉を遮しや断だんしにかかる通信官たち──異い議ぎの声×三。

　ディーゼル課長。《その必要はない！　遮断してはならない！》

　冬真。「こ、これって──通信交渉じゃ……⁉」

　水無月。《閉とざすな！　そのまま僕ぼくに交渉させろ！　これは情報汚染じゃない！》

　凝ぎよう然ぜんとなる通信官たち──カプセル内で水無月の羽が大きく四方へ展てん開かい＝凄すさまじい勢いきおいではばたく／飛ばぬ代わりに電子の嵐あらしを飛ひ翔しよう／眠ねむるように閉とじた瞼まぶたからさらに血の雫しずく──顔を血で濡ぬらしながら、笑うような声。《憲けん兵ぺいの接続官コーラスが臨りん時じ交渉経路を開いた。どうやら向こうにも僕なみの天才がいるようじゃないか？　これで僕の脳のうが疲つかれきっておしゃかになるまでは、あの子の通信経路を確かく保ほし続けていられるぞ》




　国連都市上空──必死に呼びかけ続ける鳳＝無線通信。《聞こえますか！　聞こえ──》

《──聞こえます》きりっとした感じの声が唐とう突とつに返ってきた。

　通信ラインの構築に成功──戦闘機の中ちゆう枢すう端たん末まつ／戦闘機と脳機能をリンクした相手／ヘリの操そう縦じゆう者しや／ヘリ中枢端末──全て情報共有と通信が成立。

　ＭＳＳ／ＭＰＢの接続官コーラスが尽じん力りよく──双そう方ほうに感かん謝しやしながら相手側の隊員データを参照。

《あたくしは、ＭＳＳ要撃小隊長、鳳・エウリディーチェ・アウスト。ＭＰＢ遊撃小隊員、陽炎カゲロウ・ザビーネ・クルツリンガーさんですね？》

《はい》端的な応おう答とう──任にん務むに忠ちゆう実じつという響きに満ちた調子。

《よろしいですか。ただいまより、あなたには、あたくしの指し揮き下かに入っていただきます。あの戦せん闘とう機きに搭とう乗じようした方とともに、あたくしの指示に従い、的確に要撃を遂すい行こうして下さい》思い切ってこちらの要求を伝えた──優すぐれた腕を持つ射手が素直に応じてくれるかどうか不安なせいで、かえって高こう圧あつ的な言い方に／後こう悔かい／さらに説得しようとしたとき。

《──了りよう解かい。指し示じを願います》

　なんと迅じん速そくで無駄なく従じゆう順じゆんな返答──感動さえした。電話相手たる小隊長のごとく罵ば詈り雑ぞう言ごんや不平不満が返ってくるのかと思ったところへ真ま逆ぎやくの態度──きっとあの小隊長は、この優ゆう秀しゆうな隊員に支ささえられて、なんとかなっているに違ちがいない、と勝手に思った。

　ただちにこちらの全データと作戦指し針しんを、めいっぱい送り込こんだ。いつ通信が途と絶だえるかわからぬ恐おそれから大量の情報を一挙送信──相手が文もん句くを言うかと思ったら、無言で受信／処しよ理り／次の通信のために経路を開いたまま行動へ。

　まったくもって頼もしいことこの上ない人物──喜びを込めて通信。

《四秒後、八秒後、十二秒後に、それぞれ実行、いいですわね！》

《了解！》打てば響くような返答──ヘリ／戦闘機／戦闘機とつながった別の人員も同様に指揮下に──戦闘機とつながった者は無意識型の接せつ続ぞくゆえに言葉による返答はないが、基き本ほん航行プログラム通りに動いてくれるのは確かだった。それ以上、高度な動きを要求すれば、戦闘機の操縦経験などない人物ゆえに、ただちに失しつ墜ついしてしまう。

　全ての情報を瞬時に判はん断だん──戦闘機／ヘリ／鳳──悠ゆう然ぜんと品定めするように浮ふ遊ゆうする敵てきへ、必勝の意い志しを込めて迫せまった。

　号令代わりの掃射＝敵が回避──二秒後＝全員が所定の位置に──三秒後＝鳳が手持ちの武ぶ器きを一挙に使用しながら、上空から飛来する砲ほう弾だんを阻そ止し。

　四秒後＝紅あかい特甲トツコー児童がライフルを速射／かわされる──五秒後＝戦闘機がバルカン砲を掃射／防ふせがれる──六秒後＝戦闘機がミサイルを発射／かわされる。

　七秒後＝鳳が隙すきを突ついて掃射／かわされる──八秒後＝紅い特甲トツコー児童の速射／かわされる──九秒後＝全員が予定通りの位置・行動・速度に到とう達たつ。

　十秒後＝追つい尾びするミサイルをかわしきれず敵が抗磁圧の爆風で迎げい撃げき──十一秒後＝鳳があえて突とつ進しん／敵が抗磁圧を放ちながらミサイルの爆ばく炎えんの向こうへ待たい避ひ──十二秒後＝鳳が抗磁圧の衝しよう撃げきを受けて大きく後こう退たい／同時に紅い特甲トツコー児童が迅速無比に速射した。

　全弾命中──抗磁圧の大半を攻撃に用いた瞬間の打撃──敵がのけぞる／全身を包む甲かつ冑ちゆうであり羽であるものに亀き裂れつ──上じよう昇しようしながら待避／白熱の輝かがやき／再さい転送で甲冑を修しゆう復ふく。

　あえて逃にがす──態たい勢せいを整える時間を与えてやる──転送限げん界かい──時間制限。

　敵が鳳へ迫る──指示を出しているのが誰だれであるか見み抜ぬいたのだ。

　そしてその動きをとっくに見抜いている鳳＝既すでに仲間たちに指示を出した後。

　鳳がさっと退ひく──攻撃に転じた敵の隙すきを、戦闘機と紅い特甲トツコー児童が突つく。指示を出した鳳自身が感かん嘆たんするほどの精せい密みつな連れん携けい──そして明らかに混こん乱らんを見せる敵の特甲猟兵。

　やはりこの敵は単たん独どくでしか戦ったことがない──完かん璧ぺきな連携というものがどれほど効こう果か的か知らない──勝利の確かく信しんを高めながらさらに敵を攪かく乱らん／おびき寄よせる／攻せめさせる／防ふせがせる／かわさせる／全すべての行動がこちらの思う通りになる──完璧な要撃態勢。

　飛来する砲弾を同時に阻止することが苦ではなくなる──さらに迅速さを求めるため、重装備の副次兵装を全て還送＝機銃のみの、いつもの姿すがたになって、にわかに切迫。

　戦闘機が放ったミサイルの群むれを、盾で防がせた瞬間を狙って、一ダダ発ダダとダダしダダてダダ外ダダさダダずダダ掃ダダ射ダ！。

　胸むねから下を狙う──おそらく方向移い動どうや加速のために抗磁圧を放っている両脚に損そん傷しよう。

　掃射しつつ退ひく──敵に転送する時間を与あたえる／特甲猟兵でいられる時間を奪うばう。

　そして敵が転送──予想外の事態──その両脚がいきなり変へん貌ぼうしていた。

　一体化した両脚──四つの湾わん曲きよくしたデルタ翼よくが、にわかに強力な抗磁圧を噴ふん出しゆつした。

　すさまじい加速──しまった／加速機能だと悟さとっていたのに／変形するだなんて。

　戦せん慄りつを振ふり払はらう──慌てて作戦を修しゆう正せいしながら、見る間に戦闘機へ迫る敵てきを追ったとき。

　突とつ如じよとして異い変へん──なんと戦闘機の操縦席カバーが開く／エメラルドの輝きが溢あふれる。

　搭乗者が現れる──白しろ銀がねの特甲トツコー少女が、敵と同じく特甲トツコーを変貌させながら迎撃した。

　飛ぶすべもなく──何本も束になったワイヤー状の武器が、敵の腕を切断──一撃。

　なんという行こう為い──勇敢さ／無む謀ぼうさ／恐れ知らず／身命を賭として務つとめを果たす姿。

　特甲少女の落下──宙で還送＝胸から出血＝少女がひどい重傷なのだと初めて判はん明めい。

　落ちてゆく少女──宙で手を伸のばしながら──鳳が必死にその手を追った。

　届とどいて、届いて──届いて──届いて──お願い、届いて──心から願った。

　繰くり返し祈いのった──念じた──必死に──仲間を救わせて──大声で叫さけんだ。

　信用してくれた──自分は応こたえたのだ──あの電話相手に──だからお願い。

　力の限かぎり飛んだ──触ふれた──握にぎった──少女の手を、しっかりとつかんだ。

　血に染そまった手──なんという尊とうとさ。




　第三十五区ジークムント──あの戦闘ヘリの猛もう火かをさらに上回る、火の化け身しんのような兵器の火線を、黒くろ髪かみの少女がエメラルドの輝きをまとって一直線に突っ走っていった。

　その拳こぶしのひと振り──放射される抗磁圧が、乱みだれ飛ぶ弾だん丸がんをひとまとめに無に帰した。

　ぽっかり敵の弾だん幕まくに穴あなが空あく──黒髪の少女と軍用機体が火線を引き寄せてくれる。

　にわかに彼らの背はい後ごから切迫──乙＝迫撃滑かつ空くう──砲火を放つ砲身の一つを縦たてに溶よう断だん。

　ついで上昇／下降／Ｗ字飛行──雛＝爆ばく雷らい投下──桁けた違ちがいの大きさの敵へ飛びつき、国連都市へ砲ほう撃げきを放つ、ひときわ巨きよ大だいな高射砲の根本を、どうにか崩くずすべく爆弾魔的直感を全開にして爆雷を配置──一挙炸さく裂れつ──びくともしない装甲＝突破点を必死に思案。

　黒髪の小隊長が接せつ近きん──敵の脚部を破は壊かい／集中砲火を浴びながら敵の上に飛び乗る／ずたずたに引き裂さかれるのではないかと乙が不安に──だが突如として黄こ金がね色の炎ほのおが勃ぼつ発ぱつ。

　黒髪の小隊長がレベル３の特甲トツコーで危き機きを脱だつしたのだと信じて疑うたがわない乙──雛とともに高射砲の根本を斬きりつける／突破口となりうる損傷をなんとか与えようとする。

　砲口／砲身／砲台／弾薬室／装そう塡てん装置／照しよう準じゆん装置──驚嘆すべき頑がん強きようさ──ダメだ全然壊こわれない、まるで金庫を火で焼こうとしてるみたい──と思ったところで、にわかに合が点てん。

《ここ焼けっ雛ぁっ‼》乙──高射砲下部の側面へ回り込み、灼しやく刃じんを押しつける。

　雛──反対側の側面へ火炎放射＝装甲が焦こげる／赤熱／白熱／膨ぼう張ちよう／熱の伝達。

　装甲の内側──弾薬室の空気が高温に／焼けつく／燃える／にわかに引火──ばん！

　鉄が風船のように破は裂れつし、斧おののような破は片へんをまき散らして二人の特甲トツコーを砕くだく／引き裂く／突き刺さる──構かまわず内部へ爆雷を投とう擲てきする雛──炸裂──さらに損傷が拡かく大だい。

　自動的にがちり、がちりと嚙かみ合わさる、時計の歯車のような巨大な装塡装置があらわになったところへ、乙が右腕を一いつ閃せん──金きん属ぞくの耐たい久きゆう疲ひ労ろうで腕が折れ飛ぶ──ついで左さ腕わん＝歯車の一つが、斧を叩たたき込まれた薪まきのように、ばーんと音を弾はじかせて二つに割われた。

　装塡装置の作動不良──それでも巨大な砲弾を砲身に送り込もうとして軋きしんだ。

　かと思うと、砲口から砲弾が発射された衝撃で、木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ。

　放たれた三発の砲弾──それを最後に砲身が傾かたむいたとき、ひときわ高い轟ごう音おんとともに全ての銃身／砲身が沈ちん黙もく──振り返ると、黒髪の少女が、たった一人で装甲を引き裂き、隠かくされていた中枢装置を──捧ささげられた犠ぎ脳のうを木っ端微塵に撃ち砕いたところだった。

　乙の無線通信──自分たちの成果／最後に残された危機を大声で告げた。《こっちのをやったぞ、鳳ぁっ！　最後に三発、そっち行ったぞーっ！》




　国連都市──敵てきの存そん在ざいすら忘わすれて落下した少女の手をつかんだ鳳＝瞬しゆん時じに状じよう況きようを把は握あく。

　上空の特甲猟兵はさらに上昇＝高度を上げて撤てつ退たい態勢に──おそらく転送限げん界かい。

　搭とう乗じよう者しやを失った戦闘機が着陸態勢に──そして砲弾が正確にその着陸地点へ飛来。

　少女をつかんだまま態勢を整え、最さい適てきな高度へ達し、機き銃じゆうを構かまえ、狙ねらうまでのタイムラグを埋うめるべく、あの紅あかい特甲トツコー児童を全面的に信じる／頼たよる／任まかせる──全情報を送信。

　惚ほれ惚ぼれするほどの即そく応おう──ヘリが旋回／そしてヘリの後部でライフルを構え／狙い／立て続けに撃つまでに一秒余りの時間しか必要としない紅い特甲トツコー児童──まさに神かみ業わざ。

　飛来する三つの砲弾──初弾が約二百メートルでライフルの弾丸に射い貫ぬかれ炸裂した。

　次弾が百メートル足らずの位置で同じくライフルの弾丸に貫かれて誘ゆう爆ばく。

　そして最後の砲弾が、音速を超こえて飛来──ほとんど三発同時に放たれた狙撃ですら、遠距離で炸裂させることはかなわず。ライフルの弾丸／咄嗟にフォローした鳳の掃射が、ヘリから僅わずか数メートルの距離で、同時に砲弾を貫き、盛せい大だいに炸裂させていた。

　衝撃で揺ゆれるヘリ──ローター駆く動どう部ぶに砲弾の破片で損傷／高度が維い持じできず／きりもみ寸すん前ぜんのヘリの操そう縦じゆう者しやへ、鳳が脱だつ出しゆつすべき位置を送信──ついでぴたりと機銃を構えた。

　送った情報通り、ヘリが揺れながらコースに乗った──鳳＝狙ねらい澄すまして掃射した。

　ヘリが半ば操縦不能になりながら国連ビルの屋上へ到達した瞬間、一連の掃射が主しゆ翼よく・尾翼ローターを破壊──ヘリが下降／操縦者と紅い特甲トツコー児童がともに跳ちよう躍やく。

　二人が国連ビルの屋上へ転がり倒たおれたところへ、ヘリの主翼ローターが振り下ろされて彼らを引き裂かないよう掃射──完全にローターが停止したヘリが勢いきおいのまま転がってゆき、避ひ雷らい針しんをなぎ倒し、ビルの屋上から落下──四十二階下の地面で木こっ端ぱ微み塵じんになった。

　屋上に降おりた二人が無事であることを探たん査さで把は握あく──手をつかんだ少女が、傷きず口ぐちから出血しているのを察しつつ、丁てい寧ねいに降こう下かしたとき、にわかに解かい析せき班はんからの緊きん急きゆう通信。

　ノイズ──戦闘機が降おりようとしている地点に、それがいるのがわかった。




　国連都市＝南ゲート内──水すい没ぼつを免まぬかれた敷しき地ち内の道路──まだ動ける戦せん術じゆつ班／〈特憲コブラ〉／警けい備び隊たい員いんの人員・機体・車両が、風雨で転がった車／木／ガラスなど、着陸失敗の原げん因いんとなる、あらゆる破片や障しよう害がい物を除じよ去きよ──照明をずらりと配置──滑かつ走そう路ろに。

「来るぞ！」頭上を指さす御影──左さ腕わんのもげたアームスーツ姿すがた。「滑走路の距離が足らん！　ワイヤーでネットを張はれ！　空母の緊急時着ちやつ艦かんと同じ要よう領りようだ！」

　滑走路の末端──網あみ状じようにしたワイヤーを広げる日向ら戦術班の機体。

「ワイヤーから離はなれろ、体からだを切断されるぞ！」御影＝叫び続けてがらがら声。

　警備隊員が一いつ斉せいに滑走路末端から退ひいたとき──いきなりそれが起こった。

　照明車両が砕くだけ散る／戦術班の機体に火花──ワイヤーが裂さけた。

《見えない敵だ！》日向の咆ほう哮こう──機体が一いつ斉せいに砲ほう火かを放った。

「止めろーっ！」御影の絶ぜつ叫きよう。「ここまで来て無事に着陸させられなかったなど──！」

　その叫びをかき消す轟とどろき──熾し烈れつなバルカン砲と機銃の掃そう射しや──戦闘機／鳳。

　ノイズの受信位置を特定──見えないはずの敵へ命中する熾烈な弾丸の雨。

　水みず銀がね色の特甲猟兵が出現──右腕のみ／二枚まいのみの羽／半ば割われた頭部の甲かつ冑ちゆう／傷だらけの体──おそらく転送限界に達しながらも中ちゆう途と半はん端ぱに転送＝強ごう引いんに存在を透とう過か。

　ろくに抗磁圧の防ぼう壁へきを形成できず＝強烈な砲火で腕が・羽が・甲冑が砕け散るや、

　キぃ～～～ァ～～～～ッ‼

　その生身の口から異い様ような金切り声を迸ほとばしらせながら、身を翻ひるがえして疾しつ走そうし、戦術班の機体の砲火を浴びながら跳ちよう躍やく──激はげしい水流に没ぼつして消えた。

　直後、戦闘機が接地ランデイング──ぎゃおん、と猛もう禽きんの鳴き声の音を立ててランディングギアが衝撃を吸きゆう収しゆうし、短距離着陸用のバーナーが噴ふん出しゆつ──速度を見事に相そう殺さいしてゆく。

　左右に水しぶきの壁かべを形成しながら、用意された滑走路を進行──減げん速そく──慌あわてて戦術班が左右に開いた、半ば裂さけたワイヤーの網に、僅わずかに戦闘機の先端が触ふれた。

　機体の装甲が開き、日向が顔を出す──戦闘機の空っぽの操縦席＝血に濡ぬれたシート／明めい滅めつする操縦パネルを見やり、ぼそりと言った。「……必要なかったようだな」

「信じがたい短距離着陸だ」壊れかけのアームスーツ──操縦部の装甲を開きっぱなしの御影がやって来て言った。「犠ぎ脳のう体たい兵器を認みとめる国などない。世に知られれば廃はい棄きされる運命の機体だ……なのに自ら己おのれの存在を否定するため、おそらくアフリカから飛んできた。この法ほう廷ていの成立をはかった者たちは、誰だれも彼もみな……己を捧ささげ尽つくしている」




　ＭＳＳ本部ビル地下四階──モニター＝着陸を果たした戦せん闘とう機き──通信官たちの喝かつ采さい。

　モニター群ぐんの前でゆっくりと組んでいた腕うでをほどくディーゼル課長──冬真のデスクの方を振り返って。「信号をぎりぎりでキャッチ……戦闘機への敵てきの攻こう撃げきを阻そ止しできた。ありがとう、冬真くん。よくあのノイズを解かい析せきしてくれた」

「いえ……」冬真──遠えん慮りよがちに笑う／なぜか妙みように強こわ張ばった表情／目を伏ふせる。

《やるじゃないかワトソンくん？　ノイズ掃そう除じにかけては君の右に出る者はいないな》

　再ふたたびモニターに出現した水無月アイコン──減へらず口。

　冬真＝やっと微笑ほほえむ──カプセル内にいる水無月を見る。血に染そまった顔／裸はだかの上半身／背せで火花を散らす羽──その血を拭ぬぐってやりたかったが、カプセル内に充じゆう満まんする電子の渦うずを消すまでは開けず──だから代わりに言った。

「今から君の羽に滞たい留りゆうするノイズも綺き麗れいに消すよ」

《丁てい寧ねいに頼む。これでも自じ慢まんの羽だからな》水無月アイコンが胸むねを張はる──カプセルの中の水無月の背で羽が僅わずかにぱたぱた動く。

「うん」冬真はにっこりうなずき、そして、ノイズ解析用のモニターを見やった。

　最後に出現したノイズ──十三桁けたの数字＝３７２９２３１７１３１１７。

　最初は五桁だった。それが七桁に。九桁に。そして冬真がよく知る数列に変貌した。

　そっと携けい帯たい電話を開く──待ち受け画面＝37　29　23　17　13　11　７。

　父親から教えてもらった、七つの素数そのままの数字が、モニターに現れていた。

　偶ぐう然ぜんだろうか──だがそれこそ天文学的な確かく率りつだ。偶然のわけはない。では何なのか。

　意味もわからず薄うすら寒い思いに襲おそわれ、モニターから目をそらした。そして、必死の奮ふん闘とうを見せた、自じ称しよう〝親友〟が早く外へ出られるよう、羽のノイズ掃除に取りかかった。




　国連ビル──戦闘機が舞まい降りた地点に、ゆっくりと少女を抱かかえて下降する鳳──何かの拍ひよう子しに、せっかく助けたこの子の命が砕くだけてしまうのではないかと不安だった。

　ようやく着地──機き銃じゆうを放ほうり出して両手で少女を支ささえた。左胸を血で真っ赤に染そめた少女がふと顔を上げる──視し線せんの先に、法廷施し設せつから出て国連ビルの玄げん関かんに現あらわれた老人。

「アブドル・アツィム将しよう軍ぐん……」鳳が呼よんだ。

　極ごく彩さい色しきの服を着た将軍は、戦闘機を見つめる目を鳳に向け、そして少女を見た。

　将軍を見つめ返す少女──ひゅうひゅう掠かすれ声。「太たい公こう望ぼうさんを、おつれしました」

　静かにうなずき、両手を広げる将軍──深しん甚じんと。「翼つばさの信任者よ、その血をもって浄きよめられた裁さばきが、我わが身と我が祖そ国こくを救うだろう」

　果たして少女にその声が届とどいたのか──少女はくずおれ、意い識しきを失った。

　慌あわてて少女を抱える鳳のもとへニナが駆かけ寄よる──鳳に代わって少女を抱きながら周囲の者に鋭するどく命じた。「大至し急きゆう、ヘリに乗せろ！　最優ゆう先せんだ！　市の救命室へ運べ！」

　続けて声がさんざめく──まだ動ける者の義ぎ務むとして。「他の重傷者たちのヘリ搬はん入にゆうを進めろ！」「負傷者が他にいないか施設内を調べろ！」「落下したヘリの負傷者を──」

　その声から離はなれるように、鳳が機銃を拾って羽をはばたかせる──ふわりと宙へ。

　将軍が顔を上げた。「偉い大だいな蝶フアラージヤよ、まだ羽をたたむことはできないのかね？」

「はい……」微び笑しよう──わびしげに。「確たしかめねばならないことがあります」

　さっと身を翻ひるがえし、疲れ切った羽で宙を舞った。

　最後の悪あく夢むと向かい合うために。




　　　　Ⅳ




　国連ビル北側──爆ばく炎えんの痕あとも生々しい一階エレベーターホール。

　爆ばく弾だんの炸さく裂れつによってエレベーター坑こう内ないに爆風が吹ふき荒あれ、ドアが吹っ飛んで、反対側のエレベーターのドアに突つき刺ささっていた。その坑内──木こっ端ぱ微み塵じんになったエレベーターの残ざん骸がいが落下し、衝しよう撃げきでめちゃくちゃになった現げん場ば──ろくに明かりも点かず、くるぶしまで浸しん水すいした状じよう態たいでも、苦にせず捜そう査さするハロルド──ふと水音に振り返った。

　通路側からホールへと水面を広がってくる波は紋もん──そして声。「やはり見み抜ぬいたか」

　腰こしだめに構かまえた銃を向けながら姿を現した相手──もう一方の手に杖つえ。

　ハロルドは手にした銃を構えることもなく相手を見つめ返し、穏おだやかに言った。

「遺い体たいがないのはあなただけだ。エレベーターの爆弾はダミーだった。何が爆発したか──考えられるのは空調機器が停止したエレベーター内に充満する爆発性の気体だ。だがそれではエレベーター内の人間は、ただちに死んでしまう。とても電話に出る余よ裕ゆうなどない。携帯電話を中ちゆう継けい機器としてこの中に置き、あなたは会議棟とうの一室で通話をしていた。エレベーターに乗っていたのはあなたに撃たれた二名の警けい備び員いんの死体と、あなたの位置を示しめす発信器だけだ。そもそも爆発は偽ぎ装そうを消すためですかな？　あの男からかかってくる電話自体が偽装だった？　電話をかけられた者は全員、殺害されると思わせるために？」

「さて。彼らの趣しゆ味み嗜し好こうまで私に問われてもわかりかねるな。私は彼らと、やむを得ざる取り引きを行ったに過すぎん。破は滅めつすることも覚かく悟ごの上で──」

　水面にひときわ大きな波紋──ロビー奥おくからにわかにはばたき──輝き＝一いつ瞬しゆんで切迫。

　激はげしくしぶきを上げて着地──長大な機銃の銃口を相手の眼がん前ぜんに突きつけながら。

「信じていたのに……！」鳳──悲ひ痛つうに掠れる声。「なぜ……あなたなのですか……！」

　撃ち損そこない、向け損なった銃をもてあそぶ男──杖を水の下でこつこつ鳴らして言った。

「私が、マイトガング・ヴィッテルスである限り、逃のがれられなかったのだよ……」

「なぜ……！」声がたちまち嗚お咽えつに変わった。杖をついた〝鉄と貨か幣へいの王〟──瘦やせた老人に過ぎない相手に、バカげているほど巨きよ大だいな機銃を向けたまま、うつむいて泣いた。悪夢と向き合う覚悟など何の役にも立たぬほど耐たえがたかった。体が震ふるえた。じっとしていられず、大声で何かを叫びたかった──だが何を叫べばいいのかすらわからなかった。

「一つずつ確かく認にんさせて欲ほしいが、よろしいですかな」ハロルド──変わらぬ穏やかさで、むしろ相手に頼むように言った。「何しろ、私は法廷が終われば捜査官ではなくなる。今しかあなたから話を聞く機会はない」

「答えられることなら」ヴィッテルス──劣おとらず平然とした声こわ音ね。

　震えながら顔を上げる鳳──何が話されるのか怖こわくて仕方なかった。これ以上の悲痛から大急ぎで逃にげ出したかった。だがこの場にいることを自分に命じた──歯を食いしばって──守ることがかなわなかった他の証しよう人にんたちへの、せめてもの詫わびとして。

「まず、スーダンからこの都市の国際空港に〈荷〉を送ったのは、あなたですか？」

「そうだ。私が過か去こを清せい算さんし、私が関かかわった存そん在ざいを守るための、最後の献けん上じよう品ひんだった」

「献上品……？　闇やみの武ぶ器き商人であるリヒャルト・トラクルを敬うやまっていると？」

　ヴィッテルスがおかしそうに笑った。「まさか。全く違ちがう存在だ。最初に言っておくが、私はプリンチップ社の創そう設せつに関かん与よしてはいない。それは我々を操作するための情じよう報ほうだ」

「……操そう作さとは？」

「私は幼少期にシリアにいた。アロイス・ブルナーに育てられた子供の一人だった。ただし血けつ縁えん関係はない。第二次大戦時、ナチス党員によって多くの白人の子こ供どもが誘ゆう拐かいされ、生きつ粋すいのナチス党員として、白人主しゆ義ぎ者しやとして育てられた。私はその生き残りだ」

「ナチスによる略りやく取しゆ児童だったと……？」

「そう簡かん単たんに定義されるものではない。あの大戦によって、君たちには想そう像ぞうもつかぬ人生を送らざるをえなかった者たちが、大おお勢ぜいいるのだよ。私はその過去を消し、今の自分を獲かく得とくした。そして生しよう涯がい最後の清せい算さんとして、パーキンスたちとともに、この法ほう廷ていに全てを捧ささげた。だがそこでパーキンスが、操作されたのだ。あたかも、アロイス・ブルナーによって育てられた者こそ、プリンチップ社の創設者であるかのように思わされて」

「その操作は誰だれが？　どうやって？」

「証明するすべとてない。リヒャルト・トラクルがやったとしかわからない。イスラエル人であるパーキンスにとってアロイス・ブルナーの名は、いかなる犯はん罪ざい者しやよりも巨大な悪だ。しかもそれがプリンチップ社に直結しているとなれば、必死に追つい跡せきする。実は同どう志しである私を窮きゆう地ちに立たせ、私が守らねばならぬものを破は壊かいしているとは知らずにな……」

「守らねばならぬもの……つまりダイヤを献上しようとした存在ですかな？」

「パーキンスの命を奪うばってまで守った秘ひ密みつだ……教えられんよ」

「では、パーキンスは、イスラエルの命令で大だい統とう領りようを殺害した？」

　深々とため息をついた。「証拠はないが、彼が祖国の命令でスーダンの大統領を暗殺したことは間違いない。できれば慰なぐさめてやりたかったよ……パーキンスを。彼にとって、あの大統領は家族同然だった。それを自ら葬ほうむったのだ。彼が抱いだいた痛いたみを……今、他ならぬ彼の命を奪うばうことで、私が味わうとはな……。私にとって彼は、息子むすこも同然だった」

「なぜシスター・アーレまで！」叫んだ──とても二人のように淡たん々たんとした態たい度どを保たもってなどいられなかった。答えねば撃つという態度をみなぎらせて問うた。「操作されたのがパーキンス氏であるなら、なぜシスターの命まで奪ったのです！」

「同じ理由だ」ヴィッテルス──機銃の銃口ではなく、あくまで少女の目を真まっ直すぐに見つめ返しながら。「彼女は本当に解かい体たいしかねなかった。いつか本当に、世界統とう一いつ通つう貨かを発行しうる唯ゆい一いつの存在を……。あるいは……それもまた操作されたのかもしれない。パーキンスがそうとは知らずに私の過去を暴あばき、私がシスターを脅きよう威いとみなしたのも……全て」

「信じられません……あなた方ほどの相手を、そうもたやすく操作できるなど──」

「それほどの相手なのだよ」そう言いながら銃を捨すてた──ちっぽけな銃が水みな底そこに沈しずみ、その手が懐ふところから何かを取り出した。「……レイバース捜査官、君に渡わたすはずだった品だ。ミッターマイヤーが怒ど鳴なりつけられる相手は、この国の大統領だけではない──」

　微笑ほほえんで告げながら、ヴィッテルスの顎あごに力がこもる──ガリッと何かを砕くだく音。

「よせ！」ハロルドが叫んで相手の腕をつかむ──ヴィッテルスが膝ひざからくずおれる。

　鳳──呆ぼう然ぜん／ついていけず／何が起こったのかもわからず。

「しまった──毒だ……」ハロルドがヴィッテルスの頭が水に沈まぬよう自分の膝ひざの上に載せる──鳳が慌あわてて屈かがみ込こむ。「は……吐はき出させて……。人工呼こ吸きゆうを……」

　さっと手で遮さえぎられた。「口内の組そ織しきから毒が浸しん透とうして君まで死ぬ。至し急きゆう、救きゆう援えんを──」

「これを……」ヴィッテルスが布ぬので包まれたものを差し出す──震ふるえる手／声。「手にすれば……君は私を、追うと思って……。だが君は……個こ人じんとして……」

　ハロルドが受け取る／その手を握る──最期の言葉が死の吐と息いきとともにこぼれた。

「夢の終わり……いや、始まりか……」

　静せい寂じやく──ヴィッテルスは動かない。ハロルドがその目を閉とじさせた。「……死んだ」

　鳳はただ呆然とその場に立っていた。また一つ心の中で何かが砕けた思いに耐えて。

「どんな手しゆ段だんを使えば……こんなことができるのか想そう像ぞうもつかない」

　ハロルド──その声に、鳳が聞いたことのない、動どう揺ようと歓かん喜きがこもっていた。

　鳳もそれを見た。そしてせめて純じゆん粋すいな喜びを感じたくて、悲しい顔で微笑んだ。布の中から出てきたもの──ベルトにぶら下げれば二百メートル先から狙そ撃げきされかねないもの。

「バッジだ……。法廷の後も、私を捜査官として認みとめる……私のバッジだ」

　驚おどろいた顔でこちらを見るハロルド──鳳はうなずいた。死んだ証人たち全員に代わって。この男にこそ、ふさわしいと告げた。それからまた死者を見つめた。略りやく奪だつされた真実──答えのない問い。罪つみも償つぐないも。捨て去った夢も、願いを叶かなえるための犠ぎ牲せいも。

　みな抱いて──嵐あらしの夜の底に、死者が横たわっていた。




　ＢＶＴビル──全すべてのモニターが暗転した聴ちよう取しゆ室しつ＝憔しよう悴すいした顔で座すわるエゴン。

　捜査官は誰だれもおらず──佇たたずむヘルガ＝笑み一つ浮うかべず。「ご説明を、局長」

「……説明の必要があるのか？」エゴン──宙ちゆうを見つめながら。「空港にあの男が現あらわれた。自らプリンチップ社のエージェントだと名乗った。その上、国連都市における証人殺害の教きよう唆さたる通話記録がある。この建物にいる、別の男を拘こう束そくする根こん拠きよは全て失った」

「だからといって、釈しやく放ほうするべきではありません」

「結果的に、我われ々われは諮し問もん機関員を無根拠に拘束した。その上、国連都市と国際空港で、逮たい捕ほしたはずの人物による空前絶後の同時テロを許ゆるした。内務省も全治安組そ織しきの誰も、これ以上の悪あく夢むを望んでいない」ゆっくりと振り返る──眼鏡めがねを外す／過か敏びんを通り越こして何かの線が切れたように虚きよ脱だつしたエゴンの目。「望むなら、君個人が悪夢の責せき任にんを取れ」

「……了りよう解かいしました」静かに告げて部屋を出る──真っ直ぐに通路を歩む。

　懐──メッセージが記された紙し片へん／銃じゆう──どちらがより重いのかと思いながら。

　地ち下か駐ちゆう車しや場じよう──証拠車両として押おう収しゆうされてのち、修しゆう理りが済すんでいた黒い車。

　それに悠ゆう々ゆうと乗り込もうとする男──運転席のドアを開き、やおら振り返った。

　駐車場の一角──じっと佇み、射い貫ぬくように男を見つめているヘルガ＝体の両側に垂たらした手／何も持っておらず／持たないという意志を秘ひめた手。

　男が微笑んだ。「残念だな。もし君が撃てば、私は真実そのものになれただろう」

「必ず全てを暴くわ」ヘルガ──苛か烈れつな意志を込めて。「そのとき、真実とやらは、書類の上で列挙される、ただの事実の塊かたまりになるでしょう」

「黄金の山が土くれになるように？　真実は永えい遠えん不ふ滅めつへの道だ。君に少なからぬ入れ知ぢ恵えをした誰かも、それを知っている。だからこそ君にも同じ道を歩ませたいのでは？」

「お前が、いかなる悪夢をもたらそうと、私が私個人の火をもって消すのみよ」

「リヒャルトさんヘル・リヒヤルトと呼んでくれたまえ。常つねに紳しん士しに。それが私の商売上のモットーだ」

「部下も運転手もいないのも、紳士としての流りゆう儀ぎ？」

「ハンドルは自分で握る。セールスマンの原点だ。では──また会う日までアオフヴイーダーゼーエン、クローネンブルク長官」車に乗り込む──ドアを閉しめる──車が走り去る。

　ヘルガはそのまま歩いてゆき、スロープを上って、建物の外へ出た。

「ええ……その日を楽しみにしているわ」

　ささやき──忌いまわしい夜明けを見上げて。




　国連都市──次々に手当てされ、発見され、収しゆう容ようされる負ふ傷しよう者しやたち。

　雨が弱まるとともに到とう来らいした輸送ヘリの一つ＝その後部座席に座る鳳──両側に、本部には戻もどらず、わざわざ自分のもとへ帰って来た乙と雛の姿すがた。二人とも鳳の肩かたに頭をもたせかけて眠ねむりに落ち、鳳は出発を待つ間、ただぼんやりと窓まどの外を見ていた。

　ひっきりなしに飛び交かうレスキューヘリ──道路の水すい没ぼつでほとんどの車両が動けず。

　国連ビルの玄げん関かん口ぐち──ハロルドがニナと何か話している。疲れ知らずの日向が負傷者の搬はん入にゆうを手伝う一方、御影が脚あしを負傷したガブリエル隊長と話している。

　何もかもが遠のいてゆく──心が冷たくなってゆく。五人の証人が死んだ。大勢が死んだ。敵も味方も死んだ。その全てが心に響ひびかなくなり、やがて虚きよ無むが忍しのび寄よって、どれだけ誰かが死のうと平気になるのだと頭のどこかでささやきが起こったとき──

《……鳳さん？》いきなり無線通信──冬真。

　思わず見開いた目に、たちまち、うっすらと涙なみだの膜まくが浮うかんだ。いったいなぜこの人は、こんなタイミングで、いつもこちらの気も知らずに、心に入って来るのだろう──

《あなたから、無線通信で話しかけられるなんて……驚きましたわ、冬真さん》

《迷めい惑わくなのはわかってたけど……どうしても、鳳さんに、御お礼れいが言いたくて。あの……本当にありがとう……。必死に戦ってくれて……》

《おかしな人ですのね》ため息をつくように、つんと返した──その双そう眸ぼうから一気に涙が溢あふれ出していた。まったく、どこまで心に入って来るのだろう。凍こごえそうになっていた心がどんどん温かくなっていった。《あなたのために何かをしたわけではありませんわ》

《ごめん……》

《なぜ謝あやまるのですか》笑いがこぼれた──涙が溢れた。もっと話したかった。声を聞きたかった。自分を肯こう定ていして欲ほしかった。《いいでしょう。ＭＳＳの一員として初仕事を終えたのですもの。特別に、いち早くあなたにだけ、答えを教えて差し上げますわ》胸むねの奥おくに痛いたみを感じながら言った──失われた問いと答え。《正解はあなたの選んだ、Ａです》

《悪夢を退しりぞける力を持っていたから……？》

《そう。ヘラクレスは呪のろいで我が子を殺して以来、夢を見る心を失ったのです……。また怪かい物ぶつたちには、夢を操あやつり、神々を混こん乱らんさせる力がありました。でもヘラクレスには効きかなかった。だから大昔のギリシャでは悪夢を見たときはヘラクレスの名を唱えたとか……》

《夢を見ないから……悪夢も見ないってことかな》

《ええ……》別の側の窓から外を見た──遺い体たい袋ぶくろに入れられた死者たち／いつか自分も、ああして運ばれていくのだろうかと思った。《あたくしも同じ……。以前の仲間たちが死んでから一度も夢を見たことがありませんの。そのせいで逆に、ずっと夢を見ている気になることもありますわ。まるで胡蝶の夢ドリーム・オブ・バタフライの詩のように。現実と夢の区別がつかなくなるときが……現実にいるはずの自分が消えてしまうようなときが……》

《でも、ヘラクレスは怪物たちと戦ったことで感かん謝しやされて、神々の力によって、再び夢を見る心を与えられたんだ。だから鳳さんだって──》やたら勢いきおい込んだ声。

《あの……》思わず遮さえぎった。《まさか……答えをご存じでしたの？》

　気まずそうな沈ちん黙もく──失言を悟さとって慌あわてて謝罪の言葉を考えているのが丸わかり。

《ごめん。鳳さんのクイズを聞くたびに興きよう味みが湧わいて……たまたま調べてて……》

　ヘリのローター音──浮ふ上じようの感覚。いつの間にか雨がやみ、遠くで夜が明けようとしていることに気づきながら、くすっと笑った。《あなたはやっぱり、卑ひ怯きようでずるい人です》

《……ごめんなさい。決して、怒おこらせるつもりは……》

　涙は出なかった。ただ微び笑しようした。《一つ、お願いを聞いて下さったら、許ゆるします》

《うん……なんでも》

　静かに目を閉じた。ふと、そうするのが怖かったのだと悟った。闇やみの中へ自分が消えてしまいそうで。だが今は不安はなかった。温かな安心に満たされながら願いを告げた。

《このまま、お話をしながら……眠ってもいいですか？》

《え……》意外そうな声──すぐに優やさしい返答。《うん。鳳さんが眠るまで話してる》

　話した。たわいのないことを。互たがいに見た夢の記き憶おく。見たいと思う夢。途と中ちゆうで目覚めた夢の続き。そしていつしか眠りが訪おとずれた。

　夢は見なかった。

　ただ、安らぎと仲間たちの存そん在ざい──そして、自分を支ささえてくれる声を感じた。

《どうか……良い夢を──》







　エピローグ







　──ＶＩＤＥＯ　ＤＡＴＡ．２０１６／05／04　ＲＥＣ．ＳＴＡＲＴ

《あの、あたくしです。あたくしというのは、鳳アゲハ・エウリディーチェ・アウスト──》

《オレ、乙ツバメ・アリステル・シュナイダー！　ＭＰＢの小隊長さん、元気ぃーっ⁉》

《ボク、雛ヒビナ・イングリッド・アデナウアー。ねえ、酸すっぱいの好き？》

《二人とも、きちんとご挨あい拶さつを……画面を占せん拠きよするんじゃぁ、ありません！》

《あんだよー、オレが考えついたのにー》

《ボクがセッティングしたのぉ》

《こういうものは一人ずつ順番に、均きん等とうに、自じ己こ紹しよう介かいをしながら挨拶の言葉を──》

《鳳、一人だけおめかししちゃってさー。ずるいっしょオレ、包帯も取れてねーのに》

《そ……そんなことありませんっ》

《ねー、小隊長さん、超ちようかっこよかった！》《すごかったよぉ》

《……いったい何がそんなに気に入ったのです。乱らん暴ぼうで一方的で勝手で指し示じ語ごだらけの上に、素行不良の小隊長ではありませんか。悪あしき習しゆう慣かんが感かん染せんしたらどうするのです》

《鳳、一いつ緒しよに突とつ撃げきしてくんないし》《鳳、盾たてになってくんないし》

《突撃は機動力で圧あつ倒とう的に上回っているときの戦せん術じゆつです！　高度な空中機動を持つ相手に突撃などしてご覧らんなさい。あっという間に部隊を攪かく乱らんされて──》

《そんなこと言ってっと嫌きらわれるっしょぉー？》《御礼のビデオレターだよぉ？》

《わ……わかっています。あの……その節はともに事じ件けんの解決に尽じん力りよくしていただき感謝しております。特に小隊長のあなたには情報面でも支し援えんの面でも大変お世話に──》

《またオレたちを指し揮きしてよぉー》《また一緒に戦って盾になってぇ》

《……そちらの隊員の方々、不良小隊長の横おう暴ぼうに耐たえられないときは、いつでも、あたくしの指揮下にお入り下さい。あたくしがより的確な指示をもって被ひ害がいを最小限に──》

《あたくし様ー》《あたくし様ー》

《その呼よび方は金こん輪りん際ざいおやめなさいッ──‼》

　──ＶＩＤＥＯ　ＤＡＴＡ．２０１６／05／04　ＲＥＣ．ＥＮＤ







　おまけ小劇場　ジェダ○の桃太郎と世界を救えナンセンスで







　遠い遠い昔、遥はるか彼方かなたの銀ぎん河が系けいで──どんぶらこ、どんぶらこ、と暖かい暗くら闇やみに包まれて眠る冬真トウマがおりました。が、いきなり揺ゆさぶられ、ズゴーッと激はげしい音とともにバーナーの青い火の噴ふん出しゆつが、目の前の闇やみを縦たてに切り裂さいてゆくではありませんか。

「ひぃいいいーっ⁉」逃にげ場もなく高熱に炙あぶられ悶もん絶ぜつです。鋼こう鉄てつの桃形ポッドが焼き切られ、中から日本のキモノをアレンジしたジェ○イな服の冬真が出てきました。

　辺りは鉄くずだらけの廃はい品ひん回収場で、二人の砂漠の民サ〇ドピープルがおります。

「おやおや元気の良い男の子だよ、トラクルおばあさん」緑の目をした禿とく頭とうの男が、シュゴーッとバーナーの火を噴ふかせながら言いました。

「いったいなんと名付けましょうかね、リヒャルトおじいさん」もう一人、なんと、まったく同じ顔をした人物が、にやりと笑いました。

　冬真は恐きよう怖ふのあまり、実験台としてカーボ○イト冷れい凍とうにかけられたような有り様です。

「お前はジ○ダイの桃太郎冬真だ」リヒャルトおじいさんが勝手に決めました。

「フォー○とともにあらんことをメイ・フオース・ウイズ・ユー」トラクルおばあさんが名台詞ぜりふで追つい随ずいします。

「……五月四日に来ますメイ・フオース・ウイズ・ユー？」英語に不ふ慣なれな冬真は、咄とつ嗟さに間ま違ちがえました。

「古典的な誤ご訳やくをご存じとは」リヒャルトおじいさんがバーナーの火を噴かせつつ感心しました。「各地で五月四日云うん々ぬんと誤あやまって報ほう道どうされ、多数のファンが混こん乱らんしたのさ」

「異ことなる意味に取れる情報こそ人心操そう作さの基き本ほんだよ」トラクルおばあさんが何かを差し出します。「人を暗黒面へ導みちびくキビダンゴを食べ、全銀河に悪の猛もう威いをまき散らすのだ」

「えっええっ⁉」砂漠の民サンドピー〇ルごときに人生を決定されて桃太郎冬真は大いに仰ぎよう天てんです。

　そのとき○ェダイな服の美形の男が現あらわれ、ヴヴンという音おん響きよう効こう果かでライト○イバーを一いつ閃せんし、砂漠の民サンドピ〇プルたちがズバズバ斬きられて退たい散さんです。「おのれオ○・ワン！」「ケ○ービ！」

　男が別のラ○トセイバーを取り出しました。「受け取れジ○ダイよ。ダ○ス・ヴェ○ダーがいる鬼おにヶ島デ○・スターに行って囚とらわれの姫ひめを救え」物語のキーワードを連発。さすがベン。導く者。と思うと最後に豪ごう華かな箱を取り出しました。「そしてこれが玉手箱だ」

「へ？」ぽかんとなる桃太郎冬真をよそに男が箱を開き、どろん、とフ○ースが噴出。男は見事な白はく髪はつの老人になりました。そう。浦島太郎オビ・○ン・ケノ○ビことベン・バロウ神しん父ぷです。固有名詞が異い様ように長いです。混ぜすぎです。それはともかくベン・バロウ神父、半透とう明めいです。玉手箱の影響で老化を通り越こして死後の世界に逝いったようです。

〝さあ、供ともの者たちをつれて冒ぼう険けんへ赴おもむくのだ〟フォ○ス的なエコーとともにベン・バロウ神父の声が聞こえます。すると鉄くずの中から、ド○イドたちが現れました。

「ふふふ、桃太郎よ。そのお腰こしにつけたキビダンゴをくれるならば助力してやらんでもない」なんと金色のプロ○コル・ドロ○ドたるＣ─○ＰＯ水ミ無ナ月ヅキです。

「キビダンゴ欲ほしいのキビダンゴ美お味いしそうなの」さらに青いア○トロメク・ドロイ○たるＲ○─Ｄ２雛ヒビナです。樽たる状じようの装そう甲こうから顔だけ出しています。なかなか快かい適てきそうです。

「でも、これは暗黒面……」桃太郎冬真を遮さえぎり、Ｃ─３○Ｏ水無月がキビダンゴを奪うばってむしゃむしゃやりながら言いました。「ベン・バロウ神父の○ォースによって善の心を動かす光のキビダンゴと化したのだ。さっさと神父から修しゆ行ぎようを受けたまえ」

「修行って……」桃太郎冬真の前で、ベン・バロウ神父は微笑ほほえんで消え去りました。

「なんてことだ。順番が逆ぎやくだ」Ｃ─３Ｐ○水無月が舌した打うちします。そこへ、ピピュピピピキュとＲ２─○２雛がはむはむキビダンゴを食べながら告つげ、○─３ＰＯ水無月が翻ほん訳やくしました。「船を手に入れて惑わく星せいダ○バへ行けばジェ○イ・マスターがいるそうだ」

「その子、さっき普ふ通つうに喋しやべってなかった……？」

「気にするな。行くぞ」Ｃ─○ＰＯ水無月の即そく断だんで、酒場にて船乗りと交こう渉しようです。

「楽しそう！」船長のハン・○ロ乙ツバメが快かい諾だくです。カッコイイ役回りで嬉うれしそうです。

　毛皮を着たチ○ーバッカ日向ヒナタもうなずいて承しよう諾だくします。子こ供どもに人気の役をゲットです。

　かくして二人の名機ミレ○アム・ファル○ンに乗り込んだ一行はハイ○ースペースへジャンプして沼地の惑星ダゴ○に直行し、ジェ○イ・マスターの住じゆう居きよを訪たずねました。

「ようこそ桃太郎さん」ノックする間もなく住居から現れた者こそ、ジ○ダイ・マスター・ヨー○鳳アゲハでした。可か憐れんな顔立ちの両側に長い耳がついています。ジェダ○的な服ふく装そうがよく似に合あっています。左手に杖つえを持ち、右手には○ェダイ制式九ミリ拳けん銃じゆうを携たずさえています。

　美しくも危き険けんな姿すがたに、桃太郎冬真はぽかんと見み惚とれながら言いました。「修行を……」

「フ○ースをお信じなさい」ヨ○ダ鳳が沼を指さします。「あそこに眠る戦せん闘とう機きＸウィ○グを、あなたがフォー○によって浮うかび上がらせるのです」

「すごい！」○ン・ソロ乙が気楽に喜びます。Ｒ２─Ｄ○雛がピピュピキュ囃はやします。

　そんなむちゃな、と棒ぼう立だちになる桃太郎冬真に、きっぱりと○ーダ鳳が言いました。

「見た目で判はん断だんせず、○ォースの導きに身を委ゆだねるのです」そして、にっこり笑って拳銃をしまうと、沼地から突つき出た翼つばさをつかみ、せいッ！　と気合いを入れて引っ張りました。するともう戦せん闘とう機きがずるずる引っ張り上げられるではありませんか。

「さすがフォース」Ｃ─３○Ｏ水無月が感心し、チュー○ッカ日向もうなずきます。

「フォ……フォース？」桃太郎冬真だけが疑うたがいの顔です。

「もう教えることはありません」○ーダ鳳が断言しました。「いざともに鬼ヶ島デス・○ターへ！」もはや先頭に立って戦う気満々です。というか一いつ瞬しゆんで修行が完結です。

　桃太郎冬真がＸウ○ングに乗ります。すごい、Ｘウィン○に乗れるんだ、と少年らしく状況に適てき応おうです。後部に設せつ置ちされた○２─Ｄ２雛も、桃太郎冬真と一いつ緒しよで嬉しそうです。残りはフ○ルコンで鬼ヶ島○ス・スターへ進軍し、宇う宙ちゆう空間だろうがお構かまいなしにヨ○ダ鳳が外へ出て、長大な重機関銃を構えます。「フダダォダダ○ダダスダダのダダ導ダダきダダがダダあダダらダダんダダこダダとダダをダ！！」

　さしもの帝国軍が誇ほこるＴＩＥファ○ターも次々に撃げき墜ついされてゆきます。さすがフォー○。

「○ォースじゃないよ！　絶ぜつ対たい、違うよ！」桃太郎冬真が叫さけびます。しかしイン○リアル級スターデストロ○ヤーが機銃で真っ二つになると、もう何も言えなくなりました。

　かくして鬼ヶ島デス・ス○ーへ攻せめ込み、囚とらわれの美び貌ぼうの女じよ性せいを助け出しました。

「来てくれたか桃太郎。私は竜りゆう宮ぐう城じようの乙おと姫ひめで、ベン・バロウ神父を遣つかわした者だ」そう告げるのは反体制派の帝てい国こく元老院議員たるレ○ア乙姫ニナです。玉手箱の謎なぞがようやく解明されました。さらにレイ○乙姫ニナは言います。「ここは第一鬼ヶ島○ス・スターだ。ダー○・ヴェイ○ーはシールドで守られた第二鬼ヶ島デ○・スターにいる」

「まずシールドを破は壊かいしよう」チューバ○カ日向が力強く言いました。シールド発生装置がある惑星エ○ドアへ急行し、深い森に降おりたときです。大きなセー○・バージ型の船が到とう来らいし、中から傭よう兵へいたちをつれた巨きよ漢かんと、鎧よろい姿すがたの男が現れたではありませんか。

「ハ○・ソロ乙、借しやつ金きんを返しなさい」そう呼びかけるのはジャ○・ザ・○ット・アルことディーゼル課長でした。シリーズ随ずい一いつのインパクトを誇ほこる役を堂どう々どうゲットです。

「なんということだ」そう呻うめくのはボ○・フェット御ミ影カゲです。マニアの間で一番人気の役をしっかり手に入れています。「ハン・ソ○乙を助けるため、奴ど隷れいにされた○イア乙姫ニナが、半はん裸らで鎖くさりにつながれるのではなかったのか。それだけが楽しみだったのに」

「やかましい」レ○ア乙姫ニナがすげなく一いつ蹴しゆうします。

「借金あんのオレ？　そんなん聞いてねーす」○ン・ソロ乙が困こん惑わく顔がおで抗こう議ぎします。

「キビダンゴで帳消しというのはどうですの？」○ーダ鳳が手をかざして問います。

「う……」ハ○ト・ディーゼル課長はくらくらしながらうなずきます。「いいでしょう」

「ジ○ダイのマインド・コントロールですわ」ヨー○鳳に微笑まれ、桃太郎冬真はとても怖こわいものを感じつつキビダンゴを振る舞いました。ハッ○課長と○バ御影とともに傭兵戦術班たちも仲間に迎むかえ、森を進むと、ふさふさ毛皮をまとった人物に出くわしました。

「あら桃太郎さん、お姉さんが色々教えてあげるわよー？」「手取り足取りね？」イーウォ○クのアデライードとクラリッサです。愛あいらしい森の住人イー○ォックのファンから激げき怒どされそうな露ろ出しゆつ度の高さです。当然、大いに桃太郎冬真は狼ろう狽ばいです。「え、えっ？」

「さっさと断ことわったらどうですの？」ヨ○ダ鳳がなぜか燃もえるような目で睨にらんできます。

　かと思うとＲ○─Ｄ２雛がアームを伸のばして桃太郎冬真の背せをチクチクつっつきます。

「ご、ごめん、ごめんなさい」桃太郎冬真はわけもわからず謝しや罪ざいするほかありません。

「待て、○ーウォックたちから神のように崇あがめられるのは僕ぼくだぞ」Ｃ─３Ｐ○水無月が抗こう議ぎするやイーウォッ○たちの目が猛もう烈れつに輝かがやきました。「オリジナル外装プレートよ」「マニアの間では垂すい涎ぜんのコレクションよ」イ○ウォックたちが、またたく間に分ぶん解かいです。配線むき出しの○─３ＰＯ水無月が憤ふん慨がいしました。「ア○キン版のＣ─○ＰＯなんて嫌いやだ！」

「御お礼れいに案内するわよ？」「装置の解かい除じよも任まかせなさい」イー○ォックの助けで難なんなく装置へ辿たどり着いた一行は、鬼ヶ島帝国軍のストーム○ルーパーたちをなぎ倒たおし、やりたい放題に爆ばく破はしました。○ーダ鳳が鬨ときの声を上げます。「いざ鬼ヶ島○ス・スターへ！」

　すっかり大所帯になった一行はレッド中隊となってシールドの消えた第二鬼ヶ島デス・ス○ーへ進軍です。激しい空戦です。Ｙウィ○グのゴールド中隊が応おう援えんに駆かけつけます。Ｘ○ィングに乗る桃太郎冬真の脳のう裏りにフ○ースを通して声が聞こえます。〝操そう縦じゆう桿かんを離しちまえ。何もかも楽になるぞ〟──いや、ちょっとニュアンスが違う気がするんだけど、と頭の中で反論するうちに鬼ヶ島デ○・スターの中ちゆう枢すうへの侵しん入にゆうに成功していました。

　そして玉ぎよく座ざの間に侵入した一行の前に、シュコーッと特とく徴ちよう的な呼こ吸きゆう音おんとともに宿しゆく敵てき○ース・○ェイダーが現れ、いきなり仮か面めんを外して言いました。「よく来たわね、みなさん」

　みなぎくっとしました。特にレイ○乙姫ニナが硬こう直ちよくです。そしてダ○ス・○ェイダー・ヘルガが楽しげに言いました。「フォー○の暗黒面に誘ゆう惑わくされるのは、どなた？」

「ヘヘヘ、ヘルガ長官、いいいいったいなぜ……」○イア乙姫ニナは完全に錯さく乱らんです。

「この役が好きなんですもの」浮き浮きとヴェ○ダー仮面を掲かかげて微笑んでいます。

　恐おそるべき予感に打たれた桃太郎冬真たちがレ○ア乙姫ニナから後ずさります。

「わわわ私はヘルガ長官のものだーっ‼」二に律りつ背はい反はんのレイ○乙姫ニナがプロ○ン魚ぎよ雷らいを乱らん射しやです。ファ○コン号が砕くだけ散りました。ヴェイ○ー・ヘルガは高笑いしています。

「レ○ア乙姫ニナ、ご乱心！」叫ぶボバ御影が炎ほのおに包まれます。桃太郎冬真は恐きよう怖ふで泣きながらＸ○ィングに乗り込み、慌あわてて脱だつ出しゆつしました。「もう嫌いやだ！　もう嫌だ！」

　背はい後ごで盛せい大だいに鬼ヶ島デ○・スターが爆発し、激しい衝しよう撃げきののち、静せい寂じやくが訪れたとき。

「危あやういところでしたわ」なんと背後にヨー○鳳がいて、にっこり微笑むではありませんか。「新たなエピソードの始まりです。二人でともにフォ○スの導きに従したがいましょう」

　桃太郎冬真は○ォースよりも、むしろ彼女の微笑みが自分を引き寄せるのを感じ──

《働け働け、寝ねている場合じゃないぞ！》


（※本編Ｐ三百八十七へ）









　スプライトシュピーゲルあとがき







「俺おれはいわば赤信号だ。めちゃくちゃやることで、人々にこれが限げん度どだと警けい告こくする」


──映画『フィッシャー・キング』






　完結が近づくと常つねに不安に襲おそわれます。自分に書けるか。その資し格かくがあるか。そんな不安だけが自分を高めてくれるとわかっているから、むしろ書きたがる。実に我わが儘ままです。

　今巻は特に、作品世界を広げて下さるイラストレイター氏への敬けい意いと感かん謝しやを込めてご登場して頂いただいた、とある人物たちをふくめ、新キャラ十三名。ファンタジア文庫の新記録を達成するページ数超ちよう過かぶりと、大いにやらかさせていただきました。おまけ小劇場も、伏せ字数百三十四個という、これまた新記録のヤバいネタを敢かん行こうして下さった担当氏に感謝。

　次の五・六巻が完結。シリーズ開始から思い続けたことは鳳アゲハや冬真トウマたちの成長と、卒業。

　どうか妖精たちの物語スプライトシユピーゲルが、あなたの眼まな差ざしとともに、まっとうされんことを！





二千八年三月　冲方丁拝
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